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来るべき21世紀は、環境の時代とも呼ばれております。

＝重県におきましても、環境先進県づくりをめざし、自然・歴史的環境を後

世に伝えていくための様々な事業が行われているところです。

自然保護の重要性が説かれて久しく、自然は大切で守らねばならないもの、

という認識が広く醸成されつつあります。しかしながら、身近な自然、たとえ

ば近くに生えている草や木について、我々はどの程度に知っているのでしょう

か。桜や栗、あるいは檜や杉、松といった現在建築用材として利用されている
かし くぬぎ とち もみ ＇）げ

木は知っていても、それ以外の木 例えば樫や楳、栃、樅、黄楊などについ

てはどれくらい知っているのでしょうか。それが自然の中でどのような役割を

担い、また人類に利用されてきたかなど。もしかすると、木とその名前の対応

すらわからないことのほうが多いかもしれません。

ところで、遺跡を発掘していると、時々大量の木製品が出士することがあり

ます。これらを詳しく調べると、昔の人々が自然に対して的確な知識を有して

いたことを実感することができます。六大A遺跡で出士した 5世紀の横櫛はツ

ゲ製でしたが、現在も髪をすく櫛はツゲの木で作られています。

真に環境を保全して後世に伝える、それは環境についての真摯な態度と正し

い知識から生まれる、六大A遺跡の木製品は、そう我々現代人に語りかけてい

るように思えてなりません。このように考えると、埋蔵文化財とは、過去の人

間や自然と対峙し、現代人が環境と向き合うためのひとつのきっかけとなりう

る可能性を提示するもの、ということができるでしょう。

最後になりましたが、本書によって、過去に学んで豊かな未来像を構築する

ための一助となることを期待するとともに、県民の皆様の埋蔵文化財へのより

一層のご理解とご協力を念願して序文といたします。

平成12年3月

三重県埋蔵文化財センター

所長大井輿生
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（順不同、数称略）

6 本書において、 L原真人『木器集成図録 近畿）原始篇（解説）』奈良国立文化財研究所 1993を本

文中で使用する場合、 『木器集成』と略記した。詞様に、町川翫・ト原真人『木悩集成図録 近畿
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格が撮影した。

9 PL  133の木簡 (1491--..-1493)の写真は、奈良国立文化財研究所 佃幹雄氏の提供を受けた。
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11 本内の編集・執筆は、穂栢裕昌が担当した。
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第23図 円形枠付田ド駄・方形枠付田ド駄 (243~261) 第78図 棒軸形木製叶i,• さしば形・斎串・妹(973~,977)

第24図 )j形枠付田ド駄 (262~281) 第79図琴(978~980)

第25図 ガ形枠付川ド駄 (282~307) 第80図 琴・彫（ささら）状木製品・櫛 (981~987)

第26図 H盛板・木錘(308----..,322) 第81図 ド駄 (988~993)

第27図木錘(323,,_,__,342) 第82図 ド駄(994-...,999)

第28図木錘(343"--'358) 第83図 ド駄(1000-----,1005) 

第29図 木錘・鉄斧柄・小利器柄(359"'---'380) 第84図 ド馬太 (1006~1011)

第30図紡錘車・杜(381~407) 第85図 ド駄 (1012~1017)

第31図 枯・紹かけ・糸枠(408'"'-'426) 第86図 ド易太(1018----..,1023) 

第32図 タタリ (427~433) 第87図 ド駄 (1024~1029)

第33図織機(434,...,__,447) 第88図 大秤棒(1030へ 1039)

第34図槽(448,..._,452) 第89図背負 f?・範？．錢(1040------,1042) 
第35図槽(453~456) 第90図 十」111具・叩き板・杓 r状木製品(1043----..,1053) 
第36図槽(457~462) 第91図 杓子状木製品・火銀臼(1054"--1065) 

第37図槽(463,...__,469) 第92図漁拐具・船材 (1066~1073)

第38図槽(470'"'--'475) 第93図船材(1074~1078)

第39図槽(476"---'480) 第94図船材(1079'"'--'1082)

第40図盤(481~493) 第95図船材(1083~1086)

第41図盤・箱(494"'--'502) 第96図 照穴仕肘川柱(1087'"'-'1094)

第42図箱・ r~i杯・杯・椀．桶 (503,--...,511) 第97図 竪穴1U占;-HJ柱・掘立柱建物用柱(1095"., 1102) 
第43図不明例物(512----..,516) 第98図掘立柱建物川柱(1103~1107)

第44図 不明今lj物・漆器椀・「四）j転びの箱」(517'"'--'524) 第99図掘＼ゲ．柱建物用柱(1108~1111)

第45図 「四 }j転びの箱J ・紐結合箱 (525~538) 第100図 掘立杵建物用村・その他柱材 (1112~,1120) 

第46図連結箱・ fill物(539-------,544) 第101図その他柱材(1121____,, 1131) 

第47図曲物(545---....,550) 第102図その他柱材(1132-----1143)

第48図 rltJ物 (551~557) 第103図その他柱材(1144~1153)

第49図曲物(558'"'--'565) 第104図 鼠返し・竪穴仕屈用樅架材

第50図 1111物 (566~,573) 掘立柱建物川水、ド構沿材 (1154~1159)

第51図曲物(574~585) 第105図 掘立柱建物川水、ド構翡材 (1160~1164)

第52図曲物(586,--..__,601) 第106図 掘立柱建物用水平構辿材 (1165~·1170)

第53図曲物(602~612) 第107図 掘立柱建物用水平構沿材 (1171~1176)

第54図 11叶物(613,..___,624) 第108図 掘立柱建物）廿水平構辿材 (1177~1180)

第55図曲物(625~644) 第109図 掘立柱建物用水、ド構造材(1181------1188) 

第56図仙物(645~682) 第110図 掘立柱建物川水、ド構沿材(l189~1196) 
第57図 rtt1物 (683~709) 第111図 掘立柱建物）廿水平構辿材(1197,..___,,1203) 

第58図曲物(710--,742) 第112図蹴放し材(1204---...,1209) 

第59図 [ti)物 (743~764) 第113図蹴放し材・柏材 (1210~1215)

第60図曲物(765'"'-.,773) 第114図扉板(1216~1219)

第61図 曲物脚• その他容器関係遺物(774~782) 第115図扉板(1220----.__,1225) 

第62図案(783~784) 第116図扉板(1226"-'1228)

第63図案(785"-'787) 第117図扉板(1229"'-'1235)



第118図窓材？・／木材 (1236~1241) 布148図 丸杭・転用杭 (1527~1549)

第119図 ）木材・板峨板 (1242~1248) 第149図棒状具(1550"-'1578)

り(}120[又I tfJH悦ttJ(1249-------1254) 第150図棒状具(1579~1596)

第121図板欧板(1255-------1263) 第151図棒状具(1597---..,1617) 

りrn221又I t反凡克朴dl261-----1269) 第152図棒状具(1618~1639)

り(n23r又1 f}j !if~ 札i(1270~1275) 第153図板状具(1640~1647)

第121図板琺板(1276~1283) 第154図板状具(1648--...,1654) 

窮125図板堺板 (1284~1295) 第155図板状共(1655_____, 1666) 

i,fn26r刃 f}丈:t-:t tJ-j (1296'"'-1304) 第156図板状具(1667---....,1684) 

第127図欺木舞(1305--...,1325) 第157図板状具(1685"--'1696)

弟128図 扉木(1326""'"1330) 第158図板状具(1697~1708)

弟129IXI 畢木 (1331~,1345) 第159図板状具(l709~1718) 

弟130図面木(1346-----1354) 第160図板状具(l719~1728) 

第131図 匪木(1355'"'-"1361) 第161図 板状具• その他不明品(1729-------1746) 

第132図 椎木 (1362~1371) 第162図その他不明品(l747~1760) 

第133図 畢木 (1372~1381) 第163図 その他不明品(1761"'--'1770)

第134図 扉木 (1382~1394) 第164図その他不明品 (1771~1783)

第135図 庫木・梯[-(1395~·1403) 第165図その他不明cd1(1784"--'1793) 

第136図梯{-(1404----.,1408) 第166図その他ィ；叫砧(1794---.._,1807) 

窮137図 梯(-. イく11)]建築部材(1409---..,1416) 第167図その他不明品(1808,...___,1814) 

第138図 不明建築部材(1417~-1427) 第168図その他不明r1n11(1815....__,, 1827) 

第139図 不明建築部材 (1428~1435) 第169図その他不明礼i'1(1828~1843) 

第140図 不明建築部材 (1436~1443) 第170図その他不明品(1844-----1862)

第111図 不明建築部材 (1444~1452) 第171図 直柄ヽド鍬木製品・ナスビ形1!!1柄平鍬

第;142図木樋(1453~1459) 田ド駄・木錘・紡錘 Iド・紹かけ・糸枠

↑ :fH43図 木釘・栓もしくは楔．把手 (1460~1473) 織機(1863'"'--'1872)

棺144図 接合補助材・樹皮巻・疫を(1474""'-'1490) 第172図 曲物・形代・ド駄・ 1・_木作哭川具

弟145図 木面・木札状木製孔礼 (1491~1499) 匙 (1873~1882)
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第147図 )Lfli:(1511~1526) 第174図 板状具・棒状具• その他不明品 (1889~1901)
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PL6 泥除付樅鍬・横鍬 P L29 日形枠付田ド駄・方形枠付田ド駄
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PL  12 棒軸形間柄平鍬・棒軸形仙柄又鍬 P L35 桂・紹かけ

ナスビ形fill柄ヽ ド鍬 P L36 紹かけ・糸枠

P Ll3 ナスビ形1H1柄ヽ じ鍬 P L37 タタリ

P Ll4 ナスビ形Ill!柄又鍬 P L38 織機
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P Ll7 ＾木平鋤・組合せ平鋤 P L41 槽

P Ll8 組合せ平鋤 P L42 槽

P Ll9 組合せ平鋤 P L43 槽



P L44 槽 P L97 船材

P L45 盤・箱 P L98 船材

P L46 箱 ・Mi杯 P L99 船材

P L47 高杯・椀．桶・不明別物 P LlOO 堅穴住l出H柱・掘立柱建物）II杵

P L48 不明がl物 P LlOl 掘立柱建物用柱

P L49 「四方転びの箱J・紐結合箱 P Ll02 掘立柱建物）fj柱

P L50 連帖箱・ fill物 P Ll03 掘立柱建物用柱• その他杵材

P L51 曲物 PL 104 鼠返し・昭'/(住肘川横架材

P L52 曲物 掘立柱建物用水、ド構沿材

P L53 1111物 P LlOS 掘立柱建物用水平構造材

P L54 曲物 P L106 掘立柱建物用水平構造材

P L55 曲物 P Ll07 掘立柱建物川水平構造材

P L56 曲物 P Ll08 掘立柱建物用水、ド構造材

P L57 曲物 P Ll09 掘立柱建物川水平構辿材

P L58 曲物脚• その他容器関係遺物 P LllO 掘立柱建物）ll水、ド構追材・蹴放し材

P L59 案 P Llll 蹴放し材

P L60 案 P L112 蹴放し材・柏材・扉板

P L61 案 P Lll3 扉板

P L62 案・椅r P Lll4 扉板

P L63 椅r PLllS 扉板

P L64 椅 f P Lll6 扉板・窓材？

P L65 椅 r P L117 床材

P L66 台 PL 118 板隈板

P L67 飾り弓・素ヴ・鉄鉾の木柄部 P Lll9 板既板

P L68 JJ装具（把装具・鞘n装具・鞘尻装具） P L120 板琺板

P L69 ｝）剣鞘 PL 121 板限板

P L70 刀剣鞘・府 P Ll22 板偲板

P L71 竹・壷鐙 P Ll23 吃木舞・面木

P L72 刀形 P Ll24 畢木

P L73 刀形 P Ll25 韮木

P L74 ））形・剣形 P Ll26 匪木

P L75 鑓形 P Ll27 梯 r-
P L76 木鏃・小］）形・ JJr形• その他武器形 P Ll28 梯r.不明建築部材
P L77 その他武器形・鳥形・馬形 PL 129 不明建築部材

P L78 舟形・横槌形・陽物形 P L130 木樋・木釘．栓もしくは楔

P L79 笠形• 島形？．軸棒形木製品 P L131 接合補助材

P L80 さしば形・斎串 P Ll32 接合補助材・樹皮巻・経巻

P L81 琴 P L133 木簡・木札状木製品

P L82 ;ic今r: P Ll34 丸杭・転）11杭

P L83 妹柱・彫（ささら）状木製品・櫛 P Ll35 棒状具

P L84 F駄 P L136 棒状具

P L85 ド駄 P Ll37 棒状具・板状具

P L86 ド駄 P L138 板状具

P L87 ド駄 P L139 板状具

P L88 ト^駄 P Ll40 板状具

P L89 ド駄 P Ll41 板状具• その他不明品

P L90 ド駄 P Ll42 その他不明品

P L91 ド駄 P L143 その他不明品

P L92 k秤棒・背負r? • 錢 P L144 その他不明品

P L93 枷・上叩具・叩き板 P Ll45 その他不明品

P L94 食巾具・火鑽臼 P Ll46 田ド駄・糸枠 ・1ll1物・形代・下駄・匙．匪木

P L95 網枠・浮子？ 接合補助材・板状具・棒状具

P L96 船材
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第 1節 木製品の出土の概略

本，q:で報告する木製,rd,は、 「杓古学的に報糾する

必疫を品める人「．の木製遺物］という、iは味で）lJいて

おり、厳密には製 111~1 とはパいがたい未製品や、製作

,: 程で出てくる残材、枝を切り払っただけの木も含

めている，、）

これら木製礼hは、そのほとんどが人構f.SD  1から

の出 I・.品で、次いで少贔ながら SD1が流れ込んだ

先とみられる落ち込み SR2からの出!-.,',んがある。

このふたつの追構で八大A追跡出 l:の木製:i'11りはほぼ

占められ、木製直心の種粕もほぼ網羅できる。これら

以外の木襲伯としては、極く少械ながら柱穴に遺fr

していたfl根などが該崎する。

SD  1とSR2とは、上i位のような地形との関係

や{{-続l均期、出!・.逍物の共通性からも•連の遺構と

思われ、ともに弥＇ト II、『代後期には堆梢の開始が始ま

り、中 Ill:末まで堆柏が継続する Q この間、弥牛時代

後期～古墳時代を中心とした時期は、井泉や礫敷、

貼イi笠が SD1内に敷設され、大溝の利用が図られ

たu その中には、明らかに祭祀に閃連すると思われ

る追構（イi糾みのJI:泉怜）や、祭祀遺物の廃企の場

としての利川も確認できる。

SD  1 には、各 II 、'j= 代を通じて大贔の L 器・木製~111i1

類が投愈されているが、その付部は上述のように祭

祀行為との関迎での投愈ないしは設閻も杓えてよか

ろう 0 とはいえ、例えば木製品中の農具や建築部材

など、その多くは牡に祭祀行為とのI見l辿を考えなく

ともよいものである Q 従って、 SD1は、時代を越

えて物i111¥投窮の場としての役割（祭祀遺物の投愈場

としての役割もそのひとつ）があり、そこに時とし

て祭祀の場としての役割も /Jllわっていた遺構、とみ

るのが妥''1であろう Q

出 Lした木製1111¥は、多岐の種類にわたる。このう

ち、出 L状況的に何らかの総味が見てとれるのは、

いずれも SD1内のもので、

① 組み合わされたままの状態で出 I・.した家圧隈材

② 杭を打ち込んで板材を立てた施設

③ 石組み井泉に用いられていた転）11材

④ 古墳時代中期の高杯とともに刀形や鑓形等の武

器形が集中して出 Lした地点

等がある。このうち、①～③は何らかの施設として

川いられた木製品、④は息図的に投棄された一群の

武器形群ということになろう。しかしながら、他の

大多数の木製品は、例えば多少建築部材等がまとまっ

て出 f-.した地凡（等は{{在するものの、）1t本的には出

1-. 状況的に特別の紅味を見いだすことが困難なもの

である。このような出t今．状況等の詳細は、後T-IJの遺

構・ト器編を参照されたい。

なお、本分冊では、出十・木製品の器種のほぼ令て

を網羅できる SD1出!-.木製品を分類の状本として

器種紺に掲載し、次いで量的には少情の SR2以ド

の木製品を遺構紺に SD1出 I:木製品での分類を準

川して掲載した。

第 2節 木製遺物の整理の概略

発掘調在から報告書作成にポるまでの木製品の取

扱いについて、簡単．に触れておく。

1 現地調査

現地調脊では、木製品は出 I~状況等に図化可能な

ものは図化し、図化しえなかったものは地区及び料

序別の取り f-.げを行った。ただし、木製11ti1の乾燥に

よる劣化を防ぐため、 'FJ真撮影は個別＇が真あるいは

小範囲の地｝ば別の出卜状況の撮影が中心で、 SD1 

令体の木製品出!:状況の撮影は行っていない。

取り 1-.げを行った木は、即時に現地で洗浄を行っ

て、明らかに白然木と思われるものは、サソプルと

して残したもの以外は自然に返した。

調杏・ 1年nとなる平成 6年1斐の調介では、洗浄を
行って人 r物と認識した遺物は、その場で仮にA

（実測を必要とする遣物） . B (余}]があれば実測

又は万貞撮影を必要とする遺物） . C (実測・サ真

撮影は行わないが、明らかに人工物である遺物）の

3つのランクに分別して整罪所に持ち帰り、その後

に改めてランクをチェックし直した。本来、遺物に

優劣をつけることは文化財の趣旨からも災められた
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ものではないが、膨大な遺物贔の簡明な鰍坪作業を

朽えた場合、致し）jない面もあろう。

平成 7年度の調在では、さらに骸理作業（特に遺

物実測作業）を日滑化するため、現地で洗浄後、 A

遺物をさらに器種別に分別して持ち帰った。

2 整理作業

持ち帰った木製品は、再度器種等の分別を行った

後、順次器種別に実測作業を開始した。実測は、すべて

原、「によった。実測においては、あくまでその木製

品のもつ形態的特徴や/JI!I―．・調幣Ji法等を明ぷする

ことをt眼とし、明らかにこ次的な傷はできる限り省

略、断面図以外への年輪表現は行わないことを枯本

とした。断面図へ表現する年輪は、全く実物のまま

とはいかないまでも、その木製品の細かい木取りま

で第＿ーこ：者が類推できるよう極力実物に合わすべく努

力した。なお最終的な実測点数は計1900点に卜った。

木製品の登録は、あくまでこの実測番号（マイラー

毎に番号を与え、それを単位として枝番をりえたも

の）がすべてのA¥になっており、樹種同定や 1ゲ真撮

影もこの実測番号に従っている。吏測に全らなかっ

た遺物は、特に個別の番号は付与していない。

実測が終（した遺物は、樹種同定のための木片サ

ソプル取りの作策を行った。この作策は、‘片初、金

1東正明氏によるご指導のもとで行ったが、最終的に

は部の採取の難しい試料を除彦、中努道路祁即所

の業務補助員が中心となって行った。

木製品の保存処刑についても簡単に述べておく。

Aラソク木製品は、 い記の夷測、樹種lu]定のサンプ

ル取り及び処理前の'lj真撮影を行った後、 f紅措置

が講じられ次第外部業者と PEG合没法もしくは闘

級アルコール凍結法による保{{処刑を委託契約し、

逐次保存処罪を行った。 CランクおよびBラソクに

ついては適'lr乃頂撮影後に柏即所r1、]で PEG含役仏

による保{(処理を行った。

II 木製品の解説

第 1節 本書における木製品の分類

1 . 木製品分類の視点

f-. 器と比べた場合の木製品がもつ資料的特性は、

土器があくまで I:で作られた容器であるのに対し、

木製品は容器だけでなく木で作られた様々なモノが

その対象として含まれることにある。もちろん、土

器が個々にもつ属性の梢報量の多様性はいうに及ば

ないが、木製品を L器と対岡する場合には、あくま

で木製品全休ではなく、木製容器類がその対象とな

る。つまり、 「f-.器」と「木襲胎」とを対樅するこ

とは、次jじの異なるものを対骰しているようなもの

なのである。

とはいえ、これまでの木製品研究が、農具など—→

部の器種を除いて士器研究の深化に対骰しうるほど

進んでいないもの巾実である。これは、有機質遺物

がもつ宿命的な間題、つまり、どの遺跡でも一律に

出士するわけではないという晋辿性の弱さ、保存し

ていくことの困難さ、整罪時の扱いづらさ等の資料

が内在的にもつ制約よるところが大きい。それとと

もに、木製品は用途がわからない不明品が多く、こ
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うした遺物が報告から漏れてしまうことの多いこと

も全体としての木製品研究の難しさをぷしている。

さらに木製品は、

①ー製品で出 Lする場合

②ーいくつかの部材が組み合わさってひとつの製品

となっているべきものがバラバラの状態で出,~今

する場合

③ー製作_[程時の未襲狛が出 t・.する場合

があり、さらに

④ーそれらが欠損したり転用された状態で出 I:する

場合

も常であり、 L記のいずれかすら判断に迷うことに

なる。従って、先に士器と木製品を対樅することの

次）じの違いをのべたのであるが、木製品分類に際し

てすら分類項目の次）じが異なってしまうことがまま

存在する。これは本淋においても例外ではない。

例えば、用途の判明する木製品はその用途・機能

で木製品を分類し、部材であっても製品同定が可能

な部材は製品で分類しているのに対し、 m途不明な
ものは製品であっても部材であっても、あるいはそ

のどちらかすら不明なものも形態的特徴に枯づく分



類をせざるをえなくる。なおかつその分類基准も、

単に仕 I:がり時の形状を重視するのか（例えば「・・・

状木製品」とするような例）、製作技法 lの特徴を

重視するか（例えば、 「指物」とか 9月り物」とする

ような例）等が報竹者の見識や主観に拠ってまちま

ちになってしまうことは否めない。さらにいえば、

川途fr.i]定を行っていた木製品ですら、その後の発掘

や研究の進展により、それまでの同定が覆ることが

なしヽとはしヽえない （註 1) 。

また、 1~ 原真人が『木器集成』で指摘するように

（註:2) 、七に民俗学的視点からの用途特定と、考・

古資料とが形態lの共通性からのみで対応するとす

るのは仮説の域を出ない。

本刃においては、こうした状況を鑑みつつも、遺

物の名称の付りについては、厳密な意味での朽占資

料としての扱いよりも、記述の煩雑さを避けて現在

広く一般に名称が没透しているものはそれに従った

（たとえば、製具の「えぶり」や「泥除」は、鍬某

類とすることなく、それぞれ「えぶり」 「泥除」と

して扱った）。

さらに、今回名称を付与して報告する遺物につい

ては、そのju]定が将来的に覆るリスクを承知して、

かなり復 jじ的・栢極的に用途なりを特定する）j lnJを

選んだ。もちろん、それらには遺物毎あるいは遺物

群毎に適宜別のものである可能性等は併記している

が、それで尤全というわけではないし、それでも不

明のものは多数残る。

この川途不明の木製品の扱いについては、出来る

かぎり形態的特徴もしくは製作技法上の特徴から——

括できる・群を単位として報告することに努めた。

部材や木製品については、最終的な製品の推定の

可能なものは製 11d1と一括して掲げ、杭等に二次的転

川された場合でも、 ＾次的用途の分かるものについ

てはそちらで扱った。

以上のように、パ大A遺跡出上木製品の分類にお

いては、分類甚準の統一性よりも、用途判明品と不

叫伯とが人り交じった状況にある多種多贔の木製品

の全体像をより簡使に捉えられる「分かりやすさJ

を屯視した。こ（解されたい。

なお、木製品に関する基本川語は、 『木器集成図

録 近畿厭始篇』で使用されたものを参照したが、
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分類項目や遺物群の括り方等では六大A遺跡の特性

をぢ慮して、適宜独自の分類も取り入れた。

註

(1)例えば、これまで織機とされていたものの多くが、輪カンジキ型田

ド駄の枠材であることが判明したことなとが代表されよう。

(2)例言で述べたように、 『木器集成図録 近畿原始篇（解説）』を本

文中で使用する場合は『木器集成』、同様に『木器集成図録 近畿

古代篇』を本文中で使用する場合は『木器集成 古代篇』とし、以

ドでは特に註で断らない。

2. 六大A遺跡における木製品の分類

六大A遺跡出 f・.の木製品について、 SD1出土木

製品の分類を某軸として SR2出 L木製品でこれを

補完し、 ド記の 21項目に分類鰍理した。

1 . 農具（耕起具、収穫具、田下駄、編共）

2. 「．具（鉄斧柄、小利器柄）

3. 紡織具（紡錘車、糸巻、織機）

4. 容器（例物、挽物、指物、曲物、その他）

5 . 家具（案、椅f、台）

6. 武器・武具・馬具

7. 祭祀具（武器形、形代、斎串）

8. 楽器（琴、餡状木製品）

9. 装着具（櫛、 ド駄）

10. 連搬具（火秤棒・天秤棒状木製品、背負 f?

範）

11. f: 木・作業用具（錢、上叩具、叩き板）

12. 食事具（杓 r-状木製品、匙）

13. 発火具（火錐臼）

14. 漁拐具（網枠、 ffr-?) 

15. 船材（準構造船）

16. 建築部材（柱材、鼠返し、水平構造材、扉口

装骰、窓材？、床材、収材、片根構造材、

梯子、不明建築部材）

17. 木樋・木樋状木製品

18. 接合補助材・栓、把手（木釘、栓もしくは楔

挿入タイプの留具か把手、緊縛タイプの留

具、ソケット状木製品、樹皮巻、経巻）

19. 木簡・木札状木製品

20. 杭材

21. 不明品・残材（棒状具、板状具、その他）

以ド、この分類に基づいて遺構毎に出 L木製品の

解説を加えていく。
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第 2節 S01出土木製品

先にも出したとおり、追構紺の出 I:木製品といっ

てもそのほとんどは SDl /fl!-. 木製品であるし従っ

て、ここでは、僻柿毎の分類や特徴の提示を行った

うえで、必要に応じて個々の遺物の特徴に触れてい

くことにする（）

一 農具

農具は、実・際に耕地の間発や開墾、耕作等に使用

する耕起具と fllド駄、収穫や脱穀、製粉の際使II Jす

る収穫具、及び、必ずしも農具に限定できるもので

もないが、農作業・時に使用される筵等を作る編具が

ある()

(1) 耕起具

耕起共は、まず鍬と鋤とに大別される。そのうえ

で鍬は、柄が真っ![(ぐな直柄鍬と柄が曲がる曲柄鍬

に、鋤は木鋤と組合せ鋤とに分かれ、さらに穂先

の形態からヽド鍬鋤か又鍬鋤等に分かれる。

三屯県出 I・.の耕起具については、すでに人川勝宏

による分類がある（註 1) 。人川分類は、あくまで

身の形態を分類の中心に据えているが、ここでは柄

と身の装石方法でまず分類し、次いで身の形態で細

分する。

① 直柄平鍬(1~ 23、PL1 ~ 5) 

直柄 'V・鍬は、 一般に刃輻の長さから広鍬と狭鍬に

分かれる。 Iぷ鍬と狭鍬の分別は多分に流動的である

が、ここでは『木器集成』の区分に従い、身の輻が

15cmを境としてそれ以 I:を広鍬、それ以ドを狭鍬と

して扱う。

そうした場合、本遺跡の出 L例では、柄孔降起が

舟形で、泥除装祈用の蟻溝を1iするものは身輻15cm

以上の広鍬であり、柄孔随起が顧著でなく（つまり

柄孔}liJ辺があまり膨らまない）、蟻溝がないものは

身輻15cm以ドの狭鍬となっていて、大ぎさと形態と

が対応している。

本遣跡で出 1-.する広鍬は、身の頭部両側縁に扶り

をhするタイプと、扶りを入れないタイプが仔在す

る。扶りの入るタイプは、扶りの形態によって 2細

分できる。快りを入れないタイプは、完形品は出 L

しておらず、木製品でのみ確認できる。
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狭鍬は、 1種類のみが出-!:した。

以ド、未製品の知見も合め、広鍬 3種、狭鍬 l種

に細別する。

広鍬A類 頭部に鋭角状に短く内側に切れ込む扶

りをもち、メj部側緑はゆるやかな丸み

をつもの。舟形隆起は明瞭で、泥除装

祈川の艤溝をもつ (1~6) 。

広鍬 B類 頭部側緑部が緩やかに扶られ、刃部側

縁に向かって外反しつつ広がる。頭部

端部も緩やかに扶りを人れる。メ）部側

緑部は、比較的直線的である。舟形隆

起、泥除装着川の溝をもつことなどは

A類と基本的に同じ (7~8) 0 

広鍬c類 未製品でしか確認していないもので、

狭鰍

狭い頭部から刃部に向かって広がり、

中央あたりで平行するかたちとなって

刃部端部へ令る扶りのないタイプ。

『木器集成』では「広鍬 V式」として

分類されているもの。舟形隆起はまだ

作りだされていないか、あっても低い

ものであろう。蟻溝の有無はイ＜明 (16

~18) 。

身輻が15cm以ドの鍬で、舟形降起は顕

でなく、蟻溝はない。柄孔は、頭部端

部に偏ったところに穿たれ、身は頭部

から刈先に向かってやや窄まり気味と

なる。形態から、機能・用途的には深

掘用の耕作具としての役割にも対応し

うるものであろう (14~15) 。

広鍬 A類 広鍬 B類

広鍬c類 狭鍬

図1 直柄平鍬の分類



広鍬A類及び広鍬B類に穿たれた蟻溝に対応する

泥除は、本書で泥除A類（後述）としたものに対応

する。

9 ~13は、全体の形状は不明であるが、 A類もし

くはB類になる広鍬であろう。

16~23は未製品である。このうち、 16~18は、形

状の特徴から広鍬c類になる未製品と思われる。ま

た、 22~23は、木取りや形状から、本類の未製品の

可能性があるものとしてここに措いた。

② 直柄又鍬(24~25、PL5)

六大A遺跡出上の耕起具のなかで、柄孔部分まで

残存し、確実に直柄又鍬と認定できる遺物は極めて

少なく、 1, 点のみである。その他、鋤等の可能性も

あって不確定要素は残るものの、直柄又鍬の可能性

がごく少数存在する。

ほぼ全体形を知りうる個体 (24)は、やや縦長の

半円形の頭部に方形柄孔をもち、頭部は刃に比べて

原いものの頭部に明確な舟形隆起は持たず、刃部は

4本歯となるものである。装着角度は、約72゚ で、

『木器集成』掲載の諸例と比較すると若干急角度で

ある。

③ 横鍬(26~33、PL5~7)

平面長方形で、中央部に浅い柄孔隆起をもち、杜

目取りではあるものの、木目が横方向に通る。

直柄広鍬のような泥除装着用の蟻溝をもつものは

ない。従って、六人:A遺跡出士の横鍬の場合、泥除

を装着するには26のように泥除と横鍬の頭部両端を

穿孔し、そこに桜皮巻を巻き付けて両者の分離を防

いでいたものと思われる。

なお、未製品ではあるが、頭部に段を作りだして

いる横鍬 (29~30)があり、この場合にはその段に

泥除が組み合う可能性がある。ただし、こうした例

は、 『木器集成』では紹介されているものの、本遺

跡の出十．例はあくまで未製品であり、製品化する過

直柄又鍬 横鍬

図2 直柄又鍬と横鍬

6~ 

程でその部分が削り取られた可能性も否定できず、

最終的には製品でないと決定できない。

横鍬の出土数自体はあまり多くないが、未製品の

占める割合の多いことがひとつの特徴で、特に29と

30は、身を上下にしてセットで出十．した。

④ 泥除(26・34~61、PL5 ~ 10) 

鍬をうちドろした際に飛び散る泥が体や頻に付く

のを防ぐものが泥除である。横鍬やえぶりと同様、

木目は基本的に横方向に通る。直柄広鍬もしくは横

鍬とセソトになる。六大A遺跡出上の泥除は、以下

の2種である。

A類 伯線的なな頭部の断面が前に回かって＿』角

突帯状に作りだされたもので、頭部以ドは

やや下広がりの不整円形を呈する。頭部の

突出部は、直柄広鍬に穿たれた泥除装着用

の蟻溝と組み合う。 『木器集成』で「泥除

Ill式」とされているものに相当する (34~

43、破片もしくは未製品44~52もその可能

性がある）。

B類 上端（叩部）と卜端か直線的で、内側縁が

下広がりに丸みをもって広がる横長台形状

の形態をとり、頭部を作りださず、真っ直

ぐに終わる。 1渇．端両脇にはガ孔が穿たれ、

横鍬に穿たれた方孔と桜皮巻等で緊縛され

て接合する。 『木器集成』で「泥除II式」

とされるものに相当する (26・53~61)

口〗□□
A類

図3 泥除の分類

B類

写真 1 横鍬と泥除B類のセット (26)



B類泥除のなかには、）jイLの穿たれないものも存

在しており、これらは泥除を受けるための段を頭部

にもつ横鍬に対応する 11J能性がある。この場合は、

緊縛用の方孔が必ずしもなくてもよい u パ大A遺跡

でも、 ~ij述のように未製\111111 ながら頭部に段をもつら

しい横鍬がfr在するが、ガ孔の穿たれないB類泥除

は最終段附の穿孔を施していない木製品の可能性も

あり、 1く確定要索を含んでいる。

泥除は、横鍬とならんで耕起Jしのなかでは製品と

して出上したものは少なく、圧倒的に未製,1u11が多い

のが特徴である。これらには、泥除製作T程の各段

附を含んでいる 0 これらを製作順に出すと、

1 割材を作る

2 般終的な形にあわせ、大きく外形のプランに

削りだす

3 全体を削り込んで形を柩え、頭部を作り出す

ものは作り出す

4 装祈角疫に合わせ、柄孔を穿つ

という［．．程が復元できる。

また、使）ll途中で割れたため、小『lイLを穿って割

れを緊縛したらしい個体もままみられる。

⑤ えぶり (62~64、PLlO)

『木器集）成』では横鍬の一種として扱っている器

種であるが、本甚では、直柄形態をとる横木取りで

横長形状の耕起具で、鋸歯状のメj部をもつものを、

般的な用例に従い、 「えぶり」とした。

パ大A遺跡出 1-.のえぶりは、破片資料のみで完形

r1u11はない。唯＾かろうじて柄孔の一部が残存した62

をみると、柄孔は方形であったようで、装着角度は

ほぼ90゚ に近い。

出士点数も 3点と少ないが、対部形状から以下の

2類に分かれる。

A類 谷部に平坦部を持たず、鋸歯が連続するも

の (62~63)

B類 鋸阪の谷部に平姐面をもつもの (64)

-- 鴫-- --

口
‘、、JV¥f¥vヽ,' ¥/Vvへ」/
えぶり A類 えぶり B類（柄孔形不明）

図4 えぶりの分類
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⑥ 棒軸形曲柄平鍬(65~83、PL10~12)

曲柄鍬は、軸部の形状から、棒状の軸部をもつ棒

軸形の曲柄鍬と、軸部がいわゆる「ナスピ形」を閏

する曲柄鍬とに人別でき、それぞれが平鍬と又鍬を

もつ。

これらの形態分類を行うにはいくつかの視点があ

る。まず、刃に鉄刃を装着するかどうかを含め、川

途・機能面を規定するものはガ部の形状であろう。

また、曲柄部と緊縛する軸の形状も咀要である。し

かし、軸部は欠損していることも多く、ここでは軸

部からメ）に全る形状とメ）部形状に沿Hして形態分類

を行い、次いで軸部をみていくこととする。

棒状軸形曲柄平鍬は、出士層位が弥牛後期～古墳

時代初頭の層が中心で、パ大A遺跡では以ドのよう

に分類できる。

Al類 軸部と刈部の境は明瞭で、肩部（刃部上

端）が平川となる。メ）部はド膨れで、肩

部幅よりもメ）部輻のほうが大きい。 『木

器集成』で「曲柄平鰍CI式」とされて

いるもの (65'"'--'68)

A 2類 軸部と刈部の形状はA 1類と同様である

が、メ）部最大径がほぼガの中央部にくる

もの。刃部は全体に細身 (69'"'--'71)

B類 軸部と刃部の境は明瞭であるが、肩部が

山形に下がり、刃部側縁が直線的で、屑

幅と刃部輻がほぼ等しいもの。 『木器集

成』で「曲柄平鍬CII式」とされている

もの (72'"'--'75)

c類 いわゆる眉部がなく、軸部からゆるやか

に外反しながらメ）部上端へ至るもの。メj

部両側縁は直線的で、平行する。 『木器

集成』で「曲柄平鍬CIII式」とされてい

るもの (76'"'--'80)

D類 軸部とメ］部の境は明瞭であるが、 M部は

撫で屑で、刃先まで緩やかに丸みをもっ

て移行するもの。メ）部は輻広で、肩部の

丸い羽子板状を星する (81'"'--'82)

E類 軸部上部が欠損しているため不確定要素

を残すが、緩やかに外反してきた軸部が

屈曲して直線的に平坦な眉部に下がる形



A 1類 A2類 B類

［、）
c類 D類 E類

図5 棒軸形曲柄平鍬の分類

状をとる。ナスビ形の変況もかとも思える

ようなイレギュラーな形状 (83)

以 Lのうち、メ］部に確実に鉄刃が装着すると思わ

れる個休はなく、棒軸形1川柄平鍬の盛行時期が特に

U字形鉄刃の出現時期よりも崩にあることをぶして

いる。

また、 A2類の部には、メj輻の狭い狭鍬といい

えるものがあり (70笠）、この個体については用途・

機能的には耕作よりも間墾作業等に向く器種といえ

よう。

軸端部の形状は、いずれも内側（曲柄部との接合

部）は平姐であるが、外面の形状には以ドのような

バリエーシュンがある Q

a類軸頭 J-. 1friと両側縁を削り込んで頭部を作り

出したもの

b類軸頭 l・.1Aiに袂りを人れて溝状に掘り窪めた

もの

c類軸頭 凸形に両側縁を落とし、さらに,-.1(1iも

段状に削り込んだもの

軸頭部の遺{{例がいいとはいえないため、確定的

なことはいえないが、現況の賓料に拠る限り、 a類

~ ·~ ~-~ ri~ 
a類軸頭 b類軸頭 c類軸頭

軸頭はA粕、 b類軸頭はA類及びB類、 c粕軸叫は

A類及びE粕で使）lJされていることが確認で彦るぃ

⑦ 棒軸形曲柄又鍬(84、PL12)

間柄丈鍬は、圧倒的にナスヒ形の軸をもつものが

多く、軸部からメ］部まで残るもので棒軸形の丈鰍と

確認できる例は 1, 点のみである。

確認できた個体 (84) は、軸部と刃部の境が 1111柄

、V鍬 A類と同様にhi部にいIJ面をもち、 一股となる

刈部が逆V字形となって蚊人径かメ］部卜部にあるも

ので、軸端部は a類軸頭をもつ u 『木沿集成』で

「曲柄又鍬C1人」とされているものに相''iする）

図7 棒軸形曲柄又鍬

⑧ ナスビ形曲柄平緑(85~97、PL12~13)

ナスヒ形曲柄鰍は、パ大A遺跡出 1-.の耕起！しの j:

体となる器種である。

ナスビ形1111柄、ド鍬についても、林軸形曲柄平鍬In]

様、じに軸部（笠部）とメ）部の境の形態とメ］部形状

をもとに分粕した。

A類 笠のドのくびれから内誇氣味に刃ill/iiが増

していくもの。刃部ト・、「部を欠担するも

のが多しヽ が、 ド膨れ形状の細長しヽ形態が

多いと思われる（） 『木器集成』で「 11!1柄

平鍬D 1式」とされているものに相‘りす

る (85""'---89)

8 1類 笠のドのくびれから外l-し、途中で,:T¥1111 

して直線的に刈端部に全るもの u 『木器

船成』で「1111柄、ド鍬DIII式」とされてい

るものに相当する (93""'---94)

8 2類 笠部形状はB 1類と疫わらないが、メj部

側縁にU字形鉄刈装ti"JIJの快りをもち、

刈部中央に＾．等辺．り角状のスリットを1J

するもの (95)

c類 笠部ドのくびれはB類と,,i]じであるが、

軸部頂部が細長くなく -v-m_に終わり、笠

図6 曲柄鍬の軸頭部形態 部中央に曲柄と接合するための栓孔をも

-8-



A類 B 1類 B2類

図8 ナスビ形曲柄平鍬の分類

つもの (97)

c類

軸煩部の形状は、全休に欠損部が多いため不明な

}、1、{が多いが、 91のように軸頭部をイi頭状に削りだす

か、もしくはそれに加えて柄との装祈面とは反対側

を設削り沿とすことを枯本としていたものと思わ

れる，．）

A粕のなかには、メ）長が50cmを越える長大なもの

がある (85)。このような長大な例は、後述のナス

ビ形1ll1柄丈鍬にも{(在するが、人川勝宏はこうした

例については鍬ではなく鋤として使用された可能性

を指摘している（註 2) 。

大きな流れとして、 A類から B類は時期的に度遷

してい<[nj . の組ダljI・. に並ぶものと思われ（これは

後述のナスビ形1111柄丈鍬も疫遷のガ向性は詞じ）、

A類から B類への移行は漸移的であな例えば、 88

--------89はここでは A類に措定したが、これらは85~86

の ·tr と 93~94の惜群の中間的形態を取る。

なお、 90------92・96は破片資料のため、詳細は不明

である。特に92については、棒軸形曲柄平鍬の可能

i'tもある u しかしながら、 90は本類とした場合、 85

と[u"j様にA類のなかでも長大なタイプになる可能性

があるぃ

また、 96については、身の断面形から U字形鉄刃

を装石するタイプと思われる Q その場合、時期的に

棒軸形仙柄平鍬とするよりはナスビ形曲柄平鍬とし

たほうが時期的な柏合性があるものと判断し、本類

に措定した。ただし、 B2類のように身の中央にス

リノトをもつクイプかどうかは不明である()

⑨ ナスビ形曲柄又鍬(98~127、PL14~ 15) 

パ大A遺跡出十のナスビ形rtt1柄又鍬は、確認でき

るものすべてが琲切鍬で、 ：．叉鍬は:{{在しない。

これまでの間柄鍬の例と同様、軸部と対部の境の

形態と刈部形状によって分類する。

-9-

A類 B類 c類 D類

図9 ナスビ形曲柄又鍬の分類

A類 笠のドのくびれから刃部中央もしくは刃端

部まで内誇しつつ輻を広げながら延び、メj

部最大径が中央もしくはガ部ド方にあるも

の。 『木器集成』で「曲柄又鍬D 1式」と

されるものに相％する（）村の長さが50cm前

後の長大なものが多い。メ）部輻のほうが軸

部輻よりも人きいものの、それほど芹はな

い (98"-'102)

B類 笠のドのくびれから対端外誇気味、もしく

は直線的に外側に延びた後、屈曲なく内誇

頻向に移行するもの。 A類と C類の叫l¥l形

態をとる (103"-'105)

c類 笠のドのくびれから外誇しながら輻を増し

て、メ）部の途中で屈曲してその後は直線的

にガ端部に至るもの。 『木器集成』で「曲

柄又鍬DIII式」とされるものに相％する

(106"-'117) 

D類 店本構造はC類と共通するが、笠部のドを

扶り込んだような形状となって、メj部が短

小なもの(125"-'127)

なお、 118"-'124は、軸部が残仔していないために

棒軸形になるのかナスビ形になるのかは確定できな

い。しかしながら、前述のように六大A遺跡で確実

に棒軸形曲柄又鍬と確認できる個体は 1個休だけで

あることや、メj部のカーブの形状等からもナスビ形

曲柄又鍬の刃部としたほうが妥％と判断されたため、

ここに措定した。ただし、笠部が遺{{していないた

め、本類のどれに相当するかなど詳細は不明である。

軸端部の形態がわかるものは、内側を平.ti!_にして

横長栢円形の打頭部を作ったものと、さらにこれに

加えて外側（装着血の反対側）を削って段を作り出

したものがある。この場合の頭部は、上述の棒軸形

仙柄鍬の a類棒軸でみたような予め軸棒部があって



そこを削り込んで頭部を作り出したものではなく、

逆に軸部のほうを削り込んで打頭部を削り出したも

のといえよう。

A類から D類に全る笠部ドの括れ形状は、扶りの

ないもの (A類）から大きく緩やかな扶りが入り

(B類）、それが次第に短く急角疫の扶りとなって

いく度遷の過程として捉えることができ、ひとつの

組列卜に乗るものと判断できる。

⑩ 曲柄鍬の柄(128~137、PL16)

六大A遺跡出士の曲柄には、膝柄(128,....__.,129)と反

柄(130,....__.,137)が共に存在し、星的には反柄のほうが

やや多い。鍬に限らず、農具の場合、柄を認定する

には身と接合する台部が残っていないと判断が難し

いが、それを菜し引いても六人:A遺跡では鍬身の量

に比べて柄の出十．量が少ない。

反柄のなかには鍬身との接合に紐による緊縛だけ

ではなく、台部にガ孔を穿って栓で止める仕事をし

たもの(135) が見られる。これは、本甚でナスビ形

曲柄、V・鍬c類 (97) とした鍬身に対応すると思われ

る。こうした栓止めの手法は、当地域では珍しい。

これとは別に、台部への方孔の有無は不明である

が、台部に近い柄の下部に 2つの方孔をもつものが

h在する (136,....__.,137)。これは、鍬身と台部との接合

川とするよりは、使用時の鍬身の揺れ止め等の機能

を朽えたほうがよかろう。

⑪ 払い鍬(138~139、PL16)

直柄タイプの鍬であるが、鍬身の横断面が低い台

形で、木 Hが横鍬や泥除と同様に横方向に通り、刃

が先端ではなく両側縁にあるものを、山田昌久の教

ポに従い、払い鍬とした。着柄角度は、約110°,....__.,

120゚ と鈍角である。箪類を払うために使用された

ことが』応朽えられるが、現状では両側線にさほど

シャープ感はない。

⑫ ー木平鋤(140~145、PL17) 

：
 

□

[

 

図10 払い鍬

ー木平鋤 I組合せ平鋤 Al組合せ平鋤 B
図11 平鋤の分類

八大A遺跡の lく平鋤は、鋤身の/Fi部が直線的に

水平もしくは水平に近くになる角屑タイプで、 1勺fl!

形はほぼ長 }j形になるものである。尤形品で把手ま

で遺＃している例はないが、木製品(143) の知見や

140が•木平鋤の把手とすると、把「：は中央に孔が

間いた逆半円形の把手（『木器集成』で「鋤柄把 f

Va刑」とされるもの）になる。

未製品ではあるが、ほぼ全体形のわかる 143は、

鋤身の長さと把手を含めた柄の長さはほぼ 1: 1の

割合となっている。

なお、バ大A遺跡では、 ・木鋤で確実に丈鋤にな

る例は確認していない。

⑬ 組合せ平鋤(146~153、PL17~20)

組合せ平鋤には、鋤身の眉部が水、ドとなる角ftiク

イプのものと、未製品ではあるが眉部が丸くなる丸

眉タイプのものが確認できる。

鋤身の着柄（柄と鋤身の接合）方法の弟異から、

以下のてつのタイプに分類する。

A類 身の中央1:方に 2孔を穿孔してその間に樋

状の溝を設け、その部分と身に作りだした

沿柄軸との 2か所で柄と身を緊縛するタイ

プ。 『木器集成』で「紐糸ii合法」とされる

もの(146)

B類 鋤身上部中央に着柄軸から続く先端を蟻状

にした樋状の溝を掘って、そこに組み合う

よう先端を斜めに切り落とした柄を恢め込

み、さらに身の 1-.方に延びた祈柄軸と柄と

を緊縛したもの (147~153)

I・・記のうち、 B類は『木器集成』で「柄帖合法」

とされるものに類似するが、本例では鋤身に柄を挿

人しないため、別タイプとして扱った。身に溝が#

在しない151や152等は未製品であろうか。

なお、 B類の149は、鍬身に柄がィff柄された状態
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写真2 鋤の身と柄の緊縛 (149)

で出上したが、我々の不注意により、不幸にして、

現場での洗浄時に着柄軸と柄を緊縛した紐を解かれ

てしまい、その紐も行方不明になるという事態が生

じた。そのため、実測図に併置した紐の入った尻は

出上状況時のサ真及び出土状況図から復元した見取

図であることを断っておきたい（写真 2参照）。

また、 148や152は、着柄仕 llがな<、 -木平鋤か

とも思われたが、柄の断面が方形で、着柄軸と考え

られたので、組合せ平鋤の末製品とした。調骸を見

ても、片側が粗削りのみで仕上っておらず、この推

定を裏付けている。ただし、 153はやや根拠が薄弱

である。

⑭ 組合せ又鋤(154~155、PL20)

確実なものとしては、 5本歯の又鋤(154)が 1点

存在するのみである。

上述のA類による着柄法をとるが、方孔部分を別

段溝状に掘り込んだりはしていない。着柄軸での緊

縛紐は残存していなかったが、鋤身に穿孔した方孔

部分では、身と柄を緊縛していた樹皮も残る。方孔

と樹皮の間には別材が残存していて、桜皮を方孔に

通して身と柄を緊縛した後、樹皮と方孔の隙間に別

材を埋め込んで樹皮が緩み解けるのを防いでいたこ

とがわかる。

11<"1<"!  II 

" '"""'"  

図12 組合わせ又鋤
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なお、このタイプの又鋤は、東海地域にしばしば

歓見されるものである。

155は、 154との形状の共通性からここに措定した

が、刃幅が一定しておらず、鋤とするよりは櫂など

の可能性もある。

⑮ 不明鰍鋤類(156~174、PL21)

樹種（カシ等の広槃樹）や木取り（柾目取り）

形状から鍬鋤類の身であろうと推定できるものの、

遺存状況の悪さからいずれとも峻別で彦ないものを

一括した。製品の破片と、鍬鋤類になるであろう未

製品の破片とがある。

174は、柄からそのまま続く身の受け部をもって

おり、内側に湾曲した部分で身と緊縛した組み合わ

せタイプの長柄鋤である可能性を—消応考えたが、装

着される鋤が平鋤なのか又鋤なのかは不明である。

先端が厚く残っていることから、未製品である可能

性も残る。ただし、本例は他遺跡でも散見されるも

のの、明確に鋤身と伴ってはおらず、櫂など別のも

のである可能性もある。

(2) 収穫具

農作物の刈り取りに使用する鎌、収穫物を脱穀す

るための臼・杵・横槌、製粉の際に使用する捏台を

収穫具として一括する。

① 鎌(175~180、PL21)

身に鉄を使用した鉄鎌の柄と思われるが、鉄は残っ

ていない。以下の 2形態が認められる。

A類 基部を有頭状に作りだして先端を斜めに切

り落とし、全体的に屈曲をもたせた作りの

もの(180)

B類 基部形状はA類と同じであるが、全体的に

直線的な形状をとるもの(176~179)

B類は、柄の基部の部分しか遺存していないが、

有頭状に作りだした基部形状が180と共通している

ことから、鎌とした。

A類 B類

図13 鎌柄の分類



また、 175は、柄頭部の鉄刈装府部の装着孔が崩

れたものと坪解し、鎌に措いたが、別の部材の叶能

性も残る。

② 臼(181~ 183、PL22)

パ人A遺跡出十の日は、胴部がくびれて妓形の形

状をなすいわゆる大刑臼であり、 『木器集成』いう

ところの小月！「:Iは存在しない。しかし、閻さは極め

て低平ながら LJ縁部が厚みをもった小形の鉢状のも

のは出!・.しており、これらは臼とは別に「捏台」と

して後述する。

日は、 rl縁部がやや内湾気味に立ち卜がり、台部

は外反しながら外側へ聞く形状をなし、日縁部径よ

りもやや底部径を人彦くして安定化を図っている。

手斧調鰍による粗い作りであるが、底部の外1t'liやLl

縁卜．端もしくは外端には面取りを施している。

唯ほぼ全体形を知りうる 181は、高さ42.5cmを

測るが、他はそれよりやや大ぎめの法贔をもつよう

である。

③ 竪杵(184~211、PL22~25) 

六人:A遺跡では、未襲狛も含め、竪杵の出卜は多

い。出 I:する竪杵は、すべて握部の中央に節常を持

たないものである（『木器集成』で「C類」とされ

るもの）。このタイプを、 『木器化成』の分類にそ

のまま従い、褐部と握部の境の形状をもとに 2細分

する。

C 1類 褐部が円柱状を旱し、拗部と据部との境

が明瞭で、褐部から握部への移行部があ

るもの (184'"'---185)

C 2類 拍部が円柱状を星し、拗部と梶部との境

は明瞭であるが、とくに明瞭な拗部と梶

部の移行部はもたず、梶部全体が曲線的

に推移するもの (186'"'---192・194"--'201・

205'"'--'207• 210'"'---211) 

C 1類 C 2類 C 3類

図14 竪杵の分類
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C 3類 掲部端部が最大輻をもち、そこから迎続

的に細くなって、褐部とt!,1部の境が不明

瞭なもの (193·202~204·208~209)

褐部先端部の形状には、 'V・坦なもの、丸しヽもの、

円錐状に尖り気味なものの 3形態が品められる（ こ

れらは、対応する日存の形態に規定され、また村1:

由'tfが詳細に明らかにしたように、対依とする穀

類の種類や作業附容 ・hi去か異なるためと思われる

が（註 3) 、とくに I・.記の形態分類と明確な対応閃

係にあるわけではない Q

ただし、 1島部が両端とも追{{した200~203 (未製

品と思われる 208と209を除く）のうち、 C 2粕の

200と201では先端部形状が圃端とも同形態であるの

に対し、 C3類の202と203では一方が尖るのに対し

てもう方が丸となっていて、 f島部両端の形状が異

なっている。このことは、数少ない例からの知推な

がら、パ大A遺跡ではC3類が複数llnりの川途に使

用されていたことをポすものといえよう u

なお、拗部の長さにかなりの弟代があるが、これ

は形態弟の他に、どこまで使い込んだかをがすもの

であろう。

④ 小型杵(212、PL25)

形状的には、細長いタイプの樅槌といえなくもな

いが、先端が丸くなっていてそこを使用したと推定

できるため、小刑杵とした Q 昭杵のように、脚部を

挟んだ両側に批部がくるような杵ではなく、縦方向

に使用する細長い横槌状の形態をとっていたものと

息われる。ただし、先端部を使｝廿していたとはいう

ものの、批部側縁は使用しなかった、あるいは使）IJ 

することを全く想定外だったとはけい切れず、横杵

との弁別は流動的である。

⑤ 横杵(213、PL25)

弥生～古墳時代の横杵は類例が少ない。そのなか

でも拍部と柄部を別材とする組合せ式の描杵は、 • 

木式の横杵と比べて機能的な、1ばから、やや杵•として

の使川には不向きで、田畑の柩地や砕十など別の機

能も指摘されている（『木器集成』）。

パ大A遺跡出 1-.の横杵は、この組合せ式の横杵で

あり、隅丸方形の断面形を旱する褐部の中央より少

し偏ったところに方形の柄孔があく。褐部はやや先

細りで、端部は、ド姐である。組合せ式横杵としては



図15 小型杵・横杵

ぷ柄角度はやや急角度で、約66゚ を測る。

⑥ 横槌(214~224、PL25~27) 

パ大A選跡出 I・.の横槌は、出士数が少ない割には

I~ リエー→ ショ‘ノが多し＼

描槌は、 『木器隻成』では渡辺戚の説（註 4) を

引くかたちで横槌をtに身（敲打部）の形状による

描槌の機能芯にげ及している。そこでぷされた分類

は、 じに身の太さと長さを爪視したものである。

機能をi祝した場合には‘刷然そうした分類が有効

であろうが、太さと長さの割合にはその分別が流動

的な側1(Iiをもつこともまた否めない。ここでは、六

大A遺跡出 Lの描槌について、こうした視点も杓慮

しつつも、長野県石川条里遺跡での木製品分類（壮

5) を参ぢとして、柄部を作りだすM部の形状や柄

部形状を屯視して分類する。

横槌A類 円筒状の身部から明瞭なけ部を作り

出さずに柄部に緩やかに移行し、先

端にグリップを削りだすもの (214~

215) 

横槌 81類 円筒状の身部と柄部の境が明瞭で身

部から柄部が斜めに削りだされるも

ののうち、柄部がやや短く先端へい

くにつれ太さが増すもの (216~217)

横槌 82類 身部から柄部の境まではB1類と同

じであるが、柄部がやや長く、真っ

直ぐ延びるもの (218~220)

横槌83類 円筒状の身部と柄部の境が畢直に移

行するもの(221-------,222)

横槌c類 身部と柄部の境は B 1類と同じであ

るが、身部が先端へ向かって太くな

る円錐形を惜し、柄部先端をグリッ

プ状に削りだすもの。小形品の粕製

品 (223~224)

以 f-.0)うち、 A類の214は、仕 I・.げの慇痕跡が如

拷・で未製品の可能1牛があり、 B3類の222は形態的
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A類 B 1類 B 2類

口口に＿＿ 口
B 3類 c類

図16 横槌の分類

には描槌であるが、身部先端を使mしたらしい痕跡

があって、手杵としても使用された可能性がある。

C類は、古瑣時代中期の滑石製模造品の横槌と r,iJ 

形態であり、長野県石川条里遺跡では祭祀域からの

出±:が指摘されている。

『木器集成』による分類との対応をみてみると、

本内分類のA類は「 rJ打ち用」とされる『木器隻成』

のE類に、本只分類のB1類と B3類も「 l:に豆打

ちJfj」とされる『木器集成』のB類に、本村分類の

B 2類はじに飽打ち）lJされる『木器集成』のA類に

ほぼ相％する。

なお、 C類は、 『木器集成』の分類では該％のも

のがf{在しない。

⑦ 手杵(225、PL27)

大きさや形状的には横槌とさほど度わらないが、

身と柄が別材となった組合せタイプである。身部先

端に敲打痕が顕著に残るのに対し、身部側縁は製作

時の調柩が面取り状に残るものの、使用した形跡が

認められないことから、横槌とせず、手杵とした。

柄の断血は方形で、身は端部に溝が令周して打頭

状に作り出されている。

⑧ 捏台(226~228、PL27)

日ほど深さはないが、断面形が厄い 1111状を惜し、

内面が滑らかなものについて、粉を捏ねるための捏

台とぢえた。食事・調即具として分類すべ告かもし

れないが、川途に佑十の不確定要素も残るため、日

との技術的・形態的共通性を屯視して収穫具にす丙

した。

破片資料ばかりで完形品はなく、全体形を知るこ

とはできないが、 226や227では 1村湾気味に立ち I・.が

る口縁部の端部が肥厚し、 I・. 端もしくは側緑を切り



落として成形したもので、日とするには全体に浅く、

浅鉢状の器形になると思われる。ちょうど小麦粉や

そば粉を捏ねるための器を想定するとよいであろう

か。

なお、上ド 2段の・.爪構造になった228は、本類

とする積極的な根拠も乏しいのであるが、上段の内

面は滑らかに仕上げられており、この点ではに記の

例と共通する。機能的にlri]様のものとするならば、

上段が捏ねる部分、 }j形孔の開いたド段部分は別材

をその方形孔から地面に突き刺して全体を固定する

ための脚台とも考えられる c、あまり類例を見ないた

め、捏台以外の全く別の月］途のものである可能性も

残る。

(3) 田下駄

田ド駄は、水田で履く履物のうち、足を浮かせる

機能をもつもので、令体の形状から、足板のみから

なる単純田下駄と長}j形の板を t・字形に組んだ t・.に

たわめた枝を円形に回して ILめた円形枠付田ド駄

（輪力‘ノジキ型田下駄）に 2大別できる。

また、これらとは別に、厳密にはいわゆる [Ij下駄

とは機能が異なるが、水田で履く履物として、代掻

き・緑肥踏み込み用の四角に組んだ「方形枠付き田

ド駄J (大足）がある（註 6)。

本甚では、水田で履く履物として、以1-.3種の水

田用履物を一括する。

『木器集成』では、輪力‘ノジキ朋田下駄や方形枠

付き田下駄といった組合せタイプの田下駄が組合わ

さったままの状態で出じずることがほとんどなく、

また足板以外の部材が確実に田下駄の部材と同定す

ることに困難が伴うことから、分類視点の中心に足

板をすえて集成・分類している。

しかしながら、本稿においては、 『木器集成』の

分類を考慮しつつも、先ず田ド駄の 3大別の分類に

従って区別し、その卜．で足板の形状をみていくこと

にする。

パ大A遺跡出上の田ド駄には、単純田下駄がほと

んどなく、輪力‘ノジキ刑田ド駄もしくは方形枠付き

田下駄が大部分を占める。

① 単純田下駄(229~232、PL28)

完形のものはなく、ごく少数その可能性のある破

片が存在するのみで、これらとて輪カンジキ刑田卜＾
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駄の足板である可能性も残る。

・応、単純田ド駄としてぢえると、側縁部の惰部

が遺{{したもので、側緑と穿孔位trtが近いことから

縦長タイプの 4孔式の足板になるものと思われる。

足板の前部がやや広いのが特徴である。

② 円形枠付田下駄(233~257、PL28~29) 

円形枠付き田ド駄（輪カンジキ刑田下駄）は、足

が直接乗る足板とそのドに十字形に組まれる横木、

それらの先端を円形に被う円形枠（輪）から構成さ

れるが、円形枠が確認できる例はほとんどなく、六

大A遺跡も例外ではない。

足板については、）j形枠付き田ド駄の足板との峻

別が間題となるが、縦長長方形の長軸部両端に円形

枠との緊縛のための穿孔や扶り、木釘等をもつもの

を輪力‘ノジキ刑田ド駄の足板として扱った。緒孔は

すべて 3孔式である。円形枠との接合 }j法の泣異か

ら、以ドのタイプに分類した。

A類 縦長 8角形を情し、両端に 2個ずつの木

釘で円形枠を止めるもの(233)

B 1類 縦長長方形の両端側面を内誇気味の山形

に切り落とし、その上ド端に緊縛用の穿

孔を 2個ずつ入れるもの(234-----235)

B 2類 全体の形状はB1類に近いが、 1:ド端の

緊縛川の穿孔が 1個ずつで、全体形もよ

り細長くなるもの(236---...,237)

c類 縦長長 }j形の上ド両端からやや真ん中‘岱

りに入った両側縁に挟りを入れ、緊縛用

としたもの(239-----242)

D 1類 縦長長方形の I・.下両端に 2個ずつの緊縛

用の穿孔をもつもの。縦長とはいえ、輪

カンジキ刑田下駄の中ではやや偏平なも

ものもある (243-----245)

D 2類 縦長長方形の上ド両端中央に 1個ずつの

緊縛用の穿孔をもつもの。 D 1類よりは

やや細長い(247-----248)

なお、 246は、 D 1類もしくはD2類と思われる

が、緒孔が 3孔以上あり、何方が先かは不明ながら

再利用を行って前後を逆にし、右足用と左足用を取

り替えて使用した時期があったようである。

249-----251は、田ド駄とする積極的な根拠には乏し

いが、全体形や穿孔位閻から、未製品も含め、本類



゜A類 B 1類 82類

口
c類 D 1類 D 2類

図17 円形枠付田下駄の分類

の足板の可能性があるものと判断した。

また、横木 (252"-'257) については、秋II Ji告：の

指摘（註 7) に従い、 f黄長偏平の板で、先端両側に

快りを人れて1j頭状としたものを横木とした。

ただし、この材は、これまで織機の布巻共（チキ

リ）もしくは経巻具、あるいは中筒とされてきたも

のである。秋山の指摘のように、静岡県山木遺跡で

は出十状況からも輪カンジキ刑田ド駄の横木とする

のが妥‘りとしても、その他の全ての遣跡出上の同材

も山木遺跡lwJ様に横木であるとは現fl、1'点では断定し

きらないほうがよかろう。というのも、この材が織

機の部材としても使）H 11r能ということは竹内晶fの

'x験1Y、)研究（註 8) でも指摘され、また現在まで残
る高機の部材にも同様の材が使われているからであ

る。特に部材の場合、形態 I・.よく似ていても全く別

の機能があることはありうることであろう。

従って、本 r!}ではに記のような特徴をもった材を

輪カンジキ刑lIIド駄の横木に措いたが、そのー音部が

織機の部材である叶能性までも否定するものではな

い。これらの最終的なlwJ定については、今後、原始

機や9東始的な地機が組み合って出 Lした時に決定さ

れるべきであろう。この間題に関しては、紡織具の

ところでも後述する。

③ 方形枠付田下駄(258~307、PL29~31)

}j形枠付111ド駄は、通常4種類の部材から構成さ

れる。縦方向に置く足板 (1枚）、足板両端を挿入

するための柄孔付き横木 (2本）、横木を挿人する

ために縦}j向に骰＜枠材 (2本）、及び枠材の上ド
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を横 }j向に繋ぐ枠木（不定複数）である。

足板は、確実なものとしては確認していない。し

かし、輪力‘ノジキ型川ド駄の足板として扱ったもの

のうち、片側が欠損している239は、やや原みが油

いものの、縦長長方形で 3孔の緒孔をもち、先端部

を長方形に削りだしており、柄孔付き横木に挿入す

るための足板として使用された可能性もある。

これに対し、柄孔付き横木(258,...,__,266)は、明瞭に

確認することができる。頂部が平川な低い山形を情

し、足板端部を挿人するための長 }j形の柄孔が中央

部に穿たれたものである。枠木への挿人軸は欠損し

ているものが多いが、 258では山形頻斜部からその

まま続く軸が横L字状に、 262では山形傾斜部から

骨協屈曲して凸状に挿人軸が突き出していることが

わかる。

枠木(267,...,__,281)も、柄孔付き横木同様にその確認、

が容易である。横木を挿入するための方形孔をほぼ

同間隔に側面に穿ったもので、ガ形孔の穿孔間隔は

個休により長短がある。方形孔の形状には、ほぼ1E

方形のものとやや縦長のものがある。端部が遺#し

ている267や268ではでは、端部より 1孔分内側を削

り込んで打頭状にしている。また、横木が挿人され

た状態で遺存する281では、横木Jtlの方形孔とは別

に、それに直交する方形孔をもつ。

横木(281,...,__,307)は、枠木柄孔に挿人するための方

形出柄を端部に削り出したもののうち、田を踏み込

んでいくために身の断面を菱形にした材を一括した。

ただし、円形枠付き田下駄の横木同様に織機部材等

との分別が難しく、出柄とその基部が華奢なものに

ついては別の部材である可能性もある。

さて、横木を枠木へ挿入するにあたっては、枠木

柄孔に横木を挿人したうえで別材の楔を打ち込んで

枠木と横木との固定をより強固なものにしているも

のがある (270等）。この手法は、全体形がわかる）j

形枠付き田下駄が出士した大阪府友井東遺跡出 I:例

（註 9) にも認められ、このタイプの川下駄に通打

の手法であったようである。

(4) 編具

俵、筵、菰等の部製品をはじめ、いわゆる「もじ

り編み」用に使用された編具について、 『木器集成』

に従い、農具に一括した。



編具を構成するものとして、編台、編合の !I盛り

板（以ド、 「11盛り板」と略）、木錘があるが、パ

大A遺跡では編台は確認していない。

ti盛り板の両端が出柄状に）j形に作りだされてい

ることから、柄孔に挿人する可能性が強い。民俗例

などでは、逆T字状に組んだ板材の縦板部に施した

柄孔に H盛り板を挿入したりもするが、いずれにせ

ょ、編台の特定は今後の課迎である（）

① 目盛り板(308~312、PL31)

いずれも、細長い板の長辺部片側を薄くして、そ

の部分に経糸を通すための刻みが施されたものであ

る。

最も残りの良い308は、現長は69cmであるが、全

長78.5cm程疫には復尤できるもので、両端を編台の

柄に挿人するため細長く方形に作り出している。刻

みはしつかりとした）j形に刻まれたものと、ややラ

フにて角状に亥IJまれたものとがある。間尉は＾部）j

形刻みが 5cm間隔のようにもみえるが、全体的には

あまり規則性は認められない。ヽ'1初は方形刻みのみ

でその後の使）! jに応じて刻みを加えていったかもし

れない。

その他の H盛り板はいずれも破片資料であるが、

小さな:角状の刻みを長い間伽で施すものと、しつ

かりとした台形状の刻みを知い間伽で施すものとが

存在する。

② 木錘(313~371、PL31~33) 

木錘は、多数出士している。心持材を輪切りに切

断した後の加Tによって、基本的には 2形態の木錘

がff:在する。

A類 短く切断した丸太材の中央部を削りこんで

妓状としたもで、 『木器集成』で 4類とさ

れているもの。両端を切り落としたままに

残すものと、丸く削りだすものがあるが、

切り沿としたまま残すものの一部は未製品

の可能性がある (313~334)

B類 短く切断した丸太材の中心を外した（立置に

穿孔を施したもの。 『木器集成』で 5類と

されているもの (335~371)

出 1-.した木錘の木取りを見ると、 A類ではすべて

が芯持ち材を利 J!j した—•木からの削り出しであるの

に対し、 B類では芯持ち材の他、平戟材や辺材も利

-16-

□□口
A類 B類

図18 木錘の分類

用されていることがわかるぃ

なお、 『木堺集成』で 3類とされている中央部に

浅い溝を 1周させた個体も出上しているが、 1例の

みであり、本遺跡においては少なくとも併紐りなも

のではないここでは、 A類の木製品として扱って

いる (313)0

註

(!)大川勝宏 I―"-4国出 I:の木製農具ー 『 elf\.:\~、史研究」り19 り 1993 

(2)計(1)に同じ

(3)村 1」!Jt (一「厨f! 『赤野井誇遺跡 l』滋竹県教有委員会他 1998 

(1)渡辺誠「 1 コノチのぢ占民且学的研究」『月古学雑，Iヽし』70-3 1985 

(S)日居直ど『中央白動 ,1廿f:l.li野線埋蔵久化財発掘，凋行竹訂，•，り15-H: 野

市内その 3-{1川条甲遺跡 弟 3分冊』 （財） K野県坪蔵久化財セ

ンターほか 1997 

(6)兼康保明 ifHド駄」 ［弥4文化の研究』 5 1985 

(7)秋山浩：「大足の内検，，寸」 『考古学研究l40-3 1993 

(8)竹内晶（『弥~/0)布を織る』東か、大学出版会 1989 

(9) I匹 tfli(他 J友 JI東（その 2)』人阪府教育委員会他 1983 

2 工具

r: 具として分類したものには、鉄斧の柄と、ナイ

フ状の小利器の柄と推定したものがある（）

(1) 鉄斧柄(372~379、PL33~34) 

すべて膝柄で、押部に木芯がくるように令休が削

り出されている。斧台部の後台が ・f.tll_にならず、先

端に向けて厚みを減じていく袋状鉄斧装着）llの柄と

推定されるもの (372----..,374·377~378) と、後台が平

.tll. になる板状鉄斧装石川の柄と思われるもの (375~

376・379)とがある()

袋状鉄斧装石川の柄には、装祈部の形態が、斧台

部先端が徐々に窄まっていくタイプ(373)と、柄台

部令詰］が段状に削りだされて装石部を作っているタ

イプ (372• 377~·378) がある。

未製品379は、令休に粗い削り痕を残すものであ

るが、後面を偏、ド化しようとしているらいしことが

窺え、板状鉄斧装祈Jljの可能性があるし）



(2) 小利器柄(380)

断面方形の角棒の全長の 2/5程を半裁し、その

部分に小孔 4個を穿っている。溝等は彫っていない

が、この半故部に利器の茎部をおき、小イLをfj途穴

とわえて楔を打ち込むと、小さな利器の柄として利

用できるのではないかと朽えた。その推定が正しい

場合、ヤリガンナ等の小利器の柄部の可能性が想定

される。

3 紡織具

糸を紡ぎ、紡いだ糸を巻き取り、さらに布を織る

道具を括する。

六大A遺跡では、糸を紡ぐ道具として紡錘車が、

糸を巻き取り、また巻き取った糸を保持する直具と

して糸巻き（杜、紹カケ、タタリ、糸枠）が、布を

織る道具としては織機がある。ただし、 『木器集成』

も述べるとおり、織機の同定については間題点も多

しi() 

(1) 紡錘車(381~ 383、PL34)

六大A遺跡で出土する紡錘車は、十．製のものが主

流であるが、少数 (3}、~.(、)ながら木製紡錘車も存在

する。少数ではあるが、これを断面形の形態によっ

て、以下の 2タイプに分類する。

A類 断面形が台形を星するもの(381--....,382)

B類 断面形が長方形を尼するもの(383)

このうち、 B類には装飾等は認められないが、 A

類の382では断面の傾斜に沿って節素な沈線が縦方

向に亥ljまれ、漆も裕布されている。

なおA類は、古墳時代前期～中期の滑石製紡錘車

と同形態をとる。

口 口
A類 B類

図19 紡錘車の分類

(2) 糸巻

本内では、 『木器集成』が指摘するように、紡い

だ糸を巻き取ったり、巻いた糸を保持しておく道具

を糸巻として・括する。

この系統の類には、使川）j法や形態、機能の差異
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によって以下の 4類が認められる。

① 桔(384~407、PL34~35) 

枠は、棒を「［」字形に組合せ、中央の支え木を

握って両側の腕木に糸を手動でからめ取っていく道

具である。支え木の中央部に握部を作りだしている

ものと作りださないものがある。

『木器集成』では、腕木と支え木の結合方法の差

異から、腕木の中央に柄孔をあけ、支え木を恙し込

んだ「支え木さしこみ式」と、支え木両端に孔をあ

けてそこに腕木を通した「腕木貫通式」の 2形態に

分類しており、六大A遺跡出 I:賓料もそれを基本に

分類する。

Al類 A類は、 「支え木さしこみ式」を寸舌す

る。 A 1類はそのなかでも、腕木中央部

の穿孔が長方形で、支え木両端は、穿孔

部への挿人をより容易にするために断面

長方形に作り出した出柄とするか、削っ

て薄くしているもの。木釘で止めるもの

もある。また、腕木中央の穿孔部を輻広

にしたものもある (384~400)

A 2類 腕木中央部の穿孔が円形になると思われ

るもので（未確認）、支え木両端を断面

円形の出柄とするもの。木釘で 1卜．めるも

のもある (401~403)

B 1類 B類は、 「腕木貫通式」を・括する。 B

l類は、腕木を挿入するために支え木両

端をやや輻広に柩形し、そこに腕木を挿

人した後、木釘でti・.めるもの(404)

B 2類 腕木を挿入するにあたって特に支え木両

端を特に輻広としないが、端部よりやや

内側を穿孔してそこに腕木を挿人し、木

釘で止めるもの(405)

B 3類 支え木両端を木銑状に財く作りだし、そ

の中央部を開けて腕木を挿人するもの。

木釘は使用しない (406~407)

Al類に使川される木釘は、 1本のみのものと 3

本使用するものとがある。今阿、 A類とした「支え

木さしこみ式」の分類は、外見 I・.の形態的特徴を屯

視したが、木釘未使用のものと使用するもの、また

使用した場合の本数といった視｝ば、あるいは支え木

先端部が凸状の作り出しによるかどうか等の視点で



Al類

゜
A2類 B l類

82類 B 3類

愛知県山崎遺跡の復元 I長野県石川条里遺跡の復元

図20 桔の分類

も分類できる。

B 3類の結合方法をとる枯は、腕木中央部を段の

削りだしによって区画し、握部を形成している。

なお、本遺跡では「支え木さしこみ式J (A類）の

結合法をもつ支え木で握部をもつものは未確認であ

る。ただし、こうした例は他遺跡では存在しており、

握部の有無と結合法の対応には、流動的な側面が大

きい。

また、出士した層位をみると、全体としてB類が

III層、 A類がIIIa陪----....,II層を中心としており、全体

としてB類からA類へ推移していくことがわかる。

② 紹かけ（カセカケ、 408~419、PL36)

紹かけ（いわゆる「舞羽」）は、十文字形に組み

合わせた 2本の支え木と支え木両側に穿たれた小孔

に差し込まれて糸が巻きつく腕木、および 2本の支

え木を受ける台によって構成されるが、六大A遺跡

出1:の紹かけは台と支え木の間にさらに軸棒を介す

る構造であったようである。

六大Aで確認した紹かけの部材は、支え木と軸棒

で、台と腕木は確認できなかった。このうち、腕木

は、小さな棒状品であるため、支え木に組み合って

出-f:しないかぎり、単独出士ではその同定が難しい

であろう。

支え木(408----....,416)は、両側が長細く延びる長板

（「羽部」と呼称する）と、中心部を一段薄く削り

落として真ん中に円形の軸孔を穿った幅広の中央部

からなり、同形[Ii]人の支え木を 2枚重ね合わして軸

孔を台先端の円形軸で受ける。確実に紹かけの支え

木と確認できる個体では、腕木を差し込むための小

六大A遺跡の想定

図21 紹かけの復元

孔は斜めに穿たれている。従って、長方形長板の破

片で斜めに小孔が穿たれたものの多くは、支え木の

羽部の破片であった可能性が高い。

支え木中央部の平面形態には、長方形になるもの

と、中央部両側縁がくびれる形状をとるものとがあ

る。六人:A遺跡出士の支え木には完存するものはな

いが、全長の復元が可能な例ではいずれも令長が l

mを越える長大なものである。

支え木を受ける軸棒(417"--'419)は、上部を断1l'li円

形の軸、 ド部を断面方形の軸を作りだしてその間を

両側打頭の棒状具としたものである。材中央の棒状

部分は、中央部が膨らむ円形断面のもの (417)、円

柱状のもの(418)、隅丸方形断面のもの(419)がある。

ト部の）j形軸は、さらに別材の基台（木確認）の孔

に差し込むためのものと思われる。

こうした例は、あまり確認、例がなく、まだまだ不

明な点が多いが、これまでは軸棒と脚が一体となっ

た一木式の台が想定されてきた。例えば愛知県田原

町山崎遺跡（註 1) では、非常にシソプルながら中

央部に支え木を受けるための軸をもつ 3脚式の台が

確認されている。また、長野県石川条里遺跡（註 2)

では、六大A遺跡出十の軸棒の棒状部分から脚が延

びたような構造の台が想定されている。

従って、紹かけの回転部である支え木を支える構

造には、六大A遺跡のように軸棒と台を別材として

それを組み合わせるものと、当初からそれらを一体

として作っていたもののふたつの形態があったもの

と思われる。
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写真3 紹かけ軸棒と「タタリ」の組合せ

なお、1M1棒を恙し込む店台については確認してい

ない。 Imを越えるような支え木を支えるにはその

ままではややf(猷不足な感は拭えないが、後述の

「タクリ 」の台としたようなものが相当するnf能性

もなくはない。

③ 糸枠(420~426、PL36)

数少ないが、縦方,:りの腕木と横方向の横木 （軸）

を組み合わせるクイ プの糸巻である糸枠の腕木もII¥

I: した。

横木と組み合う部分を/'t<作りだしてそこに結介

) Tlの且辿しない「'HLもしくは）j.flを穿ったものであ

る。全長がほぽ25~26cmとなるものばかりであり 、

規格性が高い。

④ タタリ (427~433、PL37)

クタリは、伊勢神宮の神宝や福岡県沖ノ島の出 I:

品に金銅製の雛型製品として,{(-在するもので、台部

と柱部の 2材からなる。）i形もしくはJ.LJ形の台の上

1(1iに.flをあけ、そこに住部を挿人する。

六人:A追跡から出 I:したのはそのうちの台で、平

((Ii形が方形のものと円形のものがあり 、ともに1祈面

形は台形を足し、上l面は平らになる。」：l面の穿.flは

)i形に穿たれているが、そこから内部を裾lぶがりに

扶り取っていて、据えた時の安定を良くしている。

辿常、 「タクリ」は、県内汽料の上野rli翡賀遺跡

Clt: 3)出 I:品をはじめ、台のみしか確認できない

場合が多く 、その場合、クタリの台かあるいは別の

材の台かが分けI)しづらかったが、静岡県111ノ化追跡

(Jl:4)などでは台と柱部がセットで出 I:すること
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から、六大A追跡の台も 、 応ククリ 0)台と認定し

た。県l村の例では、六大A遺跡とも近い'flt市橋垣内

追跡（県道調査） B区ミゾ 3から出上した 「儀杖」

とされるもの（註5)が柱部の可能性がある。

ただし、ククリ 1::面の穿孔部と、紹かけ軸棒の基

部方形軸は大きさが近似しており 、前述のようにこ

れらが組み合う可能性もなくはない。

(3) 織機(434~447、PL38~39)

本来組み合って使用していたものが解体して部材

箪位で出 Kしてしまうため、発掘資料で織機を同定

することは難しい。また、前述のように、これまで

織機の経巻具か布咎具（両者を 「経（イrn巻具」と
呼称）、もしくは中莉とされてきた部材のように、

輪カソ・ンキ型(TIド駄の横木や方形枠型m下駄 （大足）

の横木とすべきことが指摘されている（註6) もの

もある。六大A造跡で椛機に含めたもののなかには、

こうしたJ,ij定にやや難のあるものも含んでいること

を断っておく 。

434~438は、その同定に問題を残す原始機に使用

された経（布）巻具もしくは中筒とされるものであ

る。両端を有頭状に作り出すか、両端を出納状に削

りだした細長い板材のうち、H'IF駄の部材とするに

は断面形や厚みからやや不適当と判断したものを一

応、織機部材として措定した。織機ではなく別材に

なる可能性も抒えられるが、逆に11:l下駄の部材とし

たものの中にも 、本類であるものが含まれている可

能性も残る。

こうした中で、439~4'10は、ほぽ機織として認定

できるものである。一端は欠狽しているが、断面拙

丸ガ形の細長い棒状具で、端部寄りのところにガ形

の柄1Lを有する。おそらく 、欠担部にもl,iJじ位骰に

柄孔があって、直交する別材を挿入したと忠われる。

柄孔より杓側には、3面iに渡って糸の当たり痕があ

り、多数の糸が横一線にこの棒状具を先頭にしたU

クーソをしていたと思われる。従って、この棒状具

は、麻機の糸巻具から出た糸を布巻具に引っ張るた

めに一端糸を前に出して1村側へ折り返すための部材、

つまり麻機の蚊も先端、もしくはそこからひとつ糸

巻具寄りで糸全体を・端高く I:げるために，¥Jjい位府

に罰かれる部材であると思われる。

441~445は、いわゆる有頭棒で、必ずしも織機に



限定できるわけではないが、民俗例ではこれと同様

のものが高機の糸巻具として使用されている。

446は、機織とする積極的な根拠に乏しく、また

機織としてもどの部分になるかは不明である。しか

し、多数一定間隔で穿たれた円孔は糸を通すに相応

しく、機織の部材の可能件もあるものと芳えてここ

に措いた。

447は、大きさや形状から、高機タイプの機織の

枯台部となる可能1'牛がある。
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4 容器

パ大A遺跡出 Lの容器は、製作技法の菜異からがl

物、挽物、指物、曲物に分かれるが、このうち挽物

は、人溝蚊日：層から出±:した中l仕の漆器椀である。

また、 1濱心のような木製品とは別に、パ人:A遺跡

では、瓢術が複数個出 Lしており、このうちいくつ

かは容器として利用された可能性がある。しかも、

少数ではあるが柄付きのものも什在しており、これ

らは『延＃式』でいう「柄付狐」の可能性もある。

ここでは、容器を製作技法別に分別し、その卜．で

タイプごとに分類、報内する。なお、容器とセット

になる盗等の付属物は、それぞれセ、ノトになる器種

とあわせて報告する。

(1) 有lj物

例物は、種類が多く、槽、盤、箱、 r','.;j杯、杯があ

り、箱は盗川の受け部を11するものとないものとが

ある。このうち、槽、盤（皿）、箱はその同定が流

動的な側面があるが、側面が斜め外方へ立つ容器で

深いものを槽、浅いものを盤、側面が立府するもの

を箱とした。
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① 槽(448~480、PL40~44)

槽は、法星や形状、脚のtf無、側血の立ち f-_がり

の特徴等を視点にすると、いくつかの形態に分類で

きそうである。法鼠の弟は、用途・機能の弟に係わっ

てくるであろうし、厚さや側1Mの立ち上がり形状の

恙異は、 ftI・ーがり時の形態差以 I:に製作「｛見 I・_の怠

図にかなりの危があるものと思われる 0

法吊は、どこで分別するかの判断が難しいが、本

店では、 80cm以卜を大形品、 40cm~80cmを中形品、

40cm以ドを小形，'ri1,として扱う。破片賓料ばかりで全

休形が判明する個体がなく、不確定要素は免れない

が、以下のように分類した。

A類 長方形を惜する大形，¥,1ぃ側面の立ち I・.がり

は内面が l川線的でやや戊く、全休に）'?~f: 。

低い脚が 4個付くものと、無脚のものがあ

る (448~454)

B類 仝休形は明瞭でないが、人形品で、横長の

舟形形状をとる可能1牛がある。厄手で側lf'Ii

の立ち上がりは内面が不明瞭。無脚(455)

c類 長方形をいする大形祉ぃ底1(1iと側1M、側111i

と側面の境が明瞭で、全体に薄 F。側伯i長

辺側は内湾気味に立ち上がる。脚のイi無は

不明 (456)

D類 長方形をばする中形品。全体形状、調柩は

A類に類似する。 J9:手で側部の立ちじがり

は緩やかで、特に短辺側部は曲線的 (459•

461~462) 

E類 長ガ形を旱する中形品。全体に薄if:で、側

面の立ち上がりが明瞭 (457~458·465~

466) 

F類 中形品。｝氏面がガ形にならず、短辺は直線

的、長辺は中央部が外側へ膨らむ 1川線(Iりな

形状をとり、 I: llliも長辺側が緩やかな波状

を旱する。側面の立ち上がりは、外血は明

瞭であるが、内面は不明瞭で曲線的。 4脚

が付くものと無脚のものがある (470~475)

G類 楕円形を惜する中形品。長軸 }j向の I・.面が

h形に整形され、内外面とも立ち I・.がりの

境が間線的で、ボール状の形態をとる。 4

脚が付く (476~480)

H類 小形品で、底面と側面の境は外面は明瞭で
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図22 槽の分類

あるが、内面は不明瞭で曲線的に推移する

もの。 A 類や D類の小形品 (460• 463~464• 

469) 

パ大A遺跡においても、 卜野,Ii北堀池遺跡の報告

,If-(註 1) で指摘されているとおり、底面と側面の

境の明瞭なものは深く、不明瞭なものは浅い、とい

う指luJは認められる。

ただし、大形槽の脚に行llすると、北堀池遺跡例

のような長辺に平行した長）j形の脚ではなく、六人・

A遺跡では低い L字状ないしは短辺に平行した長）j

形のものが多いQ

また、他逍跡では小形品でも脚が付くことが多い

が、本遺跡では小形1111¥で脚をもつ槽は少数である。

なお、槽には含めたが、側面部分のみが遺{{した

もののいくつかは、舟形であった可能性がある。

② 盤(481~497、PL45)

槽よりも浅く、底面の広さに対して側面の立ち!・.

がりが少ないかほとんどない別物容器を盤として一

括した。

盤を出 I:した附位をみると、ほとんどがII附から

の出 I・.で、盤はパ大A遺跡では古墳時代中期以降か

ら出現し、槽の出現時期よりも後出する。

形状や脚のイi無等から、以ドのように分類する。

A類 日形で、側面が屈曲してわずかに斜め外 }j

へ立ち 1-.がるもの。無脚(481'"'--'495)

B類 側[(fjが立ち上がるというよりは、長 }j形の
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ヽク
A類 B類

図23 盤の分類

板状 lllJIIを縁を残してわずかに究ませた形状

をとるもの(496"--'497)

484をはじめとして、 A類には内外面にガ物の門

たり痕跡が認められるものが多い。

③ 箱(498~504、PL45~46)

底面から側面が立直するものを例物箱とし、槽・

盤とは区別した。本来、槽とはこれらの類も含めて

いうのであろうが、製作技法的に斜めに削るのと畢

宜に彫り判めるのとは異なる［程が必要と朽え、こ

こでは区別した。

また、別物箱のうち、 rI縁部に盗と組み合わせる

ための受け部を布するものを「合r」ということが
あるが、ここでは剖物箱で・括した。受け部の打無

も含め、以下のように分類した。

A類 蓋川の受け部をもつもの。平面形は長}j形

で、 I・. 面は長辺側が広く、短辺側は狭い。

上面の内側を＾段低く彫り込んで受け部と

したもの(498"--'499・503"--'504)

B類 全体の特徴はA類と同じであるが、 卜面に

謡受け用の段がないもの(500"--'501)

c類 平面長方形で、短辺部両端に突起をもつ小

形lu1,(502)

A類と B類は、いずれも出上層位はIIIb附で、弥

牛後期～古培初頭の所廂と思われる。

これに対してC類の502は、 II料からの出卜で、

年代的に下るものであろう。

注目すべきものとして、 A類の499には、 I・. 面お

[11 11 [1 I 埓 粗

D ~ D ~ 己 ら
A類 B類 c類

図24 剖物箱の分類



よび側面に利器による線刻が認められる。 2~4 本

を犀位とした沈線文様で、 卜祖iは弧状に、側面は

直線的に施している。

また、 B類としたもののうち、 503と504は、別込

みが途中であり、未製品であろう。

④ 高杯(505~507、PL46~47)

小破片ではあるが、高杯と思われる個体を 2個、

その可能性のあるもの 1個を確認した。

505は、口縁部片と思われるもので、輻広の I・.端

面から屈曲してかなり急角度でド方へ延びていくも

ので、弥生中期末鮒の閻杯の形態に類似する。大溝

でも般ド州に近いところから出上しており、弥牛時

代の所廂であろう。

506は、底部片と思われるもので、大きい円形透

かしを連続して横に穿っていく形態である。

507は、脚部片である。小片のため詳細は不明で

ある。

％地域においては、木製高杯類の出上は珍しく、

今後類例の増加に注視したい。

⑤ 杯(508~509) 

小さな槽といえなくもないが、他の槽とはかけ離

れて小形で、また t・.器の杯と同様の形態を取ってお

り、杯として扱った。

庇面から屈曲して側面が外方へ延びるもので、ド］

形プラソをとる。

⑥ 椀(510、PL47)

ボール状の丸底椀の形態をとるもので、厚手で全

体に粕巧な作りである。

⑦ 桶(511、PL47)

脚付きの槽とも思われたが、補修孔があってその

部分をドにすることは不適当なこと、上端部が牛き

ていること（槽とぢえた時は転用時の切断と判断し

た）、それに全休が微かに弧状を閏しており、桶と

判断した。上野巾森脇遺跡の奈良時代の井戸からlriJ

形態の賓料が出 1-.していること（註 2) も大ぎな判

断材料となった。

底部はやや肥！？し、そこに底板があてがわれたら

しい。円形の把f:l個がのこるが、本来は相対した

2個の把「があったのであろう。森脇遺跡同様、奈

良時代の所産であろう。

⑧ 不明剖物(512~517、PL47~48)
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図25 上野市森脇遺跡出土の「桶」

容器かどうかは特走できないものも含むが、製作

技術的に合lj物としうるものを一括する c 以下、個別

にみていこう。

512は、円形板の l・.1friを別り込んだもので、盤の

未製品の可能性があるぃ

513は、長）j形板の側面令．周に勾lり込みを人れ、

上面を緩やかに合ljり込んで凹ませたものである（）がl

物には違いないが、類例を知らない Q

514は、底の抜けた槽もしくは紡織具タタリの小

形品の可能性がある。ただし、タタリとするには史

川としては崩奢である。

515は、小形の槽であろうか。

516,..__.,517は、詞形態をとる。略円形のり板を逆

「山」字形に彫り残し、その中央に方形もしくは長

方形の穿孔を施したもので、 517の穿孔部には差し

込まれた別材も残る。調柩は全体に粗い。 Jll途は不

明である。

(2) 挽物

大溝SD1出 Lの挽物としては、 I層から出卜し

た中柑の椀が該叫する。バ大A遺跡では、大溝SD

1以外では、井戸守からも挽物椀の出 I・.がある。

① 椀 (518~519)

ともに全面黒漆{t:Lげで、 518には内面に 2本単

位の朱線が引かれている。 519にも朱が施されてい

たようであるが、遺存状態が悪く、漆膜状に依ff:し

たもので、詳細は不明である。

(3) 指物

板材の接合によって製作した容器について、指物

容器として扱った。ただし、指物は、本来組み合っ

ていたものが出 L-.時には外れた状態となって出Lす



ることが多く、板材の小口部に何らかの接合状況の

痕跡の存在するものを指物容器として認定した。

この場合、確認できた接合の種類は、紐通し孔を

穿孔する「穿孔紐結合J (『木器集成』）によるも

のがほとんどである。

以ドの 3形態が確認できる。

① 「四方転びの箱」 (520~526、PL49)

本類には底板がなく、厳密には「箱」とは五いが

たいが、紐結合の箱状品のうち、 4枚の側板が四方

に傾斜した角錐台状をなすものについて、 『木器集

成』に従って「四ガ転びの箱」と呼称する。

『木器集成』も述べるとおり、直方体の箱の側板

は45゚ に切り落とせばよいが、四 }j転びの箱では、

側板の頻斜角度によって留めの角度が異なる。

四方の板が残ったほぼ完形の526の他、側面端部

を斜めに切り落とし、小口部に紐結合用の穿孔を施

した台形板を、四}j転びの箱として認定した。

このなかには、 520のようにやや裾広がりになる

タイプから、 526のように傾斜角度が緩やかで、あ

まり裾広がりにならないタイプまでが存在する。ま

た、紐結合孔とは別に、各板に 1個ないしは 2個の

比較的大きな穿孔をもつものもある。

六大A遺跡例では存在しないが、裾が広がる側に

底板（もしくは蓋板）の存在を示すような皮綴が存

在する場合があり(!-.野巾北堀池遺跡例など）、箱

とぢえる要素のひとつではある。しかし、これは．

般的ではなく、 「四方転びの箱」と呼称しているも

のの、実際には「箱Jとはけいがたい。

「四方転びの箱」は、指物技術上の用語であり

（『木器集成』）、曲尺を使用した指物技術の台頭

を示すなど（註 3) 、専ら製作技術論からの五及が

なされているが、機能・用途面についてはほとんど

汀及されていない。

わずかに、この遺物を当初から言及している」：原

貞人は、民具との対応から刺突漁法に使用する「の

ぞき眼鏡」 （箱眼鏡）や「植木鉢カバー」について

触れるが、占墳時代には相応しくないとされ、機能・

川途面からの深い追求はない（註 4) 。

これに対し、仁木昭夫は、側板に穿孔をもつ個体

の存在などから漁具や容器等を否定し、祭事用の

[ :)j」的な台の可能性を提起する（註 5) 。
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ただ、 1・＾原や［木が否定的に考えた箱眼鏡である

が、側板に開く孔は指で摘むための孔と朽えると、

箱眼鏡も機能的には想定可能である。中村光司によ

ると、水面から底を覗く時の障害は水面を漂う波の

乱反射であり、それを囲いで防ぐとガラスなしでも

かなりクリアーに水中が見通せるという（註 6) 。

いずれにせよ、機能面からの追求は、仁木が提起

した台を含め、民俗事例も見ていきながら、さらに

追求していく必要がある。

② 紐結合箱(527~538、PL49)

4枚の側板と 1枚の底板から成ると思われるが、

いずれも各々が解体した状態で出士したもので、全

てが側板と底部が接合していたかどうかは不明であ

る。あるいは、 「四方転びの箱」同様、底板（もし

くは盗板）が付かない形態のものも存在する可能性

がある。

側板(527,..____.,533)は、底部と日緑部は真っ直ぐに、

側面は小口を45゚ に切り落とし、紐結合のための穿

孔を小 ~I に沿って縦位に施す。この接合手法は、

「四方転びの箱」と同じである。 527のみ、側板接

合用の穿孔列とは別に穿孔ある辺があり、これが底

板との接合辺及び接合孔と思われる。

底板(534,..____.,538)は、方形もしくは長方形で、小口

に沿って 2個 l単位の穿孔を施す。側板は、この穿

孔の間に据え置かれ、底板及び側板の穿孔で紐綴し

て緊縛していたものと思われる

③ 連結箱(539、PL50)

破片資料のため箱状具になるか厳密には不明であ

るが、上ドに鍵手状の段を作りだして連結部とした

板状品である。現在残っているのは側板の一部と思

われる。非常に精巧な作りで、内外面を黒漆でfl:ト．

げている。 ド部内面の段に接して別材の当たり痕跡

があり、ここに底板が骰かれたか、あるいはこちら

が Lになって、盤板を受けたかとも推定される。

(4) 曲物(540~778、PL50~58)

六大A遺跡出十．の曲物には、円形もしくは桁円形

の薄い底板（蓋板の可能性のあるものもあるが、こ

こでは一括して「底板」として扱う）をもつものと

少数ながら脚付きの底部をもつものがある。また、

曲物と結合する脚も存在する。

① 曲物身(540~773、PL50~57)



側板と底板の身本体について述べる。

側板は、薄いためにしばしば底板から外れ、また

小破片で出十することが多いため、曲物の分類にあ

たっては、まず底板周縁部形態と、底板と側板の結

合形態が当面の視点となるが、これらは t1~いにリン

クしている。

『木器集成』では底板胤緑部の形態を A~F の 7

大別に、結合形態は樺皮結合と釘結合の 2大別にす

る。底板周縁部形態の分類は他の基本となるもので

あるが、底板問緑部の形態分類と結合形態とは本来

リンクしてぢえられるべきものではあるが、リンク

されていない。

これに対して、静岡県瀬名遺跡の分類（註 7) で

は、出上の曲物底板を底板問縁部形態と結合形態を

加味して 5分類する。細かい観察においても、 『木

器集成』では「樺皮結合」と一括されているものを

実際には山桜皮が多いことを指摘したり、 『木器集

成図録近畿古代篇』で木釘結合とされたものの•部

をカバ紐固定川の木栓と指摘するなど、六大A遺跡

の曲物を考えるうえでも大いに参考となる。

このうち、皮紐綴じ結合を行ったうえに木栓でさ

らに完令に固定するものが六大A遺跡でも認められ

るが、皮紐もしくは木栓が脱落してしまっている場

合には、分類が間違ってしまう可能性がある。

こうしたことを若慮しつつも、上記分類を参考と

しつつ、六大A遺跡で認められる底部（板）と側板

との結合形態を以下のタイプに分類整理する。

A類 脚付きの底部の上面固緑部に側板の原さ

分の段を削りだしてそこに側板をあて、

側面から木釘を打ち込んで止めるもの

(540------541) 

B類 底板は、周縁内側を垂直に切り込んで外

側へ向かって斜めに切り上げたゆるやか

な溝を彫り込み、端部を斜めに切り落と

した『木器集成』のC形態をとる。溝の

内側に紐孔を亜直に穿ち、周緑外端部を

巻き込むように皮紐綴じする (542------543)

Cl類 底板形状はB類に類似するが、尚縁端部

は面直に切り落とす。溝内側と切り込み

部の 2か所に紐孔を内側（中央側）へ向

かって斜めに穿ち、側板の穿孔の計 3孔
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で皮紐綴じする (544~546)

C 2類 底板形状は枯本的にC 1類と同じである

が、溝[)、J側の孔には紐の弛みをなくすた

め木栓が打ち込まれるもの。六大A遺跡

では、氏板紐孔が畢直に穿たれたものの

みが認められる (547 "'-550) 

D 1類 底板は閲縁外端を十段低く直角に切り落

として（『木器集成』のD形態）そこに

側板を乗せ、その両側に紐孔を穿って側

板の紐孔との叶 3孔で皮紐綴じ結合する

もの。底板紐孔は、内側へ向かって斜め

に穿孔されるものと、垂直に穿孔される

もの、外側孔のみが面直に穿孔されるも

のがある (551,..__,557)

D 2類 D 1類の底板内側の紐孔に、紐の弛み防

!I'. 川の木栓を打ち込むもの(558"--'566)

E類 底板固縁外端を｛段低く垂直に切り落と

すのはD類と詞じであるが、底板の紐孔

は切り落とし部より内側の 1イLのみで、

周縁外端部を巻き込むように皮紐綴じす

るもの。紐孔は、内側へ向かって斜めに

穿孔されるものと、匪直に穿孔されるも

のがある。令体にD類よりも切り落とし

が短小で、また巻き込み易くするために

底板外端部を内側へ向かって斜めに切り

落とし、皮の緩み防止のため木栓でとめ

る(567'"'-'578)

F類 底板の断面形状はD・E類と,,i]じである

が、皮紐綴じではなく木釘打ち込みの釘

結合により側板と底板を固定するもの(5

80~582) 

G類 氏板J古］縁部は平坦なままで（『木器集成』

のE形態）、 I氏板の側板を東せたfd,j脇に

, ~ J J J J 
A類 B類 C 1類C2類 D 1類 D2類

J J ＝信I =1 J 
E類 F類 G類 H 1類H2類

図26 曲物底板と側板の結合形態



韮直に紐孔を穿ち、側板の紐孔と叶 3孔

で皮紐綴じするもの(593"-'601)

H 1類 平姐な底板の外側に的＾ー交して側板をあて

て側廂から木釘を打ち込んだ（『木器集

成』のF形態）もののうち、底板と側板

の底が同血となるもの(604)

H 2類 結合形態はH 1類と詞類であるが、底板

の底よりも側板の底のほうが・段低い上

げ底構造をとるもの(605・770)

（た［オ3 、 579• 583"--'592·767"-'769• 771 "-'773ti、

曲物ではあるが類別不明。 602"-'603、606"-'766は

H類であるが、その細分は不明）

多少煩雑となったが、六大A遺跡で確認できた曲

物底板の形状と結合形態を外観した。 D類やE類な

どの皮紐綴じ川の穿孔のうち、内側へ向かって斜め

に穿孔されたものと、垂直に穿孔されたものは、そ

れをもっての類刑分けこそしなかったが、一部がG

類への連続性をポすもののひとつとして位闘づけが

できるかもしれない。

以I・.の分類を、曲物底部の形状をポす言艇として

通hの「カギゾコ」と「クレゾコ」 （註 8) に当て

はめると、 B"--'G類が「カギゾコ」、 H類が「クレ

ゾコ」ということになる。 A類については、その分

類で分けるのは適晋でない。

A類は、せいぜいが古くても古墳時代中期という

六大A遺跡出士の曲物のなかで飛び抜けて古く、弥

生後期～占墳初頭の附位から出卜している。木釘結

合は一見新しそうにみえるが、 B類以降とは別系統

の装飾性の高い脚付きの曲物に用いられた特殊な技

術として位置づけが可能であろう。

1!!1物の平面形態についてみてみると、破片資料で

の不確定要素は残すものの、円形• It状突起付の円

形・咋状突起付きの桁円形・隅丸長方形の 4種類が

認められる（耳状突起の付かない梢円形の存在は破

片資料が多いため確認できない）。このうち、 G類

底部をもつ曲物は円形もしくは隅丸長}j形、 H類底

部をもつ曲物は円形に限‘出できる。

ところで、 H類には、中央部に円.flを穿つものが

多い。穿孔にあたっては、利器で直接円形に彫るも

のと、中央部を焼成によって穿孔するものとがある

か、結果的には同じ状況を兄する。これは、盗とみ

I I I I 

＞
 

三

＂ 

図27 岐阜県宮川村の民俗例による曲物脚の復元

(774~777は左側、 778は右側に対応。註9文献より）

ることもでぎるが、一部は蒸し器として利用された

ことをホすのではなかろうか。

側板については、側板を円形に丸めた時の合わせ

1 lを狭くして 1か所のみで綴じる例（この場合、 1 

列綴じと 2列綴じがある）と、合わせtlを広くとっ

て 2か所で綴じる例がある（この場合、前列を 2列

綴じ、後列を 1列綴じとする）。なお、用語は、

『木器集成図録近畿古代篇』による。

② 曲物脚(774~778)

774--.,777は、吊るすための紐孔をもった曲物脚と

思われるものである。最も残りの良い774でみてみ

ると、卜部のて股は、ここに曲物側板で挟んで巻き

込んで固定するための仕事で、 : 股より下の部分は

脚となる。 ・_股よりも I:の部分は、側板よりも上に

突き出て把手となる。これをひとつの曲物につき対

になるよう 2個 lセットとして使用した。岐阜県宮

川村の民俗資料などに類例がある（註 9) 。

775--.,777は、 774との形態的共通性から Irr]類と芳

えた。

778は、曲物側板と結合した曲物の脚で、下部の

方形台部に曲物の底を乗せ、柱状に延びた部分で曲

物側板と皮紐結合している。結合にあたっては、紐

が緩まないように木栓を挿人してより強固に固定し

ている。脚 I・.面には、曲物底板があたった時の‘りた

り痕跡が微かではあるが残っている。
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(5) その他(779~782、PL58)

やや疑間が残るものも合むが、容器に関連すると

息われる部材を括した。

779は、コップ状の容浩に付く把手の可能性があ

る。僅かに残る把 Fが付いた状部のところ（容堺本

体と思われる部分）はかすかに丸みをもっており、

円形の容器であることを窺わせている（）

780は、曲物や桶に付く把子の可能i"tがある。端

部の軸部を本休の孔に挿人したものと思われる。

781------・782については、盗と杓えた。 781は突起部

を摘むタイプ、 782はh・イし部に紐を通したタイプと

思われる（）ただし、 782については、組物の台状品

の可能性もある。
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(1)森111勝：他『曖知県峠美郡田原町j]」騎遺跡』田胆、JIIJ教育委員会 1993 

(2)昭和63年1及二屯県教育委員会久化課調在

(3) 1-.1東貞）" I四）j位び0)箱一占代木 L技術0)1,t吊（予察）」 l平安）K

歴史研究ー杉山{,; :_先牛米奸晶含論文几』 1993 

(4)1,i] ..l. 

(s)L木昭夫 IIll Iした四）j転びの箱 1『ド田遺跡一tll;rli~I両道路常盤

浜寺線建設に伴う発掘淵介報告,!f-』 （財）大阪府文化財凋行研究

セソター 1996 

(6)中村光司氏のこ教示による）
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(8)前掲叶(7)文献で、この）fl語が曲物の一人産地であった長野県木曽郡

栴川村で用いられたものであること、他に適当な名称もないのでこ

0)用語を使用する旨が出されている｛，本＂りもこれに従った。

(9)!1 !Ill昌久 Iど古ft料の曲げ物研究を器且研究にするために」 『人類

晶集報1997』東）h都立大学ぢ化学研報告 2 1997 

5 家具

現代的な、江味での「家具」ではもちろんないが、

移動可能の調度品類のうち、案（机）と椅＋（腰掛

け）を中心として、平川な板とそれに挿人する棒状

具によって構成されるらしい台状の指物知を「家具」

として一括する（）

ここでは、案とは、物品を釆せることを怠図した

もの、椅＋とは人間が/<れすることも紅図したもの、

ということで 4心分けている。しかし、小形でその

範騎からはややはずれそうなものや、その峻別が流

動的なものも残り、どちらになるか不明なものはあ

えて分別せずに「指物・台」として寸舌する。
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図28 溝結合型案天板の断面模式図

（左が断面「蟻溝」、右が断面方形。右下のみ上野市高賀遺跡）

(1) 案

案には、 『木器集成』で「A形式」とされる棒状

の脚を 4個の大板を受ける四脚タイプの案と、 『木

堺化成』］で iB形式」とされる火板ド面に短辺に沿っ

て平行する溝を彫って、そこに輻／』くの板状脚を挿人

する溝接合タイフの案、及び『木器集成』で 1-C形

式」とされる大板端部‘岱りに 2個の柄孔を穿って！胤l

部 l皿iの出柄と結合させる＾．脚柄帖合タイプの案が

ある。このうち、バ大A遣跡では、溝結合タイプと

~_脚柄結合タイプが出 I: しており、仝て古爪時代に

屈する（）

① 溝結合タイプの案(783~799、PL59~62)

火板は、長）j形の板材の卜:[(ii四}j周縁部を外側へ

向かって薄く削りだしたもので、下面に脚卜＾部を挿

人するための溝を彫る。

溝は、断面}j形のものと、断而逆台形のいわゆる

「蟻溝 Iを'/するものがあるが、蟻溝断而のものは

溝に沿った部分が他よりもff<削りだされているも

のが多い。特に783は、その間；リがりri粋である（）た

だし、こうした要索が、後 jll:の多足机笠のようなよ

り新しい要素に直接繋がっていくかどうかは現在の

賓料では時期的な断絶があり、明確ではないぃ

784~785は、ごく仰かではあるが、脚の I·.端部も

部分的に挿入された状態で逍{{していた（）ともに脚

との接合に蟻溝を打するタイプであり、この手法が

犬台と脚との接合に優れていることがわかる"

脚は、台形状を I1¥した板材のド部中央に l-1り形に

例ったもの (789笠）と、詞じく下部中央を半日形の

l戌闘をさらに }j形に;jljったもの(791-------792)、平1り形

の I・.端部を突起状に削り残すもの(796)の 3形態が

認められる。なお、 798や799については、案の脚で

ない可能性も残る。

② 二脚柄結合タイプの案(800~802、PL62)

このタイプの案は、安定1牛を保つために横輻が脚



の輻によって規制され、必然的にやや細長い形状を

とると思われる u

脚部はある程度認定 11f能であるが、大合はやや不

確',lであるぃ

脚は、後述の指物椅(-(!)脚部よりも油手で、全体

に位令なものについて、このタイプの案の脚として

認、、出した,, J店本構辿は、後述の結合式の椅＋と詞じ

で、出柄を火板に挿人し、犬板を受ける部分は、V・姐

となるものである（）

(2) 椅子

椅fには、 •木で作りだす例物の椅 f と、 2 個の

脚部と 1枚の附板を別材で作って接合する指物の椅

rとがある C
① 剖物椅子(803~805、PL62~64)

いずれも弥＇卜後期～古墳初頭の r~位から出 Lした

匝fでしつかりしたものである u

庫板は、 803と805(同•個体の可能性がある）が

円形に近く、 804はやや桁円形に近くなり、しヽずれ

も中央部に向かって緩く宜む。附板周縁部の部が

遺存した804では、 JN]縁 I・.端部が1M取りされている。

脚部は、台形で中央 L部に透孔をもつ805と附板

の長軸部に、ド行して長）j形の脚部が作りだされ、中

央部に大きな透孔をもつ804の 2形態がある 0 803は、

形態的には805と同じであるが、透孔が開けきって

しヽなし'o

なお、店良県谷追跡（註 1) や I:野巾城之越遣跡

（註 2) では、古墳時代前期～中期の所産と思われ

る非常に裾広がりの脚部をもつ別物椅 fがあるが、

そうした例は六大A追跡では認められない。

② 指物椅子(806~812、PL64~65)

脚 1-.端部に作りだした出柄を附板両端近くに穿っ

た柄孔に挿入する柄帖合タイプの椅fを、指物椅(-

とした。

附板は、やや認定するのに難があるが、 806は指

物腰掛の座板としてよかろう。'!':戟された状態であ

るが、厚板の中央部が緩やかに彫り罪められ、短辺

部両端に脚上の出柄を受けるための柄孔をもつもの

である。

脚については、 ＾定以卜.の屯贔を支えるため、 ．^ 

脚柄帖合タイプの案よりも原くて丈夫で、 1-. 端部に

叱板に穿たれた孔に差し込まれる出柄をもったやや
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裾広がりの厚板を脚として認定した（）

他逍跡では、中央部が符曲して窄まる例も{{在す

るが（『木器集成』）、パ大A遺跡では緩やかな台

形もしくは一：角状を惜している。

I・. 端部の1巫板との結合形態をみると、単に出柄に

して座板に足し込むだけのタイプ(807--...,,810)と、脚

ト端部が1侑板よりも I・.に突き出して、出納にあけた

方形孔に木栓を挿人して1半板と脚をより強固に留め

るタイプ(811--...,,812)とがある。このうち後者につい

ては、柄糸点合タイプの案である可能性もないわけで

もないが、材が肛手でしつかりとしていることから

腰掛で・括した。

脚には、沈線が施されたり、透孔が穿たれるなど

装飾されることも多い。特に812には半円形の透か

しが開けられ、底部端部も丸＜整形されている。ま

た、ー：角状の脚である808には、脚ド部のやや偏っ

た位置に }j形孔が穿たれているが、これは ift:贔を支

えるための補助的な役割をする断面）j形の棒を挿人

するための松j孔であろう。

(3) 台(813~821、PL66)

破片のため詳細は不明ながら、平且［な板材に、棒

状の別材を挿人するための柄孔を複数穿ち、立てる

ことが可能な類をす占した。

中には815や817のように、結合する部分を厚く削

りだしているものも存在する。案である可能性もな

いではないが、案とするにはやや細すぎ、案に近い

簡単な指物の台状のものになるのではないかと推定

した。

813のみ脚部で、出柄を台部に挿人してさらに出

た部分を栓で留めるタイプであるが、令体にガ物痕

跡が顕著に残っている。

註

(1)松本汁明「榛！泉町谷遺跡」 『奈良県遺跡調脊概報 1984'1度』奈良

県立樅原考古学研究所 1985 

(2)穂梢裕昌他『・：重県卜野市比上 城之越遺跡』て巾県坪祓文化財セ

ンクー 1993 

6 武器・武具・馬具

武器関係遺物のうち、祭祀用として製作された武

器形以外の't川の武器・武具・馬具を扱う。もちろ

ん、‘だ用品ではあっても、祭祀においても）llいられ



た可能性を否定するものではない。

(1) 武器

ここでいう武器とは、攻繋用のものに限定してお

り、六大A追跡では弓と鉾がある。刀装具や鞘の存

在は、｝｝剣の存在も示しているが、鉄製の｝｝身部は

辿存しておらず、それらは武具のところで扱う。

① 弓(822-834、PL67)

符猟具とすべきものも含まれていようが、武器と

して括する。また、木鏃は、後述の武器形祭祀具

の項17で扱う。

糸を巻き付けて黒漆で仕 I:げた飾弓と、何も装飾

を持たない丸木弓（索弓）がある。

飾弓(822)は、計19cm程の小破片で、弓，；l[部分は

欠損しているが、祁 （樋）を彫り、細い撚糸を巻き

付けて黒漆を冷布した様子が顕微鋭観察（註1)に

よってよく観察できる。糸は52周程度巻かれている

が、溝部分には存在しない。糸は途切れたような状

況を屋しており、現況は腐兵によるもので、本来は

全周していたものと思われる。

なお、漆の砲布や弓幹に巻物を施すことは、装飾

のためではなく弓自体を強化するためとの意見も

『木器集成』で紹介されているが、その立場をとる

と「飾弓」ではなく 「強化弓」ということになる。

＂筍i
写真4 飾弓糸巻部の接写

丸木弓は、いずれも円形断面の l}j(句のみをピF

に雁取りし、弓恨部分を削り出しによって作り出し

ている。

弓，；月には、以下の形態が認められる。

A類 先嬬部を凸状に作りだすもの(823~827)
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(j t !) 
A類 B類 c類

図29 弓弾の分類

B類 両脇を打角ではなく鈍角に削りだすもの

(828~830) 

c類 浪に山形に切り落とすもの(831)

ただし、 A類と B類は作業TWl: 多少の泊異はあっ

ても、その分別は流動的な側raiもあり、弓張作：Hの

慈図としては同じであろう。

ほとんどが破片であるが、831のみほぽ完形であ

る 。 弓 •Jf[形態は C 類で、 大i界右岸貼石 （ 飛，い時代）

の直ドから出十．した。

832~834は、弓,;rr祁分がなく 、厳密にはr}かどう

か不明瞭であるが、いずれも昭い樹種を使HJして!Ui

取りされた特徴から弓として認定した。

② 鉄鉾の木柄部 (835、PL67)

本来は鉄製品とすぺきであろうが、鉄製の鉾部と

ともに、木芯部も迎存していたため、ここで報告す

る。

木芯部は、削り出し材を利用して糾IJ乏い「l錐状と

し、木先より14.5cmのところに鉾身と組み合わせる

ための口釘孔が{-f在する。

木心を被っている鉾身は、 1祈rui形が）＆祁に近い部

分が木芯と同じ円形で、先端にいくに従い姿形とな

る 。 途中欠損しているが 、 約16cm分逍イ1―• している。

(2) 武具

ここでいう武具とは、I百など直接殺傷を 1=1的とし

ない軍川物品と、））剣を納める鞘等の武器の付駈，11111

を一括したものである。六大A追跡：廿上の武具は、

刀装具、鞘類、盾がある。

① 刀装具(836~838、PL68)

把頭に付く把装共、鞘に付く鞘口装共と鞘/Jし装具

が各 1点づつ出上している。

把装具(836)は、））の把の先端を飾るもので、全

体に黒漆を途布する。腹側に向けてやや）Lみをも っ

た逆三角状にすぽむ形態で、端lliiには線刻による直

弧文を施して線刻部を朱彩し、側面にも）j形の刻み



列を刻んで装飾する。端而とは逆側には、｝）身を装

着するための溝を彫っている。把頭の偵表にクグリ

孔を穿っている。

鞘 I..J装具(837)は、小破J「のため詳細は不明であ

るが、外而には黒漆を砲布し、直線的な線刻装飾に

は朱が施されている。

鞘尻装具(838)は、把装具同様、直弧文による線

刻装飾を施して黒漆を塗布した後、線刻部には朱を

人れて鮮やかに飾っている。ただし、この朱は、出

I: 時は鮮やかであったが、保存処理委託に出したお

り、逍憾ながら朱の部分が知）落してしま った。

これら 3点は、いずれも奈良県天理rl1布留遺跡に

類例が求められ Cit!:2)、また把装具は和歌山県鳴

神 II辿跡で出 I:したものと酷似している（ 『木器集

成』） 。

② 刀剣鞘(839~844、PL69~70)

鞘は、li'li-俎的には'Iら戟した 2枚の板材の内側を刃

身形状に合わせて彫り込み、再び 2枚を合わせて鞘

11と鞘II1で．結合するものである。

断面形が片側が太い~)卵形になるか先端部内 I面の

彫り込みが｝）形を見するものを刀鞘、断而形がヒ下

対象の紡錘形になるか先端部内面が剣に合わせた山

形を閑するものを剣鞘とした。

ほぼ完形の839は、杉材を 'I遺して作られたもの

で、メ｝長17.2cmの短剣の鞘になる。鞘nと鞘尻を共

に鞘間よりも •回り 太く作った『木器集成』分類の

「 C • C型式」に相当する。また、 840~841も、長

さは異なるが、839と同様のクイ プである。

これに対して、842~843は、欠損部が大きく詳細

はイ苅!!である。ただし、842については刀先部が幅

狭くな ってきており 、端部に鞘尻装具を嵌め込む

「b型式」もしく はその変形 （端部に納は作りださ

ないが全体を細くして鞘尻装具を嵌め込む）であっ

たか、あるいはその剖分を樹皮等で緊縛するクイプ

であった11f能性も考えられる。

また、8'14は、鞘とすると鞘問が鞘尻へ向かって

緩やかに肩i'J/ぷになっていくもので、あまり類例を見

ないものである"・Tift尻も、端に柄を作り出すタイプ

であるが 、 j瓜1~・の方形の突起状に突き出す形状では

なく 、鞘1/t]先端から・段蔀＜彫り込んで徐々に窄ま

る形態をとる。
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鞘は、県内では上野市城之越遺跡で剣鞘、 刀鞘と

もに鞘尻に納を作りだすクイプ（『木器集成』の

「b構造」）が出上しており．．六大A追跡が鞘間よ

り鞘}Ji.• 鞘l」を一回り太く作る 「c構造」が主流な

のと対照的である。

③ 盾(845~851、PL70~71) 

県内では、古墳（上野市石山古rll、註3)以外で

は初めての出上である。

原さ 7mm程度のモミの板目材を長方形に盤形し、

盾の1軸に直交して横方向の小.fl刺突例を卜．下に何

段も重ねていくタイプの盾で、表裏而を赤彩する。

小孔刺突列は、横方向に糸で綴じていくための小1L

で、部分的に緊縛した糸も残イ了：している。

このクイプの盾には、盾の上端が山形を団するも

のと、水平なものの....:.者が知られているが、六大A

辿跡出上例には山形を示すような痕跡は見られず、

碁本的に水平形状の上端をもつものであったと思わ

れる。

小孔列は、盾の上端もしくはド端（小17部）に近

づくほど」：下の間隔が狭く 、盾の中央へ行くに従い

広くなる。また、横方向に紘じていくので当然横方

向には小-7-Lの目は通るが、より上下の間隔の狭いも

のは小孔と小孔の距離が近接していて縦方向にも比

較的目が通っている。これに対し、上下の間隔が比

写真5 盾糸綴部に残る糸（上）と糸綴部断面（下）



較的広いものは、縦}j向の tiは通らず、全体として

やや粗い作りの印象を受ける。

つまり、出tした竹には、糸綴じ川の小イLをかな

り規則的に穿孔した厳密な作りのものと、全体に間

尉がやや疎らなラフな作りのものとがあり、複数の

盾が{(在したことが確認できる。

なお、朱彩は、全体に退色しているが、表央面で

色調に芳 r-泣があるものがあり、赤いものとやや貨
色が強いものがある，）これは、赤の強い方がよりきっ

ちりと朱彩されたとぢえられ、その面のほうが表血

であったと推定される。

大溝最ド層からの出/・.であり、弥牛後期～占培初

頭の所所であろう。

(3) 馬具(852~853、PL71)

壷鐙が 2}、J、(出 f・.してしヽ る。

ほぼ全休形のわかる852では、やや縦Ji・半円形の

踏込み部から棒状の軸部が延びる。軸部には、吊紐

が通るための）jイしが前後ガ向、つまり足を乗せる踏

込み部と同じ）j向に穿っている。

これまで知られていた古墳時代の木製鐙は、孔が

踏込み部に対して左布方向にあく鐙がじ流である。

『木器集成』では、孔を壷鐙はk11方向に、平舌

は前後方向に穿つとされているが、たからといって

パ人:A遺跡の木製鐙が半舌鉛というわけではない。

八大A逍跡出十．の壷鐙は、古墳時代の壷鐙には孔

が左布方向にあくものの他に、少数ながらも前後 }j

向に穿たれるタイプもfr在したことを示すひとつの

資料として評価できるであろう。

もうひとつの鐙である853は、軸部が欠担してい

るが、 852よりも縦長の踏込み部をもつ。踏込み部

は中軸線を挟んで左布非対称で、片側は急角度、片

側は広く外側へ開く。踏込み打1;外面の中央付近には

隆帯を削りだしているが、外開きの部分にある隆幣

は磨滅している。このことから、この鐙は、隆幣が

肝滅している側が馬の腹に当たる部分で、馬の左腹

側に附かれていたものと思われる。

註

(1)置田雅昭氏のご好意によって、天坪人汗文学部考占学研究室にて当

該遺物の顕微鏡観察を行った

(2)山内紀嗣他附布留遺跡→．島（里中）地区発掘凋行報告書』坪蔵文化

財犬坪教調在1ヽJ-1 1995 
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7 祭祀具

木製の祭祀具には、人きく分けて形代と斎出があ

り、形代はさらに武器を松した此悩形(」・¥:沿形木製

r'u'1) と、武器以外の形代に分けることができるいこ

のうち、パ大A遺跡出 Lの祭祀具は、 .i¥器形か蚊も

t=:{本的地位を占める u

(1) 武器形

武器形には、））形、剣形、筍形、木鏃が確・xなも
のとして存在し、別に少数の武堺形ではあるか上出

以外のものになると思われるA器形が1{在するし

大溝SDIの出 I・.状況をみると、武堺形の出 I:に

は多少の地点的、時期的偏りがみられる。

特に、古tA時代中期には、武器形屈まり的に 1か

所から武器形が生中して出 Lした部分がある u ここ

では、多はの））形と鑓形、少数の剣形が L師器閥杯

と滑い製日Tとともに・括して）充東されていた（図

55参照）ぃ

① 刀形(854~896、PL72~74)

パ人:A遺跡出＋．の武器形のなかでは最も出 1-.t± が

多い。いずれの］）形も、抜身の状態を表現したもの

と思われる。

把部の表現）j法から、以ドのタイプに分類した 0

A 1類 A粕は、把の作出にあたってメ）部の腹と

背の双ガから把を作り出すもの u このう

ちA 1類）、把を 1111線的に表現したもの

(854~856) 

A 2類 把が直線的に表現されたもの(857)

A 3類 把の表現は直線的であるが、把緑と把頭

に突起表現をもつもの(858)

jJ JI ff 
A 1類 IA 2類 IA 3類 B類

C 1類 C2類 D類

図30 刀形把部の分類



B類 背部の］）身から把間までは直線的である

が、把煩部のみは背部も作出したもの Q

A類と C粕の中間的な形態(859)

Cl類 C類は、把の作出にあたって、背は刀身

部分から手を加えず直線的に残し、腹部

のみに快りを加えて把を表現したもの u

このうち C1類は、断面が板状形態をな

す薄刑のもの (860~885)

C 2類 断面が：．角形を旱する太凡りのもの (886)

D類 把を表現しないタイプ(887)

以!・.のうち、 A類と D類は、作りが j寧である。

A粕のなかでは、 Al類がもっとも［寧な作りを

しており、仮良県大即ldi布惜逍跡（註 1) に類例が

多いものであろ｛つまた、 A3類は、把頭とともに、

把緑も装具で飾った太））を表現したものと思われる

が、形態的にはい製校辿品のなかの {J.製JJ+との共

通性も大きい u

1 /f, のみが出！：した D類は、把を表現せず、茎を

表現したものと思われ、非常に粕巧な作りである。

） 1: 泉から滑石製勾*-とともに出!-.しており、））形の

なかでも特別に製作されたようである Q

最も岡略な作りは B類、特に B 1類である。この

類は、あまり fl:'hに j縛tさがなく、本来狭くなるは

ずの］）身の切っ先部分が最も輻広のままにされてい

るものすら{{在する u 1lii述の武器形集中地、点を構成

する］）形はほぼすべてがB 1類である u

888~·895は、先端が切先状になっていたり、断面

：．角状になる細長い板材であることなどから］）形と

したが、さほど根拠があるものでもなく、］）形以外

のものが含まれているかもしれない u 888もD類刀

形のようにもみえるが、木取りが異なり、別物であ

る可能性もある（）

なお、 l国山の分類とは別に、粗い）~II 上を施して令

休に誇LIilした形状の棒状のものがある (896)。確証

はないが、木］）というものがfr在するとすれば、本

例もその範貼に含まれるものかもしれない。

② 剣形(897~910、PL74)

パ人:A辿跡での剣形の出!・.は、刀形に比べて非常

に少なく、';、e;{r:のものもない。

状本的に剣形は、メ）部切先が山形で、剣身中央に

鉛をもち、把は把間が両側から削り込まれ、剣身と
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把頭から区別される。ただし、剣身中央の鉛は、明

瞭に、意識して削りだしたもの (897~901) と、中央部

が肛くなるものの鉛の表現まではいまひとつ不明瞭

なもの (906等）がある。

把頭部は、先端がやや尖り気味のもの (899等）

と、丸いものとがある。丸いタイプの903や904はこ

れのみをみると剣形とは認定しがたいが、 I・. 野市城

之越遺跡ではこのタイプの把頭をもった剣形が出 I・.

しており（註 2) 、本例もそれを参照して剣形とし

た。

897は、大溝SD1 A文下附から出 1-.したもので、

弥4時代後期の所廂であろう。 「寧な作りの短剣で

あるが、形状的には父を思わせるものであり、 「父

形」とすべきかもしれない。

909と910も、剣とするなら短剣であるが、鑓形等

の可能性もある。

③ 鑓形(911~ 929、PL75)

鑓形のしたうちの人・多数(913------,927)は、 ＾括投槃

されたと思われる前述の武器集中地、1,i、しから出I:した

もので、共に出上した））形B 1類[ri]様の非‘常に簡略

で薄刑の作りである。

これらは、 20,..__,,25cm程度の身部から細長い柄が付

くことが表現されたもので、ほぼ令体形を残す913

では全長が103.3cmを測る。

身部は、断面形がレ‘ノズ状の諸メ）で、少数ながら

中央に鏑を表現するものもある。また、細長い紡錘

形の身部からそのまま柄部に移行するような形状を

とるものと、身部が屈折によって刃部と苓部に分か

れているものがあるが、その場合は茎部と柄部が・

休化している。

身部から続く柄部は、断面が多角形で丸く柩形さ

れておらず、本例の筒略さをぷすものであろう。

上出以外で鑓形としたものは、ごく少数である。

911は、断[fり）j形の身部、 929は断面菱形の身部をも

つもので、ともに仝体にJr;:みがある。 912の鑓形も

出 I:している。これに対し、 912・928は薄刑である

が、 912については鑓形とする根拠は乏しい。

また、前述のよう v~ 剣形としたもののうち、 909

と910が本来は鑓形であった可能性はある。

④ 木鏃(930~939、PL76)

武器として扱われた可能性もなくはないが、鉄鏃
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図31 木鏃の分類

が一般化してくる時期でもあることと、矢尻のみが

単独で存在する例は特殊な鏃に限られ、多くが矢尻

部と矢柄部を l 木で作り出したものであることから

一括して実川品ではなく祭祀用として扱った。

木鏃は、 『木器集成』の分類に従い、身の形態に

よって分類する。

a. 三稜鏃(930~932)

930と932は矢尻のみが単独で作られていると思わ

れるが、 931は矢尻と矢柄がセットになったものと

思われる。

これらの矢尻部は、身の断面が三角形で、茎の断

面形が円形を足する。 930は通常の形態であるが、

932は茎を挟んで両側に身がくる特異な形状を呈し

ていることから未製品の可能性もある。

『木器集成』では、弥生時代後期に主体があるこ

とと、舶載の青銅製已稜鏃（没式鏃）を模倣した木

鏃の可能性があり、同形態の骨鏃も出 Lしているこ

とが指摘されているが、当例も弥牛後期～古墳初頭

の層位から出士しており、問粗はない。

b. 栓状鏃(934~939) 

六大A遺跡出士木鏃の主体を占める木鏃である。

全て矢尻と矢柄を一木で作り出したもので、矢尻、

矢柄ともに断面形は円形となる。以ドの 2形態に分

類できる。

a類一身の先端から矢柄まで稜をもたず滑らかに

推移するもの(935,,....___,939)

b類一矢尻の卜＾部に稜をもち、そこで身と茎が区

別されるもの(934)

C. 「ソケット型栓状鏃」 (933)

『木器集成』では類例が存在しない。身の形態か

らいくと栓状鏃の一種ということになろうが、矢尻

が単独で存在し、しかも茎が出るのではなく矢尻に

矢柄を挿人する形態を取って通有の矢尻とは結合方
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法が異なる。従って、 「ソケット刑栓状級」として

独立して扱った。

⑤ 小刀形(940、PL76)

把縁が表現されているが、））身は短く、令体に知

小であり、小｝）形とすべきものである。把頭部は欠

損している。

⑥ 刀子形(941~942、PL76)

断面が桁円形を惜した把の部分のほうが太く、］）

身部のほうを薄く削り出した抜身状態の利器を刀(-

形とした。］）身部は、メj部、背とも明瞭である。

⑦ その他(943~ 951、PL76~77)

943は、原型となった武器は確定しかねるが、片

刈が表現されており、武器形であろう。］）形もしく

は父形の可能性がある。

945...___,951は、武器形とする根拠も弱いものではあ

るが、先が尖っていたりすることなどから武器形の

可能性を考えた。ただし、例えば950などは図ぶし

たものとは火地が逆になって、出柄の部分にh孔の

板を挿人する脚付の台のようなものの可能性もある

し、必ずしも用途が武器形に限定できるものでもな

し'a

(2) 形代

ここでは、武器形以外の形代を扱う。

六大A遺跡出士の形代は、械的にはあくまで武器

形がt体であり、それ以外の形代はさほど贔的には

出 Lしていない。

動物形として鳥形と馬形、器物の形代として舟形

と横槌形があり、それ以外に原刑のわかる形代とし

て陽物形（男茎形）がある。

① 鳥形 (952~957·968~972 、 PL77• 79) 

後述の馬形とともに、非常にデフォルメされたも

のであり、その認定にはかなり困難を伴っている。

扶り等の切り込みを打する板材のうち、材に別材

と連結するための貫通小孔や H釘孔があり、形状か

も鳥形と推定できるものを—・括した。ただし、破片

資料が多く、馬形と峻別しきれないものも多い。

鳥形には、立体的に鳥を表現した立休且形と、側

面観もしくは平面観のみを板材への切り込みで表現

した平面鳥形とが存在する（『木器犯成』）が、パ

大A遺跡の出上品は、鳥形とした場合、平［龍烏形と

いうことになる。



写真6 形代に入れられた線刻例(955)

952は、嘴をデフォルメしたような頭部と尼部を

もち、中央祁の目釘孔で両脇から串状具で抱え込む

ように留めたタイプの、烏形と思われる。ただし、形

状的には、馬形になる可能性もなくはない。

953は、貫通小-TLをもつもので、2枚の板材を組

み合わせ、貰通小孔に 且釘による軸を差し込むクイ

プの鳥形であった可能件がある。

954は、木釘であるが、長野県石/II条里追跡出土

の店形の例（註3)を参考にすれば、上述のような

2枚の板を組み合わせて留めるタイ プの鳥形の留め

具として使用された可能性がある。

955は、片側が丸みをもった板状品で、上端部と

下端部に出状の棒を差し込んだと思われる小孔があ

る。扶り部周辺に線刻ダIJがあり 、あるいは羽根を表

現したものの可能性がある。

956~957は、板状品に所々扶りを入れたものであ

る。形状的に島形をよりデフォルメしたものと考え

たが、 『木器集成』で裸馬とされているものにも類

似しており 、馬形の可能性もある。

なお、図版 レイアウト 上は別になって しまい、遺

物番号も少し飛んでしま ったが、968~972について

も、別材を差し込むための 1ないし 2涸の細長い方

.flの存在や、丸みを帯ぴた紡錘形の形状から、鳥形

もしくは馬形になる可能性がある。形代とするなら、

馬形とするより島形のほうが適当であろうか。ただ

し、これもさほど根拠のあるものではない。

② 馬形(958~959、Pl77)

馬形も、応形同様、板材に切り込みを入れて馬の

側面観を表したもので、支え用の留具など別材と連

結するための小孔が穿たれる。

ほぽ馬形と考えられるものに、958がある。上部

の盛り上がりは、鞍を付けた飾り馬の状態を示した

-33-

と考えられる。下部には、小fしが穿たれており 、こ

こで支え木と連結したのであろう。

959は、やや厚手の板に扶りを入れたもので、形

状から馬形と考えたが、やや根拠に乏しい。また、

天地が逆である可能性もある。

③ 舟形(960~964、PL78)

内面を有IJ抜いた、より舟の形状に似せた舟形と、

平而形のみ紡錘形の舟の形状をとるが内面までは挟

りこまないミニチュアの雛型的な舟形とがある。ま

た、前述の椿としたもののなかにも、舟形が含まれ

ている可能性がある。

このうち、 961は、内面を弯I)孜いたタイプの舟形

で、舟の船首と船尾も明確な写実的な作りである。

962は、 奇I)り抜くタ イプの舟形の可能性を考えた

が、木取りからは栖の側板部かもしれない。ただ、

槽的なものと考えた場合でも、 左右非対称な特徴か

らやはり舟形となる可能性がある。

これに対し、963~964は、内而を剤抜くような仕

事はなく 、平面形のみ舟の形状をとったものである。

雛型と呼びうるほど小さなものであるが、963につ

いては平而のみながら舟の船首と船尾の形を意識し

た写実的な作りである。

④ 横槌形(965、PL78)

身が円柱状でなく 、先端へ向かって先太りしてい

ることから、横槌形とするには疑問も残るが、握部

と身部が明確に分離され、全体的な形状が横槌を連

想させることから、横槌形と考えた。屈位的には弥

生後期～占墳初頭の層から出士していてやや占い印

象も受けるが、 『木器集成』では京都市中久世追跡

の弥生中期の例も紹介されており、問題はないであ

ろう。

⑤ 陽物形(966、PL78)

腸物形としてはやや特異な形状で、以下のような

特徴がみられる。

・イヌガヤの堅緻な細長い丸棒材を利用し、カII.I

は両端部のみに施し、中央部は樹皮を残したま

まにしている

・丸棒材の片側は、男茎部の先端部の力nTを施し

たもので、端部に尿道出口の切り込みを入れ、

その周りを男茎の形状を模して斜めに切り込み

を入れて男茎部頭部を作りだ した写実的な作り



である

.'} J根状部は、杭状に尖らせて地面笠にふし込め

るような形状にしている

・陰廂に相‘りする部分は{{在しなし、 u

以上のt.『徴のうち、片側先端を杭状に/JI!I: してい

ることは、本例のもつ際立った特徴である（）このこ

とは、 『古語拾退』に出載された、 「晶の川水に宍

肉と男苓形を附く」という話を幼彿とさせ、あたか

もl屹立した状態の男性悩を大地に凡し込んでその牛

命））を誇ったかのようである。平い材を使月1したこ

とや、長いことも、紅味があったのかもしれない。

⑥ 笠形(967、PL79)

外面は非常に粕巧な調柏を施して表面を滑らかに

し、[)、JIMをやや粗くくり抜いたもので、形状から笠:

形とした Q

⑦ 軸棒形木製品(973、PL79)

厳密には形代かどうか以前に、何であるのかが不

明であるが、黒漆{I: I・. げで線刻部には朱を人れる非

常に粕巧な竹りから、,~用,'d,というよりは祭祀Jll等

の特別な製1111¥であるnr能性をより強く感じ、ここに

措定した。

芯持ち材を利用した棒状具で、どちらが上ドかも

不明であるが、図じでの L端部は快りが人って樹皮

等で緊縛するための仕・hがなされており、溝部分に

別材を挿人してそこで留めたものと思われる。そう

した楊合には、））＋の柄である可能性もあろう。

図ビでのド端部は、 l'l形の打頭状になっており、

：．角形の刻みを横に連糸点してその部分に朱を人れて

いる。

⑧ さしば形(974、PL80)

欠担のため 'f:戟されているが、輻広円形の部分と

それに取りつく軸部（握り部？）からなり、ちょう

ど団扇のような形状に復厄できる。円形部分には手

斧状の調柏痕跡が残る。奈良県御所巾南郷人・東遺跡

出日u1iに類例がある (Jl4) 。

(3) 斎串(975~976、PL80)

ほぼ完形の976は、 『木器集成古代篇』の分類で

はBI刑式もしくはCI刑式に相％する斎串である

が、 卜頭状というよりは剣先状に切り洛とした l・.端

と、それよりさらに急角疫の剣先状に切り落とした

ド端とをもつ。全長は21.6cmと長くはなく、側面が
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やや才たられ気味となる，）ほば・;r:;形のものとしては 1

点のみを確認したのみであるが、後述の木札状木製

品としたものや、油刑の板状木製:i州のなかにも斎串

が含まれている可能付は否定できない，

註

(I li I I 11、]紀蜘1他『布憎遺跡晶（甲中）地I-'-発掘渦介報化，'H坪祓文化

財人即教，凋介,,月 1995 

(2)穂柏栢昌他附―ー」［卯、［野rlilt I: 城之絨遺跡」 爪射、Ji!巖文化財セ

ンター 1992 

(~、)「 j/,-1} 直ど附中央自動中逍k野線坪蔵文化財発掘，凋介報化，1ns-J~野

市内その 3-f」川条甲遺跡弟 3分冊』 （財） K野肘、坪 ,~x 久化財ヤン

クー他 1997 

(1)打柳泰介他「井戸遺跡・南郷 (}Lil!・大東）遺跡発掘凋介概報」『全

艮県遺跡，一凋粁概報 1994~ 度』全良県立橿原ぢ占学研究1りi1995 

8 楽器

蒻と餡（ささら）状木製(,111'iがある（）

単純に、粁の帆るものとして夜岱としたが、占典

の出述（紀出等）からも窺えるとおり、号などは行

によってカミを招く依り代として使用されたことが

わえられ、 「祭祀具」とみることも可能である。

(1) 琴

以ド、妹は、琴身と、外柱とに分けて説明する。

① 琴身(977~983、PL81~82) 

パ人:A遺跡から出!:した峠には、板竹りの琴はな

く、令て槽作りの外とぢえられるもので、このうち

1点は小刑品である Q

出 I・.した琴のタイプには、共嗚槽の I'.」(iiに外板を

展せるタイプ（『木器集成』でいう IIa類、 977----...

982) と、側板といfli の外板とを•休にして作り、

底板を恢め込むタイプ（『木堺集成』でいう I1C タ

イプ、 983) の 2行がある。琴板を共'!r.)槽に保せる

タイプは、堺板 4,点（うち小刑品 1、点）と共'!翡槽 2

点が出 I:しており、いずれも別個休であるぃ

琴板と共呪槽が＾括で逍存したものがないため確

実なことはいえないが、一応現{{の仕巾から桜合「：

法を整囲すると、

a接合ー H釘孔によるもの(977、982)

b接合ー H釘孔に加え、樹皮による綴じを施すも

の。樹皮綴じは、燐板側部に 2個・対の

切り込みを入れてこのド面に共叱槽側板

をあてがい、共嗚槽 1-.m;側[(Jjに人れた切



a接合 I b接合 c接合

図32 琴板と共鳴槽の接合模式図

り込み（未確認）と樹皮綴じする u この

場合、切り込みと樹皮の茄間に木切片を

柿人して樹皮をより安定させる (979)

c接合一琴板と共咀槽側板（磯） l・.ri'IfのlriJじ｛立岡

に l・.から切り込みを人れて木切片を挿人

し、琴板と磯の側面から木釘を打ち込ん

で[,';[定したもの(978・980)

の 3粕がある。

977は、ほぼ中央で縦長に)fl]れているうえに外頭

も欠捐しているが、琴板のほぼ中央に背孔（開孔）

と外頭近くにやや大きめの集弦孔をもつ。妹尾には

3突起が現{(するが、欠担部の{(在を朽慮すると 6

突起{{在したことが窺え、 6弦外：に復元できる。共

呪槽との接合は、 11釘孔 (a接合）による。外面が

滑らかなのに比べ、内面はハヅリ痕があり、 i汀慇効

呆を I・.げるための配慮の可能性もある（註 1) () 

978は、欠担のため不明なてんが多いが、琴尾内

[(Iiに小口板）11の溝を掘るもので、接合は C f: 法によ

る（）外尾よりも妹頭の）jが輻Iぷくなっていることに

特徴があり、琴央が括れるタイプの琴であろう。

979は、琴尾・外皿ともに欠担しており、確証に

欠けるが、桜合位:/竹ゃ）j法から、琴と判断した。接

合は b接合によるぃ

980と981は、ともに共呪槽と考えられるものであ

るが、 981は琴板との接合{!:11がなく、疑間も残る。

ともに片側が狭くなっていくもので、先細りタイプ

の外になるものである Q

980は、縦に T載されたような逍{{であるが、現

存部両端近くのの磯1J、]面に小口板を入れるためと思

われる縦方向の溝が掘られており、遠からず端部に

なるものと思われる。接合は c接合による。磯中央

に 2個の日孔が穿たれているが、これが当初からの

ものとすると音孔の11J能性があり、側板に穿たれた
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例としては極めて珍しい。

982は、小刑品である。琴頭部は欠担しており、

全体の法姑や集弦孔の状況は不明である。琴尾は、

音部欠担しているものの、 6弦に復 jじできる。琴尾

に向かってtr:に行くにつれ、突起の間隔、大きさと

もに小さくなっていく。接合は a接合による。鞘状

の浅い共嗚槽とセソトになるものであろう。

綽板と側板が休に作られるタイプは、 1点が出

I: している。大部分は欠損しているが、弦の付く琴

板と側板が•体になっていることと、琴尾近くに小

口板用の溝が掘られていることは確認できる。弦の

本数は不明。 IIIb附（弥牛時代後期の！料）から出 f・.

しており、この時期のものとすると滋賀県 iれ沖di中

沢遺跡の例に次いで 2例11となる（註 2)。

② 琴柱(984、PL83)

SD  1でもかなり u料（貼石 1-.)から出 Lしてお
り、 1: 述の琴とはセットにならない新しいもの（飛

、島以降）である。

：角形の頂、し厄を水、Fに切り取って弦を受ける部分

を作り、 ド1friに1jlj込みを入れたもので、安定のため

か底辺の片側を横に延ばしている。全体に直線的な

作りである。

(2) 彫状木製品(985、PL83)

彫とは、刻みを人れて鋸歯状にした歯部を別材に

擦り付け、行を嗚らしたもの、とされる。

基部が欠担しているが、現ff:長11.5cm、伽 2cm、

!1さ0.7cmの細長い板材に握部と亥ljみ部を人れたも

のである。刻みは、左右対依ではないものの、両刈

である。本例が「蘭彦」とすると、この刻みを別材に

％て、擦って音を出したものであろう。ただし、刻

み部には擦れた痕跡はなく、 i~」として使用され

たかどうかは確定できない。

註

(1)放送大学 笠原潔先牛のご教ポによる

(2)小向猛幸 1共叩，槽を持つ琴出！」 『滋賀文化財だよりNo.119』似）滋

賀県文化財保護協会 1987 

9 装着具

人間の身に付けるものをす［した。櫛とド駄とが

ある。

(1) 櫛(986~987、PL83)



大溝SD1では、 2、,:、しの横櫛が出 t-.した。

986は、高杯と杯のみで構成された＋．器祁から出

+したもので、古墳時代中期の所産である。僅かに

欠損した部分もあるが、非常に粕巧な作りで、側縁

部が外反し、背部に丸みのあるのが特徴である。歯

は58本を数え、 1cm~ たり 8本が刻まれているが、

これは鋸状具で刻んだものであろう。片面には、実

際の刻術のさらに外側に当初歯をここまで刻もうと

した設註時のf定ライソを示すと思われる線刻が見

られるが、最終的にはその予定ライソよりやや内側

で{!:いJ げられている。

これは、古墳時代の横櫛としては人阪府小阪合遺

跡の 4批紀のものに続き、日本で 2番目に古いもの

である。小阪合遺跡のものは、形態的には横櫛であ

るが、歯の間隔も粗く、歯の製作技術は昭櫛の系譜

上で考えられている (Jt1) 。

これに対し、本例は、新しい技術で歯を細かく作

出した横櫛としては現状では日本最古のもので、こ

の技術は後の時代の横櫛へと系譜的に連続していく

ものであろう。

もうひとつの横櫛である987は、 986に比べて背部

の丸みが緩くなり、側縁部も匝線化したものである。

ただし、背部から歯先くまでの断面形が鋭角の｀．等

辺:角形状を呈することなどは986と共通しており、

枯本的に986の技術の系譜 I:に乗るものであろう。

(2) 下駄(988~1029、PL84~91)

撹乱や I層から出 I・.した新しい時期の F駄も含む

が、多くが古墳時代中期～後期に屈するものと思わ

れ、古墳時代のド駄が大量に出Lした例として非常

に珍しいものである。

大溝SD1 Ill士のド駄は、足を乗せる台と 2枚の

歯を＾木で作りだした連歯式の下駄で、台と歯を組

み合わせた恙附式のド駄はない（落ち込み SR2に

は差歯式が 1例{{在する）。

歯がすり減ってわずかに痕跡だけ残ったものや、

昴緒を通すための緒孔を崎初穿ったものとは別のと

ころに穿ち伯して再利川を図ったもの、あるいは台

の表面に足裏の形がつくまで腹き込まれたものなど

全体にかなり使い込まれた個体も多い。

ド駄は、木裏を卜．にして作られることが多く、パ

大A遺跡の下駄もそれが多いが、なかには木表を I・.
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にして作られているものもある。

ド駄に関しては、 『木器集成古代扁』において、

台との関連における緒孔の穿孔位骰、歯の作り方、

台の平Il'li形を指標として詳細な分類が試みられてい

る。

ここでは、その視点に導かれつつ、その中でも特

に歯の作出方法に関して、歯が台側縁の内省りから

作り出されるのか、台と歯の側縁が直線的につなが

るのか、前後の歯を台の両端に省せたのかを分類の

基本に据え、そのドで緒孔の穿孔位岡や歯の断面形

状等を見ていくこととする。

なお、賭孔の穿孔の類朋に関しては、

A穿孔；前壷を左右いずれかの.}jによせてあけ

前・後壷とも歯の外側にあけたもの

B穿孔；後壷を後歯のrlliにあけたもの

c穿孔；前壷を台の中央にあけ後壷を歯の内側に

あけたもの

という『木器集成占代篇』の分類を駐本的に踏襲し

つつ、それにあてはまらないものを別途説明する。

以上のような視点に状づき、六大A遺跡から出 I:

したド駄を以下のように分類柏罪した。

Al類 A類は、歯が台側縁の内側から作り出さ

れるものを—·括する。 A 1類は、そのな

かでも、歯が側面から見て外間きとなる

もので、 A穿孔の緒孔をもつもの(988)

A 2類 枯本的な特徴はA 1類と同じであるが、

緒孔の穿孔が B 穿孔によるもの (989~

993) 

A 3類 前歯、後歯とも、外側はほぼ畢直に延び

るが、内側は外開きとなり、前歯内側か

ら後歯内側にかけての断面が台形を惜す

るもの。緒孔はB穿孔(994"--'1004) 

B 1類 B類は、台と術の間に段がなく台と歯の

側緑が直線的に隙がるものを・括する。

B 1類は、そのなかでも前歯と後歯が側

面から見て外開きとなるもの (A2類の

術側面断[(fjと共通）で、緒孔はB穿孔に

なる (1012"--'1013・1017"--'1018)

B 2類 前歯と後歯の外側はほぼ畢直に延びるが

内側は外開きとなるもの (A3類の歯側

面断面と共通）で、緒孔はB穿孔(1005



口〗 口〗
ロ ロ
Al類 A2類

□ ロ~口 口
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口□ ロ ロ
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図33 下駄の分類
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B 3類 前伯と後歯の断曲形が方形もしくは台形

になり、緒孔はB穿孔によるもの(1008・

1011·1014·1021~1024) 

B 4類 歯の特徴はB3類と同じであるが、緒孔

の穿孔がA穿孔によるもの(1025)

C 1類 前後の歯を台の両端に奇せたもので、後

歯が凹字状になるもの。緒孔の穿孔は、

すべて前後の街の内側に穿たれるが、前

壷はどちらか片側に寄っている (1026--

1027) 

C 2類 前術が誇曲しつつ長人で、後歯が短いも

の。緒孔は前壷は前術中央部、後壷は後

伯の前にあけたもの (1028~1029)

(1009• 1015--1016·1019~1020 も B 類であるが

逍{{状況悪く細別不能）

A類は歯の横断I化が台形を「立するもの、すなわち

台側縁より少し内寄りから歯がはじまるぶんだけ紺

の卜辺部へ向けて広がるものが•般的で、なかには

台輻よりも歯ド辺部輻の、りが広くなるものも存在す

る。
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同様の特徴は、 B類のなかにもみることができる

（特にB2類やB3類など）。

また、 A 1類の988は、他のA類やB類の下駄で

は前壷がほぼ前歯に接するくらい近接して穿たれて

いるのに対して、前歯よりもかなり前方に穿たれて

おり、他の個体とは著しい差異を示している。

八人:A遺跡出_!::の下駄は、上記分類のうち、 A2

類、 A3類、及びB類が多い。

型式学的には、段の有無を除けばA類と B類は共

通点が多く、部分的に同時存在していた可能性が高

いが、 A2類から B1類、 A3類から B2類へとそ

れぞれ連続した大きな流れがあるものと思われる。

その場合、連歯式のド駄は、台と傲の間に段があ

るA類から台と術が連続的に推移する B類へ、とい

う流れと、前歯・後歯ともに前後もしくは左右へ外

開きになるものから歯が立直するタイプヘ (A2類

からA3類、 B1類から B3類）、というふたつの

流れが複合しつつ究化していくものと思われる。

A類は、基本的に『木器集成』 （原始篇）に収録

されている個体と基本的に共通しており、多くが古

墳時代の所産とみて大過ないものと思われ、層位的

にも間姐はない。

B類についても、古いものが占墳時代にかかる可

能性があり、 『木器集成』 （瓶始篇）でもそのタイ

プのものが 1例ながら紹介されている。しかし、 B

類は飛鳥以降の時期も存在することから、六大A遺

跡のB類下駄についても飛鳥以降のものも存在する

ものと思われる（料位的にはどちらでも可）。

緒孔の穿孔方法であるが、 B3類で焼け火箸によ

ると推定される穿孔を行ったものがあり (1024)、焼

痕が残る。これは、 ltiJ物底板（もしくは謡）中央部

にあけた孔と穿孔ガ法が共通ている。

A・B類とはやや系列を異にすると思われる C類

であるが、こうしたタイプの下駄はやや新しくなる

と思われがちである。しかし、 C1類の1026は、層

位的にはかなり下のほうから出Lしており (II層下

部）、層位• 取り 1-.げ方法に混乱がないとすれば古

い可能性があり、今後、古墳時代に遡る類例がない

かなど注視していきたい。ただし、 C2類は大溝S

D 1でも撹乱からの出士で、鼻緒も残っており限り

なく現代品に近い時期の可能性がある。従って、 C



類については、形態的特徴から類刑としては寸丙し

ているものの、令く時期の異なるものが合まれてい

る可能性が人きい。

なお、今l口］はあまり触れられなかったが、 F駄の

全体形状や法贔にはかなりの開きがあり、中には f

供mかとも推定される小さな個体も含まれているこ

とを付げしておく（）

註

(1)坪田，(. I 小阪合遺跡第20次調介 (KS91~20) 」 『八尾巾坪蔵文

化財発掘凋介報店6』OU)八杞iii文化財凋介＾研究会 1993 

10 運搬具

ここでは、陸 I'.川の連搬具である火秤棒と背負[-?、

輛を扱う。 『木器集成』では運搬具として扱われて

いる舟・船については、別に•項 H を設け、後述す

る。

(1) 天秤棒(1030~1039、PL92)

断面形が桁円形を'/するなどやや偏平な棒材で、

紐を吊りドげるため端部に切り込みのfl事を施した

ものを火秤棒とした。ただし、このなかには、 K杵

棒かどうか疑わしいものも含む。

これらについて、端部の切り込み部位によって、

以ドのように分類する。

A類一切り込みが側緑にあるもの (1030......... 1031• 

1037) 

B類一切り込みが I:111iにあるもの (1033......... 1035・ 

1039) 

c類一端t郎をh頭状にしたうえで側面と L端を巻

き込むように切り込むもの (1032・1038)

以卜のうち、犬秤棒の可能性が翡いのはB類であ

る。ただし、通‘常、火秤棒は広鮒樹を使川するのが

強度の面からいっても適当であるにもかかわらず、

今回拐げたものの中には針槃樹を使）IJしているもの

も多く、これについては火秤棒かどうか疑わしい。

A類 I B類 c類
図34 天秤棒の分類
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A類は、 K秤棒の可能付は残すものの確定で菩な

いもので、現II、fl'八ばでは「大秤枠状木製:11drJと呼称し

たし'oC粕に分類したうちの1032も、断rrri形や端部

の切り込みの形状はむしろA粕と共通性か強いしこ

れらが大杵棒とした場合、両端の切り込みが 2か所

以 1-.ににわたっており、爪械に応じて紐掛け位．許を

究えたものと思われる（）なお、火杵棒ではなかった

場合、 A類は紡織几等の可能性がぢえられる('

1036については、端部が逍{{していないしそれで

もあえて火秤棒としたのは、断面形が桁円形で、中

央部になるに従い偏、Vとなっていく形状が火秤棒と

して適‘りとわえたことによる0[1 i]様の牡徴は、 B類

とした1039ももつが、他は欠損部のため明らかでは

なし、 (J

(2) 背負子? (1040、PL92)

股木として枝分かれするやや鈍角の L字状を惜し

た樹幹部を用いたもので、枠木には縦）j [(1Jと横）j向

に打孔をもつ。令体にやや大形なことと、爪木がや

や鈍角に延びること、それに通‘常背負fとされるも

のとはやや形態が異なることが疑間ではあるが、爪

木は欠捐部付近からカーブして上へ向かう可能性も

ある。

この材を背負「とした場合、描）j向の小孔は、も

う方の枠木と柄帖合を行ったものと思われる（）爪

木と,,i]じ）j向に穿たれたやや大形の長）j形孔は、柏

載物を留めるための緊縛）11の孔であろう()

(3) 輛(1041、PL93)

「く」字形を吊した断1(1i日形材の樹幹部を使Jijし

たもので、端部に欠けた部分があって不明な｝はが多

いが、構浩的には輛とするのが適％であろう。なお

端部の欠柑部は、緊縛）11に快りをいれたらしい痕跡

はある（）

物を糸引するということで連搬具に含めたか、牛

耕川の道具というてんでは農共（耕作共）に含めた

ほうが適‘附であろう()

11 土木・作業用具

この類に含めたものには、鰻と！：木作哭時に！：を

叩き締めるため使用したと思われる 1:1111具、何かを

打つために）11いたのかとも推察される把手付きの1111

き板を含めた。



(1) 含曼 (1042、PL92) 

『木岱集成』が紹介する災とは形状や把手イLのイi

1肌なと異なるてんが{(在するが、把fと肋り板から

なるという駐本構造の共通件と、大きさが適‘片なこ

とから投とわえたぃ

料り板は、 /1・:布への灼曲はないが、前後へはわず

かに訂廿11している＼通常、鈍の把手には孔が{(在す

るが、本例にはなく、また把手形状自体も通例とは

異なっているぃ

(2) 土叩具 (1043、PL93)

丸太材の中央部をくり抜いて残った 2か所を断面

円形の把手に成形したもので、ちょうどふたつの太

妓のようにも見える円杵部を 2本の丸棒で連帖した

ような形態をとる l) 日柱の両端には敲打痕が残って

いることから、 2本の丸棒部を握りとし、円柱を!・.

ド方向に動かして使）nしたことが窺える。

竹見による限り、他の類例を知らないが、 1--. 出の

ような形態的な特徴から、 I・. ド2個の1リ柱の屯拭を

利）廿してしからドヘの力の移動によって何かを叩ぎ

締めるために使用した道具であったと思われる u そ

の場合、杭等を打ち込むことにも使）I Jで菩たと思わ

れるが、円柱端[(I!の輻が比較的広いことから、昭穴

仕屈床1(riなど I・.や粘 1-.をfl[]き締めるために使用され

たことが多かったものと推寮される。

(3) 叩き板 (1044~ 1046) 

羽（板状の長方形板材に把手のつくものを叩き板

とした u ただし、 fl[]き板といっても、 『木器集成』

も指摘するように、本例のように板材片面に何らの

細「．も施されていないものを I・.器製作用のものに限

定する必要はなく、横槌的な敲打機能をもつ氾具と

したほろが夷態に則したものであろう。

12 食事具

大f1'lt-S D 1出 I・.の食小［具としては、杓 f形木製品

があるが、沿ち込み状IfJiuJ追 SD2には匙が出 I・.し

ている（後述）。

ただし、杓r状木製品としたものの全てが食if関
係の道具に限定できるかどうかはわからない。

また、片面に多数の刈痕状のキズのある板状品は

俎の可能付：．もないとはいえないが、確史性に欠ける

ため、後述の板状木製1¥1'1(2 1 -4) で寸因する。
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A類 B類 c類
図35 杓子状木製品の分類

(1) 杓子状木製品 (1047~ 1057、PL94)

真っ直ぐな柄に偏平で輻の広い身がつくものにつ

いて、 『木器化成』に従って杓 f状木襲伯として＾

括した。

身の横断面は、紡錘形もしくは [Fl゚ ．線で、片面が在

むものはない。柄から身への移行形態及び身の形状

によって以下の 3類に分かれる。

A類 柄から身への移行が漸移的なもので、境界

が不明瞭なもの (1047-~1053)

B類 柄と身の境界が明瞭で、身が長 Jj形状に長

いもの (1054)

c類 柄と身の境界が明瞭で、身の長さが知くよ

り偏平感の強いもの ooss~10s7)

六大A追跡令休の木製品のなかで、 ft:$具の古め

る割合は非常に小さいもので、杓子状木製品とした

もののいくつかが別機能の道具も含んでいると仮定

した場合、その割合はさらに低いものとなる。最も

生活に密着した遺物のひとつといえる本類の少なさ

は、六大A遺跡がいわゆる生活臭をあまりもってい

ないことを如吏にぷすもののひとつといえよらか。

13 発火具

パ人:A遺跡出 f・.の木製品は、火を受けて焦げた痕

跡のあるものは非常に多く、かつそのことは器種・

器形を間わない。

六大A遺跡で発火具として確実に説、定できるもの

は、 [11]転摩擦式発火具のキリモミ式の火銀日のみで

ある。火鍬杵については、先端部が焦げた棒状,',i,は

かなり出 Lしているものの、栢極的に火銀杵・とする

根拠に乏しく、ここでは省いた。

(1) 火鑽臼 (1058~1065、PL94)

角棒の縁に切り込みを刻み、上面から火鑽杵を回

転させて発火させたもので、他遺跡から出t寸する例



と枯本的に度わらない。全体的に火鍬穴の間隔は疎

らで、あまり使い込んでないものが多い。

また、これとは別に、比較的偏平な材の縁ではな

く、材の中心線に沿って火鍬穴状の焼痕が見られる

ものがある。 『木器集成』にはこうした例は掲載さ

れていないが、積極的に他の用途を想‘出しがたく、

消極的な即山ながらこれについても ・)心火鑽臼に合

めて掲載しておく。

14 漁榜具

漁拐具と認定できる遺物も非常に少なく、網枠と

浮子の可能性のあるものがいくつか存在するのみで

ある。弥牛～古墳期の水際性の追跡でよく出 1-.する

「アカ取り」も出上品中には確認、できない。

ただし、先端を尖らせた棒状品は多数出 Lしてい

る（後述の 21 -1の棒状具参照）。このなかには

『木器集成』で「ヤス」として分類されているもの

と同形態のものも存在し、木製のヤスが{f在するnJ

能性は大きいが、ヤスとそれ以外のものとの峻別が

容易ではなく、ここでは触れない。

(1) 象目t卒 (1066~ 1067、PL95) 

ともに網枠とする可能性があるが、不確定要素も

残るものである。

1066は、枝分かれ部分を利川したもので、柄の付

かない枠木だけの小刑のものである。枠木は全周せ

ず、半円もいかない短いものである。先端部に緊縛

用の紐掛けを削りだす。非常に精巧な調整の優品で

あるが、枠木が短いことがやや難点である。

1067は、木の枝分かれ部分を利用し、幹を把手、

枝を枠木としたものである。把手は隅丸ガ形に作り

だし、先端付近に円孔を穿ち、峨等に吊るすことが

できるようにしている。枠木は、 4本に枝分かれす

る部分の相対する 2本を利用したもので、残{(する

のは 1本分のみである。網留めのための穿孔等はみ

られないが、半戟されて整形は受けており素木のま

まではない。ただ、全体にやや倍奢で、水を掻き、

魚等を支えるだけの不 I・分感は否めない。

(2) 浮子? (1068 ~ 1072、PL95)

『木器集成』で浮rとされているものと形態状類
似したものをここに上げた。やや短い棒状品のうち

比較的整形され、両端部のうちの片側に穿孔のある
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ものである。不明,',i,のなかにも含まれている 11J能11/:

がある。ただし、 『木悩集成』も指摘するように、

いまひとつ確証には乏しい。

15 船材

六大A遺跡出！．．の船は、通常、駆始・古代の遺跡

で出 I・.例の多い丸木舟（例舟）ではなく、それを船

底材として舷側板を接ぎ足したいわゆる 1化構辿船と

思われる船材の部材である。

使川樹種が複数にわたっており、,,i] ・の船を構成

する部材かどうかは不明である。全体のごく •部の

部材が出 Lしたのみで、令休構造がわかるほどでは

ないが、古代の非構造船を知るうえで非常に刺味深

ぃft料ということができよう。仝長は、 卜数mには

なろうかと推定できる Ot1) () 

以ド、船部材の可能ヤI・：のあるものを含め、推定の

部位．紺に報告したい。

① 紬先? (1073、PL96)

船首に取り付けられた波除け板と思われるもので

ある。波を切るため大きく誇曲した先端部と、それ

よりも肘みを減じた船底板との接合部からなる 0

船底板との接合は、柄結合と思われ、溝で連結し

た方形孔を定間隔で穿っている。

以上のように、本材は削l先と朽えたが、欠損部が

このままで終わらず、現ff=部と同様の大きな誇1!!1部

もつ左右対称の材であった場合、船内を［メ：切り、り狽

度を増やすための隔糀であった可能性もある。

② 艤? (1074、PL96)

船尾に取り付けられた波除け板と思われるもので

ある。断面がやや鈍角の L字状の材で、その ・hに

ほぼ左れ対称の方孔が穿たれている。これは、船底

材と柄結合したものであろう。

③ 舷側板 (1075~1078、PL97)

厚さ 4,.__., 5 cm、輻（，訂さ） 13cm前の後長方形杉材

に、 卜．下 2段にわたって長）j形柄孔列を穿ったもの

で、ここに樹皮を巻き込んだ木楔を打ち込んでいる。

これは、舷側板を上ドに継いで船体をより闊くする

ためのもので、おそらく上ドに爪ね合わせた舷側板

の継ぎ Hを覆うように別材を‘りて、それを 1-.ドで楔

止めすることによって 2枚の舷側板を製いでいたも

のと推定される。



結合用の栓 l卜．めに樹皮を巻き込むf法は、大阪府

久宝仔遣跡出士の船（註 2) や滋賀県ド長遺跡出 I:

の船材（註 3) にも見られるもので、樹皮を巻き込

むことによって穴から水が侵人するのを防ぐための

仕事とされているものである。

④ 隆骨 (1079~ 1080、PL98)

船底鳳材となる丸木舟部分を補強するため、 ~lj ら

れたカープに沿って嵌め込まれた材と思われる。つ

まり、本材のカーブがそのまま舟船底部の断面形状

に対応しているものと思われる。縦方向に穿たれた

方形孔は、ここに棒状の別材が穿たれたと思われ、

船体区[1hjか強化のための材があったのであろう。

⑤ その他 (1081~ 1086、PL98~99)

部位は特定できないものの、船部材の可能性のあ

るものをす舌した。 a.......,c In]様の杉材である。北油

追「歳市芙々 8遺跡出土のアイヌ文化期の船部材

（註 4) と共通するものがある。また、船部材でな

いとすると、建築部材などになる可能性があろう。

註

(1)山田昌久氏のご教ホによる。以下、準構造船の部材全般にわたって

山田氏のご教ポを得た。

(2) 瀕和人他 1久宝船遺跡ーその 2-」大阪文化財センクー、及び、

--• 瀬和大「倭人船一久宝寺遺跡出士船材をめぐって一」 『横田饉＾

先生古稀記念文化史論書』 1987 

(3)守山市教育委員会岩崎茂氏のこ教ポを得た。なお、守山巾教育委員

会のごH-應で、 i口］部材を実見することができた。

(4)田ll悦他『芙沢川流域の遺跡群XVllI一新T歳空港建設用地内坪蔵文

化財調介報告内ー「歳rli芙々 8遺跡低温部・美々 8遺跡』似）北油道

岬蔵文化財センクー 1996、及び、田口尚他『芙沢川流域の遺跡群

X X一新f歳空港建設用地内坪蔵文化財発掘調介報告書一千歳市芙々

8 遺跡低温部』 ~U)北而道埋蔵文化財セ｀ノクー 1997 

16 建築部材

六大A遺跡出卜の建築部材は、質・景ともに他富

で、そのほとんどが弥牛後期～占墳中期までの非常

にまとまった賓料である。

しかしながら、種類的にはかなりの偏りがあり、

また転川時の 2次的改／虻を受けているものも多いた

め、倒壊建物のようにそのままのかたちで建物の上

部構造を復｝じするには至らない。扉や梯＋のように

川途が明瞭で形態的にも特徴的なものはともかく、

建物の軸部となる構浩材（柱や桁材、梁材等）につ

いては、そのluJ定も含め不明な点が多い。

建物の軸組には、地面に直交して立てられる縦}j
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向の材である柱や束と、地面と水平方向に使用され

る横架材や台輪等の水平構造材があり、屋根に関わ

る部材については屋根勾配に合わせた斜め方向の仕

口が存在することも予想される。

そこで、本稿では、残存した材の形態的特徴や加

L形状、仕口の特徴、木取り等からその材がもつ属

性を明らかにし、その材が縦方向に使用された材な

のか、水平方向に使用された材なのか、あるいは斜

め方向に使用された材 (Ft.根材）なのかなどでまず

大分類し、そのうえで判明するものについてはもう

少し具体的な役割や特定の部材名称を詰めていきた

し'o

(1) 柱材

縦方向の構追材には、柱の他、床束等があるが、

六大A遺跡で確認できるものは柱材だけである。

柱材には、竪穴住居川柱と掘立柱建物用柱とがあ

り、掘立柱建物用柱はさらに閥床建物用と通有の掘

立柱建物用の 2者に分かれるが、転用や欠損資料の

場合にはその分別は難しい。その他、柱材と推定さ

れるものの、遺存状況の不良さからどの種類の建物

に伴う柱かが不明なものがかなり付・在する。

① 竪穴住居用柱 (1087~ 1095、PL100) 

二股に枝分かれする部分を利用して、樹幹部を柱

身とし、二股部を V字状に整形して梁・桁の卜部構

造材の受けとした柱材を堅穴住居用柱材として一括

した。後述の掘立柱建物用柱、高床建物川柱に比べ

て樹皮や節等を粗削りしただけのものが多く、途中

で屈曲しているものもあって、全体に柩形が粗い。

このうち1087は、 L部二股以外に扶りを入れたも

ので、中央部よりやや卜．のところに浅いコの字状の

切り込みをもつ。これは、ここに横材を‘りてて堅穴

住居の主柱に沿って.Jfi]し、閉を当てるための仕事

かと思われ、竪穴ff居用柱としては比較的仕市が r

寧である。

また、 1091は、 卜．部が.股に分かれるというより

は、枝が 1本斜め上）jへ延びた部分を利用したもの

である。やや細い感もあるが、 ＾応、竪穴住居用柱

に含めた。

1095は、欠損のため上部の構翡が不明だが、材中

央部に扶りがあり、横材をあてて緊縛するための仕

事と思われる。 1087との共通性等も考え、昭穴住肘



用柱とした。

② 掘立柱建物用柱 (1096~ 1118、PL100~ 103) 

掘立柱建物には、床を上げる高床建物と、床を I:

げない非高床の通有の掘立柱建物がある。

この両者を柱材でみると、明らかに高床建物用と

わかる柱は、床上部の柱を床ド部よりも細く造り出

すのに対し、非闊床の掘立柱建物の柱は柱頭の横架

材との接続部位を除いて基礎部から上部まで断面円

形のままである。

さらに高床建物は、 卜＾述の床下部と床上部を通柱

の lくで沿り出し、細くした床上部に台輪や鼠返し

等を落とし込む通柱式と、 1り柱の床下部と角柱の床

上部とを別材で造る別材式の 2者がある (Jf.1)。

このうち、別材式の床上部のみが出七した場合、

出 I:材のうえから非絲床用柱の卜．半部とを分別する

ことは難しい。

通柱式と別材式の高床建物は、出現時期や盛行期

に差があり、通柱式が弥生時代以来の形式であるの

に対して、別材式は 5枇紀頃を境に出現し、通柱式

に取って代わっていくとされている（註 2)。

このように掘立柱建物といっても、高床か非高床

か、あるいは高床でも通柱式か別材式かといった建

物形式の芹異で用材の形状が異なることが予想され

る。しかしながら、柱頭仕 fl部の形状は、形式を越

えた共通性もあり、ここでは六大A遺跡出上の掘立

柱建物川柱に見られる柱頭の形態を類刑化し、その

知見を踏まえて個々の部材を見ていくこととする。

．掘立柱建物用柱の柱頭形態

状本形態として、 a類,....__.,C類の 3形態あり、さら

に a類と b類は細分できる。

a類は、柱頭に出柄を造り出し、そこで横架材の

方形孔を受けるもので、叫内の形態によって以ドの

2形態がff:在する。

a 1類 柱頭にほぼ正方角柱を追り出すもの

a 2類 柱頭の中央部を残して削り出し、断面が

凸状になるもの

b類は、柱頭の中央部を切り欠いて両側を凹状に

残すもので、ここに貫材を落とし込むための「柱貫」

形式をとるものである。以ドの 2形態がある。

b 1類 中央の凹部が完令に開放するもの

b 2類 中央部の[II]部が完令に開放されず、片側

42-

a 1類 a 2類 b 1類

b 2類 C 1類 C 2類

図36 掘立柱建物用柱の柱頭形態

に背当たり部をもつもの

c類は、柱頭部を先端から一定程度r:戟して断面
L字状に半欠きし、この段恙部を覆うかたちで中央

部を穿孔するものである。

このうち、 a類は、柱頭部以ドがいずれも断I釘円

形であり、現状の資料に拠る限り、パ人:A遺跡では

非高床の掘立柱建物に伴う部材の柱頭に限られる。

b類は、貫材を縦に通し、その上に横架材を渡し

たものと思われる。つまり、これは、横架材に乗り

かかる上部の材の咀屈で横架材が柱間で折れたり下

に軋んだりするのを防ぐため、それを支える H的の

仕事であろう。その場合、 I・. に桁材か梁材が載ると

すると、かなり屯い附根を受けたものと思われ、ま

た柱頭部以ドが断血円形になる場合には、別材式の

沿j床建物の床下部となって、台輪等を載せて床!'.ム部

全体を受けたことも考えられる。

なお、背当たりをもつ b2類は、建物の隅柱にな

るのであろうか。

c類は、 b類とは逆に、上部に載る材はかなり軒

い材が想定できる。

以ド、 に記の柱頭形態を踏まえた Iぐ．で、建物形式

毎に使用用材を見ていくことにする。

a. 非高床掘立柱建物用柱 (1096~1100• 1105) 

柱頭部の仕 11よりF位が断面1リ形の柱材を非閻床

川の掘立柱建物JH柱とした。

柱頭仕口は、 a_._._,C 類のいずれもがff在する。

このうち、 a類は、闘床建物となる確実な例がな

く、本遺跡では非闊床用の柱材の仕 11として限定さ



れていた可能性がある。

ただし、 1096等のように柱頭部の造り出しの端部

が欠損している場合には、通柱式高床建物用柱の床

ド部と床 1-.部の境の部分かもしれない。

また、 1105は、柱上部の断面形が半円形で、通柱

式闊床建物の例と類似するが、断面半円部から断面

円形部に漸移的に移行するため床下部との段差が明

瞭でなく、本例に含めた。

b. 高床建物用柱材 (1101~1104・1106~1118)

床ド部に対して床卜部が細いことから高床建物に

伴うことが明瞭な柱材と、段差部は{{在しないもの

の断面h形を梵することから高床建物の柱上半部と

朽えられる柱材を高床建物用の柱とした。

床上部の断面形状には、

ア類 断面方形となるもの (1108• 1113~1115) 

イ類 断面略長方形で短辺部を厄の円柱時のカー

ブを残すもの (1102~1104·1107·1118)

ウ類 円柱を半歓して断面が半円形になるもの

(1101• 1106• 1109~1112• 1116~1117) 

の 3類が見られる。

このうち、ア類は、柱頭部の遺存例がない。

ウ類は、柱頭欠く床上部のみが出 I:した場合には

柱材と認定することは困難だが、本遺跡では床卜＾部

から柱頭仕［］部まで残存した例があり (1106) 、高

床川の柱材と認定した。同様の例は、六大A遺跡と

阿じ津市内の太田遺跡にも存在する（註 3) 。

また、ウ類は、使用用材がカシ・クヌギ系の広槃

樹であり、こういった木取りは用材の性質とも密接

に関わっていたと思われる（註4)。

柱頭部を残すものはイ類とウ類にあり、イ類では

ア類 イ類 ウ類

図37 高床建物用柱の床上部の断面形態
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b 1類と c類、ウ類では c類の柱頭をもつ。

通柱式の高床建物は、これまでtに柱頭から鼠返

しや台輪を落とし込むタイプか想定されてきたが、

ウ類断面をもつものは横朋板を断面半円形の畢間部

分に沿って積み上げた可能性も考えられる。同様の

ことは、 b類のものについても可能性がある。

③ その他 (1119~ 1153、Pll03) 

上記のいずれとも決し難い柱材を一括した。円柱

の一部を平坦にしたものなど多少の仕事を施したも

のも存在するが、積極的に高床建物用とする根拠に

乏しく、ここに措いた。

(2) 鼠返し (1154~1156、PL104)

鼠返しの可能性のある有孔の薄板材が 3点確認で

きた。ただし、 1156は、樹皮関辺を利用した材であ

り、疑問も残る。

いずれも）j形または略台形の中央部に円孔もしく

は方イLをもつ板材で、特に穿孔部付近が厚く盛り上

がるということはない。

1154は、方形の穿孔の外側を円形にすせ落として

いる。おそらく、図ポした面がド面となり、方形に

作りだした床上柱に本材を落とし込み、 f'l形の床ド

部で受けるタイプの鼠返しであるが、床上部と床ド

部の直径があまり度わらないタイプの柱だったと思

われる。

(3) 水平構造材

垂直方向の建物軸構造材である柱に対し、直交し

て組まれる水平方向の構造材を一括した。ただし、

柱間を繋ぐ材ではあるが、扉を受ける蹴放しと△材

は扉口装置としては後述する。

この類には、高床建物の床板や壁を受ける台輪、

柱間を繋いで壁を受ける士肘桁、柱頭に組まれる桁

材や梁材があるが、本来の形状を全て留めるものは

なく、いずれも破片もしくは転用品の破片である。

① 竪穴住居用横架材 (1157~1158、Pll04) 

丸太材の端部に方形の扶りを人れたものである。

これは、竪穴住屈川柱のうちでも、柱頭の二股の枯

部に加Tを加えて面状に整形した仕事と対応するも

のであうう。

② 掘立柱建物用水平構造材

端部の仕口やその他特徴から掘立柱建物に伴うと

思われる水平構造材のうち、後述の扉 Ll装閥部材



（蹴放し等）を除く部材を・括した。転用によって

材そのものが切断されたものなどがあって、統一的

視点で説明できないが、ある程度使用部位の類推が

できるものから述べていきたい。

a. 台輪 (1159~1160、PL104)

長辺側の片側端部が短く L字状に立ち上がり、端

部のみ板材厚の 1/ 2に・段薄く落とされて、その

中央にガ形孔が穿たれた板材である。方形孔は、緑

床建物の床 1-.柱を通して床卜部円柱じで11-.めるため

のものと思われ、半分の厚さになっているのはここ

で隣接する台輪と連結したためであろう。また、長

辺部端部の短い立ち 1-.がりは、ここに床材となる板

を渡した可能性が考えられる。

b. 大引 (1161~ 1162、PL104~105) 

両端部が欠損のため、柱との接続方法は不明であ

るが、）j形の欠き込み部分に床を張るための根太を

通した大り 1と思われる。

1161は、板材の中央に台形突起を作りだしてそれ

に欠き込みを人れたもの、 1162は、やや断面横長の

方形材に欠き込みを行ったものである。 1161は福岡

県湯納遺跡資料中に類似するものがあり（註 5) 、

それとの構造的共通性から大51とした。材の両端部

は完結しており、台輪等の上に据え置かれ、柱間を

埋めたものであろう。

C. 桁材 (1163~1164、PL105)

材の中央縦列に沿って、人・刑の方形孔と小刑の）j

形孔が穿たれた板材である。材両端部が欠損してい

るため、大月~)j孔と小刑方孔の配附の詳細は不明だ

が、人:11~ 方孔と人万□j孔の間にいくつかの小刑方孔
が並ぶらしい。大刑）i-fLは、柱頭の出柄を受けるた

めの柄孔あるいは閻床建物の床上部の角柱部分を通

すための貫孔と思われるが、材が比較的薄いことを

朽えれば前者、すなわち軒桁材の可能性が高いもの

と判断される。その場合、小邸方孔は、罪の木舞材

を位し込むためのもので、位峡を構成したものであ

ろう。

d. 梁関係材? (1165、PL105)

端部が斜めに切り落とされ、その内側を端部と平

行して斜め（約40°) に穿たれた方形孔をもち、端

部と方形孔間の両端には日釘から側縁に穿たれた小

長方形の桟孔を打するJr;:手の板材である。端部や方
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形孔の処刑方向が斜めであるということは屋根に関

係した部材である可能性を強く示唆しており、梁材

とするには強度的に問題があるが、破風を受ける梁

方向に使用された材の可能性が考えられる。

A類 B類 c類
図38 壁受材の分類

e. 壁受材 (1166~ 1173、PL105~ 106) 

断1i'Iiが長方形もしくはそれを指向する板材で、広

い面の面に礁を受けるための溝や小穴をもつもの

をfrrJ材として認定した。

訊を受ける{!:l Iの差異によって、以ドの 3類に分

けられる。

A類 板材の中央縦列に沿って溝が掘られたもの

B類 板材の中央縦列に沿って小穴を•定間隔で

配置するもの

c類 溝と小穴を複合したA類と B類を折衷した

ような形態をもつもの

以 I:のうち、 A類は板敗、 B類は小穴が木舞孔と

なる草琺もしくは十且代、 C類は縦枠材に分割された

比較的輻の狭い板咲として復元できるであろう。

本材は、甚本的には台輪の上に載って柱間を坪め

る材と思われる。材の端部が半円形に袂られて両角

状になるものは、丸柱を挟み込む形態を取るものと

思われる。

1167のように、材中央部に溝や小穴等の仕事のな

いものは、その部分が開口部、つまり出人 lIとなっ

ていた可能性がある。

なお、溝をもつA類は、いわゆる敷屈・肌〇肘とい

うことになろう。

f . 梯子受材 (1174、PL107) 

梯rを受ける切り込みをもった材。欺受材のよう
な小穴や溝はないことから、この部分は限のない部

分、すなわち出入 11になるものと思われる。この楊

合、扉口となる仕口もみられないことから、この材

を使J-Hした建物は、梯子で登ってきてそのまま直線

的に開放したこの部分から建物内部に進人したもの

と思われる。



なお、梯f受けの存在する部分の対側が一段落と

されており、この部分に床板が載ったものと思われ

る。その場合、根太を通さず、本材に直接床張りを

施したと判断される。

g. 不明横架材 (1175~ 1203、PL107~110)

横}j向に使用される横架材と思われるものの、い

まひとつ部位．の特定が不明なものをす丙した。特徴

的なものを中心に、説明を加える。

1175~1176は、端部に段切り落とした両角をも

つ。 1175は、断面形が凸状となるが、 1176は断面長

}j形のままである。両角部分で隣接するい］材の両角

部と rf(なり、その間に柱床上部を挟み込んだものと

思われる。

1177は、端部に出納を作り出しており、柄結合に

より別材に梵し込んだものと思われる。梁材等にな

るのであろうか。

1178は、断[(Ii長）j形の材であるが、やや崩奢な感

じがしており、あるいは建築部材以外の用途をもつ

ものかもしれない。

1179~1180は、同寸也点で交圧になって出十した

もので、形状、長さとも類似しており、セットにな

る可能性が高い。端部をオーバーハ‘ノグ気味のL字

に切り落とし、それよりやや下がったところに長方

形の穿孔を施したもので、材中央部は手斧状のエ具

により rfli取りされ、断面長方形を吊する。 1179はも

ぅ-方の端部が斜めに切り落とされている。具体的

な使HJ部位は現在のところ特定できていない。

1181~1203は、材の形状、 0: ロ、）＇さ、全体的な

人ぎさ咋から、建築部材でも軸組みの構造材となる

であろうと判断したもののうち、柱等の縦方向の材

とするよりは横架材のほうが適％と判断したもので

ある。

このうち、 1187は、カシ・クヌギ系の広艇樹を使

川した材というてんで柱材とした1106や1118とも共

通するものであるが、断面形状から横架材のほうが

より適‘片と判断した。

1190は横架材でも建物本体から外に出ている部分

の端部処刑の三例と朽えた。

(4) 扉口装置

出人いを形成する関係部材を寸舌した。このうち

蹴放し材と柏材は、厳密には前段で述べた横架材に
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含まれるもので、 「扉口装置」と一括することは記

述の柩合性からはややバラ‘ノスを欠くが、セットを

構成する扉板と一括記述するため、このような段落

構成とした。

扉材と、それを上下で受ける蹴放し材と、桁材が

ある。蹴放し材と柏材は、ともに柱間を埋める材で

ある。

① 蹴放L材 (1204~1214、PL110~112)

扉口に据え買かれる敷居である。

この材は、両端に両角を造り出し、そこから扉に

接した方立板を嵌め込むための溝を掘り、それが途

切れるところに扉の回転軸をいれるための軸釣孔を

もつ。この場合、軸釣孔が 1個の場合は片扉式、 2

個の場合は両扉式となる。両扉式の場合は、いわゆ

る観音開きの扉が想定されている。

木取り方法やセットとなる扉構成、柱との固定方

法の差異によっていくつかの形式に分けることが可

能である。

六大A遺跡の蹴放しには、材の横断面が長方形に

なるもの（板材）と、半円形もしくは楕円形（丸太

材もしくは半割丸太材）になるのものがある。

〗ロロニ）
断面板状タイプ 1断面半載丸太材タイプ

図39 蹴放し材の断面形模式図

また、端部の両角は、中央部を方形に屈曲させて

いる。このことから、六大A遺跡の蹴放しは、方形

に造りだされた高床建物の床上部に対応したものと

思われる。

このうち、 1213は端部より内側に入ったところに

斜め方向の切り落としが認められるが、これは梯f

を嗽ますための仕 11であろう。

② 楯材 (1215、Pll12) 

蹴放しと大きさや形状に共通点があるが、扉の振

れ防止のための突起をもつものを柏材とした。この

突起は、建物内面揃いに接して当てられ、扉板の揺

れを防止するものとされている（註 6) 。蹴放しと

セットになるものであるが、六大A遺跡出＋．の桁材

は、蹴放しよりも数が少なく、ほぼ確実なものとし



ては遺存状況の悪い l点を確認したのみである。

本材は、突起の位置が材中央に位骰する断面凸形

を星するタイプで、ちょうど半歓されたような状態

で遺存していた。

ところで、本材の両角は、中央部かややI'J弧状を

しており、これは蹴放しでみたような角柱に対応す

るというよりは丸柱に組み合うと思われる。柏材と

蹴放しは、基本的に端部仕口は共通するものと思わ

れることから、この柏材と同様に丸柱対応の蹴放し

も存在したものと思われる。

③ 扉板 (1216~1235、PL112~116)

すべてー＾木で削りだされたものである。パ大A遺

跡出士の扉を、形状に従って分類とすると下記の通

りとなる。

A類 造り出しの把手をもたないもの (1216,.._,__.,

1219) 

B 1類 B類は浩り出し把手をもつものを一括す

る。このうち B 1類は、把手をもつもの

で、板形状が幅広タイプのもの (1220)

B 2類 造り出し把手をもつもののうち、板形状

が細長タイプのもの (1226,.._,__.,1231) 

(1221,.._,__., 1225・1232,.._,__., 1235は破片のため不明）

□
日
〗

□

日
バ
ロ

A類 I s 1類
図40 扉板の分類

A類のうち、 1219はいわゆるクグリ溝を彫り、こ

こに紐等を入れて開閉していたものと思われる。

B類の把手は、いずれも基部が幅広で中央部に分

B 2類

けて狭く湾曲してくる形状で、これは占墳時代前期

を中心とした時期の伊勢・伊賀出土の把手付扉板を

通じた特徴といえよう。把手の縦断面が台形状にな

る角張った把手と、稜を持たない丸みをもった把手

とがある。

a穿孔 b穿孔 c穿孔

図41 閂孔の穿孔部位

把手中央の最も狭い部分には、方形の穿孔が施さ

れる。これは、扉板を 2枚並べて観音開きとした時

に閂の棒を通すための門孔（門鎚）とみられる。

穿孔部位には若十この違いがみられ、

aー把手断面の中央に施されるもの

bー把手断面の扉板本体に接っする部分で穿孔が

施されるもの

c 把手断面下部から扉の板面本体も袂り込むか

たちで穿孔が施されるもの

という差がある。

表面の調柩は、枯本的に手斧によるハッリである

が、一部はさらにそれに加えてャリガンナ状のエ具

による最終の削り調柩を施しているもの (1220) も

ある。

(5) 窓材? (1236、PL116) 

扉と同様の特徴を有する材であるが、大きさが小

さく、人間が出入りできないことから、窓材と朽え

た。家形埴輪には、しばしば窓が表現されており、

本材もそれに相当するものと思われる。扉同様、長

い力の軸が上部となる。把手仕 11等はみられない。

(6) 床材 (1237~1244、Pll17) 

ある程度の甫量を支えるだけの厚みをもち、片1fli

は平坦に調賂されているものの、もう片面は表面処

理が不完全で、多少凹凸の残っている匝手の板材を

床材の可能性のあるものとして一括した。‘竹然のこ

とながら、この場合、表面処郎が不完全なものがド

面（地面側）にくることを想定している。

(7) 壁材 (1245~1325、Pll18~ 123) 

板壁になるものと、木舞敷の草欺になる 2種の隙

材が存在する。このうち、位朔の構造材となる椛木

舞については、分解した状態で出+すると認、定する

のが困難であるが、六大A遺跡では組み合わさった

状態で出Lしており、壁木舞と認定した。
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① 板壁板 (1245~1304、Pll18~ 122) 

転mや欠拍により本来形よりも小さくなったもの

や若千疑間の残るものもあるが、形状やIがさ、大き

さ等から板壁板の可能性が杓えられるものを一括す

る。屋根勾配に合わせて梁より上で使川されたと思

われる戎墜板と、桁や梁より下で使用されたと思わ

れる横墜板とがあるが、転用もあって認定するのは

視実的には難しい。

a. 屋根妻壁板 (1245~1254、Pll18~ 119) 

いずれも転川や欠損のため小さくなっているが、

板材の一辺のみが斜めに切断されていたり、斜め方

向の別材の当たり痕跡の存化から、屋根で使用され

た必墜板と考えられるものを一括した。

）はも残りのよい1249は、梢報誠が多い。長辺部に

沿って）j形孔が7f.い迎いに穿たれており 、隣接する

材との緊縛月1の接合仕口と思われる。穿イLのある長

辺は、 •辺の；；；齢部断 1liiが凸形 、 対辺の端部断面が1111

形を唱しており、より組み合いよいための仕 •JJが施

されている。短辺側は、両端とも尖り気味で、とも

に料に嵌め込まれたものと推定される。これを縦方

向に置いた必立壁板とすると届根勾配が54゚ とかな

りの急角度となるが、当時の屋根勾配としては適当

なものであろう。ただし、横に樅かれた妻の横壁板

であった可能性もなくはない（その場合は36°)。

表面調脆は細かく J寧な手斧によるものであるが、

k裏で残什度が大きく異なり 、残りの悪い）うが風化

の進む外側に骰かれていたものと思われる。

1250~1253も、斜め切断部位はないが、穿孔ゃ濶

脆など1249と同じ仕·l只？ 、 l••l 一材と思われる 。

1254は、残存した部位には斜めに切断された部分

がない長方形板材であるが、材の片側短辺部の端部

付近に斜めに当たった別材の当たり痕とそれに沿っ

た穴があり 、叉竹等の妻部の斜めに骰かれた構造材

に栓止めされていたものと思われる。

その他のものについては、一辺に斜めの切断部を

残す板材であるが、残存部位が小さく 、材の同定も

含めて詳細は不nJJである。

b. 横壁板 (1255~1304、PLll9~122)

転用されていたり 、端部の取り付け仕口が不明な

ことから墜材として確定しきらないものも残るが、

平坦に濶整された大型の板材であることから壁板の
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写真 7 縦壁板の接合(1249と1250)

， J 

~ -

I 図42 縦壁板の左右への接合模式図

可能性のあるものを一•括した。

長辺部を横方向にして横長材を胎み上げるかたち

で使用したのか、長辺部を縦）i向にして縦長材を横

に辿結するかたちで使用したのかについては、不明

な点が大きい。

以下、特徴的なものについて記述する。

1264は、長辺部端部が斜めに切り落とされ、そこ

に穿孔が見られる。 2枚の同材をここで合わせて緊

縛したものであろう。従って、これについては、縦

材として横方向に連結して使用していたものと推定

される。

1283は、側縁部片面に約23cmr:IJ隔で方形の扶りが

存在している。同様に、1291もやや不定間隔ながら

側縁部に方形の扶りがみられる。これは、側緑部の



有孔列であったものが欠損して扶り状に残ったもの

であり、本来はこの部分に縄紐を通して横の材と緊

縛していくための仕事、いわゆる「ダポ」であった

ものと思われる。その場合、材は1264)i:i]様、縦方向

で使用し、横に連結していったものと思われる。

その他のものについては、横壁板の可能性のある

ものとしてここに措いた。

② 壁木舞（図43及び1305~ 1325、PL123) 

図43は、京壁の下地となる競木舞である。出上当

初、屋根下地とも思われたが、後述のように出土し

たものが一括して存在するのでなく 、いくつかの単

位に分割可能なことや、屋根下地とするには部材問

の問隔が狭く 、壁としたほうがより適当（註7)と

判断されたことから、京墜の下地となる墜木舞と認

定した。

本材は、主要部分が出 L状況そのままのかたちを

残すように樹脂で固め、切り取り保存したため、堅

木舞を構成する個々の部材の実測図は存在しない。

従って、ここでは出上当時の状況と、若1二取り上げ

た部材片をもとに説明を加えたい。

出＋．した墜木舞は、細長い棒状材が格子状に組ま

れた状態で 5X 4.5mの範囲内から折り煎なって出

士したもので、それらをまとまりや遺存角度の差異

からいくつかの単位に分割可能である。

凶43で下部となる一群が最も厭複する部分で、下

位に 1単位、中位にやや主軸を変えて東西に並ぶ2

単位（最も逍存状況がよい単位で、この西群を中心

とした部分を保＃した）、 ヒ位に部分的ながら縦材

2本と横材が梯子状に並ぶ 1単位があり、さらに残

りは極めて悪いがそれに北接するかたちでもう 1単

位が存在する（図43のほぽ中央部） 。図43の左上部

にも扉板 (1216)の下に 1単位、その東隣の未製横

鍬 (27)の下にも極めて残りの悪い l単位、偲43右

上部に 3本の縦材を中心と した 1巣位とそれに主軸

を変えて東接する 1迅位がある。従って、造存度に

差はあるものの、凶示 した範囲に最低でも 9つの壁

材の小単位が認められる。

このように、小彬．位毎のまとまりがみられること

は、この材が本来こうした小単位毎にまず組まれ、

それを紺．位としてプラモデルのように柱間に組み込

まれていたことを強く窺わせている。
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写真8 壁木舞縦材と横材の緊縛

では、残りのよい淮位を中心に、その詳細をみて

みよう。

仮にやや長いfMl隔で配骰された人めの材を縦材、

それに直交する細めの材を横材として検討を進める

と、縦材は最長1.9~2 m・ 太さ 7cmで 3本を 1単

位として約25~26cm問駆で平行に存在し、横材はそ

れに直交するかたちで最長 1m・ 太さ 4cmで蔽も残

りの良い部分では約10cm間隔で15本残存している。

横材と縦材の交差部分は応状の絨維によ って+文字

状に緊縛されていた。

縦材は、両先端部が尖っているものが多く 、本来

的には全て端部を尖らせていたものと思われる。こ

れは、両端を既受材に開けた孔に挿入するための仕

ロと思われる。

また、一部横材の下部から焼けた硲状の絨維が横

材に直交するかたちで出土している。

さらに、 「縦材」とは別に、横材に直交する縦材

よりもやや太い丸太材が部分的に残存しているが、

これは柱の可能性がある。

以上のような諸点から、 「縦材」は柱に平行して

写真9 壁木舞
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立てられた材、 「横材」はそれに直交して糾まれた

材と判断され、縦長l.9~-2m (床～軒間）、横輻

1 m (柱間輻、ただし 2単位を横に合わせて使）IIし

たと杓えた場合 2m) の 1単位：が復 jじできる。いず

れにせよ、あまり人規校な建物に伴うものではない

ようである u

ただし、 l1iJじ地）、仄で出上した把手の付かなしヽ扉板

(1216) も同＾建物に使用されたものとした場合、

扉の縦長が横材としたものとほぼ等しいことから、

l・.r記のぢ寮とは逆に、 「横材」としたものが縦に附

かれ、 「縦材Jとしたものが先尖部を柱に聞けられ

た貫孔にり 1っかけて柱間を横に繋ぐ材として使JIjさ

れた叶能性も残る Q

いずれにせよ、どのように復 jじできるかは、今後

の賓料の増加を待って最終的な判断がされるであろ

ぅ()

なお、図ぷした吏測図のうち、 1316·1318~-1319 ・

1321は、先端を尖らせた「縦材］の憎1;で、この地

点から取り I・.げを行ったものである u 同様の材は人▲

溝の各所からも多数出!・.しているが、特に特徴的な

材でないため組み合った状態でなければ競木舞と認、

定することは難しい。従って 1杭 lや不明 11ii11の［棒

状木製品」の項 Uに措いたなかでも細めの丸材につ

いては、本来は収木舞を構成する部材が多数糾じっ

ているものと思われる。

(8) 屋根構造材 (1326~1398、PL123~126)

ここでいう厨根とは、軒より I・.の部分のうち、い

わゆる「転び1の部分（勾配をもつ部分）を構成す

る材をいう（従って、お壁板は椛材のところで＾括

した）。

尻根を構成する建築部材には棟木、畢木、叉首、

破風笠があるが、パ大A遺跡で確認できたものは廂

木のみである。

① 垂木 (1326~1398、PL123~126)

直径 4~10cm程度の直線的な丸木で、端部に快り

を人れたり削り出しを施すなどで頭部の仕 11を作り

だしたものを本材として認定した。頭部が欠損し、

端部が杭状に尖ったり 1方向から斜めに切り落とさ

れただけの材についても、柱とするには細すぎたり

するものについては、両木が含まれている可能1牛は

あるものとして、ここに措いた（）
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A類 B類 c類

D類 E類

図44 垂木の分類

本材は、欠担や転用のため令．休形か分かるものが

少なく、また令体かクQ{(しているようにみえる場合

でも、片端部の尖りが匪木本来の什，tiか杭への転JI]

によるものかを確定しづらい。従って、ここでは、

頭部が残仔しているものについては、煩部のfI: I I形

状の梵異によって、以ドのように大きく 5粕に分粕

した。

A類 端部令詰］を削り洛とし、そのドに 1個の快

りを人れるもの (1326~1345)

B類 端部全/li']を削り沿とし、そのドに表災 21(1i 

の快りを人れるものし， 2lfliの4たりの位附か

ずれて施されるものもある (1346へ 1351)

c類 端部を乳頭状に丸く作りだし、そこからや

やドがった｛、｝置にド側を急角疫にした扶り

を人れるもの (1355~1358)

D類 f I: ロ部全体を一段削りだし、そこに大きな

快りを人れて、その逆!Ai端部を斜めに切り

落とすもの (1359~1361)

E類 端部を段状に切り落とすもの（）切り沿とし

た,mが緩やかな弧状をばするものもある

(1362~1381) 

以 I:のうち、 A~-C 類は、比較的細い材に多く、

D~E 類は比較的大刑の材に多いし，ただし、 A 知と

E類でも切り沿としUliが緩やかな弧状を見するもの

(E類でも小凡リの材に多い）の境は流動nりであるし

1382~1398は、欠捐のため仕 11 部は欠担している

ものの、長さや太さなどから面木の可能性を杓えた

ものである。杭や前節でみた欧木舞材が含まれてい



る11J能性もある()

(9) 梯子 (1399~ 1412、PL127 ~ 128) 

木取りをみると、平割丸太材を利JI!したものから

さらに人きな木材を分割した板日材もしくは柾 11材

を利Illしたものがあるが、ここでは足掛部の形状か

ら、以ドの 2形態に分粕した，ー）

A類 足掛部 I・.1hiが)/:1t'i: し、ド1(1iはなだらかに平

J-11面へ移行するもの (1399----・1403、1409)

B類 足掛部の f-.1(ffが立直するのはA類と詞じだ

か、 卜:1(1iも角度はもつものの直線的にV坦

部に移行し、全休として合形状を.'i.iするも

の (1404~1408 、 1410)

(1411----1112/i1くIIJ-j)

A類 B類 c類
図45 梯子の分類

梯「の足掛部形態は、 卜．叫 2形態の他、 卜．野市北

堀池遺跡 Cl!:8) で見られるような足掛部断血が!・.

ドの区別なく合形状を＇仕する形態のものがある（仮

にこれを re類」と仮称する）が、六大A遺跡では

出J:.していないぃ

梯臼じ掛部の 3形態をみると、 A粕はHt!線的な梯

f、B粕と C類は直線的な梯「ともいえるが、夷際

の使Jfl形態からみた場合、 卜」(fjが立直するタイプの

A粕と B粕は梯子を急角度に建物に架けることがで

きるが、 C類では低角度でしか架けざるをえず、 1-. 

1(1iの角度によって使）l J角度が規定される u

ところで、パ人:A遺跡出士の梯 fでは、 A類と B

類の 1予を越えて、ひとつの足掛部間の長さが約21cm

のものが 5 点確認できた（）このことは、'½時の梯f

製竹のひとつの規格竹をぷすものとも捉えられる (J

(10) 不明建築部材 (1413~ 1452、PL128~ 129) 

牡‘心部位のlnl出はできないものの、材の特徴笠か

ら建築部材の可能什のあるものを—オ括した。
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ただし、材に加えられた仕市的には建築材と思わ

れるものの、それにしてはやや小さいと思われるも

のもあり、あるいは「爪II]」的な小建築に伴う部材も

含まれていた可能性がある。

註

(1)宮本長郎 1古代の(l糾と化落 J U講柁H本技術の社会史 第7巻

建築』 1983 

(2)植木久 I翡床式建築の変‘遷J 『クフと古代 F権』 1991

(:J)穂積裕昌他 1太ff!遺跡1 『般国逍23号中勢迅跨 (9L区）建設巾

染に付う松ノ木遺跡・森山東遺跡・人田遺跡発掘調介報告』 ・・重県

埋蔵文化財センタ-- 1993 

(1)l I I Ill昌久氏のこ教ぷによる

(5)山本輝雄［福岡県湯納遺跡出！：の建築材について」 『今布ハイパス

関係坪蔵文化財調介報化』第4集 福岡県教有庁 1976 

(6)宮本K二郎「占墳H.'jf¥:.r',叫建築の扉構え」 『中村遺跡本文紺ー関越

目動rt,:道（新渇線）地域坪蔵文化財発掘調在報竹書 (KC-7)』

侠川市教有委員会 1986 

(7)これに関して、宮本上こ--. 郎・山本輝雄・ゎ野博1口の諸先牛からこ教

ホを得た

(8)山田猛他『北堀池遺跡発掘凋介報化』 ・庫県教有委U会 1981 

17 木樋 (1453~1459、Pll30) 

残ff状況は悪いが、底面が平m_で、両側縁が立ち

Lがって断面凹形を惜するものについて、おそらく

その内部に水を通したことを想定している(

側緑部の立ち 1-_がりが方形もしくは逆台形状にな

る1453---..,1455・1458と、三角状を合めやや断面形状

が緩い V字形に近い 1456---..,1457• 1459がある。

具体的な用途は不明で、すべてが詞 -H的のもの

とも息われない。中には、樋というよりは、古代の

水粘器である［水盛りJ的に使用されたものも存在

するかもしれない（註 1)

註

(I)破片ではあるが、宮本長て郎氏0)こ教ぷにより、かつて 1限臼j城之

越遺跡出土木製品中に同材の可能竹のあるものを指摘したことがあ

な穂積裕昌『川・重県 I:野巾比 L 城之越遺跡』 ：'lJt県埋蔵文化財

センター- 1992 

18 接合補助材・栓、把手

木釘や栓、継手といった、ふたつの部材を接合す

るため、もしくはその補助をするためのもの、また

それに形態 I・.類似する楔や把手をす丙した。建築材

として使）llされていた可能性のあるものも含むが、

使用時の状況が不明なため、この類のものを・括し

て扱う。

(1) 木釘 (1460~1462、PL130) 



辺材を利用して尖端を尖らせた断面□形の細長い
材を木釘とした（）仝休形がわかるものはないが、た

んに細長く切り出したものではなく、全体にい形に

仕 J-_げられていることから、詞材と認定した（）

(2) 栓もしくは楔 (1463~ 1467、Pll30) 

小さな日杵状もしくは柏円杵状の木の片端部先端

を薄く尖らせて、凡し込んだり打ち込んだりできる

ようにしたものである 0 栓としても楔としても構店

的には可能であり、夷際どちらで使用されたかは不

明である。

）fし本的に先端部はじに 2方向から油化されたもの

で、仝休に杭よりも調柩が［寧である。頭部敲打部

のf「出にあたっては、以ドの 2形態がある。

A類 頭部を身よりも輻広く―：角状に作り出した

もの (1463)

B類 頭部と身の幅はMじまま頭部を丸く仕 1-_げ

/~] 
A1類 A2類 B類

図47 挿入型留具か把手の分類

をもつ (1468------1472)

t;r 
c類

A 2類 状本構ルはA 1粕と共通するか、心持ち

材を/[jいた断面円形のもの（．，ただし、挿

人部に穿たれる『t孔は、頭部側に｝いがる

(1173------1474) 

B類 状本構沿はA如と共通するが、仝休に偏

平で、挿入部がA類ほど長くないもの

たもの (1464~1467) (1475) 

A類 B類

図46 栓もしくは楔の分類

以 I・けは、それぞれ使用形態に応じて使い分けられ

たものであろう。

(3) 挿入型の留具か把手 (1468~1479、PL131 ~ 

132) 

状本構沿が凸字形をり1:し、別材に差し込まれる挿

入部に方形もしくは1り形の貫穴を穿ったものを一括

した。挿人部を別材に梵し込み、貫穴に棒を挿人し

て悧めたものである。形状によっては把手側（頭部）

にも円形ないしは Tー~円形の孔が穿たれたものもある

が、これは把臼t:LJもしくは装飾であり、本質的機

能ではない。形態的に以ドの類別に分類できる。

A 1類 断面長）j形の材で、頭部を方形もしくは

平円形とし、そこから化段薄~ くなって、

長細くて先端が尖った挿人部を作出する

もの0 挿人部のほぼ中央に長方形の貫孔
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c類 B類と共通するが、叫部と柿人部の境に

段を持たず、直線的に仕 1-.げるもの

(1476~1479) 

以 I・.のうち、 B類は、頭部先端が斜めに柏形され

ており、形状が斜めになるもの（例えば家尻W.Hi笠）

に関わって使用された留具の可能件がある u

また、 C類の部は、案の脚として使H-lされた 11J

能性を残すものである。

(4) 緊縛型の留具 (1480~1482、PL132)

小さな板材の両端を扶り込んで両頭を竹り出した

もので、材と材の境界に/ri':いてこの材を貯き、両端

部で緊縛したものと思われる（、，つまり、この材は、

ふたつの材の「橋渡し」をした留具と推定される()

図48 緊縛型留具の使用状況の復元

(5) ソケット状木製品 (1483~ 1485、PL132) 

杓t'li形が円杵や紡錘円形、あるいは中央部が宜む



拭飾を施した形状をもち、断1!'1i形か1り形、つまり中

央部に孔が間いた材である（）おそらく、両端からそ

れぞれ『］棒（軸部）を抑人してここで継いでいたも

のと推定される()

(6) 樹皮巻 (1486~1488、PL132) 

六人A逍跡の部材には、しばしば樹皮で作られた

と思われる油皮がホゾ孔笠に巻き込まれており、こ

こではそれがりi独で出 Lしたものを掲載したいただ

し、木使Illのものか、どこかに使川されていたもの

が判がれ洛ちて残ったものかはわからない()

樹皮在の使川は、間物の底板と側板の接合をはじ

め、船舷側板を栓止めする際に接合時の水漏れを防

ぐために,{占められたりするなど、各種の按合やその

補助に広く利JIJされてしヽる u

パ人A遺跡では、樹種としては桜の皮が多しヽよう

であり、図ぷした例以外にも大小の樹皮皮が出 I・.し

ている()

(7) 蔓巻 (1489~1490、PL132) 

,'硲状の徴維を 3屯科渡円形に丸めたもの。部材間

の接合にこうした性も使川されたと思われる Q ただ

し、図ぷしたものについては、人合「さ等から、例え

ば小刑丸底術を置くためのい器台のような機能を想

定すべきかもしれない UL1) 。

註

(1)川軋，年もJり氏のこ教小による

19 木簡・木札状木製品 (1491~ 1499• PL133) 

長）j形油板材のうち、斗［内が認められるものと頭

部側縁に快りを人れて付札状にしたものを木栢りまた

は木岡状木乳11111としにいわゆる木簡形状のものは

3、＼仄出 1-.したが、このうち忠，りがあるものは 2,点で

ある（）以ド、 lし｛本的に特徴を述べていく（註 1) 。

〔1491) (PL133) 

間物I氏板状の板材を転JIjして、屯書されたものであ

る， I・. 部を欠担する（）表裏 21fli (文字数の名いほう

を仮に表血とする）に鳩淋が認められる（）

表面は、 !1~ ~j 2段に出されたものと思われる（） 上

部欠担部分を除く文字の平恥説は、以ドのとおりであ

る，J

表れ側『 』貞 1-1f 『外化」』 多

火 J,~側『[=1「』
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文字の間齢は非常に不規則で、空白部分もある。

また、文字以外にも、横長の〇印など紅味不明の

出号のような墨痕もあり、れ側―：字 Ii や A・：•字 11 な

どは出号の可能性も后jい。

裏面は、字数が少なく、左[]'!jに片寮った部分に出

されている。文字の判説は、以ドのとおりである。

央uu「殖口」
表裏 21ffiとも、太さ・字体ともに異なる 2種類の

閃体を確認することができる。表面の「貞J 「nfJ 

I多」以外は線が太く、ー：字とは異喰であろう。そ

の場合、字体の異なる「外((」が表裏にfr在している

ことになる。

全体に字の並びが悪く、個々の文字の傾き等も統

•が取れていない。従って、文猷として淋かれたと

いうよりは撹字を個々に渇いたという印依が強い。

出け？（梵字のように見えなくもない）の{(在を

屯視すれば、いわゆる呪符木簡の可能性も朽えられ

るが、判説できない文字も多く、確定できない。

いずれにせよ、破片資料で残ff:状況が悪く、字の

判説に困難を伴うものもあって、これのみで使用時

の共｛本的な役割を判断するのは難しい。

〔1492〕(PL 133) 

I・・ド端i部は欠担しておらず、完結している。 l元祁

は緩やかな山形に切り落とされ、その下に111,j側緑か

ら切り込みをいれて付札状にしている。鳩淋は、片

而のみに認められ、判説は以ドのとおりである。

「椛民将来＋係[llj也J

いわゆる「蘇民将来」札で、形状的にはほぼ脱刑

を留めている。ただし、黒痕は薄く、 「将来r孫J
の部分は極めてliJ読しずらく、前後の文字からひと

つの占祥句であるこの字を類推した（）なお、本例の

場合、 「蘇」を「i叔Jのほうを使っている。また、

子係のドを受ける字が「門」であることは明瞭であ

るが、ここを「門」とする例は極めて珍しい。

〔1493〕(PL133) 

墨書は確認できない。従って、厳密にはいわゆる

木簡かどうかは不明であるが、頭部両端の切り込み

形状は木簡を思わせるものである。

実際、伊賀国府（実際には、伊賀国府fr続期間内

の賓料かどうかは不明で、伊賀国府東側に所在した

外山遺跡群追越地区としたほうが'x態に合う）から



も鳩淋の木簡 2点とともに未使用を想定させる堪内

のない木箇が数凡（出士している（註 2) 。従って、

本賓料も、未使用の木簡の可能性がある。

その場合、頭部の山形形状は、 1492の［麻民将来J

札と共通しており、本例も1492と同様の「蘇民将来J

札の黒人れがなされなかったもの、という可能性も

あろう。

1494~1499 も、＇札痕は品められず、いわゆる木簡と

ははいがたい。ただ、頭部ドに快りを入れたり、穿

孔するなどした小形の細板状品であることから、木

札形木製品とした。 1494~1496は頭部両側緑に扶り

を人れるもの、 1497~1499は頭部に hイし部をもつも

のである。

註

(1)木簡の釈読にあたっては、余良l!iJ立：文化財研究所 館野和巳氏のご教4ヽ

を得た

(2)穂積裕日「----:!$1・伊賀国附推定地 1『木簡研究』第13り 木簡学会 1991 

20 わ九木才 (1500~ 1549、PL 134) 

棒状具の片側先端を尖らせて、打ち込めるように

したものを杭とした。ただし、別材を杭として転川

した転川杭のうち、転用前の性格を推定すたものに

ついてはここではあげず、転）!]前の種類の部分であ

げている（建築部材の項等）

尤{{のものはほとんどないため、後述の1617のよ

うな向端を尖らせていたものが確夷になかったとは

いえないが、 寸、じ、欠担部側先端は尖らせていない

ものと仮定して、杭として扱った。

rl然木の丸太材を利）llして先端を尖らせた丸杭と

別材からの転川杭に 2大別でき、さらに先端部を尖

らせるための切り落としを 2ガ向から施すものと、

3方向以卜の多方向から施すものとがある。

なお、どこで峻別するかの困難さは残るが、太さ

についても太くて丈大そうなタイプと、細長いタイ

プとがある。このうち、細長いタイプについては、

杭よりもむしろ先端が尖る形状をもった建築部材、

例えば帷木や椛の木舞を構成する部材として使川さ

れたnr能性も残る。

具｛本的にいらと、建築部材の「堺材」の項Hで扱っ

た木舞材は、紺まれたままの状態で出J:したことか

ら木舞材と認識できたが、 i札独で出卜した場合には

杭として扱われてしまう可能性が強い。ここで扱っ
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た「杭Jのなかにも、こうした例が含まれている 11[

能性は‘附然想定で彦るか、単独出 1-.では峻別しきれ

ないので杭として扱った l

21 不明品・残材

明瞭な加 rが施されているにもかかわらず、製品

もしくは部材の同定ができず、したがって用途もィ＜

明なものを一括した（）形状の共通性からいくつかの

類刑にわけたが、同。類の利HIに人るからといって

同じ用途だったとは限らない（）

(1) 棒状具 (1550~1639、PL135 ~ 137) 

SD 1では、大小様々な膨大な数の棒状lしも出 I・

しており、％然ここに図ぶしたものがすべてではな

いが、代却＇！りなものを形態的な共辿性から 4苫して

報告する。

① 先尖棒 (1550~1578、Pll35) 

いわゆる「杭Iとするには細長いものの、枠状具

の対蘭が尖ったもののうち、辺材和JJIIで［寧な{I:・h 

で作られたもの、及び心持ちの丸木状の細棒利用の

ものでも削りだしによる杷形が/JI!えられた「がなft

りの情乍を[,i]材として認定した（）

用途としては、一部は杭として利川された 11[能竹

ももちろん含まれるが、それ以外に漁拐具のヤス、

木釘や木栓、楔的な用途として利）I 1された nfff~111: が

朽えられる。

② 有頭棒 (1579~1596、Pll36) 

大きさの偏恙の輻が大きく、とうてい令てが[,i]

HI途のものとは思えないか、棒状具の端部を挟り込

んで頭部を作りだしたものを一括したu'応{{のもの

はなく、もう片側の端部の状況は不明である c

頭部の作出）j{. 去から、以ドの 4類に分類したぃ

A類 端部よりやや内側の全間を削り込んで煩部

を作りだしたもの (1579-----1590)

B類 端部よりやや内側を心対！附とした 2か所に

快りを人れて頭部とその他を区別したもの

(1591~1593) 

c類 頭部を作出するにあたって、胴部よりも煩

部を大ぎ<f午出したもの (1594)

D類 頭部を胴部に対してやや輻広に作出し、そ

こに穿孔を施すもの (1595---._,1596) 

このうち、端部をA粕の作出で行ったもののなか



＼＇ 

A類 B類 c類 D類

固49 有頭棒の分類

で断面fI J形の小刑の棒状具のものの中には、仕上げ

の凋柩が非常に［寧なものがある（）このタイプの1i

珀枠の中には、欠拍部である対側の端部も同様の仕

・hを行って、紡織具としていたものが含まれている

nf能nがあるし）
同様に、 B類の端部処即を1iするh頭棒について

も、大きさか適'½で、両端を同じ仕事をいたもので

あれば紡織具笠として使川された可能件が想定でき

よう。

c粕については、形状的に前述の「挿人タイプの

悧具もしくは継「］としたもののうちのA 1類と類

似するものもあるが、胴部の断面が1リ形で、細長く

延びるものについてはこの限りではない Q

D類については何らかの柄を吊るすための什 rIで

あるかもしれないぃ

③ 袂入棒 (1597~ 1602) 

快りの人った棒状具を一括した。破片資料が多く

本来の形状を復｝じできない。従って、この類に・括

してはあるが、 1+1途には多様性があろう。別の材と

組み合う部材のものも{{在するであろう。

④ 有孔棒 (1603~1609、Pll36) 

穿イLをhする棒状具を括した。穿孔が端部に寮っ

ているものについては、本材が何かの柄であり、そ

れを吊るすための仕 fIのnJ能性がある。

⑤ 箸状細棒 (1610~1615、PL136) 

見すると肉を思わせるような細棒の間が同・

地、1、1ょでまとまって出 1-.し、その・部を図ぷした。令

長24 cm以 L、太さ 6mmの辺材で、断1hi形が円形に

なるよう調柩されている。古墳時代の所廂であり、

袴とはわえられず、 Jjj途は確‘出できない。ただ、出

十地点が欺材の周辺であることから、そのド地にな

るなどの可能性があるのかもしれない 0

⑥ 両端尖棒 (1616~1617、Pll36) 

太めの円棒の両端を尖らせたもの。樹皮も残る丸
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棒の両断を尖らせただけの1616と、両端を尖らせる

とともに中央部も細く削り込んだ1617とがある。

⑦ その他 (1618~1639、PL137) 

I項山の粕刑から漏れる棒状具。両端を欠いている

ものも多く、本来は 1項以①～⑥のどれかに相‘片する

のも含んでいるものと思われる。特に、 1632~1639

は、 aとした先尖棒の可h砂tがある()

以ド、特徴的なもののみ節単にみておこう。

1618は、断面桁l'l形の棒の長弧部に長さ7.5cm程

疫の溝を連続して彫り込んだものである Q

1623は、屈rHlする細棒であるが、削りによる［寧

な仕市が施されている。

1625も、中央部に原材が枝分かれしていたことを

ぷす瘤が存在するが、全体に j・寧に仕上げられてい

る。

(2) 板状具(1640~1731、PL137~141)

厚板か薄板、方形もしくは長 jj形板か長板、ある

いは弧状板、打孔か無孔など、どの屈性に帰するか

によって様々な類別が可能となる。

ただし、出上した形態が本来の状況を貿めている

可能性は低く、また穿孔をもつ場合にも、例えばそ

れが材の側縁部に認められる場合には接合のための

仕市かもしれないし、転）llされた板材の場合には、

穿孔位骰が）じの用途のための仕-'ftで必ずしも用途や

機能を示しているとは限らない。現状での穿孔数が

1個の場合でも、破Jl賓料であれば「単孔板」とは

いえないことも同様である。

以上のような不確定要素をもってはいるが、こう

した不明板材を分別してい＜最も枯本的な要素のひ

とつはその「厚みJであろう。大きさなどは切断し

たりして本来の形状を疫えるのは容易であるのに対

し、肘みを減じるには佐 l而倒な仕事を伴うからで

ある。転川材の原板の場合には、転用1liiの）!l途が建

築材であったものも含まれていよう。

以ドの分類においては、以 J-.のような諸/,(を炉愚

したうえで、多少分類状準に統•性を欠いても、特

徴的な形状や手法の共通項にむIIしつつ、見ていき

たし、（）

① 仕口付板材 (1640~1642、Pll37 ~ 138) 

1640~1641 は、同類である。板材の側面に方形の

快りを聞け、そこに }j形の楔を1/2挿人するし、木



釘で惰める。つまり、楔によって隣接する材と接合

する「仏で、同様の「：法は琴でも晶められたり本材

では、横）j向だけでなく、縦）j向にも lμJ様の予止に

よる仕 11が存在しており、縦にも何らかのものと接

合していたことがわかる。

1642は、板材側縁を台形もしくは長）j 形状に•段

切り治として肘みを減じ、中央部に木釘を通したら

しい小日孔をもっ（）これは、 lri]様の{!:I Iをもった板

材を 2枚繋げ、{J: I I部分で両）jの板の f段洛とした

部分に別材を恢め込み、それに木釘を打ち込んで帖l

定したものと思われる。さらに別辺は端部の表災を

削り沿として佃取りしており、それを別材の溝状存1;

に挿人したものと思われる。

以!・.の材は、人きさ的に建街部材等の人形材では

なく、もう少し小さなものの部材として使用された

ものと思われる。

② 有孔板 (1643~ 1685・1729、PL138 ~ 139・ 

141) 

I? 板か油板、細長しヽ板か輻!l、△ しヽ板、 ガ孔かI11孔、

比較的大きな孔か小さな孔、単孔か複孔、木釘状の

ものを伴うかfrわないかなど、個休によって偏弟が

人きいが、 h・イL部をもつ板材を括した。以ド、特

徴的なものについて述べていきたいぃ

1643~1644は、細い溝を穿ってその両端部を穿孔

する什州をもった板材である。

1645は、 J附な謂鰍につて薄板に{I:Lげ、 2個＾

対の小さな円孔をもつもので、材側面が緩やかに湾

訓したものである。

1649は、中央部に）j孔をもつ比較的原 Fの長方形

の板材で、長辺側縁部に沿って木釘が残る（）

1648~1650は、円形もしくは）j形の H-fL 部とは別

に、側緑部もしくは材のコーナ一部に小孔を打する

ものである。このうち、 1649は、材中央部に力.孔を

穿ち、材の側縁部に木釘を打ち込んだらしい小孔が

u在する。側縁部に穿たれた小孔は、隣接する材と
の紐緊縛接合）llの仕rJかもしれない。

1651は、 4個の小孔が 1E)j形に付心附されており、

脚となる棒状具の日ここの材を骰いて木釘で固定し

たものかもしれない。小孔の穿孔位償が中央からも

偶からもずれているのは、この材が転用されたため

結果化）にそうなったのであろう。
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1683と1684は、 Iり形板に小孔が穿たれたものであ

るし，このうち1681は、側緑部に沿って 2個・,<」の小

孔か穿たれている,_, llll物の可能什もあるが、 1り孔間

の輻かやや不規則である u

レイアウト I・.ではやや離れてしまったが、 1729も

h孔板である 0 小JJ状具による削り後、ヤリカンナ

状の細長い削りが j・術に施されてしヽる（＇穿孔は、） j

形の孔が穿たれ、出柄との隙間をJIHめるための栓か

残る。

③ 柄付板材 (1686~ 1690・1731、PL141)

端部に出柄をもつ板材し機能としては柄孔挿人）jj、

恨篭糾のための仕 Il、別材との繋縛Illなどか想巫で

きるが、特定はでぎなし＼い

1687は、 Ir-:,{i..Jト対称の叫内をもつ｛）

1731は、小形の円板に叫内をもつもので、 ミニチ-―,

アの祭祀具(1りなものかもしれなし＼

④ その他 (1691~ 17 28・17 30、PL139~141) 

I冨山のしヽずれとも決し難しヽ板材であるが、これは

あくまで欠担部を除いた現状での姿であり、欠mm;
分に 1温且に該当するような什 11かあった個体も‘片然

{(在しよう。そういう）、凡では、これはあくまで柩刑

I・. の使廿：的な分類であるぃ

肘みや使111樹種の弟は、転用前の材の付格と伐l辿

するものであろう。本来の大きさが不IIJlな破片資料

の場合、板材の）り［さは漸移的に推移しているため油

板か原板かの境界は暖味であるが、かなり/'/い人刑

材については建築部材の可能付もあろうし、淵帖嗅

跡を明瞭に残す原板のなかには製作途 I・.の木製礼介や

不要となった切り治とし品の 11[能竹・：もあろう u

以ド、特徴的なものについて述べていくぃ

1709は、中央部が凹む緩やかな丸みをもった）'/板

である。何らかのものの背板として使川されたもの

であろうかぃ

1716~1718·1730は、弧状の板材である u /'/さや

大きさにばらつぎがあり、詞じ用途のものとは息え

ない。このうち、 1716は、片面に俎を思わせるよう

な刈痕が1冊数に残っている。

1720も、それ字体は方形系の板材であるが、 部^

に弧状部をもつ材である。

1730 は、 1731 と人き~ さが近似する小さな日板状の

ものであるが、出 l·.11'7 位．が 1730が最 u~りの Ia罰、



1731か古tr¥時代のIIIa Iり1と全く沢なっており、叫内

もなく、別物とみてよかろう u

(3) その他 (1732~1862、PL141~145)

t令iikJしとも板状具とも明確な‘「lj断がつきがたしヽ中

途半端なJi/みをもつものや、 i''I:格不明のもの、製作

過程で不＇梃となった残材笠のうち、代表的なものを

図ぷしたぃ

以ド、特徴的な個体についてのみ、具休的に見て

おこう()

1737は、斜め）j向に穿たれた）jイしをもち、線刻を

もつ，，斜め）j iwJのイLを屯視すれば紡織具の糸:&(糸

枠の腕木）の破片の n}1記付：• もある l)

1741~1742 は小「 l イL をもつ。 1741 には貫通しない

ものがあり、 1712には木栓が詰まっている。 1712の

端部には出納がある，）

1743~1744は、ともに [11] 形態の部材である。片端

i印を欠くが、先端に氣角度叫たりを人れ、ややドがっ

た位附に）jイLを穿っている l)

1747は、両端が•段油く削りだされた断面長）j形

の知しヽ棒状材で、両端を別材に‘ノケ、ノト状に挿人し

たものであろうし，そういう，意味では、接合材とすべ

きかもしれない u

l 750~-1752は、先端部に出柄をもつもので、組み

合わせAの脚状のものかもしれない（）

1753は、断面V字状の細長し、材である o luJ材を連

帖していくためのイj:f lとして、片端部に出柄、もう

片端部に 1りイしをもつu

1751~-1762 は、 fllf 凸が作りだされたり、オたりが人

れられたりした材である u このうち 1761~1762 は、

内端部を欠くため仝長は不明であるが、断面長 }j形

の棒材に）j形のブロノク状のものが定間協で作り

だされたものである u

1763は、先端部の油く削られた部分に木栓が人っ

ているぃ

1769は、紺み合わせ部材である。断面がT字形に

組み合うが、断面逆U字形の描材に縦材を挿入して

木釘で惰める形態をとる。紡織閃係の機織の＾部か

もしれない l)

1781は、日柱材を削り込んで身部の短い横槌状の

ものをふたつ辿結したよろな特異な形状をとる。脚

部に相渭する部分の断面は力形である。
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1794は、小さいながらも非常に粕巧なもので、辺

材利川の小さな棒状具の先端を薄くし、軸孔を穿っ

て細い棒を挿人したものである。仕上げも j亨で、

何らかの部品であることを窺わせる Q

1795は、両端部を太くして中央部を細くした断面

日形の材で、これで尤形品である。両端を太くした

ことは、中央部に何かを巻き付けたような機能を想

定させる。

1897は、 1,I,j端部内側に快りをもつ材である。円形

枠杯田ド駄の横木の可能性もある。

1801は、断面'Y:『l形の細長い材の L面に溝が彫ら

れたものである Q

1802は、材目体にはあまり特徴がなく残材的様相

もあるが、製作時の利器の対の・単位．が明瞭に観察

できる。

1807は、日柱状の材の両端をはつり落として、中

央部は樹皮を糾いだ状態で残したもので、中央部に

利器による刻みがN在する。これが、紅図的なものと

した場合、人rtti状の刻みといえなくもない。

1808は、長）j形材の木表を利用して中央部を凸状

に削り残したものである。長辺部の片側側縁部のみ

に2ヶ所木釘をもつ。枇状のもの、あるいは建築部

材の大りI状のものになる可能性もあるが、確定はで

きない()

1809は、中央部を細い把手状とし、両端部を裾広

がりの平面台形の板状とした特異な形状である。長

軸 }j向に反り返っている。

1810は、スコップ形の形状で▲見すると組合せ鋤

のような平面形をとるが、使川樹種が針飽樹で、ま

た全くカーブのない形態的にも農具とするには無即

があるものである。出柄に穿孔をもち、それと1A:交

した肩部をもつことは、ここに平lll_な別材を％てて、

案状の台として使用したかもしれない。その場合、

ト部の尖った部分は、地中に危し込むための{!:itで

あろうか。

1815は、）j形の板状材であるが、片[(Iiが滑らかに

緩く在められており、盤状のものの可能性がある。

1848は、断面がて角形になるものは、柾 fI板を取

ろうとしてミカン割した材をそのまま柩形せずに放

窮したものであろう。そういうてんでは、残材とい

うことができる。



1856-------1858は、枝を切り落としただけであり、こ

れも 1-_記同様、残材的なものであろう。

第 3節 SR2出土木製品

SD2は、北側を東流する、も登茂川が形成した低

湿な落ち込み状遺構で、 SD1もここに流れ込んだ

ものと判断される。そういう点では、 SD1 と-~

の遺構ということができ、贔的には SD1にはるか

に及ばないが、同様の組成をもつ木製品群が出 I:し

ている。

以下、前述した六大A遺跡の木製品分類に従って

解説していぎたい。なお、贔的に少ないので、各々

を順に追って概説することとする。

一 農具

耕起具、田ド駄、編具がある。

耕起具としては、広鍬未製 1~i1 とナスビ形曲柄鍬が

ある。

広鍬未製品 (1863"--'1864) は、ともに本遺跡分類

の広鍬C類としたものの未製品と思われる。

ナスビ形曲柄鍬 (1865) は、笠部の破片である。

破片が小さく、平鍬になるか又鍬になるかはわから

ない。平鍬とすればB1類、又鍬とすればB類もし

くはC類になるものであろう。

LIJド駄としては、単純田ド駄 (1866)がある。側

縁部を山形とする。足の形状にあわせ、円孔間の輻

の広い）jが前になるのであろう。

編具は、木錘のみが#在する (1867"--'1868)。と

もに、 A類とした中央部を削り込んだ鼓状の木錘で

ある。

2 工具

該当するものは出 f:していない。

3 紡織具

紡錘車、糸巻、織機が 1点ずつ出J:している。

紡錘車 (1869) は、 B類とした断面形が台形を尼

するもので、 SD1出 Lの381"--'382に比べてやや}'f

みがあり、やや古い要索が見られる。

糸巻 (1870) は、紹かけの支え木である。軸棒と

組み合う中央部が SD 1 /H I: のものに比べてやや丸
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みをもっている。 1871は短太の糸枠である。

織機 (1872) は、経（布）巻具もしくは中筒と思

われる断廂桁lり形の細長い材である。

4 容器 (1873~1877、Pll46) 

曲物 (1873~1877) のみが該門する。

1873はG類、側板 (1875) と底板 (1876'"'--1877)

は側面からの釘接合タイプである H類である o 1874 

は、底板側縁部の際に 1リ孔があるが、接合形態はい

まひとつ不明である。

5 家具

該％するものは出十していないc

6 武器・武具・馬具

該％するものは出七していない。

7 祭祀具 (1878、Pll46) 

形代様のものが 1点存在する (1878)。

形状的に］］の把部分とすれば））形であるが、やや

原みがある点と鍔もしくは鞘口に相％する部分が 2

か所ある点も気になる。あるいは全く別物の可能性

もある。

8 楽器

該％するものは出 Lしていないり

9 装着具 (1879、PL146) 

ド駄が 1点出十している (1879)。

SD  1では出卜例のなかった弟し歯式のド駄であ

る。台に溝を穿って歯を差し込むが、さらに歯の I・.

面に前歯は左右対称の 2個、後歯は台部の中央軸に

沿った 1個の出柄をもち、台部溝に穿った）j孔と柄

接合する。

口 口
図50 差歯型の下駄模式図



10 運搬具

該当するものは出土していない。

11 土木・作業用具 (1880 ~ 188 1) 

11/Jき板状のものが2点存在する (1880~1881)。

柄に相当する部分がやや偏平で、否定的要索も残

るが、府部が撫で屑状を星するため脚等ではなく 、

本類と判断した。ただし、叩き板としても、 『木器

艇成』 も想定するように、製陶具に限定できるもの

ではない。

12 食事具 (1882、PL146)

匙 1点が該当する (1882)。

柄から身へ屈曲しつつ連続的に推移するもので、

身は楕円形で桟い。 『木器集成』のいうところのB

11類ということになろうが、例示されたものにはあ

まり合致するものがない。

13 発火具

該当するものは出土 していない。

14 漁榜具

該当するものは出土 していないc

15 船

該当するものは出上していない。

16 建築部材 (1883~1886、Pll46)

壁材かと推定される板材 (1883~1885)と、垂木

(1886)が出土 している。

： ― i:.:-r--.... 疇1';、
I 

写真10 木製品調査風景

ヽ
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壁材は、ともに斜め方向の切り落としがあり 、妻

随板の可能性がある。

17 木樋 ・木樋状木製品

該当するものは出土 していない。

18 接合補助材 ・栓、把手 (1887~1888、Pl146)

(1887~ 1888) ともに欠損部があるが、挿入部が

段をも って菊くなるAl類としたものである。

19 木蘭・木札状木製品

該当するものは出土していない。

20 杭材

図示 しうるほどのものは出士 していない。

21 不明品 ・残材 (1889~1901、PL146)

以下、代表的なものについて個別にみていこう。

1889は、方形厚板の一辺に扶りを入れたものであ

る。板の片師は緩やかに湾曲しているのに対し、逆

面は平坦に仕上げられている。

1890は、組み合わせ部材である。平坦面の部分に

別材を当てて、木釘で留めたものであろう。

1891は、｝耳板であるが、T寧な作りである。

1892は、小さな円形板である。

1893は、円形の小孔をもつ有孔板である。

1894は、先端を丸く仕 I-げた断面）i形の棒状具で

ある。何かの柄であろう 。

l899は、丸木材を面取りして頭部を坪きでさせた

有頭棒である。

写真11 木製品調査風景



III 木製品のまとめと考察

今日の木製品糾は、パ人:A遺跡人・溝SD1及び111

河道SR2出 I・.の木製品を対依とした。これで、パ

大 A遺跡出 1~木製品の人部分を占める。本丸所収分

以外の木器には、大溝SD1のrH側に展開する古代

～中 jll:柏落に関わる井Jiから出 I:した櫛や袴などの

H常用具類、それに古代以降の掘立柱建物柱根があ

るが、いずれも少贔で、これらは後 FIJの『追構・追

物編』で報告するf定である。

前節でみたように、八大A遺跡SD1やSR2で

は、弥生時代後期～中 1仕までの多種類にわたる木製

品が人:~:に出 I・.した。これは、今後の％地域を代表

する木製祉賓料となるだけでなく、 ー括して、ある

いは個別に、他地域出上の資料と対比するためのひ

とつの~~ となりうるものである。

個々の賓料の分類視｝、1、~、や特徴、詳細は、前節の

『木製品の解説』や遺物観察表でかなり細かく述べ

たので、ここでは、全体的なまとめと、解説の部分

では甚き切れなかった個々の遺物に関する店 rの朽
察を行いたい。

第 1節 六大A遺跡出土木製品の特徴

さて、今回図示した SD1およびSR2出卜.の木

襲伯は、掲載点数1901点に及んだ（）杭類やあまりに

小片のもの、政{(状態の悪いもの、性格不明の板材

や棒状木製品については図化を見送ったものもある

が、川途が明らかなものや用途不明でも加 Lが明瞭

であるものはほぼ網羅できたと思う。そこで、出ト

木製品群の令休的特徴を把握するため、以下、その

概要や特徴を項11別に甚ぎ出すことにする。

1 存続時期

木製品の時期は、弥生時代後期（ごく •部中期最

終木にくい込む可能i'tを残す）から占培時代中期ま

でを中心とするが、木簡や曲物、下駄などに古代か

ら中 ILI:に所属するものも含む。残された木器の組成

には時期的な差異があるが、曲物や下駄などは古墳

時代からの刑式学的な連続性が辿れるものもある()

従って、時期による木器の組成や祉に＇斐化はある
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ものの、八人:A遺跡では弥牛II、『代後期から中 Ill:にし、

たるまでほぼ連続して,,i] . 場所に木堺が投窮され統

けた牡異な例ということができる（）このことは、 I・ 

悩でも同じようなことがいえようぃ

2 木器組成

前述のように、出 I・.遺構が111inf直や人溝であり、

多少のF:i'i位的な此乱もあろうが、木製血＼の時期によ

る全体的な推移をみるため、大雑把ではあるが出 I・

した罰位をもとに木製品の器種別の (i分率比を算出

したぃ

これによると、不明1',i',と杭を除く出 I・.木製:11ii1を全

休としてみると、 N~III/r;,'j (弥牛時代後期～古1ftII、1'

代前期が中心）と I...__/11/'i"t (古瑣時代中期から古代

以降、 I /曽は中 1仕であるが贔的に少ない）とでは、

t体的に出 I:する遺物に明らかな／虻化が{(在するこ

とがわかる u すなわち111i者では、木襲砧の組成が最

も高率なのは建築部材であり、次いで嬰具、祭祀几、

容描、紡織且．の順となる。これに対し、後者では容

沿が最も多くなり、次いで農具、建築部材、装石几、

紡織具、祭祀具と続く（）

どちらの時期も建築部材が多いのはパ人A追跡の

特徴といえる。建築部材、なかでも掘立柱建物部材

の出士が多しヽことは、近傍に首長Jけ弁n笠の首長1月連
逍構群が存・在することを f測させる()

建築部材以外のものについてみると、古い時期は

農具が多く、新しくなると仙物t体の容悩に i::体が

移ることがIIにつく 0 これは、 I・II罰から1川物）氏

板が多く出!・.したことに拠るが、このことは、 『木

器集成』が指摘する 1原始から古代への木器組成の J:

体の劣化と対応している。なお、 I...__. 11 /¥刈で装祈具

が多いのは、下駄が大鼠に出 I:したことに拠ってお

り、なかでも古瑣n、fj:代に属する古いものも多いのは

前述のとおりである。

また、全体吊が多いため百分半比としては 1%以

下となってしまうが、パ大A遺跡では多種多様の木

襲 'rんの種類・器種がひと通り出 1-.していることも特

徴のひとつといえよら 0 そのため、全休としては、



1 農具（耕起具） 178 9% 

農具（その他） 199 10% 

2工具 ， 1% 
3紡織具 71 4% 

4容器 340 18% 

5家具 39 2% 

6武器・武具・馬具 32 2% 

7祭祀具 124 6% 

8楽器 ， 1% 
9装着具 45 2% 

10運搬具 12 1% 

11土木・作業用具 7 0% 

12食事具 12 1% 

13発火具 8 0% 

14漁携具 7 0% 

15船材 14 1% 

16建築部材 370 19% 

17木樋 7 0% 

18接合補助材・栓把手 33 2% 

19木簡・木札状木製品 ， 1% 
20杭材 50 3% 

21不明品・残材 326 17% 

1901 100'1' 

1 農具（耕起具） 143 15% 

農具（その他） 95 10% 

2工具 3 0% 

3紡織具 29 3% 

4容器 58 6% 

5家具 21 2% 

6武器・武具・馬具 18 2% 

叶祭祀具 90 10% 

8楽器 6 1% 

引装着具 3 0% 

10運搬具 8 1% 

11土木・作業用具 4 0% 

12食事具 ， 1% 
13発火具 3 0% 

14漁携具 1 0% 

15船材 6 1% 

16達築部材 245 26" 

17木樋 3 0% 

181接合補助材・栓把手 13 1% 

19木簡・木札状木製品 1 0% 

20杭材 42 5% 

21不明品・残材 148 16% 

949 100% 

礼農具（耕起具） 32 4" 

農具（その他） 101 11% 

2工具 6 1% 

3紡織具 38 4% 

4容器 277 30% 

5家具 18 2% 

6武器・武具・馬具 14 2, 

71祭祀具 33 4% 

8楽器 3 0% 

91装着具 41 4% 

10運搬具 4 0% 

11土木・作業用具 1 0% 

12食事具 2 0% 

13発火具 5 1% 

14漁携具 6 1% 

15船材 8 1% 

16建築部材 121 13% 

17木樋 4 0% 

18接合補助材・栓把手 18 2% 

19木簡・木札状木製品 8 1% 

20杭材 8 1% 

21不明品・残材 165 18% 

913 100'11i 

杭材

木簡・木札状木製品

接合襦助材・栓把手

木樋

木簡・木札状木製品

出土木製品組成 SD1・SR2

出土木製品組成 SD1ill層(IV層含）

不明品・残材

出土木製品組成 S01I・II層

不明品・残材

家具

一ーエ具

紡織具

農具（その他）

工具

紡織具

容器

武暑・武具・属具

杭材
農具（耕起具）

農具（その他）

接合補助材・栓把手

木樋

建築部材

船材 ， 
漁携具 I 
発火具 ＇ 
食事具 ， 

土木・作業用具 ， ＇ 

運搬具

装着具

楽器

家具

武器・武具・馬具

祭祀具

ー＿— 工具

--
紡織具

※ただし、 7・祭祀具のうち武器形集中区から出土した）J形、鑓形は総点数44点あるが、それらはちょうどII~田層の間から出土し、「 II層F部~ma層上面Jとして
取り卜げた。伴出した士師器高杯は、古墳時代前期末から中期頃の所産と思われるが、本表の中ではm層に含むものとして扱っている。従って、この•群の帰属が
実際にはII層ということであれば、 m層の祭祀具の割合は低下し、逆にII層は増加することになる。
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あまり特定器種に偏在することがない。

3 製品と未製品

六大A遺跡で出士する木製品について、製品と未

製品（製作途中の失敗品も含む）という視点で分類

すると、意外と未製品が少ないことに気づく。

特に農具の耕起具をみた場合、弥生時代後期を中

心とする大溝SDlIIIb層では．噌部の直柄平鍬（本

書分類の広鍬c類）や鋤に少量の未製品もあるもの

の、平鍬の大部分や曲柄鍬など直接大地を打焙する

耕起具の類は基本的に製品のみの出士であり、 IIIa 

層より上の層（古墳時代以降）になるとほぼ全てが

製品ばかりになる。つまり、耕作の基本となる鍬

（特に舟形隆起を作り出すタイプ）そのものは基本

的に六大A遺跡では製作が行われておらず、製作専

従遺跡で作られた製品が専ら供給されていたことを

窺わせている。その場合、弥牛時代後期段階で自家

牛廂された仏鍬C類（舟形降起のないタイプ）は、

他の［直柄平鍬よりもやや格の落ちるものであった nJ

能性もある。

これに対し、多数の未製品が存在するのは、泥除

や横鍬などの類である。このことは、耕作において

は副次的なN在である泥除や横鍬については、集落

毎にアレンジして組み込むことが一般的に行われた

ことを窺わせている。なお、鋤も未製品がある。

案や槽、曲物、武具類、下駄等といった主要器種

についても、鍬類と同様、甚本的に未製品の出士は

ほとんどないことから（容器の未製品がごく少量あ

るが、定刑的な槽ではない）、これらも製品の供給

を受けていた物品群ということができる。なお、建

突部材についても、転用されたものはあるものの、

確実な未製品は確認できない。

逆に、多少なりとも未製品が存在するものに竪杵

があり、木錘も 1点ではあるが未製品が存在する

（転用は比較的多い）。こうしてみると、収穫川農

具や編具には未製品（それに転用品）があり、日家

牛産も行われたようである。

このような状況は、弥牛時代後期以降の遺跡であ

ればパ大A遺跡以外の周辺の遺跡も同様で、横鍬や

泥除を除く鍬で木製品がff:在するのはやはり広鍬c

類だけで、その他の鍬未製品は曲柄鍬を含めて令＜
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出 t・.していない。

以上のことから、納所遺跡など弥牛時代前中期に

は集落もしくは拠点集落毎で製作されていた農具な

どじ要木器は、遅くとも弥牛時代後期以降、製作に

おける専業化が一般化し、特定の製作逍跡で集中的

に牛産されるようになるものと思われる（註 1) 。

註

(1)これに関しては、別稿で触れた，穂栢裕l¥I弥生時代から占墳時代

の木器生産体制について一三重県内の諸遺跡からの糸描ー」『研究紀

要』第 9号 ：．屯県埋蔵文化財センクー 2000 

4 特殊遺物の位置づけ

本遺跡で確認される木製品のうち、どの遺跡でも

一般的に出士するものではない、というものに飾 I5・

J)装具類・鞘.A百．鐙等の武器・武具・馬具類、非

構造船部材、古墳時代に屈する横櫛などがある。

また、必ずしも珍しい遺物ではないが、本遺跡出

士のような人:Iiの出!・.が珍しいものに琴、 ド駄、扉

板がある。

このうち武器・武具・馬具類の出 I:は、本遺跡が

武器を保有する首長附に関わる遺跡であることを端

的にポすものである。扉板の大贔出 I:についても、

他の掘立柱建物部材の出士とともに、近傍での介fr¥.

をはじめとする掘立柱建物群の,{{在を f測させ、竹

長層との関連を窺わせている。

琴は、神マツリの道具として、））形等の祭祀具と

同様、祭祀に使用された可能性がある。琴は、 『古

＊品』神功皐后段では「沙庭」 （サニワ）と呼ばれ

る祭祀の場において、貞夜中、神を招き寄せる依代

として使われている。人物埴輪のなかにも「弾琴男

子」と呼ばれるものがあるのをはじめ、古代中国で

は「伯牙弾琴鏡Jにみるように神仙思想とも深く関

わり、礼学の基本となっている。従って、昇はたん

に充器であるだけでなく、その日本での出現の‘竹初

から祭佐と深く閃わっていたものと思われる。従っ

て、六大A遺跡で複数の琴が出 I:したことは、その

祭祀がある時期大規模に、あるいは長期間祭祀が継

続されていたことをポ唆するものである。そして、

記紀等の文献でぷされた琴弾人物が全て閻位の人で

あったことを芳えると、六大A追跡での燐を使Hlし

たであろう祭祀執行者も竹長罰以 1-.の人物であった
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図51 横櫛出土の土器溜

のではなかろうか。

横櫛についても、闊杯と杯のみで構成された土器

祁から・括して出 I・.したことを屯視すれば、これも

最終的な廃窮形態では何らかの祭祀に使川されたも

のの可能性がある。

古墳時代の描櫛は、現在のところ八尾巾小阪合遺

跡のものに次いで LI本で 2番目に古いものである。

小阪合遺跡の横櫛が櫛日が太くて間隔の広い縄文時

代以来の縦櫛の系譜に屈するとされる（註 1) のに

対して、本例は櫛11間尉も狭く、刻歯間隔を狭くす

る新しい技術によって製作されている。こうした特

徴をもつ横櫛は、金鈴塚など韓国の遺跡から出十．す

る横櫛とも共通しており（註 2) 、本材が刺鮮'I':島

系の新技術の導人によって製作されたことを窺わせ

ている。その場合、パ大A遺跡からは東日本屈指の

吊となる人贔の初期須恵器や韓式系士器が出 Lして

いることから、それらとともに横櫛も人ってきたの

ではないかと思われる。なお、後述のように、この

時期のド駄についても、大陸系の技術伝播の可能1牛

も含めてもう少し検討する必要がある()

面岸線の遺跡ではないにもかかわらず準構造船部

材が出 Lしたことは、当地の遺跡立地を考えると解

決の糸 11が見つかる。すなわち、遺跡脇を流れるよ

登茂川は、近年まで洪水を繰り返す暴れ川であった

が、これは現在の三爪大学付近から北へ砂堆が発逹

し、これに阻まれるように河11部が胄袋状に狭窄し

ていたためで、古い時代にはその内側に広く水が祁

まるか低湿状になっていたようである。こうした状

況は、この砂堆上に鎖）枢する逆）II神社という神社の

社名（ここでは、小川が油印とは逆の方向に流れる）

や、付近に］留め池が多いことからも如実に示されて

いる。また、地元の伝承では、かつては河口からちょ

うどパ大A遺跡付近まて舟が遡 1-:したことを伝えて

いる（註 3) 。こうしたことから、この準構造船に

ついても、六大A遺跡まで遡 1-.してきたものと思わ

れる。その場合、志登茂川に続く落ち込みと思われ

るSR2ではなく、そこより地形的に翡く、船の遡

ト＿が不可能な台地斜面にある SD1から本材が出十．

したことは、本材が解休され、転用されたことを示

しているのであろう。

下駄の大贔出 I:については、現時点での明確な回

答を持ち合わせていない。出/-.層位や前章でみた刑

式学的検討からも六大A遺跡ではド駄は古墳時代中

期には出現しているのは確実で、橋坦内遺跡でも l

点ではあるが古瑣時代のド駄が出卜＾している。六大

A遺跡の場合、古墳時代中期がド駄の出現の両期と

なるが、この時期は人大A遺跡を特徴付ける遺物で

ある韓式系十器と初期須恵器が出現する時期でもあ

り、 ド駄の大鼠出 1-.もこうした渡来系文物の出現と

軌を仁しているのは胆味深い。ただし、 ド駄の出

現については古墳時代中期よりも遡ることが静岡県

の調在例から指摘されており（註 4) 、今後、人陸

の類例も含めてさらに追求していかねばならない課

題であろう。

註

(I)坪田真一 I小阪合遺跡第20次調介 (KS91-20)」 『八尾市埋蔵文

化財発掘調在報告7』似）八尾市文化財調仔研究会 1993 

(2)朝鮮総督府『大正13年度古蹟調介報告』 1924 

(3)舟が遡1:していたことに関する地元の伝承は、以下の通りである。

「八人院（寺院、パ大A遺跡の隣接地）にかつて大きな松があり、

それを H印に下まで舟が遡卜ししてきた。その松は既に大門の観音さ

ん（津観音）の用材として切り伺された」

(4)松井一明「占墳時代の下駄について」 『坂尻遺跡ー遺構・総括編ー』

静岡県袋井市教育委員会 1995 
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第 2節個別遺物の考察

1 六大 A遺跡出土の耕起具について

六大A遺跡出 I・.の耕作Jlj農具（耕起具）は、ナス

ビ形tllI 柄鍬の•部がやや時期的にドる i!J 能件がある

のを除き、そのほとんどが弥牛時代後期から古瑣時

代までのI恥廂である。この資料群は、人溝やII1{11f道

出 I・.の賓料という制約上、ある程度罰位的な所見が

あるとはいえ、厳密な時期限定ができるわけではな

し、 u

しかしなから、 lri]・遺構でこれほど長期間にわた

る遺物が出卜することも珍しく、 lri] ・遺跡における

農具組成と各々の追物の窒遷について、一定の指針

を得ることも可能と思われる u

ここでは、遺物臼体の HjlJ_ 式学的な組ダlj 関係と出！••

l曽If;の状況を対比して人雑把ではあるが六大A遺跡

における耕起共の様相をまとめるとともに、ナスビ

形曲柄鍬についての竹Tの検吋を行う。

(1) 出土した耕起具のまとめ

まず、パ大A遺跡から出士した耕起具の全体的な

な様相についてまとめると、以Fのようになろう。

a 直柄の平鰍は、狭鍬も含めて複数タイプ{+在

するが、狭鍬は贔的に僅少である。弥'/:_時代

後期～占瑣時代初頭 (IIIbl曽）に J~体をもつ

が、 •部は古爪時代 1J1i 期まで介：続する可能 1''1:

がある。

b 1l'i: 柄の又鍬はごく少数しか存在せず、又鋤に

ついても組合せ式のものがごく少数{{在する

にすすぎなし＼（）

c 棒軸タイプの川］柄鍬は、 1点だけ出 t・.した曲

柄又鍬も含めて、樋 I・.昇氏いうところの「東

而系曲柄鍬I UI: 1) である。弥'/:_時代後期

～古瑣時代初頭に1J本があるが、古瑣時代前

期にもff=続する。

d 棒軸形ともに、ナスビ形1111柄鍬も{{在する。

弥牛時代後期に出現し、贔的には減少するも

のの、少なくとも占墳時代いっぱいは什続す

る（特に又鍬、さらにドる可能性打り）（）

e 棒軸形間柄鍬、ナスビ形間柄鍬ともにいくつ

かの形態弟があり、年代的な疫遷を推測させ

る。
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f 忙［松j'!勺鍬0) ・ii[; (広鍬c粕）、横鍬、北除、

鋤は未製r'iirが什在するものの、 Ji!・形1;糸起を竹

り出すタイプの、ド鍬や東而系・ナ人ヒ形を合

め仙柄鍬の未製礼礼は現11、fい、¥では確認、してしヽ な

し¥')

g 拭的には少数であるが、弥牛時代後期～占瑣

II、『代初頭の時期には「払しヽ鍬 1 とした特殊な

耕起几が組成する，、）

h f黄鍬は、古瑣時代前期に時期的じ休をもつよ

うであるが、その削の時期にも店「｛臼生する

らしし、い

泥除は、 l仇柄広鍬に怯:liするタイフ (A粕と

したもの）が弥牛 II、『代後川1~ 古爪時代初珀に

時期的 I::体をもち、横鍬に拭石するタイフ

(B類としたもの）が様相的には新しく占lf't

時代肌期に時期的じ体をもつ， 9

組合せ、ド鋤は、弥生時代後期～占1ftIIか代初頒

にじ体をもつが、 •木平鋤はややト・った時期

まで残{{するらしい。

以 l・.のうち、 bとcから、本地域では、すでに位］、

生時代後期の段附でナスヒ形!Iii柄鍬が耕起具の組成

に加わっていて、 「東面系,,叶内鍬 Jと共イ‘「する状況

が窺える（）これは、尾張以東の状況とはIIJJらかに異

なっており、こと農具に閃するかぎり、尾眼地域と

lnJ・ 歩調は取らなしいしかしながら、ナスヒ形11/1柄

鍬の{{在を除く耕起具の特徴は東面的であり、耕起

具に閃する限り、本地域は尾張以東の東而地域と 1JL1

方の近畿地域との中間的な組成をもつ地域であるこ

とが確認できる，J

(2) ナスビ形曲柄鰍の型式学的検討

六大A遺跡では、直柄、ド鍬は狭鍬を含め 4種粕を

確認、したか、これらは出 1-./~位に拠る限り l11111、『期に

併{{していた可能性が闘く、年代(1':11lii後関係という

よりは 1口J~地域における形式凡の可能竹：が，介iいもの

と思われる（）

これに対し、 1111柄鍬については、その形態的特徴

の泣異や個々の遺物の所属／曽）f; から、全てがlriJ・時

期の所産というのではなく、 うじ利度の時間伽があ

り、その時間的な連続M:が辿れるものと思われる()

特に、ナスビ形曲柄鍬については、 •定の笈化の }j

向のもとに刑式の組ダljが組めるものと思われる（）こ



1直柄平鍬 25 14% 

2直柄又鍬 2 1% 

3横鍬 8 4% 

4泥除 29 16% 

5えぶり 3 2% 

6棒軸形曲柄平鍬 19 11% 

7棒軸形曲柄又鍬 1 1% 

8ナスビ形曲柄平鍬 14 8% 

9ナスビ形曲柄又鍬 30 17% 

10曲柄鍬の柄 10 6% 

11払い鍬 2 1% 

12一木平鋤 6 3% 

13組合せ平鋤 8 4% 

14 組合せ又鋤 2 1% 

15 不明鍬鋤類 19 11 % 

計 178 100% 

1直柄平鍬 22 15% 

2直柄又鍬 1 1% 

3横鍬 6 4% 

4泥除 26 19% 

5えぶり 2 1% 

6棒軸形曲柄平鍬 18 13% 

7棒軸形曲柄又鍬 1 1% 

8ナスビ形曲柄平鍬 9 6% 

9ナスビ形曲柄又鍬 25 17% 

10曲柄鍬の柄 3 2% 

11払い鍬 2 1% 

12一木平鋤 4 3% 

13組合せ平鋤 8 6% 

14組合せ又鋤 2 1% 

15 不明鍬鋤類 14 10% 

計 143 100% 

1直柄平鍬 1 3% 

2直柄又鍬 1 3% 

3横鍬 2 6% 

4泥除 3 9% 

5えぶり 1 3% 

6棒軸形曲柄平鍬 1 3% 

7棒軸形曲柄又鍬 0 0% 

8ナスビ形曲柄平鍬 4 13% 

9ナスビ形曲柄又鍬 5 16% 

10曲柄鍬の柄 7 22% 

11 払い鍬 0 0% 

12一木平鋤 2 6% 

13組合せ平鋤 0 0% 

14組合せ又鋤 0 0% 

15 不明鍬鋤類 5 16% 

計 32 100% 

耕起具の組成 S01・SR2

組合せ又鋤—

組合せ平鋤＼ 不明鍬鋤類

ー木平鋤

払い鍬

曲柄鍬の柄

直柄平鍬
I 
直柄又鍬

鵬 ー 横鍬

， 泥除

えぶり

， 棒軸形曲柄平鍬

1 棒軸形曲柄又鍬

耕起具組成 SD1ill層(W層含）

組合せ又鋤

組合せ平鋤

ー木平鋤

払い鍬

曲柄鍬の柄

不明鍬鋤類

棒軸形曲柄又鍬

直柄平鍬

饂

直柄又鍬

横鍬

立囲柄又負

し曲柄平勤

棒軸形曲柄平鍬

一

泥除

えぶり

--~~j 

耕起具組成 SD1I・II層

不明鍬鋤類

組合せ又鋤 直柄平鍬
直柄又鍬

組合せ平鋤
横鍬

ー木平鋤 ..... ．．．．．．．． 泥除
払l,ヽ鍬 .. ,',•:-•:•:•: 名：名：名：：-:-:-:-:-.. えぶり

棒軸形曲柄平鍬

曲柄鍬の柄 捧軸形曲柄又鍬

ナスビ形曲柄平鍬
ナスビ形曲柄又鍬
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こでは、そのことについて検討を加えたい。

パ人:A遺跡で出土するナスビ形曲柄鍬は、平鍬

（狭鍬）と二股鍬だけで、三叉鍬は少なくとも現状

の資料には#在しない。

これまでナスビ形曲柄鍬に関する分類は、 『木器

集成』や石川条里遺跡（註 2) で行われているが、

それらでは刃部の最大径の位骰やその形状に最も多

くの注意、が払われているようである。しかしながら

六大A遺跡出士賓料を観察する限り、ナスビ形曲柄

鍬を分類するうえで最も注 Hすべき点は、平鍬・又

鍬とも笠部直下の括れ（扶り）の布無及びその度合

いであろうと考えられる。もちろん、 『木器集成』

等でも、それが考慮されていないわけではないが、

特に時間軸としての刑式分類を行う場合、笠部直ド

の形態が時間差を最も反映する、ということが第＾

義的に考えられるべきことと思われる。

従って、少なくとも伊勢湾西岸地域の場合のナス

ビ形曲柄鍬の分類は、笠部直下の形態が時期区分に

おいては規定的要素となる。その他の要素は、それ

よりも分類視点としてはやや弱いものとなるか、あ

るいは時間的疫化ではなく、用途や機能、使用形態

といったものに起因する偏恙であって、また別の意、

義をもつものと判断したい。

六人:A遺跡におけるナスビ形曲柄鍬の時間的度化

は、笠部直ドから外側に内湾しながら巻き込むよう

に伸びていたメ）部に括れ（扶り）が人っていく過程

として理解できる。

具体的には、細かく見ていくと以ドのようなー系

列的な刑式組列として説明できる。

a 笠部直ドに括れはなく、笠部直ドから刃部が

a
 

b
 
c
 

d
 
e
 

図52 ナスビ形曲柄鍬笠部の変遷模式図

Cニニニ〕

゜
15cm こ こ

図53 上野市森脇遺跡出土のナスビ形曲柄又鍬

外側へ巻き込むように内湾しながら伸びる

b 笠部直ドのメ］部がやや［自線的になる

c 笠部貞ドのメj部に緩やかで輻広の括れが人る

ようになる（換□すれば、外側に反る）が、
それが稜をもって区両されるほど明確化はさ

れていない

d 笠部直ドの括れは明確化し、明瞭な稜で刈部

を上ドに区分するようになる

e 笠部直下の括れは、急角度の「袂り」といって

よいほど一点に集約化される

六大A遺跡の資料に拠るかぎり、ナスビ形間柄鍬

の組列は以上のように柩則できると思われる（前述

の『木製品の解説』のところでは、出述の｛吏廿： I・.、

a と b 、 c と d をそれぞれ•括し、前者を A 類、後

者をB類として扱っている）。組列としては、 aか

らの疫化でも、 eからの度化でも説明は可能である

が、 aが出 1-.m位でもド料を中心に、 eが I・.罰から

の出 Lが多いことなどから、 aを古く、 eを新しく

杓え、 aから eに向かって刑式究遷していく、と思

われる。

なお、 dの段階から、メ）部下部の両側縁は平行し

てドに伸びるようになる，a

この dの段陪は、ナスビ形曲柄鍬の歴史のなかで

も画期になる時期であり、この段階の途中から、鉄

刃装着のためにガ部下部の両側縁を山形に尖らせた

形態のものが出現する。また、パ人A 逍跡で北陸系

の鍬身中央にスリットを開けたタイプのものが出 I・.

するのもこの時期である。
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それぞれに時間的な位骰をりこえるとすると、 a---..... 

bは六大A遺跡でも IIIb層を中心としたIII層でも古

い部分を中心に出 j:することから弥生時代後期～古

墳時代初頭の年代が—りえらる。

dはU字形の鉄刃装着用のものを含むという特徴

から 5i仕紀に存続時期の—•端が求められる。また、

パ大A遺跡の南側に所在する橋垣内遺跡（県道調在

部分） B地区川 3では 5世紀の士器と共伴している

こと（註 3) も、年代推定の一端となろう。

eは、上野市森脇遺跡では飛鳥時代後半 (8世紀

初頭）の遺物と共伴していてこの時期まで残ること

が確認できる（註 4)。

cについては、 bとdの間、すなわち古墳時代前

期に#続時期の改端をり・えたい。

なお、 『木器集成』所収のナスビ形曲柄鍬の実測

図を見るかぎり、上記の諸点は他地域においてもあ

る程疫は同じ歩調をとるものと推定されるが、地域

によっては aや bのような古いタイプが新しい時期

まで残存することもあるようである。

註

(1)樋し昇 1木製農耕具研究の一視点ーナスヒ形農耕具の出現から消滅

まで一」 『考古学フォー ：7ム』 3 1993 

(2)f::]肘貞之『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書15ー長野

rli内その 3一石川条用遺跡 第3分冊』長野県埋蔵文化財センター

ほか 1997 

(3))11 巨逹也•紀平みどり『津巾大里窪田町 橋垣内遺跡』 （現地説明

会資料）一：厘県埋蔵文化財センター 1993 

(4)平成JC年度に二重県埋蔵文化財センクー調育。森）II常原氏より実測

図の提供を受けた。

2 出土遺物にみる高機出現の可能性

木製品が出 I:する遺跡の弥生～古瑣時代の木製品

で、 「紡織具」として報告される部材は比較的数多

いが、これらには糸を紡ぎ、紡いだ糸を巻き取り、

さらにその糸から布を織る、という様々な段階の道

具（部材）を寸舌して紡織具に措いている。

このうち、糸を紡ぐ道具としての紡錘車と、糸を

巻き取り、また巻き取った糸を保持しておく道具と

しての糸巻（桂、紹カケ、タタリ、糸枠）について

はそれぞれ詞材として認、定されることが多いが、布

を織る道具としての機織は、出 1-.遺物として認定す

ることはなかなか難しい。これは、％時の織機の実
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態が現状では不明であることが大きい。

弥生～古墳時代の織機は、最も、ンソプルな形態で

ある原始機の他、ある段階で地機、さらに高機も加

わったとされているが、原始機においてすら、 『木

器集成』も指摘するように、 「これなら布が織れる」

という可能性の域をでないものであって、機織とし

ても他日的の部材でも使用可能、という程度のもの

を織機として認定していることが多い。ましてや地

機や高機の構造や部材、その出現時期を出上品から

認定することは困難な状況である。

しかしながら、六大A遺跡では、 II層中から閻機

の部材と推定した同形態の部材が 2点近接して出士

した。 II層は、古墳時代中期～奈良時代までを含む

ものであり、細かい時間限定はできないものの、こ

れが高機の部材とすると、確認例の少ない翡機の部

材として貴重なものである。ここでは、これを手掛

かりにして、原始・古代の高機の実態について考え

てみたい。

前述のように、本例には糸を巻き込んだ時に生じ

る糸の当たり痕跡が存在しており、本例が機織であ

ることや、ある程度長期にわたって使用されたこと

は確実である。ここでは、この部位を、糸巻具から

の糸を一端前に出して手前へ折り返すための部材、

つまり高機の最も先端部に位置する部材か、もしく

はそこからひとつ布巻具寄りで経糸全体を高く持ち

上げるために高い位齢に骰かれた部材のどちらかと

判断した。 「放」や「経（布）巻具」のように、こ

の部材を指ぷする具体的な部材名称は特にないので

ここでは仮に「経糸反転材」としておく。

この「経糸反転材」が地機に伴う可能性もなくは

ないが、現在、ある程度当時の地機を知る資料とし

て知られている福岡県沖ノ島出土の金銅製地機のミ

ニチュア品や、年に巾度、伊勢神宮の神衣祭に奉納

する織物を織る口重県松阪市神服織機殿神社の地機

（これについては古態をとどめているという）には

「経糸反転材」に相当する部材はない。

但し、六人:A遺跡の［経糸反転材Jとしたものと

ほぼ同形態の部材が静岡県伊場遺跡にもN在する。

鈴木敏則の教ぷによると、これらの部材は液（オサ）

の枠材となる「放枇（オサカマチ）」ないしは「液

枠（おさわく）」と呼称される部材とされ、この部



材の{{在から淡の{(在、ひいては地機もしくは闘機

の1{・作を示すという C汗 1) u 

八大A逍跡のものについては、糸痕跡が 3}j向に

残ることや、現在各地に残る闘機部材との共通i'tか

ら、 1経糸）又転材Jと朽えたが、 「淡札(Jである 11J

能性もある()

今[u)部材同定を試みた 1経糸反転材」が的を得た

ものであるなら、 ド部の糸巻具から I・.部の布在具に

向かって iく」形に糸を送っていく I・.ド2屯構造の

闘機のh在をぷすものと詑価できよう u

これ以外で翡機の部材とされているものに、滋賀

県h個軋町止椋寺遺跡ST03の資料がある（註2)。

これは、竪穴fl:肘の Iベソド状遺構」からの・括品

で、ナスビ形rtt,柄平鍬や椅 fとともに出 I:している u

『木器犯成』では、竹内晶子の教小によって部位を

経（布）巻具と特定しており、身の側血中央に断1(1[

方形の溝を穿ち、ここに経糸を結んだ横木を恢め込

んだものと推定されている。

なお、この市町泊のなかには、従来から「経（布）

巻共もしくは中栢）」とされてきたものも存在してい

る。蚊近は輪カンジキ刑mド駄の足板とされるもの

であるが、長さは上述の経（布）巻共とほぼfnj大で

あることから、これも織機を構成する部材の可能性

が闘い（）とするなら、足板か織機かはそれぞれの状

況によるもので、この材に関する限り、本材は織機

であり、なおかつ原始機と高機で顕著な弟異はみら

れないことになる。

化源、ff:逍跡ST03の年代は、 6机紀後‘ドの年代

がりえられており、現在の知見における闘機出現年

代の 1-.限の骨益をぶしている。バ人:A遺跡の場合は

あまり細かい時期限定はできないが、これを否定す

るものではない。

このように、高機、地機ともに古い時代の実態は

断片的にしかわかっていないが、八大A遺跡の 1経

糸）又転材」のff:在は、古代の織機をぢえるうえで賓

重な賓料を提供したものと思われる。

地機や高機の{{在を明確に決定づける部材は液で

あるが、これは機織のなかでも最もデリケートな部

材であるため、遺{{状態で出 I:することは極めて難

しい。パ人:A遺跡出 j:1¥i1 Iドには、放に相％する部材

は確認できなかったが、放を構成する極油の細長い

紺部は、拙櫛のI束rを竹りだすのと j,i]様の技術で製竹

できるものであり、占.lttllか代にこの技術が{(在する

ことは何ら不可能なことではない伊場迎跡出 Lの

「淡相Jは律令II、『代のものとされてしヽるが、今後、

さらに古しヽII、『代の関連逍物の出 1ーに注視して''1IIかの

淡を確認するとともに、地機や闘機の't態を追求し

ていく必疫があるぃ

註

(I)本，＼心に閃して、浜松巾教脊委員会鈴木畝則氏より名くのこ教,J;をffiし、た

(2)林純-Ii個/ilHJrfi/fi¥寺遺跡出f-0)木器に -iし、-cIi I炒l'i'.r, r', .1: ↑ n21り 1999 

3 祭祀関連木製品について

六大A遺跡で行われた祭祀には、 I・. riドや汁＇｝イ i製柏

辿湿，、それに I・.馬などを）IIしヽたものの他、木製i'州を

JI Iいたものもある u

祭化に閃辿する木製li',i, には、祭祀」しそのものとし

て使川（奉斎）されたものと、祭化に際して使）IIさ

れた物品とがあるし前者の代｝りが各種形代や斎:/ t ¥で

あり、後者と推定されるものにパ大A追跡の場合、

1)ij述のように昇がある（

パ大Aで出 iする祭,,,じ）II木製祉，（祭祀几）には、

］）形・剣形・紹形をはじめとする武悩形、杵形竹¥0) 
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図54 勾玉と木製刀形が出土した石組み井泉
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図55 武器形集中区

八閤'i以外の物礼礼群の形代、リ｝裕形、あまり明確な形

状ではないが、島形・馬形の動物形、それに斎出があ

る｛ このうち、吊的中心は政堺形をはじめとする占

爪時代を中心とする時期の祭祀几で、いわゆる往令

祭化を構成する祭祀具は少ない u

具｛本的な使）ll状況が復 jじできるものに大溝 SD1 

,1、]のゎ組み井泉のひとつから滑石製勾ドと木製JJ形

D粕 (887)がセノトでIll-f-_している例がある（）大溝

とjj屎、その出 I・.逍物としての））形と勾 kという閃

係は、出紀神請に出てくるウケヒの部分と構附的に

粕似するものがあり、そうした祭儀が復尤でぎるか

もしれなし、 Ul:1) , 

また、））形B 1類と鑓形が＾括して出 I・.した武描

形集中部 (・/11;、剣形も含む 1-1[能性がある）も卯味

深し、 i ここでは、出 1-.状況I'!休の規則性には乏しし＼

が、,,i]じ場所で I・.師悩闘杯が斤立状態で出十してい

たり、この場所のJ:ll[I'. ・フルイ掛けで滑・・｛」製臼T53,i、I,¥、

が出 I・.したことから、この地，点で行われたかどうか

はともかく、木製此堺形（））形と鑓形）と I~帥悩閻

杯、それに滑ゎ製椋jかいをひとつの巾位．として行わ

れた古爪時代中期 (5ILl: 紀）の祭祀が復｝じできる。

なお、この木襲泊のセソト())形と鑓形）は、六

大A追跡の南側700mに所在する橋坦内遺跡（県道

淵在 B 地区川 3) からも出 I~ している()

こうした具（本的な祭祀行為の復 jじとは別に、パ大

A遺跡の木製祭祀具で祖叫尋いのは、））形ひとつとっ

図56 武器形集中区で伴出の高杯

ても形態に複数のものがあることである。例えば前

述の］）形B 1は、竹りも簡便で、さほどの［寧さは

必疫とせず、出 1-.する遺跡も低煩内遺跡のような・

般集落でも出｛こするのに対し、））形A 1類としたも

のはやや複雑な作りで、 じに各地の首長関辿の追跡

で数多く出！：している。これは、使用祭祀具に階附

間の相違があるものとも息われ、ひいてはパ人A追

跡で行われた祭祀が屯附構翡であったことをぷすと

息われる。

このように朽えてよければ、パ大A遺跡では、複

数の陪脱による多日的の祭祀がそれぞれの祭祀形態

で行われていた可能性が闘い。具体的な追求は今後

の課題としたいが、たんに木製祭祀具だけでなく、

琴などの関連木製品、木製祭祀具以外のl灌怜や石製

111111も含め、全体の祭祀構造のなかで木製祭祀具をf立

骰づけていく必要がある。

註

(1)穂柏裕昌他，八人A遺跡」 『般国迅23号中勢追路岬祓文化財発掘

凋介概報VII』三巾県坪蔵文化財センター 1995 

4 六大A遺跡出土の建築部材とその周辺

六人:A遺跡で最も多く出 i:した木製¥1'ti1は建築部材

である。なかでも古墳時代の掘立杵建物部材が贔的

に多い。これらは、北堀池遺跡出 1-.の建築部材（壮

1) などとともに、'½地域の建築部材を打えるうえ

で貴重な資料といえる()以ド、パ人A逍跡出 I・.の建
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築部材を巡って、行干の考察を試みてみたい。

(1) 全体的なまとめ

六大A遺跡出＋建築部材から知りえる内容・論点・

課題は多岐にわたるが、全体的な概略を把梶するた

め、特徴的な事柄について箇条書きにすると、以下

のようになろう。

a 堅穴住居用部材よりも掘立柱建物用部材が贔

的に卓越する。

b 掘立柱建物柱の柱頭形態、断面形態について

の具体的知見を得た。

c 扉板が破片を含めて20個出士も出 Lしたのを

はじめ、蹴放し材や柏材など扉口装樅を構成

する部材の出上が多い。

d ただし、蹴放し材に比べ、柏材の出＋．は少な

く、 1-. ドをセットにした場合、組成上のアソ

バラソスとなっている。

e 競を受ける墜受材と推定される部材にいくつ

かのバリエーショソを得た。

f 墜板の構造や接合仕口に関する具体的知見を

得た。

このうち、 bのなかの高床建物用柱の床1-.部の断

面形態に関しては、本遺跡分類のア類とイ類が静岡

県山木遺跡で報告されたもの（註 2) と共通し、ウ

類が愛媛県古照遺跡で報告されたものと共通する

（註 3)。このことは、六大A遺跡が地勢上、両遺

跡の中間に位骰することとも無関係ではなかろうし、

時期的な流行の差の可能性もある。

20枚にも l---る扉板の出士は、全国的にも非常に多

いものであろう。これは、近傍での倉庫群の存在を

示唆するとともに、ひいては内容物を管理していた

であろう首長層の存在をも示すものともいえる。た

だし、扉板の大きさや閂受け用把手の形状に差異が

あることは、本材の時間的な輻を示すとともに、 ff:

在した建物に大小など複数の規格があったことをぷ

している。そういう、意味では、たんに全体として首

長層の存在を示すという可能性とは別に、扉板につ

いても規格に応じて使用者の階層が異なっていた、

換言すれは使用者の階附構造が重層的なものであっ

た可能性も考えられよう。ただし、その場合でも、

他の出上遺物も勘案して令．体としてみた場合、パ人・

A遺跡が首長関連の遺跡であったことは動かず、竹
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長を頂点とする重陪構造の集団が拠っていたと名ーえ

るのが現時点では最も妥％性の翡いものであろう。

壁受材や糀については、まとまって出 t・.した咲木

舞も含め、その構造に関して多くの知見を得ること

ができた。このうち吃木舞は、比較的簡便な建物の

限を構成してたものと思われ、そういう紅味ではこ

こにも建物の規格差とそれに対応する使用者・の爪附

構造、もしくは使用 H的の弟による使い分けがあっ

たことを示している。

(2) 扉板の上下について

通常、扉板の間口部への納め力に関連して、軸吊

棒の長さに長短がある場合、これまでは長いほうを

上、短いほうをドとして、扉以外の間 LJ部を作り終

えてから扉板を挿人したと考えるのが併般的であっ

た（註 4)。しかしながら、バ人:A遺跡で出 Lした

扉板の軸吊棒に続く Lf辺の状況を見ると、必ずし

もそうとは限らず、その逆の場合も存在したのでは

ないかと思われる（註 5) 。

六人:A遺跡の扉板の水平辺（短辺）の磨耗を観察

すると、軸吊棒に長短がある場合、長い軸吊棒と接

する短辺基部の磨耗が最も激しいのに対し、短い軸

吊棒側の磨耗はさほどでもない。これは、短い軸吊

棒を1淮側とし、長い軸吊棒を下側として使用してい

たと判断できる。

また、軸吊棒に対する水平辺（短辺）の角度を見

ると、一辺が90゚ もしくは鋭角に間くのに対し、も

う一方の辺は鈍角になるものがあり、その場合、鈍

角になる辺のほうが軸吊棒は長い。このことは、扉

板自体の荷重のために扉板下辺が蹴放し材と擦りあっ

て開口しずらくなるのを防ぐため、長い軸吊棒を下

にして、かつ軸吊棒よりド辺をわずかに鈍角に Lげ

て、扉板ド辺と蹴放し材が直接触れ合うのを避ける

ための仕事を施したのではないかと推定される。

この場合、扉板のいくつかで見られた側縁部の緩

やかな袂り（長い軸吊棒の少しい．の側縁に人れられ

たもの）は、ここを緊縛することによって、扉板で

最も破損しやすい荷重を受けるド方軸吊棒（長軸吊

棒）付近を補強するための仕事と思われる。

そして、開 11部への扉板の挿人は、開 l-1部が出来

上がってから最後に嵌め込まれたのではなく、間 11

部の建築過程の途中で挿人されたものと思われる。



従来考えられていたのと同様、軸吊棒の長い方が

上側にくる場合もあろうかと思われる。 しかし、 六

大A追跡出上の扉板の観察からは、一律に長い軸吊

棒が K、というわけではどうやらなさそうである。

註

(1)山田猛1也『北堀池遺跡発掘凋立報告』初-・分冊 三重県教育委n会
1981 

(2)後藤守一編 『伊豆J.11木遺跡一弥生時代木製品の研究ー』 1962 

(J)細見啓三他 『古照遺跡』松山市教育委貝会 1974 

(4溶ふ長二郎 「古れ時{¥;席床建築の扉溝え」 r中村遺跡ー関越自動車
道 （新潟線）地域坪蔵文化財発掘悶査報告,!I(KC-7)』渋Ill巾

教n委n会 1986、松岡良憲 「古項時代以前の戸口装骰」 『堅田直
先生古稀叫念論文集』 1997 

(5)以下、このことに関しては、写氏紺影のおりに山口格氏より観察に

基づくご教示を得た

第 3節今後の課題

六大A辿跡出土の木製品から提起される課姐は多

岐にわたっており 、他迅跡との対比 ・検討を経た上

で結論を出さねばならない問題も数多いが、最後に

今ITolあまり触れられなかった課題について簡潔に述

ペ、終わりとしたい。

1 木製品の加工具の問題

出土品群は、j¥i存状態が非常に良いものが多く、

手芹やヤリカソナ、整等のエ具痕跡も非常に明瞭で

あり 、その加工痕から使用エ具類を復元できる可能

性がある。例えば、ャリカソナひとつと っても、浅

くてlぷいものから細くて深いものまでいくつかの形

態に分かれそうであるし、手斧にしても刃船の明瞭
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なものも多い。 こうしたことから、これらと当時の

実物のエ具類（註 1)とを対比することによって、

六大A追跡出土木製品の加工技術の実態、引いては

当時の木器加工技術もさらに明瞭になるものと思わ

れる。 自らも含め、今後の課題としたい。

なお、当報告むでは、実根lj図、写真図版ともに追

物がもつ特徴的な部分を簡明に表現すると共に、製

作 ・調整痕跡の明瞭な部分をより明示するよう努め

た。ご活用頂きたい。

註

(1)そういう意味では、当時のエ具類の実物が数多く出士した岡山限金

蔵I.IJ古れの出士品などは非常に興味深い。西谷仄治他 『金蔵山古m』
h敷ガ古館 1959 

2 木器種類による樹種選択の問題

今回は、報告害の仕上げと樹種の報告の仕上げの

時期が重なったため、本遣跡出土品の樹種選択の特

徴についての検討は十分行えなかった。ただ、全体

的には、城之越追跡など伊賀を含む近畿地方の弥生

～占墳時代の追跡は木製品全体に占めるヒノキの利

用が邸いのに対し、六大A辿跡では全体としてカヤ

が多いとのことである（註 1)。今後、さらに詳細

に器種と樹種選択の関係を注視するとともに、遣跡

脱辺の古環境復元の成果（註2) も踏まえて当時の

木材利用の実態に迫っていきたい。

註

(1)金原正1月氏のご教示による。また、花粉分析等からみた六大A遺跡

周辺の古閃境復元も、後刊の報告Q-I(遣構・土器編）で予定している。

(2)花扮分析と種子同定を基にして古環境復元を後刊の報告山で子定し

ている。
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除

A
?
 
(1
4.
5)
 
刃
部
(7
.5
)
刃
部
0.
8
追
柾
目

S
D
I
 
Il
la
-I
ll
b
層

H
-
A
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
小
破
片
の
た
め
製
品
か
未
製
品
か
不
明

4
6
 
3
5
1
-
0
4
 農
具

耕
起
具

泥
除

A
?
 
(8
.2
) 

(6
.6
) 

1
 
2
 
追
柾
目

S
D
I
 
田
層

E
-
Q
l
l
 

コ
ナ
ラ
属
ク
ヌ
ギ
節
小
破
片
の
た
め
製
品
か
末
製
品
か
不
明

4
7
 

3
4

9
~

0
5

 農
具

耕
起
具

泥
除

A
?
 
(7
.0
) 

(1
0.
3)
 
0.
6 
柾
目

S
D
l
 
il
lb
層

E
~

P
JO

 
コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
小
破
片
の
た
め
製
品
か
未
製
品
か
不
明

4
8
 
1
3
3
4
-
0
1
 農
具

耕
起
具

泥
除
未
製
品

A
?
 
27
.5
 

3
2
 5
 
4.
0 
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層
最
下
層

H
-
G
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

4
9
 
1
3
3
5
-
0
1
 農
具

耕
起
具

泥
除
未
製
品

A
?
 
28
.5
 

3
8
 I
 
5.
6 
追
柾
目

S
D
I
 
Il
lb
層

H
~

D
9

 
コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

5
0
 1
3
3
3
-
0
1
 農
具

耕
起
具

泥
除
未
製
品

A
?
 
2
2
 2
 
31
.6
 

4
 5
 
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層

H
-
G
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
樹
皮
付
着



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

51
 
1
3
2
9
-
0
1
 農
具

耕
起
具

泥
除
未
製
品

A
?
 
26
.9
 

3
3
 1
 
5
 7
 
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層
礫
敷
下
部

H
-
E
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
樹
皮
付
着

52
 
1
3
3
2
-
0
2
 農
具

耕
起
具

泥
除
未
製
品

A
?
 
24
.0
 
28
.5
 

6.
0 
柾
目

S
0
1
 
Il
lb
層
最
下
部

H
-
G
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

53
 
3
7
6
-
0
2
 農
具

耕
起
具

泥
除

B
 
(7
.5
) 
(3
2.
3)
 
1
 
6
 
追
柾
目

S
D
I
 
III
層

E
-
P
l
l
 

ア
ス
ナ
ロ

2
6
と
同
様
横
鍬
と
の
樹
皮
接
合
孔
残
る

54
 
3
3
8
-
0
1
 農
具

耕
起
具

泥
除

B
 
(1
1.
3)
 
(4
1.
1)
 
I
 
0
 
柾
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
0
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

55
 
3
3
7
-
0
1
 農
具

耕
起
具

泥
除

B
 
(2
0.
1)
 
32
 0
 
1.
0 
柾
目

S
D
1
 
Il
lb
層

E
-
N
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
調
整
痕
顕
著

56
 
3
4
6
-
0
2
 農
具

耕
起
具

泥
除

B
 
(1
3.
6)
 
(2
2.
0)
 
0.
8 
柾
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
W
l
l
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
補
修
孔
有
り

57
 
3
5
1
-
0
5
 農
具

耕
起
具

泥
除

B
 
11
.0
 
(2
7.
5)
 
0.
9 
板
目

S
D
I
 
I
 b
~
 II
層

E
-
R
l
2
 

ヒ
ノ
キ

補
修
孔
有
り

58
 
1
4
2
2
-
0
1
 農
具

耕
起
具

泥
除

B
 
(
1
3
 0)
 
2
9
 8
 
1.
4 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
L
1
3
 

ス
ギ

補
修
孔
有
り

5
9
 1
3
1
0
-
0
3
 農
具

耕
起
具

泥
除

B
 
(8
.5
) 

(
1
5
 7)
 
0.
5 
柾
目

S
D
I
 
ill
層

不
明

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

6
0
 
3
4
6
-
0
3
 農
具

耕
起
具

泥
除

B
 
(1
2 
6
)
 
3
0
 2
 
0.
9 
追
柾
目

S
D
l
 
II
Ib
層

E
-
S
1
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
補
修
孔
有
り

61
 
3
7
2
-
1
0
 農
具

耕
起
具

泥
除

B
 
(5
.3
) 
(4
.1
) 

0.
4 
追
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層

E
-
P
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

62
 
1
4
1
4
-
0
1
 農
具

耕
起
具

え
ぶ
り

A
 
(9
.0
) 
(1
5.
6)
 
2
 3
 
柾
目

S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
H
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

63
 
3
4
4
-
0
5
 農
具

耕
起
具

え
ぶ
り

A
 
(
5
 5)
 
(1
6.
 7
) 

2
 7
 
柾
目

S
D
I
 
III
層

E
-S

•T
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

6
4
 
3
4
4
-
0
2
 農
具

耕
起
具

え
ぶ
り

B
 
(8
.7
) 

3
3
 I
 
2
 0
 
柾
目

S
D
l
 
ill
層

E
-
R
8
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

65
 
1
3
1
9
-
0
5
 農
具

耕
起
具

棒
軸
形
曲
柄
平
鍬
A
l
 
(4
4.
7)
 
刃
部
9
6
 
刃
部
1.
2
柾
目

S
0
1
 
Il
la
層

H
-
C
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

7
4
 

6
6
 
1
3
0
7
-
0
5
 農
具

耕
起
具

棒
軸
形
曲
柄
平
鍬
A
l
 
(
3
9
 0)
 
刃
部
10
.5
刃
部
1.
5
柾
目

S
D
I
 
II
Ia
~I
II
b
層

H
-
B
9
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節
欠
損
部
お
よ
び
襄
面
焼
け

67
 
3
3
9
-
0
1
 農
具

耕
起
具

棒
軸
形
曲
柄
平
鍬
A
l
 
34
 8
 
柄
部
3
6
 
柄
部
2
2
 
柾
目

S
D
I
 
Il
lb
層

E
-
U
l
4
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節
裏
面
焼
け

6
8
 
3
4
5
-
0
2
 農
具

耕
起
具

棒
軸
形
曲
柄
平
鍬
A
l
 
(3
7.
2)
 
柄
部
(
4
I) 
柄
部
2
4
 
柾
目

S
D
I
 
III
層

E
-
R
l
l
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節

6
9
 
3
3
6
-
0
2
 農
具

耕
起
具

棒
軸
形
曲
柄
平
鍬
A
2
 
47
.2
 
刃
部
12
.
7
 
刃
部
0.
9
柾
目

S
D
I
 
II
Ib
層

E
~

U
1

4
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

70
 
1
3
1
7
-
0
1
 農
具

耕
起
具

棒
軸
形
曲
柄
平
鍬
A
2
 
53
.0
 
柄
部
4.
6
柄
部
3
0
 
柾
目

S
D
l
 
II
層
下
部
~
m
a
層
H
-
A
9
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節

71
 
3
3
2
-
0
2
 農
具

耕
起
具

棒
軸
形
曲
柄
平
鍬
A
2
 
(3
3.
2)
 
刃
部
1
0
5
 
刃
部
I5
 
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層

E
-
0
9
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節
調
整
痕
顕
著
未
製
品
か

72
 
3
4
5
-
0
4
 農
具

耕
起
具

棒
軸
形
曲
柄
平
鍬
B
 
(
3
5
 1)
 
柄
部
4
1
 
柄
部
2
4
 
柾
目

S
D
I
 
Il
lb
層

E
-
T
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
着
柄
軸
部
焼
け

73
 
1
3
1
7
-
0
3
 農
具

耕
起
具

棒
軸
形
曲
柄
平
鍬
B
 
5
3
 0
 
柄
部
3
8
 
柄
部
2.
5
柾
目

S
D
l
 
Il
lb
層

H
-
E
9
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節

74
 
3
3
9
-
0
2
 農
具

耕
起
具

棒
軸
形
曲
柄
平
鍬
B
 
62
 3
 
柄
部
5
4
 
柄
部
2.
2
柾
目

S
0
1
 
Il
lb
層

E
-
0
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

75
 
1
3
2
1
-
0
1
 農
具

耕
起
具

棒
軸
形
曲
柄
平
鍬
B
 
(1
5.
0)
 
刃
部
(
8
5)
 
刃
部
I
I
 
柾
目

S
D
 1
 I
ll
b
層

H
-
C
l
O
 

76
 
3
3
2
-
0
5
 農
具

耕
起
具

棒
軸
形
曲
柄
平
鍬
C
 
(3
3.
9)
 
柄
部
4
5
 
柄
部
1.
2
柾
目

S
0
1
 
Il
lb
層

E
-
X
l
l
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

77
 
1
3
2
2
-
0
2
 農
具

耕
起
具

棒
軸
形
曲
柄
平
鍬
C
 
(
2
9
 6)
 
(8
.9
) 

3
 0
 
柾
目

S
D
I
 
II
Ia
層
下
部

H
-
B
1
0
 

シ
イ
属

78
 
3
4
0
-
0
2
 農
具

耕
起
具

棒
軸
形
曲
柄
平
鍬
C
 
(
2
8
 3)
 
(
8
 1)
 
(l 
4
)
 
柾
目

S
D
l
 
II
lb
層

E
-
S
1
3
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

•
部
焼
け

79
 
3
4
9
-
0
4
 底曲
．
六目

耕
起
具

棒
軸
形
曲
柄
平
鍬
C
 
(
2
3
 6)
 
(
6
 0)
 
1
 5
 
柾
目

S
D
I
 
il
la
層

E
-
P
9
 

コ
ナ
ラ
滅
ア
カ
ガ
シ
亜
属

80
 
3
3
8
-
0
5
 農
具

耕
起
具

棒
軸
形
曲
柄
平
鍬
C
 
(
1
0
 S)
 
(-1
. 
9)
 

I
 
4
 
柾
目

S
D
I
 
Il
la
層

E
-
M
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

81
 
1
3
0
4
-
0
2
 農
具

耕
起
具

棒
軸
形
曲
柄
平
鍬
D
 
1
6
 6
 
刃
部
1
6
3
 
月
部
2
2
 
柾
目

S
D
l
 
II
Ib
層
礫
敷
下
部

H
-
B
1
0
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節

82
 
1
3
3
3
-
0
2
 農
具

耕
起
具

棒
軸
形
曲
柄
平
鍬

［） 
(
2
1
 2)
 
1
6
 0
 
2
 1
 
追
柾
D

S
D
I
 
ll
lb
層
最
下
部
上
坑
H
-
G
9
 

コ
ナ
ラ
屈
ア
カ
ガ
シ
亜
属

83
 
1
3
1
4
-
0
4
 農
具

耕
起
具

棒
軸
形
曲
柄
平
鍬
E
 
(
2
,
 S)
 
1
2
 7
 
I
 
0
 
追
柾
H

S
D
I
 
最
I.
流
石
組

H
~

N
I4

 
コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

84
 
3
3
6
-
0
1
 I
曲r
,:
一フ
目
て

耕
起
具

棒
軸
形
曲
柄
又
鍬

-I
S,
 
刃
部
1
1
5
 
刃
部
0
7
 
柾
目

S
D
l
 
II
lb
層

E
-
T
1
3
 

コ
ナ
ラ
fif.
ア
カ
ガ
シ
亜
J屈



報
告
実
鼎
1番
号

器
種

分
類

法
星
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
原
さ

85
 
0
9
4
-
0
3
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ヒ
形
曲
柄
平
鍬
A
 
(7
9 
4
)
 
刃
部
10
.
7
 
刃
部
16
 
追
柾
目

S
0
1
 
Il
la
層

E
-
N
9
 

コ
ナ
ラ
！
咸
コ
ナ
ラ
節
一
部
焼
け

86
 
:1
3:
3-
02
 辰
曲
六目

耕
起
具

ナ
ス
ヒ
形
曲
柄
平
鍬
A
 
(
4
8
 7)
 
刃
部
11
8
 
刃
部
I0
 
柾
目

S
D
l
 
II
lb
層

E
-
T
1
4
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
f属
表
面
一
部
焼
け

87
 
3
3
2
-
0
1
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
平
鍬
A
 
(
2
3
 8)
 
1
1
 1
 
1
 
3
 
柾
H

S
D
I
 
Il
la
層

E
-
N
9
 

コ
ナ
ラ
展
ア
カ
ガ
シ
亜
属
欠
損
部
お
よ
び
裏
面
焼
け

88
 
3
3
2
-
0
4
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ヒ
形
曲
柄
平
鍬
A
 
(
3
2
 0)
 
刃
部
6.
5
刃
部
15
 
柾
H

S
D
1
 
Il
lb
層

E
~

T
1

4
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節
表
面
1/
2
裏
面
全
面
焼
け

89
 
3
4
8
-
0
2
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
T
鍬
A
 
(
5
6
 3)
 
柄
部
2
3
 
柄
部
13
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
V
l
l
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

9
0
 

3
4

2
~

0
3

 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
‘
ド
鍬

(
2
0
 1)
 
柄
部
2.
2
柄
部
1.
1
 
柾
H

S
D
I
 
ill
)曽
上
面

E
-
P
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

91
 
1
3
2
0
-
0
1
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
平
鍬

(
4
2
 6)
 
刃
部
1
2
1
 
刃
部
1
1
 
追
柾
目

S
D
I
 
Il
la
層
下
部
礫
敷

H
-
C
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

92
 
3
4
3
-
0
3
 成
幽
六目

耕
起
具

ナ
ス
ピ
形
曲
柄
平
鍬

(
2
6
 7)
 
5
 3
 
I
 
2
 
柾
目

S
D
l
 
ill
層

E
-
T
1
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
棒
軸
形
曲
柄
平
鍬
の
可
能
性
も
有
り

93
 
1
3
0
8
-
0
3
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
平
鍬
B
l
 
(
1
7
 2)
 
1
4
 0
 
1.
2 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
F
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

9
4
 
1
3
0
8
-
0
1
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
平
鍬
B
l
 
(
3
2
 3)
 
刃
部
(
8
3)
 
刃
部
l
3
 
柾
目

S
D
l
 
Il
層
下
部

H
-
D
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

95
 
1
3
1
7
-
0
2
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
平
鍬
B
2
 
48
 0
 
刃
部
13
.5

1
 
2
 
柾
H

S
D
I
 
Il
層
下
部
~
m
a
層
井
泉
外
H
-
L
l
l
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
身
中
央
に
ス
リ
ッ
ト
入
り

96
 
4
0
3
-
0
6
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
平
鍬

(1
4.
9)
 
刃
部
1
0
0
 
刃
部
I3
 
柾
目

S
D
l
 
III
層

E
-
T
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
鉄
刃
着
装
用
ナ
ス
ピ
形
に
な
る
可
能
性
大

97
 
1
3
2
2
-
0
1
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
平
鍬
C
 
(
2
7
 1)
 
(I 
3
 4)
 

I
 
2
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
L
1
3
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
笠
部
中
央
に
柄
台
部
と
の
接
合
用
孔

98
 
0
9
4
-
0
4
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬
A
 
(7
6.
5)
 
刃
部
(7
6
)
 
月
部
10
 
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層

E
-
N
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

9
9
 
0
8
7
-
0
2
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬
A
 
7
5
 5
 
刃
部
7.
7
刃
部
1.
5
柾
目

S
D
l
 
Il
la
層

E
-
N
9
 

10
0 
3
4
5
-
0
1
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬
A
 
(4
7.
3)
 
柄
部
(
3
1) 
柄
部
1.
4
追
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層

E
~

N
8

 
コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

7
5
 

10
1 
3
3
5
-
0
2
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬
A
 
(4
8.
8)
 
(5
.2
) 

(0
.9
) 
柾
目

S
0
1
 
III
層
下
部

E
-
Q
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

10
2 
3
3
1
-
0
1
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ピ
形
曲
柄
又
鍬
A
 
(
6
4
 3)
 
柄
部
2
7
 
柄
部
2.
2
追
柾
目

S
D
I
 
Il
lb
層

E
-
M
8
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

10
3 
1
3
1
9
-
0
4
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬
B
 
(
4
4
 3)
 
}J
部
(5
.7
)
刃
部
0
7
 
追
柾
目

S
D
I
 
Il
lb
層
礫
敷
下
部

H
-
1
1
1
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

10
4 
3
4
8
-
0
3
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬
B
 
(6
1.
9)
 
刃
部
(5
.3
)
刃
部
0.
8
追
柾
目

S
D
l
 
il
lb
層

E
-
N
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
刃
幅
狭
い

10
5 
3
3
3
-
0
3
 成
幽
六目

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬
B
 
(4
1 
7
)
 
6
 6
 
I
 
4
 
追
柾
目

S
D
l
 
III
層

E
-
Q
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

10
6 
3
4
2
-
0
2
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬
C
 
(5
8.
1)
 
刃
部
7.
4
刃
部
13
 
追
柾
目

S
D
I
 
III
層

E
-
U
1
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

10
7 
0
8
7
-
0
1
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬
C
 
91
.6
 
刃
部
1
9
8
 
刃
部
1.
5
柾
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
Q
l
O
 

10
8 
3
4
7
-
0
1
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬
C
 
(5
3.
0)
 
柄
部
2
4
 
柄
部
1.
2
柾
目

S
D
I
 
ID
層

E
-
U
1
3
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

10
9 
3
4
8
-
0
1
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬
C
 
(
5
7
 3)
 
刃
部
(5
.9
)
I
 
4
 
柾
目

S
D
l
 
II
層

E
-
T
1
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

11
0 

3
3

3
~

0
1

 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬
C
 
(4
8.
8)
 
(5
.8
) 

2
 0
 
柾
目

S
D
I
 
III
層

E
-
N
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

11
1 
3
4
7
-
0
2
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬
C
 
(
3
6
 3)
 
刃
部
(
8
8)
 
刃
部
1.
0
追
柾
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
S
l
l
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

11
2 
3
3
1
-
0
2
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬
C
 
(3
5.
9)
 
6.
7 

1.
0 
柾
目

S
D
I
 
il
la
層

E
-
P
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

11
3 
3
4
5
-
0
3
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬
C
 
(3
3 
8
)
 
刃
部
(4
.5
)
刃
部
16
 
柾
目

S
D
I
 
II
lb
層

E
-
W
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

11
4 
3
4
3
-
0
6
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬
C
 
(3
4.
8)
 
5.
4 

l
 
5
 
柾
目

S
D
I
 
III
層

E
-
T
l
3
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

11
5 
1
3
1
9
-
0
1
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬
C
 
(
2
9
 3)
 
刃
部
(
5
5)
 
刃
部
(0
.8
)
柾
目

S
D
l
 
il
la
層

H
-
A
I
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

11
6 
3
3
6
-
0
3
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ピ
形
曲
柄
又
鍬
C
 
(3
1 
5
)
 
(
5
 6)
 

1.
0 
追
柾
目

S
0
1
 
Il
la
層

E
-
P
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
壁
材
上
面
で
確
認

11
7 
1
3
0
8
-
0
4
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬
C
 
(
1
8
 5)
 
刃
部
(5
.7
)
刃
部
0
8
 
柾
目

S
D
I
 
II
層
下
部

H
~

F
9

 
コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

11
8 
3
4
7
-
0
4
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬

(1
4.
0)
 
刃
部
(
5
5)
 
刃
部
0.
9
柾
日

S
D
l
 
III
層

E
-
U
1
3
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属



報
告
実
測
番
号

益o
n
 
種

分
類

法
贔
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

11
9 
3
5
1
-
0
2
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬

(
1
6
 6)
 
刃
部
(1
2
)
 
刃
部
I.
I
柾
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
T
l
:
3
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

12
0 
3
3
4
-
0
4
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬

(
1
7
 7)
 

3.
7 

0
 7
 
柾
目

S
D
I
 
III
層

E
-
V
1
2
 

ス
ギ

12
1 
3
4
7
-
0
3
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬

(
4
4
 6)
 
刃
部
(6
.5
)
刃
部
1.
2
柾
目

S
D
I
 
III
層

E
-
T
1
2
・
U
l
2
 
コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

12
2 
3
5
1
-
0
1
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ど
形
曲
柄
又
鍬

(3
5.
0)
 
刃
部
(6
.9
)
刃
部
1.
3
柾
目

S
D
I
 
III
層

E
-
S
1
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

12
3 
3
4
9
-
0
2
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬

(3
4.
0)
 
刃
部
(6
.8
)
刃
部
0.
8
柾
目

S
D
I
 
Il
lb
層

E
-
Y
1
2
 

ッ
プ
ラ
ジ
イ

12
4 
4
0
3
-
0
7
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ピ
形
曲
柄
又
鍬

(3
1 
6
)
 
刃
部
(5
.2
)
刃
部
I.
I
柾
目

S
D
I
 
Ill
層

E
~

T
IO

 
コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
刃
先
焼
け

12
5 
1
3
0
8
-
0
2
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬
D
 
(
3
4
 4)
 
刃
部
(6
.8
)
刃
部
I.
I
柾
目

S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
G
8
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

12
6 
1
3
1
6
-
0
4
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬
D
 
(
2
5
 2)
 
(1
1 
5
)
 
1
 
2
 
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
D
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

12
7 
3
3
9
-
0
4
 農
具

耕
起
具

ナ
ス
ビ
形
曲
柄
又
鍬
D
 
(
1
3
 9)
 

5.
1 

1
 
2
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
V
l
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
ナ
ス
ビ
形
又
鍬
の
最
終
未
形
態
か

12
8 
1
3
0
6
-
0
2
 農
具

耕
起
具

曲
柄
鍬
の
柄

膝
柄
(4
4.
5)
 
装
着
部
4.
0
装
着
部
2
3
 芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層

H
-
D
9
 

サ
カ
キ

12
9 
1
4
2
2
-
0
3
 農
具

耕
起
具

曲
柄
鍬
の
柄

膝
柄
(
2
3
 5)
 
太
さ
4
5
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
層

H
-
C
9
 

ム
ク
ノ
キ

13
0 
4
0
3
-
0
5
 農
具

耕
起
具

曲
柄
鍬
の
柄

反
柄
(
1
2
 5)
 

3.
8 

1.
9 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
X
1
1
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

13
1 
1
4
9
2
-
0
1
 農
具

耕
起
具

曲
柄
鍬
の
柄

反
柄
(
3
3
 0)
 

4.
1 

2
 6
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
A
l
 

ャ
プ
ツ
バ
キ

13
2 
1
4
1
2
-
0
5
 農
具

耕
起
具

曲
柄
鍬
の
柄

反
柄
(1
2.
 7
) 

5
 5
 
3
 2
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
B
1
0
 

サ
カ
キ

13
3 
3
2
1
-
0
9
 農
具

耕
起
具

曲
柄
鍬
の
柄

反
柄
(2
1.
0)
 
(
4
 8)
 

2
 2
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
層
下
部

E
-
T
8
 

散
孔
材

7
6
 
1
 

13
4 
3
2
2
-
0
3
 農
具

耕
起
具

曲
柄
鍬
の
柄

反
柄
(
1
8
 9)
 

7.
7 

2
 4
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
N
9
 

ム
ク
ノ
キ

13
5 
1
4
1
2
-
0
3
 農
具

耕
起
具

曲
柄
鍬
の
柄

反
柄
(1
4.
6)
 

3
 5
 
4
 5
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
A
l
 

ヒ
サ
カ
キ
属

表
面
1/
2
焼
け
ナ
ス
ビ
形
曲
柄
平
鍬
c
類
に
対
応
か

13
6 
1
4
1
2
-
0
2
 農
具

耕
起
具

曲
柄
鍬
の
柄

反
柄
(2
1.
7)
 

4.
0 

5
 4
 
芯
持
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

H
-
E
9
 

ヒ
サ
カ
キ
属

13
7 
1
3
4
8
-
1
8
 農
具

耕
起
具

曲
柄
鍬
の
柄

反
柄
(1
9.
2)
 

2
 8
 
2
 6
 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

E
-
H
8
 

散
孔
材

13
8 
1
3
1
6
-
0
1
 農
具

耕
起
具

払
い
鍬

16
.1
 

18
.1
 

3.
3 
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層
礫
敷
下
部

H
-
G
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ク
ヌ
ギ
節
全
面
焼
け
三
方
刃
部

13
9 
3
4
4
-
0
1
 農
具

耕
起
具

払
い
鍬

2
3
 4
 
刃
部
12
.9
刃
部
2
8
 
柾
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
X
l
l
 

コ
ナ
ラ
属
ク
ヌ
ギ
節
三
方
刃
部

14
0 
3
4
9
-
0
1
 農
具

耕
起
具

ー
木
平
鋤

(1
6.
0)
 
14
.0
 

2.
0 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
R
l
 1
 

ク
ス
ノ
キ

又
鍬
把
手
の
可
能
性
有
り

14
1 
3
3
8
-
0
2
 農
具

耕
起
具

ー
木
平
鋤

(
2
4
 1)
 

11
.1
 

1.
6 
柾
日

S
D
I
 
Il
lb
層

E
-
X
l
l
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

14
2 
1
3
2
0
-
0
2
 農
具

耕
起
具

-・ 
木
平
鋤

(
2
8
 2)
 
刃
部
15
.7
刃
部
2.
4
柾
目

S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
G
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

14
3 
0
8
8
-
0
2
 農
具

耕
起
具

ー
木
平
鋤

1
2
5
 9
 
刃
部
18
.4
刃
部
3
7
 
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層

E
-
S
8
 

身
部
と
柄
部
が
ほ
ぼ
同
長

14
4 
1
3
2
4
-
0
1
 農
具

耕
起
具

ー
木
平
鋤

(
4
3
 8)
 
刃
部
(
1
3
2)
 
刃
部
1
3
 
柾
目

S
D
l
 
il
lb
層

H
-
B
9
 

シ
イ
属

組
合
せ
平
鋤
の
可
能
性
も
有
り

14
5 
0
6
0
-
0
1
 農
具

耕
起
具

三
木
平
鋤

(
6
4
 7)
 

1
8
 5
 
4
 5
 
柾
目

S
D
l
 
II
層

E
-
T
l
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
身
と
柄
は
紐
結
合

14
6 
1
4
2
0
-
0
1
 農
具

耕
起
具

組
合
せ
平
鋤

A
 
(
3
0
 8)
 
(1
7 
9
)
 
(
2
 3)
 
柾
目

S
D
I
 
Il
lb
層

E
-
Y
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

14
7 
1
3
2
3
-
0
1
 農
具

耕
起
具

組
合
せ
平
鋤

B
 
(
2
6
 3)
 
刃
部
(I
I
 I) 
刃
部
3.
2
追
柾
目

S
D
l
 
Il
lb
層

H
-
G
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

14
8 
1
3
0
4
-
0
1
 農
具

耕
起
具

組
合
せ
平
鋤

B
 
4
8
 5
 
刃
部
1
9
1
 
月
部
2.
8
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層

H
~

K
ll

 
コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

14
9 
0
8
8
-
0
1
 農
具

耕
起
具

組
合
せ
平
鋤

B
 
(1
13
 0
)
 
}J
部
1
9
0
 
刃
部
2.
5
柾
目

S
D
l
 
Il
lb
層

E
-
P
I
O
 

着
柄
割
軸
材
と
柄
削
を
り
紐
緊
縛
（
紐
は
脱
落
）

柄
部

出
し

15
0 
3
4
0
-
0
1
 農
具

耕
起
具

組
合
せ
平
鋤

B
 
4
2
 9
 
刃
部
1
8
6
 
月
部
2
4
 
追
柾
H

S
D
1
 
II
Ib
層

E
-
P
l
O
 

コ
ナ
ラ
脳
ア
カ
ガ
シ
亜
属

15
1 

1
3

0
6

~
0

1
 農
具

耕
起
具

組
合
せ
平
鋤

B
 
4
4
 2
 
刃
部
1
8
5
 
刃
部
2
5
 
柾
目

S
D
I
 
Il
lb
層
礫
敷
下
部

H
~

D
1

0
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
削
り
に
よ
る
調
整
痕
顕
著
未
製
品
か

15
2 
1
3
1
8
-
0
1
 農
具

耕
起
具

組
合
せ
平
鋤

B
 
51
 0
 
刃
部
1
8
6
 
刃
部
0
8
柾
目

S
D
l
 
ll
lb
層

H
-
H
l
O
 



報
告
実
測
番
号

益ロ
ロ
種

分
類

法
械
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
原
さ

15
3 
1
3
1
9
-
0
6
 農
具

耕
起
具

組
合
せ
平
鋤

B
 
(2
9.
0)
 
刃
部
(1
0.
0)
刃
部
1.
5
柾
目

S
D
 1
 I
ll
a
層

H
-
C
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

15
4 
1
4
1
4
-
0
3
 農
具

耕
起
具

組
合
せ
又
鋤

(1
7 
.5
) 
(1
0.
1)
 
1.
9 
柾
目

S
D
l
 
il
la
層

H
-
L
1
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
樹
皮
で
留
め
る

15
5 
3
4
3
-
0
5
 農
具

耕
起
具

組
合
せ
又
鋤

(8
.5
) 

9
0
 

1.
4 
柾
目

S
D
l
 
III
層

E
-
T
1
3
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
農
具
で
な
い
可
能
性
も
有
り

15
6 
1
3
1
6
-
0
2
 農
具

耕
起
具

不
明
鍬
鋤
類

(1
7.
6)
 
柄
部
2
7
 
柄
部
1.
3
柾
目

S
0
1
 
II
層
下
部

H
-
G
I
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

15
7 
1
3
2
1
-
0
4
 農
具

耕
起
具

不
明
鍬
鋤
類

(I 
7
 0)
 
刃
部
(6
.0
)
刃
部
1.
4
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
Y
l
l
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

15
8 
1
3
2
1
 -
0
6
 農
具

耕
起
具

不
明
鍬
鋤
類

(7
.5
) 
柄
部
4.
5
柄
部
0
9
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
B
8
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

15
9 
1
3
2
1
-
0
7
 農
具

耕
起
具

不
明
鍬
鋤
類

(9
.5
) 
刃
部
7.
5
刃
部
2.
3
柾
目

S
D
l
 
Il
la
層

H
-
A
l
l
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

16
0 
1
3
1
9
-
0
3
 農
具

耕
起
具

不
明
鍬
鋤
類

(
7
 5)
 
刃
部
(
8
7)
 
刃
部
1.
0
追
柾
目

S
D
I
 
II
Ia
層

H
-
K
1
2
 

ク
ス
ノ
キ

16
1 
1
3
2
1
 -
0
9
 農
具

耕
起
具

不
明
鍬
鋤
類

(
2
3
 5)
 
刃
部
(6
.0
)
刃
部
0.
9
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層
礫
敷
下
部

H
-
1
1
1
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

16
2 
1
3
1
9
-
0
2
 農
具

耕
起
具

不
明
鍬
鋤
類

(
1
8
 1)
 
刃
部
(5
.5
)
刃
部
0.
5
柾
目

S
D
I
 
Il
la
層

H
-
K
l
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

16
3 
1
3
2
1
-
0
8
 農
具

耕
起
具

不
明
鍬
鋤
類

(2
1.
6)
 
刃
部
(6
.5
)
刃
部
0.
9
柾
目

S
D
l
 
Il
la
層
下
部

H
-
-
A
l
O
 

ク
ス
ノ
キ

16
4 
1
3
2
1
-
0
5
 農
具

耕
起
具

不
明
鍬
鋤
類

(1
9.
2)
 
刃
部
(7
0
)
 
刃
部
1.
0
柾
目

S
D
l
 
il
la
層

H
-
D
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

16
5 
1
3
2
1
-
0
2
 農
具

耕
起
具

不
明
鍬
鋤
類

(1
3.
0)
 
刃
部
(1
0.
5)
刃
部
1.
2
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
H
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

16
6 
1
3
2
1
-
1
0
 農
具

耕
起
具

不
明
鍬
鋤
類

(2
3.
5)
 
刃
部
(3
.3
)
刃
部
1.
4
柾
目

S
D
I
 
il
la
層

H
-
A
l
O
 

ヒ
ノ
キ

全
面
焼
け

16
7 
3
3
8
-
0
4
 農
具

耕
起
具

不
明
鍬
鋤
類

(2
7.
9)
 
(5
.5
) 

(I
.I
) 
柾
目

S
D
l
 
Il
lb
層

E
-
R
1
3
 

サ
ク
ラ
属

16
8 
3
4
9
-
0
3
 農
具

耕
起
具

不
明
鍬
鋤
類

(
4
3
 0)
 
(7
.0
) 

1
 
5
 
柾
目

S
D
l
 
il
lb
層

E
-
N
9
 

シ
イ
属

一
部
焼
け

7
7
 

16
9 
1
3
1
5
-
0
1
 農
具

耕
起
具

不
明
鍬
鋤
類

(5
2.
3)
 
(1
2.
5)
 
1.
5 
柾
目

S
D
I
 
il
la
層

H
-
1
1
1
 

ッ
プ
ラ
ジ
イ

17
0 
1
0
2
5
-
0
2
 農
具

耕
起
具

不
明
鍬
鋤
類
未
製
品

6
9
 0
 
1
8
 0
 
3.
6 
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
C
9
 

17
1 
3
3
4
-
0
1
 農
具

耕
起
具

不
明
鍬
鋤
類
未
製
品

(2
6.
8)
 
(1
2.
4)
 
(
2
 6)
 
柾
目

S
D
I
 
II
Ib
層

E
-
P
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節

17
2 
4
0
0
-
0
3
 農
具

耕
起
具

不
明
鍬
鋤
類
未
製
品

20
.6
 
19
.3
 

4.
4 
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層

E
-
Q
9
 

ッ
プ
ラ
ジ
イ

薄
化
の
た
め
の
削
り
込
み
途
中

17
3 
1
3
3
6
-
0
1
 農
具

耕
起
具

不
明
鍬
鋤
類
未
製
品
？

50
.0
 
20
.9
 

4.
2 
柾
目

S
D
I
 
il
la
層
下
部

H
-
E
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
平
鋤
の
未
製
品
か

17
4 
0
9
6
-
0
1
 農
具

耕
起
具
？

不
明
鍬
鋤
類
？

(8
9.
4)
 
刃
部
8.
6
刃
部
2.
4
柾
目

S
D
I
 
Il
lb
層

E
-
M
8
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
身
先
端
を
厚
く
残
す
農
具
で
な
い
可
能
性
も
有
り

17
5 
3
3
7
-
0
4
 農
具

収
穫
具
？

鎌
？

(
2
3
 2)
 

4.
0 

1.
8 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
lb
層
下
部

E
-
T
1
4
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節
鎌
と
す
れ
ば
鉄
刃
と
の
着
装
部

17
6 
3
7
2
-
1
9
 農
具

収
穫
具

鎌
B
 
(5
.6
) 
太
さ
2
8
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
田
層

E
-
0
9
 

ス
ダ
ジ
イ

17
7 
1
4
1
1
-
0
3
 農
具

収
穫
具

鎌
I3 

(1
5.
3)
 
太
さ
1.
9

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
L
1
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

17
8 
3
7
0
-
0
8
 農
具

収
穫
具

鎌
B
 
(
1
2
 0)
 
太
さ
2
2
 

半
歓
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
W
l
l
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

17
9 
1
4
1
1
-
0
2
 農
具

収
穫
貝

棟
B
 
(1
8 
6
)
 
太
さ
3
0
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
~

C
lQ

 
サ
ク
ラ
属

18
0 
1
4
1
3
-
0
5
 農
具

収
穫
具

謙
A
 
3
4
 5
 
柄
部
太
さ
2
1
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
D
9
 

ヒ
ノ
キ
科

柄
は
曲
柄

18
1 
0
4
3
-
0
1
 農
具

収
穫
具

臼
ロ
径
3
3
4
 
底
径
4
0
2
 
高
さ
4
2
5
 
竪
木
取
り
S
D
l
 
III
層

E
-
T
l
3
 

外
面
ハ
ツ
リ
痕
顕
著
粗
削
り
仕
上
げ

0
9
7
-
0
1
 

底
径
4
9
4
 

裔
さ
(2
1.
3)

S
D
l
 
ill
層

E
-
Q
l
O
 

内
面
焼
け
外
面
ハ
ツ
リ
痕
顕
著

18
2 

農
具

収
穫
具

臼
堅
木
取
り

0
9
8
-
0
1
 

ロ
径
4
8
6
 

高
さ
(
2
5
1) 

S
D
I
 

不
明

粗
削
り
仕
上
げ

18
3 
0
3
6
-
0
1
 農
具

収
穫
具

臼
(4
0.
-1
) 

竪
木
取
り
S
D
l
 
I!
Ib
層

E
-
N
9
 

ク
ス
ノ
キ

18
4 
1
3
3
8
-
0
2
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
l
 
(
3
7
 2)
 
掲
部
太
さ
8
0

芯
持
削
り
出
し
S
D
1
 
II
層

H-
1-
-1
9 

ャ
プ
ッ
ハ
キ

分
類
は
『
木
器
集
成
』
を
基
に
細
分

18
5 
1
3
3
8
-
0
3
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
l
 
(
4
0
 9)
 
掲
部
太
さ
6
9
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
上
部

H
~

C
lQ

 
ヤ
ブ
ッ
パ
キ



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
艤
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

18
6 
0
9
6
-
0
5
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
2
 
(
2
9
 4)
 
禍
部
太
さ
6
9

芯
持
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層
下
部

E
-
Q
l
O
 

ャ
プ
ツ
バ
キ

18
7 
1
3
3
7
-
0
4
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
2
 
(3
9.
0)
 
揚
部
太
さ
(5
0) 

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
下
部
~
m
a
層
H
-
B
9
 

サ
カ
キ

一
部
焼
け

18
8 
0
9
5
-
0
3
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
2
 
(
4
8
 5)
 
禍
部
太
さ
6
6

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
Il
la
層

E
-
T
1
4
 

針
葉
樹

禍
部
一
部
焼
け
揚
部
尖
る

18
9 
1
3
3
8
-
0
1
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
2
 
(4
7.
3)
 
掲
部
太
さ
9
2
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部
~
m
a
層
H
-
K
l
l
 

ャ
プ
ツ
バ
キ

禍
部
尖
る

19
0 
0
9
5
-
0
2
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
2
 
(
4
5
 2)
 
掲
部
太
さ
9
4

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
T
l
2
 

サ
カ
キ

19
1 
0
9
6
-
0
4
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
2
 
(
4
6
 2)
 
揚
部
太
さ
6
8

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
II
lb
層

E
-
N
9
 

ヤ
ブ
ツ
バ
キ

19
2 
0
9
5
-
0
4
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
2
 
(4
5 
0
)
 
揚
部
太
さ
9
0

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層

E
-
M
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
全
体
の
2
/
3
焼
け

19
3 
0
9
6
-
0
6
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
3
 
(
1
8
 1)
 
揚
部
太
さ
9
I
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
N
9
 

ヤ
ブ
ツ
バ
キ

形
状
は
円
錐
形
揚
部
平
坦

19
4 
1
3
3
7
-
0
1
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
2
 
(3
9.
0)
 
撓
部
太
さ
(9
5) 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層

H
-
C
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

19
5 
1
3
3
9
-
0
3
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
2
 
(3
5.
5)
 
掲
部
太
さ
(8
0) 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
la
層

E
-
Y
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

19
6 
1
3
3
9
-
0
2
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
Z
 
(3
3.
0)
 
揚
部
太
さ
6
8

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
H
9
 

ャ
プ
ツ
バ
キ

欠
損
部
焼
け

19
7 
1
3
3
7
-
0
3
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
2
 
(3
3.
0)
 
揚
部
太
さ
(8
5) 

割
材
削
り
出
し
S
D
 1
 il
l 
a
層

E
-
Y
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ク
ヌ
ギ
節

19
8 
1
3
3
7
-
0
2
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
2
 
(
3
3
 0)
 
揚
部
太
さ
(9
0) 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層

H
-
E
9
 

サ
カ
キ

19
9 
0
9
5
-
0
5
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
2
 
(
2
8
 5)
 
揚
部
太
さ
8
0
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
R
1
2
 

ヤ
マ
グ
ワ

2
0
0
 
1
0
5
0
-
0
1
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
Z
 
(1
00
.4
) 
太
さ
8
1
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
K
1
2
 

7
8
 
1
 

20
1 
0
5
9
-
0
2
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
2
 
97
.3
 
太
さ
7.
6

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
ll
la
層

E
~

T
l3

 
散
孔
材

2
0
2
 
0
9
5
-
0
1
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
3
 
8
6
 7
 
揚
部
太
さ
10
5
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
T
1
3
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

2
0
3
 
0
9
6
-
0
3
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
3
 
(
8
4
 9)
 
揚
部
太
さ
1
0
4
 

割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
III
層

E
-
U
l
3
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
全
体
の
1/
4
焼
け

2
0
4
 
0
9
6
-
0
2
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
3
 
(7
9.
9)
 
揚
部
太
さ
9
7
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
R
l
l
 

ャ
プ
ツ
バ
キ

2
0
5
 
3
8
8
-
0
4
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
2
 
(
1
4
 5)
 
(
5
 3)
 
(3
.6
) 
芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
III
層

E
-
T
l
3
 

2
0
6
 
3
8
8
-
0
2
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
2
 
(1
4 
8
)
 
太
さ
6
0

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
~I
II
層

E
-
S
1
2
 

2
0
7
 
1
3
2
2
-
0
5
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
2
 
(1
7.
6)
 
揚
部
太
さ
7
1
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
H
l
O
 

ャ
プ
ツ
バ
キ

2
0
8
 
1

0
5

2
~

0
1

 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
3
 
97
.9
 
太
さ
11
.1

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
la
層

H
-
B
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ク
ヌ
ギ
節
セ
ッ
ト
で
出
土
共
に
未
製
品

2
0
9
 
1
0
5
2
-
0
2
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
3
 
9
3
 3
 
太
さ
11
.0

割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
Il
la
層

H
-
B
1
0
 

コ
ナ
ラ
属
ク
ヌ
ギ
節

2
1
0
 
1
4
0
0
-
0
1
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
2
 
(
3
3
 2)
 
太
さ
8
5
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
B
9
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節

21
1 
1
4
0
0
-
0
2
 農
具

収
穫
具

竪
杵

C
2
 
(4
2 
4
)
 
太
さ
S
3
 

割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
C
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節

2
1
2
 
3
1
3
-
0
3
 農
具

収
穫
具

小
型
杵

(2
4.
 7
) 
掲
部
太
さ
.J
0
 

害
1)
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
la
層

E
-
M
8
 

ヒ
ノ
キ

2
1
3
 

1
3

3
9

~
0

1
 農
具

収
穫
具

横
杵

3
3
 0
 
7
 0
 
5
 5
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
L
1
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
屈

2
1
4
 
1
3
0
5
-
0
1
 農
具

収
穫
具

横
槌

A
 
3
7
 I
 
太
さ
8
7
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
1
1
0
 

ヒ
ノ
キ

T
寧
な
調
整
手
杵
と
し
て
使
用
し
た
可
能
性
有
り

2
1
5
 
1
4
1
2
-
0
1
 農
具

収
穫
具

横
槌

A
 
(
1
8
 6)
 

軸
部
太
さ
"
~

芯
持
削
り
出
し
S
D
1
 
IT
層

H
-
C
9
 

サ
ワ
ラ

2
1
6
 
3
5
6
-
0
1
 農
具

収
穫
具

横
槌

R
1
 
30
 0
 
太
さ
8.
0

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
~

Q
lO

 
クリ

端
部
焼
け

2
1
7
 
1
3
0
5
-
0
5
 1咆
六
六目

収
穫
具

横
槌

B
l
 
(I 
7
 6
)
 
太
さ
(3
6
)
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

I
I
-
A
1
0
 

タ
イ
ミ
ン
タ
チ
バ
ナ
剥
離
資
料

2
1
8
 
3
8
8
-
-
0
S
 農
具

収
穫
具

横
槌

13
2 
(2
7 
0
)
 
太
さ
(6
.S
)

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
T
l
O
 

2
1
9
 

1
3

0
5

~
0

:l
 農
具

収
穫
具

横
槌

B
2
 
2
6
 I
 
太
さ
6
6
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
il
la
層

H
-
D
1
0
 

ャ
プ
ツ
バ
キ



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

22
0 
1
4
0
0
-
0
4
 農
具

収
穫
具

横
槌

B
2
 
(1
8 
9
)
 
(7
.0
) 

(4
 7
)
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
J
l
l
 

ア
ス
ナ
ロ

全
体
の
1/
2
焼
け
身
部
と
握
り
の
バ
ラ
ン
ス
悪
い

22
1 
1
3
0
5
-
0
4
 農
具

収
穫
具

横
槌

B
3
 
(2
3.
1)
 
太
さ
(6
.5
)

芯
持
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

H
-
H
9
 

マ
キ
属

22
2 
1
3
0
5
-
0
2
 農
具

収
穫
具

横
槌

B
3
 
(
1
9
 0)
 
太
さ
7
1
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
C
9
 

ヒ
ノ
キ

先
端
部
も
使
用
か

22
3 
3
5
6
-
0
3
 農
具

収
穫
具

横
槌

C
 
17
 0
 
太
さ
5.
0

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層
土
器
溜
ま
り

E
-
P
9
 

ャ
プ
ツ
バ
キ

22
4 
3
8
8
-
0
3
 農
具

収
穫
具

横
槌

C
 
(7
.5
) 

太
さ
4.
5

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
Q
l
l
 

22
5 
3
5
6
-
0
2
 農
具

収
穫
具

手
杵

2
4
 6
 
太
さ
13
.2

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層
下
部

E
-
P
l
O
 

環
孔
材

組
合
せ
タ
イ
プ
先
端
部
に
使
用
痕

2
2
6
 
1
4
0
2
-
0
2
 農
具

収
穫
具

捏
台

(1
9.
2)
 
(
6
 2)
 

不
明

S
D
I
 
II
層

E
-
X
・
Y
9
・
1
0
ク
ス
ノ
キ

小
破
片
木
釘
有
り

22
7 
1
4
0
2
-
0
1
 農
具

収
穫
具

捏
台

ロ
径
(3
5.
6)
高
さ
(6
.4
)

不
明

S
D
l
 
II
層

H
-
C
l
O
 

ク
ス
ノ
キ

浅
鉢
状

2
2
8
 
3
9
1
-
0
1
 農
具

収
穫
具

捏
台

(3
9.
8)
 
(2
4.
5)
 
(7
.5
) 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層

E
-
T
l
4
 

二
段
の
ド
ー
ナ
ツ
状
の
形
状

2
2
9
 
1
4
0
3
-
0
1
 農
具

田
下
駄

単
純
田
下
駄

2
4
 1
 
(6
.3
) 

1.
2 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
I
l
2
 

ス
ギ

23
0 
1
3
2
5
-
0
3
 農
具

田
下
駄

単
純
田
下
駄

2
4
 2
 
(6
.5
) 

1.
9 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
Y
9
 

ス
ギ

23
1 
3
5
3
-
0
3
 農
具

田
下
駄

単
純
田
下
駄

(2
6.
0)
 
(5
.7
) 

1.
5 
板
目

S
D
I
 
II
層
下
部

E
-
S
8
 

ヒ
ノ
キ

23
2 
4
0
3
-
0
4
 農
具

田
下
駄

単
純
田
下
駄

(
2
8
 1)
 
(5
.6
) 

1.
3 
追
柾
目

S
D
I
 
田
層

E
-
T
l
O
 

ヒ
ノ
キ

裏
面
全
面
焼
け

23
3 
3
5
2
-
0
3
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
A
 
(3
2.
1)
 
14
.3
 

2.
1 
追
柾
目

S
D
I
田
層

E
-
V
1
2
 

ス
ギ

2
3
4
 
3
5
2
-
0
2
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
B
l
 
39
.9
 
(
1
2
 6)
 

1. 
7
 
追
柾
目

S
D
I
 
I
I
~
川
層
刀
形
周
辺
E
-
N
9
 

ス
ギ

2
3
5
 
3
6
7
-
0
2
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
B
l
 
(4
4.
1)
 
1
8
 8
 
2.
3 
板
目

S
D
l
 
ill
層

E
-
T
l
3
 

ス
ギ

7
9
 
1
 

2
3
6
 
3
5
2
-
0
1
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
B
2
 
40
.0
 

12
. 
l
 
1.
9 
追
柾
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
V
1
2
 

ス
ギ

2
3
7
 
3
2
8
-
0
1
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
B
2
 
37
.4
 
(6
.6
) 

1.
2 
板
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
R
l
O
 

ス
ギ

2
3
8
 
3
7
6
-
0
3
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄

35
.1
 
(7
.4
) 

1.
3 
板
目

S
0
1
 
II
層

E
-
S
1
0
 

ス
ギ

2
3
9
 
3
5
5
-
0
3
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
C
 
(3
5.
4)
 
10
.4
 

1.
4 
柾
目

S
0
1
 
I
 b
層

E
-
0
9
 

ス
ギ

方
形
枠
付
田
下
駄
の
足
板
の
可
能
性
も
有
り

2
4
0
 
3
5
5
-
0
2
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
C
 
(3
0 
.1
) 

8
 5
 

1.
1 
追
柾
目

S
0
1
 
II
層

E
-
S
8
 

ス
ギ

24
1 
3
5
5
-
0
1
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
C
 
(4
5.
 7
) 

9
 8
 
1.
3 
追
柾
目

S
0
1
 
II
層

E
-
S
8
 

ス
ギ

24
2 
3
5
3
-
0
1
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
C
 
(5
2.
0)
 
(1
3.
2)
 
2.
7 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
R
9
 

モ
ミ
属

2
4
3
 
3
5
3
-
0
2
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
D
l
 
(4
3.
1)
 
(1
3.
6)
 
2.
2 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
Q
9
 

ス
ギ

2
4
4
 
4
0
3
-
0
3
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
D
l
 
40
.5
 
(1
0.
2)
 
1.
4 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層

E
-
S
1
2
 

ヒ
ノ
キ

表
面
1/
4
焼
け

24
5 
3
5
5
-
0
4
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
D
l
 
27
 0
 
12
.2
 

1
 
5
 
追
柾
目

S
D
l
 
III
層

E
-
R
1
2
 

ヒ
ノ
キ

2
4
6
 
4
0
3
-
0
2
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
D
l
o
r
D
2
 
43
.8
 
(8
.9
) 

1.
3 
追
柾
目

S
D
I
 
III
層

E
-
V
1
2
 

ス
ギ

2
4
7
 
1
4
5
2
-
0
3
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
D
2
 
(
2
9
 4)
 
(4
.7
) 

1
 
7
 
板
目

S
0
1
 
II
層
上
部

H
-
F
9
 

ア
ス
ナ
ロ

一
部
焼
け

24
8 
1
3
2
5
-
0
1
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
D
2
 
(3
3.
0)
 
12
. 
7
 
2.
0 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層

H
-
B
1
0
 

ヒ
ノ
キ

2
4
9
 
3
1
4
-
0
1
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
？

35
.4
 

10
.1
 

1
 
7
 
追
柾
目

S
D
l
 
III
層

E
-
N
9
 

ヒ
ノ
キ
科

側
面
一
部
焼
け

2
5
0
 
3
2
8
-
0
2
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
？

(3
2.
8)
 
13
.5
 

1.
3 
板
目

S
0
1
 
II
層

E
-
T
9
 

ス
ギ

25
1 
3
2
8
-
0
3
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
？

29
.9
 

7.
9 

1
 
3
 
柾
目

S
D
I
 
Il
la
層

E
-
T
1
3
 

ス
ギ

25
2 
3
2
1
-
0
3
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
横
木

39
.6
 

4.
1 

1.
2 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
III
層

E
-
T
1
2
 

ヒ
ノ
キ

紡
織
具
の
可
能
性
も
有
り

25
3 
3
2
1
-
0
2
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(3
5.
8)
 
3.
8 

1.
1 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
III
層

E
-
T
1
2
 

ヒ
ノ
キ

紡
織
具
の
可
能
性
も
有
り



報
告
実
測
番
号

益ロ
ロ
種

分
類

法
員
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
庫
さ

2
5
4
 
3
2
1
-
0
5
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
ド
駄
横
木
(
2
2
 9)
 

6.
5 

1.
8 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
ill
層

E
-
R
9
 

ス
ギ

紡
織
具
の
可
能
性
も
有
り

2
5
5
 
3
2
1
-
0
8
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(
2
3
 5)
 

3
 1
 
1
 
4
 
割
材
削
り
出
し
S
D
 1
 I
II
層

E
-
T
1
3
 

ヒ
ノ
キ

紡
織
具
の
可
能
性
も
有
り

2
5
6
 
3
2
1
-
0
7
 成
曲
六目

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(
1
9
 7)
 
4
 9
 

1
 
2
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
~

U
ll

 
コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
裏
面
1/
2
焼
け
紡
織
具
の
可
能
性
も
有
り

2
5
7
 
3
2
2
-
0
1
 農
具

田
下
駄

円
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(
1
2
 7)
 

4.
4 

0
 9
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
la
層

E
-
N
9
 

ス
ギ

紡
織
具
の
可
能
性
も
有
り

2
5
8
 
3
7
0
-
0
4
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
柄
横
孔
木
付
(1
5.
3)
 
(6
 5
)
 

1
 7
 
板
目

S
D
l
 
II
層

E
-
U
l
2
 

ヒ
ノ
キ

2
5
9
 
1
4
2
4
-
0
5
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
柄
孔
付
(1
1.
3)
 
(6
.3
) 

(3
.3
) 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
L
1
2
 

ャ
プ
ニ
ッ
ケ
イ

横
木

2
6
0
 
1
3
6
4
-
0
3
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
柄
横
孔
木
付
(
3
3
 5)
 
(
6
 0)
 
(1
.5
) 
板
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
C
l
O
 

ヒ
ノ
キ

26
1 
4
0
3
-
0
1
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
柄
横
孔
木
付
(
3
9
 9)
 
(
7
 9)
 

1
 
9
 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
R
l
l
 

モ
ミ
属

裏
面
1/
2
焼
け

2
6
2
 
3
8
2
-
0
1
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
柄
横
孔
木
付
37
.1
 

8
 1
 
1
 6
 
板
目

S
D
l
 
III
層

E
-
Q
l
O
 

ス
ギ

2
6
3
 
1
3
6
4
-
0
2
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
柄
横
孔
木
付
(3
7 
5
)
 
8
 0
 

2.
0 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
H
8
 

モ
ミ
属

2
6
4
 
3
8
2
-
0
2
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
柄
横
孔
木
付
(3
5.
0)
 

9.
0 

I. 
I
 
追
柾
目

S
D
I
 
III
層

E
-
0
8
 

ヒ
ノ
キ

2
6
5
 
1
3
6
4
-
0
1
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
柄
横
孔
木
付
(3
8.
8)
 

7.
5 

2.
5 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
A
l
O
 

ス
ギ

2
6
6
 1
3
2
5
-
0
2
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
柄
横
孔
木
付
3
6
 9
 
(6
.4
) 

1.
7 
追
柾
目

S
D
I
 
II
Ia
層

H
-
£
1
0
 

ス
ギ

2
6
7
 
0
3
7
-
0
4
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
枠
木

7
6
 6
 
5
 7
 
2
 5
 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
III
層

E
-
Q
l
O
 

ヒ
ノ
キ

一
部
焼
け

2
6
8
 
1
3
6
2
-
0
1
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
枠
木
(3
6.
5)
 

6.
0 

2
 0
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
la
層

H
-
K
1
2
 

ヒ
ノ
キ

裏
面
全
面
焼
It
枠
材
に
横
木
横
木
は
楔
で
隙
間
埋

め
る

8
0
 
1
 

2
6
9
 1
3
6
4
-
0
6
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
枠
木
(1
3.
5)
 

5
 0
 

3
 8
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
la
層

H
-
H
l
l
 

ス
ギ

2
7
0
 1
3
6
2
-
0
2
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
枠
木
(1
4.
0)
 

4.
5 

2
 5
 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
il
la
層

H
-
K
1
2
 

シ
イ
属

襄
面
全
面
焼
け
枠
材
孔
に
横
木
と
楔
有
り

27
1 
3
4
3
-
0
4
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
枠
木
(2
1.
5)
 

5.
5 

2.
2 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
il
la
層

E
-
U
l
3
 

ヒ
ノ
キ
科

2
7
2
 
1
3
6
2
-
0
3
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
枠
木
(
2
3
 0)
 

4.
5 

2.
5 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
Y
l
O
 

ヒ
ノ
キ

2
7
3
 
1
3
6
2
-
0
5
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
枠
木
(1
8.
5)
 

3.
7 

2
 6
 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層
上
部

H
-
C
l
O
 

ヒ
ノ
キ

2
7
4
 
1
4
2
8
-
0
2
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
枠
木
(2
1.
 9
) 

5.
7 

6.
7 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
C
l
O
 

ス
ギ

2
7
5
 
3
7
9
-
0
6
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
枠
木
(2
1 
5
)
 
5.
5 

2.
3 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
U
l
3
 

ス
ギ

2
7
6
 
3
7
3
-
0
4
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
枠
木
(
1
8
 2)
 
(
5
 0)
 
(3
.1
) 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
X
l
O
 

ス
ギ

表
面
焼
け

2
7
7
 
1
3
6
4
-
0
4
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
枠
木
(1
7.
0)
 

4.
5 

2
 6
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
X
•
Y
9

・
1
0
ヒ
ノ
キ

2
7
8
 
1
3
6
2
-
0
4
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
枠
木
(3
4.
0)
 

3.
0 

3
 5
 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層
下
部

H
-
F
9
 

ヒ
ノ
キ

全
面
焼
け

2
7
9
 
1
2
4
-
0
5
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
枠
木
(5
1 
5
)
 
(4
.0
) 

2.
0 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
~I
ll
層

E
-
R
l
l
 

ヒ
ノ
キ

2
8
0
 
1
3
6
4
-
0
5
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
枠
木
(1
4.
3)
 

2.
8 

3.
7 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
Ia
層

H
-
C
l
O
 

ク
ス
ノ
キ
科
？

2
8
1
 
3
8
8
-
0
6
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
枠
木
・
横
木

枠横
木
4
.5 
木
2
2
 
枠横
木
4
4
 

木
2
8
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
Ill
層

E
-
X
l
O
 

枠
材
に
横
木

2
8
2
 
3
2
3
-
0
5
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(4
9.
1)
 

4.
4 

1
 
5
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
la
層

E
-
N
8
 

ス
ギ

2
8
3
 
3
2
4
-
0
2
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(2
9.
0)
 

3.
7 

1
 4
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
0
9
 

ス
ギ

2
8
4
 
3
2
3
-
0
4
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(
5
0
 2)
 

3.
0 

1.
4 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
S
1
2
 

ヒ
ノ
キ

2
8
5
 
3
2
4
-
0
7
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(2
7 
.5
) 

3.
5 

1.
7 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
11
層

E
-
V
l
 1
 

ヒ
ノ
キ
科

2
8
6
 
1
3
8
2
-
0
3
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(4
8.
 7
) 

3.
0 

1
 
5
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
H
9
 

ス
ギ

2
8
7
 
3
2
4
-
0
6
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
ド
駄
横
木
(2
8.
4)
 

3.
0 

1
 
2
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
la
層

E
-
N
9
 

ス
ギ



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
原
さ

2
8
8
 
3
2
3
-
0
1
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木

55
.5
 

3
 9
 
1.
6 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
ill
層

E
-
N
9
 

ス
ギ

2
8
9
 
3
2
4
-
0
5
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(
2
5
 4)
 

3.
0 

1
 1
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
N
9
 

ス
ギ

2
9
0
 
3
2
3
-
0
2
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
56
.4
 

3
 3
 
1
 
5
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層

E
-
P
l
O
 

ス
ギ

29
1 
3
8
1
-
0
4
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(2
4.
0)
 
2
 9
 
1.
1 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II 
~I
II
層

E
-
S
1
0
 

ヒ
ノ
キ

2
9
2
 
3
2
3
-
0
3
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(
5
2
 7)
 

4.
5 

1.
6 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層

E
-
N
9
 

ス
ギ

2
9
3
 
1
3
8
2
-
0
5
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(2
5.
0)
 
3
 0
 
1
 
5
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
1
1
0
 

ヒ
ノ
キ

29
4 
3
2
4
-
0
1
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(
4
2
 3)
 
3.
9 

1
 
2
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
T
1
2
 

ヒ
ノ
キ

2
9
5
 
3
2
4
-
0
9
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(3
6.
9)
 
2.
0 

2.
0 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
III
層

E
-
P
8
 

ス
ギ

端部
柄に
楔孔
埋に
挿ま
る
入

枠
材

し
た
横
木
固
定
の
た
め
の
仕
事
か

2
9
6
 
3
2
4
-
1
0
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(3
4.
6)
 
3.
0 

2.
0 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
S
9
 

ス
ギ

29
7 
3
2
4
-
0
3
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(
3
8
 1)
 

3.
3 

1.
3 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
貼
石
間

E
-
R
l
l
 

ヒ
ノ
キ
科

2
9
8
 
3
8
1
-
0
5
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(3
7.
3)
 
3.
6 

2.
1 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
S
1
2
 

ヒ
ノ
キ

2
9
9
 
1
3
7
8
-
0
4
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(3
7.
 7
) 

4
 2
 
1
 7
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
C
l
O
 

ヒ
ノ
キ

3
0
0
 
1
3
8
2
-
0
2
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(4
5.
5)
 
3.
2 

1.
5 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
D
1
1
 

ス
ギ

30
1 
1
3
8
2
-
0
4
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(
2
9
 0)
 

5.
0 

1
 
3
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
H
8
 

ス
ギ

30
2 
1
3
8
2
-
0
1
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(
4
3
 4)
 

4
0
 

1
 
2
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
上
部

H
-
D
1
0
 

ヒ
ノ
キ

30
3 
3
8
1
-
0
6
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(4
9.
4)
 
3.
7 

1.
1 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
U
1
2
 

ス
ギ

8
1
 

3
0
4
 
1
3
8
3
-
0
2
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(2
9 
5
)
 
3.
0 

1
 
4
 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

H
-
1
1
0
 

モ
ミ
属

裏
面
全
面
焼
け

30
5 
1
3
4
4
-
0
5
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(1
6.
6)
 
(3
.3
) 

1.
3 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
H
l
l
 

3
0
6
 
3
7
8
-
0
7
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(2
1 
2
)
 
3.
4 

1.
4 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
田
層

E
-
R
l
l
 

ス
ギ

30
7 
3
7
2
-
1
 7
 農
具

田
下
駄

方
形
枠
付
田
下
駄
横
木
(9
. 
I) 

3.
0 

I
 
8
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
Y
1
2
 

ス
ギ

2
9
5
同
様
楔
打
ち
込
み
に
よ
る
端
部
を
広
げ
る
仕
事

3
0
8
 
3
9
0
-
0
3
 農
具

編
具

目
盛
板

(6
9.
0)
 
4
 1
 
1.
9 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
ill
層

E
-
U
l
2
 

刻
み
間
隔
は
不
規
則

3
0
9
 
1
4
1
3
-
0
6
 農
具

編
具

目
盛
板

(2
6.
2)
 

4.
7 

1.
7 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
上
部

H
-
F
l
O
 

ス
ギ

3
1
0
 1
4
1
1
-
0
5
 農
具

編
具

目
盛
板

(3
6.
9)
 
4
 5
 
2
 0
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
D
9
 

ス
ギ

編
具
で
な
い
可
能
性
も
有
り

31
1 
3
2
7
-
0
3
 農
具

編
具

目
盛
板

(
2
9
 7)
 

3.
5 

1.
3 
板
目

S
D
I
不
明

不
明

31
2 
1
3
8
6
-
0
5
 農
具

編
具

目
盛
板

(2
1 
9
)
 
2.
4 

0.
5 
板
目

S
D
I
 
II
層
上
面

H
-
M
l
2
 

ス
ギ

31
3 
1
3
8
8
-
0
1
 農
具

編
具

木
錘

A
 
16
.3
 
太
さ
9.
7

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
lb
層
最
下
層

H
-
K
I
O
 

イ
ヌ
ガ
ヤ

製
品
と
す
る
よ
り
は
未
製
品
か

31
4 
3
2
6
-
0
5
 農
具

編
具

木
錘

A
 
17
.4
 
7
 5
 
4.
2 
半
歓
削
り
出
し
S
D
l
 
ill
層

E
-
T
l
l
 

ツ
ブ
ラ
ジ
イ

31
5 
1
3
8
7
-
0
1
 農
具

編
具

木
錘

A
 
1
6
 6
 
太
さ
7
9
 

芯
持
削
り
出
し
S
0
1
 
II
lb
層
下
部

H
-
L
l
l
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
樹
皮
残
る

31
6 

3
2

5
~

0
6

 農
具

編
具

木
錘

A
 
14
.5
 
太
さ
7
3
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
lb
層

E
-
P
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

3
1
7
 
1
3
8
7
-
0
2
 農
具

編
具

木
§
垂

A
 
1
8
 1
 
太
さ
8
4
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
下
部
~
m
a
層
井
泉
H
-
L
l
l
 

ヤ
ブ
ツ
バ
キ

31
8 
3
2
5
-
0
8
 農
具

編
具

木
錘

A
 
13
 8
 
太
さ
6
0
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
 1
 Il
l
層

E
-
S
1
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

31
9 
3
2
6
-
0
1
 農
具

編
具

木
錘

A
 
1
8
 8
 
太
さ
8
2
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
T
1
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

3
2
0
 
3
2
6
-
0
3
 農
具

編
具

木
錘

A
 
19
.2
 
太
さ
,
0
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
Ill
層

E
-
T
1
2
 

マ
キ
属

側
面
一
部
焼
iナ
転
用
材
使
用

32
1 
1
3
8
7
-
0
3
 農
具

編
具

木
維

A
 
14
.0
 
太
さ
7
3
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
la
層

H
-
E
l
O
 

ャ
プ
ツ
バ
キ



報
告
実
測
番
号

<'!"'
ii-!
 
種

分
類

法
歓
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
原
さ

32
2 
3
2
5
-
0
5
 農
具

編
具

木
8垂

A
 
1
6
 7
 
太
さ
7
9
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
T
1
2
 

ャ
プ
ツ
バ
キ

32
3 
3
2
5
-
0
7
 農
具

編
具

木
錘

A
 
1
6
 3
 
太
さ
8
3
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
T
l
2
 

ャ
プ
ツ
バ
キ

32
4 
3
2
6
-
0
6
 農
具

編
具

木
i垂

A
 
15
.5
 
太
さ
6
0

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
R
8
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

32
5 
3
2
6
-
0
4
 農
具

編
具

木
錘

A
 
1
6
 8
 
太
さ
6.
3

芯
持
削
り
出
し
S
0
1
 
III
層

E
-
S
1
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

32
6 
3
2
6
-
0
2
 成
曲
フ
目
て

編
具

木
錘

A
 
1
7
 3
 
太
さ
6
I
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
R
l
l
 

ャ
プ
ツ
バ
キ

32
7 
3
2
7
-
0
6
 農
具

編
具

木
錘

A
 
5
 2
 
太
さ
8.
3

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
V
l
O
 

サ
カ
キ

32
8 
3
2
6
-
0
9
 農
具

編
具

木
錘

A
 
7
 2
 
太
さ
6.
8

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
lb
層

E
-
U
1
4
 

広
菓
樹

32
9 
1
3
8
9
-
0
8
 農
具

編
具

木
錘

A
 
(6
 8
)
 
太
さ
8
6

芯
持
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

H
-
B
1
0
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

33
0 
3
2
7
-
0
1
 農
具

編
具

木
錘

A
 
6
9
 
太
さ
7.
5

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
U
1
2
 

33
1 
3
2
6
-
0
7
 農
具

編
具

木
錘

A
 
(8
.5
) 

太
さ
6.
5

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
P
8
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

33
2 
3
2
6
-
0
8
 農
具

編
具

木
錘

A
 
(7
. 
7)
 
(6
.6
) 

(
3
 5)
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
P
8
 

ヤ
ブ
ツ
バ
キ

33
3 
1
3
8
7
-
0
4
 農
具

編
具

木
錘

A
 
.
 9
.7
 

太
さ
4
1
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
H
9
 

シ
イ
属

3
3
4
 
3
2
7
-
0
2
 農
具

編
具

木
錘

A
 
(4
 9
)
 
太
さ
4.
5

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層

E
-
N
9
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節

3
3
5
 
3
2
5
-
0
3
 農
具

編
具

木
錘

B
 
1
8
 5
 
6.
1 

3
 8
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
ill
層

E
-
S
7
 

クリ

3
3
6
 
3
2
5
-
0
1
 農
具

編
具

木
錘

B
 
16
.5
 

9
 8
 
5
 8
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
T
1
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

8
2
 

33
7 
3
8
8
-
0
1
 農
具

編
具

木
錘

B
 
18
.5
 
太
さ
7
0
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
S
1
1
 

3
3
8
 
1
3
8
1
-
0
6
 農
具

編
具

木
錘

B
 
15
.6
 

6
 6
 
(
2
 7)
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
il
la
層

E
-
Y
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

3
3
9
 
3
2
5
-
0
2
 農
具

編
具

木
錘

B
 
15
.0
 

8.
4 

7
 0
 
不
明

S
D
I
 
il
la
層

E
-
N
9
 

シ
ャ
シ
ャ
ン
ボ

3
4
0
 
3
2
5
-
0
4
 農
具

編
具

木
錘

B
 
17
.4
 

8
 2
 
5.
4 
不
明

S
D
l
 
fi
la
層

E
-
S
1
3
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

34
1 
1
3
8
8
-
0
2
 農
具

編
具

木
錘

B
 
14
.0
 
太
さ
7
5
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層

H
-
L
l
l
 

シ
ャ
シ
ャ
ン
ボ

3
4
2
 
1
3
8
5
-
0
2
 農
具

編
具

木
錘

B
 
1
3
 1
 
6
 3
 
6.
1 
芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
il
la
層

H
-
J
l
l
 

ャ
プ
ツ
バ
キ

3
4
3
 
1
3
8
1
-
0
4
 農
具

編
具

木
錘

B
 
1
4
 0
 
7
 4
 
4.
5 
四
分
割
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
H
9
 

ヒ
ノ
キ

3
4
4
 
1
3
8
9
-
0
1
 農
具

編
具

木
錘

B
 
1
3
 5
 
6.
1 

5.
0 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
X
・
Y
9
・
1
0
ア
ス
ナ
ロ

3
4
5
 
1
3
8
1
-
0
5
 農
具

編
具

木
錘

B
 
1
5
 0
 
7
 3
 
5.
3 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
G
9
 

ヒ
ノ
キ

3
4
6
 
1
3
8
9
-
0
2
 農
具

編
具

木
錘

B
 
1
6
 1
 
7.
4 

2
 6
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
A
9
 

ア
ス
ナ
ロ

34
7 
1
3
8
5
-
0
6
 農
具

編
具

木
錘

B
 
13
 8
 
7.
5 

4
 9
 
芯
持
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層
下
部

H
-
L
1
3
 

ア
ス
ナ
ロ

34
8 
1
3
8
8
-
0
6
 農
具

編
具

木
錘

B
 
15
.0
 

8.
0 

5
 5
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
11
層
上
部

H
-
K
1
2
 

ア
カ
マ
ツ

34
9 
1
3
8
1
-
0
3
 農
具

編
具

木
錘

B
 
13
.4
 

8
8
 

4
 3
 
半
歓
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
K
l
l
 

サ
ワ
ラ

一
部
焼
け

35
0 
1
3
8
8
-
0
7
 農
具

編
具

木
錘

B
 
13
 0
 
7
 0
 
4
 5
 
四
分
割
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層
上
部

H
-
C
l
O
 

ア
ス
ナ
ロ

欠
損
部
焼
け

35
1 
1
3
8
5
-
0
7
 農
具

編
具

木
錘

B
 
(1
8.
2)
 
7
9
 

7.
0 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

I-
I-
F
9
 

ヒ
ノ
キ

35
2 
1
3
8
8
-
0
4
 農
具

編
具

木
錘

B
 
18
.0
 

8
 5
 
3
 2
 
半
歓
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
1こ
部

H
-
G
9
 

ア
ス
ナ
ロ

35
3 
1
3
8
5
-
0
1
 農
具

編
具

木
錘

B
 
1
6
 3
 
8
 2
 
7
 2
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
~

G
IO

 
ア
ス
ナ
ロ

35
4 
3
2
7
-
0
5
 農
具

編
具

木
錘

B
 
(
1
7
 0)
 

7
 0
 
(2
 8
)
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
層

E
-
R
l
 1
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

35
5 
1
3
8
5
-
0
5
 農
具

編
具

木
錘

B
 
(1
3.
6)
 

8
 3
 
4.
5 
半
赦
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
上
部

H
-
E
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

3
5
6
 
1
3
8
9
-
0
4
 農
具

編
具

木
錘

B
 
15
.2
 

7.
9 

3.
2 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層
上
部

H
-
B
1
1
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

35
7 
1
3
8
1
-
0
1
 農
具

編
具

木
錘

B
 
13
.9
 

8.
0 

5.
9 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
C
9
 

ヒ
ノ
キ

3
5
8
 
1
3
8
5
-
0
3
 農
具

編
具

木
錘

B
 
15
.0
 

7.
4 

5.
4 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
D
9
 

ヒ
ノ
キ
科

3
5
9
 
1
3
8
9
-
0
5
 農
具

編
具

木
錘

B
 
13
.3
 

6
 7
 
3
 4
 
半
歓
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
J
l
 1
 

ヒ
ノ
キ
科

3
6
0
 1
3
8
5
-
0
4
 農
具

編
具

木
錘

B
 
16
.8
 

6.
0 

4
 8
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
G
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

36
1 
3
7
7
-
0
3
 農
具

編
具

木
錘

B
 
11
.0
 
太
さ
5
0

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
W
l
l
 

マ
キ
属

36
2 
3
7
7
-
0
1
 農
具

編
具

木
錘

B
 
1
5
 8
 
太
さ
6
0

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
W
l
O
 

サ
カ
キ

36
3 
1
3
8
9
-
0
7
 農
具

編
具

木
錘

B
 
11
 9
 
7
 3
 
4
0
 
半
赦
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
H
1
8
 

サ
カ
キ

3
6
4
 
1
3
8
9
-
0
6
 農
具

編
具

木
錘

B
 
14
.6
 

6.
6 

3
 4
 
半
歓
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
A
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

36
5 
1
3
8
9
-
0
3
 農
具

編
具

木
錘

B
 
15
.9
 

6.
3 

3.
0 
半
赦
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
B
9
 

ア
ス
ナ
ロ

36
6 
1
3
8
5
-
0
8
 農
具

編
具

木
錘

B
 
14
.0
 

7.
8 

4.
3 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
H
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

36
7 
1
4
2
2
-
0
5
 農
具

編
具

木
錘

B
 
(1
4 
2
)
 
7.
2 

1.
9 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
上
部

H
-
H
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
裏
面
全
面
焼
け

3
6
8
 
1
3
8
8
-
0
5
 農
具

編
具

木
錘

B
 
12
.2
 

7.
5 

6
 5
 
芯
持
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層
上
部

H
-
F
9
 

ア
ス
ナ
ロ

3
6
9
 
1
3
8
8
-
0
8
 農
具

編
具

木
錘

B
 
13
.0
 

6.
6 

6.
5 
芯
持
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層
上
部

H
-
D
9
 

ヒ
ノ
キ
科

3
7
0
 
1
3
8
1
-
0
2
 農
具

編
具

木
錘

B
 
12
.2
 

5.
5 

4.
3 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
I
層
下
部

H
-
G
8
 

ア
ス
ナ
ロ

37
1 
1
3
8
8
-
0
3
 農
具

編
具

木
錘

B
 
15
.0
 

8.
2 

5.
7 
半
赦
削
り
出
し
S
D
I
 
I
層

H
-
G
9
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

8
3
 
1
 

37
2 
3
0
8
-
0
8
 工
具

鉄
斧
柄

袋
状
鉄
斧
装
着
用
膝
柄
(1
4.
3)
 
3.
1 

3.
2 
芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
ill
層

E
-
U
l
2
 

サ
カ
キ

表
面
焼
け

3
7
3
 
1
3
0
7
-
0
3
 工
具

鉄
斧
柄

袋
状
鉄
斧
装
着
用
膝
柄
(2
7.
5)
 
装
着
部
2
8
 
装
着
部
2.
5
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
~

I
ll

 
サ
カ
キ

3
7
4
 
1
3
0
7
-
0
1
 工
具

鉄
斧
柄

袋
状
鉄
斧
装
着
用
膝
柄
(1
7 
.5
) 
装
着
部
2
7
 
装
着
部
2
5
 芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
下
部

H
-
G
9
 

サ
ク
ラ
属

37
5 
1
3
1
4
-
0
1
 工
具

鉄
斧
柄

板
状
鉄
斧
装
着
用
膝
柄
(1
3.
0)
 
装
着
部
3.
0
装
着
部
3
0
 
芯
持
削
り
出
し
S
0
1
 
il
la
層

H
-
A
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
一
部
焼
け
袋
状
鉄
斧
装
着
の
可
能
性
も
有
り

37
6 
1
3
0
7
-
0
2
 工
具

鉄
斧
柄

板
状
鉄
斧
装
着
用
膝
柄
(1
1.
0)
 
装
着
部
3
5
 
装
着
部
2.
5
芯
持
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層
下
部

H
-
F
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ク
ヌ
ギ
節

37
7 
3
7
2
-
1
8
 工
具

鉄
斧
柄

袋
状
鉄
斧
装
着
用
膝
柄
(1
1 
3
)
 
太
さ
3.
2

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
T
l
l
 

ヒ
サ
カ
キ
属

37
8 
3
9
5
-
0
1
 工
具

鉄
斧
柄

袋
状
鉄
斧
装
着
用
膝
柄
装
着
部
1
6
3
 
太
さ
3
0
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
T
l
l
 

サ
カ
キ

3
7
9
 
1
3
0
7
-
0
4
 工
具

鉄
斧
柄

板
状
鉄
斧
装
着
用
？
膝
柄
4
6
 0
 
装
着
部
5.
0
装
着
部
3
0
 芯
持
削
り
出
し
S
0
1
 
il
lb
層
最
下
部

H
-
G
9
 

イ
ヌ
ガ
ヤ

未
製
品

3
8
0
 
3
1
2
-
0
4
 工
具

小
利
器
柄

(2
1.
2)
 

I
 
9
 

2.
1 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

E
-
V
l
l
 

ヒ
ノ
キ

38
1 
3
1
8
-
0
1
 紡
織
具

紡
錘
車

A
 
径
7.
0

1.
6 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
T
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
線
刻
有
り
黒
漆
仕
上
げ

38
2 
3
1
8
-
0
2
 紡
織
具

紡
錘
車

A
 
径
7.
1

1
 
7
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
S
1
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

38
3 
3
1
8
-
0
3
 紡
織
具

紡
錘
車

B
 
径
6
8
 

1.
7 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
III
層

E
-
S
1
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

38
4 
1
3
7
9
-
0
2
 紡
織
具

糸
巻

桂
（
腕
木
）

A
l
 
(3
2 
9
)
 
太
さ
18
 

割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

I
I
-
II
8 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

3
8
5
 
1
3
7
9
-
0
4
 紡
織
具

糸
巻

桂
（
腕
木
）

A
l
 
(
2
3
 2)
 
太
さ
1.
7

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
A
9
 

ス
ギ

3
8
6
 
1
3
7
9
-
0
3
 紡
織
具

糸
巻

桂
（
腕
木
）

A
l
 
(
2
4
 4)
 
太
さ
2
2
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
A
l
l
 

ス
ギ

38
7 

1
3

7
9

~
0

5
 紡
織
具

糸
巻

桂
（
腕
木
）

A
l
 
(2
1 
0
)
 
太
さ
2
0
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
0
9
 

ス
ギ

38
8 
1
3
7
9
-
0
6
 紡
織
具

糸
巻

桂
A
l
 
支
え
木
(
8
8)
 
支
え
木
2
4
 
支
え
木
I4
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
~

A
lO

 
ス
ギ

3
8
9
 

:i
--

11
~0

2 
紡
織
具

糸
巻

桂
（
腕
木
）

A
l
 
2
2
 6
 
太
さ
2
6
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
la
層

E
~

N
S

 
サ
ワ
ラ



報
告
実
測
番
号

命o
n
 
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

3
9
0
 
1
3
8
0
-
0
9
 紡
織
具

糸
巻

桂
A
l
 
腕
木
(2
0.
1)
太
さ
I9
 

割
材
削
り
出
し
S
D
1
 
II
層
下
部
礫
散

H
-
D
l
O
 

ス
ギ

39
1 
3
1
9
-
0
2
 紡
織
具

糸
巻

桂
A
l
 
(
3
6
 3)
 
2
2
 4
 

害
lj
材
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
la
層

E
-
N
8
 

腕
木
ヒ
ノ
キ

支
え
木
ス
ギ

39
2 
3
1
9
-
0
3
 紡
織
具

糸
巻

桂
（
支
え
木
）

A
l
 
(
2
3
 1)
 

割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
Il
la
層

E
-
N
8
 

ヒ
ノ
キ

39
3 
1
3
8
0
-
0
7
 紡
織
具

糸
巻

桂
（
支
え
木
）

A
l
 
(2
1.
0)
 

2.
4 

1
 
5
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
C
I
O
 

ス
ギ

39
4 
1
3
8
0
-
0
1
 紡
織
具

糸
巻

桂
（
支
え
木
）

A
l
 
(2
6.
2)
 
2
 2
 
I
 
6
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
Y
l
O
 

ヒ
ノ
キ
科

39
5 
1
3
8
0
-
0
2
 紡
織
具

糸
巻

桂
（
支
え
木
）

A
l
 
(
2
5
 6)
 
(2
.2
) 

I
 
5
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
最
下
部

H
-
C
9
 

ス
ギ

39
6 
1
3
8
0
-
0
5
 紡
織
具

糸
巻

桔
（
支
え
木
）

A
l
 
(2
1.
1)
 

1
 
8
 

2.
1 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

H
-
A
9
 

ス
ギ

39
7 
1
3
8
0
-
0
3
 紡
織
具

糸
巻

桂
（
支
え
木
）

A
l
 
(2
3.
6)
 

2
 2
 
2.
3 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
1
9
 

ス
ギ

3
9
8
 
0
2
5
-
0
3
 紡
織
具

糸
巻

桂
（
支
え
木
）

A
l
 
(7
1.
0)
 

4
 6
 
2.
9 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
III
層

E
~

S
1

2
 

ス
ギ

桂
で
な
い
可
能
性
も
有
り

3
9
9
 
1
3
8
2
-
0
6
 紡
織
具

糸
巻

桂
（
支
え
木
）

A
l
 
(4
4.
0)
 

1
 
8
 

2.
0 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
Y
9
 

ヒ
ノ
キ

桂
で
な
い
可
能
性
も
有
り

4
0
0
 
3
2
0
-
0
3
 紡
織
具

糸
巻

枠
（
支
え
木
）

A
l
 
(2
0.
5)
 

割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
最
下
部

E
-
R
l
O
 

ス
ギ

40
1 
3
4
1
-
0
4
 紡
織
具

糸
巻

桂
（
支
え
木
）

A
2
 
36
.7
 
太
さ
2.
2

割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

E
-
W
l
O
 

ヒ
ノ
キ

4
0
2
 
3
4
1
-
0
1
 紡
織
具

糸
巻

桂
（
支
え
木
）

A
2
 
37
.5
 
太
さ
2
5
 

割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
Il
lb
層

E
-
0
1
0
 

ヒ
ノ
キ
科

4
0
3
 
1
3
8
0
-
0
6
 紡
織
具

糸
巻

桂
（
支
え
木
）

A
2
 
(3
7.
6)
 
太
さ
2.
1

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
lb
層

H
-
A
l
O
 

ヒ
ノ
キ

4
0
4
 
3
1
9
-
0
1
 紡
織
具

糸
巻

桂
B
l
 
(3
0.
0)
 
24
.5
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
I
I
~
川
層
貼
石
間

E
-
R
l
2
 

腕
支
木
え
木
スヒ
ギノ
キ

8
4ーー

4
0
5
 
1
3
7
9
-
0
1
 紡
織
具

糸
巻

桂
B
2
 
支
え
木
(2
9
0)
 
支
え
木
太
さ
2
4
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層

H
-
J
l
O
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

4
0
6
 
3
2
0
-
0
2
 紡
織
具

糸
巻

桂
B
3
 
(2
7.
9)
 
26
.4
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
Q
1
2
 

ヒ
ノ
キ

4
0
7
 
3
2
0
-
0
1
 紡
織
具

糸
巻

桂
B
3
 
(3
6.
5)
 
2
6
 2
 

割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
III
層
下
部

E
-
T
l
2
 

腕支
木
ヒ
ノ
キ

え
木
ヒ
ノ
キ
科

4
0
8
 
1
3
8
4
-
0
1
 紡
織
具

糸
巻

紹
か
け
（
支
え
木
）

(7
1.
8)
 

3.
0 

1
 
7
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
~
II
層
下
部

H
-G

•H
9

 
ヒ
ノ
キ

4
0
9
 
3
1
8
-
0
4
 紡
織
具

糸
巻

紹
か
け
（
支
え
木
）

(5
8.
2)
 
3.
6 

1
 
9
 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

E
-
P
l
O
 

ヒ
ノ
キ

4
1
0
 
1
3
8
4
-
0
2
 紡
織
具

糸
巻

紹
か
け
（
支
え
木
）

(5
2.
5)
 

3
 5
 
1.
8 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
D
9
 

ス
ギ

欠
損
部
焼
け

41
1 
3
1
8
-
0
5
 紡
織
具

糸
巻

紹
か
け
（
支
え
木
）

(
4
2
 5)
 

5
 7
 
1
 
6
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層
~
m
a
層

E
-
T
l
3
 

ス
ギ

表
面
1/
2
裏
面
全
面
焼
け

4
1
2
 
3
1
8
-
0
6
 紡
織
具

糸
巻

紹
か
け
（
支
え
木
）

(
2
8
 3)
 

5
 2
 
I
 
5
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
田
層

E
-
T
l
l
 

ヒ
ノ
キ

4
1
3
 
3
7
2
-
1
6
 紡
織
具

糸
巻

紹
か
け
（
支
え
木
）

(
1
4
 0)
 
(1
 7
)
 
0.
8 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
S
l
l
 

ヒ
ノ
キ

4
1
4
 
3
7
8
-
1
0
 紡
織
具

糸
巻

紹
か
け
（
支
え
木
）

1
8
 3
 
I
 
6
 

0.
9 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
U
1
2
 

ヒ
ノ
キ

4
1
5
 
1
3
8
4
-
0
4
 紡
織
具

糸
巻

紹
か
け
（
支
え
木
）

(2
7.
 I
) 

2.
5 

1.
5 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
I
l
O
 

ヒ
ノ
キ

4
1
6
 
1
3
8
4
-
0
3
 紡
織
具

糸
巻

紹
か
け
（
支
え
木
）

(3
2.
9)
 

3.
7 

1
 
4
 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
C
9
 

モ
ミ
属

4
1
7
 
1
3
7
8
-
0
1
 紡
織
具

糸
巻

紹
か
け
（
棒
軸
）

42
.8
 
太
さ
4
9
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部
~
Il
la
層
H
-
K
l
l
 

ヒ
ノ
キ

下
部
は
方
形
軸

4
1
8
 
1
3
7
8
-
0
2
 紡
織
具

糸
巻

紹
か
け
（
棒
軸
）

(
3
3
 6)
 
太
さ
4
6
 

割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
下
部
~
m
a
層
H
-
L
l
l
 

マ
キ
属

下
部
は
方
形
軸

4
1
9
 
1
3
7
8
-
0
3
 紡
織
具

糸
巻

紹
か
け
（
棒
軸
）

(
3
0
 5)
 
太
さ
(
4
3)
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
F
l
O
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

下
部
は
方
形
軸

4
2
0
 
4
0
5
-
0
4
 紡
織
具

糸
巻

糸
枠

(
2
2
 8)
 
太
さ
I5
 

割
材
削
り
出
し
S
D
 1
 II
I
層

E
-
X
l
O
 

ス
ギ

42
1 
1
3
8
6
-
0
2
 紡
織
具

糸
巻

糸
枠

2
5
 0
 
太
さ
1.
7

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
B
1
0
 

ヒ
ノ
キ

4
2
2
 
1
3
8
6
-
0
1
 紡
織
具

糸
巻

糸
枠

2
5
 5
 
太
さ
1.
6

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
Y
l
O
 

ス
ギ

4
2
3
 
3
4
1
-
0
5
 紡
織
具

糸
巻

糸
枠

2
4
 7
 
太
さ
19
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
V
1
2
 

ヒ
ノ
キ



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

4
2
4
 
1
3
8
6
-
0
3
 紡
織
具

糸
巻

糸
枠

(1 
7.
4)
 
太
さ
15
 

割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
上
部

H
-
8
1
1
 

ス
ギ

4
2
5
 
3
4
1
-
0
6
 紡
織
具

糸
巻

糸
枠

(
1
4
 3)
 
太
さ
2.
4

割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
S
9
 

ヒ
ノ
キ

4
2
6
 1
3
8
6
-
0
4
 紡
織
具

糸
巻

糸
枠

(1
3.
1)
 
太
さ
2.
0

割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
X
•
Y
9

・
1
0
ヒ
ノ
キ

4
2
7
 
1
3
9
1
-
0
1
 紡
織
具

糸
巻

タ
タ
リ

2
8
.
8
 
24
.5
 
麻
さ
8.
0
半
歓
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
F
9
 

ア
カ
マ
ツ

4
2
8
 
3
1
7
-
0
2
 紡
織
具

糸
巻

タ
タ
リ

27
.4
 
23
.2
 
裔
さ
8.
4
半
赦
削
り
出
し
S
D
l
 
田
層

E
-
Q
l
l
 

マ
ツ
属
複
維
管
束
亜
属
表
面
3/
4
裏
面
1/
4
焼
け

4
2
9
 1
3
9
1
-
0
2
 紡
織
具

糸
巻

タ
タ
リ

16
.0
 

28
.1
 
裔
さ
9.
8
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
C
9
 

モ
モ

4
3
0
 1
3
9
2
-
0
1
 紡
織
具

糸
巻

タ
タ
リ

15
.2
 

27
.0
 
高
さ
(8
.6
)
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
Y
l
O
 

ク
ス
ノ
キ
科

孔
貫
通
せ
ず
未
製
品
か

43
1 
3
1
6
-
0
1
 紡
織
具

糸
巻

タ
タ
リ

29
.5
 

24
.2
 
高
さ
12
.0
半
赦
削
り
出
し
S
D
l
 
il
la
層

E
-
M
8
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

43
2 
3
1
7
-
0
1
 紡
織
具

糸
巻

タ
タ
リ

24
.5
 
27
.4
 
高
さ
10
.8
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
S
1
2
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

4
3
3
 
1
3
9
0
-
0
1
 紡
織
具

糸
巻

タ
タ
リ

径
23
.6

面
さ
7.
3
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
E
9
 

ク
ス
ノ
キ

4
3
4
 
3
2
1
-
0
4
 紡
織
具

織
機

経
（
布
）
巻
具
か
中
筒

(2
2.
4)
 
4.
6 

2.
2 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
貼
石
部

E
-
W
1
3
 

カ
ヤ

裏
面
1/
2
焼
け

4
3
5
 
3
2
1
-
0
6
 紡
織
具

織
機

経
（
布
）
巻
具
か
中
筒

(2
0.
0)
 
5.
2 

2.
4 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ID
層

E
-
R
l
l
 

ヒ
ノ
キ

4
3
6
 1
3
8
3
-
0
3
 紡
織
具

織
機

経
（
布
）
巻
具
か
中
筒

(3
2.
5)
 
4.
0 

1.
5 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
il
la
層

H
-
A
9
 

ス
ギ

4
3
7
 
3
2
2
-
0
7
 紡
織
具

織
機

経
（
布
）
巻
具
か
中
筒

41
.1
 

2.
4 

1.
3 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層

E
-
T
1
4
 

ヒ
ノ
キ
科

4
3
8
 
1
3
8
3
-
0
1
 紡
織
具

織
機

経
（
布
）
巻
具
か
中
筒

(4
5.
4)
 

3.
7 

1.
0 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
1
1
0
 

ヒ
ノ
キ

4
3
9
 
1
3
9
3
-
0
3
 紡
織
具

織
機

機
織
の
先
端
の
材

(5
8.
0)
 

1.
8 

2.
2 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
D
9
 

ス
ギ

糸
の
当
た
り
痕
有
り

8
5
 

4
4
0
 
1
3
9
3
-
0
2
 紡
織
具

織
機

機
織
の
先
端
の
材

(5
9.
5)
 

1.
8 

2.
5 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
D
9
 

ス
ギ

糸
の
当
た
り
痕
有
り

44
1 
3
2
2
-
0
5
 紡
織
具
？

織
機
？

糸
巻
具
？

(2
0.
5)
 
太
さ
3
4
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層

E
-
X
l
l
 

ク
ス
ノ
キ
科

4
4
2
 
1
4
1
7
-
0
4
 紡
織
具
？

織
機
？

糸
巻
具
？

14
.6
 
太
さ
2
8
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
Y
l
O
 

広
菓
樹

4
4
3
 
3
2
2
-
0
6
 紡
織
具
？

織
機
？

糸
巻
具
？

(1
4.
6)
 
太
さ
3.
1

芯
持
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

E
-
X
l
O
 

散
孔
材

4
4
4
 
3
1
2
-
0
5
 紡
織
具
？

織
機
？

糸
巻
具
？

(1
0.
2)
 
太
さ
2.
8

芯
持
削
り
出
し
S
0
1
 
ill
層

E
-
Q
8
 

サ
カ
キ

4
4
5
 
3
2
2
-
-
0
8
 紡
織
具
？

織
機
？

糸
巻
具
？

(1
2.
1)
 
太
さ
1.
6

芯
持
削
り
出
し
S
0
1
 
ill
層
J:.
面

E
-
P
9
 

マ
ツ
属
複
維
管
束
亜
属

4
4
6
 
3
2
2
-
0
9
 紡
織
具
？

織
機
？

機
織
？

90
.0
 

2.
4 

0.
9 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
la
層

E
-
N
9
 

ス
ギ

4
4
7
 
0
2
0
-
0
4
 紡
織
具
？

織
機
？

.L
-.ロ
9・

7
6
 4
 
6.
0 

3.
0 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
T
1
3
 

ヒ
ノ
キ

表
面
1/
2
焼
け

4
4
8
 
1
0
1
9
-
0
1
 容
器

剣
物

槽
A
 
12
2.
1 
(2
0.
6)
 
裔
さ
8.
2
横半
木歓
取削
り
り
出
し
S
D
l
 
Il
lb
層
井
泉

H
-
J
l
l
 

ス
ギ

4
4
9
 
1
0
4
-
0
1
 容
器

剖
物

槽
A
 
(9
1.
 9
) 
(1
9.
8)
 
高
さ
12
.8
割横
木材
取削
りり
出
し
S
D
l
 
il
lb
層

E
-
R
l
l
 

ス
ギ

L
字
形
の
脚

4
5
0
 
3
6
0
-
0
1
 容
器

有
lj
物

槽
A
 
(5
1.
8)
 
(1
7 
.2
) 
高
さ
1
0
5
 
割横
木材
取削
りり
出
し
S
0
1
 
ill
層
最
下
層
~
I
V
層
上
部
E
-
R
1
2
 

ス
ギ

L
字
形
の
脚

45
1 
1
0
1
4
-
0
2
 容
器

例
物

槽
A
 
(6
1 
9
)
 
(1
2.
1)
 
高
さ
(5
.1
)
横半
木歓
取削
りり
出
し
S
D
I
 
Il
lb
層

H
-
F
9
 

ク
ス
ノ
キ

4
5
2
 
0
7
7
-
0
1
 容
器

奇
LJ
物

槽
A
 
(6
2.
2)
 
14
.0
 

4.
0 
横割
木材
取削
りり
出
し
S
D
I
 
II
lb
層

E
-
W
l
2
 

4
5
3
 
1
0
3
-
0
1
 容
器

剖
物

槽
A
 
(9
8.
5)
 
(1
5.
5)
 
高
さ
(3
.3
)
割横
木
敢
り
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
U
1
2
 

マ
キ
属

4
5
4
 
1
0
1
4
-
0
1
 容
器

剖
物

槽
A
 
(9
7.
5)
 
(
2
3
 6)
 
面
さ
8
5
 
割横
木
取
り
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
下
部
土
坑

H
-
M
l
2
 

ク
ス
ノ
キ

側
面
焼
け

45
5 
0
7
4
-
0
1
 容
器

合
lj
物

漕
B
 
(1
02
 5
)
 
(
2
9
 0)
 

3
 0
 
割横
木
取
り
材
削
り
出
し
S
0
1
 
III
層

E
-
T
l
2
 

ス
ギ

舟
形
状

4
5
6
 
1
0
1
8
-
0
1
 容
器

例
物

槽
C
 
(1
00
.1
) 
(
1
9
 5)
 
高
さ
11
5
 
横
木
取
り

SD
I 
Il
lb
層層
下
部

H
-
K
l
l
 

ヒ
ノ
キ

半
歓
削
り
出
し
S0
1 
!I
lb
 

H
-
K
J
2
・
1
1
1
 

4
5
7
 
1
3
6
7
-
0
2
 容
器

奇
lj
物

槽
E
 
(
1
9
 5)
 
15
.6
 
高
さ
5
2
 
噸半
木
取
り
歓
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
lb
層

H
-
I
l
l
 

クリ
長
方
形
状
に
な
る
か



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

1去
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

4
5
8
 
1

3
6

7
~

0
3

 容
器

剖
物

槽
E
 
(2
5.
0)
 
(
3
 9)
 
高
さ
4
2
 
割横
木
取
り
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
J
l
O
 

ヒ
ノ
キ

4
5
9
 
3
9
3
-
0
3
 容
器

剖
物

漕
D
 
(1
6.
7)
 
10
.8
 
高
さ
8.
1
横
木
取
削
り

割
材
り
出
し
S
0
1
 
II
層

E
-
X
l
O
 

ス
ギ

欠
損
部
焼
け

4
6
0
 
1
3
7
2
-
0
1
 容
器

奇
lj
物

槽
H
 
(3
2.
8)
 
(7
.7
) 
高
さ
4.
2
横割
木
取
り
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
B
9
 

ス
ギ

欠
損
部
お
よ
び
外
面
一
部
焼
け

46
1 
1
3
6
6
-
0
2
 容
器

制
物

槽
D
 
(5
1 
7
)
 
(4
.5
) 
高
さ
(4
.4
)
横割
木材
削敢
りり
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
H
9
 

ス
ギ

4
6
2
 
1
3
7
4
-
0
2
 容
器

制
物

槽
D
 
(
4
3
 1)
 
(5
.1
) 
属
さ
5.
1
横割
木
取
り
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
下
部

H
-
L
l
l
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

46
3 
1
3
6
6
-
0
1
 容
器

剖
物

槽
H
 
(
3
2
 4)
 
(
5
 0)
 
高
さ
5
I
 
割横
材木
取削
りり
出
し
S
0
1
 
II
層

H
-
A
l
O
 

ス
ギ

46
4 
1
4
1
6
-
0
6
 容
器

剣
物

槽
H
 
3
8
 3
 
(
6
 8)
 
高
さ
5
2
 
横
割
材木
取
り
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
J
l
O
 

ヒ
ノ
キ

46
5 
1
3
7
2
-
0
2
 容
器

剖
物

槽
E
 
42
.1
 

(5
.9
) 
高
さ
5.
9
横割
木材
削取
りり
出
し
S
D
I
 
II
Ia
層

H
-
C
9
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

4
6
6
 
4
0
9
-
0
1
 容
器

奇
I]
物

槽
E
 
(
2
2
 5)
 
(1
4.
8)
 
高
さ
7.
2
横半
木歓
取削
り
り
出
し
S
D
l
田
層

E
-
S
1
2
 

タ
プ
ノ
キ

46
7 
3
9
3
-
0
6
 容
器

奇
lj
物

槽
(1
8.
0)
 
(9
.2
) 

(2
.2
) 
横割
材木
取削
りり
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
S
1
2
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

小
片
の
た
め
分
類
不
明

4
6
8
 
0
4
6
-
0
3
 容
器

例
物

槽
(3
1.
1)
 
(8
.3
) 

1.
9 
横割
材木
取削
りり
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
S
1
2
 

小
片
の
た
め
分
類
不
明
一
部
焼
け

4
6
9
 
1
3
6
8
-
0
1
 容
器

剖
物

槽
H
 
(
3
2
 6)
 
(5
.8
) 
高
さ
4.
8
割横
材木
取削
りり
出
し
S
D
I
 
II
層

不
明

ス
ギ

表
裏
面
に
刃
当
た
り
痕
有
り

47
0 
0
4
7
-
0
1
 容
器

奇
lj
物

槽
F
 
73
.0
 
(3
5.
9)
 
高
さ
9.
6
横半
木赦
取削
りり
出
し
S
D
l
 
III
層

E
-
Q
l
O
 

ス
ギ

端
部
数
ヵ
所
焼
け

47
1 
0
9
3
-
0
1
 容
器

剖
物

槽
F
 
(
5
3
 4)
 
(2
3.
5)
 
高
さ
(8
.1
)
横半
歓木
削取
りり
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
Q
l
l
 

クリ

4
7
2
 
1
4
7
7
-
0
1
 容
器

例
物

槽
F
 
(2
8.
7)
 
(8
.5
) 
裔
さ
5.
3
横半
木歓
取削
りり
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

E
-
R
l
O
 

ス
ギ

8
6
 
1
 

47
3 
1
3
7
5
-
0
1
 容
器

剖
物

槽
F
 
(4
5.
0)
 
(1
9.
1)
 
高
さ
9.
0
横半
木歓
取削
りり
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
K
1
2
 

エ
ノ
キ
属

47
4 
1
3
5
9
-
0
4
 容
器

剖
物

槽
F
 
(
1
7
 5)
 
(
5
 5)
 
(3
.0
) 
割横
木
取
り

S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
H
l
l
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

小
破
片

材
削
り
出
し

47
5 
3
5
9
-
0
1
 容
器

刹
物

槽
F
 
48
.8
 
(1
6.
6)
 
涵
さ
3
6
 
横半
木赦
削取
りり
出
し
S
D
I
田
層

E
-
W
l
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

4
7
6
 
3
6
3
-
0
1
 容
器

有
lj
物

槽
G
 
48
.0
 
(1
6.
7)
 
高
さ
10
.0
横半
木歓
削取
りり
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
Q
l
O
 

内
面
焼
け

4
7
7
 
3
6
4
-
0
1
 容
器

剖
物

槽
G
 
(3
7.
6)
 
(1
 7
 .1
) 
裔
さ
10
.5
横
木
取
り

S
D
I
 
Il
lb
層

E
-
Q
l
O
 

欠
損
部
焼
け

芯
持
削
り
出
し

4
7
8
 
3
7
0
-
1
0
 容
器

剖
物

槽
G
 
(1
1.
1)
 
(5
.5
) 
裔
さ
4.
0
割横
材木
取削
りり
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
T
l
O
 

ア
ス
ナ
ロ

4
7
9
 
3
6
5
-
0
2
 容
器

剖
物

槽
G
 
径
(2
2.
0)

1.
5 
割横
木材
取削
りり
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
Q
l
l
 

4
8
0
 
3
9
3
-
0
1
 容
器

剖
物

槽
G
 
底
半
径
10
.4

面
さ
10
.8
横割
木
取
り
材
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
S
1
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

48
1 
1
3
6
9
-
0
2
 容
器

奇
lj
物

盤
A
 
径
(2
5.
5)

麻
さ
1.
6
横割
木材
取削
りり
出
し
S
0
1
 
II
層
下
部

H
-
1
1
1
 

ス
ギ

刃
当
た
り
痕
有
り

48
2 
1
3
7
1
-
0
6
 容
器

剖
物

盤
A
 
径
(1
9.
2)

高
さ
1.
5
横割
材木
取削
りり
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
M
1
3
 

ヒ
ノ
キ

刃
当
た
り
痕
有
り

48
3 
1
3
7
1
-
0
3
 容
器

剖
物

盤
A
 
(1
4.
 7
) 

(4
.3
) 

0
 8
 
割横
材木
取削
りり
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
L
l
3
 

ヒ
ノ
キ

48
4 
1
3
6
9
-
0
1
 容
器

有
lj
物

盤
A
 
径
(
2
6
0)
 

面
さ
2
2
 
横
割
材木
取
り
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
Y
9
 

ス
ギ

刃
当
た
り
痕
有
り

48
5 
1
3
7
1
-
0
5
 容
器

剖
物

盤
A
 
径
(2
2
8
)
 

裔
さ
1.
1
横割
木
取
り
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
~

H
lO

 
ス
ギ

刃
当
た
り
痕
有
り

48
6 
3
6
2
-
0
6
 容
器

脊
lj
物

盤
A
 
(1
1.
1)
 
(3
.8
) 
高
さ
1.
2
横割
材木
取削
りり
出
し
S
0
1
 
II
層

E
-
V
1
2
 

48
7 
1
3
7
4
-
0
1
 容
器

脊
1j
物

盤
A
 
底
径
(1
7.
0)

高
さ
(1
7
)
 
横割
木
取
り
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
R
l
l
 

ヒ
ノ
キ

48
8 
1
3
7
1
-
0
7
 容
器

有
lj
物

盤
A
 
(1
5.
4)
 
(4
.7
) 

0.
6 
割横
材木
取削
りり
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
D
1
0
 

ヒ
ノ
キ

刃
当
た
り
痕
有
り

4
8
9
 
1
3
7
1
-
0
1
 容
器

剖
物

盤
A
 
径
(
2
2
0)
 

高
さ
19
 
横割
木
取
り
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
K
l
l
 

ヒ
ノ
キ

刃
当
た
り
痕
有
り

4
9
0
 
3
6
5
-
0
1
 容
器

奇
lj
物

盤
A
 
径
(1
9.
0)

0.
7 
割横
木
取
り
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
U
l
5
 

49
1 
1
3
7
1
-
0
2
 容
器

剖
物

盤
A
 
(1
7.
4)
 
(
6
 1)
 

1.
0 
横割
材木
取削
りり
出
し
S
0
1
 
II
層

H
~

L
l3

 
ヒ
ノ
キ



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

49
2 
3
6
2
-
0
7
 容
器

剖
物

盤
A
 
(1
0.
5)
 
(4
.6
) 

高
さ
1.
3
横割
材木
取削
りり
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
W
l
O
 

4
9
3
 
1
3
6
9
-
0
3
 容
器

剖
物

盤
A
 
(1
2.
0)
 
(
2
 0)
 
裔
さ
1.
3
横割
木材
取削
り
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
A
l
2
 

ス
ギ

刃
当
た
り
痕
有
り

4
9
4
 
1
3
7
1
-
0
4
 容
器

剖
物

盤
A
 
(
1
3
 1)
 
(4
.2
) 

1.
3 
割横
材木
取削
りり
出
し
S
D
I
 
I
層

H
-
A
l
O
 

ス
ギ

4
9
5
 
1
3
6
9
-
0
4
 容
器

剖
物

盤
A
 
(1
4.
5)
 
(4
.5
) 

高
さ
1.
5
割
横
材木
取
り
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
上
部

H
-
H
l
O
 

ス
ギ

4
9
6
 
3
6
1
-
0
3
 容
器

剖
物

盤
B
 
(
4
4
 2)
 
(1
1 
2
)
 
1.
8 
割横
材木
取削
りり
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
Q
l
O
 

4
9
7
 
3
9
3
-
0
2
 容
器

脊
lj
物

盤
B
 
(2
0.
1)
 
(I 
7.
2)
 
高
さ
2
3
 
割横
材木
取削
りり
出
し
S
D
I
 
III
層
下
部

E
-
T
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

4
9
8
 
1
3
6
7
-
0
1
 容
器

剖
物

応相
A
 
26
.5
 

11
.4
 
高
さ
5.
1
割横
材木
取削
りり
出
し
S
D
I
 
il
lb
層

H
-
H
l
O
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

4
9
9
 
3
1
5
-
0
1
 容
器

剖
物

応相
A
 
43
.1
 

14
.4
 
麻
さ
5.
5
割横
材木
取削
りり
出
し
S
D
I
 
il
lb
層

E
-
T
l
5
 

ヒ
ノ
キ

上
面
お
よ
び
側
面
に
線
刻

50
0 
3
1
4
-
0
2
 容
器

剖
物

,
_
 
相

B
 
43
.8
 

6.
5 

高
さ
3.
6
横割
材木
取削
りり
出
し
S
D
l
 
il
lb
層

E
-
T
l
5
 

ヒ
ノ
キ

50
1 
3
9
3
-
0
5
 容
器

剖
物

相^
 

B
 
(1
5.
3)
 
(8
.1
) 
高
さ
(4
.9
)
横割
木材
取削
りり
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
W
l
O
 

ヒ
ノ
キ

50
2 
3
1
2
-
0
9
 容
器

剖
物

応相
C
 
(1
1.
8)
 
3.
2 

高
さ
2.
0
割横
材木
取削
りり
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
S
1
0
 

ス
ギ

50
3 
3
9
9
-
0
1
 容
器

剖
物

岱相
A
 
(4
8.
3)
 
14
.6
 
高
さ
9.
1
横
木
取
り

S
D
I
 
il
lb
層

E
-
P
l
O
 

マ
キ
属

全
面
を
粗
加
工
し
た
後
上
面
袂
り
込
み
未
製
品
か

芯
持
削
り
出
し

50
4 
1
3
7
0
-
0
6
 容
器

奇
LJ
物

応相
A
 
11
.9
 

9.
3 

航
さ
5.
0
割横
木
取
り
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
Ib
層

H
-
H
l
O
 

ヒ
ノ
キ

50
5 
1
3
7
4
-
0
3
 容
器

剖
物

高
杯

(8
.8
) 

(8
.2
) 

2.
7 
竪
木
取
り
S
D
l
田
b
層
礫
敷
下
部

E
-
Y
1
2
 

ク
ス
ノ
キ

5
0
6
 
1
4
1
6
-
0
3
 容
器

剖
物

面
杯

(1
3.
8)
 
(8
.0
) 

(4
.5
) 
竪
木
取
り
S
D
l
 
II
層

H
-
B
9
 

ク
ス
ノ
キ

一
部
焼
け

50
7 
1
3
7
0
-
0
4
 容
器

剖
物

高
杯

最
大
径
(1
5
0)
 

高
さ
(
4
9)
 
竪
木
取
り
S
D
I
 
Il
lb
層
下
部

H
-
G
l
O
 

ク
ス
ノ
キ

8
7
ー

50
8 
3
6
6
-
0
2
 容
器

奇
lj
物

杯
径
(2
5.
6)

高
さ
(3
.3
)
竪
木
取
り
S
D
l
 
II
層

E
-
V
l
O
 

5
0
9
 
1
3
7
0
-
0
5
 容
器

剖
物

杯
ロ
径
(1
9.
8)
底
径
(1
2.
4)
高
さ
3.
5
竪
木
取
り
S
D
I
 
II
層

H
-
L
l
3
 

ク
ス
ノ
キ
科

5
1
0
 
1
3
4
0
-
0
2
 容
器

奇
lj
物

椀
最
大
径
12
.8

器
高
(9
.9
)
竪
木
取
り
S
D
I
 
II
層

H
-
B
9
 

イ
ヌ
ガ
ヤ

全
面
黒
漆
仕
上
げ
ボ
ー
ル
状
の
優
品

51
1 
1
3
7
3
-
0
1
 容
器

剖
物

桶
ロ
径
(3
1
2
)
 
底
径
(
1
3
0)
 
高
さ
41
5
 
竪
木
取
り
S
D
I
 
II
層

H
-
A
l
 

ス
ギ

一
部
焼
け
円
形
把
手
補
修
痕
有
り

51
2 
4
0
0
-
0
1
 容
器

剣
物

不
明
例
物

4
4
 3
 
(
1
6
 8)
 
4.
1 
横割
材木
取削
り
り
出
し
S
D
l
 
il
lb
層

E
-
0
1
0
 

モ
ミ
属

上
面
を
袂
り
込
も
う
と
し
た
途
中
盤
未
製
品
か

51
3 
4
0
2
-
0
1
 容
器

剖
物

不
明
奇
lj
物

53
.4
 
18
.1
 

4.
8 
割横
材木
取削
りり
出
し
S
D
l
 
il
lb
層
下
部

E
-
P
I
O
 

サ
ク
ラ
属

側
縁
全
周
を
袂
り
込
む

51
4 
3
6
5
-
0
3
 容
器

剖
物

不
明
剖
物

(2
3.
0)
 
(2
0.
4)
 
(2
.3
) 
横
割
材木
取
り
削
り
出
し
S
D
l
 
Il
la
層

E
-
U
l
3
 

タ
タ
リ
の
小
型
的
な
形
状

51
5 
3
6
1
-
0
2
 容
器

剖
物

不
明
奇
lj
物

21
.5
 
(6
.8
) 
高
さ
7.
6
横
木
分
割取
り

四
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
下
部

E
-
R
9
 

5
1
6
 
1
4
1
5
-
0
1
 容
器

奇
lj
物

不
明
剖
物

(
1
5
 5)
 
(1
9.
3)
 
8.
1 

横割
木
敢
り
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
C
l
O
 

ク
ス
ノ
キ

51
7 
1
3
7
7
-
0
1
 容
器

奇
lj
物

不
明
剖
物

(2
0 
0
)
 
(
3
9
 5)
 
裔
さ
7
4
 
横割
木
敢
り
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
A
l
O
 

ス
ギ

方
形
柄
孔
に
別
材
挿
入

51
8 
1
3
4
2
-
0
2
 容
器

挽
物

漆
器
椀

底
径
(7
.8
)

不
明

S
D
I
 
I
層

H
~

K
lO

 
クリ

全
面
黒
漆
内
面
は
朱
の
漆
で
線

51
9 
1
3
4
2
-
0
4
 容
器

挽
物

漆
器
椀

底
径
(
7
2)
 

不
明

S
D
I
 
I
層
肩
溝
（
最
上
層
）
H
-
1
8
・
9
 

ブ
ナ

全
面
黒
漆
内
面
朱
塗
あ
る
も
詳
細
不
明

5
2
0
 
3
6
6
-
0
1
 容
器

指
物

「
四
方
転
び
の
箱
」

14
.0
 
麻
さ
7
2
 
0
 9
 
板
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
S
1
2
 

緊
縛
紐
残
る

52
1 
1
3
7
0
-
0
2
 容
器

指
物

「
四
方
転
び
の
箱
J

(
1
7
 0)
 
(2
 5
)
 
0
 6
 
追
柾
目

S
D
l
 
II
Ia
層

H
-
B
9
 

ス
ギ

52
2 
3
6
2
-
0
3
 容
器

指
物

「
四
方
転
び
の
箱
」

22
.2
 
(4
.8
) 

1
 
0
 
追
柾
目

S
D
I
 
III
層

E
-
T
1
3
 

52
3 
3
6
2
-
0
2
 容
器

指
物

「
四
方
転
び
の
箱
」

12
.2
 

6
.
3
 

I
 I
 
追
柾
H

S
D
I
 
III
層

E
-
T
1
3
 

52
4 
1
3
7
0
-
0
1
 容
器

指
物

「
四
方
転
び
の
箱
」

29
 6
 
1
0
 3
 
I
 I
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層
下
部
~
Il
la
層
H
-
B
9
 

ヒ
ノ
キ

52
5 
3
9
9
-
0
2
 容
器

指
物

「
四
方
転
び
の
箱
」

31
.8
 
(1
0.
0)
 
1
 
3
 
柾
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
S
1
2
 

ス
ギ

木
釘
残
る



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

5
2
6
 
3
6
2
-
0
1
 容
器

指
物

「
四
方
転
び
の
箱
」

3
2
.
2
 
(1
3.
 0
) 

1.
2 
柾
目

S
D
I
田
層

E
-
Q
l
O
 

52
7 
3
9
9
-
0
3
 容
器

指
物

紐
結
合
箱

側
板
(1
3.
3)
 
7.
2 

0.
5 
板
目

S
D
I
 
il
lb
層

E
-
T
1
4
 

ス
ギ

木
釘
残
る

5
2
8
 
3
6
2
-
0
4
 容
器

指
物

紐
結
合
箱

側
板

14
.1
 
(4
.0
) 

0.
5 
追
柾
目

S
D
I
 
ID
b
層

E
-
T
1
4
 

5
2
9
 
3
7
9
-
0
2
 容
器

指
物

紐
結
合
箱

側
板
(1
4.
4)
 
4.
7 

0.
9 
追
柾
目

S
D
l
 
ID
層

E
-
Q
l
l
 

ス
ギ

5
3
0
 
3
6
2
-
0
8
 容
器

指
物

紐
結
合
箱

側
板
15
.5
 

5
.
8
 

0.
7 
追
柾
目

S
D
l
 
il
lb
層

E
-
T
1
4
 

53
1 
3
7
1
-
0
8
 容
器

指
物

紐
結
合
箱

側
板
20
.5
 
(5
.6
) 

0.
8 
柾
目

S
D
I
田
層

E
-
S
l
l
 

ヒ
ノ
キ

5
3
2
 1
3
7
0
-
0
3
 容
器

指
物

紐
結
合
箱

側
板

12
.9
 

4
.
9
 

0.
5 
追
柾
目

S
D
l
 
Il
lb
層
礫
敷
下
部

H
-
C
l
O
 

ス
ギ

5
3
3
 
3
6
2
-
0
5
 容
器

指
物

紐
結
合
箱

側
板

9.
8 

5.
3 

0.
7 
追
柾
目

S
D
I
 
Il
lb
層

E
-
P
l
l
 

5
3
4
 1
4
7
4
-
0
3
 容
器

指
物

紐
結
合
箱

底
板
29
.0
 
(7
.2
) 

0.
9 
板
目

S
D
l
 
Il
層

E
-
Y
9
 

サ
ワ
ラ

方
形
曲
物
底
板
の
可
能
性
有
り
緊
縛
紐
残
る

5
3
5
 
3
7
5
-
0
2
 容
器

指
物

紐
結
合
箱

底
板
31
.9
 
(7
.3
) 

1
 1
 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層
下
部

E
-
S
9
 

ス
ギ

5
3
6
 1
3
7
4
-
0
4
 容
器

指
物

紐
結
合
箱

底
板
(2
1.
0)
 

9.
0 

0.
7 
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層

H
-
B
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

53
7 
1
4
7
4
-
0
1
 容
器

指
物

紐
結
合
箱

底
板
61
.0
 

9
 7
 
1.
0 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
1
1
1
 

ヒ
ノ
キ

緊
縛
紐
残
る

5
3
8
 
1
4
7
4
-
0
2
 容
器

指
物

紐
結
合
箱

底
板
54
.2
 
(5
.5
) 

1.
0 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
]
1
2
 

ス
ギ

5
3
9
 
1
3
4
2
-
0
5
 容
器

指
物

連
結
箱

(8
.0
) 
(1
4.
6)
 
器
高
8.
4
板
目

S
D
I
 
I
 ~
I
I
層
下
部

H
-
I
l
l
・
J
l
l
・
K
1
3
 
コ
ウ
ヤ
マ
キ

角
型
継
部
を
除
き
黒
漆
塗
り

5
4
0
 
1
3
6
5
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

A
 
最
大
径
31
.4

裔
さ
5.
6
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層
下
部

H
-
G
l
O
 

ヒ
ノ
キ

脚
裏
に
面
透
削
か
り
痕
し
顕
木
著
釘
表
止
面
め
痕刃
当
た
り
痕
有
り

8
8
 
1
 

54
1 
1
3
6
5
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

A
 
最
大
径
(2
8.
0)

高
さ
(
2
4)
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
Ill
層

不
明

ヒ
ノ
キ

5
4
0
と
同
じ
形
状

5
4
2
 
1
4
4
3
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

B
 
65
 6
 
(1
3.
0)
 

1.
1 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
J
1
2
 

ヒ
ノ
キ

5
4
3
 
4
0
6
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

B
 
63
.2
 
(1
0.
0)
 
1.
5 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層
下
部

E
-
T
8
 

5
4
4
 
3
8
9
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

C
l
 
69
.1
 
(1
6.
8)
 
1
 
0
 
板
目

S
0
1
 
II
層
下
部

E
-
R
7
 

5
4
5
 
1
4
5
0
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

C
l
 
(3
7.
1)
 
(
5
 1)
 

1.
0 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
B
1
0
 

ヒ
ノ
キ
属

緊
縛
紐
残
る

5
4
6
 
1
4
4
5
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

C
l
 
63
.9
 
(9
.9
) 

1.
4 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
R
I
O
 

サ
ワ
ラ

一
部
焼
け
木
釘
有
り

5
4
7
 
1
4
4
9
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

C
2
 
径
(
2
8
8)
 
3
2
 8
 
1
 
0
 
板
目

S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
I
l
O
 

ヒ
ノ
キ

木
釘
緊
縛
紐
残
る
裏
面
に
刃
当
た
り
痕
有
り

5
4
8
 
1
4
5
4
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

C
2
 
(3
2.
3)
 
(5
.3
) 

1
 I
 
板
目

S
0
1
 
II
層

H
-
A
l
O
 

サ
ワ
ラ

5
4
9
 
1
4
5
4
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

C
2
 
(
4
2
 3)
 
(8
.8
) 

1.
5 
板
目

S
D
l
 
II
層

H
-
E
l
O
 

ヒ
ノ
キ

木
釘
緊
縛
紐
残
る
表
面
に
刃
当
た
り
痕
有
り

5
5
0
 
1
0
5
4
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

C
2
 
6
9
 5
 
(
1
7
 0)
 

1.
6 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
A
9
 

ヒ
ノ
キ

木
釘
緊
縛
紐
残
る

55
1 
1
0
3
2
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

D
1
 
67
.3
 

37
.1
 

l、
3
板
目

S
D
l
 
II
層
上
部

H
-
G
9
 

表
面
刃
当
た
り
痕
有
り

55
2 
1
4
5
2
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

D
l
 
(
6
0
 2)
 
(1
1.
4)
 

1.
7 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
E
9
 

ヒ
ノ
キ

木
釘
緊
縛
紐
残
る
一
部
焼
け

55
3 
1
4
5
4
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

D
l
 
(5
5 
2
)
 
(7
 .
7)
 

1
 
7
 
追
柾
目

S
D
l
 
Il
層

H
-
C
l
O
 

サ
ワ
ラ

木
釘
緊
縛
紐
残
る

5
5
4
 
1
4
5
3
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

D
l
 
(
4
9
 3)
 
(7
.8
) 

I
 
6
 
板
目

S
0
1
 
II
層
上
部

H
-
G
9
 

ス
ギ

緊
縛
紐
残
る

5
5
5
 
1
4
5
1
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

D
l
 
35
 0
 
(1
1.
4)
 
1
 
0
 
板
目

S
D
l
 
Il
層

H
-
J
1
2
 

ヒ
ノ
キ
属

緊
縛
紐
残
る

5
5
6
 
1
4
4
8
-
0
7
 容
器

曲
物

曲
物
身

0
1
 
径
(1
9.
6)

0
 8
 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
V
9
 

ヒ
ノ
キ

一
部
焼
け
緊
縛
紐
残
る

55
7 
1
4
4
9
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

D
l
 
径
(
3
4
0)
 

0.
8 
板
目

S
0
1
 
II
層

E
~

W
ll

 
ヒ
ノ
キ
科

55
8 
0
1
5
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

D
2
 
(
6
3
 9)
 
(
2
2
 2)
 

1.
9 
板
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
0
8
 

ヒ
ノ
キ

刃
当
た
り
痕
木
釘
有
り

55
9 
1
4
5
1
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

0
2
 
3
8
 3
 
(
1
2
 S)
 
1
 
0
 
追
柾
目

S
D
1
 
II
層

H
-
B
1
0
 

ヒ
ノ
キ
科

一
部
焼
け
刃
当
た
り
痕
緊
縛
紐
残
る



報
告
実
測
番
号

命n
n
 
種

分
類

法
駄
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

56
0 
1
4
5
3
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

0
2
 
5
3
 2
 
(
7
 3)
 

1
 
2
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
C
l
O
 

ア
ス
ナ
ロ

木
釘
緊
縛
紐
残
る
補
修
孔
有
り

56
1 
1
4
4
4
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

D
2
 
径
(1
8.
5)

1.
1 
板
目

S
D
l
 
II
層

H
-B

9
•
E

-Y
l0

 
ヒ
ノ
キ

木
釘
緊
縛
紐
残
る
裏
面
一
部
焼
け

56
2 
1
4
4
4
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

D
Z
 
径
(
1
9
2)
 

1
 
0
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
V
l
2
 

サ
ワ
ラ

木
釘
緊
縛
紐
残
る

56
3 
1
4
4
3
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

0
2
 
径
(
2
0
0)
 

0.
9 
柾
目

S
D
l
 
II
層

E
-
Y
I
O
 

ヒ
ノ
キ
科

裏
面
に
刃
当
た
り
痕
木
釘
有
り

56
4 
1
4
4
8
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

D
2
 
径
(1
9
2
)
 

0.
9 
板
目

S
D
I
 
I
 ~
I
I
層

E
-
Y
9
 

ヒ
ノ
キ

裏
面
に
刃
当
た
り
痕
木
釘
緊
縛
紐
残
る

56
5 
1
4
4
3
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

0
2
 
径
(1
9.
5)

1.
0 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
X
l
l
 

ヒ
ノ
キ

裏
面
に
刃
当
た
り
痕
木
釘
緊
縛
紐
残
る

5
6
6
 1
4
4
5
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

D
2
 
3
7
 7
 
(
1
9
 9)
 
底
l0
側
板
0
4
板
目

S
D
l
 
II
層
上
部

H
-
C
9
 

ヒ
ノ
キ

木
釘
緊
縛
紐
残
る
刃
当
た
り
痕
補
修
痕
有
り

56
7 
1
4
4
8
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

E
 
径
(3
2.
0)

1.
0 
板
目

S
D
l
 
II
層

H
-
L
1
2
 

ヒ
ノ
キ

木
釘
緊
縛
紐
残
る

56
8 
1
4
4
4
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

E
 
径
(2
0.
8)

1.
3 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
Y
l
O
 

ヒ
ノ
キ
科

木
釘
有
り

5
6
9
 
1
4
5
2
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

E
 
(5
4.
2)
 
(4
.6
) 

1.
8 
板
目

S
D
l
 
II
層
上
部

H
-
C
l
O
 

ヒ
ノ
キ

57
0 
1
4
4
7
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

E
 
径
(2
5.
7)
 

1.
2 
板
目

S
D
l
 
II
層
下
部

H
-
G
l
O
 

ヒ
ノ
キ

57
1 
1
4
5
9
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

E
 
径
26
.0

1.
4 
板
目

S
D
l
 
II
層

H
-
B
B
 

ヒ
ノ
キ

57
2 
1
4
4
8
-
0
5
 容
器

曲
物

曲
物
身

E
 
径
(1
6.
8)

1.
2 
板
目

S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
H
l
O
 

ヒ
ノ
キ

57
3 
1
4
4
7
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

E
 
径
20
.5

1
 
7
 
板
目

S
0
1
 
II
層
上
部

H
-
C
l
O
 

ヒ
ノ
キ

57
4 
1
4
4
9
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

E
 
(3
2.
6)
 
(1
7.
5)
 
1.
5 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
Y
1
2
・
T
l
l
 
ヒ
ノ
キ

欠
損
部
焼
け

57
5 
1
4
4
8
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

E
 
径
(1
9.
6)

0.
9 
板
目

S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
D
9
 

サ
ワ
ラ

一
部
焼
け
木
釘
緊
縛
紐
残
る

8
9
 
1
 

5
7
6
 
1
4
4
8
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

E
 
径
(1
8
8
)
 

1.
1 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
A
1
2
 

ヒ
ノ
キ

木
釘
緊
縛
紐
残
る

57
7 
1
4
4
8
-
0
6
 容
器

曲
物

曲
物
身

E
 
径
(2
0.
4)

1.
4 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
B
9
 

ヒ
ノ
キ
科

木
釘
緊
縛
紐
残
る

5
7
8
 1
4
4
6
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

E
 
径
(2
0.
0)

0.
8 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
U
1
2
 

ヒ
ノ
キ

表
面
焼
け
？
黒
変

5
7
9
 1
4
5
5
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

不
明
(3
1.
4)
 
(1
1.
3)
 
1. 
7
 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
T
1
3
 

サ
ワ
ラ

5
8
0
 
1
4
4
6
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

F
 
径
18
.4

1.
0 
板
目

S
D
I
 
I
層

H
-
B
8
 

ヒ
ノ
キ

中
央
部
焼
き
穿
孔
有
り

58
1 
1
4
4
4
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

F
 
径
(2
8.
0)

1.
1 
柾
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
S
1
1
 

ヒ
ノ
キ

58
2 
1
4
4
6
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

F
 
径
18
.8
側
板
0底
.2
1.帯
8板
0
2

板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
C
9
 

ヒ
ノ
キ

側
板
有
り
堅
状
の
削
り
痕
木
釘
有
り

58
3 
1
4
4
3
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

不
明
径
(3
2.
0)

1.
2 
板
目

S
0
1
 
II
層

H
-
A
I
O
 

ヒ
ノ
キ

一
部
焼
け

58
4 
1
4
5
0
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

不
明
径
(2
2.
0)

0.
6 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
G
9
 

サ
ワ
ラ

58
5 
1
4
7
2
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

不
明
(2
8.
4)
 
(1
1.
5)
 
1
 
3
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
A
l
O
 

サ
ワ
ラ

58
6 
1
2
0
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

不
明
(6
6.
0)
 
(8
.0
) 

1.
2 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
V
1
2
 

ヒ
ノ
キ

5
8
7
 
1
2
0
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

不
明
(4
9.
0)
 
9.
5 

1.
2 
板
目

S
0
1
 
II
層

E
-
T
9
 

ヒ
ノ
キ

58
8 
1
4
5
5
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

不
明
(3
9.
0)
 
(8
.5
) 

0.
8 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
8
1
0
 

ア
ス
ナ
ロ

5
8
9
 1
4
5
5
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

不
明
(3
6.
0)
 
(4
.0
) 

1.
4 
板
目

S
D
l
 
II
層

E
-
X
l
O
 

ス
ギ

59
0 
1
4
5
0
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

不
明
径
(1
9.
4)

0.
9 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
X
9
・
1
0

ヒ
ノ
キ
科

59
1 
1
4
4
4
-
0
5
 容
器

曲
物

曲
物
身

不
明
径
(1
8.
0)

1.
4 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
W
l
l
 

ス
ギ

59
2 
1
4
4
4
-
0
6
 容
器

曲
物

曲
物
身

不
明
径
(
1
8
8)
 

0.
9 
板
目

S
D
I
 
ID
層

E
-
T
8
 

ス
ギ

59
3 
1
0
3
2
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

G
 
62
.4
 
(1
1.
9)
 
0.
8 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
L
1
3
 

緊
縛
紐
残
る



報
告
実
測
番
号

i'!n
li ≪
 
種

分
類

法
駄
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

令
長

幅
厚
さ

59
4 
3
8
9
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

G
 
61
 7
 
(1
1 
6
)
 
1
 
0
 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層
下
部

E
-
R
9
 

緊
縛
紐
残
る

59
5 

1
4

5
5

~
0

4
 容
器

曲
物

曲
物
身

G
 
(
2
0
 O)
 
(
8
 5)
 

1
 
0
 
板
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
C
l
O
 

ヒ
ノ
キ

緊
縛
紐
残
る

5
9
6
 
1
4
6
6
-
14
 容
器

曲
物

曲
物
身

G
 
径
(4
0.
8)

0
 8
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
B
1
1
 

サ
ワ
ラ

緊
縛
紐
残
る

5
9
7
 
1
4
6
6
-
1
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

G
 
(1
6 
0
)
 
(
5
 7)
 

0.
8 
板
目

S
D
l
 
IT
層

H
-
B
1
0
 

サ
ワ
ラ

緊
縛
紐
残
る

59
8 
1
4
7
4
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

G
 
(I 
7
 8
)
 
(
S
 3)
 

0.
4 
追
柾
目

S
D
I
 
I
層

H
-
A
8
 

ヒ
ノ
キ

側
板
緊
縛
紐
残
る

5
9
9
 
1
4
7
2
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

G
 
(
2
9
 1)
 
(
8
 8)
 

1
 
0
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
X
l
O
 

ヒ
ノ
キ
科

6
0
0
 
1
4
7
1
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

G
 
径
(
2
0
2)
 

0
 7
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
B
9
 

ヒ
ノ
キ
科

60
1 
1
4
7
1
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

G
 
(
7
 7)
 

(2
.0
) 

0
 4
 
追
柾
目

S
0
1
 
II
層

H
-
B
1
0
 

ヒ
ノ
キ

緊
縛
紐
残
る

6
0
2
 
1
0
5
8
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(5
4.
0)

裔
さ
19
.5
板
目

S
D
l
 
II
層

H
-
N
1
2
 

ヒ
ノ
キ

緊
縛
紐
残
る

6
0
3
 
1
0
5
9
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(6
5.
0)

扁
さ
(2
5.
0)
板
目

S
D
I
不
明

不
明

ス
ギ

緊
縛
紐
残
る

6
0
4
 
1
3
4
1
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
l
 
径
13
.
7
 

器
高
(
4
5)
 
板
目

S
D
I
 
Pi
tl
周
辺
石
内

H
-
K
l
l
 

ヒ
ノ
キ

内
面
に
繋
状
の
削
り
痕
緊
縛
紐
残
る

6
0
5
 
1
3
4
1
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
2
 
径
1
5
2
 

器
麻
5
0
 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
L
l
2
 

ヒ
ノ
キ

刃
当
た
り
痕
緊
縛
紐
残
る

6
0
6
 
1
4
6
3
-
0
6
 容
器

曲
物

曲
物
身

I-I 
径
(
1
8
0)
 

0
 7
 
柾
目

S
D
l
不
明

E
-
X
9
 

ヒ
ノ
キ
属

6
0
7
 
1
4
7
3
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
3
6
8)
 

1.
0 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
M
1
3
 

ヒ
ノ
キ

6
0
8
 
1
4
7
3
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
3
6
4)
 

0.
8 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
M
l
2
 

ヒ
ノ
キ

9
0
 

|ー

6
0
9
 
1
4
6
3
-
1
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
7
4)
 

0
 5
 
柾
H

S
D
I
 
II
層

H
-
B
9
 

ヒ
ノ
キ

木
釘
有
り

6
1
0
 
1
4
7
0
-
0
7
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
2.
4)

0.
7 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
T
l
O
 

サ
ワ
ラ

欠
損
部
焼
け

61
1 
1
4
6
9
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
3
5
2)
 

1
 
0
 
追
柾
目

S
D
I
 
I
層

H
-
M
1
2
 

ヒ
ノ
キ

表
裏
面
一
部
焼
け
ほ
ぼ
一
定
方
向
の
刃
当
た
り
痕

6
1
2
 
1
4
7
3
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
3
6
0)
 

1
 
0
 
板
目

S
D
l
 
II
層

H
-
L
l
l
 

サ
ワ
ラ

6
1
3
 
1
4
5
6
-
0
5
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
17
.9

0
 9
 
柾
目

S
D
l
 
II
層

E
-
T
9
 

ス
ギ

木
釘
有
り

6
1
4
 
1
4
5
6
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
1
7
7
 

0.
9 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
面

E
-
S
7
 

ヒ
ノ
キ
科

6
1
5
 
1
4
5
7
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

II
 
径
1
7
8
 

0.
9 
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

I
I
-
D
9
 

ヒ
ノ
キ
科

6
1
6
 
1
4
6
5
-
0
6
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
1
8
3
 

0
 8
 
追
柾
目

S
0
1
 
I
層

H
-
B
1
1
 

ヒ
ノ
キ

6
1
7
 
1
4
5
6
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
16
.5

0
 7
 
柾
目

S
D
I
 
II
層
下

E
-
Y
l
 1
 

サ
ワ
ラ

刃
当
た
り
痕
有
り

6
1
8
 
1
4
6
1
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6
8
)
 

0
 8
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
-
A
1
2
 

ヒ
ノ
キ
属

6
1
9
 
1
4
6
8
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
8
0)
 

0
 9
 
追
柾
目

SS
DD
I l
 IIIT
層層
~
 II
咽
上
部

1
1
-
0
9
 

サ
ワ
ラ

H
-
A
l
l
 

6
2
0
 
1
4
5
6
-
0
8
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
1
6
0
 

0
 8
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
1
1
1
 

ヒ
ノ
キ

刃
当
た
り
痕
有
り

62
1 
1
4
5
7
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
1
6
8
 

0.
8 
柾
目

S
D
l
 
II
層

H
-
1
1
2
 

ス
ギ

刃
当
た
り
痕
有
り

6
2
2
 
1
4
5
6
-
0
7
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
1
5
1
 

0.
8 
追
柾
H

S
D
I
 
II
層

E
~

R
IO

 
ヒ
ノ
キ

木
釘
有
り

6
2
3
 
1
4
5
6
-
0
6
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
1
5
5
 

0
 6
 
柾
H

S
D
J
 
II
層

H
-
1
1
2
 

サ
ワ
ラ

木
釘
有
り

6
2
4
 
1
4
5
6
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
15
.6

0
 8
 
追
柾
目

S
D
I
不
明

E
-
P
1
3
 

ヒ
ノ
キ

裏
面
一
部
焼
け
工
具
痕
有
り

6
2
5
 
1
4
6
5
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
1
6
2
 

0
 7
 
追
柾
目

S
D
1
 
II
層

H
-
A
9
 

ヒ
ノ
キ

6
2
6
 
1
4
6
5
-
0
5
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
16
.0

0
 7
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
Q
l
O
 

ス
ギ

6
2
7
 
1
4
6
1
-
0
7
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
5
9)
 

0.
9 
柾
目

S
D
I
 
Il
層
~
II
層
下
部

E
-S

•T
8

 
ヒ
ノ
キ



報
告
実
禎
lj
番
号

器
種

分
類

法
最
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
1豆
さ

6
2
8
 
1
4
5
7
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
15
0
 

0
6
 
柾
目

S
D
l
 
II
層

E
-
T
l
l
 

ヒ
ノ
キ

6
2
9
 1
4
6
1
-
0
8
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
6
5)
 

0.
8 
板
目

S
D
l
 
II
層

H
-
L
l
2
 

ヒ
ノ
キ

刃
当
た
り
痕
有
り

6
3
0
 1
4
6
5
-
0
7
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
18
4
 

1.
0 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
D
1
0
 

ヒ
ノ
キ

工
具
痕
有
り

63
1 
1
4
6
4
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
8.
0)

0.
9 
柾
目

S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
L
l
2
 

ヒ
ノ
キ
属

刃
当
た
り
痕
有
り

6
3
2
 
1
4
6
1
-
0
9
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
7)

0
9
 
柾
目

S
0
1
 
II
層

E
-
T
8
 

ス
ギ

刃
当
た
り
痕
有
り

6
3
3
 
1
4
6
7
-
0
7
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
8)

1
 
0
 
柾
目

S
0
1
 
I
 c
層

E
-
W
l
l
 

ヒ
ノ
キ
属

6
3
4
 1
4
5
7
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
1
4
8
 

1
 
0
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
A
l
2
 

ヒ
ノ
キ

刃
当
た
り
痕
有
り

6
3
5
 
1
4
5
6
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
15
0
 

0
9
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
J
1
2
 

ス
ギ

粗
い
堅
状
の
削
り
痕
木
釘
有
り

6
3
6
 1
4
6
7
-
0
5
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
6
8)
 

0
9
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
~

V
9

 
サ
ワ
ラ

6
3
7
 
1
4
6
7
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
1
5
0
 

0
 8
 
柾
目

Ss
Dn
I 1
 II
11
層属
下
部

H
~

E
9

 
ス
ギ

片
面
漆

H
-
I
l
l
 

6
3
8
 
1
4
6
8
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
15
0
 

1
 
0
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
J
l
l
 

ヒ
ノ
キ

表
面
中
央
部
焼
け

6
3
9
 1
4
6
5
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
1
4
7
 

0.
7 
柾
目

S
D
I
 
I
層

H
-
C
l
l
 

ヒ
ノ
キ
属

工
具
痕
有
り

6
4
0
 
1
4
6
8
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
15
.4

0
 8
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
C
9
 

ヒ
ノ
キ

64
1 
1
4
5
7
-
0
5
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
11
.8

0.
8 
柾
H

S
D
I
 
II
層
貼
石
下
部

E
-
W
1
3
 

サ
ワ
ラ

刃
当
た
り
痕
木
釘
有
り

6
4
2
 
1
4
5
7
-
0
6
 容
器

曲
物

曲
物
身

II
 
径
11
7
 

0.
8 
柾
目

S
D
l
 
II
層

E
-
Y
9
 

ス
ギ

6
4
3
 
1
4
6
4
-
0
7
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
2.
4)

0.
7 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
~

L
1

2
 

ヒ
ノ
キ
属

9
1
 

6
4
4
 
1
4
6
4
-
0
6
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
1
0
)
 

0
 8
 
板
目

S
0
1
 
I
層

H
-
K
l
3
 

サ
ワ
ラ

木
釘
有
り

6
4
5
 
1
4
7
3
-
0
5
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(2
6.
0)

0
9
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
1
1
1
 

ヒ
ノ
キ

刃
当
た
り
痕
木
釘
有
り

6
4
6
 
1
4
6
9
-
0
5
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(2
1.
2)

1
 
3
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
A
9
 

ヒ
ノ
キ
科

木
釘
有
り

6
4
7
 
1
4
6
4
-
0
5
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
8
8)
 

1
 
0
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
B
9
 

ヒ
ノ
キ

6
4
8
 
1
4
6
4
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

I-I 
径
(
1
7
0)
 

0
8
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
Y
l
O
 

サ
ワ
ラ

6
4
9
 
1
4
6
4
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
7
0)
 

0.
6 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
S
1
2
 

サ
ワ
ラ

6
5
0
 
1

4
6

6
~

0
8

 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
9
6)
 

0.
8 
柾
目

S
D
I
不
明

E
-
X
9
 

サ
ワ
ラ

刃
当
た
り
痕
有
り

65
1 
1
4
6
9
-
0
8
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(2
4
0
)
 

0
 8
 
板
目

S
D
1
 
II
層

H
-
A
l
O
 

ヒ
ノ
キ

6
5
2
 
1
4
6
6
-
1
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

II
 
径
(I
I
 
6
)
 

0
 7
 
板
目

S
D
l
 
II
層

I
-
1
-
Y
l
O
 

ス
ギ

6
5
3
 
1
4
6
3
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
3
4)
 

0
 6
 
柾
目

S
D
1
 
I
 b
層

E
-
T
l
4
 

ス
ギ

6
5
4
 
1
4
6
3
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
5
4)
 

0.
8 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
U
1
3
 

ヒ
ノ
キ
属

6
5
5
 
1
4
6
6
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
6
,t)
 

0
 7
 
柾
目

S
D
1
 
II
層

E
-
Y
9
 

ヒ
ノ
キ
属

6
5
6
 
1
4
6
4
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6
0
)
 

0
 7
 
柾
目

S
D
I
 
I
層

H
~

M
1

3
 

ス
ギ

6
5
7
 

]4
6

3
~

1
3

 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6
4
)
 

0.
7 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
1
1
2
 

ヒ
ノ
キ
屈

6
5
8
 
1
4
6
1
 -
0-
-1
 
~
 
谷
益ロ
n

曲
物

曲
物
身

I-I 
径
(1
,1
.,
)

0
 8
 
柾
目

S
D
I
 
II
附

E
-
Y
l
O
 

ス
ギ

刃
当
た
り
痕
有
り

6
5
9
 
1
4
5
8
-
0
8
 容
器

曲
物

曲
物
身

II
 
径
(
1
6
I)
 

0
 7
 
柾
目

S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
K
l
l
 

ヒ
ノ
キ
科

6
6
0
 
1
-
1
6
3
-
0
9
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
6
cl)
 

0
 8
 
柾
目

S
0
1
 
II
層
上
部

H
-
B
1
1
 

ヒ
ノ
キ
）
屈

66
1 
1
.
1
6
3
-
1
0
 ,
,.
_ 
介
t."i
t'' 

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
5'
.:
)

0
 8
 
柾
目

S
D
I
 
II
吊

H
~
A
l
 1
 

ヒ
ノ
キ

T. 
具
痕
有
り



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

6
6
2
 
1
4
6
3
-
1
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
5.
8)

0.
8 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
A
l
O
 

ス
ギ

6
6
3
 1
4
6
3
-
1
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
6)

0.
8 
柾
目

S
D
l
 
II
層

E
-
Q
l
O
 

ヒ
ノ
キ
属

木
釘
有
り

6
6
4
 1
4
6
1
-
0
5
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
4
5)
 

0.
6 
柾
目

S
D
l
 
I
 b
層

E
-
V
l
l
 

ヒ
ノ
キ

6
6
5
 
1
4
6
9
-
0
6
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
5.
6)

0.
7 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
V
l
O
 

サ
ワ
ラ

6
6
6
 1
4
6
3
-
0
8
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
0)

0.
7 
柾
目

S
D
l
 
I
 b
層

E
-
V
l
O
 

ヒ
ノ
キ

刃
当
た
り
痕
有
り

6
6
7
 
1
4
6
9
-
0
7
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
8)

0
7
 
柾
目

S
D
I
 
II
層
石
敷

H
-
C
I
O
 

ヒ
ノ
キ

6
6
8
 
1
4
6
3
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
4.
8)

0.
7 
追
柾
目

S
D
I
田
層

E
-
R
l
l
 

ヒ
ノ
キ

6
6
9
 1
4
6
4
-
1
0
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
4.
0)

0.
7 
柾
目

S
 D
 I
 11 
層層

H
-
0
8
 

サ
ワ
ラ

表
面
一
部
焼
け

S
D
I
 
II 
石
敷

H
-
C
l
O
 

6
7
0
 1
4
6
3
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
7.
0)

0.
7 
柾
目

S
D
l
 
II
層

E
-
Y
9
 

ヒ
ノ
キ

67
1 
1
4
6
4
-
0
8
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
3.
8)

0.
7 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
T
9
 

サ
ワ
ラ

67
2 
1
4
7
1
-
1
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
4)

0.
9 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
Y
l
O
 

ヒ
ノ
キ

6
7
3
 
1
4
6
3
-
0
5
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
2.
0)

0.
9 
柾
目

S
D
I
包
含
層
~
I
層

H
-
L
l
l
 

ヒ
ノ
キ

6
7
4
 1
4
7
1
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
3.
6)

0.
5 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
M
l
l
 

サ
ワ
ラ

6
7
5
 
1
4
7
1
-
0
6
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
4)

0.
6 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
A
9
 

ス
ギ

6
7
6
 
1
4
7
1
-
1
0
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
8.
4)

0.
6 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
A
l
l
 

ヒ
ノ
キ

6
7
7
 1
4
7
1
-
0
9
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
8.
0)

0.
7 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層

E
-
Y
1
2
 

ヒ
ノ
キ
科

9
2
 
1
 

6
7
8
 
1
4
7
1
-
1
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
6
4)
 

0.
6 
追
柾
目

S
D
I
 
I
 c
層

E
-
V
1
2
 

ヒ
ノ
キ

6
7
9
 1
4
7
1
-
1
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
4)

0.
8 
柾
目

S
D
l
 
II
層

H
-
A
1
2
 

ヒ
ノ
キ
属

6
8
0
 1
4
7
1
-
1
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
4)

0.
4 
板
目

S
D
l
 
II
層

H
-
A
9
 

ヒ
ノ
キ

木
釘
有
り

68
1 
1
4
7
1
-
1
6
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
0)

0.
7 
追
柾
目

S
D
I
 
I
層

H
-
C
l
l
 

ヒ
ノ
キ
属

6
8
2
 1
4
7
1
-
0
7
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
2.
6)

0.
8 
板
目

S
D
l
 
II
層

H
-
A
l
2
 

ヒ
ノ
キ

6
8
3
 1
4
6
9
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
2
3
3)
 

1
 
6
 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
X
1
2
 

ヒ
ノ
キ

6
8
4
 1
4
6
9
-
1
0
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
5
2)
 

0.
6 
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
1
1
1
 

ヒ
ノ
キ

6
8
5
 
1
4
6
7
-
0
8
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
4
0
)
 

0.
6 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
P
9
 

ヒ
ノ
キ

6
8
6
 1
4
7
1
-
1
8
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
(1
3.
2)
 
(7
.2
) 

1.
0 
板
目

S
D
l
 
II
層
上
面

H
-
M
1
2
 
ヒ
ノ
キ
属

表側
面縁
一か
ら部
打焼
ちけ
込
み
の
木
釘
が
外
へ
飛
び
出
る

6
8
7
 
1
4
6
2
-
1
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
4)

0.
6 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
K
1
2
 

ヒ
ノ
キ

工
具
痕
有
り

6
8
8
 
1
4
6
7
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
1
4
8
 

0.
6 
柾
目

S
D
l
 
II
層

E
-
S
9
 

ヒ
ノ
キ

6
8
9
 
1
4
6
7
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
1
7
0
 

1
 
0
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
V
1
2
 

ス
ギ

6
9
0
 1
4
6
7
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
16
.0

0
 8
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
J
l
2
 

ヒ
ノ
キ
属

69
1 
1
4
6
5
-
0
8
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
16
.4

0.
7 
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
I
l
l
 

ヒ
ノ
キ

側
面
の
調
整
丁
寧

69
2 
1
4
7
0
-
0
6
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
5.
6)

0
8
 
柾
目

S
D
I
 
I
 b
層

E
-
W
1
2
 

ヒ
ノ
キ

6
9
3
 
1

4
6

7
~

0
6

 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
8.
4)

0.
8 
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
~

C
lQ

 
ス
ギ

6
9
4
 
1
4
6
2
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
6
4)
 

0.
6 
柾
日

S
D
l
 
I
層

H
-
A
l
O
 

ヒ
ノ
キ

6
9
5
 
1
4
6
2
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
5
6)
 

I
 
0
 
柾
目

S
D
l
 
II
層

E
-
Y
l
 1
 

ア
ス
ナ
ロ

6
9
6
 
1
4
6
2
-
0
7
 r谷
益ロロ

曲
物

曲
物
身

1-1
 
径
(1
6.
8)

0
 7
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
B
9
 

ヒ
ノ
キ
科

刃
当
た
り
痕
有
り



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

6
9
7
 
1
4
7
0
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
8.
0)

0.
7 
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
C
l
O
 

ヒ
ノ
キ

6
9
8
 
1
4
7
0
-
0
5
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
8.
0)

0
 7
 
柾
目

S
D
l
 
I
層

H
-
B
1
1
 

ヒ
ノ
キ

6
9
9
 
1
4
6
2
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
5
8)
 

0
8
 
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
1
1
1
 

ヒ
ノ
キ

70
0 
1
4
6
2
-
0
9
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
0)

0.
8 
柾
目

S
D
I
 
Il
層

H
-
A
l
2
 

ヒ
ノ
キ

70
1 
1
4
7
0
-
0
9
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
4)

0.
5 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
T
l
O
 

ヒ
ノ
キ
科

乾
燥
に
よ
り
歪
む

70
2 
1
4
6
2
-
0
8
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
4.
4)

0.
7 
板
目

S
D
l
 
II
層

H
-
M
l
l
 

ヒ
ノ
キ

70
3 
1
4
6
2
-
0
6
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
7.
2)

0.
7 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
Q
l
O
 

ヒ
ノ
キ
科

70
4 
1
4
6
2
-
0
5
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
7.
6)

0.
8 
柾
目

S
D
l
 
II
層

H
-
D
1
0
 

ヒ
ノ
キ

刃
当
た
り
痕
有
り

70
5 
1
4
6
8
-
0
6
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
8
0)
 

0.
5 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
Y
I
O
 

ヒ
ノ
キ

7
0
6
 1
4
6
8
-
0
8
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
0)

0.
8 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
A
l
l
 

ヒ
ノ
キ
属

70
7 
1
4
6
8
-
1
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
5.
2)

0
6
 
追
柾
目

S
0
1
 
II
層

E
-
Y
l
O
 

ヒ
ノ
キ
科

70
8 
1
4
7
0
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
5
6)
 

0.
7 
柾
目

S
D
l
 
II
層

H
-
B
1
0
 

ヒ
ノ
キ

70
9 
1
4
6
2
-
1
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
8)

0.
9 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
V
l
l
 

ヒ
ノ
キ

7
1
0
 1
3
4
0
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
13
.8

0.
8 
板
目

S
D
I
左
岸
配
石

H
-
K
9
 

ヒ
ノ
キ

工
具
痕
有
り

71
1 
1
4
6
4
-
0
9
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
0)

0.
8 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
U
1
3
 

ス
ギ

71
2 
1
4
6
6
-
0
9
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
5.
6)

0.
6 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
M
l
l
 

ヒ
ノ
キ
属

9
3ーl

71
3 
1
4
5
8
-
0
9
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
0)

1.
2 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
A
l
l
 

ヒ
ノ
キ

7
1
4
 1
4
6
6
-
1
0
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
9.
2)

0.
8 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
D
1
0
 

ヒ
ノ
キ
属

7
1
5
 1
4
6
9
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(2
6.
0)

1.
7 
板
目

S
D
l
 
II
層
下
部

H
-
J
l
l
 

ヒ
ノ
キ

裏
面
一
部
焼
け

71
6 
1
4
6
8
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
15
.5

0.
6 
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
0
9
 

ヒ
ノ
キ
属

71
7 
1
4
6
6
-
0
5
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
4)

0.
7 
柾
目

S
D
I
 
I
I
~
田
層

E
-
S
9
 

ヒ
ノ
キ

71
8 
1
4
6
6
-
0
6
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
7
 .8
) 

0.
6 
柾
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
T
l
O
 

ヒ
ノ
キ
科

刃
当
た
り
痕
有
り

71
9 
1
4
6
6
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
6)

0.
8 
柾
目

S
D
I
 
I
 c
層

E
-
V
1
2
 

ス
ギ

72
0 
1
4
6
9
-
1
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
7.
8)

0
 7
 
柾
目

S
D
l
 
II
層

E
-
V
l
O
 

ヒ
ノ
キ

72
1 
1
4
7
1
-
1
5
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
(1
1.
2)
 
(5
.3
) 

0.
8 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
A
9
 

ヒ
ノ
キ

表
裏
面
一
部
焼
け

72
2 
1
4
6
6
-
1
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
3.
6)

0.
8 
板
目

S
D
I
 
I
層

H
-
A
l
O
 

ス
ギ

72
3 
1
4
6
3
-
0
7
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
4.
0)

0.
7 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層

H
-
J
l
l
 

ヒ
ノ
キ

72
4 
1
4
6
9
-
0
9
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
0)

0.
7 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
M
l
l
 

ヒ
ノ
キ

72
5 
1
4
6
9
-
1
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
5.
2)

0.
7 
板
目

S
D
l
 
II
層

E
-
P
9
 

ヒ
ノ
キ

7
2
6
 
1
4
7
1
-
0
8
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
6
8)
 

0.
5 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
S
l
l
 

ヒ
ノ
キ

72
7 
1
4
7
1
-
0
5
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
6)

0.
5 
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
D
9
 

ヒ
ノ
キ
属

72
8 
1
4
7
1
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
2.
6)

0.
6 
板
目

S
0
1
 
II
層

H
-
M
l
l
 

ス
ギ

72
9 
1
4
6
6
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
5.
4)

0.
7 
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
C
l
O
 

ヒ
ノ
キ

表
面
一
部
焼
け



報
告
実
測
番
号

命ロ
o
 
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
原
さ

73
0 
1
4
6
6
-
0
7
 容
器

曲
物

曲
物
身

II
 
径
(
1
5
4)
 

0
 8
 
柾
目

S
D
I
 
I
 b
層

E
-
V
l
O
 

ス
ギ

表
面
漆
裏
面
焼
け

73
1 
1
4
6
8
-
0
9
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
5
2)
 

0
 7
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-X

•Y
9

·1
0

 
ヒ
ノ
キ
科

73
2 
1
4
7
0
-
1
0
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
7
2)
 

0
 7
 
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
D
9
 

サ
ワ
ラ

73
3 
1
4
7
0
-
0
8
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
7
6)
 

0
 7
 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
T
S
 

サ
ワ
ラ

73
4 
1
4
6
8
-
0
7
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
(1
7.
0)
 
(5
.1
) 

0
 8
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
Y
l
O
 

サ
ワ
ラ

73
5 
1
4
6
8
-
0
5
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(3
1.
6)

0.
5 
板
目

S
D
l
 
I
 b
層

E
-
P
9
 

ス
ギ

73
6 
1
4
6
2
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6
8
)
 

0.
8 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
R
l
l
 

ヒ
ノ
キ

73
7 
1
4
6
2
-
1
0
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
8)

0.
6 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
A
9
 

ヒ
ノ
キ
科

工
具
痕
有
り

73
8 
1
4
7
0
-
1
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
4.
6)

0.
7 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
U
9
 

ス
ギ

73
9 
1
4
7
0
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
0)

0.
7 
追
柾
目

S
D
I
 
I
 a
層

E
-
N
9
 

ヒ
ノ
キ
属

74
0 
1
4
6
8
-
1
0
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
8)

0.
6 
板
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
E
9
 

サ
ワ
ラ

74
1 
1
4
6
8
-
1
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
5.
2)

0.
7 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
X
•
Y
9

・
1
0
ヒ
ノ
キ

74
2 
1
4
7
0
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
6
0)
 

0
 6
 
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
I
l
l
 

ヒ
ノ
キ

74
3 
1
4
6
0
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
7
2)
 

0.
7 
柾
目

S
D
l
 
1
~
1
1
層

E
-X

•Y
9

 
ヒ
ノ
キ

中
央
部
焼
き
穿
孔

74
4 
1
4
6
0
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
14
.8

1.
2 
追
柾
目

S
0
1
 
ill
層

E
-
S
1
3
 

ヒ
ノ
キ

中
央
部
焼
き
穿
孔

9
4
 

74
5 
1
4
6
1
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
5.
0)

0
 7
 
柾
目

S
D
l
不
明

E
~

X
9

 
ヒ
ノ
キ

中
央
部
焼
き
穿
孔

74
6 
1
4
5
8
-
0
5
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
8)

0
 8
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
Q
l
O
 

ヒ
ノ
キ

中
央
部
焼
き
穿
孔
刃
当
た
り
痕
有
り

74
7 
1
4
5
8
-
0
7
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
7
0
)
 

1
 
0
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
V
l
O
 

ヒ
ノ
キ
属

中
央
部
焼
き
穿
孔

7
4
8
 
1
4
5
8
-
1
0
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
6
4)
 

0
 7
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
~

Y
IO

 
ヒ
ノ
キ

中
央
部
焼
き
穿
孔

74
9 
1
4
5
8
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
8)

0.
7 
柾
目

S
0
1
 
II
層
上
部

H
-
1
1
1
 

ヒ
ノ
キ
属

中
央
部
焼
き
穿
孔

7
5
0
 
1
4
6
0
-
0
6
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
6
4)
 

I.
I 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
8
9
 

ス
ギ

中
央
部
利
器
に
よ
る
穿
孔

75
1 
1
4
6
0
-
0
7
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
6.
0)

0
 7
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
X
l
l
 

ヒ
ノ
キ

中
央
部
利
器
に
よ
る
穿
孔

75
2 
1
4
6
0
-
0
8
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
7.
0)

1
 
0
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
A
l
l
 

中
央
部
利
器
に
よ
る
穿
孔
刃
当
た
り
痕
有
り

75
3 
1
4
6
6
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
7.
4)

0
 5
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
Y
l
l
 

ヒ
ノ
キ

中
央
部
利
器
に
よ
る
穿
孔
刃
当
た
り
痕
有
り

75
4 
1
4
6
5
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
16
.2

0
9
 
柾
日

S
D
I
 
II
層

E
-
T
l
O
 

ヒ
ノ
キ
科

中
央
部
利
器
に
よ
る
穿
孔
工
具
痕
有
り

75
5 
1
4
5
8
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
9
2)
 

0
 7
 
柾
目

S
0
1
 
II
層

H
-
6
9
 

サ
ワ
ラ

中
央
部
利
器
に
よ
る
穿
孔
木
釘
有
り

75
6 
1
4
6
0
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
8
0)
 

0.
8 
柾
H

S
D
I
 
II
層

E
-
W
l
l
 

ヒ
ノ
キ

表
裏
央
部
面
一
部
焼
：
ナ
穿
刃
当
た
り
貫
痕
通
有
）
り

中
利
器
に
よ
る
孔
（
未

75
7 
1
4
6
0
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
7
0)
 

1
 
0
 
追
柾
目

S
D
I
 
I
 b
層
~
II
層

E
-
T
l
4
 

ス
ギ

中
央
部
利
器
に
よ
る
穿
孔
刃
当
た
り
痕
有
り

75
8 
1
4
1
7
-
0
8
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
18
.2
 

(
3
 7)
 

0
 9
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
Y
l
O
 

ヒ
ノ
キ

中
央
部
利
器
に
よ
る
穿
孔

7
5
9
 1

4
5

5
~

0
1

 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
16
.7

0
 8
 
柾
目

S
D
I
 
II
層
下
部

E
-
S
8
 

ヒ
ノ
キ

中
央
部
利
器
に
よ
る
穿
孔

76
0 
1
4
6
0
-
0
5
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
8.
0)

0
 7
 
板
目

S
D
l
 
II
層
上
部

H
-
D
9
 

ヒ
ノ
キ

中
央
部
利
器
に
よ
る
穿
孔
補
修
孔
有
り

76
1 
1
4
5
8
-
0
6
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
8.
6)

1
 
0
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
~

n
o

 
ヒ
ノ
キ

中
央
部
利
器
に
よ
る
穿
孔

76
2 
1
4
5
8
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
4.
4)

0.
6 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
M
l
2
 

ヒ
ノ
キ
属

中
央
部
利
器
に
よ
る
穿
孔

76
3 
1
4
6
1
-
0
6
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(
1
4
6)
 

0
9
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
~

W
ll

 
ヒ
ノ
キ

中
央
部
利
器
に
よ
る
穿
孔



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

76
4 
1
4
5
8
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
1.
0)

0.
8 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
A
l
l
 

ヒ
ノ
キ
科

中
央
部
利
器
に
よ
る
穿
孔

76
5 
1
4
6
1
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
径
(1
2.
9)

0.
9 
板
目

S
D
l
 
II
層

H
-
B
9
 

ヒ
ノ
キ

表
面
一
部
焼
け
中
央
部
利
器
に
よ
る
穿
孔

76
6 
1
4
7
1
-
1
7
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
 
(1
4.
 7
) 
(6
.1
) 

0
 8
 
板
目

S
D
l
 
II
層

E
-
X
9
 

ヒ
ノ
キ

利
器
に
よ
る
穿
孔
刃
当
た
り
痕
有
り

76
7 
1
4
7
2
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

不
明
(2
6.
6)
 
(
5
 3)
 

1
 
0
 
板
目

S
O
I
 
I
層

H
-
C
l
l
 

ス
ギ

利
器
に
よ
る
穿
孔

76
8 
1
4
7
3
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

不
明
(3
7.
1)
 
(1
1.
6)
 
1.
5 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
C
l
O
 

ヒ
ノ
キ
属

工
具
痕
有
り

76
9 
1
4
7
5
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

不
明
径
1
6
8
 
高
さ
(6
.0
)
0.
2 
板
目

S
D
l
 
I
層

H
-
B
8
 

ヒ
ノ
キ
科

線
刻
有
り
緊
縛
紐
残
る

77
0 
1
3
4
1
-
0
3
 容
器

曲
物

曲
物
身

H
2
 
径
(1
6.
0)

器
高
(1
.5
)
柾板
目目
（（
底｛
則板
板）
）
 
S
D
I
 
II
層

H
-
L
1
2
 

ヒ
ノ
キ

緊
縛
紐
残
る

77
1 
1
4
7
6
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

不
明
径
不
明
裔
さ
(3
.4
)
0.
25
 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
X
l
O
 

ヒ
ノ
キ
属

緊
縛
紐
残
る

77
2 
1
4
7
6
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
身

不
明
径
2
5
8
 
高
さ
(9
.
0)
 
0.
3 
板
目

S
0
1
 
II
層
上
部

H
-
I
I
O
 

ヒ
ノ
キ
属

緊
縛
紐
残
る

77
3 
1
4
7
5
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
身

不
明
径
1
5
6
 
高
さ
(9
.1
)
0.
3 
板
目

S
D
I
 
II
層

不
明

ヒ
ノ
キ
科

緊
縛
紐
残
る

77
4 
1
3
5
2
-
0
1
 容
器

曲
物

曲
物
脚

26
.6
 

16
. 
7
 
0.
9 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層
礫
敷

H
-
B
1
1
 

ス
ギ

二
又
部
と
方
板
部
の
境
に
当
た
り
痕
有
り

77
5 
3
7
5
-
0
4
 容
器

曲
物

曲
物
脚

27
.0
 
(6
.6
) 

1.
2 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層
下
部

E
-
W
1
2
 

ス
ギ

7
7
6
 1
3
5
2
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
脚

25
.3
 
(7
.9
) 

1.
1 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
H
9
 

ヒ
ノ
キ

77
7 
1
4
0
5
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
脚

31
.2
 

9.
5 

1.
0 
追
柾
目

S
D
I
 
il
la
層

E
-
Y
l
O
 

ヒ
ノ
キ

77
8 
3
8
5
-
0
2
 容
器

曲
物

曲
物
脚

26
.7
 

5.
0 

4
 3
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
X
l
O
 

ヒ
ノ
キ

木
釘
緊
縛
紐
残
る

7
7
9
 
3
8
5
-
0
4
 容
器

そ
の
他

(2
0.
1)
 
太
さ
2.
4

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
U
1
2
 

ク
ロ
マ
ツ

コ
ッ
プ
状
容
器
の
把
手
か

9
5
 

78
0 
3
7
7
-
0
6
 容
器

そ
の
他

(2
0.
0)
 
8.
0 

3.
2 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
il
la
層

E
-
0
9
 

ツ
ブ
ラ
ジ
イ

ほ
ぽ
全
面
焼
け
把
手
か

78
1 
3
6
1
-
0
1
 容
器

そ
の
他

27
.3
 

8
 8
 

2.
3 
半
歓
削
り
出
し
S
D
l
 
il
lb
層

E
-
Q
l
O
 

蓋

78
2 
4
0
2
-
0
2
 容
器

そ
の
他

44
.1
 
(1
0.
2)
 
2.
5 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
ill
層

E
-
U
1
2
 

ス
ギ

表
裏
面
一
部
焼
け
蓋
？
組
物
台
の
可
能
性
有
り

78
3 
0
8
1
-
0
1
 家
具

案
溝
結
合
型
の
案

天
板
84
.9
 

47
.2
 

3.
0 
板
目

S
D
I
 
ill
層
上
面

E
-
U
l
O
 

蟻
溝
手
法
工
具
痕
顕
著

78
4 
1
0
3
8
-
0
1
 家
具

案
溝
結
合
型
の
案

天
板

93
.9
 
(3
1.
7)
 
3.
2 
板
目

S
D
I
 
il
la
層

E
-
Y
l
O
 

蟻
溝
手
法
脚
一
部
残
る
エ
具
痕
有
り

78
5 
1
0
5
-
0
1
 家
具

案
溝
結
合
型
の
案

天
板

84
.9
 
(
4
5
 9)
 

2.
2 
板
目

S
D
I
 
il
la
層

E
-
N
9
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

蟻
溝
手
法
脚
一
部
残
る

7
8
6
 
1
3
5
0
-
0
2
 家
具

案
溝
結
合
型
の
案

天
板
(2
5.
5)
 
(
1
6
 8)
 
2.
2 
板
目

S
0
1
 
U
層
下
部
~
m
a
層
井
泉
外
H
-
L
l
l
 

ヒ
ノ
キ

蟻
溝
手
法

78
7 
1
3
5
0
-
0
1
 家
具

案
溝
結
合
型
の
案

天
板
(2
0.
 7
) 
(
1
3
 3)
 
2.
0 
板
目

S
D
I
 
il
la
層

H
-
D
9
 

ヒ
ノ
キ

蟻
溝
手
法
工
具
痕
有
り

78
8 
1
0
6
-
0
1
 家
具

案
溝
結
合
型
の
案

天
板
(
5
8
 0)
 
(4
1.
6)
 

1
 
8
 
板
目

S
D
I
 
Il
lb
層

E
-
N
8
 

ヒ
ノ
キ

蟻
溝
手
法
工
具
痕
有
り

7
8
9
 
3
8
7
-
0
3
 家
具

案
溝
結
合
型
の
案

脚
(1
8.
 7
) 

(1
1.
1)
 
2.
0 
追
柾
目

S
0
1
 
II
層

E
-
W
1
3
 

7
9
0
 
3
8
7
-
0
2
 家
具

案
溝
結
合
型
の
案

脚
(1
5.
0)
 
1
2
 5
 
2
 1
 
追
柾
目

S
D
I
不
明

不
明

79
1 
1
3
4
9
-
0
2
 家
具

案
溝
結
合
型
の
案

脚
高
さ
(
1
9
9)
 
3
6
 7
 
2.
4 
追
柾
目

S
D
l
 
il
la
層

H
-
A
l
O
 

ヒ
ノ
キ

79
2 
1
3
4
9
-
0
1
 家
具

案
溝
結
合
型
の
案

脚
麻
さ
(
2
2
6)
 
(3
7.
3)
 
2
 1
 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層

E
-
Y
9
 

ヒ
ノ
キ

79
3 
3
7
9
-
0
3
 家
具

案
溝
結
合
型
の
案

脚
11
.0
 

6
 9
 
1
 
6
 
板
目

S
D
I
田
層

E
-
U
1
3
 

ス
ギ

裏
面
焼
け

79
4 
1
3
4
9
-
0
4
 家
具

案
溝
結
合
型
の
案

脚
高
さ
(6
.9
)
(1
2.
3)
 
1.
8 
追
柾
目

S
D
I
 
Il
la
層

E
-
Y
l
l
 

ヒ
ノ
キ

79
5 
1
3
4
9
-
0
3
 家
具

案
溝
結
合
型
の
案

脚
高
さ
(7
9
)
 
(
1
0
 5)
 

1.
7 
板
目

S
D
I
 
Il
la
層

H
~

C
IO

 
ヒ
ノ
キ

79
6 
3
8
7
-
0
1
 家
具

案
溝
結
合
型
の
案

脚
3
7
 6
 
(
1
2
 2)
 
2.
3 
追
柾
目

S
0
1
 
II
層

E
-
X
l
O
 

79
7 
1
3
5
0
-
0
3
 家
具

案
溝
結
合
型
の
案

脚
(
9
 8)
 

31
.0
 

1
 
9
 
板
目

S
D
1
 
II
層
下
部

H
-
L
l
3
 

ヒ
ノ
キ

工
具
痕
有
り



芦
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

全
長

幅
厚
さ

79
8 
3
7
5
-
0
6
 家
具

案
溝
結
合
型
の
案
脚
？

27
.7
 
(5
.4
) 

1.
1 
追
柾
目

S
D
l
 
Il
lb
層

E
-
M
8
 

ス
ギ

脚
と
す
る
と
か
な
り
大
型
や
や
疑
問
残
る
エ
具
痕
有
り

7
9
9
 1
3
4
7
-
0
6
 家
具

案
溝
結
合
型
の
案

7.
1 

30
.2
 

0.
8 
追
柾
目

S
D
l
 
il
lb
層

H
-
E
l
O
 

案
で
な
い
可
能
性
有
り

8
0
0
 
3
4
4
-
0
3
 家
具

案
二
脚
柄
結
合
型
の
案
脚

(2
0.
4)
 
5.
8 

1.
6 
追
柾
目

S
0
1
 
ill
層

E
-
R
1
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

80
1 
1
3
2
0
-
0
4
 家
具

案
二
脚
柄
結
合
型
の
案
脚

(2
2.
0)
 
刃
部
(1
1.
1)
刃
部
1.
0
追
柾
目

S
0
1
 
il
lb
層

H
-
K
l
l
 

ヒ
ノ
キ

8
0
2
 
1
4
2
7
-
0
1
 家
具

案
二
脚
柄
結
合
型
の
案
脚

25
.0
 

17
.2
 

1.
5 
追
柾
目

S
0
1
 
II
層

H
-
B
9
 

ア
ス
ナ
ロ

裏
面
焼
け

8
0
3
 
1
1
5
-
0
1
 家
具

椅
子

剖
物
椅
子

(2
8.
2)
 
(1
6.
2)
 
裔
さ
14
.3
横割
材木
取削
り
り出
し
S
D
I
 
il
lb
層

E
-
T
1
4
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

全
面
焼
け

8
0
4
 
1
0
0
1
-
0
1
 家
具

椅
子

剖
物
椅
子

46
.9
 
(1
6.
0)
 
高
さ
21
.6
横芯
木持
取削
り
り出
し
S
D
l
 
ff
ib
層
礫
敷
下
部

H
-
G
l
O
 

全
面
焼
け
脚
部
に
半
円
状
の
透
か
し

8
0
5
 
1
1
2
-
0
1
 家
具

椅
子

剖
物
椅
子

(3
1.
0)
 
(1
3.
0)
 
高
さ
16
.
7
 
横半
木戴
削取
り
り出
し
S
D
l
 
ff
ib
層

E
-
0
1
4
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

脚
部
に
方
形
小
孔
有
り

8
0
6
 
3
9
0
-
0
2
 家
具

椅
子

指
物
椅
子

57
.2
 
(1
1.
4)
 
(2
.0
) 
半
赦
削
り
出
し
S
D
l
 
I
D
b
層

E
-
P
l
O
 

8
0
7
 
1
4
1
8
-
0
1
 家
具

椅
子

指
物
椅
子

(2
1.
2)
 
(8
.5
) 

2.
0 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
C
9
 

ヒ
ノ
キ

表
面
焼
け

8
0
8
 
1
4
0
5
-
0
1
 家
具

椅
子

指
物
椅
子

(2
0.
 7
) 

23
.8
 

3.
2 
追
柾
目

S
D
I
 
Il
層
下
部

H
-
J
l
l
 

ス
ギ

8
0
9
 1
3
5
2
-
0
7
 家
具

椅
子

指
物
椅
子

10
.5
 

12
.4
 

2.
0 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
C
l
O
 

ヒ
ノ
キ

8
1
0
 1
4
0
1
-
0
2
 家
具

椅
子

指
物
椅
子

(2
1.
 9
) 

10
.8
 

8.
2 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
L
1
3
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

81
1 
1
4
0
6
-
0
1
 家
具

椅
子

指
物
椅
子

(2
5.
6)
 
11
. 
7
 
(4
.2
) 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
最
下
部

H
-
C
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

|尖|

8
1
2
 
1
4
1
8
-
0
3
 家
具

椅
子

指
物
椅
子

22
.0
 
(8
.0
) 

3.
0 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
1
9
 

ヒ
ノ
キ

半
円
形
透
か
し
と
溝
状
彫
り
込
み
に
よ
る
装
飾

8
1
3
 
3
9
4
-
0
1
 家
具

台
指
物
台

5
9
 0
 
(2
3.
5)
 
2.
4 
板
目

S
D
l
 
II
層

E
-
N
9
 

工
具
痕
有
り

8
1
4
 
1
4
2
6
-
0
1
 家
具

台
指
物
台

43
 
(1
4.
5)
 
3.
3 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
1
1
0
 

ス
ギ

表肩
裏部
面と
有所
孔々
部に
の焼
間け
に刃
別材
当た
挿り
入痕
の多
痕い
跡

8
1
5
 
3
7
0
-
0
6
 家
具

台
指
物
台

(1
5.
0)
 
4.
4 

1
 
6
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層
下
部

E
-
W
l
O
 

ヒ
ノ
キ

工
具
痕
有
り

8
1
6
 
3
7
8
-
1
3
 家
具

台
指
物
台

(1
2.
2)
 
3.
8 

2.
7 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
ill
層

E
-
T
1
2
 

ヒ
ノ
キ

工
具
痕
有
り

8
1
7
 
3
7
9
-
0
5
 家
具

台
指
物
台

(2
3.
1)
 
3.
9 

1.
6 
割
材
削
り
出
し
s
0
1
 
m
a
層

E
-
T
1
3
 

ヒ
ノ
キ

工
具
痕
有
り

8
1
8
 
3
1
2
-
0
1
 家
具

台
指
物
台

(2
7 
.2
) 
(9
.1
) 

1.
8 
板
目

S
D
l
 
II
層

E
-
V
9
 

ヒ
ノ
キ

8
1
9
 
1
4
1
9
-
0
2
 家
具

台
指
物
台

35
.0
 

5.
7 

1.
8 
追
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層
礫
敷
下
部

H
-
F
I
O
 

サ
ワ
ラ

欠
損
部
焼
け

8
2
0
 
1
4
1
9
-
0
3
 家
具

台
指
物
台

39
.1
 

5
 5
 
0.
9 
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
E
9
 

ス
ギ

82
1 
1
4
1
9
-
0
1
 家
具

台
指
物
台

45
.4
 

7
 4
 
2.
3 
板
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
C
l
O
 

ヒ
ノ
キ

8
2
2
 
1
3
4
2
-
0
1
 武
器
武
具
馬
具
武
器

弓
（
飾
弓
）

(1
8.
9)
 
太
さ
3.
2

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ff
ib
層
礫
敷

H
-
G
l
l
 

黒糸
漆巻
仕き
は上
溝げ
の
部
分
で
途
切
れ
て
い
る

82
3 
0
0
2
-
0
2
 武
器
武
具
馬
具
武
器

弓
（
素
弓
）

A
 
(
5
6
 2)
 
太
さ
2.
3

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層

E
-
P
9
 

イ
ヌ
ガ
ヤ

8
2
4
 
1
3
4
3
-
0
3
 武
器
武
具
馬
具
武
器

弓
（
素
弓
）

A
 
(5
0.
5)
 
1.
5 

1
 
0
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
I
l
l
 

8
2
5
 
0
0
2
-
0
4
 武
器
武
具
馬
具
武
器

弓
（
素
弓
）

A
 
(2
4.
6)
 
太
さ
1.
9

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
II
~i
ll
層

E
-
S
1
0
 

イ
ヌ
ガ
ヤ

8
2
6
 
1
3
4
3
-
0
1
 武
器
武
具
馬
具
武
器

弓
（
素
弓
）

A
 
(
4
8
 0)
 

1
 
7
 

1.
2 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
M
l
3
 

8
2
7
 
1
3
4
3
-
0
2
 武
器
武
具
馬
具
武
器

弓
（
素
弓
）

A
 
(
4
9
 0)
 

1.
8 

1.
5 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
Ib
層
礫
敷
下
部

H
-
C
I
O
 

82
8 
1
3
4
6
-
0
2
 武
器
武
具
熙
具
武
器

弓
（
素
弓
）

B
 
(3
3.
0)
 
1
 
9
 

1.
6 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
C
l
O
 

8
2
9
 
1
3
4
3
-
0
5
 武
器
武
具
馬
具
武
器

弓
（
素
弓
）

B
 
(1
3.
5)
 
2
 0
 

1.
5 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層

H
-
A
l
O
 

8
3
0
 
1
3
9
4
-
0
1
 武
器
武
具
馬
具
武
器

弓
（
素
弓
）

B
 
(
3
7
 1)
 
太
さ
2.
0

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
A
l
l
 

モ
ミ
属

83
1 
0
0
2
-
0
1
 武
器
武
具
馬
具
武
器

弓
（
素
弓
）

C
 
(
8
7
 6)
 
太
さ
1.
9

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
貼
石
下
部

E
-
V
l
4
 

イ
ヌ
ガ
ヤ
？



報
告
実
測
番
号

M
 

L
I
U
 
種

分
類

法
籠
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

83
2 
1
3
4
3
-
0
4
 武
器
武
具
馬
具
武
器

弓
（
素
弓
）

(1
8 
0
)
 
I
 
8
 

1
 
8
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
C
l
O
 

8
3
3
 
1
3
4
6
-
0
1
 武
器
武
具
馬
具
武
器

弓
（
素
弓
）

(5
2 
8
)
 
1.
6 

1.
3 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
C
9
 

83
4 
0
0
2
-
0
3
 武
器
武
具
馬
具
武
器

弓
（
素
弓
）

(
3
8
 4)
 
太
さ
I9
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
lb
層

E
-
U
1
4
 

イ
ヌ
ガ
ヤ

83
5 
3
1
0
-
0
1
 武
器
武
具
馬
具
武
器

鉄
鉾
の
木
柄
部

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
Ia
層

E
-
P
l
O
 

環
孔
材

鉄
製
矛
先
有
り
木
質
部
は
芯
と
な
る
柄
先
端
部

8
3
6
 
1
3
0
2
-
0
2
 武
器
武
具
馬
具
武
具

刀
装
具
（
把
装
具
）

(
5
 9)
 

5
 8
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
Ia
層

H
-
B
1
1
 

黒
漆
仕
上
げ
線
刻
部
に
朱
彩
側
面
に
く
ぐ
り
孔
有
り

83
7 
1
3
0
2
-
0
3
 武
器
武
具
男
具
武
具

刀
装
具
（
鞘
口
装
具
）

2.
1 

1.
0 
割
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ヒ
ノ
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刀
形
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(
6
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刃
部
2
2
 
刃
部
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7
 
板
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0
1
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層
下
部
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層
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E
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N
9
 

ヒ
ノ
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武
器
形
集
中
区

8
6
7
 
3
0
5
-
0
2
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祀
具

武
器
形

刀
形

C
l
 
(5
1.
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刃
部
2
I
 
刃
部
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5
板
目

S
D
l
 
II
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部
~
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a
層
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E
-
N
9
 

ヒ
ノ
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器
形
集
中
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8
6
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0
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祀
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C
l
 
(
6
0
 3)
 
刃
部
2
4
 
刃
部
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柾
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D
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N
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ヒ
ノ
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8
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C
l
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0.
0)
 
刃
部
2
0
 
刃
部
0
6
追
柾
目

S
0
1
 
II
層
下
部
~
m
a
層
上
面
E
-
N
9
 

ヒ
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祀
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C
l
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刀
形

(3
1 
8
)
 
刃
部
3
I
 
刃
部
1.
5
板
目

S
0
1
 
II
層

H
-
J
l
l
 

8
9
6
 
0
9
0
-
0
1
 祭
祀
具

武
器
形

刀
形

11
7.
0 

4.
8 

2.
3 
板
目

S
0
1
 
II
層

E
-
S
1
3
 

木
刀
的
な
存
在
か
た
だ
し
仕
上
げ
は
粗

8
9
7
 
3
0
7
-
0
3
 祭
祀
具

武
器
形

剣
形

(2
1 
4
)
 
刃
部
3
7
 
刃
部
1.
0
柾
目

S
D
l
 
IV
層
（
最
下
層
）

E
-
Q
l
l
 

ヒ
ノ
キ

文
形
の
可
能
性
も
有
り

8
9
8
 
3
0
4
-
0
5
 祭
祀
具

武
器
形

剣
形

(2
2.
4)
 
刃
部
18
 
刃
部
0
6
追
柾
目

S
0
1
 
ill
層

E
-
N
9
 

ス
ギ

武
器
形
集
中
区
の
可
能
性
有
り

8
9
9
 
0
0
1
-
0
9
 祭
祀
具

武
器
形

剣
形

(
3
6
 7)
 
刃
部
2.
3
刃
部
0
6
追
柾
目

S
0
1
 
ill
層

E
-
N
9
 

ス
ギ

武
器
形
集
中
区
の
可
能
性
有
り



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
原
さ

9
0
0
 
0
0
1
-
1
7
 祭
記
具

武
器
形

剣
形

(
1
2
 7)
 
刃
部
2
3
 
刃
部
0.
6
追
柾
目

S
D
I
 
III
層

E
-
N
8
 

ス
ギ

武
器
形
集
中
区
の
可
能
性
有
り

90
1 
0
0
1
-
0
8
 祭
祀
具

武
器
形

剣
形

(1
3.
8)
 
刃
部
2.
2
刃
部
0.
5
追
柾
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
N
9
 

ス
ギ

武
器
形
集
中
区
の
可
能
性
有
り

9
0
2
 
0
0
1
-
0
1
 祭
祀
具

武
器
形

剣
形

(1
3.
8)
 
刃
部
2.
5
刃
部
0.
6
柾
目

S
0
1
 
II 
~i
ll
層

E
-
N
9
 

ヒ
ノ
キ

武
器
形
集
中
区
の
可
能
性
有
り

90
3 
1
3
4
2
-
0
8
 祭
祀
具

武
器
形

剣
形

(9
.3
) 

(4
.2
) 

1.
2 
板
目

S
0
1
 
II
層
下
部

H
-
H
l
O
 

ヒ
ノ
キ

9
0
4
 
3
7
2
-
1
4
 祭
祀
具

武
器
形

剣
形

(1
0.
8)
 
(3
.6
) 

0
 8
 
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層

E
-
R
l
2
 

ヒ
ノ
キ

9
0
5
 
1
3
4
5
-
0
6
 祭
祀
具

武
器
形

剣
形

(1
9.
5)
 
刃
部
2
4
 
刃
部
1.
0
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
C
9
 

9
0
6
 
3
0
9
-
0
2
 祭
祀
具

武
器
形

剣
形

(2
0.
1)
 
刃
部
1.
8
刃
部
0.
6
板
目

S
D
I
 
III
層

E
-
T
1
3
 

ヒ
ノ
キ

9
0
7
 
1
3
4
8
-
0
8
 祭
祀
具

武
器
形

剣
形

(1
0.
3)
 
刃
部
2.
7
0.
7 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
C
l
O
 

ス
ギ

9
0
8
 
1
3
4
5
-
0
4
 祭
祀
具

武
器
形

剣
形

(2
4.
0)
 
刃
部
4.
0
刃
部
1.
0
追
柾
目

S
D
l
 
il
la
層

H
-
G
9
 

9
0
9
 
1
3
4
5
-
0
7
 祭
祀
具

武
器
形

剣
形

(1
6.
0)
 
刃
部
2.
5
刃
部
0
4
 
追
柾
目

S
D
I
 
I
D
a
~
I
D
b
層

H
-
1
1
1
 

鑓
形
の
可
能
性
も
有
り

9
1
0
 
1
3
4
6
-
0
3
 祭
祀
具

武
器
形

剣
形

(2
8.
3)
 
刃
部
2.
3
刃
部
1.
8
追
柾
目

S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
M
1
2
 

鑓
形
の
可
能
性
も
有
り

91
1 
3
7
4
-
0
1
 祭
祀
具

武
器
形

鑓
形

(4
9.
5)
 
2.
6 

2.
3 
板
目

S
0
1
 
ill
層

E
-
S
7
 

ス
ギ

91
2 
1
3
4
8
-
1
2
 祭
祀
具

武
器
形

鑓
形

(1
6.
8)
 

1.
2 

0.
3 
追
柾
目

S
D
I
 
II
lb
層

E
-
Y
l
O
 

マ
キ
属

91
3 
0
0
1
-
0
7
 祭
祀
具

武
器
形

鑓
形

10
3.
3 
刃
部
2.
5
刃
部
0.
4
板
目

S
D
I
 
II
層
下
部
~
III 
a層
上
面
E
-
N
9
 

ヒ
ノ
キ

武
器
形
集
中
区

9
1
4
 
3
0
3
-
0
3
 祭
祀
具

武
器
形

鑓
形

(5
9.
8)
 
刃
部
2
9
刃
部
0.
6
板
目

S
D
l
 
II
層
下
部
~I
ll
a
層
上
面
E
-
N
9
 

ヒ
ノ
キ

武
器
形
集
中
区

9
1
5
 
3
0
4
-
0
2
 祭
祀
具

武
器
形

鑓
形

(5
9.
6)
 
刃
部
2.
5
刃
部
0.
4
柾
目

S
D
I
 
II
層
下
部
~
m
a
層
上
面
E
-
N
9
 

ヒ
ノ
キ

武
器
形
集
中
区

9
9
 
1
 

9
1
6
 
3
0
4
-
0
1
 祭
祀
具

武
器
形

鑓
形

(5
7.
0)
 
軸
部
太
さ
1.
1

柾
目

S
0
1
 
II
層
下
部
~
Il
la
層
上
面
E
-
N
9
 

ヒ
ノ
キ

武
器
形
集
中
区

9
1
7
 
3
0
4
-
0
4
 祭
祀
具

武
器
形

鑓
形

(
5
7
 6)
 
刃
部
17
 
刃
部
0.
5
追
柾
目

S
D
I
 
II
層
下
部
~
m
a
層
上
面
E
-
N
9
 

ヒ
ノ
キ

武
器
形
集
中
区

9
1
8
 
3
0
3
-
0
4
 祭
祀
具

武
器
形

鑓
形

(5
1.
7)
 
刃
部
2
0
 
刃
部
0
5
 
追
柾
目

S
0
1
 
II
層
下
部
～
田
a層
上
面
E
-
N
9
 

ヒ
ノ
キ

武
器
形
集
中
区

9
1
9
 
3
0
3
-
0
2
 祭
祀
具

武
器
形

鑓
形

(4
5.
9)
 
刃
部
2.
4
刃
部
0
5
 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層
下
部
~I
II
a層
上
面
E
-
N
9
 

ヒ
ノ
キ

武
器
形
集
中
区

9
2
0
 
3
0
4
-
0
3
 祭
祀
具

武
器
形

鑓
形

(3
9.
0)
 
刃
部
2.
7
刃
部
0.
4
追
柾
目

S
D
!
 
II
層
下
部
~
II
Ia
層
上
面
E
-
N
9
 

ヒ
ノ
キ

武
器
形
集
中
区

92
1 
0
0
1
-
0
2
 祭
祀
具

武
器
形

鑓
形

(3
7.
 7
) 
刃
部
3
1
 
刃
部
0.
6
追
柾
目

S
D
I
 
II
層
下
部
~l
ll
a
層
上
面
E
-
N
9
 

ス
ギ

武
器
形
集
中
区

92
2 
0
0
1
-
1
3
 祭
祀
具

武
器
形

鑓
形

(
1
0
 3)
 
刃
部
16
 
刃
部
(0
.3
)
板
目

S
0
1
 
II
層
下
部
~
Il
la
層
上
面
E
-
N
9
 

マ
キ
属
？

武
器
形
集
中
区

92
3 
3
0
3
-
0
6
 祭
祀
具

武
器
形

鑓
形

(1
2.
 7
) 
軸
部
太
さ
(
O
5)
 

板
目

S
D
I
 
II
層
下
部
~
III 
a
層
上
面
E
-
N
9
 

カ
ヤ

武
器
形
集
中
区
刃
先
に
近
い
軸
部

92
4 
1
3
4
5
-
0
5
 祭
祀
具

武
器
形

鑓
形

(2
3.
7)
 
刃
部
2.
2
刃
部
0.
7
追
柾
目

S
0
1
 
II
層
下
部
~
il
la
層
上
面
H
-
E
l
O
 

武
器
形
集
中
区

92
5 
3
0
4
-
0
7
 祭
祀
具

武
器
形

鑓
形

(2
8.
8)
 
刃
部
1.
9
刃
部
0.
3
柾
目

S
D
I
 
II
層
下
部
~
ill 
a層
上
面
E
-
N
9
 

ヒ
ノ
キ

武
器
形
集
中
区

92
6 
3
0
3
-
0
1
 祭
祀
具

武
器
形

鑓
形

(3
2.
6)
 
刃
部
19
 
刃
部
0
4
板
目

S
0
1
 
II
層
下
部
～
田
a
層
上
面
E
-
N
9
 

ス
ギ

武
器
形
集
中
区

9
2
7
 
3
0
3
-
0
5
 祭
祀
具

武
器
形

鑓
形

(4
1 
5
)
 
刃
部
2.
1
刃
部
0
3
 
柾
目

S
D
I
 
II
層
下
部
~
m
a
層
上
面

E
~

N
9

 
ヒ
ノ
キ

武
器
形
集
中
区

92
8 
3
0
3
-
0
7
 祭
祀
具

武
器
形

鑓
形

(
4
0
 6)
 
軸
部
太
さ
10
 

追
柾
目

S
0
1
 
Il
層
下
部
~
m
a
層
上
面
E
-
N
9
 

ヒ
ノ
キ

武
器
形
集
中
区

9
2
9
 
3
0
6
-
0
6
 祭
祀
具

武
器
形

鑓
形

(2
4.
1)
 
刃
部
2
3
 
刃
部
1.
8
柾
目

S
D
 1
 II
I
層

E
-
V
9
 

ス
ギ

9
3
0
 
1
3
4
8
-
0
2
 祭
祀
具

武
器
形

木
鏃

a
 
10
.2
 
刃
部
12
 
刃
部
1
1
 
追
柾
目

S
D
I
 
III
層

H
-
1
1
1
 

マ
ツ
属
複
維
管
束
亜
属

93
1 

3
8

1
~

0
3

 祭
祀
具

武
器
形

木
鏃

a
 
(
1
4
 5)
 
太
さ
14
 

追
柾
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
T
l
O
 

ク
ロ
マ
ツ

93
2 

1
3

4
8

~
0

1
 祭
祀
具

武
器
形

木
鏃

a
 
1
3
 2
 
刃
部
(1
.5
)
刃
部
(1
.4
)
追
柾
目

S
D
 1
 II
I
層

E
-
Y
l
O
 

モ
ミ
属

93
3 
1
3
4
8
-
1
6
 祭
祀
具

武
器
形

木
鏃

C
 
3.
6 

太
さ
2
2
 

割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
ill
層

I-
1

~
0

1
0

 
広
葉
樹

表
面
一
部
焼
け



報
告
実
測
番
号

命"
"
 
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

93
4 
3
0
7
-
0
1
 祭
祀
具

武
器
形

木
鏃

b
 
(1
7 
6
)
 
鏃
部
太
さ
13
 

割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
III
層

E
-
T
1
3
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

93
5 
3
0
7
-
0
6
 祭
祀
具

武
器
形

木
鏃

b
 
(
2
3
 8)
 
鏃
部
太
さ
17
 

割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
ill
層

E
-
Q
 

ヒ
ノ
キ

9
3
6
 
1
3
4
6
-
0
6
 祭
祀
具

武
器
形

木
鏃

b
 
(9
 0
)
 
太
さ
2
0
 

割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
A
l
O
 

表
面
一
部
焼
け

93
7 
3
0
7
-
0
2
 祭
祀
具

武
器
形

木
鏃

b
 
(
1
2
 7)
 
鏃
部
太
さ
1.
8

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
V
l
2
 

マ
キ
属

93
8 
1
3
4
6
-
0
5
 祭
祀
具

武
器
形

木
鏃

b
 
(
2
9
 6)
 
太
さ
2.
0

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層

H
-
Y
l
O
 

9
3
9
 
3
0
7
-
0
7
 祭
祀
具

武
器
形

木
鏃

b
 
(4
5.
3)
 
鏃
部
太
さ
2.
0

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
U
l
3
 

ヒ
ノ
キ

9
4
0
 
3
0
6
-
0
7
 祭
祀
具

武
器
形

小
刀
形

(1
9.
3)
 
刃
部
17
 
刃
部
1.
2
追
柾
目

S
D
l
 
III
層

E
-
U
1
3
 

ヒ
ノ
キ

94
1 
1
3
4
4
-
0
7
 祭
祀
具

武
器
形

刀
子
形

(1
4.
1)
 
刃
部
2
2
 
刃
部
0.
8
板
目

S
D
l
 
II
層
下
部

H
-
L
l
l
 

94
2 
1
3
4
5
-
0
8
 祭
祀
具

武
器
形

刀
子
形

(1
8.
9)
 
刃
部
1.
9
刃
部
1.
2
柾
目

S
D
l
 
II
層

H
-
A
l
l
 

9
4
3
 
3
0
8
-
0
6
 祭
祀
具

武
器
形

そ
の
他

(2
3.
7)
 
3.
5 

1.
5 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
U
I
O
 

ヒ
ノ
キ

刀
形
も
し
く
は
文
形
か

9
4
4
 
3
1
1
-
0
5
 祭
祀
具

武
器
形

そ
の
他

(4
5.
6)
 
2.
1 

1.
5 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
Q
9
 

ヒ
ノ
キ

94
5 
3
2
4
-
0
8
 祭
祀
具

武
器
形

そ
の
他

刃
部
(2
4.
3)
刃
部
3.
5
刃
部
1.
0
柾
目

S
D
I
 
Il
la
層

E
-
N
8
 

ヒ
ノ
キ

欠
損
部
焼
け

9
4
6
 
3
0
8
-
0
5
 祭
祀
具

武
器
形

そ
の
他

(3
4.
5)
 
3.
5 

0.
8 
柾
目

S
0
1
 
II
la
層

E
-
N
8
 

ヒ
ノ
キ

表
裏
面
一
部
焼
け

9
4
7
 
3
2
7
-
0
7
 祭
祀
具

武
器
形

そ
の
他

(2
8.
2)
 
刃
部
4
7
 
刃
部
1.
0
柾
目

S
D
I
 
II
lb
層

E
-
M
8
 

ス
ギ

欠
損
部
焼
け

|
 
100--ー

94
8 
3
2
4
-
0
4
 祭
祀
具

武
器
形

そ
の
他

刃
部
(2
1.
0)
刃
部
4.
6
刃
部
0.
8
柾
目

S
D
I
 
il
la
層

E
-
N
8
 

ス
ギ

表
面
一
部
焼
け

9
4
9
 1
3
4
5
-
0
3
 祭
祀
具

武
器
形

そ
の
他

(3
2.
0)
 
2.
1 

1.
1 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層
下
部

H
-
I
l
l
 

9
5
0
 
3
7
1
-
0
1
 祭
祀
具

武
器
形

そ
の
他

(2
2.
4)
 
3.
5 

1.
5 
板
目

S
D
I
 
III
層

E
-
Q
8
 

ヒ
ノ
キ

95
1 
3
0
7
-
0
5
 祭
祀
具

武
器
形

そ
の
他

(1
7.
0)
 
刃
部
3.
2
刃
部
0.
9
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
V
9
 

ス
ギ

95
2 
1
3
4
0
-
0
8
 祭
祀
具

形
代

鳥
形

16
.5
 

3.
1 

1.
4 
板
目

S
D
l
 
II
層
最
下
部

H
-
C
9
 

9
5
3
 
1
3
4
7
-
0
7
 祭
祀
具

形
代

鳥
形

(6
.1
) 
(1
1.
2)
 
0.
6 
追
柾
目

S
D
I
田
b
層

H
-
E
l
O
 

有形
孔態
部的
存に
も在
共に
通よ
りし
こて
こお
にり
措別
定物
のた
可だ
能し
性7
9有
9り
と
セ
ッ
ト
で
出
土

9
5
4
 
1
3
9
8
-
0
7
 祭
祀
具

形
代

鳥
形

16
.3
 

2.
4 

1.
9 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
A
l
l
 

ヒ
ノ
キ

9
5
5
 
3
7
5
-
0
5
 祭
祀
具

形
代

鳥
形

(3
0.
0)
 
(5
.6
) 

0.
9 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
T
l
l
 

サ
ワ
ラ

線
刻
列
有
り

9
5
6
 
3
1
2
-
0
3
 祭
祀
具

形
代

鳥
形

16
.0
 

2.
9 

0.
5 
柾
目

S
D
I
 
ID
層

E
-
Q
l
l
 

ヒ
ノ
キ

馬
形
の
可
能
性
も
有
り

9
5
7
 
3
7
2
-
0
3
 祭
祀
具

形
代

鳥
形

(1
3.
7)
 
2.
8 

0.
8 
追
柾
目

S
D
I
 
ID
層

E
-
T
1
3
 

ス
ギ

馬
形
の
可
能
性
も
有
り

9
5
8
 
1
3
4
7
-
0
8
 祭
祀
具

形
代

熙
形

(5
.5
) 
(1
8.
1)
 
0.
8 
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層

E
-
Y
l
O
 

9
5
9
 
3
9
5
-
0
2
 祭
祀
具

形
代

馬
形

26
.4
 

10
.2
 

2.
5 
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層
下
部
石
敷

E
-
T
1
4
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

9
6
0
 
1
3
4
0
-
0
1
 祭
祀
具

形
代

舟
形

10
. 
7
 
2.
7 

高
さ
1.
7
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
I
層

H
-
J
9
 

ヒ
ノ
キ

96
1 
3
0
8
-
0
3
 祭
祀
具

形
代

舟
形

20
.5
 

3.
2 

涵
さ
1.
6
割
材
削
り
出
し
S
D
I
川
~
II
層

E
-
X
l
O
 

ヒ
ノ
キ

全
面
焼
け

9
6
2
 
1
3
6
8
-
0
2
 祭
祀
具

形
代

舟
形

(3
2.
4)
 
(4
.5
) 
裔
さ
(2
3
)
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
J
l
O
 

ヒ
ノ
キ

9
6
3
 
3
7
2
-
1
1
 祭
祀
具

形
代

舟
形

6.
6 

1.
6 

0
 3
 
追
柾
目

S
D
l
 
II
lb
層

E
-
T
1
3
 

ヒ
ノ
キ

9
6
4
 
3
7
0
-
0
7
 祭
祀
具

形
代

舟
形

(
1
3
 6)
 

2.
1 

0
 8
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
U
9
 

ヒ
ノ
キ

9
6
5
 1

3
4

0
~

1
1

 祭
祀
具

形
代

横
槌
形

1
0
 9
 
太
さ
3.
6

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
il
lb
層

H
-
B
8
 

9
6
6
 
3
0
8
-
0
1
 祭
祀
具

形
代

陽
物
形

3
5
 0
 
太
さ
2.
8

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
T
9
 

イ
ヌ
ガ
ヤ

頭
部
焼
け
下
端
を
杭
状
に
加
工

9
6
7
 
1
3
6
3
-
0
2
 祭
祀
具

形
代

笠
形

最
大
径
26
4
 

裔
さ
(
8
3)
 
横
木
取
り
板
目
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
0
9
 

クリ



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

96
8 
3
7
2
-
0
4
 祭
祀
具

形
代

鳥
形
？

13
.9
 

2.
9 

0
 6
 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
N
8
 

ヒ
ノ
キ

馬
形
の
可
能
性
も
有
り

9
6
9
 
3
7
9
-
0
1
 祭
祀
具

形
代

鳥
形
？

(2
7.
0)
 
(3
.0
) 

1.
1 
板
目

S
D
-
1
 
ill
層

E
-
N
9
 

ス
ギ

馬
形
の
可
能
性
も
有
り

9
7
0
 
1
3
6
3
-
0
4
 祭
祀
具

形
代

鳥
形
？

(2
7.
9)
 
(7
.3
) 

(2
.3
) 
柾
目

S
D
l
 
II
層

H
-
H
l
O
 

ヒ
サ
カ
キ
属

馬
形
の
可
能
性
も
有
り

97
1 
1
3
6
3
-
0
5
 祭
祀
具

形
代

鳥
形
？

26
.1
 

(7
.8
) 

2.
4 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
H
l
O
 

ヒ
サ
カ
キ
属

馬
形
の
可
能
性
も
有
り

9
7
2
 
1
3
6
3
-
0
3
 祭
祀
具

形
代

鳥
形
？

(2
0.
2)
 
(6
.6
) 

(2
.0
) 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層
上
部

H
-
G
9
 

ア
ス
ナ
ロ

馬
形
の
可
能
性
も
有
り

9
7
3
 
3
1
0
-
0
4
 祭
祀
具

形
代

軸
棒
形
木
製
品

(
1
5
 4)
 
頭
部
2.
3

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層

E
-
S
1
3
 

イ
ヌ
ガ
ヤ

黒
漆
仕
上
げ
鋸
歯
刻
み
列
に
朱
彩

9
7
4
 
1
3
0
1
-
0
3
 祭
祀
具

形
代

さ
し
ば
形

36
.6
 
(
1
0
 4)
 

1.
6 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
H
9
 

団
扇
状
の
形

9
7
5
 
1
3
4
7
-
0
4
 祭
祀
具

斎
串

3
9
 1
 
3.
1 

0.
4 
板
目

S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
L
l
l
 

9
7
6
 
1
3
4
0
-
0
7
 祭
祀
具

斎
串

19
. 
7
 
4.
2 

0.
3 
板
目

S
D
l
 
II
層

H
-
A
9
 

9
7
7
 
1
0
1
-
0
1
 楽
器

琴
琴
身

a
 
(1
32
.4
) 
(1
2.
5)
 
2.
3 
柾
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
T
l
l
 

ヒ
ノ
キ

琴
六
の
絃
分
目
類
釘
は
接
『
木
合
器
内
集
面
成
ハ
』
に
ツ
拠
リ
痕る

9
7
8
 
0
5
2
-
0
2
 楽
器

琴
琴
身

C
 
(
1
2
9
 1)
 
(9
.2
) 

1.
4 
追
柾
目

S
D
l
 
III
層

E
-
U
1
3
 

ヒ
ノ
キ

表
面
一
部
焼
け
木
栓
と
木
釘
に
よ
る
接
合

9
7
9
 
3
8
4
-
0
1
 楽
器

琴
琴
身

b
 
(6
8.
1)
 
18
.6
 

1.
3 
柾
目

S
D
I
 
il
la
層
墜
材

E
-
P
9
 

木
釘
と
樹
皮
に
よ
る
接
合
壁
材
周
辺
で
出
土

9
8
0
 
1
0
1
1
-
0
1
 楽
器

琴
琴
身

C
 
11
9.
5 
(1
2.
3)
 
2.
5 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層
礫
敷
下
部

H
-
G
I
O
 

ヒ
ノ
キ

一
部
焼
け
木
栓
と
木
釘
に
よ
る
接
合

98
1 
0
6
1
-
0
1
 楽
器

琴
琴
身

(9
0.
8)
 
17
.2
 
高
さ
5.
0
半
歓
削
り
出
し
S
D
l
 
il
lb
層

E
-
P
l
l
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

一
部
焼
け
琴
天
板
と
の
接
合
仕
口
な
く
木
樋
の
可
能
性
も
有
り

98
2 
1
3
0
1
-
0
1
 楽
器

琴
琴
身

a
 
(
1
7
 6)
 

4.
9 

0.
6 
柾
目

S
D
l
 
II
層
下
部

H
-
H
9
 

小
型
の
六
絃
琴

9
8
3
 
1
3
4
7
-
0
9
 楽
器

琴
琴
身

(4
0.
8)
 
(6
.1
) 

高
さ
3.
3
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ff
ib
層

H
-
C
l
O
 

底
板
を
は
め
込
む
タ
イ
プ

|
 
101ーー

9
8
4
 
3
9
2
-
0
2
 楽
器

琴
琴
柱

高
さ
2.
2
(4
.8
) 

1.
2 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
貼
石
上

E
-
X
l
2
 

9
8
5
 
1
3
4
8
-
0
9
 楽
器

彫
状
木
製
品

(1
1.
5)
 
2.
0 

0.
8 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
K
l
l
 

マ
キ
属

両
側
縁
に
鋸
歯
部
紡
織
関
連
の
可
能
性
も
有
り

9
8
6
 
3
1
0
-
0
3
 装
着
具

櫛
4.
9 

(9
.0
) 

1.
0 
板
目

S
D
l
田
層
土
器
溜
ま
り

E
-
P
8
 

ツ
ゲ

歯
数
58
本

9
8
7
 
3
7
2
-
1
3
 装
着
具

櫛
(2
.8
) 

6.
6 

1.
0 
板
目

S
D
l
 
II
層

E
-
V
l
O
 

散
孔
材

歯
数
5
5
本

9
8
8
 
3
5
7
-
0
1
 装
着
具

下
駄

A
l
 
23
.1
 

10
.5
 
高
さ
2.
7
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
V
l
O
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

9
8
9
 
1
3
6
0
-
0
1
 装
着
具

下
駄

A
2
 
(
2
0
 0)
 

8
 3
 
涵
さ
3.
7
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
E
9
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

裏
面
一
部
焼
け
歯
は
大
き
く
外
開
き

9
9
0
 
1
3
5
7
-
0
1
 装
着
具

下
駄

A
2
 
(2
2.
2)
 
(5
.2
) 

高
さ
3.
2
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
K
l
l
 

モ
ミ
属

一
部
焼
け

99
1 
1
3
5
4
-
0
2
 装
着
具

下
駄

A
2
 
25
 9
 
(1
0.
5)
 
高
さ
4.
2
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
I
層
下
部

H
-
G
8
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

99
2 
1
3
5
6
-
0
4
 装
着
具

下
駄

A
2
 
(
2
1
 I)
 
(
1
0
 0)
 
高
さ
4
5
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
B
9
 

ヒ
ノ
キ

99
3 
3
5
7
-
0
4
 装
着
具

下
駄

A
2
 
(1
7.
4)
 
(
8
 4)
 
高
さ
3.
6
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
T
9
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

9
9
4
 
3
5
8
-
0
4
 装
着
具

下
駄

A
3
 
23
.6
 
(4
.9
) 
裔
さ
2.
3
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
U
1
3
 

ス
ギ

99
5 
1
3
5
8
-
0
4
 装
着
具

下
駄

A
3
 
(
1
8
 1)
 
(
4
 4)
 
高
さ
2.
3
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
C
9
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ
．

9
9
6
 
1
3
6
0
-
0
2
 装
着
具

下
駄

A
3
 
(2
1 
5
)
 
12
.0
 
裔
さ
(4
5
)
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
G
9
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

9
9
7
 
1
3
5
8
-
0
2
 装
着
具

下
駄

A
3
 
2
2
 6
 
(
7
 9)
 
高
さ
3
1
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
H
9
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

9
9
8
 
1
3
5
9
-
0
1
 装
着
具

下
駄

A
3
 
(2
2 
0
)
 
9.
2 
高
さ
(
3
0)
 
半
歓
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
G
l
O
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

99
9 
1
3
6
1
-
0
1
 装
着
具

下
駄

A
3
 
(
2
2
 1)
 
1
0
 4
 
高
さ
(
2
4)
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
礫
敷

H
-
H
l
l
 

モ
ミ
属

10
00
 
3
5
7
-
0
2
 装
着
具

下
駄

A
3
 
2
4
 0
 
10
.8
 
高
さ
2.
5
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

E
-
U
l
2
 

ス
ギ

10
01
 
1
3
5
3
-
0
2
 装
着
具

下
駄

A
3
 
(
2
2
 7)
 

8
 7
 
高
さ
2
2
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
H
9
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
犀
さ

10
02
 
1
3
5
5
-
0
1
 装
着
具

下
駄

A
3
 
2
4
 5
 
11
.6
 
高
さ
4
9
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
D
1
0
 

カ
ヤ

使
用
者
の
足
痕
明
瞭

10
03
 
1
3
5
6
-
0
3
 装
着
具

下
駄

A
3
 
(
1
9
 2)
 
(5
.0
) 

高
さ
3
1
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
B
1
0
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

10
04
 
1
3
6
0
-
0
4
 装
着
具

下
駄

A
3
 
(
1
3
 5)
 
(5
. 
7)
 
高
さ
2.
8
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
L
l
2
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

10
05
 
1
3
5
4
-
0
3
 装
着
具

下
駄

B
2
 
23
.1
 

(5
.8
) 

高
さ
5
2
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
H
・
G
9
 
ヒ
ノ
キ

歯
部
一
部
焼
け

10
06
 
1
3
5
5
-
0
2
 装
着
具

下
駄

B
2
 
29
.9
 
(1
0.
1)
 
高
さ
5
8
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
0
9
 

ス
ギ

裏
面
一
部
焼
け

10
07
 
1
3
5
9
-
0
3
 装
着
具

下
駄

B
2
 
(
2
0
 5)
 
(6
 0
)
 
高
さ
4
5
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
0
9
 

ス
ギ

10
08
 
1
3
5
8
-
0
1
 装
着
具

下
駄

B
3
 
(1
8.
3)
 
12
.2
 
高
さ
4
3
 
半
赦
削
り
出
し
S
D
I
左
岸
配
石

H
-
K
l
O
 

ア
カ
マ
ツ

歯
部
一
部
焼
け

10
09
 
1
3
5
7
-
0
3
 装
着
具

下
駄

B
 
25
.9
 
(9
.4
) 

高
さ
2
3
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
上
部

不
明

ヒ
ノ
キ

表
面
一
部
焼
け
使
用
者
の
足
痕
明
瞭

10
10
 
1
3
5
3
-
0
4
 装
着
具

下
駄

B
2
 
(2
1.
0)
 
(8
.5
) 

高
さ
2.
1
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
B
1
0
 

ヒ
ノ
キ

10
11
 
1
3
5
5
-
0
3
 装
着
具

下
駄

B
3
 
(8
.9
) 

(8
.5
) 

高
さ
3
5
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部
~
m
a
層
H
-
L
l
l
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

歯
部
焼
け

10
12
 
1
3
5
8
-
0
3
 装
着
具

下
駄

B
l
 
(2
0.
0)
 
(6
.9
) 

高
さ
4
0
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
下
部

H
-
H
9
 

ス
ギ

10
13
 
1
3
5
4
-
0
1
 装
着
具

下
駄

B
l
 
25
.9
 

9
8
 
高
さ
4
1
 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

H
-
G
9
 

ス
ギ

使
用
者
の
足
痕
明
瞭

10
14
 
3
5
8
-
0
1
 装
着
具

下
駄

B
3
 
2
4
 5
 
10
.0
 
高
さ
2.
6
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
V
9
 

ヒ
ノ
キ

10
15
 
1
3
5
7
-
0
2
 装
着
具

下
駄

B
 
2
4
 5
 
11
.0
 
面
さ
1.
5
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
K
l
l
 

ヒ
ノ
キ

左
足
用
と
し
て
使
用
後
右
足
で
使
用
か

|
 
102ー

10
16
 
1
3
5
9
-
0
5
 装
着
具

下
駄

B
 
(1
6.
0)
 
11
.5
 
高
さ
2
0
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
L
1
3
 

ク
ス
ノ
キ

10
17
 
1
3
5
7
-
0
5
 装
着
具

下
駄

B
l
 
(6
.9
) 

(7
 .
1)
 
高
さ
2
5
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
G
9
 

ヒ
ノ
キ

10
18
 
1
3
5
3
-
0
3
 装
着
具

下
駄

B
l
 
1
7
 2
 
8.
8 

高
さ
2.
4
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
I
I
O
 

モ
ミ
属

10
19
 
1
3
5
7
-
0
4
 装
着
具

下
駄

B
 
(1
0.
7)
 
6.
3 

高
さ
l8
 
半
歓
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
礫
敷

H
-
I
l
l
 

エ
ゴ
ノ
キ
属

子
供
用
か

10
20
 
3
5
7
-
0
3
 装
着
具

下
駄

B
 
(1
4.
9)
 
(3
.5
) 

高
さ
14
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
V
l
l
 

ヒ
ノ
キ

歯
の
磨
耗
著
し
い

10
21
 
3
5
8
-
0
3
 装
着
具

下
駄

B
3
 
(1
3.
3)
 
6.
6 

裔
さ
2.
1
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
U
l
l
 

ヒ
ノ
キ

10
22
 
1
3
6
0
-
0
3
 装
着
具

下
駄

B
3
 
(2
0.
0)
 
(4
.3
) 

高
さ
2
0
 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
I
層

H
-
N
1
3
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

表
面
一
部
焼
け

10
23
 
3
5
8
-
0
2
 装
着
具

下
駄

8
3
 
23
.0
 

10
.5
 
高
さ
3
0
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
T
・
V
9
 

ヒ
ノ
キ
科

10
24
 
1
3
6
0
-
0
5
 装
着
具

下
駄

B
3
 
(2
0.
0)
 
8.
7 

高
さ
2
3
 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層
上
部

H
-
I
l
l
 

ス
ギ

前
壺
の
穿
孔
は
焼
成
穿
孔

10
25
 
1
3
6
1
-
0
2
 装
着
具

下
駄

B
4
 
(2
2.
0)
 
(6
.4
) 

高
さ
17
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
I
層

H
-
E
l
l
 

ヒ
ノ
キ

歯
の
磨
耗
著
し
い

10
26
 
1
3
5
3
-
0
1
 装
着
具

下
駄

C
l
 
22
.2
 

10
.1
 
高
さ
4
8
 
半
赦
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層
下
部

H
-
H
9
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

使
用
者
の
足
痕
明
瞭

10
27
 
1
3
5
9
-
0
2
 装
着
具

下
駄

C
l
 
23
.0
 

9.
0 

高
さ
1.
7
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
I
層

H
-
C
9
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

10
28
 
1
3
5
6
-
0
2
 装
着
具

下
駄

C
2
 
(2
0.
0)
 
(8
.4
) 
裔
さ
(2
.8
)
割
材
削
り
出
し
S
D
I
攪
乱

H
-
N
1
3
 

サ
ワ
ラ

1
0
2
9
と
一
対
か

10
29
 
1
3
5
6
-
0
1
 装
着
具

下
駄

C
2
 
21
.9
 

8.
0 

高
さ
3
4
 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
攪
乱

H
-
N
1
3
 

サ
ワ
ラ

花
緒
残
る

10
30
 
1
4
1
8
-
0
5
 運
搬
具

天
秤
棒

A
 
(1
5.
1)
 

5
 5
 
2.
5 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
C
l
O
 

ヒ
ノ
キ

欠
損
部
焼
け

10
31
 
3
8
0
-
0
4
 運
搬
具

天
秤
棒

A
 
(
2
5
 I)
 

5.
8 

2
 5
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
ill
層

E
-
T
1
3
 

サ
ワ
ラ

10
32
 
1
4
2
8
-
0
5
 運
搬
具

天
秤
棒
？

C
 
(2
8.
2)
 

6
 3
 
2
 9
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
Y
9
・
1
0

ヒ
ノ
キ

や
や
厚
み
が
あ
り
、
天
秤
棒
と
す
る
に
は
疑
問
も
残
る

10
33
 
3
2
2
-
0
4
 運
搬
具

天
秤
棒

B
 
(1
9.
 7
) 

2
 6
 
1.
5 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
ill
層

E
-
N
8
 

ヒ
ノ
キ

10
34
 
1
3
9
3
-
0
1
 運
搬
具

天
秤
棒

B
 
(5
1 
5
)
 
4
 2
 
3.
0 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
il
la
層
下
部

H
-
B
1
0
 

ス
ギ

10
35
 
3
1
4
-
0
3
 運
搬
具

天
秤
棒

B
 
(4
6.
1)
 
太
さ
3.
9

割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
il
lb
層

E
-
0
9
 

ヒ
ノ
キ



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

10
36
 
3
2
9
-
0
3
 運
搬
具

天
秤
棒

(6
4.
 7
) 
太
さ
2.
7

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
R
8
 

イ
ヌ
ガ
ヤ

10
37
 
0
7
7
-
0
3
 運
搬
具

天
秤
棒

A
 
(7
6.
 7
) 

6.
0 

4.
0 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
T
l
l
 

モ
ミ
属

10
38
 
0
9
2
-
0
4
 運
搬
具

天
秤
棒

C
 
(8
5.
0)
 

4.
9 

2.
3 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
W
l
O
 

マ
キ
属

10
39
 
0
7
2
-
0
2
 運
搬
具

天
秤
棒

B
 
18
8.
9 

6.
3 

3
 7
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
T
l
O
 

ヒ
ノ
キ

10
40
 
0
8
3
-
0
1
 運
搬
具
？

背
負
子
？

(1
22
. 
7)
 
太
さ
5.
6

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
W
1
2
 

プ
ナ
科

芯
持
ち
材
の
折
曲
部
を
利
用

10
41
 
1
0
3
1
-
0
1
 運
搬
具
？
輛

(8
9.
2)
 
太
さ
6.
5

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
C
9
 

芯
持
ち
材
の
折
曲
部
を
利
用

10
42
 
1
3
5
1
-
0
2
 土
木
・
作
業
用
具
錢

28
.7
 

11
.0
 

6.
0 
半
赦
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
G
9
 

マ
キ
属

10
43
 
1
0
0
2
-
0
1
 土
木
・
作
業
用
具
士
叩
具

50
.1
 
太
さ
20
.6

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
II
lb
層
下
部

H
-
L
1
2
 

1/
2
焼
け
ー
木
造
り

10
44
 
3
6
8
-
0
1
 土
木
・
作
業
用
具
叩
き
板

38
.0
 

8.
9 

2.
2 
柾
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
R
9
 

ス
ギ

10
45
 
1
3
2
8
-
0
2
 土
木
・
作
業
用
具
叩
き
板

37
.3
 
(7
.6
) 

3.
6 
追
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層
最
下
層

H
-
J
l
l
 

ツ
ブ
ラ
ジ
イ

10
46
 
3
4
4
-
0
4
 土
木
・
作
業
用
具
叩
き
板

(2
7 
.5
) 

8.
0 

2.
6 
板
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
P
l
O
 

ヒ
ノ
キ

裏
面
焼
け

10
47
 
3
7
4
-
1
0
 食
事
具

杓
子
状
木
製
品

A
 
4
6
 1
 
4
 2
 

1.
1 
追
柾
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
U
1
2
 

ス
ギ

10
48
 
1
3
4
7
-
0
2
 食
事
具

杓
子
状
木
製
品

A
 
36
.6
 

3
 2
 
0
6
 
板
目

S
D
I
 
il
lb
層

H
-
K
l
l
 

裏
面
一
部
焼
け

10
49
 
1
3
4
7
-
0
3
 食
事
具

杓
子
状
木
製
品

A
 
31
.5
 

2.
1 

0.
6 
追
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層

H
-
K
l
l
 

欠
損
部
焼
け

10
50
 
3
7
4
-
0
9
 食
事
具

杓
子
状
木
製
品

A
 
(1
9.
9)
 
4.
0 

1.
0 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層
下
部

E
-
R
9
 

ス
ギ

|
 
103 1
 

10
51
 
3
7
4
-
0
7
 食
事
具

杓
子
状
木
製
品

A
 
(2
2.
4)
 
3
 3
 
1.
0 
板
目

S
D
I
田
層

E
-
W
l
l
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

10
52
 
3
7
4
-
0
8
 食
事
具

杓
子
状
木
製
品

A
 
(1
7.
0)
 
4.
8 

1.
1 
板
目

S
D
I
田
層

E
-
S
1
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

10
53
 
3
3
7
-
0
3
 食
事
具

杓
子
状
木
製
品

A
 
(2
0.
9)
 
3.
7 

1.
2 
追
柾
目

S
D
I
 
il
la
層

E
-
U
l
3
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
農
具
又
鋤
の
身
先
端
の
可
能
性
も
有
り

10
54
 
1
3
4
7
-
0
1
 食
事
具

杓
子
状
木
製
品

B
 
37
.2
 

3.
6 

0.
9 
板
目

S
D
l
 
il
la
層

H
-
A
9
 

10
55
 
1
4
0
1
-
0
3
 食
事
具

杓
子
状
木
製
品

C
 
(2
8.
7)
 
10
.5
 

2
 1
 
追
柾
目

S
D
l
 
il
la
層

H
-
£
9
 

ス
ギ

10
56
 
3
7
2
-
0
1
 食
事
具

杓
子
状
木
製
品

C
 
(1
3.
2)
 
4.
7 

0.
5 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
T
l
l
 

ヒ
ノ
キ

極
薄
品

10
57
 
3
7
1
-
1
0
 食
事
具

杓
子
状
木
製
品

C
 
(1
7.
3)
 
7
 0
 
0.
7 
追
柾
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
R
1
2
 

ス
ギ

10
58
 
1
3
9
5
-
0
1
 発
火
具

火
蹟
臼

(2
2.
8)
 

2
 0
 
1
 
9
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
il
lb
層
礫
敷
下
部

H
-
F
l
O
 

ス
ギ

使
用
痕
有
り

10
59
 
1
3
9
5
-
0
4
 発
火
具

火
鑽
臼

(2
5.
3)
 
(3
.5
) 

1
 
5
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
Il
la
層

H
-
A
l
O
 

ス
ギ

使
用
痕
有
り

10
60
 
3
8
8
-
0
7
 発
火
具

火
鑽
臼

8.
5 

1.
8 

l會
4
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
S
1
1
 

未
使
用
一
部
焼
け

10
61
 
1
4
2
1
-
0
8
 発
火
具

火
蹟
臼

(
8
 3)
 

3
 1
 
0.
6 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
J
1
2
 

ヒ
ノ
キ

使
用
痕
有
り

10
62
 
3
8
3
-
0
2
 発
火
具

火
鑽
臼

(5
1.
6)
 
4.
5 

2.
5 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
貼
石
間

E
-
R
l
l
 

ヒ
ノ
キ

未
使
用

10
63
 
1
4
2
1
-
0
7
 発
火
具

火
鑽
臼

(1
5.
 7
) 

(2
.9
) 

0.
9 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
J
1
2
 

ヒ
ノ
キ

使
用
痕
有
り

10
64
 
1
3
9
5
-
0
2
 発
火
具

火
蹟
臼

(
1
5
 8)
 

1
 
7
 

1
 
6
 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

H
-
A
l
l
 

ス
ギ

未
使
用

10
65
 
1
3
9
5
-
0
3
 発
火
具

火
蹟
臼

(2
2.
0)
 

2
 6
 

1
 
7
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
I
層

H
-
A
l
O
 

ス
ギ

使
用
痕
有
り

10
66
 
1
3
6
3
-
0
1
 漁
搭
具

網
枠

41
.8
 
太
さ
2
6
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
II
lb
層

H
-
C
l
O
 

ヒ
ノ
キ
科

弓
錐
式
発
火
具
と
す
る
に
は
時
代
が
合
わ
な
い

10
67
 
3
9
2
-
0
1
 漁
搭
具

網
枠

(
1
4
 6)
 
太
さ
2.
0

芯
持
削
り
出
し
S
0
1
 
I
層

E
~

N
9

 

10
68
 
1
3
4
8
-
0
5
 漁
搭
具

浮
子
？

(
1
2
 I)
 

2.
4 

0
6
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
B
9
 

ス
ギ

10
69
 
1
4
1
8
-
0
7
 漁
揆
具

浮
子
？

(1
3 
8
)
 
3.
6 

I
 
4
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
B
l
O
 

サ
ワ
ラ



報
告
実
測
番
号

命n
n
 
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

10
70
 
3
7
2
-
0
2
 漁
携
具

浮
子
？

(
1
3
 7)
 

2
 4
 
0
 5
 
追
柾
目

S
D
1
 
II
層

E
-
U
l
2
 

ス
ギ

10
71
 
3
6
9
-
0
4
 漁
榜
具

浮
子
？

(3
3.
1)
 
2
 9
 

1.
7 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
W
l
l
 

ス
ギ

10
72
 
3
7
4
-
0
3
 漁
榜
具

浮
子
？

3
5
 0
 
3.
0 

I.
I 
板
目

S
D
l
 
II
層

E
-
T
1
3
 

ア
ス
ナ
ロ

10
73
 
0
5
7
-
0
1
 船
材

準
構
造
船

紬
先
？

(1
53
.3
) 
(3
9.
 7
) 
(1
1 
6
)
 
半
歓
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
U
1
3
 

ス
ギ

外長
面方
よ形
り柄
ハ孔
ツの
リ後
栓飽
樹状
皮の
脱削
落り
か

10
74
 
0
7
5
-
0
1
 船
材

準
構
造
船

艤
？

55
.1
 

28
.2
 

3.
1 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
S
1
2
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

10
75
 
1
4
8
7
-
0
1
 船
材

準
構
造
船

舷
側
板

(
4
0
 6)
 
9.
2 

4.
3 
半
歓
削
り
出
し
S
D
I
 
Ill
層

E
-
T
1
2
 

サ
ワ
ラ

木
栓
に
樹
皮
を
巻
き
込
ん
で
水
侵
入
防
止

表
面
一
部
焼
it

10
76
 
0
4
5
-
0
2
 船
材

準
構
造
船

舷
側
板

(
1
0
7
 0)
 
1
3
 6
 
4.
5 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
R
l
l
 

ス
ギ

木
栓
に
樹
皮
を
巻
き
込
ん
で
水
侵
入
防
止

10
77
 
0
:
3
9
-
0
3
 船
材

準
構
造
船

舷
側
板

10
8.
9 

1
2
 9
 
4.
0 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
R
l
l
 

ヒ
ノ
キ

木
栓
に
樹
皮
を
巻
き
込
ん
で
水
侵
入
防
止

10
78
 
0
4
4
-
0
1
 船
材

準
構
造
船

舷
側
板

(1
15
.8
) 
(8
.5
) 

4.
3 
追
柾
目

S
D
l
 
ill
層

E
-
U
1
2
 

サ
ワ
ラ

木
栓
に
樹
皮
を
巻
き
込
ん
で
水
侵
入
防
止

10
79
 
1
0
2
9
-
0
2
 船
材

準
構
造
船

隆
骨

(1
06
.2
) 
14
.4
 

5.
0 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層

H
-
M
1
2
 

10
80
 
1
0
0
4
-
0
1
 船
材

準
構
造
船

隆
骨

(1
19
.1
) 
19
.1
 

9.
3 
板
目

S
D
I
 
II
層
下
部
~
Il
la
層
H
-
L
1
2
 

ヒ
ノ
キ
科

10
81
 
0
3
4
-
0
1
 船
材

準
構
造
船
？
そ
の
他

16
4.
1 

23
.2
 
3
 8
 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
S
8
 

ス
ギ

建
築
部
材
の
可
能
性
も
有
り

10
82
 
0
6
6
-
0
1
 船
材

準
構
造
船
？
そ
の
他

13
7.
9 
(
1
8
 8)
 

4
 8
 
板
目

S
D
I
 
II
層
下
部
（
間
層
）

E
-
T
8
 

ヒ
ノ
キ

表
面
一
部
焼
け
建
築
部
材
の
可
能
性
も
有
り

10
83
 
0
5
0
-
0
2
 船
材

準
構
造
船
？
そ
の
他

(1
02
.1
) 
(1 
7
 1) 

(4
.2
) 
追
柾
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
T
l
3
 

ヒ
ノ
キ
科

建
築
部
材
の
可
能
性
も
有
り

-1
04ー

10
84
 
1
0
3
4
-
0
1
 船
材

準
構
造
船
？
そ
の
他

(9
3.
4)
 
(2
7.
5)
 
8.
0 
半
赦
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
K
1
2
 

建
築
部
材
の
可
能
性
も
有
り

10
85
 
0
3
8
-
0
2
 船
材

準
構
造
船
？
そ
の
他

(1
28
.3
) 
(2
6.
5)
 
3.
9 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
Q
l
l
 

モ
ミ
属

表
面
一
部
焼
け
建
築
部
材
の
可
能
性
も
有
り

10
86
 
0
4
0
-
0
2
 船
材

準
構
造
船
？
そ
の
他

57
.5
 

12
. 
7
 
4.
6 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
R
8
 

ス
ギ

建
築
部
材
の
可
能
性
も
有
り

10
87
 
0
6
2
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

竪
穴
住
居
用
柱

(2
44
.0
) 
太
さ
7.
4

丸
太
材

S
D
I
 
III
層
下
部

E
-
U
l
O
 

クリ
全
面
焼
け

10
88
 
0
7
1
-
0
3
 建
築
部
材
柱
材

竪
穴
住
居
用
柱

12
0.
0 

9.
0 

5.
0 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層
下
部

E
-
U
l
O
 

クリ
全
面
焼
け

10
89
 
0
7
3
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

竪
穴
住
居
用
柱

(8
7 
.0
) 
太
さ
15
.0

丸
太
材

S
0
1
 
III
層

E
-
T
l
l
 

端
部
焼
け

10
90
 
1
1
1
-
0
3
 建
築
部
材
柱
材

竪
穴
住
居
用
柱

(3
1.
0)
 
太
さ
8.
5

丸
太
材

S
D
l
 
Il
lb
層

E
-
T
1
4
 

ヒ
ノ
キ

表
面
一
部
焼
け

10
91
 
0
8
6
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

竪
穴
住
居
用
柱

(1
53
.5
) 
(8
.2
) 

(
5
 6)
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
T
9
 

マ
キ
属

10
92
 
0
4
6
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

竪
穴
住
居
用
柱

(3
5.
5)
 
太
さ
24
.4

丸
太
材

S
D
l
 
Ill
層

E
-
Q
l
O
 

欠
損
部
焼
け
受
部
焼
け

10
93
 
0
5
4
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

竪
穴
住
居
用
柱

(9
6.
8)
 
太
さ
1
0
5
 

丸
太
材

S
D
l
 
Ill
層
下
部

E
-
R
l
l
 

クリ

10
94
 
0
8
6
-
0
3
 建
築
部
材
柱
材

竪
穴
住
居
用
柱

(
1
1
2
 0)
 
太
さ
7
9
 

丸
太
材

S
D
I
 
II
~I
II
層

E
-
Q
l
l
 

クリ
一
部
焼
け

10
95
 
0
3
2
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

竪
穴
住
居
用
柱

(2
16
.5
) 
太
さ
9
0
 

丸
太
材

S
D
I
 
III
層

E
-
0
9
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

半
面
焼
け

10
96
 
1
4
2
9
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
a
 
(
3
6
 3)
 
太
さ
8
7
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
G
9
 

ア
ス
ナ
ロ

表
面
焼
け

10
97
 
0
7
1
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
a
 
(1
35
.5
) 
太
さ
11
0
 

先
端
削
り
出
し
S
D
I
 
11
層

E
-
T
l
O
 

マ
キ
属

丸
太
材

10
98
 
0
2
0
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
a
 
(9
1 
7
)
 
太
さ
8
5
 

先
端
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
T
l
3
 

ス
ノ
キ
属

丸
太
材

10
99
 
0
3
0
-
0
3
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
a
 
(
5
9
 4)
 
太
さ
1
3
5
 

先
端
削
り
出
し
S
0
1
 
III
層

E
-
Q
8
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

丸
太
材

11
00
 
1
0
2
3
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
a
 
(2
13
.0
) 
太
さ
11
0
 

先
端
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
lb
層
井
泉

H
-
J
l
l
 

丸
太
材

11
01
 
0
5
9
-
0
3
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
b
 
(6
6.
 I
) 

(9
.8
) 

(
4
 6)
 
半
歓
削
り
出
し
S
0
1
 
III
層

E
~

T
I 
1
 

クリ

11
02
 
1
4
3
3
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
b
 
(4
8.
8)
 
1
3
 0
 
3
 4
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
lb
層

E
~

0
9

 
ッ
プ
ラ
ジ
イ

裏
面
全
面
焼
け

11
03
 
1
4
3
7
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
b
 
(5
1 
9
)
 
1
1
 I
 
5
 8
 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
Il
la
層

H
-
J
l
l
 

ス
ギ

柱
頭
部
の
柱
貫
と
す
る
に
は
や
や
細
長
い
か



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
原
さ

11
04
 
0
6
3
-
0
3
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
b
 
(
1
3
8
 7)
 
1
2
 0
 
5.
5 
半
赦
削
り
出
し
S
0
1
 
ill
層

E
-
T
9
 

ヤ
マ
グ
ワ

11
05
 
0
1
6
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
a
 
(2
85
.0
) 
1
0
 1
 
7.
9 
芯
持
削
り
出
し
S
0
1
 
il
lb
層

E
-
N
8
・
9
 
マ
キ
属

上
漸部
の
半
円
形
断
面
か
ら
下
部
の
円
形
断
面
へ
の
移
行

は
移
的

11
06
 
0
1
4
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
b
 
(2
16
.0
) 
13
.3
 

8.
4 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層

E
-
0
9
 

マ
キ
属

床
下
部
の
断
面
円
形
部
分
は
樹
皮
残
る

11
07
 
0
6
3
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
b
 
(1
38
.5
) 

9.
0 

4.
0 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
T
l
l
 

クリ
表
面
全
面
焼
け

11
08
 
1
0
1
3
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
b
 
(9
0.
2)
 
10
.4
 

1
0
 4
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層
下
部

H
-
B
1
0
 

クリ
全
面
焼
け

11
09
 
0
3
3
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
b
 
(7
9.
5)
 
太
さ
13
.7

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
III
層

E
-
U
1
3
 

散
孔
材

11
10
 
0
7
8
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
b
 
(2
11
.0
) 
(
1
4
 7)
 
10
.4
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
T
1
3
 

11
11
 
0
2
1
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
b
 
(2
72
.8
) 
太
さ
14
.0

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層
下
部

E
-
S
1
2
 

床
上
部
は
半
面
焼
け
下
部
炭
化
の
な
い
部
分
は
地
中
部
か

11
12
 
0
9
2
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
b
 
(8
2.
0)
 

8.
6 

9.
2 
芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
下
部

E
-
R
l
l
 

マ
キ
属

杭
へ
転
用

11
13
 
0
5
2
-
0
3
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
b
 
(1
02
.4
) 
(9
.8
) 

(4
.8
) 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
III
層

E
-
T
1
3
・
U
1
2
 
ス
ギ

11
14
 
1
0
5
5
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
b
 
(
7
6
 5)
 
11
.7
 

7.
3 
四
分
割
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
A
9
 

ヒ
ノ
キ

11
15
 
0
6
0
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
b
 
(5
9.
 7
) 
太
さ
9.
1

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層

E
-
P
l
O
 

11
16
 
1
0
2
6
-
0
3
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
b
 
79
.1
 

1
3
 9
 
9
 1
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
M
1
2
 

掘
立
柱
建
物
用
か

11
17
 
0
9
9
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
b
 
(
1
3
9
 5)
 
10
.8
 

9.
3 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

E
-
R
l
l
 

マ
キ
属

掘
立
柱
建
物
用
か

11
18
 
1
0
2
7
-
0
3
 建
築
部
材
柱
材

掘
立
柱
建
物
用
柱
b
 
(
1
3
9
 3)
 
10
.1
 

5.
5 
半
歓
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層

H
-
A
l
O
 

上
部
焼
け
掘
立
柱
建
物
用
か

-105 1
 

11
19
 
1
1
1
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(6
3.
2)
 
11
.0
 

8.
0 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層

E
-
P
l
O
 

マ
キ
属

一
部
焼
け
掘
立
柱
建
物
用
か

11
20
 
1
2
2
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(6
2 
0
)
 
太
さ
10
.7

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
内

E
-
V
1
5
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節
一
部
焼
け

11
21
 
0
2
1
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(1
59
.5
) 
太
さ
10
.0

丸
太
材

S
D
l
 
II
層
下
部

E
-
Q
I
O
 

ヤ
マ
グ
ワ

欠
損
部
焼
け

11
22
 
0
6
9
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

16
6.
5 
太
さ
12
.5

丸
太
材

S
D
I
 
II
層

E
-
X
l
O
 

ャ
プ
ツ
バ
キ

樹
皮
有
り
竪
穴
住
居
用
か

11
23
 
0
2
0
-
0
3
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(
1
6
5
 3)
 
太
さ
10
.2

丸
太
材

S
D
l
 
II
層
下
部
（
間
層
）

E
-
S
9
 

ヒ
ノ
キ
科

11
24
 
0
9
9
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(
1
5
2
 7)
 
太
さ
11
.2

丸
太
材

S
D
I
 
II
層
下
部

E
-
S
8
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

11
25
 
1
0
0
4
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

13
2.
 7
 
太
さ
11
.6

四
分
割
削
り
出
し
S
D
I
 
ll
ib
層
礫
敷
下
部

E
-
Y
l
l
 

11
26
 
1
4
4
2
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(2
7.
2)
 
太
さ
1
3
6
 

先
丸
端
太
材削
り
出
し
S
D
I
内
立
柱

E
-
V
1
5
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節

11
27
 
1
4
4
2
-
0
3
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(2
4.
3)
 
太
さ
1
3
2
 

丸
太
材

S
D
I
内
立
柱

E
-
T
1
4
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節

11
28
 
1
4
4
2
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(2
6 
3
)
 
太
さ
12
2
 

丸
太
材

S
D
l
内
立
柱

E
-
T
1
4
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節

11
29
 
1
2
2
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(
3
4
 I)
 
太
さ
13
.0

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
II
Ia
層

E
-
U
1
5
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節

11
30
 
0
9
2
-
0
6
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(5
2.
3)
 
太
さ
13
.9

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
内

E
-
V
1
4
 

クリ

11
31
 
0
7
0
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

24
8.
0 
太
さ
1
0
3
 

丸
太
材

S
D
I
 
II
層

E
-
R
l
O
 

マ
キ
属

樹
皮
残
る

11
32
 
0
0
5
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(
1
5
4
 8)
 
太
さ
11
4
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
ill
層

E
-
0
9
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節

11
33
 
0
2
7
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(
1
5
0
 9)
 
太
さ
(1
0.
8)

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
N
9
 

11
34
 
0
9
9
-
0
3
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(1
53
.2
) 
太
さ
8
3
 

丸
太
材

S
D
I
 
II
層
下
部
（
間
層
）

E
-
S
8
 

マ
キ
属

11
35
 
1
0
3
5
-
0
4
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(1
44
.2
) 
太
さ
11
.8

丸
太
材

S
D
I
 
ill
層

E
-
R
l
 1
 

樹
皮
残
る

11
36
 
0
6
3
-
0
2
 建
築
部
材
H
材

そ
の
他

(
1
4
4
 2)
 
太
さ
9
5
 

丸
太
材

S
D
l
 
ill
層

E
-
U
1
3
 

樹
皮
残
る

11
37
 
1
0
2
0
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(
1
2
0
 9)
 
太
さ
1
2
5
 

芯
持
削
り
出
し
S
0
1
 
il
lb
層

I
I
-
G
9
 

クリ



報
告
実
淮
1番
号

在u
n_ャ
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
原
さ

11
38
 
1
0
0
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(
1
2
6
 5)
 
太
さ
8.
0

丸
太
材

S
D
I
 
Ill
層

E
-
V
9
 

マ
キ
属

11
39
 
1
2
2
-
0
3
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(3
6.
3)
 
太
さ
(
1
0
7)
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
Il
la
層

E
-
P
l
O
 

サ
カ
キ

裏
面
焼
け
杭
へ
転
用
か

11
40
 
1
4
8
5
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(
5
9
 3)
 
太
さ
8.
8

先
端
削
り
出
し
S
D
l
 
III
層

E
-
U
l
3
 

ア
ス
ナ
ロ

丸
太
材

11
41
 
1
0
2
6
-
0
4
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(
6
2
 0)
 
太
さ
11
.2

丸
太
材

S
0
1
 
II
層
上
部

H
-
H
l
l
 

欠
損
部
焼
け

11
42
 
1
0
0
5
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(6
3.
0)
 
太
さ
1
3
4
 

丸
太
材

S
D
I
 
II
層

H
-
J
l
 1
 

マ
キ
属

11
43
 
0
5
8
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(6
9.
0)
 
太
さ
1
5
9
 

丸
太
材

S
D
l
 
ill
層

E
-
U
l
3
 

マ
キ
属

一
部
焼
け

11
44
 
1
0
0
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(
8
6
 0)
 
太
さ
11
3
 

丸
太
材

S
D
I
 
II
層

E
-
T
l
O
 

11
45
 
1
1
7
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(8
4.
 7
) 
太
さ
1
0
2
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
la
層

E
-
M
9
 

マ
キ
属

一
部
焼
け

11
46
 
1
0
3
3
-
0
3
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(1
29
.2
) 
太
さ
8.
1

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層

E
-
Y
l
O
 

11
47
 
0
6
7
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(8
1.
8)
 
太
さ
1
4
2
 

丸
太
材

S
D
I
 
ill
層

E
-
T
l
l
 

欠
損
部
焼
け

11
48
 
1
0
0
5
-
0
4
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(
8
8
 1)
 
太
さ
1
0
8
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部
~
m
a
層
井
泉
H
-
L
l
l
 

マ
キ
属

11
49
 
0
5
8
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(
1
0
0
 8)
 
太
さ
1
2
3
 

丸
太
材

S
D
I
 
ill
層

E
-
T
1
3
 

欠
損
部
及
び
端
部
焼
け

11
50
 
0
9
2
-
0
1
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(1
30
.0
) 
太
さ
13
0
 

丸
太
材

S
D
I
 
II
層

E
-
T
l
O
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

端
部
焼
け

11
51
 
0
0
4
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(
1
2
2
 5)
 
太
さ
1
3
5
 

丸
太
材

S
D
I
 
il
la
層

E
-
P
8
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

上
部
が
焼
け
の
た
め
細
く
な
る
下
部
は
地
中
か

—106
 
1
 

11
52
 
1
0
0
9
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(
2
0
4
 0)
 
太
さ
17
.5

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層

H
-
K
l
l
 

欠
損
部
焼
け

11
53
 
1
4
3
8
-
0
2
 建
築
部
材
柱
材

そ
の
他

(2
4.
8)
 
10
.2
 
(5
.7
) 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
貼
石
上

E
-
R
l
l
 

ッ
プ
ラ
ジ
イ

表
面
焼
け

11
54
 
1
0
2
8
-
0
3
 建
築
部
材
鼠
返
し

5
4
 0
 
(1
7.
0)
 
3.
0 
板
目

S
D
I
 
il
lb
層
最
下
層

H
-
I
l
O
 

方
形
孔
の
周
囲
に
円
形
の
浅
い
段

11
55
 
1
0
4
4
-
0
1
 建
築
部
材
鼠
返
し

(
4
6
 0)
 
(
3
4
 7)
 
3
 6
 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
B
9
 

中
央
部
か
す
か
に
方
形
の
当
た
り
痕
有
り

11
56
 
1
0
4
9
-
0
1
 建
築
部
材
鼠
返
し

(8
5.
2)
 
(3
6.
4)
 
2.
4 
板
目

S
D
I
 
il
la
層

H
-
8
9
 

中
央
部
や
や
隆
起

11
57
 
0
5
2
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
竪
穴
住
居
用

(
6
8
 7)
 
太
さ
9.
0

丸
先
端
太
材削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
T
1
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

11
58
 
1
4
3
8
-
0
3
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
竪
穴
住
居
用

(
3
0
 8)
 
8.
6 

(
4
 9)
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
R
l
l
 

ツ
ブ
ラ
ジ
イ

襄
面
焼
け

11
59
 
0
6
4
-
0
2
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

a
 
13
4.
 7
 
2
2
 5
 
5
 7
 
追
柾
目

S
D
I
 
ill
層
上
面

E
-
R
l
l
 

ス
ギ

端
部
は
厚
さ
1/
2
と
な
っ
て
方
形
孔
を
持
つ

11
60
 
0
1
2
-
0
3
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

a
 
(4
9.
9)
 
1
7
 6
 
4.
0 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
V
9
 

シ
イ
属

11
61
 
0
8
2
-
0
1
 運
搬
具

水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

b
 
15
0.
0 
(
2
8
 0)
 
14
.0
 
半
歓
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
W
l
l
 

表
面
1/
2
裏
面
一
部
焼
け

11
62
 
0
7
9
-
0
2
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

b
 
(1
06
.0
) 
11
 0
 
7
 5
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
lb
層

E
~

N
8

 
コ
ウ
ヤ
マ
キ

11
63
 
1
0
0
7
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

C
 
(1
43
.0
) 
1
8
 5
 
3
 0
 
追
柾
目

S
D
I
 
il
la
層

H
-
F
l
O
 

ヒ
ノ
キ

11
64
 
0
6
5
-
0
3
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

C
 
(1
19
.4
) 
(7
.8
) 

I
 
5
 
板
目

S
0
1
 
田
層

E
-
U
l
2
 

ス
ギ

11
65
 
1
0
5
2
-
0
3
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

d
 
(7
5.
8)
 
1
9
 I
 
4.
9 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
A
l
l
 

斜
め
方
向
の
貫
孔
屋
根
関
係
材

11
66
 
1

0
2

s~
o

1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

e
 
1
3
5
 0
 
1
3
 0
 
6
0
 
半
歓
削
り
出
し
S
0
1
 
il
la
層

H
-
F
9
 

11
67
 
0
0
5
-
0
2
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

e
 
(1
43
.0
) 

12
.0
 

2
 4
 
追
柾
目

S
D
I
田
a
層

E
-
M
8
 

ヒ
ノ
キ

開
口
部
か
工
具
痕
顕
著

11
68
 
0
1
2
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

e
 
(1
57
.9
) 
(
1
6
 5)
 
(7
.2
) 
半
赦
削
り
出
し
S
D
l
 
III
層

E
-
0
8
 

ッ
プ
ラ
ジ
イ

11
69
 
0
1
1
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

e
 
14
6.
3 

1
3
 5
 
2
 3
 
追
柾
目

S
D
I
 
Il
lb
層

E
-
S
1
2
 

シ
イ
属

11
70
 
0
3
0
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

e
 
(1
52
.0
) 

16
.5
 

9
0
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
lb
層

E
-
X
l
l
 

ア
カ
マ
ツ

11
71
 
0
6
8
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

e
 
(1
04
.2
) 
1
5
 6
 
4
2
 
板
目

S
D
l
 
il
lb
層

E
-
V
l
2
 

シ
イ
属

表
裏
面
一
部
焼
け
貫
通
し
な
い
小
孔
列
有
り



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

11
72
 
0
5
0
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

e
 
(
1
1
8
 6)
 
13
. 
7
 
4
 3
 
板
目

S
D
I
 
III
層
下
部

E
-
R
l
l
 

シ
イ
属

全
面
焼
け
小
孔
列
は
や
や
不
規
則

11
73
 
0
7
9
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

e
 
(1
21
 9
)
 
9.
5 

2
 0
 
柾
目

S
D
 1
 II
I
層

E
-
R
l
l
 

ヒ
ノ
キ

11
74
 
0
3
9
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

f
 
(1
29
.5
) 
17
 5
 
7
 0
 
半
赦
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
R
8
 

ス
ギ

11
75
 
0
7
9
-
0
3
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(1
33
 O
)
 
12
.0
 

8
0
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
Il
lb
層

E
-
P
8
 

マ
キ
属

端
部
に
両
角
を
持
つ
断
面
凸
形
の
材
工
具
痕
顕
著

11
76
 
1
0
4
0
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(
1
8
6
 l)
 
14
.7
 

7
 2
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
Il
la
層

H
-
B
9
 

11
77
 
0
2
7
-
0
2
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(1
94
.3
) 
太
さ
(9
.6
)

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
上
面

E
-
W
1
6
・
P
l
O
 

や貫
孔や
が細
交く
達差
築状
材に
で穿
なた
いれ
可る
能
性
も
有
り

11
78
 
1
0
6
1
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(1
64
.1
) 

7
 6
 

3.
6 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
C
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

11
79
 
0
0
7
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
25
1 
2
 
11
 0
 
7
3
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
0
9
 

マ
キ
属

裏オ
ー面
およ
ぴ端
部グ
す一
る部
焼交
け差
す端
る部
材欠
をけ
弓
込
み
は

バ
ー
ハ
ン

受
け
る
た
め
か

11
80
 
0
1
0
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
2
4
5
 0
 
1
0
 5
 
5.
2 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
0
9
 

マ
キ
属

端交
部差
す欠
るけ
材込
をみ
受は
けオ
るー
たバ
めー
か
ハ
ン
グ
す
る

11
81
 
0
0
4
-
0
3
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(7
4.
0)
 
(1
1.
6)
 
(3
.3
) 
柾
目

S
D
I
 
Il
lb
層

E
-
X
l
l
 

11
82
 
1
0
3
7
-
0
3
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(7
 4
.6
) 

12
. 
7
 
2.
4 
板
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
J
l
l
 

11
83
 
1
0
4
3
-
0
2
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(5
5.
 7
) 

1
0
 7
 
3.
5 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
B
1
0
 

11
84
 
0
9
2
-
0
5
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(5
2.
0)
 
16
.8
 

4.
0 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
T
7
 

ヒ
ノ
キ

11
85
 
0
1
8
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(1
31
 9
)
 
10
.5
 

5.
2 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
T
9
 

ヒ
ノ
キ

11
86
 
0
4
1
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(
1
2
9
 0)
 
(
1
0
 8)
 
(7
.5
) 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
U
l
O
 

サ
ワ
ラ

11
87
 
1
0
3
5
-
0
3
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(1
55
.0
) 
10
.0
 

4.
0 
芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
Ill
層

E
-
T
l
l
 

表
面
全
面
焼
け

|
 
107ーー

11
88
 
0
1
0
-
0
2
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(1
57
 5
)
 
(1
6.
9)
 
3.
9 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層

E
-
0
9
 

モ
ミ
属

11
89
 
1
0
1
5
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
67
.3
 

2
0
 0
 
5.
4 
板
目

S
D
l
 
Il
lb
層
礫
徹
下
部

H
-
G
l
O
 

クリ

11
90
 
1
0
6
0
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(7
0.
0)
 
12
.1
 

6.
2 
柾
目

S
D
I
 
II
Ib
層

H
-
E
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

11
91
 
0
7
3
-
0
3
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(
6
8
 5)
 
11
.0
 

6
0
 
四
分
割
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
S
1
1
 

欠
損
部
焼
け

11
92
 
0
8
4
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(7
3.
9)
 
(
1
8
 8)
 
(5
.4
) 
板
目

S
D
I
不
明

不
明

サ
ワ
ラ

11
93
 
1
4
8
7
-
0
3
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(7
3.
4)
 
9.
2 

3
 0
 
柾
目

S
D
l
 
II
層

E
-
T
l
3
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

11
94
 
0
9
4
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(1
02
.6
) 

9
 4
 

1.
7 
追
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層

E
-
M
8
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節
表
面
全
面
焼
け

11
95
 
0
2
2
-
0
3
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(
1
0
7
 8)
 
1
0
 5
 
6.
3 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層
下
部

E
-
R
l
l
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節

11
96
 
0
9
0
-
0
2
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
1
0
4
 5
 
1
2
 2
 
5.
5 
半
歓
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
S
1
3
 

断
面
L
字
形
で
長
方
形
貫
孔
を
持
つ

11
97
 
0
4
1
-
0
2
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(I
 3
3
 2)
 
(
1
3
 0)
 
(
6
 0)
 
板
目

S
D
l
 
II
層
（
間
層
）

E
-
S
9
 

サ
ワ
ラ

11
98
 
1
0
2
9
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(1
42
 O
)
 
12
. 
l
 
4.
5 
半
歓
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
M
1
2
 

11
99
 
0
3
4
-
0
2
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(
1
4
2
 0)
 
(1
7 
7
)
 
2.
8 
追
柾
目

S
D
l
 
III
層

E
-
Q
l
O
 

ス
ギ

12
00
 
1
0
3
5
-
0
2
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(1
26
 O
)
 
1
6
 0
 
5.
5 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
Ia
層

H
-
B
9
 

12
01
 
1
0
2
0
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
(
1
1
3
 2)
 
1
7
 9
 
7
 .1 
半
歓
削
り
出
し
S
0
1
 
il
la
層

H
-
K
l
2
 

クリ

12
02
 
1
1
9
-
0
3
 建
築
部
材
水
平
構
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
9
9
 3
 
9
 5
 
3
 1
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
S
9
 

ヒ
ノ
キ

12
03
 
1
0
2
5
-
0
1
 建
築
部
材
水
平
溝
造
材
掘
立
柱
建
物
用

g
 
71
.1
 

11
 7
 
8.
0 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

H
-
E
l
O
 

断
面
凹
形
て
校
倉
壁
材
の
可
能
性
も
有
り
一
部
焼
it

12
04
 

o-
-1

s~
o1

 
建
築
部
材
扉
口
装
置

蹴
放
し
材

(
1
4
6
 2)
 
1
9
 2
 
4
 3
 
板
目

S
D
I
 
III
柑

E
-
T
1
3
 

ッ
プ
ラ
ジ
イ

方
立
溝
長
い

12
05
 
0
7
6
-
0
1
 建
築
部
材
扉
口
装
置

蹴
放
し
材

O・
IO
 7)
 
2
0
 6
 
5
 5
 
追
柾
目

5
D
1
 
U
層

E
-
U
9
 

モ
ミ
属



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

1去
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

12
06
 
1
0
2
7
-
0
2
 建
築
部
材
扉
口
装
閥

蹴
放
し
材

(
1
2
3
 5)
 
(1
4 
8
)
 
(
4
 I)
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
B
9
 

12
07
 
1
0
2
4
-
0
1
 建
築
部
材
扉
口
装
置

躇
放
し
材

1
1
2
 5
 
24
 0
 
4
 0
 
板
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
F
9
 

12
08
 
0
3
0
-
0
2
 建
築
部
材
扉
口
装
置

蹴
放
し
材

(
9
0
 0)
 
1
9
 6
 
5
 5
 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
S
1
2
 

ヒ
ノ
キ

12
09
 
0
3
8
-
0
1
 建
築
部
材
扉
口
装
置

蹴
放
し
材

1
3
2
 4
 
(1
7.
3)
 
5.
7 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
S
7
 

ヒ
ノ
キ

12
10
 
0
1
2
-
0
4
 建
築
部
材
扉
口
装
置

蹴
放
し
材

(
8
6
 1)
 
(1
3.
4)
 
4.
3 
柾
目

S
D
l
 
II
層

E
-
V
9
 

シ
イ
属

12
11
 
1
4
7
9
-
0
1
 建
築
部
材
扉
口
装
置

蹴
放
し
材

(
4
5
 6)
 
18
.9
 

6
0
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
U
9
 

ケ
ヤ
キ

12
12
 
1
4
3
4
-
0
3
 建
築
部
材
扉
口
装
置

蹴
放
し
材

(3
6.
6)
 
10
.5
 

2
 8
 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
X
9
 

ヒ
ノ
キ

12
13
 
1
0
1
0
-
0
3
 建
築
部
材
扉
口
装
置

蹴
放
し
材

(9
3.
0)
 
13
.5
 

8.
6 
芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
II
lb
層

H
-
K
l
l
 

クリ

12
14
 
1
0
0
-
0
3
 建
築
部
材
扉
口
装
憤

蹴
放
し
材

1
1
5
 0
 
17
 0
 
7
 8
 
半
歓
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
T
l
O
 

クリ
裏
面
一
部
焼
け

12
15
 
1
0
0
5
-
0
1
 建
築
部
材
扉
口
装
置

楯
材

(7
3.
8)
 
(9
.4
) 

7
 1
 
半
赦
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部
~
m
a
層
H
-
L
l
2
 

シ
イ
属

12
16
 
1
0
9
-
0
1
 建
築
部
材
靡
口
装
置

扉
板

A
 
1
2
6
 2
 
32
.5
 

3
 3
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層
下
部

E
-
0
9
 

ヒ
ノ
キ

手
斧
痕
明
瞭
年
輪
年
代
西
暦
31
9
年
を
潮
ら
な
い

12
17
 
1
0
3
0
-
0
1
 建
築
部
材
扉
口
装
置

扉
板

A
 
(1
1)
 5
)
 
2
5
 3
 
3.
1 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
H
l
O
 

鈍
状
工
具
に
よ
る
仕
上
げ

12
18
 
0
6
7
-
0
1
 建
築
部
材
扉
口
装
置

扉
板

A
 
(
7
8
 6)
 
25
.2
 

4.
0 
追
柾
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
U
1
3
 

ス
ギ

手
斧
に
よ
る
粗
仕
上
げ

12
19
 
1
0
0
6
-
0
1
 建
築
部
材
扉
口
装
置

扉
板

A
 
(5
6.
3)
 
(3
9.
1)
 
(5
.3
) 
板
目

S
D
I
 
il
la
層

H
-
G
l
O
 

ア
カ
マ
ツ

欠
損
部
焼
け

-10
8 1
 

12
20
 
0
8
0
-
0
1
 建
築
部
材
扉
口
装
置

扉
板

B
l
 
(1
02
.0
) 
3
7
 6
 
1
2
 2
 
半
赦
削
り
出
し
S
D
l
 
III
層

E
-
V
l
O
 

中
央
部
は
鈍
状
工
具
に
よ
る
丁
寧
な
仕
上
げ

12
21
 
0
1
1
-
0
3
 建
築
部
材
靡
口
装
置

扉
板

(
7
3
 7)
 
(
2
6
 9)
 
9
 7
 
半
赦
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
X
l
O
 

マ
ツ
属
複
維
管
束
亜
属

12
22
 
1
4
3
4
-
0
1
 建
築
部
材
扉
口
装
置

扉
板

(
2
6
 0)
 
把
手
部
8
9
 
把
手
部
4.
5
半
赦
削
り
出
し
？
S
D
l
 
III
層

E
-
U
1
3
 

ヒ
ノ
キ
科

12
23
 
1
4
3
0
-
0
2
 建
築
部
材
扉
口
装
置

扉
板

(3
1.
 3
) 
把
手
部
4.
5
把
手
部
3.
4
半
歓
削
り
出
し
？
S
D
I
 
Il
lb
層

不
明

ク
ロ
マ
ツ

12
24
 
1
4
3
0
-
0
1
 建
築
部
材
扉
口
装
置

扉
板

(
5
4
 4)
 
把
手
部
6
8
把
手
部
3
5
 半
赦
削
り
出
し
？
S
D
l
 
III
層

E
-
0
1
3
 

ヒ
ノ
キ

12
25
 
1
4
9
0
-
0
1
 建
築
部
材
扉
口
装
置

扉
板

把
手
部
(
5
6
8)
 
把
手
部
(1
4.
2)
把
手
部
4
7
 半
赦
削
り
出
し
？
S
D
I
 
ill
層

E
-
U
l
3
 

サ
ワ
ラ

12
26
 
0
0
9
-
0
2
 建
築
部
材
扉
口
装
置

扉
板

B
2
 
(1
42
.0
) 
(
2
6
 2)
 
11
 4
 
半
赦
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

E
-
R
l
O
 

マ
ツ
属
複
維
管
束
亜
属

12
27
 
1
0
0
8
-
0
1
 建
築
部
材
扉
口
装
置

扉
板

B
2
 
14
9.
6 
(
2
7
 0)
 
(6
.2
) 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部
~I
II
a
層
H
-
L
1
2
 

手
斧
に
よ
る
仕
上
げ

12
28
 
0
5
5
-
0
1
 建
築
部
材
扉
口
装
置

扉
板

B
2
 
(
1
3
6
 2)
 
(
2
6
 3)
 
9
 6
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
井
泉
1

E
-
V
9
 

ク
ス
ノ
キ
科

12
29
 
1
0
0
7
-
0
2
 建
築
部
材
靡
口
装
置

扉
板

B
2
 
(
1
1
4
 0)
 
(2
2 
0
)
 
2.
5 
半
赦
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
la
~I
ll
b
層

H
-
F
9
 

把
手
部
を
は
つ
り
取
っ
て
板
材
に
転
用

12
30
 
0
1
3
-
0
1
 建
築
部
材
扉
口
装
置

扉
板

B
2
 
(1
04
.1
) 
(2
1.
2)
 
5.
5 
半
赦
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
V
l
l
 

ク
ス
ノ
キ
科

板
材
と
し
て
転
用
時
に
穿
孔

12
31
 
1
0
5
4
-
0
1
 建
築
部
材
扉
口
装
置

扉
板

B
2
 
(8
1.
8)
 
(1
8.
6)
 
(
7
 2)
 
半
歓
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
X
l
O
 

裏
面
全
面
焼
け

12
32
 
1
4
2
3
-
0
2
 建
築
部
材
扉
口
装
置

扉
板

(3
2.
2)
 
(5
.4
) 

3
 2
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
E
9
 

ヒ
ノ
キ

12
33
 
0
3
7
-
0
3
 建
築
部
材
靡
口
装
置

扉
板

(
6
7
 l)
 
軸
部
太
さ
2
8
 

割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
R
l
l
 

ス
ギ

12
34
 
1
0
5
0
-
0
5
 建
築
部
材
扉
口
装
置

扉
板

(7
7 
2
)
 
軸
部
太
さ
2
0
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層

H
-
G
l
O
 

12
35
 
0
1
8
-
0
2
 建
築
部
材
扉
口
装
置

扉
板

(8
6.
1)
 
軸
部
太
さ
39
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
V
l
2
 

モ
ミ
属

12
36
 
3
6
8
-
0
3
 建
築
部
材
窓
材
？

38
.6
 

20
.1
 

2.
8 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
X
l
O
 

ヒ
ノ
キ

扉
と
す
る
に
は
小
さ
く
窓
状
の
部
材
か

12
37
 
0
5
1
-
0
2
 建
築
部
材
床
材

(1
20
.5
) 
3
5
 0
 
(5
.0
) 
板
目

S
D
I
 
III
層

E
-
W
l
l
 

モ
ク
レ
ン
属

片
面
の
み
手
斧
に
よ
る
粗
仕
上
げ

12
38
 
0
7
2
-
0
1
 建
築
部
材
床
材

1
2
8
 2
 
2
9
 2
 
8
 0
 
板
目

S
D
l
 
Il
lb
層
最
下
層

E
-
Y
l
l
 

マ
キ
属

片
面
の
み
手
斧
に
よ
る
粗
仕
上
げ

12
39
 
0
0
3
-
0
1
 建
築
部
材
床
材

(8
5.
3)
 
2
3
 5
 
3
 5
 
板
目

S
0
1
 
Il
lb
層

E
-
P
l
O
 

サ
ワ
ラ



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

12
40
 
0
4
2
-
0
1
 建
築
部
材
床
材

7
5
 9
 
28
. 
7
 
5.
6 
柾
目

S
D
I
 
III
層
下
部

E
-
T
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
裏
面
一
部
焼
け
農
具
原
材
か

12
41
 
1
0
1
7
-
0
1
 建
築
部
材
床
材

47
 2
 
(4
1.
7)
 
5.
8 
板
目

S
D
l
 
Il
lb
層

H
-
F
9
 

丈
夫
な
厚
い
板

12
42
 
1
0
5
1
-
0
2
 建
築
部
材
床
材

(8
2.
0)
 
3
0
 0
 
(7
.0
) 
板
目

S
D
l
 
Il
la
層

H
-
B
9
 

12
43
 
0
5
6
-
0
1
 建
築
部
材
床
材

(9
9.
0)
 
33
 0
 
4
 8
 
板
目

S
0
1
 
ill
層
下
部

E
-
W
l
O
 

ヒ
ノ
キ

12
44
 
0
2
4
-
0
1
 建
築
部
材
床
材

5
7
 9
 
2
7
 7
 
5.
0 
柾
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
R
l
l
 

コ
ナ
ラ
属
ク
ヌ
ギ
節
農
具
原
材
か

12
45
 
0
2
0
-
0
6
 建
築
部
材
壁
材

板
壁
板

a
 
74
.3
 

6.
9 

2.
0 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
R
l
l
 

ス
ギ

12
46
 
3
2
8
-
0
4
 建
築
部
材
壁
材

板
壁
板

a
 
(2
6.
8)
 
(8
.6
) 

2
 3
 
柾
目

S
0
1
 
III
層

E
-
P
8
 

ス
ギ

12
47
 
1
4
7
8
-
0
1
 建
築
部
材
壁
材

板
壁
板

a
 
(2
3.
3)
 
(
1
6
 6)
 
1.
5 
板
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
Q
l
O
 

ス
ギ

凸
状
に
尖
る
側
縁
部
に
緊
縛
用
の
穿
孔

12
48
 
1
4
7
8
-
0
2
 建
築
部
材
壁
材

板
壁
板

a
 
3
6
 1
 
1
6
 5
 
2.
0 
追
柾
目

S
D
I
 
II 
~i
ll
層
刀
形
周
辺
E
-
N
9
 

ス
ギ

凸
状
に
尖
る
側
縁
部
に
緊
縛
用
の
穿
孔

12
49
 
1
1
4
-
0
1
 建
築
部
材
壁
材

板
壁
板

a
 
13
5.
3 

30
.9
 

2.
7 
柾
目

S
D
I
 
Il
lb
層

E
-
P
8
 

ス
ギ

側
縁
片
側
が
凹
形
も
う
片
側
が
凸
形
で
穿
孔

12
50
 
1
1
3
-
0
1
 建
築
部
材
壁
材

板
壁
板

a
 
13
7.
2 
(1
9.
8)
 
2.
1 
追
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層

E
-
P
8
 

ス
ギ

屋
根
傾
斜
部
は
欠
損
す
る
も
の
の
特
徴
は
同
上

12
51
 
0
8
9
-
0
1
 建
築
部
材
壁
材

板
壁
板

a
 
(8
5.
4)
 
(3
.3
) 

2.
3 
板
目

S
D
I
 
il
lb
層

E
-
0
9
 

12
52
 
0
8
9
-
0
3
 建
築
部
材
壁
材

板
壁
板

a
 
(6
5.
3)
 
(5
.4
) 

2
 5
 
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層

E
-
0
9
 

12
53
 
0
8
9
-
0
2
 建
築
部
材
壁
材

板
壁
板

a
 
(9
8.
5)
 
(6
.6
) 

2
 3
 
板
目

S
0
1
 
Il
lb
層

E
-
0
9
 

12
54
 
0
1
2
-
0
2
 建
築
部
材
壁
材

板
壁
板

a
 
(1
21
.9
) 
(2
0.
9)
 
3.
5 
柾
目

S
D
I
 
ID
層

E
-
T
1
3
 

斜
め
方
向
の
別
材
の
当
た
り
痕
有
り

|
 
109-|
 

12
55
 
0
4
9
-
0
1
 建
築
部
材
壁
材

板
壁
板

b
 
25
5.
0 

4
3
 5
 
3.
4 
板
目

S
D
I
 
ID
層

E
-
T
1
3
 

ヒ
ノ
キ

丁
寧
な
堅
状
工
具
に
よ
る
仕
上
げ
大
型
の
板
材

12
56
 
0
7
0
-
0
1
 建
築
部
材
壁
材

板
壁
板

b
 
(
2
5
0
 0
) 
(
1
9
 5)
 
(2
.0
) 
板
目

S
D
I
 
ill
層
下
部

E
-
U
l
l
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

12
57
 
1
0
2
1
-
0
1
 建
築
部
材
墜
材

板
壁
板

b
 
24
9.
3 
(1
7.
5)
 
2
 9
 
板
目

S
D
I
左
岸
配
石
P
l
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I
 層っ
臨

E
-
0
1
0
 

モ
ミ
属

方
形
孔
に
別
材
挿
入

s
n
1
 
T
 

E
-
P
9
 

|
 
111 1
 

13
23
 
1
1
8
-
0
3
 建
築
部
材
壁
材

壁
木
舞

(
6
4
 6)
 

3.
5 

2
 3
 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
il
la
層

E
-
P
l
O
 

ス
ギ

表
面
1/
2
焼
け
壁
材
周
辺
で
出
土

13
24
 
3
7
3
-
0
1
 建
築
部
材
壁
材

壁
木
舞

4
9
 7
 
2.
8 

3.
4 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
S
9
 

ス
ギ

13
25
 
3
7
3
-
0
3
 建
築
部
材
壁
材

膀
木
舞

(3
2.
2)
 
4.
4 

4.
4 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
I
 a
層

E
-
P
9
 

モ
ミ
属

13
26
 
0
0
5
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

A
 
(1
66
.3
) 
太
さ
5.
8

先
丸
端
太
材削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
P
9
 

マ
キ
属

13
27
 
0
2
5
-
0
1
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

A
 
1
7
3
 1
 
太
さ
6
1
 

先
丸
端
太
材削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
T
1
3
 

樹
皮
残
る

13
28
 
0
7
6
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

A
 
16
1 
9
 
太
さ
5
7
 

先
端
太
削
り
出
し

丸
材

S
D
l
 
ill
層

E
-
T
l
l
 

マ
キ
属

13
29
 
0
1
8
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

A
 
16
5 
8
 
太
さ
5.
3

先
端
材削
り
出
し

丸
太

S
D
l
 
ill
層

E
-
U
1
3
 

マ
キ
属

13
30
 
0
6
2
-
0
4
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

A
 
(1
48
.0
) 
太
さ
5.
9

先
端
材削
り
出
し

丸
太

S
D
I
 
ill
層

E
-
T
l
l
 

サ
カ
キ

樹
皮
残
る

13
31
 
1
0
1
1
-
0
2
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

A
 
10
5.
8 
太
さ
5.
8

先
端
材削
り
出
し

丸
太

S
D
I
 
il
la
層

H
-
G
l
O
 

シ
イ
属

裏
面
焼
け

13
32
 
0
2
0
-
0
5
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

A
 
(6
4.
9)
 
太
さ
6.
5

丸
先
端
太
材削
り
出
し
S
D
I
 
II
~i
ll
層

E
-
R
l
l
 

マ
キ
属

13
33
 
1
0
2
2
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

A
 
(6
3.
 7
) 
太
さ
5
0
 

先
端
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
C
9
 

丸
太
材

13
34
 
1
0
5
5
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

A
 
(4
5.
5)
 
太
さ
7.
7

先
端
削
材
り
出
し

丸
太

S
D
I
 
II
層

H
-
A
l
O
 

マ
キ
属

13
35
 
1
4
4
0
-
0
1
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

A
 
(
6
2
 7)
 
太
さ
5
8
 

先
端
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
V
l
 1
 

タ
イ
ミ
ン
タ
チ
バ
ナ

丸
太
材

13
36
 
0
4
8
-
0
4
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

A
 
(4
2.
3)
 
太
さ
5.
1

先
端
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
T
1
3
 

マ
キ
属

欠
損
部
焼
け

丸
太
材

13
37
 
1
4
8
8
-
0
2
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

A
 
(4
0.
3)
 
太
さ
6.
9

先
堵
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
貼
石

E
-
Q
l
l
 

マ
キ
属

表
面
一
部
焼
け

丸
太
材

13
38
 
1
4
8
8
-
0
1
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

A
 
(
4
7
 8)
 
太
さ
5
1
 

先
端
削
り
出
し
S
D
l
 
ill
層

E
-
N
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
裏
面
焼
け

丸
太
材

13
39
 
1
4
3
1
-
0
4
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

A
 
(
2
6
 5)
 

4
 5
 
3.
4 

先
堵
削
り
出
し
S
0
1
 
III
層

E
~

S
1

1
 

マ
キ
属

丸
太
材

13
40
 
1
4
8
3
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

A
 
(
4
9
 5)
 
太
さ
4
2
 

先
瑞
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
la
層

E
~

N
8

 
針
葉
樹

丸
太
材



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
原
さ

13
41
 
1
4
8
9
-
0
2
 建
築
部
材

屋
根
構
造
材
垂
木

A
 
(2
5 
0
)
 
太
さ
4
7
 

先
瑞
削
り
出
し
S
D
l
 
Ill
層
上
面

E
-
Q
l
O
 

ヒ
サ
カ
キ
属

丸
太
材

13
42
 
1
4
3
1
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

A
 
(1
1.
8)
 

5
 1
 
3
 2
 
先
瑞
削
材
り
出
し

丸
太

S
0
1
 
II
層

E
-
V
l
O
 

サ
カ
キ

13
43
 
1
4
3
1
-
0
2
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

A
 
(
1
5
 5)
 
太
さ
5
0
 

先
埠
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
V
l
2
 

マ
キ
属

丸
太
材

13
44
 
1
4
3
1
-
0
6
 建
築
部
材

屋
根
構
造
材
垂
木

A
 
(2
3.
 7
) 
太
さ
4.
5

先
瑞
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層

H
-
G
l
O
 

ス
ダ
ジ
イ

丸
太
材

13
45
 
3
1
2
-
0
7
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

A
 
(1
4 
5
)
 
2
 7
 
1
 
8
 
先
端
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層

E
~

Q
IO

 
サ
カ
キ

丸
太
材

13
46
 
1
0
8
-
0
3
 建
築
部
材

屋
根
構
造
材
垂
木

B
 
(1
72
.0
) 
太
さ
4
6

先
喋
削
り
出
し
S
D
l
 
III
層

E
-
N
9
 

ヒ
サ
カ
キ
属

丸
太
材

13
47
 
0
2
3
-
0
1
 建
築
部
材

屋
根
構
造
材
垂
木

B
 
(
1
6
6
 8)
 
太
さ
5
5
 

先
端
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
T
l
3
 

サ
カ
キ

丸
太
材

13
48
 
1
2
7
-
0
2
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

B
 
10
9.
0 

太
さ
5.
6

先
端
太
削
り
出
し

丸
材

S
D
I
 
II
~i
ll
層

不
明

モ
チ
ノ
キ
属

13
49
 
1
4
4
0
-
0
2
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

B
 
(
4
7
 2)
 
太
さ
6.
1

先
端
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
貼
石
上

E
-
R
l
 1
 

ッ
プ
ラ
ジ
イ

欠
損
部
焼
け

丸
太
材

13
50
 
1
4
3
7
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

B
 
(3
4.
2)
 
太
さ
6.
4

先
端
太
削
り
出
し

丸
材

S
D
I
 
II
層
貼
石
上

E
-
R
l
l
 

ス
ダ
ジ
イ

13
51
 
1
4
8
6
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

B
 
(2
2.
5)
 
太
さ
4.
7

先
端
太
削
り
出
し

丸
材

S
D
l
 
II
層

E
-
U
l
l
 

ス
ダ
ジ
イ

13
52
 
1
4
8
9
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

B
 
(2
2.
7)
 
太
さ
5.
3

先
端
太
削
り
出
し

丸
材

S
D
I
 
ID
層

E
-
R
l
l
 

ス
ダ
ジ
イ

13
53
 
1
4
3
1
-
0
5
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

B
 
(1
7.
0)
 
太
さ
6.
0

先
端
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
S
1
1
 

ス
ダ
ジ
イ

丸
太
材

13
54
 
1
4
3
1
-
0
1
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

B
 
(2
3.
3)
 

7.
5 

4
 5
 
先
端
削
材
り
出
し

丸
太

S
D
I
 
ill
層

E
-
U
l
3
 

ッ
プ
ラ
ジ
イ

ー112ー

13
55
 
1
4
8
1
-
0
2
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

C
 
(4
8.
2)
 
太
さ
5.
0

先
丸
端
太
材削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層
下
部

E
-
T
1
5
 

針
薬
樹

全
面
焼
け

13
56
 
1
4
3
3
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

C
 
(3
4.
5)
 
太
さ
4.
4

先丸
埠太
削材
り
出
し
S
D
l
 
il
lb
層

E
-
N
9
 

ヒ
サ
カ
キ
属

表
面
焼
け

13
57
 
1
0
4
4
-
0
2
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

C
 
(4
4.
3)
 
太
さ
6
0

先
端
太
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

H
-
F
l
O
 

樹
皮
残
る

丸
材

13
58
 
1
4
3
3
-
0
2
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

C
 
(2
9.
9)
 
太
さ
4.
3

先
丸
端
太
材削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
貼
石

E
-
Q
l
l
 

ヒ
ノ
キ
科

13
59
 
1
0
7
-
0
1
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

D
 
(2
38
.1
) 
太
さ
10
.3

先
端
太
削
り
出
し

丸
材

S
D
l
 
II
層
下
部

E
-
R
l
l
 

マ
キ
属

13
60
 
0
3
2
-
0
2
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

D
 
(2
04
.4
) 
太
さ
12
.5

先
丸
端
太
材削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
Q
9
 

マ
キ
属

13
61
 
0
0
8
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

D
 
17
8.
4 
太
さ
8
5
 

先
丸
端
太
材削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
Q
l
O
 

マ
キ
属

樹
皮
残
る

13
62
 
1
2
0
-
0
1
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

E
 
(7
9 
0
)
 
太
さ
8.
5

先
丸
端
太
材削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層

E
-
P
l
O
 

ア
ス
ナ
ロ

13
63
 
0
8
6
-
0
2
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

E
 
(
1
1
8
 2)
 
太
さ
8
9
 

先
丸
端
太
材削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
V
l
l
 

13
64
 
0
8
3
-
0
3
 建
築
部
材

屋
根
構
造
材
垂
木

E
 
(1
21
.0
) 
太
さ
4
2
 

先
端
削
り
出
し
S
D
l
田
層

E
-
T
l
l
 

マ
キ
属

樹
皮
残
る

丸
太
材

13
65
 
1
0
2
-
0
2
 建
築
部
材

屋
根
構
造
材
垂
木

E
 
(1
30
.0
) 
太
さ
7.
1

先
端
削
り
出
し
S
D
l
 
fi
la
層

E
-
W
8
 

サ
カ
キ

丸
太
材

13
66
 
0
4
0
-
0
1
 建
築
部
材

屋
根
構
造
材
垂
木

E
 
(
1
0
0
 5)
 
太
さ
7
8
 

先
端
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
P
9
 

マ
キ
属

欠
損
部
焼
け

丸
太
材

13
67
 
0
6
7
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

E
 
(7
1 
5
)
 
太
さ
6.
2

先
丸
端
太
材削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
S
1
2
 

マ
キ
属

樹
皮
残
る

13
68
 
1
4
8
6
-
0
2
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

E
 
(3
4.
2)
 
太
さ
6.
2

先
端
材削
り
出
し

丸
太

S
D
I
 
ill
層

E
-
S
l
l
 

マ
キ
属

欠
損
部
焼
け

13
69
 
1
4
0
7
-
0
1
 建
築
部
材

屋
根
構
造
材
垂
木

E
 
(3
3.
8)
 
太
さ
7.
9

先
端
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
L
1
3
 

マ
キ
属

欠
損
部
焼
け

丸
太
材

13
70
 
1
4
8
9
-
0
1
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

E
 
(
2
3
 7)
 
太
さ
5
8
 

先
端
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
U
1
2
 

ス
ダ
ジ
イ

欠
損
部
お
よ
び
裏
面
焼
け

丸
太
材

13
71
 
1
4
8
5
-
0
2
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

E
 
(4
7.
8)
 
太
さ
5.
6

先
端
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
T
l
l
 

ヒ
ノ
キ
科

丸
太
材

13
72
 
0
4
4
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

E
 
(7
6.
5)
 
太
さ
6
3
 

先
丸
端
太
材削
り
出
し
S
0
1
 
ill
層

E
-
S
1
2
 

マ
キ
属

13
73
 
0
2
9
-
0
2
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

E
 
(7
5.
6)
 

6.
3 

先
丸
端
太
材削
り
出
し
S
D
 1
 II
I
層

E
-
N
8
 

マ
キ
属

表
面
焼
け



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

13
74
 
0
5
4
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

E
 
(6
1.
0)
 
太
さ
6.
4

先
端
削
り
出
し
S
D
l
 
I
I
~
I
D
層
貼
石
間

E
-
R
l
2
 

マ
キ
属

丸
太
材

13
75
 
1
0
3
6
-
0
2
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

E
 
(1
81
.0
) 
太
さ
10
.0

先
端
削
り
出
し
S
D
 1
 il
l 
a
層

E
~

Y
IO

 
丸
太
材

13
76
 
0
0
9
-
0
1
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

E
 
23
7.
4 
太
さ
9.
7

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
T
8
 

マ
キ
属

13
77
 
1
0
5
0
-
0
2
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

E
 
73
. 
l
 
太
さ
5.
8

先
端
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層

E
-
Y
 

丸
太
材

13
78
 
0
4
4
-
0
4
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

E
 
(
6
3
 8)
 
太
さ
6
4
 

先
端
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
U
1
3
 

マ
キ
属

丸
太
材

13
79
 
0
4
2
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

E
 
(6
1.
8)
 
太
さ
6.
6

先
丸
端
太
材削
り
出
し
S
0
1
 
ill
層

E
-
S
1
1
 

マ
キ
属

13
80
 
1
4
8
3
-
0
2
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

E
 
(4
1 
0
)
 
太
さ
6
0
 

先
端
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層

E
-
U
1
3
 

ヒ
ノ
キ

丸
太
材

13
81
 
1
4
8
0
-
0
2
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

E
 
(4
0.
0)
 
太
さ
6
5
 

先
端
削
り
出
し
S
0
1
 
ID
層

E
-
V
l
3
 

マ
キ
属

丸
太
材

13
82
 
0
7
4
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

(8
1.
2)
 
太
さ
5.
0

丸
太
材

S
D
l
 
III
層

E
-
T
l
l
 

マ
キ
属

13
83
 
0
6
1
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

(9
2.
3)
 
太
さ
5.
5

丸
太
材

S
D
I
 
ill
層

E
-
S
1
1
 

サ
カ
キ

表
面
焼
け

13
84
 
0
6
2
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

(1
66
.1
) 
太
さ
4
5
 

丸
太
材

S
D
I
 
ill
層

E
-
S
1
1
 

マ
キ
属

樹
皮
残
る

13
85
 
0
7
2
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

16
2.
 7
 
太
さ
5.
1

丸
太
材

S
D
I
 
II
層

E
-
U
l
O
 

13
86
 
0
2
3
-
0
4
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

(1
58
.0
) 
太
さ
6.
0

丸
太
材

S
D
l
 
III
層

E
-
T
l
2
 

マ
キ
属

欠
損
部
焼
け

13
87
 
0
4
8
-
0
2
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

(1
49
.3
) 
太
さ
5.
2

丸
太
材

S
0
1
田
層

E
-
T
1
2
 

マ
キ
属

13
88
 
0
2
0
-
0
1
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

(1
46
.4
) 
太
さ
3.
8

丸
太
材

S
D
I
 
ill
層

E
-
T
1
3
 

マ
キ
属

|
 
113 1
 

13
89
 
0
6
6
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

(1
35
.1
) 
太
さ
5.
6

丸
太
材

S
D
I
 
III
層

E
-
T
1
2
 

ャ
プ
ツ
バ
キ

13
90
 
0
6
5
-
0
2
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

(1
21
. 
7)
 
太
さ
5.
2

丸
太
材

S
D
I
 
II
層

E
-
S
7
 

針
葉
樹

13
91
 
0
4
4
-
0
2
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

(9
8.
8)
 
太
さ
7
2
 

丸
太
材

S
D
I
 
III
層

E
-
S
1
1
 

裏
面
焼
け

13
92
 
0
4
8
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

(9
2.
0)
 
太
さ
4
3
 

丸
太
材

S
D
I
田
層

E
-
V
1
2
 

マ
キ
属

欠
損
部
焼
け

13
93
 
0
2
8
-
0
4
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

(9
7.
2)
 
太
さ
5
5
 

丸
太
材

S
D
I
 
II
~i
ll
層

E
-
N
9
 

マ
キ
属

表
裏
面
2/
3
焼
け

13
94
 
0
2
3
-
0
3
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

(5
8.
5)
 
太
さ
7.
8

丸
太
材

S
D
I
 
ill
層

E
-
U
1
3
 

欠
損
部
焼
け

13
95
 
1
0
8
-
0
1
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

(2
10
.0
) 
太
さ
6.
1

丸
太
材

S
D
I
 
il
lb
層

E
-
N
9
 

クリ

13
96
 
1
2
8
-
0
1
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

(2
40
.4
) 
太
さ
7.
9

丸
太
材

S
D
I
 
II
層

E
-
S
7
 

ヒ
サ
カ
キ
属

13
97
 
0
5
3
-
0
1
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

20
0.
0 
太
さ
7.
0

丸
太
材

S
D
l
 
ill
層

E
-
R
l
l
 

ヒ
ノ
キ

表
面
2/
3
焼
け
樹
皮
残
る

13
98
 
0
5
3
-
0
2
 建
築
部
材
屋
根
構
造
材
垂
木

(1
92
.9
) 
太
さ
6.
5

丸
太
材

S
0
1
 
ill
層

E
-
T
l
3
 

マ
キ
属

13
99
 
0
1
6
-
0
3
 建
築
部
材
梯
子

A
 
(
7
5
 6)
 
(
5
 2)
 
(8
 0
)
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
il
lb
層

E
-
0
9
 

シ
イ
属

表
面
一
部
焼
け

14
00
 
1
0
4
6
-
0
1
 建
築
部
材
梯
子

A
 
(8
3.
7)
 
23
.0
 

7
 8
 
半
歓
削
り
出
し
S
D
l
 
il
la
層

H
-
B
9
 

14
01
 
0
1
9
-
0
1
 建
築
部
材
梯
子

A
 
(6
9.
8)
 
(2
2.
5)
 
4
 6
 
四
分
割
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
V
1
2
 

ス
ギ

14
02
 
1
0
4
6
-
0
2
 建
築
部
材
梯
子

A
 
(
4
9
 3)
 
2
2
 3
 
(6
.4
) 
半
歓
削
り
出
し
S
0
1
 
II
Ib
層

H
~

C
9

 

14
03
 
1
0
2
2
-
0
2
 建
築
部
材
梯
子

A
 
(
6
4
 3)
 
(2
1 
7
)
 
(
6
 5)
 
四
分
割
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
下
部
配
石
下

H
-
L
l
l
 

14
04
 
0
3
3
-
0
2
 建
築
部
材
梯
子

B
 
(
9
3
 3)
 
(9
.9
) 

(
4
 7)
 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
I!
Ib
層

E
-
T
1
4
 

シ
イ
属

14
05
 
1
0
0
3
-
0
2
 建
築
部
材

梯
子

B
 
71
.5
 

16
 2
 
8
 4
 
半
敢
削
り
出
し
S
D
1
 
II
Ib
層

H
-
C
l
O
 

ヒ
ノ
キ
科

左
側
縁
部
に
袂
り
有
り
工
具
痕
顕
著

14
06
 
0
1
5
-
0
2
 建
築
部
材
梯
子

B
 
(1
91
.5
) 
2
0
 5
 
8
 4
 
半
歓
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
lb
層

E
-
N
8
 

ッ
プ
ラ
ジ
イ

丸
太
半
赦
材
の
芯
を
上
部
に
成
形



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

14
07
 
1
0
5
7
-
0
1
 建
築
部
材
梯
子

B
 
(1
64
.6
) 
17
.5
 
(7
 0
)
 
半
歓
削
り
出
し
S
D
l
 
il
lb
層
下
部

H
-
G
l
O
 

ス
ダ
ジ
イ

表
裏
面
一
部
焼
け

14
08
 
0
1
6
-
0
1
 建
築
部
材
梯
子

B
 
(1
55
.9
) 
(1
8.
5)
 
(1
1.
0)
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
田
b
層

E
-
Q
l
l
 

広
葉
樹

欠
損
著
し
い

14
09
 
1
2
3
-
0
3
 建
築
部
材
梯
子

A
 
(5
5.
8)
 
(1
4.
8)
 
8.
6 
半
赦
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
X
1
1
 

ス
ダ
ジ
イ

14
10
 
0
3
1
-
0
2
 建
築
部
材
梯
子

B
 
(8
0.
8)
 
(1
3.
 9
) 
(6
.0
) 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
lb
層

E
-
0
1
0
 

マ
キ
属

14
11
 
1
0
4
5
-
0
2
 建
築
部
材
梯
子

(1
10
.3
) 
(1
8.
0)
 
(7
.2
) 
半
赦
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層

E
-
Y
9
 

足
掛
け
部
欠
損
著
し
い

14
12
 
0
9
1
-
0
1
 建
築
部
材
梯
子

(6
6.
8)
 
(2
2.
0)
 
(6
.7
) 
半
歓
削
り
出
し
S
0
1
 
il
la
層

E
-
T
1
3
 

全
面
焼
け

14
13
 
0
0
6
-
0
2
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

13
4.
 l
 
7
 6
 

4.
9 
半
赦
削
り
出
し
S
D
l
 
ID
層
上
面

E
-
S
8
 

マ
キ
属

14
14
 
1
0
2
-
0
1
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

13
4.
5 

12
.0
 

6.
8 
半
赦
削
り
出
し
S
D
l
 
il
lb
層

E
-
0
9
 

ヤ
マ
グ
ワ

14
15
 
0
2
8
-
0
1
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(6
5.
0)
 

6
 5
 
2.
8 
半
赦
削
り
出
し
S
0
1
 
ID
層
上
部

E
-
N
l
l
 

欠
損
部
焼
け

14
16
 
1
2
6
-
0
2
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(6
2.
9)
 
15
.6
 

7.
4 
半
赦
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層
下
部

E
-
R
l
l
 

ム
ク
ノ
キ

14
17
 
1
0
2
6
-
0
2
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(1
18
.0
) 
16
.5
 

8.
0 
半
赦
削
り
出
し
S
0
1
 
il
lb
層
最
下
層
土
坑
I
層
H
-
G
9
 

14
18
 
0
2
9
-
0
1
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

12
4.
5 

7
 3
 
4.
3 
半
赦
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
P
8
 

マ
キ
属

14
19
 
1
0
3
5
-
0
1
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(1
26
.0
) 

8.
0 

5.
5 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
K
1
2
 

14
20
 
0
6
4
-
0
1
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

13
6.
 7
 
6.
8 

6.
1 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
S
l
l
 

ヤ
ブ
ツ
バ
キ

両
端
部
を
出
柄
状
に
作
り
出
し
て
穿
孔

ー114|
 

14
21
 
1
0
3
3
-
0
2
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(1
40
.9
) 
太
さ
12
.0

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
K
1
2
 

丸
太
材
に
浅
い
溝
状
の
扶
り
込
み

14
22
 
1
4
8
0
-
0
1
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(4
9.
8)
 
太
さ
5.
8

先端
太
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層
上
面

E
-
Q
l
O
 

ヒ
ノ
キ
科

欠
損
部
焼
け

丸
材

14
23
 
1
4
8
1
-
0
1
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(4
1.
7)
 
6.
5 

4.
6 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
不
明

不
明

ヒ
ノ
キ
科

表
面
一
部
焼
け

14
24
 
1
0
1
6
-
0
3
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(5
7.
2)
 
(1
3 
0
)
 
6.
0 
四
分
割
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部
~
m
a
層
H
-
L
1
2
 

ム
ク
ロ
ジ

14
25
 
1
4
3
6
-
0
1
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(3
4.
 7
) 

15
 8
 
7.
8 
半
赦
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
S
1
2
 

ヒ
サ
カ
キ
属

14
26
 
1
4
7
9
-
0
2
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

35
.6
 

15
 2
 
(8
.6
) 
芯
持
削
り
出
し
S
0
1
田
層

E
-
S
1
2
 

ス
ダ
ジ
イ

刃
当
た
り
痕
有
り

14
27
 
0
2
6
-
0
1
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(2
19
.0
) 
(8
.0
) 

(
4
 5)
 
半
赦
削
り
出
し
S
D
I
川
層

E
-
R
8
 

14
28
 
0
1
9
-
0
3
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(
9
2
 2)
 

8.
0 

4.
0 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
T
1
3
 

ッ
プ
ラ
ジ
イ

14
29
 
0
2
2
-
0
1
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(9
9.
9)
 
(1
2.
1)
 
(
7
 5)
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
T
9
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節

14
30
 
1
0
2
6
-
0
1
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(1
31
.7
) 
11
.6
 

4.
0 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
I
層

H
-
L
1
3
 

14
31
 

0
2

1
~

0
3

 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(
8
8
 8)
 
(8
.4
) 

(
4
 7)
 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

E
-
R
8
 

ス
ギ

14
32
 
0
0
4
-
0
4
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

11
7.
9 

(5
. 
i)
 

3.
7 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
~i
ll
層

E
-
N
9
 

14
33
 
1
0
2
1
-
0
3
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(2
26
.2
) 
(
6
 7)
 

3.
0 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

H
-
A
9
 

14
34
 
0
0
8
-
0
1
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

1
9
0
 1
 
1
0
 7
 
5.
0 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
N
9
 

ス
ギ

14
35
 
1
0
2
3
-
0
2
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(
2
0
2
 6)
 
太
さ
10
.2

先
端
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層

H
-
J
l
2
 

全
体
2
/
3
焼
け

丸
太
材

14
36
 

o
s2

~
0

2
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

17
3.
0 
太
さ
10
.0

先
堵
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
W
l
O
 

丸
太
材

14
37
 
1
0
2
1
-
0
2
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(
1
9
3
 8)
 
太
さ
12
.8

丸
太
材

S
D
I
 
II
層

H
~

E
9

 
コ
ウ
ヤ
マ
キ

14
38
 

1
0

0
9

~
0

1
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(
2
0
4
 O)
 
太
さ
1
2
5
 

丸
太
材

S
D
I
 
Il
la
層

H
-
D
9
 

マ
キ
属

l・
1:
39
 
1
0
3
6
-
0
3
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(
1
8
8
 8)
 

9
 6
 
S
 0
 
四
分
割
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
la
層

E
-
Y
9
・
1
0



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

必
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
摩
さ

11
10
 
0
8
9
-
0
4
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(9
3.
0)
 
1
0
 5
 
2.
6 
追
柾
目

S
D
l
 
II
lb
層
F
部

E
-
P
l
O
 

14
41
 
1
2
0
-
0
2
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(
6
3
 0)
 

9
 0
 
3
 0
 
柾
目

S
D
1
 
il
lb
層

E
-
0
1
0
 

ス
ダ
ジ
イ

11
42
 
0
5
3
-
0
4
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(
8
3
 2)
 
(1
0.
3)
 
4
 0
 
板
目

S
D
I
 
ill
層
下
部

E
-
T
l
l
 

全
面
焼
け

14
43
 
1
4
3
5
-
0
1
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

3
9
 I
 
1
8
 S
 
3
 4
 
板
目

S
D
l
 
II
層
下
部
（
間
層
）

E
-
T
8
 

ス
ギ

表
面
中
央
部
焼
け

14
44
 
1
0
4
7
-
0
2
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(
7
8
 0)
 
(
1
7
 5)
 
3
 0
 
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
K
1
2
 

14
45
 
1
0
3
-
0
2
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(1
43
.1
) 
(1
1 
6
)
 
(
1
 7)
 
柾
目

S
D
I
不
明

不
明

シ
イ
属

表
面
一
部
焼
け

14
46
 
0
6
6
-
0
2
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

1
1
4
 3
 
21
 7
 
6
 4
 
柾
目

S
D
I
 
ill
層
下
部

E
-
S
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

14
47
 
1
0
3
0
-
0
2
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(
8
9
 2)
 
(
1
5
 7)
 
3
 6
 
柾
目

S
D
l
 
II
層

H
-
K
l
l
 

農
具
原
材
か

14
48
 
0
7
1
-
0
1
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(1
58
.4
) 
16
.5
 

5.
0 
板
目

S
D
l
 
Il
層

E
~

R
9

 
ス
ギ

14
49
 
0
6
2
-
0
1
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

2
1
6
 2
 
11
.5
 

4.
6 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
R
l
l
 

ッ
プ
ラ
ジ
イ

表
面
一
部
焼
け

14
50
 
0
8
5
-
0
1
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(2
37
 2
)
 
(1
2.
8)
 
(4
 6
)
 
追
柾
目

S
D
l
 
11
層

E
-
T
8
 

モ
ミ
属

14
51
 
0
7
0
-
0
3
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(2
55
.5
) 
10
.0
 

4.
5 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
T
9
 

ツ
ガ

14
52
 
1
0
4
2
-
0
1
 建
築
部
材
不
明
建
築
部
材

(3
62
.5
) 
(2
8.
9)
 
(6
.5
) 
板
目

S
D
l
 
il
lb
層

H
-
L
1
2
 

14
53
 
1
4
2
5
-
0
1
 木
樋

(4
3.
4)
 
7
 2
 
庫
さ
6
0
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層
最
下
層

H
-
H
l
O
 

ス
ギ

14
54
 
3
9
3
-
0
4
 木
樋

(1
3 
9
)
 
8
 4
 

1.
9 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
I
I
~
 III
層

E
-
T
1
3
 

ヒ
ノ
キ

|
 
115 1
 

14
55
 
3
1
3
-
0
2
 木
樋

(3
3.
9)
 
(
1
4
 5)
 

2
 4
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
左
岸
下
流
部

不
明

散
孔
材

14
56
 
0
3
7
-
0
2
 木
樋

(6
9.
2)
 
(1
4.
 7
) 

4
 4
 
半
歓
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
R
l
O
 

シ
イ
属

14
57
 
0
9
4
-
0
2
 木
樋

(7
3.
1)
 
(8
 9
)
 
高
さ
4.
4
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
T
8
 

ス
ダ
ジ
イ

14
58
 
0
7
3
-
0
2
 木
樋

(8
8.
5)
 
1
0
 0
 
4
0
 
半
赦
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
V
9
 

ヒ
ノ
キ

表
面
欠
損
部
焼
け

14
59
 
1
0
8
-
0
2
 木
樋

(1
64
.3
) 
11
.8
 
高
さ
(1
0.
3)
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
il
lb
層

E
-
0
9
 

シ
イ
属

片
端
部
接
続
用
に
作
り
出
し
か

14
60
 
1
3
8
3
-
0
6
 接
栓合
、把
補手
助
材
・
木
釘

(1
7.
0)
 
太
さ
13
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
E
9
 

ス
ギ

14
61
 
3
7
2
-
0
7
 接
栓合
、把
補手
助
材
・
木
釘

(1
3 
0
)
 
太
さ
0.
9

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
I
 a
層

E
-
N
9
 

ヒ
ノ
キ

14
62
 
3
4
1
-
0
8
 接
栓合
、把
補手
助
材
・
木
釘

(9
.9
) 
太
さ
1.
0

割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
I
 a
層

E
-
U
9
 

ヒ
ノ
キ

14
63
 
1
4
1
3
-
0
3
 接
栓合
、把
補手
助
材
・
栓
も
し
く
は
楔

A
 
2
5
 1
 
6.
3 

3.
2 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
B
1
0
 

ヒ
ノ
キ

14
64
 
1
4
1
3
-
0
4
 接
栓合
、把
補手
助
材
・
栓
も
し
く
は
楔

B
 
(2
1.
8)
 
3
 4
 
3.
4 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部
~
m
a
層
H
-
J
l
l
 

マ
キ
属

14
65
 
3
9
8
-
0
2
 接
栓合
、把
補手
助
材
・
栓
も
し
く
は
楔

B
 
26
.3
 
太
さ
5.
8

先
丸
端
太
材削
り
出
し
S
D
I
 
Il
la
層
壁
材
面

E
-
N
9
 

マ
キ
属

樹
皮
残
る

14
66
 
3
9
8
-
0
3
 接
栓合
、把
補手
助
材
・
栓
も
し
く
は
楔

B
 
22
.3
 
太
さ
5.
5

丸
太
材

S
D
I
 
ill
層

E
-
T
l
3
 

マ
キ
属

刃
こ
ぼ
れ
痕
有
り
（
写
真
参
照
）

14
67
 
3
7
0
-
0
9
 接
栓合
、把
補手
助
材
・
栓
も
し
く
は
楔

B
 
(1
5.
4)
 
太
さ
5
0
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
ill
層

E
-
T
1
3
 

シ
キ
ミ

14
68
 
3
7
1
-
0
3
 接栓
合
補
助
材
・

、
把
手

挿
押
入
千
型
の
留
具
か

A
l
 
(
1
0
 7)
 

6.
8 

2.
3 
追
柾
目

S
D
I
田
層

E
-
U
l
3
 

ヒ
ノ
キ

14
69
 
3
8
3
-
0
5
 接栓

合、
把補

手助
•材
・

挿
把
入
手
型
の
留
具
か

A
l
 
(1
1 
0
)
 
5.
0 

2.
7 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
Y
1
2
 

ヒ
ノ
キ

14
70
 
3
7
1
-
0
2
 接
栓合
、把
補手
助
材
・

挿
坪
入
千
型
の
留
具
か

A
l
 
21
.0
 

6
 8
 
2.
5 
柾
目

S
0
1
 
ill
層

E
-
U
1
3
 

ヒ
ノ
キ

14
71
 
3
7
1
-
0
6
 接
栓合
、把
補手
助
材
・

挿
把
入
千
型
の
留
具
か

A
l
 
1
9
 5
 
5.
7 

2.
2 
板
目

S
D
I
 
Ill
層

E
-
T
1
2
 

ス
ギ

14
72
 
1
4
1
8
-
0
6
 接
栓合
、把
補手
助
材
・

挿坪
入王
型
の
留
具
か

A
l
 
13
.5
 
頭
部
6
0
 
頭
部
(
4
0)
 
柾
目

S
D
I
 
I
層

H
-
N
1
3
 

ス
ギ



報
告
実
測
番
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器
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類

法
量
(
c
m
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木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
罪
さ

14
73
 
3
7
9
-
0
7
 接栓
合
補
助
材

、
把
手

挿押
人手
型
の
留
具
か

A
2
 
21
.5
 

8
 7
 
5.
5 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
T
l
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

14
74
 
3
8
5
-
0
1
 接栓
合
補
助
材
・

、
把
手

挿把
人千
型
の
留
具
か

A
2
 
(
3
4
 8)
 

太
さ
6
7
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
III
層

E
-
0
9
 

ヒ
ノ
キ

14
75
 
1
4
1
3
-
0
2
 接栓
合
補
助
材
・

、
把
手

挿杷
入千
型
の
留
具
か

B
 
1
8
 2
 
(4
 9
)
 

3
 6
 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
B
9
 

ス
ギ

14
76
 
1
4
1
8
-
0
2
 接栓
合
補
助
材
・

，
把
手

挿押
入手
型
の
留
具
か

C
 
1
9
 2
 
10
.7
 

3
 0
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
H
l
O
 

ス
ギ

14
77
 
1
4
1
8
-
0
4
 接栓
合
補
助
材
・

、
把
手

挿押
入手
型
の
留
具
か

C
 
1
4
 6
 
9
 4
 

1
 
9
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
A
l
O
 

ス
ギ

14
78
 
1
4
1
3
-
0
1
 接栓
合
補
助
材
・

、
把
手

挿把
入手
型
の
留
具
か

C
 
17
.2
 

8
 2
 
3.
2 
柾
目

S
D
l
 
II
層
下
部

H
-
M
1
3
 

ャ
プ
ツ
バ
キ

14
79
 
3
6
8
-
0
2
 接栓
合
補
助
材
・

、
把
手

挿把
入手
型
の
留
具
か

C
 
(3
0.
9)
 
1
4
 9
 
2.
4 
追
柾
目

S
0
1
 
III
層

E
-
V
l
3
 

ヒ
ノ
キ

14
80
 
:
3
0
8
-
0
4
 接
栓合
、把
補手
助
材
・

緊
縛
型
の
留
具

(3
4.
2)
 
2.
5 

0
 7
 
板
目

S
D
I
 
Il
lb
層
下
部

E
-
Q
9
 

環
孔
材

14
81
 
3
0
8
-
0
7
 接
栓合
、把
補手
助
材
・

緊
縛
型
の
留
具

1
2
 5
 
1
 
8
 

0
 8
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
R
l
2
 

ヒ
ノ
キ

14
82
 
1
3
4
8
-
1
4
 接
栓合
、把
補手
助
材
・

緊
縛
型
の
留
具

7
 6
 

1
 
9
 

0
6
 
板
目

S
D
l
 
II
層

H
-
B
1
0
 

ア
ス
ナ
ロ

14
83
 
3
7
7
-
0
2
 接栓
合
補
助
材
・

、
把
手

ソ
ケ
ッ
ト
状
木
製
品

7
 6
 
太
さ
4.
5

割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
I
 ~
I
I
層

E
-
W
l
4
 

ス
ギ

14
84
 
3
7
7
-
0
4
 接
栓合
、把
補手
助
材
・

ソ
ケ
ッ
ト
状
木
製
品

7.
2 

太
さ
3.
5

割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
0
1
0
 

ス
ギ

14
85
 
1
3
4
0
-
0
3
 接栓
合
補
助
材
・

、
把
手

ソ
ケ
ッ
ト
状
木
製
品

最
大
径
7.
8

高
さ
8.
1
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
Y
l
 1
 

孔
内
面
焼
け

14
86
 
1
4
4
1
-
0
1
 接
栓合
、把
補手
助
材
・
樹
皮
巻

5.
2 
X
 2
 7
 

樹
皮

S
0
1
 
II
層

E
-
0
9
 

樹
皮

—116ーー 14
87
 
1
4
4
1
-
0
2
 接栓
合
補
助
材
・
樹
皮
巻

3.
2 
X
 3.
2 

樹
皮

S
D
I
 
II
層
下
部

E
-
0
9
 

樹
皮

、
把
手

14
88
 
1
4
4
1
-
0
3
 接
栓合
、把
補手
助
材
・
樹
皮
巻

3.
6 
X
 2.
3 

樹
皮

S
0
1
 
III
層

E
-
N
9
 

樹
皮

14
89
 
1
3
4
2
-
0
6
 接
栓合
、把
補手
助
材
・
蔓
巻

径
6.
9

太
さ
0
9
 

蔓
S
D
I
 
Il
la
層
下
部

H
-
A
l
l
 

草
本

14
90
 
1
3
4
2
-
0
7
 接
栓合
、把
補手
助
材
・
蔓
巻

径
7.
2

太
さ
0
7
 

蔓
S
D
l
 
Il
la
層
下
部

H
-
A
l
l
 

草
本

14
91
 
4
1
2
-
0
1
 木
簡
・

(2
8 
0
)
 
(5
.0
) 

0.
5 
柾
目

S
D
l
 
II
層

E
-
X
l
l
 

両
面
墨
書
（
写
真
参
照
）

木
札
状
木
製
品

14
92
 
3
7
2
-
0
9
 木
簡
・

(8
.7
) 

3.
0 

0.
3 
追
柾
目

S
0
1
 
I
層

E
-
T
8
 

ヒ
ノ
キ

「
蘇
民
将
来
子
孫
門
也
」
墨
書

木
札
状
木
製
品

14
93
 
3
7
2
-
0
8
 木
簡
・

1
4
 5
 
3.
6 

0.
5 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
U
1
2
 

ヒ
ノ
キ

墨
痕
な
く
文
字
な
し

木
札
状
木
製
品

14
94
 
4
1
3
-
0
3
 木
簡
・

2
2
 I
 
2
 2
 
0.
4 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
V
l
O
 

ア
ス
ナ
ロ

木
札
状
木
製
品

14
95
 
1
3
4
0
-
1
3
 木
？
•
木
状
木
製
品

(1
1 
2
)
 
1.
7 

0
 3
 
板
目

S
D
l
 
II
層

E
-
Y
l
O
 

14
96
 
1
3
4
8
-
1
3
 木
↑
木
状
木
製
品

(
6
 1)
 

1.
6 

0
 2
 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
Y
l
O
 

ヒ
ノ
キ

14
97
 
1
3
4
8
-
0
4
 木
簡
・

15
.3
 
(2
.3
) 

1
 1
 
追
柾
H

S
D
l
 
II
層

H
-
C
l
O
 

ヒ
ノ
キ

木
札
状
木
製
品

14
98
 
1
3
4
0
-
1
4
 木
簡
・

(1
1.
2)
 
2
 7
 
0
 3
 
板
目

S
0
1
 
II
層
上
部

H
-
C
9
 

木
札
状
木
製
品

14
99
 
1
4
1
7
-
0
6
 木
？•
木
状
木
製
品

(1
5.
5)
 

4
 0
 

0.
8 
柾
目

S
D
l
 
il
la
層

H
-
A
l
O
 

ス
ギ

15
00
 
1
0
2
8
-
0
4
 杭
材

丸
杭

(1
54
 5
)
 
太
さ
9.
5

丸
太
材

S
D
l
 
ll
la
層

E
-
Y
1
0
 

15
01
 
1
1
7
-
0
2
 杭
材

丸
杭

(
1
0
9
 8)
 
太
さ
1
3
3
 

丸
太
材

S
D
l
 
II
層

E
-
T
l
2
 

ク
ロ
マ
ツ

樹
皮
残
る

15
02
 
1
0
1
0
-
0
1
 杭
材

丸
杭

(
1
1
5
 0)
 
太
さ
8
0
 

丸
太
材

S
D
I
 
TI
層
卜
剖
部
~
Il
la
層
H
-
L
l
l
 

マ
キ
属

15
03
 
1
0
1
0
-
0
2
 杭
材

丸
杭

(1
15
.6
) 
太
さ
7
2
 

丸
太
材

S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
L
l
Z
 

マ
キ
属

15
04
 
0
1
3
-
0
2
 杭
材

丸
杭

(1
02
 8
)
 
太
さ
8
6
 

丸
太
材

S
D
I
 
III
層

E
-
Q
l
O
 

15
05
 
1
1
7
-
0
3
 杭
材

丸
杭

(
9
6
 4)
 
太
さ
8.
5

丸
太
材

S
D
l
 
ill
層

E
-
Q
l
l
 

マ
キ
屈

樹
皮
残
る



報
告
実
測
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法
量
(
c
m
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木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

15
06
 
0
5
8
-
0
3
 杭
材

丸
杭

(
9
3
 I)
 
太
さ
8
8
 

丸
太
材

S
D
I
 
III
層

E
-
U
1
2
 

ッ
プ
ラ
ジ
イ

樹
皮
残
る

15
07
 
1
1
7
-
0
4
 杭
材

丸
杭

(9
3.
0)
 
9
 0
 
(3
.6
) 
丸
太
材

S
D
l
 
Il
lb
層

E
~

N
9

 
マ
キ
属

表
面
焼
け

15
08
 
0
4
6
-
0
2
 杭
材

丸
杭

(4
7.
0)
 
太
さ
6.
9

丸
太
材

S
D
I
 
III
層

E
-
U
1
2
 

15
09
 
1
1
0
-
0
4
 杭
材

丸
杭

(
5
4
 5)
 
太
さ
8
0

丸
太
材

S
D
I
 
il
lb
層

E
-
T
l
4
 

イ
ヌ
ガ
ヤ

15
10
 
0
4
8
-
0
5
 杭
材

丸
杭

(
5
9
 6)
 
太
さ
9.
3

丸
太
材

S
D
I
 
ill
層

E
-
S
1
1
 

マ
キ
属

樹
皮
残
る

15
11
 
0
4
2
-
0
2
 杭
材

丸
杭

(8
8.
6)
 
太
さ
8.
8

丸
太
材

S
D
I
 
III
層

E
-
R
l
l
 

マ
キ
属

樹
皮
残
る
欠
損
部
焼
け

15
12
 
1
0
0
5
-
0
3
 杭
材

丸
杭

(7
9.
4)
 
太
さ
9
7
 

丸
太
材

S
D
I
 
Il
la
層

H
-
D
1
0
 

マ
キ
属

15
13
 
1
2
3
-
0
1
 杭
材

丸
杭

(7
7.
3)
 
太
さ
7.
6

丸
太
材

S
D
I
 
II
層

E
-
R
l
l
 

マ
キ
属

端
部
焼
け

15
14
 
1
0
0
3
-
0
1
 杭
材

丸
杭

(7
5.
2)
 
太
さ
9.
5

丸
太
材

S
D
l
 
II
~J
ll
a
層

H
-
1
1
1
 

マ
キ
属

端
部
焼
け

15
15
 
0
9
0
-
0
3
 杭
材

丸
杭

(
7
5
 8)
 
太
さ
7.
2

丸
太
材

S
D
l
 
ill
層

E
-
Q
l
O
 

樹
皮
残
る
欠
損
部
焼
け

15
16
 
1
0
2
2
-
0
1
 杭
材

丸
杭

(6
9.
8)
 
太
さ
11
.9

丸
太
材

S
D
I
 
II
層
下
部
~
m
a
層
H
-
K
l
l
 

マ
キ
属

欠
損
部
焼
け

15
17
 
1
2
3
-
0
2
 杭
材

丸
杭

(6
7.
5)
 
太
さ
9
7
 

丸
太
材

S
D
l
 
ID
層

E
-
N
8
 

針
葉
樹

15
18
 
1
0
1
6
-
0
2
 杭
材

丸
杭

(6
4.
2)
 
太
さ
(1
0.
0)

丸
太
材

S
D
I
 
II
層
下
部
~
I
l
l
a
層
H
-
L
1
2
 

クリ

15
19
 
0
5
6
-
0
2
 杭
材

丸
杭

59
.7
 
太
さ
7.
7

丸
太
材

S
D
I
 
ill
層

E
-
S
1
1
 

マ
キ
属

欠
損
部
焼
け

15
20
 
1
0
0
6
-
0
2
 杭
材

丸
杭

(
6
9
 0)
 
太
さ
5.
0

丸
太
材

S
D
l
 
II
層
下
部
~
m
a
層
H
-
L
1
2
 

散
孔
材

樹
皮
残
る

|
 
117ー

15
21
 
0
9
2
-
0
3
 杭
材

丸
杭

(
7
2
 0)
 
太
さ
7.
3

丸
太
材

S
D
I
 
II
層

E
-
0
1
0
 

15
22
 
0
2
7
-
0
4
 杭
材

丸
杭

(
6
9
 3)
 
太
さ
(7
.9
)

丸
太
材

S
D
l
 
I
I
~
田
層

E
-
0
1
0
 

15
23
 
0
5
1
-
0
1
 杭
材

丸
杭

(6
8.
5)
 
太
さ
9.
2

丸
太
材

S
D
I
 
ill
層

E
-
R
l
l
 

マ
キ
属

15
24
 
0
2
7
-
0
3
 杭
材

丸
杭

(6
7.
9)
 
太
さ
8.
1

丸
太
材

S
D
I
 
ill
層

E
-
Q
l
O
 

針
葉
樹

欠
損
部
焼
け

15
25
 
1
2
1
-
0
5
 杭
材

丸
杭

7
7
 5
 
太
さ
5.
6

丸
太
材

S
D
I
 
il
lb
層

E
-
R
l
2
 

ク
ロ
マ
ツ

樹
皮
残
る

15
26
 
1
1
0
-
0
1
 杭
材

丸
杭

(7
1.
8)
 
太
さ
8
3
 

丸
太
材

S
D
I
 
III
層
中

E
-
S
1
3
 

マ
キ
属

15
27
 
0
7
7
-
0
2
 杭
材

丸
杭

(5
4.
2)
 
太
さ
7.
4

丸
太
材

S
D
l
 
II
層

E
-
S
1
2
 

欠
損
部
焼
け

15
28
 
0
3
9
-
0
2
 杭
材

丸
杭

(
4
4
 7)
 
太
さ
4.
9

丸
太
材

S
D
l
 
ill
層

E
-
T
1
3
 

カ
ヤ

樹
皮
残
る

15
29
 
3
9
5
-
0
4
 杭
材

丸
杭

(
4
8
 8
) 
太
さ
2.
3

丸
太
材

S
D
I
 
II
層

E
-
U
l
l
 

イ
チ
イ

15
30
 
3
1
4
-
0
4
 杭
材

丸
杭

(5
3.
5)
 
太
さ
2
2
 

丸
太
材

S
D
I
 
ill
層
上
面

E
-
S
8
 

ヒ
ノ
キ
科

樹
皮
残
る
端
部
焼
け

15
31
 
1
2
8
-
0
2
 杭
材

丸
杭

(
1
2
3
 3)
 
太
さ
3
6
 

丸
太
材

S
D
I
 
Il
lb
層

E
-
M
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
樹
皮
残
る

15
32
 
0
0
3
-
0
2
 杭
材

丸
杭

(6
9.
8)
 
太
さ
2.
4

丸
太
材

S
D
l
 
Il
lb
層

E
-
X
1
2
 

樹
皮
残
る

15
33
 
1
0
1
3
-
0
3
 杭
材

丸
杭

(
6
7
 8)
 
太
さ
3
9
 

丸
太
材

S
D
I
 
Il
la
層

H
-
-
A
l
l
 

樹
皮
残
る

15
34
 
1
1
1
-
0
2
 杭
材

丸
杭

(6
7 
6
)
 
太
さ
6
2
 

丸
太
材

S
0
1
 
ill
層

E
-
N
9
 

15
35
 
1
0
5
0
-
0
4
 杭
材

丸
杭

(
7
7
 4)
 
太
さ
3
2
 

丸
太
材

S
D
I
 
Il
la
層

E
-
Y
l
O
 

15
36
 

1
2

1
~

0
3

 杭
材

丸
杭

(
7
3
 3)
 
太
さ
4.
8

丸
太
材

S
D
I
 
ill
層
上
面

E
-
S
8
 

サ
カ
キ

樹
皮
残
る

15
37
 
1
0
7
-
0
-
1
 杭
材

丸
杭

(
1
4
7
 5)
 
太
さ
8
0
 

丸
太
材

S
D
I
 
III
層

E
-
Q
l
l
 

15
38
 
1
0
7
-
0
2
 杭
材

丸
杭

17
 4
.2
 
太
さ
S
1
 

丸
太
材

S
D
I
 
I
I
~
 Ill
層
刀
形
周
辺
E
-
N
9
 

マ
キ
属



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
星
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

15
39
 
1
0
7
-
0
3
 杭
材

丸
杭

(I 
98
.0
) 
太
さ
5
5
 

丸
太
材

S
D
I
 
III
層

E
-
N
9
 

15
40
 
1
0
1
3
-
0
2
 杭
材

丸
杭

(
9
9
 6)
 
太
さ
4
0
 

丸
太
材

S
0
1
 
II
Ib
層
最
下
層

H
-
J
l
l
 

サ
カ
キ

15
41
 
1
0
4
-
0
2
 杭
材

丸
杭

(1
06
.1
) 
太
さ
3
9
 

丸
太
材

S
0
1
 
Il
lb
層

E
-
Y
l
l
 

サ
カ
キ

全
面
焼
け

15
42
 
0
2
2
-
0
2
 杭
材

丸
杭

(1
13
.3
) 
太
さ
3
6
 

丸
太
材

S
0
1
 
II
層

E
-
W
l
2
 

マ
キ
属

15
43
 
1
0
5
0
-
0
3
 杭
材

丸
杭

(9
5 
9
)
 
太
さ
3.
3

丸
太
材

S
0
1
 
II
Ia
層

E
-
Y
l
O
 

樹
皮
残
る

15
44
 
0
6
8
-
0
3
 杭
材

丸
杭

(8
6 
0
)
 
太
さ
5
2
 

丸
太
材

S
D
I
 
III
層

E
-
T
l
 1
 

マ
キ
属

欠
損
部
焼
け

15
45
 
1
2
1
-
0
1
 杭
材

丸
杭

88
 9
 
太
さ
3.
4

丸
太
材

S
0
1
 
II
層

E
-
X
l
O
 

ア
ス
ナ
ロ

15
46
 
1
1
8
-
0
2
 杭
材

丸
杭

(6
1.
9)
 
太
さ
3
0
 

丸
太
材

S
D
l
 
II
Ib
層

E
-
T
l
4
 

マ
キ
属

15
47
 
3
9
8
-
0
1
 杭
材

丸
杭

52
 6
 
太
さ
5
0
 

丸
太
材

S
0
1
 
II
~I
II
層

E
-
Q
l
O
 

マ
キ
属

15
48
 
1
0
3
6
-
0
1
 杭
材

丸
杭

(1
72
.5
) 
太
さ
1
1
1
 

丸
太
材

S
0
1
 
Il
la
層

H
-
E
l
O
 

15
49
 
0
1
9
-
0
2
 杭
材

転
用
杭

(6
1 
0
)
 
1
2
 3
 
7.
1 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
III
層

E
-
R
1
2
 

クリ
一
部
焼
け

15
50
 
1
3
9
6
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

(
3
7
 3)
 
太
さ
1.
9

割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
Il
la
層
下
部

H
~

A
IO

 
マ
キ
属

15
51
 
1
3
9
6
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

.
 34
.6
 
太
さ
2
I
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
C
l
O
 

ヒ
ノ
キ

15
52
 
1
3
9
7
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

35
.2
 

1.
8 

I
 
3
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
L
1
2
 

ス
ギ

|
 
118ー

15
53
 
1
3
9
6
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

33
.9
 
太
さ
1.
6

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
G
l
O
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

15
54
 
1
3
9
6
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

30
.0
 
太
さ
2.
2

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
F
9
 

ヒ
ノ
キ

15
55
 
1
3
9
6
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

27
.7
 
太
さ
1.
6

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
C
l
O
 

ヒ
ノ
キ

15
56
 
3
1
1
-
0
6
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

28
.3
 

2
 I
 
1
 
0
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
III
層

E
-
P
8
 

ヒ
ノ
キ

15
57
 
1
3
9
6
-
0
6
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

26
.3
 
太
さ
2.
4

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
C
9
 

ヒ
ノ
キ

15
58
 
1
3
9
6
-
0
7
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

2
5
 5
 
太
さ
1.
8

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
0
9
 

モ
ミ
属

15
59
 
1
3
9
6
-
0
8
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

2
4
 1
 
太
さ
I5
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
A
l
l
 

ス
ギ

15
60
 
3
6
9
-
0
7
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

(2
3.
2)
 
(2
.2
) 

1
 
3
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
0
9
 

ス
ギ

15
61
 
1
3
9
7
-
0
6
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

2
0
.
3
 

1.
6 

0.
9 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
Y
l
O
 

ヒ
ノ
キ

15
62
 
3
6
9
-
0
8
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

(2
0.
6)
 
太
さ
15
 

割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層
下
部

E
-
P
l
O
 

ス
ギ

15
63
 
1
3
9
7
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

(3
9.
4)
 

2
 2
 
1.
2 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
C
l
O
 

ヒ
ノ
キ

15
64
 
3
6
9
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

3
6
 2
 
I
 
4
 

1.
1 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
W
l
O
 

ヒ
ノ
キ

15
65
 
3
4
1
-
0
7
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

(3
3 
6
)
 
太
さ
2.
6

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
R
l
l
 

ス
ギ

15
66
 
1
3
8
3
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

(3
0 
0
)
 
2
 0
 
1.
 
7
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
~

B
1

1
 

ス
ギ

15
67
 
1
3
4
8
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

15
 9
 

1
 
7
 

0.
8 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

E
-
Y
l
O
 

ヒ
ノ
キ

15
68
 
1
3
9
7
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

(
2
7
 4)
 

2
 2
 
1
 
2
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
下
部

H
-
H
9
 

ヒ
ノ
キ

15
69
 
3
4
1
-
0
9
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

(1
6.
 7
) 
太
さ
1.
7

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
I
 a
層

E
-
U
9
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

15
70
 
3
7
8
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

2
5
 3
 
2
 7
 
I
 
7
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
~

X
lO

 
ス
ギ

15
71
 
3
1
1
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

(1
8.
5)
 

1
 
9
 

I
 
8
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
Il
層
貼
石

E
-
Q
l
l
 

ス
ギ



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
庫
さ

15
72
 
1
3
9
7
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

21
.8
 

2.
2 

1.
2 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

H
-
C
l
O
 

ヒ
ノ
キ

15
73
 
1
3
9
7
-
0
7
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

(1
5.
9)
 
2
 4
 
1.
6 
割
材
削
り
出
し
S
D
.
1
 
II
層
上
面

H
-
M
1
2
 

ウ
ツ
ギ
属

15
74
 
3
7
4
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

33
.7
 
太
さ
1.
1

割
材
削
り
出
し
S
D
I
田
層

E
-
S
9
 

ヒ
ノ
キ

15
75
 
3
7
1
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

(1
6.
0)
 
太
さ
1.
4

丸
太
材

S
D
I
田
b
層

E
-
T
l
3
 

針
葉
樹

15
76
 
1
3
9
9
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

39
.2
 
太
さ
1.
8

丸
太
材

S
0
1
 
II
層

H
-
C
9
 

マ
キ
属

多
数
刃
当
た
り
痕
有
り

15
77
 
3
7
8
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

(2
9.
2)
 
太
さ
2.
2

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
田
層

E
-
T
l
O
 

マ
キ
属

15
78
 
1
3
9
9
-
0
7
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

先
尖
棒

32
.2
 
太
さ
2.
1

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
B
1
0
 

マ
キ
属

15
79
 
1
3
4
8
-
0
7
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
頭
棒

A
 
(1
3.
1)
 
太
さ
1.
8

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層
礫
敷
下
部

H
-
D
l
O
 

マ
キ
属

15
80
 
4
0
5
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
頭
棒

A
 
(1
9.
5)
 
太
さ
19
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
田
層

E
-
S
1
2
 

ヒ
ノ
キ
科

15
81
 
1
3
8
0
-
0
8
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
頭
棒

A
 
(2
4.
1)
 
太
さ
2
0
 

割
材
削
り
出
し
S
D
 1
 i
ll
b
層

H
-
E
9
 

ヒ
ノ
キ

15
82
 
3
8
3
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
頭
棒

A
 
(2
1.
8)
 
太
さ
5.
0

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
il
lb
層

E
-
T
1
5
 

ヒ
ノ
キ

ほ
ぼ
全
面
焼
け

15
83
 
3
8
3
-
0
6
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
頭
棒

A
 
(2
4.
0)
 
太
さ
5.
5

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
田
層

E
-
U
1
2
 

ス
ダ
ジ
イ

15
84
 
1
4
1
1
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
頭
棒

A
 
(6
6.
 7
) 
太
さ
3.
4

四
分
割
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層

E
-
Y
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

15
85
 
3
8
0
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
頭
棒

A
 
(5
0.
4)
 
太
さ
4.
5

先
丸
端
太
材削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
S
l
l
 

サ
カ
キ

15
86
 
3
8
3
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
頭
棒

A
 
(5
7.
0)
 
4.
5 

1.
8 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
田
層

E
-
S
1
2
 

ヒ
ノ
キ

欠
損
部
焼
け

|
 119ー— 15

87
 
3
2
9
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
頭
棒

A
 
(2
7.
 l
) 
太
さ
5.
8

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層
壁
材

E
-
P
9
 

ャ
プ
ツ
バ
キ

15
88
 
3
3
0
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
頭
棒

A
 
(7
.0
) 
太
さ
3.
7

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
il
la
層

E
-
T
1
3
 

シ
イ
属

15
89
 
3
2
1
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
頭
棒

A
 
(3
4.
0)
 
3.
5 

2.
4 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
N
8
 

カ
ヤ

15
90
 
3
1
2
-
1
0
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
頭
棒

A
 
(1
9.
8)
 
太
さ
1.
9

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層

E
-
T
1
4
 

ヒ
ノ
キ

15
91
 
3
8
5
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
頭
棒

B
 
(2
9.
2)
 
太
さ
10
.4

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
S
1
1
 

ス
ダ
ジ
イ

欠
損
部
焼
け

15
92
 
1
3
4
7
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
頭
棒

B
 
(2
1.
7)
 
3
 6
 

0.
5 
芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
il
lb
層

H
-
L
l
2
 

15
93
 
1
3
4
0
-
1
2
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
頭
棒

B
 
(1
3.
5)
 
2.
6 

1
 1
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
Y
l
l
 

15
94
 
4
0
5
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
頭
棒

C
 
(2
7.
4)
 
太
さ
1
1
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層

E
-
P
l
l
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

15
95
 
1
4
1
7
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
頭
棒

D
 
(
1
6
 1)
 

4.
1 

2
 4
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
A
1
2
 

ク
ロ
マ
ツ

15
96
 
1
3
4
8
-
1
0
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
頭
棒

D
 
(7
.9
) 

3
 3
 
1
 
0
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
I
層

E
-
D
8
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

15
97
 
3
9
5
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

袂
入
棒

(6
0 
0
)
 
(2
.3
) 

2.
5 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
III
層

E
-
V
l
l
 

ス
ギ

15
98
 
1
0
1
5
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

袂
入
棒

6
4
 8
 
3.
4 

1.
8 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
il
lb
層
最
下
部

H
-
1
1
0
 

15
99
 
3
 I
 I
 -
0
3
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

快
入
棒

2
3
 2
 
1
 
4
 

1.
3 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層
下
貼
石

E
-
Y
l
2
 

ヒ
ノ
キ

16
00
 
3
7
8
-
0
8
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

扶
入
棒

(2
1 
6
)
 
(2
 5
)
 
(1
.6
) 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

E
-
V
1
2
 

ヒ
ノ
キ

16
01
 
1
4
2
1
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

扶
入
棒

(2
4.
5)
 
(2
.2
) 

0.
8 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
I
層

H
-
A
l
l
 

サ
ワ
ラ

16
02
 
1
3
9
9
-
0
8
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

袂
入
棒

22
.9
 

1.
5 

1.
1 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層
上
部

H
-
G
9
 

ヒ
ノ
キ

16
03
 
3
6
9
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
孔
棒

(
3
2
 6)
 
太
さ
3
2
 

芯
持
削
り
出
し
S
0
1
 
III
層

E
-
T
1
3
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

16
04
 
1
3
9
9
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
孔
棒

(3
3.
0)
 

')
~

.'
) ~
 

I
 
0
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
A
l
O
 

ス
ギ



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
最
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

16
05
 
1
4
2
1
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
孔
棒

(1
8.
4)
 

1
 
9
 

0.
7 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
田
a
層

E
-
Y
l
O
 

ス
ギ

16
06
 
1
4
2
1
-
0
6
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
孔
棒

(1
6.
2)
 
2.
3 

0.
9 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
I
層

H
-
A
l
O
 

ヒ
ノ
キ

16
07
 
1
3
4
6
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
孔
棒

(3
6.
8)
 
太
さ
1.
8

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
G
l
O
 

16
08
 
1
0
2
9
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
孔
棒

(7
9.
1)
 
5
 7
 
3.
1 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層

E
-
Y
l
O
 

16
09
 
3
7
4
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

有
孔
棒

(4
2.
2)
 
2.
7 

1.
8 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
T
I
O
 

ス
ギ

中
央
部
に
円
孔
有
り
一
部
焼
け

16
10
 
4
1
3
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

箸
状
細
棒

(1
7.
4)
 
太
さ
0
5
 

割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
ill
層

H
-
Q
l
l
 

ヒ
ノ
キ

16
11
 
4
1
3
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

箸
状
細
棒

(
1
7
 0)
 
太
さ
0.
6

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

H
-
Q
l
l
 

16
12
 
4
1
3
-
0
6
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

箸
状
細
棒

(1
9.
4)
 
太
さ
0
5
 

割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
III
層

H
-
Q
l
l
 

16
13
 
4
1
3
-
0
7
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

箸
状
細
棒

(2
0.
5)
 
太
さ
0
6

割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
III
層

H
-
Q
l
l
 

16
14
 
4
1
3
-
0
8
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

箸
状
細
棒

(2
1.
0)
 
太
さ
0
6
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

H
-
Q
l
l
 

16
15
 
4
1
3
-
0
9
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

箸
状
細
棒

(2
4.
2)
 
太
さ
0
5
 

割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
III
層

H
-
Q
l
l
 

16
16
 
0
7
4
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

両
端
尖
棒

(9
0.
5)
 
太
さ
9
5
 

丸
太
材

S
D
I
 
II
層

E
-
R
l
O
 

マ
キ
属

欠
損
部
焼
け

16
17
 
0
0
8
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

両
端
尖
棒

1
9
5
 9
 
太
さ
10
.0

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
Q
l
O
 

マ
キ
属

中
央
部
を
細
め
て
握
り
部
と
す
る

16
18
 
1
3
9
9
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

(
3
3
 8)
 

2.
0 

1.
3 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
B
9
 

ウ
ツ
ギ
属

|
 120—ー 16

19
 
1
4
1
1
-
0
7
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

(2
6.
 7
) 

3
0
 

1.
2 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層

H
-
B
9
 

ス
ダ
ジ
イ

16
20
 
3
3
0
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

(5
4.
3)
 
太
さ
2.
6

割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
il
lb
層

不
明

16
21
 
3
6
9
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

5
0
 1
 
2.
9 

2
 l
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
I
C
層

E
-
V
1
2
 

ス
ギ

16
22
 
1
3
9
8
-
0
6
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

34
.0
 

4
 1
 
3
 2
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
上
層

H
-
0
9
 

ス
ギ

16
23
 
1
0
5
5
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

(7
0.
4)
 
太
さ
2
0
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
D
1
1
 

カ
ヤ

16
24
 
1
1
0
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

(6
5.
4)
 
太
さ
4.
0

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層

E
-
S
1
3
 

16
25
 
3
0
9
-
0
6
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

(2
8.
2)
 
太
さ
2.
0

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
ill
層

E
-
T
l
O
 

イ
ヌ
ガ
ヤ

16
26
 
3
6
9
-
0
6
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

25
.9
 
太
さ
2.
6

割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
ill
層
下
部

E
-
S
1
2
 

ス
ギ

16
27
 
1
3
9
9
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

(2
3.
6)
 
太
さ
3.
5

割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
C
l
O
 

マ
キ
属

16
28
 
1
3
9
9
-
0
9
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

(2
2.
9)
 
太
さ
19
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
H
9
 

ヒ
ノ
キ

16
29
 
3
6
9
-
0
9
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

(1
4.
9)
 
(l
 4
)
 
1
 
0
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
S
1
2
 

モ
ミ
属

16
30
 
3
8
0
-
0
6
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

23
.8
 
太
さ
4.
2

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
U
l
l
 

マ
キ
属

16
31
 
1
0
4
3
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

53
.8
 

5.
2 

6.
0 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層

E
-
Y
l
O
 

16
32
 
3
1
1
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

(3
7.
5)
 
太
さ
2
2
 

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
貼
石
下
部

E
-
V
1
4
 

ス
ギ

16
33
 
1
3
8
3
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

(3
4.
5)
 
太
さ
1.
7

割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
B
9
 

16
34
 
1
3
9
9
-
0
6
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

3
2
 8
 
太
さ
1.
9

害
1)
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
A
l
l
 

ヒ
ノ
キ

16
35
 
1
3
9
7
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

(2
4.
5)
 

2
 2
 
1
 
7
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H-
I-
-1
8 

モ
ミ
属

16
36
 
1

3
9

9
~

1
0

 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

(1
7.
7)
 
太
さ
2.
5

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層
最
下
部

H
-
L
l
l
 

広
葉
樹

16
37
 
3
7
8
-
1
1
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

(1
5.
7)
 

1.
9 

1
 
6
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
I
 a
層

E
-
U
9
 

ヒ
ノ
キ



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
原
さ

16
38
 
3
3
0
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

1
4
 8
 
太
さ
3.
0

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
N
8
 

マ
キ
属

16
39
 
1
4
1
7
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
棒
状
具

そ
の
他

(
4
 5)
 
太
さ
2
9
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
B
9
 

サ
ク
ラ
属

16
40
 
1
0
5
3
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

仕
口
付
き
板
材

70
.5
 

1
4
 6
 
2.
6 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
A
9
 

材
側
面
に
方
孔
を
開
け
小
板
と
木
栓
で
隣
材
と
接
合

16
41
 
1
0
5
3
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

仕
口
付
き
板
材

71
.5
 

10
. 
7
 
2
 6
 
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
Y
9
 

材
側
面
に
方
孔
を
開
け
小
板
と
木
栓
で
隣
材
と
接
合

16
42
 
1
4
2
7
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

仕
口
付
き
板
材

28
 6
 
(6
.9
) 

2.
0 
柾
目

S
D
l
 
II
層

H
-
A
9
 

ス
ギ

16
43
 
4
0
1
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

25
.2
 
(1
3.
0)
 
0.
9 
追
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層

E
-
T
1
4
 

ヒ
ノ
キ

16
44
 
4
0
1
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(3
1.
8)
 
(1
4.
4)
 
1.
3 
追
柾
目

S
D
I
 
Ill
層

E
-
S
1
1
 

モ
ミ
属

16
45
 
3
7
6
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

22
 0
 
(1
5.
6)
 
0.
7 
追
柾
目

S
D
l
 
il
lb
層

E
-
R
l
3
 

ヒ
ノ
キ

丁
寧
に
削
ら
れ
た
薄
板

16
46
 
3
7
5
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

26
.4
 
(
9
 0)
 

1.
1 
追
柾
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
R
1
2
 

ス
ギ

16
47
 
3
6
7
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(
2
5
 2)
 
(1
6.
 7
) 

l
 
8
 
追
柾
目

S
D
I
 
I
層

E
-
X
1
2
 

ス
ギ

16
48
 
1
4
2
5
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

53
.9
 

13
.4
 

2.
6 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層

H
-
C
l
O
 

ヒ
ノ
キ

刃
当
た
り
痕
有
り

16
49
 
3
8
6
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

3
3
 0
 
14
.3
 

2.
6 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
U
1
2
 

側
縁
部
に
木
釘
有
り

16
50
 
3
4
1
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(1
5.
6)
 
5.
8 

1.
1 
板
目

S
D
l
 
II
層

E
-
W
l
l
 

サ
ワ
ラ

16
51
 
3
9
7
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(4
8.
9)
 
9.
2 

1
 5
 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層
貼
石
上

E
-
R
l
l
 

正
方
形
状
に
4
個
の
穿
孔
有
り

16
52
 
3
8
6
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(4
1.
6)
 
19
.0
 

1.
3 
追
柾
目

S
D
I
 
ID
層

E
-
P
9
 

|
 

1
2
1
 
1
 

16
53
 
1
4
3
2
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(4
5.
9)
 
1
7
 5
 
2.
9 
板
目

S
D
I
 
II
層
上
面

E
-
X
I
O
 

ス
ギ

16
54
 
1
4
2
6
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

47
.3
 

11
.4
 

2
 l
 
追
柾
目

S
0
1
 
II
層
上
部

H
-
E
9
 

ス
ギ

16
55
 
4
0
7
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(5
9.
6)
 
(
8
 3)
 

1.
0 
追
柾
目

S
D
I
 
III
層

E
-
T
I
O
 

ヒ
ノ
キ

16
56
 
4
1
1
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(
5
5
 9)
 
(8
.7
) 

1
 
5
 
追
柾
目

S
D
I
 
ID
層

E
-
V
1
2
 

ヒ
ノ
キ

16
57
 
3
6
7
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(4
5.
6)
 
(1
0.
5)
 
1.
6 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
U
9
 

ス
ギ

16
58
 
3
1
2
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(1
6.
6)
 
(6
.4
) 

1.
2 
板
目

S
D
l
 
II
層

E
-
V
9
 

ス
ギ

16
59
 
3
6
7
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(2
4.
 7
) 
(1
3.
0)
 
(2
.8
) 
板
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
T
1
3
 

ス
ギ

表
面
2
/
3
焼
け

16
60
 
3
8
2
-
0
6
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(2
3.
6)
 
(
8
 3)
 

1
 
6
 
追
柾
目

S
D
l
 
ID
層

E
-
W
l
l
 

ヒ
ノ
キ

16
61
 
3
7
1
-
0
7
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

21
 3
 
5.
8 

1
 
0
 
追
柾
目

S
D
I
田
層

E
-
U
1
3
 

ア
ス
ナ
ロ

16
62
 
3
7
6
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(2
3.
9)
 
(
6
 9)
 

1.
0 
板
目

S
0
1
 
ID
層

E
-
R
9
 

ス
ギ

16
63
 
1
4
2
4
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(
1
9
 5)
 
(5
.9
) 

(1 
2
)
 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
Y
l
O
 

ス
ギ

16
64
 
3
7
6
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(
2
8
 4)
 
(
7
 4)
 
(0
 9
)
 
板
目

S
D
I
 
田
層

E
-
U
1
2
 

ス
ギ

16
65
 
3
7
0
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(2
0.
5)
 
5.
0 

1.
5 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
W
I
O
 

ス
ギ

16
66
 
3
7
0
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(
1
6
 0)
 
(
7
 0)
 

0.
9 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層

E
~

u
s
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

16
67
 
1
4
3
7
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(4
7.
3)
 
8.
6 

2
 7
 
板
目

S
D
I
 
I
層

H
-
A
l
O
 

ス
ギ

16
68
 
3
6
9
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(
3
8
 2)
 

5.
1 

1
 
6
 
追
柾
目

S
0
1
 
III
層

E
-
T
1
3
 

ヒ
ノ
キ

16
69
 
1
4
1
0
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(1
7.
9)
 

2
 9
 

1
 1
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
~l
II
層

E
-
S
9
 

別
材
挿
入

16
70
 
1
4
1
9
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(4
4 
0
)
 
5
 1
 
1
 
3
 
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
D
9
 

ス
ギ
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木
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り
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層
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地
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備
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番
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全
長

幅
厚
さ

16
71
 
1
3
4
8
-
0
6
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(9
. 
7)
 

3.
0 

0
 8
 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
B
1
0
 

ヒ
ノ
キ

16
72
 
3
7
8
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(3
9.
5)
 
(3
.6
) 

1
 
0
 
追
柾
目

S
D
I
 
III
層

E
-
T
1
2
 

サ
ワ
ラ

16
73
 
1
3
4
0
-
0
6
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

1
8
 5
 
(3
.1
) 

1.
3 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
H
l
O
 

16
74
 
3
7
8
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

34
 1
 
(3
.6
) 

1
 
6
 
板
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
S
1
2
 

ヒ
ノ
キ

16
75
 
3
7
0
-
1
1
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(
2
6
 8)
 

5.
0 

1.
0 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
Q
l
l
 

ス
ダ
ジ
イ

16
76
 
3
7
6
-
0
6
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(1
9.
1)
 
(3
.5
) 

0
9
 
追
柾
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
S
l
l
 

サ
ワ
ラ

16
77
 
1
4
1
6
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

19
.0
 
(4
.7
) 

0.
9 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
E
l
O
 

ヒ
ノ
キ

表
面
1/
2
焼
け

16
78
 
3
7
0
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(2
1.
0)
 
(5
.4
) 

0.
8 
板
目

S
D
I
田
層

E
-
U
1
2
 

ス
ギ

16
79
 
3
7
8
-
0
6
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(2
1.
5)
 
(3
.8
) 

0.
8 
板
目

S
D
I
 
III
層

E
-
T
1
2
 

サ
ワ
ラ

別
材
挿
入

16
80
 
1
4
2
4
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(3
0.
5)
 
(4
.0
) 

1.
7 
板
目

S
D
l
 
il
la
層

H
-
J
l
l
 

ヒ
ノ
キ

16
81
 
1
4
1
7
-
0
9
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(1
8.
 l
) 

5.
5 

1.
0 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層

H
-
A
l
 

サ
ワ
ラ

16
82
 
3
7
2
-
0
6
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(2
1.
6)
 
(4
.2
) 

(1
.1
) 
板
目

S
D
l
 
田
層

E
-
U
1
3
 

ヒ
ノ
キ

16
83
 
3
1
2
-
0
6
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(1
6.
0)
 
2.
8 

1.
1 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
S
1
0
 

モ
ミ
属

補
修
孔
有
り

16
84
 
1
4
7
1
-
1
9
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

径
(1
0.
6)

1.
1 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層

H
-
A
l
 

ス
ギ

二
個
一
対
の
円
孔
が
周
縁
に
め
ぐ
る

|
 

122
-ー

16
85
 
3
9
7
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(4
2.
2)
 
20
.3
 

(
3
 5)
 
追
柾
目
so
_ 
n
層

E
-
Y
1
2
 

16
86
 
0
7
5
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

柄
付
板
材

4
9
 7
 
19
.4
 

3.
7 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
T
l
O
 

ヒ
ノ
キ

16
87
 
1
0
4
3
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

柄
付
板
材

(5
9.
9)
 
16
.4
 

2.
3 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
M
1
3
 

両
端
部
に
出
柄

16
88
 
4
0
7
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

柄
付
板
材

(2
9.
8)
 
25
.3
 

4.
8 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
S
1
2
 

16
89
 
1
3
5
2
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

柄
付
板
材

(1
8.
0)
 
4.
4 

0.
8 
追
柾
目

S
D
I
 
il
la
層

H
-
A
l
O
 

ヒ
ノ
キ

16
90
 
1
3
5
2
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

柄
付
板
材

(1
5.
5)
 
4.
8 

1.
0 
板
目

S
D
I
 
Il
la
層

H
-
A
l
O
 

ヒ
ノ
キ

16
91
 
3
8
2
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

25
.2
 

11
.8
 

1.
9 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層
下
部

E
-
R
9
 

ヒ
ノ
キ

16
92
 
1
4
2
6
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

32
.4
 

5.
9 

0.
9 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層
下
部
~
I
l
l
a
層
H
-
B
9
 

ヒ
ノ
キ

16
93
 
3
8
6
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

28
.6
 

15
.8
 

1.
9 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層

E
-
U
l
l
 

16
94
 
3
8
6
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

19
.1
 

13
.1
 

2.
0 
追
柾
目

S
D
l
 
ID
層

E
-
U
1
3
 

16
95
 
3
7
5
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

43
.5
 
(
9
 4)
 

1.
1 
追
柾
目

S
D
l
 
III
層

E
-
Q
l
O
 

ス
ギ

16
96
 
1
3
5
2
-
0
6
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

(9
.5
) 

9
 5
 
0
6
 
追
柾
目

S
0
1
 
II
層

H
-
A
l
O
 

ス
ギ

側
縁
の
一
端
を
厚
く
削
り
出
す

16
97
 
1
4
2
5
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

15
.9
 

13
.0
 

1.
5 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層

H
-
A
l
2
 

ス
ギ

16
98
 
1
4
2
7
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

14
.2
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.8
 

2.
5 
板
目

S
D
l
 
II
層

E
-
Y
l
O
 

ヒ
ノ
キ

16
99
 
3
4
9
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

(2
0.
0)
 
10
.0
 

1.
2 
柾
目

S
D
I
 
il
la
層

E
-
N
9
 

クリ

17
00
 
3
3
0
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

(2
6.
0)
 
9
0
 

1.
2 
追
柾
目

S
D
I
 
il
la
層

E
-
T
l
3
 

ス
ギ

脚
付
き
曲
物
の
脚
部
の
可
能
性
有
り

17
01
 
1
4
2
2
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他
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.3
 

34
.7
 

1.
4 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
C
l
O
 

ス
ギ

17
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3
7
5
-
0
7
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

(2
6.
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(5
.2
) 

1.
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追
柾
目

S
D
I
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層

E
-
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3
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ノ
キ

17
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1
4
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0
-
1
2
 不
明
品
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板
状
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そ
の
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(6
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板
目
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D
I
 
II
層

E
~
X
•
Y
9

・
1
0
ス
ギ
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原
さ

17
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1
4
7
0
-
1
3
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

19
.6
 
(7
.9
) 

0
6
 
追
柾
日

S
D
I
 
I
層

H
-
B
1
1
 

ヒ
ノ
キ
属

17
05
 
3
8
6
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

(
4
3
 9)
 
10
.5
 

1.
2 
追
柾
目

S
D
I
 
III
層

E
-
R
l
l
 

欠
損
部
焼
け

17
06
 
4
0
4
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

(5
4.
5)
 
14
.3
 

1.
3 
柾
目

S
D
I
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層

E
-
N
9
 

モ
ミ
属

17
07
 
1
4
3
4
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

48
.3
 
(8
.8
) 

1.
3 
板
目

S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
L
1
2
 

ス
ギ

17
08
 
3
8
4
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

(6
0.
9)
 
(
8
 9)
 

1.
0 
板
目

S
D
I
 
il
lb
層

E
-
P
I
O
 

17
09
 
4
0
1
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

(3
8.
6)
 
(1
6.
3)
 
3.
5 
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層

E
-
S
1
3
 

コ
ナ
ラ
属
ク
ヌ
ギ
節
片
面
緩
や
か
な
湾
曲
有
り

17
10
 
3
8
2
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

31
.9
 

10
.0
 

2.
9 
追
柾
目

S
D
l
下
流
左
岸

不
明

ス
ギ

17
11
 
1
4
2
7
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

22
 6
 
(7
.6
) 

I
 
6
 
板
目

S
D
I
 
I
層

H
-
K
1
3
 

ス
ギ

17
12
 
1
4
1
6
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

(2
2.
3)
 
(6
.5
) 

1.
2 
板
目

S
D
I
 
II
層

H
-
D
l
O
 

ス
ギ

17
13
 
3
7
6
-
0
7
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

(4
9.
1)
 
(6
.6
) 

(1
.5
) 
板
目

S
D
I
 
II
層

E
-
T
9
 

ス
ギ

17
14
 
4
0
6
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

47
.0
 

18
.5
 

1.
6 
板
目

S
D
I
 
il
la
層

E
-
T
1
3
 

17
15
 
4
0
8
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

(
5
7
 3)
 
11
.8
 

2.
1 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

E
-
U
l
l
 

ヒ
ノ
キ

17
16
 
1
4
0
4
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

径
(3
7.
4)

3.
2 
追
柾
目

S
D
I
 
fi
lb
層

H
-
C
l
O
 

タ
プ
ノ
キ

片
面
刃
当
た
り
痕
底
板
状
の
も
の
か

17
17
 
4
0
0
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

3
0
 6
 
17
.4
 

2.
1 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層
下
部

E
-
U
l
2
 

シ
イ
属

17
18
 
1
4
7
2
-
0
6
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

(2
3.
5)
 
14
.6
 

1.
3 
柾
目

S
D
I
 
fi
lb
層
礫
敷
下
部

H
-
F
l
O
 

ス
ギ

ー123— 17
19
 
0
6
8
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

(1
03
.0
) 
21
.0
 

3
 1
 
追
柾
目

S
D
l
 
ill
層

E
-
T
l
2
 

ヒ
ノ
キ
科

側
面
一
部
焼
け

17
20
 
1
2
5
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

(9
1.
1)
 
(
2
4
 7)
 
(3
.2
) 
柾
目

S
D
l
 
il
lb
層

E
-
W
1
2
 

ク
ス
ノ
キ

17
21
 
1
2
5
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

(
5
8
 5)
 
(1
8.
9)
 
2.
3 
板
目

S
D
l
 
Ill
層

E
-
U
1
3
 

ム
ク
ロ
ジ

17
22
 
4
0
4
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

38
.7
 

12
.5
 

4.
2 
追
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層

E
-
T
1
3
 

ヒ
ノ
キ

表
面
1/
2
焼
け

17
23
 
1
0
0
3
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

(6
2.
8)
 
(8
.7
) 

(
2
 1) 
板
目

S
0
1
 
Il
lb
層

E
-
Y
l
O
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

17
24
 
4
0
1
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

(2
5.
2)
 
(
l
o
 1)
 
1.
7 
板
目

S
D
I
 
ill
層

E
-
T
l
l
 

ヒ
ノ
キ

17
25
 
1
0
1
5
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

72
.5
 
(1
5.
5)
 
(I 
2
)
 
板
目

S
D
I
 
II
層
井
泉

H
-
M
l
2
 

薄
板

17
26
 
1
4
2
5
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

(2
5.
8)
 
13
.4
 

1.
6 
板
目

S
0
1
 
II
層
上
部

H
-
1
1
0
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

17
27
 
1
2
7
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

87
.0
 

15
.0
 

4
 7
 
柾
目

S
D
I
 
II
~i
ll
層

不
明

ム
ク
ロ
ジ

17
28
 
1
0
5
6
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

(
9
7
 0)
 
(
1
9
 0)
 
6.
0 
柾
目

S
D
I
最
上
流
石
組

H
-
N
1
4
 

ク
ロ
マ
ツ

17
29
 
1
0
3
7
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

有
孔
板

(9
0.
2)
 
12
.9
 

3.
8 
板
目

S
0
1
 
Il
la
層

E
-
Y
l
O
 

小
刀
状
工
具
と
鈍
に
よ
る
仕
上
げ
方
形
孔
に
栓
有
り

17
30
 
3
7
2
-
1
2
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

そ
の
他

径
6
6

1
 
0
 
柾
目

S
D
I
 
I
 a
層

E
-
S
1
1
 

ヒ
ノ
キ

17
31
 
1
3
4
8
-
1
5
 不
明
品
・
残
材
板
状
具

柄
付
板
材

7
 1
 
5.
8 

0
 5
 
柾
目

S
0
1
 
Il
la
層

H
-
A
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

17
32
 
1
4
2
8
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

2
6
 2
 
1
3
 8
 
4.
6 
半
歓
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
E
9
 

サ
ク
ラ
属

17
33
 
1
4
2
8
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
2
2
 9)
 

8.
9 

4
 9
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
£
9
 

ス
ギ

17
34
 
3
2
2
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

3
6
 9
 
4
 3
 
1.
0 
追
柾
目

S
0
1
 
III
層

E
-
T
l
2
 

ヒ
ノ
キ

17
35
 
3
7
7
-
0
7
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(2
9.
5)
 
5.
5 

2
 0
 
半
歓
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
0
9
 

ヒ
ノ
キ

表
面
3/
4
焼
け

17
36
 
3
6
6
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
1
3
 0)
 

8
 0
 
1.
3 
柾
目

S
D
I
 
III
層

E
-
T
9
 



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

出
最
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

17
37
 
1
4
1
7
-
0
7
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(1
8.
 7
) 

(
3
 0)
 

1
 4
 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
L
1
2
 

ヒ
ノ
キ

線
刻
状
の
文
様
有
り
糸
巻
腕
木
か

17
38
 
0
7
2
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

3
8
 2
 
5
 I
 
2.
7 
柾
目

S
D
l
 
II
層
下
部

E
-
S
l
O
 

17
39
 

1
4

2
2

~
0

4
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(2
9.
3)
 

4
 0
 

2
 3
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

H
-
L
1
2
 

ッ
プ
ラ
ジ
イ

17
10
 
3
7
1
-
0
9
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(1
9.
3)
 
4
 3
 

I
 
0
 
板
目

S
D
 1
 II
I
層

E
-
V
1
2
 

ス
ギ

17
41
 

1
4

2
1

~
0

2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(2
4.
6)
 

4
 4
 

1.
6 
柾
目

S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
B
1
1
 

ヒ
ノ
キ

17
42
 
1
3
4
0
-
1
0
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(1
3.
3)
 
3
 6
 

1.
4 
板
目

S
D
1
 
II
層

H
-
J
l
l
 

別
材
挿
入

17
43
 
1
3
9
8
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
2
9
 5)
 

3
 3
 

1.
3 
板
目

S
D
l
 
11
層
下
部

H
-
G
9
 

ヒ
ノ
キ

17
44
 
1
3
9
8
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(2
8.
2)
 

2
 9
 

1.
1 
板
目

S
D
l
 
II
層
上
部

H
-
C
l
O
 

ヒ
ノ
キ

17
45
 
3
7
2
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(1
3.
8)
 
2
 5
 

0.
4 
追
柾
目

S
D
l
 
I
 a
層

E
-
U
8
 

ス
ギ

17
46
 
3
7
2
-
1
5
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(1
4.
9)
 
(2
.2
) 

0.
6 
柾
目

S
D
l
 
III
層
下
部

E
-
W
l
l
 

針
葉
樹

17
47
 
1
3
8
6
-
0
7
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(1
5.
0)
 

2
 3
 

1.
1 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層

H
-
A
l
 1
 

ヒ
ノ
キ

17
48
 
3
7
9
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

7.
5 

(8
 6
)
 

2.
7 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
W
l
O
 

ヒ
ノ
キ

組
合
せ
部
材

17
49
 
3
8
5
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
8
 4)
 

5.
5 

3.
0 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
la
層

E
-
M
8
 

ス
ギ

17
50
 
3
8
0
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

1
9
 9
 
4.
8 

2.
6 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
貼
石
下

E
-
0
1
1
 

ス
ギ

欠
損
部
焼
け

-12
4
ー

17
51
 
1
3
9
7
-
0
8
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(2
4.
9)
 

4.
1 

2
 7
 
半
歓
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
下
部

H
-
I
l
l
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節
表
面
一
部
焼
け

17
52
 
1
4
9
1
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

31
 6
 
11
.8
 

4.
9 
半
赦
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
-
S
1
2
 

サ
ワ
ラ

17
53
 
3
7
8
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(3
3.
2)
 

3.
1 

1.
6 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

E
-
S
9
 

ス
ギ

片
端
部
円
孔
逆
端
部
に
出
柄
有
り

17
54
 
3
7
1
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(1
5.
8)
 

5
2
 

2.
6 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
N
層

E
-
T
1
2
 

ク
ス
ノ
キ

端
部
焼
け

17
55
 
1
3
5
2
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
1
7
 0)
 

4.
8 

2.
8 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
B
9
 

ス
ギ

1
7
5
6
 
1
4
0
3
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(1
1.
4)
 

4
 5
 
3
 5
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
C
l
O
 

ス
ギ

17
57
 
1
3
4
0
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(9
.5
) 

3
 8
 
4
 3
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
層

H
-
I
l
l
 

17
58
 
1
4
2
8
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

19
.9
 

7
 3
 
3.
1 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
~

B
1

0
 

ス
ギ

17
59
 
1
4
0
3
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
1
9
 2)
 
(4
 2
)
 

5
 0
 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
不
明

不
明

ヒ
ノ
キ
科

17
60
 
3
1
2
-
0
8
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(1
0.
 7
) 

(
3
 3)
 

1
 1
 
柾
目

S
0
1
 
II
層

E
-
V
l
l
 

ス
ギ

17
61
 
3
8
3
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(3
8.
5)
 
4
 0
 

2
 4
 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
I
 b
層

E
-
U
1
3
 

ス
ギ

17
62
 
1
4
2
1
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(3
9.
0)
 

2
 8
 
(
3
 4)
 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
Il
la
層

H
-
A
9
 

ヒ
ノ
キ

17
63
 
1
4
1
1
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
4
0
 O)
 

3
 7
 
1
 
3
 
追
柾
目

S
D
I
 
Il
la
層

H
-
K
1
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
別
材
挿
入

17
64
 
1
3
9
8
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(4
0.
 7
) 

5
 0
 

2.
6 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層
下
部

H
-
J
l
l
 

ヒ
ノ
キ

欠
損
部
焼
け

17
65
 
1
3
9
8
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(4
1 
5
)
 
3
 8
 

1.
9 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

I
I
-
B
9
 

ス
ギ

17
66
 
1
3
9
8
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(3
6.
2)
 

4
 3
 

1.
8 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
B
l
O
 

ス
ギ

17
67
 
3
7
9
-
0
8
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(3
6・
1)
 
(4
 9
)
 

3
 0
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
Q
8
 

ヒ
ノ
キ

表
面
1/
2
焼
け

17
68
 
4
0
5
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

2
5
 6
 
3
 ,j 

3
 4
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
I
層
上

E
-
V
l
O
 

ヒ
ノ
キ

17
69
 
1
4
2
3
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

軸
3
3
0
 
2
 4
 

1.
8 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
L
1
3
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
組
合
せ
部
材
紡
織
関
係
遺
物
か



報
告
実
測
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法
量
(
c
m
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木
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り
等

層
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地
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樹
種

備
考
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全
長

幅
}'f-
さ

17
70
 
1
4
2
3
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

24
.5
 

(
4
 6)
 

3.
8 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
Ia
層

H
-
A
l
O
・
l
l
 
コ
ウ
ヤ
マ
キ

17
71
 
1
4
0
6
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
2
8
 3)
 

9.
3 

4
 4
 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
I
層

H
-
C
l
l
 

ス
ギ

柄
孔
有
り

17
72
 
3
8
0
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
2
9
 8)
 
(
4
 5)
 

4
 5
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
下
部

E
-
R
9
 

モ
ミ
屎

17
73
 
3
8
1
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(1
4.
1)
 

3
 8
 
2.
6 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

E
-
X
9
 

ヒ
ノ
キ

何
ら
か
の
柄
か

17
74
 
3
7
7
-
0
8
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(2
5.
2)
 
7
 3
 
3.
0 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
表
土

E
-
S
1
8
 

ス
ギ

17
75
 
3
8
9
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
3
8
 6)
 

9
 1
 
6
 5
 
芯
持
削
り
出
し
S
0
1
 
Il
la
層

E
-
P
l
O
 

17
76
 
1
4
0
1
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
1
6
 0)
 
太
さ
8
4
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
1
 
II
Ia
層

H
-
A
l
O
 

ヒ
ノ
キ

17
77
 
1
4
1
6
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(1
5.
5)
 
(I 
I
 
2
)
 
(3
.0
) 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
Il
lb
層

E
-
Y
l
O
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

17
78
 
1
3
4
8
-
1
7
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(8
.6
) 

1.
6 

0.
5 

S
0
1
 
Il
lb
層

E
-
Y
l
O
 

タ
ケ
亜
科

17
79
 
1
3
5
2
-
0
8
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(1
3.
 7
) 

7
 8
 

2
 5
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
Ib
層

H
-
C
9
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

17
80
 
1
4
2
4
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

13
.2
 

5.
9 

l
 7
 
追
柾
目

S
D
l
 
II
層

H
 

ス
ギ

17
81
 
3
2
9
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

6
 4
 

6.
3 

1.
4 
板
目

S
0
1
 
Il
lb
層

E
-
M
9
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節

17
82
 
4
0
4
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(2
2.
5)
 
9
3
 

5
 4
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
U
9
 

サ
ク
ラ
属

17
83
 
1
4
8
4
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(3
9.
 7
) 

12
.7
 

6.
0 
四
分
割
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層
上
面

E
-
Q
I
O
 

モ
ミ
属

欠
損
部
焼
け

17
84
 
1
3
3
1
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

52
.4
 
太
さ
1
0
3
 

四
分
割
削
り
出
し
S
D
l
 
il
lb
層
最
下
層

H
-
J
l
O
 

クリ
何
ら
か
の
未
製
品
か

|
 

12
5 ,l_ 

17
85
 
3
9
0
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(5
2.
3)
 
6.
5 

2
 5
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
la
層

E
-
T
l
3
 

1
7
8
6
 
1
3
5
1
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(2
9.
5)
 
5
 1
 

4
 3
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
H
l
O
 

ア
ス
ナ
ロ

17
87
 
3
8
0
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
3
8
 4)
 
太
さ
4.
8

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
N
9
 

ク
ロ
マ
ツ

17
88
 
1
4
8
1
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

32
.9
 

5
 4
 
3
 8
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
R
1
3
 

ス
ギ

17
89
 
1
4
0
0
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(6
.4
) 

太
さ
5
1
 

割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
下
部

H
-
J
l
l
 

ス
ギ

17
90
 
3
2
7
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
1
9
 3)
 
太
さ
4.
5

丸
太
材

S
0
1
 
III
層

E
-
X
l
2
 

ヤ
マ
グ
ワ

17
91
 
3
7
5
-
0
8
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
9
 5)
 

4
 4
 

1
 
3
 
板
目

S
D
I
 
Ill
層

E
-
S
1
2
 

ス
ギ

17
92
 
1
3
4
0
-
0
9
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
I
O
 I)
 

3
 8
 

1
 
5
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層
上
部

H
-
H
9
 

17
93
 
3
7
0
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
1
5
 6)
 
(5
.2
) 

0.
9 
追
柾
目

S
D
I
 
III
層

E
-
T
l
3
 

ス
ギ

17
94
 
3
0
8
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

23
.1
 
太
さ
I3
 

割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
ill
層

E
-
T
l
3
 

ス
ギ

非
常
に
精
巧
な
作
り

17
95
 
1
4
1
7
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

1
0
 7
 
太
さ
4
5
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
lb
層

H
~

G
lO

 
イ
ヌ
ガ
ヤ
属

17
96
 
3
7
7
-
0
5
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(1 
,.
0)
 

5.
0 

2
 0
 
追
柾
目

S
D
I
 
ill
居

E
-
S
1
2
 

シ
イ
属
？

欠
損
部
焼
け
側
縁
部
片
側
に
刻
み

17
97
 
1
3
8
6
-
0
6
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

1
8
 0
 
4.
4 

-り
り-
板
目

S
0
1
 
II
層
最
下
部

H
~

C
lO

 
ヒ
ノ
キ

形
状
的
，
こ
ぱ
輪
，
が
ん
し
き
型
田
下
駄
て
あ
る
か
非
常
，
こ
丁
寧
な

作
り

17
98
 
3
7
8
-
1
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
1
3
 ,)
 

~.
3 

1
 
8
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
Y
l
2
 

ヒ
ノ
キ

17
99
 
1-
-1
17
-0
3 
不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
1
5
 8)
 
(2
.0
) 

'.2 
0
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
lb
層
下
層

l
l
-
L
1
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜

r~
,

18
00
 
1-
-1
16
-0
--
1 
不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
1
5
 3)
 
(
5
 i")
 

(
3
 0)
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
11
層

H
-
A
9
 

ヒ
ノ
キ
科

18
01
 
1
3
9
9
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(1
2 
0
)
 

3.
8 

l
 
S
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
li
lb
層

H
-
G
9
 

ヒ
ノ
キ

裏
面
一
部
焼
：
t

18
02
 
37
--
1-
0-
-1
 
不
明
品
・
残
材
そ
り
他

33
 0
 

3.
3 

I
 
S
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
lb
層

E
-
Q
1
2
 

モ
ミ
属

［
具
痕
穎
著



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
原
さ

18
03
 
1
4
2
1
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(2
1.
2)
 
2.
3 

1.
9 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
C
9
 

ス
ギ

18
04
 
1
4
2
3
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(2
3.
4)
 
4
 8
 
1.
9 
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
~

A
9

 
ム
ク
ロ
ジ

18
05
 

1
3

4
8

~
1

1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
7
 0)
 
(
2
 3)
 

1.
9 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
内
sz

H
-
M
1
2
 

ケ
ヤ
キ

18
06
 
3
1
2
-
1
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
8
 4)
 

1.
8 

1
 
7
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
V
l
l
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

18
07
 
1
4
1
0
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

26
.5
 
太
さ
1
2
4
 

芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
J
l
l
 

マ
キ
属

刃
物
に
よ
る
刻
み
は
一
見
す
る
と
人
面
様

18
08
 
3
9
4
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

6
3
 1
 
11
.6
 

5
 1
 
半
敢
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
R
8
 

刃
当
た
り
痕
有
り
別
材
挿
入

18
09
 
1
3
5
1
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

42
.1
 
(1
0.
8)
 
3.
2 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
lb
層
下
層

H
-
M
1
3
 

ヒ
ノ
キ

18
10
 
1
3
2
0
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

19
.4
 

14
.2
 

1.
4 
追
柾
目

S
D
I
 
il
lb
層

H
-
D
1
0
 

ス
ギ

全
面
焼
け
（
年
輪
部
焼
目
美
し
い
）

18
11
 
1
2
1
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(7
6.
3)
 
4
 6
 
4.
6 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
T
9
 

ス
ギ

18
12
 
1
4
8
3
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(6
0.
2)
 
(5
 0
)
 
3
 8
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
il
lb
層

E
-
U
1
3
 

ヒ
ノ
キ

18
13
 
0
8
3
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

11
1.
8 

(9
.8
) 

4
 0
 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層

E
-
S
1
1
 

ス
ギ

18
14
 
1
4
3
6
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(2
6.
5)
 
15
.1
 

4
 3
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層

H
-
D
1
0
 

コ
ウ
ヤ
マ
キ

全
面
焼
け

18
15
 
1
0
5
1
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

91
.2
 
(1
3.
8)
 
2.
1 
柾
目

S
D
I
 
il
la
層

H
-
B
9
 

方
形
盤
状
の
も
の
か

18
16
 
1
0
2
8
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

69
.5
 

7.
5 

3.
0 
追
柾
目

S
D
I
 
II
層

H
-
F
9
 

|
 

12
6 1
 

18
17
 
0
5
4
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
6
2
 5)
 
(1
1.
2)
 
2.
4 
板
目

S
D
I
 
ID
層

E
-
S
1
2
 

18
18
 
1
4
8
4
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(5
1.
0)
 
(1
3.
4)
 
(
4
 0)
 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
P
9
 

ヒ
ノ
キ
科

全
面
焼
け

18
19
 
1
4
8
4
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

40
.3
 
(8
.7
) 

(3
.6
) 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ID
層

E
-
U
1
2
 

ク
ロ
マ
ツ

18
20
 
1
4
8
7
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(3
5.
4)
 
(7
.8
) 

3.
1 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
III
層

E
-
S
1
1
 

ス
ギ

18
21
 
1
4
0
9
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(2
1 
8
)
 
9
4
 

6.
4 
半
赦
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
1
1
1
 

コ
ナ
ラ
属
ク
ヌ
ギ
節

18
22
 
4
0
4
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(2
5.
6)
 
(5
.9
) 

2.
3 
追
柾
目

S
D
l
 
Ill
層

E
-
T
1
3
 

ヒ
ノ
キ

18
23
 
1
4
9
1
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(4
5.
6)
 
(1
2.
5)
 
5.
4 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
R
1
2
 

ス
ダ
ジ
イ

表
襄
面
一
部
焼
け

18
24
 
1
1
0
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(6
7.
5)
 
(6
.9
) 

(3
.5
) 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
Il
la
層

E
-
N
8
 

18
25
 
1
0
1
6
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
5
2
 5)
 
(
2
0
 0)
 
(7
.0
) 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
lb
層
最
下
層
土
坑
H
-
G
9
 

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
節
農
具
原
材
か

18
26
 
1
4
0
8
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

5
4
 8
 
(1
3.
5)
 
4.
8 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
H
9
 

モ
ミ
属

18
27
 
1
4
3
5
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(5
4 
2
)
 
9.
2 

6.
8 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
il
la
層

H
-
D
9
 

ケ
ヤ
キ

18
28
 
1
4
2
9
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

48
.2
 
(1
4.
8)
 
7.
0 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
D
1
0
 

ヒ
ノ
キ
属

18
29
 
4
1
1
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(4
8.
6)
 
(
1
0
 7)
 
3
 4
 
板
目

S
D
l
 
II
層
．

E
-
V
9
 

ヒ
ノ
キ

表
面
全
面
焼
け

18
30
 
3
9
6
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

5
7
 6
 
5
 5
 
3.
0 
半
赦
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
V
1
2
 

ヒ
ノ
キ

18
31
 
1
3
1
6
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(1
7.
5)
 
4
 5
 
1.
0 
柾
目

S
0
1
 
II
層
下
部

H
-
L
1
2
 

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

18
32
 
3
3
1
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(1
7 
2
)
 
(
9
 8)
 

1
 
4
 
追
柾
目

S
D
I
 
il
la
層

E
-
N
9
 

クリ

18
33
 
1
4
1
2
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(1
5.
 7
) 
太
さ
3.
7

芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

H
-
A
9
 

ム
ク
ノ
キ

18
34
 
1
3
8
0
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(2
7.
5)
 
(2
.4
) 

I
 
2
 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層
上
部

H
-
F
l
O
 

ス
ギ

18
35
 
1
3
4
5
-
0
1
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
3
4
 6)
 
(
4
 7)
 
(2
.7
) 
割
材
削
り
出
し
S
0
1
 
II
層
下
部

H
-
M
1
2
 

欠
損
部
焼
け



報
告
実
測
番
号

器
種

分
類

法
量
(
c
m
)

木
取
り
等

層
位

地
区

樹
種

備
考

番
号

全
長

幅
厚
さ

18
36
 
1
4
2
9
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

26
.4
 
太
さ
7.
7

丸
太
材

S
D
I
 
II
層

E
-
T
9
 

マ
キ
属

18
37
 
1
3
5
2
-
0
9
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(
1
5
 4)
 
7.
7 

5
 3
 
芯
持
削
り
出
し
S
D
l
 
il
lb
層
礫
敷
下
部

H
-
G
l
O
 

イ
ヌ
ガ
ヤ

18
38
 
3
9
8
-
0
4
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

22
.2
 
太
さ
6
3
 

丸
太
材

S
D
I
 
II
層

E
-
U
1
2
 

マ
キ
属

18
39
 
1
4
0
7
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(4
7 
0
)
 
8
0
 
3.
8 
割
材
削
り
出
し
S
D
l
 
II
層

E
-
X
•
Y
9

・
1
0
ヒ
ノ
キ

18
40
 
1
0
6
0
-
0
2
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

48
.8
 

1
3
 2
 
9.
8 
芯
持
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

H
-
M
1
2
 

ク
ロ
マ
ツ

樹
皮
残
る

18
41
 
1
2
5
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(6
2.
8)
 
7.
9 

3.
6 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
II
層

E
-
U
9
 

サ
ク
ラ
属

18
42
 
0
6
0
-
0
3
 不
明
品
・
残
材
そ
の
他

(9
0.
4)
 
(5
.5
) 

(3
.4
) 
割
材
削
り
出
し
S
D
I
 
ill
層

E
-
S
1
1
 

18
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-
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S
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S
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ÌIIIII□

口
＼
ぃ
＊

¥‘ 

[
＇
，
じ

”

・

・

,

 .
.
 • 

ヽ

．

．

＇

，
 

．．． 
，
 

ー

，`
 
，
 
＼
 

ヽ

＼
 

f
 

＼
＼
 

I

'

／

（

＼

口

＼

，

I I 

I I 

I

-

-

／

、

I
I
,＇
|
|
|
_
1

．

ー

＼

I
＇|

ー

[:III
□

I¥_/

乙

--~462 • ーニ'.60 ぇ
゜

第36図槽(457~462) (1 : 4) 

-164-



/~i111,1|-11/­

¥（

l

/

 

り
H
J
,
＇L
I
d
_
几
り
り
＂
い

191/rl叶
い
d
ー

し

11,
＇’

1
,
＇I
I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

 

ー
，

1
ー＇ー＇ーーリいいい口いげい

Ii,191

11\~ 

)
／
□

□

ロニ↑-I-
―
 

州

ー

1
!
/
／
ロ
ニ

464

―― 

ーニ
1
1
1
1
1

{~~>

✓ 

✓ , 

＇ ＇ 

第37図槽(463~469) (1 : 4) 

-165一



I 
I 

470 

：ヽ＇，/．9 

C 
I -― ー、-~ —--~~ 
I 

--

----
I I 

----ー、-~-

ー- -----
: l 

I 

＇ 

口， 
I -=--=~ ------

--

--- 472 

り

r|__ 

',＇
， 473 

¥
‘
_
l
Wー

バ
日
目
＼

戸ーー］ 一ー—
ゾ ・ーー・ー・

'-=c=— 

ーニー~ニー
—こ-ごミヽ

--—­/-

~\ 

， 

＾ 
/'"つ;~tr: 

~— 
L--

口＝＝戸〗一

ご 474

）
 
475 

゜471 

第38図 槽(470~475) (1 : 8) 

-166-



ロ□

ロ478

贔

476 

//° 
第39図槽(476~480)

(1 : 4) 

-167-



I口／
-

I I 
I I 
I I 

\>',,',,,_____ _ 
苅：こここ――¥ITTi丁了IITT丁而こ

’、、‘、‘‘‘‘‘‘

I 
ー．．． 

↑
l
|＇_ 

、、、、

ー

ー

I

I

 

＼
 

1

1

5

 

I

I

 

8
 

＼
 

1

4

 

ヽ
[、、三ロロ／』

ハー
l

|

_

＼
`
>

ヽ

＇， 

'
／
ー
ロ
、ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ー

＼
 

ー
ー
ー

＼
 

ー

ー

ー

I

I

 

I
I
I
I
I
 

：笙
l
-

＝＝＝＝-＝＝＝＝-―――惹．，

,,,,,--------''', 

I 

-:1~,~;-;;, □'"ー
I 

I 
I 
I 

I 
＼ 

＼ 
I 

I / 
¥ I 
¥ I 
¥ I 
ヽ

ヽ ヽ、ミ¥/
I 

‘‘ ‘‘ 
- 482 

-c~:~-1~~1 
苫======---—-三―~483

0 20 cm 

□□9 五三ヲ? 486 □ ~7 』
王三ラフ 492 3

 

ロ
ロ
ロ
ロ
ニ
ロ
—

|
1ー
ミ
、

4
9

1
|
|
_
1
|
＇ーニ：＇

第40図盤（481 ~493) (1 : 4) 

-168-



0---~,m I 11 II) II~ 
ー，.'''"'一..• I 

~I ,._ ✓~.II I II II U I :1 

・ ご二二＿— 二

’’ 

,'==二:： I 11 l1 I I 

口ニニ□〗
） ー ニ

,-、-------------------------~ ヽ

495 I I l¥ ,,(;} ('-----.--------~ 

498 

I 496 

---—て- -:---二二：— -一--·~ど―ーヘ、 一

- - - -------

~~\~ 
I 

jl', :~-Ji ..  
I 

499 

□-□ 0 500~50220~ 

501 

:
札
り
＼
口
，
＇

血
：
＇

第41図盤・箱(494~502) (1 : 4) 

-169ー



503 

5
 ゜
5
 

＼
 

[/7 

、‘

‘
、
`
｀
‘
、‘‘

ヽ
ヽ

、

、

‘

‘

＼

ヽ

ロ
ニ
ロ

一

ー

I

‘

、

‘

‘

ー

ー

ー

／

ー

ー

＼

、

‘

‘

‘

ー

1

1

ー

L,'

I
I
I
I
.
'
 

ヽ ヽ

V'，ー
1
ー

'

,

_

＇

|

1

1
＇ 

＇ 

511 

第42図 箱・高杯・杯・椀・桶(503~511) (1 : 4) 

-170ー



第43図不明剖物(512~516)

＼ 

＼ 

¥ 
r I 
r -'---＼ , 

---、)
＇ヘ一

¥、

----------==-----

~ 

I'  
I I 
ヽ

-171-

- -
―一

-
513 

w 

516 

20cm 

(1 : 4) 



ー

．．
 
＇ 

ー

ー

,' 

ー

I
 

ー

I
 1

1
,
7
 

，
 5
 

I

I

 

I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 ＼ 
I
 8

 

口
い
〗5

1
三

>

~-~J.~, 
n
5
2
 

ロ

a ウヽ

520 

------

"'--------~-ノ
-- --

。~- ----~-- ------、---- --
- - -

I 

, __ _ 

．． ヽ
＿ ＿｀  

--- -

゜

自
且
且
B',、 9

.D s23 

：
バ
罰
仰
研
l

|／
／
'
肌
門
ー
皿
闊
昌
刈

524 

／、ごニニニ、9、,'521
乙：I 工〉

0 20 cm 「―-7―: ---, -~--~-- ----- 1 

第44図 不明剖物・漆器椀・「四方転びの箱」 (517~524) (1 : 4) 

-172-



•一--­‘‘ .--— ー----一

--~. - --→  

ー、ー-—-・-·
, - -―_・>  -------一

- -- ---——- _ •• • —— 
・ー.--. - — • -— -・ • ― < -—- --—•一- ---、

I 
- . - . 

I'o  ;'  

525 

＼ 

.. ・ ヘ
＼ 
／ 

ノ＼―.)

•o 

r
-
|
_
ニ_＿

1
詈

526 

-------s---:c_==-三三三二~--
-- - - --

0
-
I
 

534 

,`//／/、
/
:
5
3
5

＇ ＇ 
I 

ー. -----—• 一 I 

- -
••, I 

--• 一―- ------- ＼ ------,------ --- ---------
―-・---- ---------乙グロ

--—ぐ‘---
-- -~ —- —了—―---- ~ ーア ．一

I 

旦 「―---

7lーi
・
＇

527 

8
 
2
 

？
＃
ク
ラ
芝
多
1
l

ぃ

5

，
 

£り／ー/
/
4
5
2

9蓼参/／著
530 

,29必蓼ジ、
ID 531 

I 

iユ

1i I 
ii : 
/ I 

/l I 

l_~~~ ニ～ー y----―|

ー

6
 
3
 
5
 

n
し
一
[
ぃ

―ヽ―――-＝＝-――――――――-＝-―-宇-＝-＝＝--=＝言巨い

I =---~ 
0 --- -- ----•~ 三__'>---三／ー一
ぃ口~ / 
ー、—―ご~-=

I 

0:1 

(r~ 

一

＇！ー
IIr_
532 

＼ ＼ ＼ 

~
‘
＼
芯9
i
3
3
5
 

11 

I I 

537 

口：I
ー

キ
¥
≪
レ

／
 

//>

l

ヽ

f
l
 

{

}

[

～

l

 

名「；>
＼ 

'・,、~.:·> ゞ、．．・，．・／／

ぅ>(..
、

'・_./  
I _ .. ・ ヽ・./ •• 

~ ー-・・~ 

1,n11 
8
 
3
 
5
 

9
9

り
"HII

20 cm 

第45図 「四方転びの箱」 ・紐結合箱(525~538) (1 : 4) 

-173-



L三戸ーニ
バ
〗
い
し
{
_
_
_
l
l

539 

IL ー―

_-―
― 

、
)
，
-
＿

し
'
,
'
-
—

ヽ

，
 ＇ ヽ) 

ヽ

/’‘、

＇ 
9
9
 
‘’
 
＇ 
-
＇
,
 

>','

4-

ニ
ー
＿一、`

心

I 
I 

I 

540 

―― 

_
1ー1
/
—
\
＼
し
＼
八
＼
し
―
―
〗

-
i
-

＇，
1

＿

-

l

 

l

l

-

l

.

l

 

＇ 

i

l

 ―― 

ー

じ

ll

d

l

 

ヽ`
,

I
I
I
I
lし
1

_

⇒

I
 

ー

．
 

|

|

|

9

'

．

1

|

,

＇
_

,

_

o

,

'

.

.

1

.

1

 

•• 

．
 

,．

e
 

．
 ．
 

．
 

＇ 

'

,

9

ー

＇ 

,
 

•• 

,
 

t

冑
，
＇
•
|
ー
•
9
,
．
．
．
|
＇
，

ロ
ー
ー1

1ー

1
1
:
I
I
•
I
I
I
j
i

"-二--］二響蓼戸三髯霞躙r_-_

543 

―I I 

I I 
！ 

＇ 

I 

I 

,＇ 
I I 

I I 

ーニニニ三===三三~--
‘‘‘‘ 、ヽ＇
‘‘ 

0 15cm 
I I I ―， Tーナ — ---—寸

い--I 544 
こ巳？曇贔r~ 鬱疇m

第46図 連結箱・曲物(539~544) (539~542は1: 4、その他 1: 6) 

-174-



--_-_-_-_--------------_-_-_-_―ーー------~ヽ 545 

こ こ――ーーコ

＇ ＇ 

二

こ
546 

□

日ぃ

栢

//--
--

',, __ _ 

コー:~―;7 

:
'
—
―
―
―
・

_
•
l
'直9
9
5
4

I
-

畠

I

I

I

I

 

I

I

I

 

I

I

 

＇ ＇
 

＇ ヽ
ヽ

り：I
I

゜
I I I I I I 

---
549 

201cm 

—-

--~ 

550 

゜
15cm 

第47図 曲物(545~550) (550のみ 1: 6、その他1: 4) 

-175一



>

III,1
/＇ 

＼
し
人
ー

¥
＼
＼
 

[
 

n
:
＇い

ク
（

ta 5 □ 一

•”” 

•-::.• ― 

2
 
5
 
5
 
口',

ー

ー

介

＼

IIIIII]

!1~-

←―--y-
ロニニニコ

553 

0 _30cm 
I I - ; I I I - I 

,＇ ー
,' 
I
 

口ーーU’’j
-

□
 

cO 

／三
I 

込=-~=~\.:S, 鳥~麟~:
0 20 cm 
トー・ T I C T ; --- I ----, -- I 

第48図曲物(551~557) （上段1: 6、下段1: 4) 

-176-



＼
 

9
,
 

＇ 

30 cm 

＼
 

ヽ
脅‘‘ヽヽ

9

9

 

色・[
_
J
:＇

~ --←こ――
,,_-! →―,， '1== 564 

--"-i.._J 'I  
’’ 

ーーロ冒雪三疇―~:
560 

565 

563 
20cm 

第49図曲物(558~565) (558は1: 6、その他1: 4) 

-177-



I 
I 
I 

I 
I_ 

O
>

j 
,, 
II 

’’ 
: ~ 追

, JJ/,66 

，
 

6
 
5
 

I

I

I

!

1

U

 

，
 
，
 

&==s~-
~ 言~~567

・シ
：＿言蒙ぬ

頂言言亭 568

I 
,'~--

I 
I 

／
 

／
／
 

l
 

＇ 

,
9
 

' 

三言： 570 

駆三言

／
＼
 》゚

'la 
571 

572 

憚□ー一ーロニ~573
20cm 

第50図 曲物(566~573) (1 : 4) 

-178-



ーーI::~-
--~ ー こ~~一戸-二~ここう

574 

I 
／ こ ,,,, 

ぎ鬱~ミ芦醗、一戸亨疇鴫ぅ-_:-,

580 

こ＿こ―
~ ー＿＿

575 

,l,
＿一■

―
9;~,c999 

‘‘ 

~--

一三疇：：
576 

, 
／ 

I 

- -'  
I 

, I 

丑□□□三□
、 577

>

ニこ鳳叫
581 

こ
グ
~
1
|
!
|
l
,

．,
9

,' 

¥ ¥  I'11 

,-、-~
ごこに~-~~ーーニ

583 

n"
凸

ー

＼

ー

＼

/’'‘ 
|,＇̀
 

9

,

 

＇ 

578 

--
579 

9 ―--------
，，,,-----

::'ii奎二ご―こ5 &.'\""-~,~~..: ー：

584 

口ノ

／
 

[
 

□

¥
¥
M
(
'
 

スニニ 二
585 

20 cm 

第51図 曲物(574~585) (1 : 4) 

-179-



、
‘
‘
‘
と~
9

ー

1

999’’||_ 

口~~-~7一
~! 

1 
,86 

---587 
に．ー3

0 15 cm 
一＿―-ー 590

¥~ /----/----~J)589 :／ 9/ 
|―― ,''I  591 ::i,:: 一』豆 59258~I 夏二予~:ご――~J ::~ 奎奎三三応

• />/
71)595 

9》

〇「ー・:~, ， == 593 : ーユ攣“”“”／犀疇鴫庸

こ―:IWIIIP.rllltlllf, 雀~594

t~ 
~\、

ぃ／ー：
> ~97~:~:

599 
ー・

: : ー、

二，BJ-,、
20 

I I e:22: こ＿―：:JllllllllJ 

こ.<':c'"ヱー

596 

第52図曲物(586~601) (586~587• 593~594は1: 6、その他 1: 4) 

-180ー



~,~ 蠍~\\\'ll\\\\\\\\\\\\\\%Th\i こごご
606 _ 

ロニー
1

3
 ゜

"

＂

―

ー

―

-i-

~Il/ll16 
i

ヽ
—
|ク

4

“
 
“

，

ー

し

“

,

1

'

1

1

'

 

一

ー

一

／
 

_
1
_
1
|
|
|
-

,＇’ ヽヽ‘

j
 

ク

l
o
 

”
 

ク

ン

一ン

一
ン
シ
9

」
一

/',’IIJlJo 

／
 

。

,

9

,

 

／
 

贔9

h

-

r
 

'

n

o
 

゜
40 cm 

歪
多
季
垂
W
=＝＝＝-一玄言，り ，ロ

、ヽ 610

8
 

—,c -
L
6
 

‘, 
,--
--
607 

-― 

一

浸鬱誓~笏膚／／”彦覧
611 

゜
第53図曲物(602~612) (602~603は1: 8、その他1: 4) 

-181-



こ 1/llllllllllllllllllllllllllllllli/馴訓7111111/llllll/lllll/llll/111llIIJJJ
613 

616 

~ 笏亥咳ア~彦~ー／／彦~彦`
619 

口

nlllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll間1111111111111111111111111111四四

617 

,lllllOIIIIIIIIIIII IIII I Ill I IIIII I I I 111111111111111111 llli圃皿皿陀ご―ーゴ
620 

614 
9饂I皿lllillllilllllillilWlllilllllll冒1111:111111111諷1111『1111馴闘町冒直

615 

ご凰冒Iii『11111111111111///lllll///lllll/i疇111///llllllll『111/tニ――
618 

町言町1111111圃II閏i¥lllllllllllllilliJJlJ応1111111111111111111111ililllilJ 
621 

~ ノグ!)////(≪fr/II,依'M'l,1/ル##((/;"l/(///l(/Wi72Zi,624 

゜
20cm 

622 螂云響巡、＼＼＼＼＼輻＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼饂~\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\~曾＼＼＼＼＼幽幽 623

第54固曲物(613~624) (1 : 4) 

-182-



~
 

＇ 

ー

~
~
 

‘ヽ
 

ヽ
ヽ

629 

//(ー］へ、

I: I J 

竃 7{,犀肱fl/4倣1疇瓢疇二直―-641 

弓。

<llllll/lll/ll//lll//111 /lllllllllll/1/IIIIIIII I皿皿芝 642

|

|

 

ヽ

二~辰夢犀~雇wn瓢~尋~今 ご瓜＼＼巡＼＼＼＼＼＼＼＼＼巡¥¥¥¥¥¥冒¥1¥¥¥¥11¥11瓢 ¥1¥¥¥1¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥言疇 ：： llllliillllllllllllllllllll/1111疇言llllllllllllll/11111111111111111111 ―ユ畑肌'Ill/Ill/,胤枷Iii謳甦瓢鵬di/~疇鴫625 _ _ -~626 627 628 

二こ雰摯、蠍＼＼＼＼＼＼澤~~~蠍~\\\~\~~~囀
632 

二：~書了可可冒輩屑Ill鼠見l!ll:llll111l0l冒｝ 仰雷／倣励＇倣／／倣1/111/2靡1///1/!!J/IIJ厭1•1111•似嘉鳳 町而而圃間11111111111111¥lllllllllllllllllllllllllllllllll皿皿皿楓 こて只置瓢1¥¥¥¥¥1¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥Th¥¥¥¥1冒冒-633 634 635 _ 636 

‘、¥

~: ―― i 

) : 

四ここ真IITIり 1 川 1111 月 lliffi1匹~:. こ忽彦慶彦多~員言言言｝ ：こ~鯛鯛／靡／／伽鷹加1/i///i,靡／／雇1/)/2雇加謳り
637 638 639 

第55図曲物(625~644)

ヽヽ

I 

—. I ， 
I 

ヽ

I ヽ

， I 

:: 644 

゜
10:j cm 

(1 : 4) 

-183-



,'~("-三:- --I¥) :-1, 

I -

l i ii_ 
I _・, 7 _(7 __ (1□（ 

! ,I~ —、~~---~-~又--
'! ~~-~ こ=~~ ー：~こ、一い」） ~647 648 649 650 651 
~ 

-- /』 If--1 __ ( 

ーゞ一
1(1'  

- - Qllllllljjj!lllllillllllllil匹:ー: ~~-=- l!llllliilllITillIDrlfnffilUI —ー：
罰¥¥¥¥鴫I呵1111¥lV>ここ ~ 三霞こここ ：： ll1l1lilamJllコ―:655 65~- 657 658 --653 654 

~--

--6/／662/663-664-□ 665 

-）  

"-~ こ―-680 ~ こ了681巳二睾―
0 20cm —: : 676 ―‘ここ677~~ —~6 7 8 ~ 宣ご:679 

~~- ---¥―== 652 
---

5
 
7
 
6
 

6

八ハロ
□

□

い□

い
＼
‘
一

[
 

密二674
第56図曲物(645~682) (1 : 4) 

-184-



エコ／；一，プ江― --
<i¥1¥1¥11叫鴫疇鴫曹こ： ここ：屡、露、、澤饂、＼＼＼心こ 丁―ニ--~—~--- ここNIIIIRil鴫,

684 685 686 687 

683 -

三
こ：：：{!/; 冗召笏グ／ル｝グ1//11/1/1/,松／似Iり，1;J//ll(/IT/il11,乃7r/lrrl1/I:――_-: ― 

688 

I 694 

ーニU!J/lllll/llJ.幽瓜／鷹1/11/,雇 ：：饂lllllllllllllllllllllll¥1¥l¥¥¥¥¥¥lllllil¥¥11¥II¥I¥疇川 ―＿直瓢l¥111111111¥1¥¥1饂口

690 691 692 

, ✓ 
, 

こ馴llllllllll冒瓢三｝ ―二疇言1/alm/i雷/1) ~~ 皿7JJJ8〇
✓ 

ここ賢瓢憫鼎＼憫煕ヽ

ご響言屑Ill戸11JJll ここ雙』Iii鳳1111• ここ~亭ジ ここ-—戸やl 二llll¥l¥llllllll¥ll¥11疇苧
700 701 702 703 

こ直1111闘1111111111冒a 704 ここ訓訓1111111111111!11111/IITl!ll>

゜
705 

ト一戸Tc--,----~]肝 (1 : 4) こ―5蛮霊応詈翠饂塁善'706 ニ疇叡勿ガー肱 707 ご：日瓢璽ml¥708 二賃量璽置薗~709

第57図曲物(683~709)

-185-



710 
8llllllll1lilli: = 711 —---~ 軍：― 712 □雲-~: 713 

，
 

7
 

ー
ー
ニ

8
 

」

7
 

u
-7 

~
 

7
 u-

6
 

↑
 7
 

-

[

 

,
1
,

＇ 

,

1

 

_

＇

,

 

-- --
1バ ／ク

、`

＇ 
．
 

／
↑
ーI
I
I
~□
見

1

-

1

 

ー

ー

I
 

＼

ー

ー

ー

ー

9

1

 

9

9

ー，

1
＇1
し

1

1

・

・

ー

ノ

ー

l

)

 

.
,
.
,
．
|
ー
_
|
ノ
~
_
|
＇
’
~
’

＇ 
＇ 

＇ 

,1'’ 
f
 

1

1

9

日
'
l
"
uヽ

‘, 
I

-

、

.'-/ 
, i,1 

¥ II 
―――714¥  

，＇ 疇三言

—:: 720 二/!fl翡，｛，い/;trig屑/ii似//1『//!『ご
721 

—:＿ー 727 、、 728
｀ヽ‘マ •~v

ヽ

~ 立： 722 ここ匹雹Z璽疇aこ―― 723 曇'J1/Dlllll/DJJJ::724 ~ 忌――-=725 、、 ', 

--
こ：1111111111111111111111111111111111川川皿リニ -:_―]lllllllllllllllllllllllll―== ::::~ 幽ヽ~~、＼＼＼＼＼＼＼澤譴ニ

二旦Z三蒙9こ ＿＿ —— 
729 730 731 こ頂lllllllllJimmmm而 732 733 -—~ 三~-— ==~ 
- _.,-, 734 735 

-✓ lv  --ン／ ーこー-~ 740 ==~ 恥 1 ==~』42
ー一頂冒可扉繭面言い36 _: ーここ―=~737 =~ ―皿皿皿四亡 738 _-_-_-(//_皿皿皿Z?.2)739 O 

10cm 
I I I 7 I , ------1 

第58図曲物(710~742) (1 : 4) 

-186-



I
I—
ー
ー0:
i
ー
ー1

1

＇ 

,＇ 

.,  蜘~~\~~{曽鳳iて二錮□夏：

743 
~ 夏言二三言雹3

744 

-- ----------
こ—=--~—ぅ-==oこ
馴NIIIII/J/11111町Ill罰111111111/1111//IIIIII/闘罰眉―ー：：

745 
疇 ¥¥ill¥¥¥¥¥¥¥¥¥lll¥¥¥11llll¥lll¥llllll¥-二:・:: rn111111111111111111111~1111111111111111111r: 主

746 747 

こ―＿こここ＿― ，雹Ull!IIIIL

748 

＇ 

9
9
 

,' 

A
 

Ir' 111 

'11111¥1¥ll¥lllll¥¥¥¥ll¥lll¥11111111111馴訓薗二五て

749 

こ=... 言鴫瓢＼瓢＼＼響，II頂ご~
754 

、’`̀ヽi
,
 v
 
--

: : ~: ~ ~: ~ 
750 

/'¥ 

゜

~~ —-~ 之--
“別71//1M/111,り1/M(l/!1/1,I,炒1/1(/,劇W;;J/JJJJJ///,肱陀位砂ご

755 

こで、'"'~'"'"'"'"""~ここ
751 

ーー： ~I間 11!11111111111111111~而ffiffilllffilllllllllL
756 

・・夏瓢伽／／皐ごーてこ

752 

/
 ‘ヽ

0
/
 

}
―
こ
＼
一
―

[¥-――
-

l

-

-

i

[

 

――
 

――
 

，
 

ヽ
ヽ

二置、＼＼＼冨＼曖二〇二詈―ー：

757 

、？，／，＿
I 

／ 
／ 

::11111111111111111賜 1111•::

753 

、、u__ 
_-J璽9二．ー：

758 

゜ ー

／

,'りA‘i~ 

759 
ごITlllllllllllllll:lll1illllllll//l『11111間麗直111111」『』111::f'1lllffi1'lm::胃門吋門訂-四

／三‘‘

~0 
_'0', __ 

二 t¥1¥¥¥¥¥¥¥¥1薗11111¥I冊¥lllllllllllllllrnlllllll111―:::ご
762 

---

こ書1111111/11111111/ll/l/mこ
763 

鰈疇瓢疇＼憲言ここ

764 

0 2~cm |—T 戸 T ―「,--------~丁―—~. 1 

第59図 曲物(743~764) (1 : 4) 

-187-



-—~ ーーーニ
765 

菩声圭囀二雹

766 

三
" " 

~111111111111111111111111111111r11111111~d~770 

こ二戸：ー一
767 

-言疇瓢二璽 768、̀,',
I 

［ロロ

,------;-―--------=二ご―--=-ニニブ―ーて；ニ
I 

|口Jtn,□ 

I ;r 771 

叫
9
9

晋
叶
日

" 772 
II 

第60図 曲物(765~773) (1 : 4) 

-188-



~ 二に彎靡凰／ー靡~嘉齋嘉四二こぅ

775 
~776 

~ 詈麟一＼言二筐言詈窯言三 774 

〇ロニー一

L
~
I

—
ー
＼
＼
＼
＼
ー/;
｀
>
'
,
 

／
 

¥

1

,

1

j

I

,

＇
[
＇
9

/

 

ー

・

＼

口

>
I
I
¥
Jベ
ー
／
＇

¥
＼
＼
八
／
1
1
1
1＼
ー

）

＼

）

，

ー

＼

！

i

-ー

¥.'’' _
_
 

l

1

,

＇ー、

,

1

1

.

|

.

.

1

,

|

|

¥

I

¥
ー
¥
¥
」
-
．

1
9
,
¥
,
1
'
¥
f
¥
 

1
1
1
/＼
，

1
'
，

r

'

¥

 

0
,ー
1
'し
—

I
|

＇|
I
I
I
I
\
(

一了璽二璽言9二O

,,✓--0 

g
 

□ 

鰐:;:;嘉／／／／／／／／／ー／ーーー一孤＿ー一

四炭靡／／加／／／／／／／／／／靡＇~

マ
L,'

□

I
悶

778 

780 

ー

ー

ー

ー

＼

＞

亡二二 J 
777 

I 

こ
781 

第61図

□□ニニ
ー＼—←···~·-9/;~_ 
二 782 

O 10cm 
Ii I I,----,-- I 

曲物脚•その他容器関係遺物(774~782) (1 : 4) 

-189ー



三三/三三ニシ三•デ:.-<--~>-こ―~---~ 三--:-->-—ごど一
・・・ユ

- __  __: ヽ. --- -

← ーニここ三—三ご三•一二三：三=::三';:~― -ブ

二＿ー---之 三ン~二＿二こご＿ー、全 _c:;---- ご-_- --. --2--
二一三ニ一ーニ ーニ了―,::------. --三~"_ーこ亨＝ニ・―-- c;,:_-_. -~-~ 
了―て．．、一 ベ．．• こ----<-------------ー--•一：: ------、---. 
------- 一---_- --ー _c~- --- - - - --冬>,ccc←-― -―三―てそ

•こ．．—--- - ---・ 
ーニ． 一二 ，予---. ~ 

--― - _,_ --_- -— ーベ — → '--;, --- --.;, ― 
- --- 一. --- - . ------了-―'--. -- -

ーご．ここ． 、 ー、 ジ --ニ - --こ - -べ＿ゞ三 —--
-・----- - -

ュ―-_--,
•一’ン- -'-- -之―.、-― 9 ーぅ 9

- . - ーで，-. --—- , -_三-- --~--一
---一―--ン―>- -~~---- ----_-ゞ-. -・:--乏＝戸—> -- - -- -:・-- < ．＿＿＿＿＿ニ ミ一 ― ーニ,
< □ ェ---;,-----~-、~--- ___ <--- -- -・,---: -CC - - - f _,_ . __ f-'c  

シ-C/ - -- c ―三- , -
三二~~-□z- :-二＿＿ご――こ----: -ー- - ____ ----- - -, ---

- . --------/ -------―ヽこ テー・・—- -- -- -- - - ------ .・ ― -. ----―こ—-- ---——--——- .、- - - --
-_ --:--: "_,---:-_-_・--: . --~; -―ど―/―c-- -_ -_, ジ- -

二 --一-- /~---- - ---. -・-
之 9ー・ノ —— :>/-ー，

• ―---- -
—-- ----. - - >一---. .. ---、- -――——ニ- _--<-__ . ---. -'o-" -ン.

:: c~ ~- - -- --->う- - ,- --――/ ;; --―-- ---::,, -
- ----一-- ,_—---~ こ---・,'―---シー -'. -―-----そ-_____ -

- - - - -ー――_―--_-~-ヽ-_::---_ - ,- --
ご――-・--、------ <――,- :-―_―--- -__  , __ :_, __ -:, -------- ----= -------~---- -―  ー／ ・・・ ＿—一＿―• 一.- - —- ~--

. ----. ー・ 9 ―- . . ---- : . -仁

----- -ここ 一ー----- ____, ――ノ―- -'. -- 二 . - -― 文 ・＿・-- ・..

― ーマ― ー-- ---ー ー -- -- -- - -- . ---- -_--,"- ン
二三三‘―>- ---:-- - -―--ー シ--づ- - - -; プ＿—- - - :-—_,-一
------- ―-ぐ二＿＿―― - / - - - -—- - • . 
- -- -
-- - - - -ど- -・ --- ―. . -―> 二＿ ＿ ー一ロニ ― ---- -. . - / -
____ >',,_,- - - --- --全--, ―--- -> -- - --― 二'_-- - --- • シ- --――一- --- ----―-- ----: .. -'. --- - -ご＿ー―/―~-~ーニ~- -― ---- --- —- - ― -- ー一 こ― __ --:-~ —ごこ ー、

------- _----_-: ―--.、---う/..c'__ • --- -
ーデ' - - -・ 

----

ご,r,~,-·'C..:: —: ~-~--~ 

ごベ _ ; 

・・—
- -------- -．．． 

--一ーーー・—―ご．．．．． 二ニミ'-

~-----~-----—----

- - ,-,--: __ -- —--
----

----—ーニ—―= _・..... .:.c―"-----

―---=--J 
-—- --
~ —-一―---

゜
40cm 

第62図 案(783~784) (1 : 8) 

-190ー



I 
I ------ -~-

¥-／口
l――7 

I',  — ---1 ,---------------
~/ 1: 

~T------+--T- --~ ~ —-—------

~ 

｀ 

I
 
'
 I
 J
 
I
 J
 
I
 I
 I
 I
 I
 
•J 

ー

1
,
|
9
9
,
_
1
1
~

n

八

喜

ー

胃

'785 
―-―_:_ニ- ― ローローバ＼

冒
冒
閂
／
／
贋
ー
／
ー1

／
冒
’

I 

0 40cm 
r---—「―←, I I -~-- -------1 

991ll| 20 cm 

第63図 案(785~787) (785のみ 1: 8、その他1: 4) 

-191-



-=--二
---- - -―- -

---- --—ーニ・ ・一----- -~ 

二―—―--~ --―ニ - -

ー・ _, - - -<------
- -

-- ------ --

ニ-::-cー・＿ ＿ 
-ご- -——— 
:= - -_---
―--_ニ―____:___/-

召

''ミ

789 
,~ 

-,-・ ' 
／ 

_, 

--—·~ 

-:. 

8
 
8
 
7
 

、
‘
ヽ
＼
一

9,1

1
9
_
1
1
1
1
1
ー
一

9

9

|

1

9

_

1

1

9

1

1

ー11
|
1

ー：1
-

ロ―゚

I
I
逼`
‘＼¥＼‘、葵‘`
翠‘

[
 

、

/
/
9

二 790 

，
 

'
／
/
/
/
／
/
／
／
口
冒
□

//／／
□

口／／／／

9いロ
冒
□

□

□

794

二

j, 

一

―

[‘、//」＇

/ ／ 

9

,

I

／ノ／冒冒ー_ロロー
□

792

9

:

 

[
 

0 19cm 
I I I I I I 1 

第64図 案(788~795) (788のみ 1: 8、その他 1: 4) 

-192-



こ f
―
 

口

＇ ヽ

，
 
ー

ー

l

l

 

9
9

几

し[

“疇 800

、.~
tlllllU 

ヽ

I

I

 

1
1
ー

ー

ノ

-802  

801 

0 10 cm 
t千- I I I I 15 cm 

第65図案・椅子(796~803) (803のみ 1: 6、その他1: 4) 

-193-



、量＇`ー‘、'

ニ
ニ

g

o

 

805 o. 
15 cm 

第66図 椅子(804~805) (1 : 6) 

-194-



I 
I 
I 
I 

, 1 

＇ 

□ 
_'  

ーロ

ー

ー

！

＼

＼

/
¥
 

麟］〗

I I 

: : , : 
806 

~ J
 

｀ 電
809 

808 

ヽ

，ヽ＇

-

｝

 ,
、
I

I

 

ー

冒

I 

I 
I 
I 

I 

I 

I 

I 

I 

'--------------

三

ニ瓢811 ゜

-------
812 

□□] 

810 

第67図 椅子(806~812) 1 : 4 

-195-



＼ ＼ 

---~---一 こ
ー---ーロ――-------

/ ----

I I 

I I r---, 
’’  ’’  
813 

.

＿

 

／
 

/

r

'

¥
＇口

{`

i

¥

¥

]
「

一

[

，
 

ソ
(

□

[△`
口'/]¥

こ
1
¥
l
¥

ー！

，
 
^
l
¥
¥
 

¥
/
_
l
|
|

／
／
!

-

¥

l

 

ー

ー

、

，

＼

＼

ー

l

'

1

9

ニーロ
瓢二

814 

〇
〗 ~

 

I
 

5
 

9
,

＇ 8
 

ヽ
9
,
 

／

／

 

ノ，

1
A

「

ヽ

{
 1

1

 

／
 '， 

,

＼

 
＇ 

ノ

＼
 

ー
9

,

 

ー一ご二二二

010817 

816 

ii疇―＇ 819 5TI 

ー
昌
冒

園

1□
820

m
 
c
 

―

ー
“
8
2
1
1
0
j

第68図 指物・台(813~821) (1 : 4) 

-196-





鼻

八□

ロロ／
□

]

ー

：
4

1

 他

8
 

の

l

、f
タ

介
訃
開
川
丁
9

I

I

l

ー

1

_

廿

州

ー

1

‘

,

／

-[J[＇,
9
[
 

／ロロロロロロい口

ーま引3
 
8
 
～
 

0

6

 

4

3

 

8

8

 

ロロロロロロ
□

》

(

8
 
3
 
8
 

爪
9
1
9
1
1
1
1
1
1
 

≫りゞ

9

、

愚

)
I
I
'
 

•
‘
•
I
I
I
I
I
I
l
l
1
1
1

ー

1
1
l
l
I
I
I
I
I
I
I
I
I

゜

鼻
讐
口
，

1＇|
1
~
c
m

：

ロ

ー

[
8
3
7
c
m
:
~

。
]
•

•

5

<>

839[

9
1
1
1
1
 

／
 

装

ー

ー

|

し

N
3

具

／

ー

＼

゜

ー

[

》

[

装

‘~11119 

9

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

,

＇

把

（
 
具装

エ

ー

[—

-7 

f

ヽ
ー

1

1

1

1

ー

1

囚／
／
〗
第

-198-



ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
い
844

□

|
《

a

ロ
ロ
ロ
ロ
ー

八
ー
—
~
'
口

8
4
3

m

{`

‘i-―̀、`》

げ
！
，
ぐ

胃
848

廿
q
り
0
"り

-
l
:
t
[
[
- ，

 

4
 

ぃ
—-
n
u
ニ
ニ
―
―
―-
u
8

言
ぃ
且
寧

ぃ
因
バ
日
日
日

3
D
D□
日
日
日
□

85

ー
匁
一
・d
-—
-
」
ご
―
『

J
i
`
r
9
:
.
1
J
|
E
C

日a
 

-

』

――
― 

旦―-＝-＝=＿＿胃

-919,999
副
間
闊
，
：
，

846

ゎ＝
罰
閻
欝
闊
剋
皿

o
n
u
-
l
[
い

□

いい，いい

5
 

[日日

u
ロ
ロ
甘
廿
廿
ロ
ロ
[

8

,

＇’

一
瓜
ハ
〔
[
〔
[
[
[
[
[
ロ
l

―/-

゜

853 

15cm 

(842~851は1: 4、その他1: 6) 

-199ー



’’  I I 

I I 
I I 

口

1

m

 7 8 

_
•

o.865~

• 

ー
ロ

ー
ー
ー

1
1
9
9
1
1
1
1
|

＼
ー
\
|
—
ー
ー

V
\
1
-
―
-
8
7
1

一

ヲ

864

／

ー

バ

ー

i

]

（

 

゜
7

m

 

8

C

 

□
 

刀
□

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
＼

□

ロロ
□

いロロロロロロロロロロいぃロロロい〉
0

0

g

l

l

9
9
1
9
1
1
9
 

l
l
I
I
 
＇ 

，
 

□

/
1
)
1
1

ー
ロ
/
ー
|
ロ
ロ
~
ニ
。

9
9
9
[
I
'
1
|
1
1
1
i
_

〗
亡8
6
3
-
8
6

1
,
 

゜

ロ
ロ
ロ
ミ

8
6
2

□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
／
い
〖

o
a
8
6
8

ー

ー

ロ

ニ

0
-
8
6
1

爪
汀
□

□

□

□

い□

門
冒
□

□

□

い：ー
1__ 1
ー1ー1ー／
ー

(W867

8
6
1

八

□
□
ロ
~
ー
）
ー
ー
ー

1
\

ロ
ロ
ロ
ぃ
什
1
1
0
0
0
8
6
1

:＇

1

V

o

 

7

9

 

5

5

 

一ーー
1

1

8

-

8

□

-O_：ロロ
□

ロ
ー
ロ

□

0
0
0

□

ロ 5
 

>

5
 
8
 

I

I

I

I

 

ロ
ロ
バ
り
＝
6

ロ

- - -

ーロ／
応

こ

息

瓜
854 

6
 
5

,

＇
[

8

 

8

,

,

5

 

8
 

の7
 
～
 

-
＝
8
 
4
 

[。
1

，
ー
ロ
ロ
＼
贔
)
5
 
8
 
（
 
形刀図2

 
7
 
第

-200ー



/ 0 /／／ /： / 

·•••••· -~ ニニロ汀'
887 

------~---~ 

: ~88 

~~ ----====--===ニ:---==三二⇒
10cm 

ニ

) (1 : 4) 

-201-



‘‘,／ 

什

u:＇
二
，
゜

4
 

ハ^げ
□

□

□

門
冒
闘
冒

09910
ー
ロ

□

ロ
~
二

八
：
ー
ニ

909

ロ

一

日

・

い

[
゜
ーみ

5
 

め

0

6

 

，
 

9

0

 

冒
ー
ロ
汀
冒

□

0

0

,

1

-

9

0

ロロロロロニ
9
0
8
g

I

I

I

I

 

9
ー

1
:
__
 

ロ
：
口

□

0

0

9

0

1

1

口
ご

902

冒。ニ
90

・
ロ

□

。一
904

9
 
9
 

8
 

8
 

9
 
8
 

ー
：

1
/

—

,
9
,
0
:

＇

1

ー

1
0
-

―

m
 

口□

口□□

こーニ

/
／
／
且
冒
~
ミ

8
9
6

〗
0

5

)

 

9

2

 

ー
，
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
〗

0
8
9
2

8
 二

88

／
~
ー
'
(

鑓

4
 ，
 

1
9
□
|
1
1
_
|
I
I

—
_
|
|
|
|
ー
ー

1ー□い
鬱
D
8
9

形

8
 

／
ー
し
ロ
ー1
_
1
1
1
:
|
1

『

『

8
9
0
1
|
1
1
_
1ーーー
ー

ー

＼

-

L

J

-

g

●

893

加

h
"肪
叩
皿
川
川
川
川
川
川
＂
廿

l
廿
几
9

1

|

|

_

1

|

_

|

_

,

ー

一

/
□
□

口
汀
□
□
□

0
0
8
8
9
?
-
〗
ご

-202-



、̀'’’

1

9

1

,

9

いご
9

2

1

1

／
り
：
。
9

2

9

1

八ハ
1

／
ー
、
’
[
ご
」
＼
〔

ー
ー
ー
1
1
1
ー
ー
ー
＼
＼
ー
、
1
1
9
1

（
 

I

I

I

I

I

I

I

 

8
 
2
 ，
 

゜
2
 ，
 

ー

9
1
-
a
:
1
9
灯
日
日
日
日
ー
1
1
I
I
1

月
り
旧
叶
川
山
恨
叫
|
|
|
|
—
|
I
_
'
|
_
1
9
9
0
0

r
1
|
l
|
|
|
|
|
 

，
 

2
 

9

9

 
ハ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
リ
鳳
り
’
ー
ー
ー
—
~
1
-
o

へ
ハ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

□
□

日
日
日
甘

~
h

6
 

8

2

 

，
 

9

ハ
ロ
ロ
ロ
ロ
バ
ロ
ロ
ロ
／
’
―
-

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 

て

0
,
I

|
1
1
_
ー
|
_
_
|
_
\
ー
|
|
|
ー
|
l
|
|

—
_
_
1
_
1
|

__ 
|

|

_

1

9

1

1

 

5
 
2
 ，
 

11,h,

＾
い
（
言
，
言

八^
□

口

ー

1

1

い
日
闘
¥
ー

I

I

I

I

|

I

|

|

|

r

6
 

ーー11ノ
ー

＼

1

[

言
924

，
 

1ー111
__ 119119 

I
I
I
O
O
 

算
ー

/
~
I
I
|
_
|
|

5
 

1
1
9
1
9
_
1
ー
ー
＼
甘
屑
日
：
’
9
-
9
9
1
9
訂
訃
川
閥
叶
甘
鳳
’
ー
'
:
)
9
2
3

ハ

゜

八
―

~
m
I
I
I
I

ー
て
9
1
4
1□

-
9
2
2
]
羹3 

一

，
 

3
 

_

_

_

 

□

什

日

冒

け

，

叶

＞

町

ー
ー
ー
川
川
い

1

図

八
ロ
ー
じ
ー

-

0

0

知

-203-



4
 
3
 
9

-

八

9

日
り
礼
'
’
,
0

。

ー

゜

3
 

3
 

，
 

，
 

？

且

叫

員

胃

翡

履

，

＇

0｝

八

↑

8
 
3
 ，
 

I

I

い
川
川1
1

1

1

0

。

ー4
 ，
 

爪

[
;
'
0
0

2
 

.

1

,

4

 

，
 

且
い
旦
日
日
0
0

4
 ゜
2
 

‘,＇’ 一5
 ，
 

～
 ゜
3
 ，
 

（
 
形器武他の

，

そ

3
 
9

.

 

ー

一

1,0
。0
形

一

子

刀

6

.
 

3

7
 

-

9

3

形

9
3
5
八
り

1
1
,
0

ヘ
~
い
。
｀
立

◎

R

―

●
 

鏃

32

木

，
 

"
▲
。

I

I

 ロ

図

6
 
7
 
第

｛

り



□□ ~1952 Ill ―ー、',--‘‘ 
--、
ヽ、'/、：：--
、--''' 

~-I! こ~--~、｀‘‘、:I. 
: ： 953 ◎ 

954 

ざー一~, 
~ エニニ⇒ 955 

゜
A~ ハ
廻

1/¥¥ fl--

V 『i]ilfr{.l 二
l¥ -" ... ~I /;lj{¥¥ N』二こ二=~~ニニア川

I 

',: I 
___,,, 

~ 
I 

¥ ------
C2:22b - 1J W'---
963 964 ---. ¥____y',,_ I 
◎ 、/y \.,✓,c :__ ／三

（＼ ------ -~ 
-、 1

I 

／ 

¥ /、,,, ~」、、こ｀｀｀
\'~ 亨‘、~62 • 965 し~ー~7c:

c;::---=.n-i 

o-_ 

959 

第77図 鳥形・馬形・舟形・横槌形・陽物形・笠形・鳥形?(952~972) (1 : 4) 

-205一



ごう (j 

゜゚

, , 
, , , , 
11 

11 

11 
11 

11 ,, 
11 

1 I ,, 
II ,, 
11 

c,,, 
:' 

10cm 

•
ー

／
 /
l
/
¥
 

I

I

 

I

I

I

 

,＇’
I
 

I

I

 

I

I

 

[llllllIIII

[
•//[}(\—/

•

—
I|

—:

□言冒冒言冒璽―一ニ―ニーニニ―こ：

゜
974 

゜
第78図

／ 

芦

? i 

-LJ-
ヒ＿—―

ー，75
20cm 

' 'I"疇ヽ 響鵬．

976 

棒軸形木製品・さしば形・斎串・琴(973~977)

- --
ごー一

、_-

,;___ r 

r ---
c---~ — 

二
~~ 

＇ 
戸 C―

←―—叶

,-戸

'-― 
'i1 

;::--1 

＿ーロー、lnru

ー
ー

1
1

ー

1

ー

1
1
/

〗
〗

ヽ

ヽ

9
9
 

＿

1
1
1
]
 

-
1
1
1
1
1
1

ーー1
ー
ロ
ロ
ロ
／
iiII□

1

1

1

1

1

1

1

1

―

-

＇ 

ーー

1
1
,

I

-
．
 

．
 

ー

、

，

＇

＼

I

I

 

I

I

I

-

―
 

1

9

1

1

1

1

1

1
ー

1

9

1

,

ヽ

1

1

9

_

1

1

ー

1

9

9

ー

ーー1

I

I

I

 

_
 

ー

1

9

1

9

1

ーー
1

9

ー1
9

1

ーー、
1
1
1
1

ー

ー

1

9

(!HiJ.i/111/鵬WI闘鵬ご

'-.1/ll/J疇Wll/lllll/lllli馴膨9こ―

〇二0二0 977 

゜
40cm 

(973は1: 2、977は1: 8、その他 1: 4) 

-206-



8
 
7
 

-

9

 

□

：

い

ー
I

l

-

i

一

、

1
1
ー

1

‘

-

―
-
―

一

ー

1

1

1

1

,

-

―

こ
r
 

―― 

1
1
ー

ー

l

I
I
I
I
I
I
I
I
I
ー

ー

1

1

r

I

I

I

I

 

I

l

_

1

9

9

1

9

1

ー

1

1

1

,

J

-

―

ー

ー

1

9

1

9

I

I

I

I

I

I

I

 

ー

1

,

‘

ー

1

1

1

1

1

9

,
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 _

_

 

1
ー

ー

ー

ー

ー

1

,

｀
ー

1
1
1
1

I
I
 

I

I

I

I

I

 

’’ ‘’ ―:::, 
I 
鰻9

--f//illll!K!!!IJ疇會
／ 

: ― 

0 40 cm 
卜— I 1---------,--― I I -- -7 

＼
 

＇ 

nぃ

j

,

'

1

9

9

9

[
 

ク

-5:＼l
ー

ー

[

l

-

――

l

l

[

-

―

―

 

□

[

（

／

[

／

i

□

―

-

＼

人

l

ー
，1
1

ー
H廿
什
廿
ー
ーH
ハ
ロ
ロ
ロ
~
L

9
_
1
1
 

，
 

,
9
,
'
 

，
 

―
―
―
―
 

-

，

I'
（
 

l

]

ー

，

＇

’

ー

l

（
＇
 

ー
ー
，
＇

1

.,'’ 

.
＼
ー

ー

：

――

,i9, 

¥
/
／
 

-

¥

―

 

-

N-

ー

――
 

ー

ー

□

[

,

7

-

1

4

ー

プ

―

'

'

―

_

＿

1

1

1

1

¥

¥

l

ー

1

1

，
 

)

-

[

 

I

'

/

 

ー

＼

一

i

l

l

-

]

-

I t 
I I 

. 皿lillillillilllI l訓止工皿皿 979

゜
20cm 

第79図琴(978~980) (979は1: 4、その他 1: 8) 

-207-



9
9
1
1
1
1
 

:[•••

7

>

ー

1

1

1

1

1

t
令・・『
J
Y
¥
0
.
J
・
1ノ

□

1
{
J
 

＇ 

ト
＼
ー
ー
ー
—
い

I
J

奮

981 

20cm 

・,'-、 c-

I

I

I

_

1

1

(

|

_

＇

|

,

＇

ー

。

ノ

l

l

且＇ぃ，
―

―

―

 

J
 

―― 

,̀9, 

-fII'-

— 

-

―

―

 

.‘
 

―― 

,＇ 
ヽ

゜

ー
、
ー
ー
•
/
〗

l
-
9
8
2

□

し

こ
~~~ 

（慶
985 

第80図琴・能（ささら）状木製品・櫛 (981~987) (981は1: 8、982~983は1: 4、その他 1: 2) 

-208ー



ヽ

~~-
I 

988 

!>----ーロ＼

ー

111119
ー

／
 

/
1
1
 

1
0
1
¥
I
¥
1
¥

ー＼ロ

い

＼
□

I
¥＼
I
I
¥

―
992 

JヽI
―̀ 

冒`゜

989 

ー
ー
、

9

9

1

 

ー

ロ

l
l

I

I

 

.. ｀
 

993 

20cm 

第81図 下駄（988~993) (1 : 4) 

ー 209-



------,,. 
／ 

I 

I 
I 
I 
I 

ー＼ ＼ ヽヽヽ ヽl ｝ 

I 

言冒ご〇

994 

------、ヽ
ヽ， 
I 

ー
•’ 

ー

ー

ー

ー

ー
‘、

＇ ＇ ＇ 

>/,
l
 

l
l
 一

ヽ

／
 

ヽ

／
 

ー

I

‘

 

,' 

ー

ー

1

_

_

 

I

I

 

ーー宣言｝

Q 

¥ J 

'---

゜

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 

I

I

 

ヽ

I
／
 

『

9

9

ヽ

．

ー

、

一

／

ー

／

`

＼

：

 

／
 

1
,．

I

I

ー
＼

9

．／

s-----、‘‘、
＼ 

I 

I 

‘、
／
 ／
 ／
 

995 

997 
I I 
I I 

996 。~鬱攀0

り

~-- I 

ー

I

I

 
ー
／
 

I I 
I I 

口ーー
1

,

、

¢二雹~てロニ瓦

冒冨言〗
998 冑 999 

0 20cm 
I I I I I• -,---- I -~-7 

第82図 下駄(994~999) (1 : 4) 

-210-



D｛
ー
¥

_

1

 
）。

l
l
I

ヽ
〔
＼
j¥

ー

0

¥

/

 

(

e

 

ー
一
＼
／

一
グ

!
|
¥
＼
 

---l /-

〇〔ニーー◎

冒

c, ヘ＼◎

l) 
1002 

1

9

_

1

_

 

：

バ

臼

ー

III

ぃ
ー
ゴ
y.

d---

＼
＼
ー
一
ー

L
ー
ー
l
_
|

ー
ー
ー
ー
い
'
’
"

1001 

1003 

1005 

1004 
01 

第83図下駄(1000~1005) (1 : 4) 

-211一



ー
ロ
[
]
ロ

1007 

ー冒 1006 

ノ
――----=-
／ 
I 
ッ｛

『ク／

／ ヽ`'''  ------ -
----、

,-

J―ーロ¥ I 
¥ I 
ヽ
ヽ

I 
、 1
ヽ--------一，，

1008 

0, 

1009 

ロ口
” 

1011 

1010 

第84図 下駄(1006~1011) (1 : 4) 

-212-



JI --
/―̀  --
＼、＼
I ---__,, 
＼ 

__ ! ___ --

Lil r―-戸＿＿＿) IIJ 
01 : 
¥―-I I --~ 

l'-- ¥―-

~----

戸

,

|

1

ー
。
9

1

1

ー

ー

1
＂` 

＇ ―

―

 

', . ・I -.. Iンシ
~ 

ぐ―＿置-二〗。

疇言二璽

ロ：＇

1012 

1014 

.5v-~ い,I
1J 

-~) 
＼ 

.',  .. 

fQ~0 

('¥ 
j ¥ 

、ミ〗

\~J) 
1013 

ー
'
)>

[
 

A
)（！ 
／
＇
 

>
ヽ
ヽ
ヽ

さ
1015 

', げI
I

I

 

ぃ，りい／，＇’

八
□
〗1ロ

1017 

1016 

゜
20cm 

第85図下駄(1012~ 1017) (1 : 4) 

-213-



◎ 

三

I
 ＇ 

I
 

誓

I --

~ ニ

日[ 

j
 

1020 

。

口
八
~
ー
し
日
〗
｀
1ー1ー'
1
1
1

ー
ー
‘
〉

ロ
1018 

ロ］, _____ _ 

1019 

1022 

1023 

゜
20cm 

第86図下駄(1018~1023) (1 : 4) 

-214-



,-------.、
I 

＼ 

゜一ー：ーー
1
1
9
1
1
1

ー
1

1

ーー＼、‘-ーニ／

ロ

ロ

＼
~
月/:
I
i
/
C

＼

ー

／

，

＇

ー

八

9
-
a
'

／
 

-＼‘ /
,

＼

ー

／

f9,1

>I/i`|（ー＇口）／

＇ 

，
 

., 

/
1
1
¥
 

ロ
028

0
1ロ
ロ
ロ
旦
□
口
〗
'

I
I
I
I
I
I
I
 

1026 

I 

-~ 

。□ 

＇ヽ

1025 

1027 

ニ
第87図下駄(1024~1029) 

(1 : 4) 

-215一



1030 a岡こ—~--

I,1-
ー」 ,！!ー

-
l

-――-「
I 

肩冒叫 ー一ーロロロ〗亀
3
 

會
103

二 口

ーーニロ叫ーー： ロ―----- --~-- ~~·- -~ - 三

ー ーニI 

1035 

-―ロロニ1036 
O 10cm 
I I I I IT----- I 

~ ニニニニニニロ—／ーニ=-=--— >~

□ -,c --―ロニロニ
＿―-三ー一 • 7

'
 

信
103

_ —ーロニロニ／ー一ー一～

゜~ 三
息暉

ニニニニえ
0 15cm 
I I I I―丁―「---- I 

I
 

~
 

三~~ーー --·~ 二
轟
＂

，
 

3
 ＇100 40cm 

第88図 天秤棒(1030~ 1039) (1037-1038は1: 6、1039は1: 8、その他1: 4) 

-216-



ー，こl-[D

0 20cm 

゜

, __ 

-~、-—-
／ 

／ 

／ 

I 

I 

、／

' 
,, --/ 

1041 

゜
30 cm 

第89図 背負子？・輛？・鰻(1040~ 1042) (1040は1:10、1041は1: 6、1042は1: 4) 

-217-



O 15 cm 
I I I I I I -;  

◎-

4
 
4
 ゜

/

ー

ー

ー

1

I

|

H

日
日
U

ロロニ

〇=~
I 

I /ブーI 

-• 0 "― 
、¥

I~L) 
-i ;I I¥,-

/1046 
---
：／ 
’’ 

, _____ _ 

，
 

9

,

4

 

゜
＇ 

＇ 
e
1汽
□
〗1
1
1
1
1ー1
1
ー

1
1
|
lロ
ロ
し
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ニ

1045 

'，□

日

ー

|

|

ー

＼

ー

ー

ー

ー

ー

|

ー

ー

し

◎
罰
汀
—
ー
1
1
1
1ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
〕
一
〇
暉

-

＿

 

7

／ヽ

4

3

 

0

5

 

1

0

 

-

l

 

◎

□
□ロ
ー
し
ロ
ロ
ロ
ロ
／
／
／
口
／
口
〗
ー
ロ

一

品

製木犬ー子杓
．
 

板きnu' 
Eu響

．
 

具n"・ 
n
H
 
土図

，゚
 

第

l
 

¥ー
|

0

5

一

ー
ー1
'
_
1
/
_
ー
ー1

_ —ー
／
二
〕

(1043のみ 1: 6、その他 1: 4) 

-218-



いい

ー

ー

',19/

二

臼~予二
1055 

，
 

5
 

ー

I

I

|

|

L

J

I

I

O

 

ー

1

|

ー

|

1

_

l

J

I

1

二“

ー
ー
，

l
[二
〗
＇ 

＿

一

1
1
1
_
1
_
_
 

114 

白
暉
゜

1
1ーし
~
1
1

ロ
ニ
〗

_
—

1
ー
l
|
『
口
〗I

I

ー
バ

I 

こー 1056 

I I I , I 
I I '' ,_, 

060 

□

。

1了
—
—
P
ー
し

1
-
1
0

'

,

'

-

ー

1

ー

＼

ー

，

し

ー

1
_

i
 
：
 

20cm 

一

4
 

6
 

6
 

゜

゜

一

ー
ロ
ロ
ロ
(
:
―
月
日

□

日
日
日
｀
鳳

(

V

I

り

1

ぃ

第91図 杓子状木製品・火鑽臼(1054~ 1065) ‘,'▼ 

U□
1

畠

0

1
5

(

 

6
 

尺：
1

1

0

-219-



) I 
＼＼ 

I¥ 

,,y~:、、ミ‘、ミ、
／，，  

ヽヽ
/ / ¥ ¥ 

Iグ‘ぶ
// ¥'¥ 

＼ 

こここここ三二ご〕こここここここここ
7
 

0

0

6

 

一

ー

ー

1
1
1
1
1
1

ぃ

扇
I
I
I
I
I
I
I

墨
て〇

1069 

,a:.~ 

1068 

I 
I 

I 
I I 

s:,::c;, 

1070 

゜
20cm 

且

—L_---~ 

L 

1073 

゜
60_cm 

第92図漁携具・船材(1066~1073) (1073のみ 1: 12、その他 1: 4) 

-220ー



に）

。［ニ ［
 

J
 
ロニニ〕 1074 

I 

—＿こ―-こ―こ＿＿
__l___ 

こ~-L三―—ここ―
1075 

1

1

 

~ 

：
 

一
I 

呵 町S7'--―---- j 

ロニ
T~ 

饂喝ニ
〗

t
 

~ ~ 

冒-ー-------― I --i: 
霰

076 

口
ぐ こ
鳳-- -----~ 
~ ~ 

[
 

， 

'-"-'-'""●● J
 

／
 

し必附叫 ］ ． ゚ 7 7 

Cc-,_ 
ロ -,_□□／ニー□□ロニ
. -

- ------caご--―

： ---→ニン―--
-雫目

--

ma 
_— ―こニ―:---~
---ー＿二ニーーニー

- 二：―-こ
078 

匹

゜
40 cm 

第93図船材(1074~1078) (1 : 8) 

-221-



g

言

，079 l1 
t-9 

／
 

0 40 cm 
I I I I ―--「―---,- -~I 

＼ノ
・ー

1
1
1
1
1
1

<1--~三ヘ'~,-, ―. -, ~.__,._、

＼ 
I V「三三 1 ロニ~二＿＿

し`＇ ，暉

＇ ； 
1081 

-===:= 7
 

; (~-
l 
I 
¥_ ___、--. 

{―..、''
三)-_/
11--
'---. ― I , __ 

,~-, 
三「,,>~L.
-・ 
J ＇園

cm ロ「 ＝ マ
ー
ム ロユニう

1082 

0 50 cm 
I I I I ---T―---,--→ 

第94図 舟合本オ(1079~ 1082) (1079のみ 1: 8、その他 1: 10) 

-222-



[
 

[
-l(-

（
 

n]-
-
＼
|
＼
 

＼
 

r/ 
]
'
’
ー
ー
＿
＼
ー
・

＼
 

羹ヽ

ロニ〗ニエエニこニニ叉ニニニニニニニニニロニ〉

ヽヽ — 

一ニ-ヽ
＼ 

ニニニニニニニ ←ーニ
／ ／デ三一

／ 

ヽヽr
- - - - --

1083 

0 20cm 
t-1 I I I I~------1 

5
 
8
 

:゚
1
 

9薗
こニ ー万戸＿ー― —-—-~ 三 _(_ ===---=s 

0 25 cm 
I I I I I I I 

1086 

第95図船材(1083~ 1086) (1085のみ.1:10、その他1: 8) 

-223一



•[ ． 

_
_
1
.

。
•

1087 

霞

1088 

1089 

- 1093 

，゚
 
゜

、
口
1
.

゜

息｛

• 1091 

｀ 
曼

言
1094 

50 cm 
[ニ一戸7一—→ ―—―ーコ

第96図竪穴住居用柱(1087~ 1094) (1 : 10) 

-224-





i1~ 

日

1

1

I
I
I
I
I
I
.

―
 

＇ 

"

I

I

I

I

因



:
口
／
し
口
~
〗

□

!

|

,

 

ヘ

lt1¥＼Iー
111JDV
口口〕

ー
ー

1
1
1
1
1
i
~

l

J

 

戸

、
¥
［

ー

ー

[
|
l
_
ー
|
ー
ー
し
1

一幡鵬9

蠅雪'~

9] 
薗
鼠

彎鬱曹一

I 

~~ I 
I 

Iヽ 1111 
30cm 

第99図掘立柱建物用柱(1108~1111) (1111のみ1: 12、その他1: 10) 

-227-



6
 

ー

二
〗
彎

1

ー

1

I

'

 

¥

¥

¥

¥

I

ーー

11|＇ー
1’
ー，

1，
|1ー
1/i'_1'1ー
ニ

、

＼

，

 

,．
 

~
~
I
~
 

／
 

1112 

,1,1

ー，

＼
 

1
_
、1

1
:
1
1
\
1
1
i
i
I
I
I
I
I

ー
け
ド
ロ
ロ
〗
口
〗
＼
叩

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
／
〗
〗
口
〗
●
誓

⑱
 

ー

4

1

 

1

1

~

 

ー

2ー

一

[

~
也

そ柱叩-建

口

』

図00 
第

1
1
:□□
口
冒
ロ

50 cm 
コ

(1 : 10) 



`>
,
 

•• 

,'・ 

9
U
 

i
 

，
 999 

~
ー

•
/
/
1
'

．1

ー

r
，甘

1
J
I
Iり
炉
ぃ
ぃ
＼
ー

） 

一

, y 
I 

＼ヽ-"一9、'
I ¥i/ 

,_ -'11  

-I I 
， 

ゞH

か
'
’
·
ー
，
＇

1，i
'
,；
！
．
）
／
ロ
ロ
〗

＇ 

999 

•
I

、
'

.

9

_

 

,

＇

・

'

,

 

R

'

n

_

.

,

'

,

＇
i
,
’
 

9
!
.
'

ー
，

9
9
•
9
(
|

＇ 

,

、

'

,

,

'

,

 

・

,

'

,

'

 
l

,

1

ー

゜

I I 

1122 

50cm 

!!28 

1129 

ロ

口

し
□

1

ロロロ
• 

1125 

m
 

l

c

 。

3
 

こ
尋
●
1
1
3

第101図その他柱材(1121~1131) (1131のみ 1: 12、その他1: 10) 

-229-



，
 
11ノ）
い

戸
●
ー
・

9
・

□
．

I
”
プ~
t

,
'
げ
ー
I
I
,
．I
ー
＼
ノ
ド
じ
ー

,.,•9 ＇ 

.,＇ 

口1
1

_

_

！ 
！ 

’’ 
， 

＼

ー

リ
I

7
 
戸

）
 

ー
！

i

ー／ー
1
,

_
1
1
 

9

,

・

ー，

—
—

|
J
川
|
ー
|
lー
l
|
I
I

9

,

1

 

ー＇ー

＼

ー

l
l

,
'
_
|
1
1
/
¥
_ー
|
＇

111,

¥
¥
,
9
.
I
1
,＇
9,＇
ー

1
1
1
,
1
1
1
1
_
.
I
!
！
111.I

I
Y
|．|
；
1
9

□
\
I
_
1
'
’
•
I
I
I
し
甘

V
I

ー
，1
1
'
’

言
9
！
ー
ー

1
,
＇
i
i
!

；

1
,
1
ー
，

1

—
ー
·

1138 

1136 

ヽ
1135 

1134 

1133 

疇
直
｀

゜
50 cm 1140 1141 

！
 

,'~ 

1

1

,

 

l
·

ー
'
~
|

_
_
_
_
 
|

＇

．

I
 

ー

1'i9,II'

（

.
l
:
I
I
~

廿
ー

i
i
·
1
1
`

・'

¥
,
 ＼＂ 

~
•
し

1
1り

cI
り心・¥・

.

c

l

 

~\ 

¥、/
', ___ /// 1143 

第102図 その他柱材(1132~1143) (1 :10) 

-230-



I

I

 

1
[
 
i
 

9
.

，． 

/
1
,
 

I
I
 

_
 

1145 

---
1149 

゜

! 

1146 

’
□

I
9
,
9
1
|
1
,
1ー，
ー
，
1

_

1

ー
叶
—|
|
|
J
_
|
1

，
 

．． 

ー
い
薗
虎
□

□

9
1

~1, 

，
 

ー

．．
 

: ¥ 
I 

， ! 
l--I ,Ii 

I I : ロ
-·~-- ＼ 
¥ il_iJ_>

i I I ¥ 
I I'ii一¥ ; ! 一

1152 

1
1
1
|
1
1
1

ーロロ

第103図その他柱材(1144~1153) (1 :10) 

-231一



i 
―了―---------------------」

I 

-~ 

~~~ こ―--
.ー----------

ロ＼／＼

1154 

1155 

ーロ 二三ニー［ロ 1157

｀
 

1156 

□□□, 
ニロー~〗 1158
゜

40 cm 

／□/ロニーーご三□□ロー／ニニー／ニ!__i•T7ローー

,11, 

1159 

O 50 cm 

第104図 鼠返し・竪穴住居用横架材・掘立柱建物用水平構造材(1154~ 1159) (1159のみ 1:10、その他 1: 8) 

-232-



二
〉1161

｛ーロ．＇ー
、,
1ー
ー

I I I 
--------------------=-=-
I 、--

旦 ／ ＼  I —. - -- - -
-------------- ------------------- --

I I □ 
ーーー／ーニ三三―ニニ------~ーロー ニ

1162 

こ
~~'-y -

こ仁｝ こし亡 9
1
1
 

曇
参
謳
霞
璽
璽
•

[
 

>
]
 口二

¥ I 
ヽ I I I I 1163 

-----________ I _____ --------1------了――-----------------

^
i
r
i
1
,＼
>
 

[
_
l
1
1
1
1
1
1
"
 

，いしI
I
I
I
I
2

1164 

゜
50 cm 

第105図 掘立柱建物用水平構造材(1160 ~ 1164) (1 : 10) 

-233-



ン働ヽ
c
11. 1165 

ーー／二-- --~­
―--1'." ニ

I 

二 t-----=
------' I ―—ー、一ー、）ヽ__  .J 

/こ---= ~·-へ~
- -=  - ニフロ1166 

\~~ ニ＼＼□□□：〗'\口\→~\—•• ¥¥ 胴
鬱
馴
層

1167 

三 1

□
 

三:〗9,

-―
 >

「

言
1
-二 [

 

91-
l― 

-'-- -~--
-----------------

1170 
0 50 cm 
I I I I 11  --- I I 7 

第106図 掘立柱建物用水平構造材(1165~ 1170) (1 : 10) 

-234-



ー~---還 こ こ。

．．．． ．．．．． ．．．．．．． .... .......... -・.......... -

こ こ O:> ニ〗
＿＿＿―ー~-

1171 

ロ =ー —-テニ~~1172

••こ一ーニーc_---:l=下二I ; 二：

,
1
1
9
 

ー0
1
9
 1173 

゜
40 cm 

八
I I 

こ
ごロニニニ

‘̀ヽ 1174 

•4: 
1175 

25 cm 

rr: 1176 
80 cm 

第107図 掘立柱建物用水平構造材(1171~1176) (1171-1173(ま1: 8、1174-1175(ま1:10、11761ま1: 16) 

-235-



巳

゜

ー

：
卜
—
’
\
\
ー
し
屑

1
1
7
□
—

□

汀

ー
ー
r
|

—
_
-
)
r

50 cm 

口
閾
＊
口

□

ロロロロ
□

し

叩

い

ロ

ロ

．．
 
↑/)' 

一

□

言↓＼

l

-
,
,
1
’
¥
＼り＇一↑一

r
1

社

T

|

1

ズ

i
-

—
―
↑

,
T
[
-

―
＿
一
―
―
-

-

1

 

／
一
，
ー
ロ
り
し
／
ー
↓
口
芯

□

｀
ロ
f
l
-
9
」
:
｛
|
7（
ロ
~
／
~
：

ロ
ロ
•
~
|
＼
ー
ー
—
く
[
-
―
\
〖
「
一

1180 

゜
60 cm 

第108図 掘立柱建物用水平構造材(1177~ 1180) (1177,.., 11781ま1: 10、1179,._,11801ま1: 12) 

-236-



一苔
g

~~{ 
-
、
字

吾

四
I I 

~
 

．
 

，
 

竃
二
疇
9

- Ii'--! 

鴫
で
苔

膠’

鴫』

(Ol~l 丑88LL-~8ll
、

8: L flt-8 L L -L8 L L) 

|A翠Z—

(800llllooll)Kセ如寧廿妥旺套制柑I暇図60L
~
 



:i! 三囚（~--jJ "-----、----------~-——

ロ ロニニニ〕1189 

ーロロロニ□□冒
1190 

I 

昌‘
----=----~----~-- -—- ------ -

-----一-―--ニ-_-――-_

二 1191 --

こー／三一ーニニ〗一:- 1192 

0 50 cm 
.. 一

⑩

〇
0
盲`
＼‘に

r -~ こニ 二――-- --ーーニこ -—~ ―ーニニコ—- 1194 

1195 

二
こニニニ こ I 

_J__ I 二 1196 

0 40cm 
I I I I r7"―-「 I I 

第110図 掘立柱建物用水平構造材(1189~ 1196) (1189~ 11921ま1:10、1193~11961ま1: 8) 

-238-



~. ゾ

- ―□□□ 
／ゞ、9

1197 

1198 

□□□□□□ 1 1199 

I 

~ 
---=~ -・ ~==--――ーニ=----~

ー／
｛ し--------------

I -------- - , 
—~ ―-

一〈
-------✓✓-

-) 
-- -~---- -―/  

-c 

‘
 

□□二□□二 '1201
゜

1200 

1201 

50 cm 

入
1203 

O 40 cm 

第111図 掘立柱建物用水平構造材(1197~ 1203) (1203のみ 1: 8、その他 1: 10) 

-239-



I --

----

--
I 

ーご竺~ ~ ア下2=:= )__ 1204 

□

°
 

Q> 

二
g 

G::. 
I
 

ー
！

L

7
 

'1. I 

I 

り―ゴ： 
) /ソr 二 1205 

6
 ゜
2
 

↑
 

(
I
I
I□

9
 

口 一
ご｛ ニーーロ 1208 

にコ＝二二＝芦 二 1209

゜
50 cm 

第112図蹴放し材(1204~1209) (1 :10) 

-240ー



口
旦
u
/
e

．゚ 
2 ． 

IILI1, 

／ に \~ 

~j 
1212 

ロ
、
~
ヽ

1213 

［
 

一r--工 1

. ・.・.・....... ・.・.・.・. 

に)口
口ロニI ,,-~- - -—— 

i 
］ロ

可 ／ 

1214 

------------------------------------------------, 

ーロ-~~~ 
_
,
I
I
I
I
I
 

ー

ヽ

9
_
1
1
9
 

,'--, 
I 
I 

I I 
, 1 

I 
I 

'--I I 

1215 

゜
40cm 

第113図蹴放し材・楯材(1210~1215) (1 : 8) 

-241-



． ◎
 

,
I
I
I
|
1ー
ー

1
1ー

1
1ー
ー

ー

n. 

――
 

ー 言言二

＼ 

i 
---- -― I r -

/'、,!/,-— I
I (_____  I !_ ---

［ 
--~--(¥ I 

＇ 

__ f―了7 I ', -—-------~-
'; ___「 -7― l

I 

_/1/--;-― l―r--
¥/_----p一ーロー

l I 
に―L_/

I 
I 

I ハl

／ーロ、
I~~~ 

> .・,・ --

3) 

1218 

|

＇

i
j
_ノ

/

＿

-

.
＼
j
 

i

]

-

l
l」
9

，し
1

|
ー＼，
1

,-I 
I I 

雹 1217 

ロニニ

~c,<d 

゜
40cm 

第114固扉板(1216~1219) (1 : 8) 

-242-



＼
 I
 

口

＼
 ロ
／

ぃ

こ ニニ二 1220 

‘、
ー

＼
 

＼
 

,
9
 

I
I
 

¥ ¥ 

'- ¥ ／ ー

＼ ＼ 

1
1
,

—
—
ー
ー
」
[
[
/
[
＇
ー
ー

9
9
,
_
1
1
1

／ ／ ／ ／ ／ 

I
I
'
|
]
 

/>

LI\
_J  

1221 

＼ ＼ ＼ 

1225 

1224 

言liil1222 
゜

40 cm 
1223 

第115図 扉板(1220~1225) (1 : 8) 

-243-



」

|
[
-
／
 

＇ 

ー

,J, 
＇ 

ー

/¥’ー
1
1
1
J

,

1

_

 

ー

ー

ー

1

1
ー

ノ

_̀ 
ヽ

＿

-

¥

 1,r 

r
 

~
 

1228 

第116図扉板(1226~1228) (1 : 8) 

-244-



一囀『,.,.■靡瞬！

-245-



0 20cm 1237 

- -

ニ三三~1239 璽冒~1240 O 

第118図 窓材？・床材(1236~1241) (1236のみ 1: 4、その他 1: 10) 

-246-



゜

1244 

50 cm 

＞
 

\
i
)
I□

1
1
1
1

ロ
〗

I

¥

 

ー
・
，＇ 

,
l
 
j

_

1

 

1

|

＇1

川
川
川
川
川
川
川
日
日

1
ー

J

□

□

11ロー

1243 

n 

5
 
4
 
2
 

一

□

-

L
：

ー

＇

ー

＼

口

ロ

ー

ロ

[
O
ー

―

―

/
／
）
[
'
[
-
―

\
L
J
l
〗
□
口
ロ
ニ
|
-

／
 

―― 

―

-

／言瓢疇 1246

ー

ー

'

゜ーミ ° Q 
~ 
／ 

~-

r'~ 
/~ _,, / ,----/ ~------

二
こ言猷~1247

゜

爆璽瓢瓢、一、｀疇
1248 

30 cm 

第119図 床材・板壁板(1242~1248) (1242-1244は1: 10、その他 1: 6) 

-247-



第120図板壁板(1249~1254) 

1口ニ二□□t~\_i□□二□□~­
□ ~ 尺w~~竺戸□旦□□□~1253 

三〇
-248-



瀦 1 2 1 ~ f f i晦 惹 ( 1 2 5 5 ~1 2 6 3 )  

|  2 4 9 -



,’ ＇ー＇

一 ーー

5
 
6
 
2
 

．
 

疇
乙
誓
璽
璽
曇
9

1266 

1267 

c_-~=__~ ~-= I 
1268 

第122図板壁板(1264~ 1269) (1 : 10) 

-250ー



こ一 江=立之一 ｝・：］；・-ふ'唸

1270 

゜
60cm 

I 

＝ーー

ー

127
L_/~ ~ ごごニニニ

口
--------------------

ー
叩

-~--~---—-~--~-- --

-~-

I 1273 

三／〗ニーご―=-—

□□ :--~ 
二三ニニ

ーこそニプー - 7 
--=ー'> ニニ—- -

て——

1274 
—, - ---- -―-―------

＇ 

''----- ---- -----―- 三 ~ 

ー-~--=-〗一
,9-

＿‘．ー

9
9
7
52
 

一

゜
50cm 

第123図 板壁板(1270~1275) (1270のみ 1: 12、その他 1: 10) 

-251-



， ． 2 7 6 

＿~-~----~---~ロニニ□ー I ,,77 

こー,!~ニ〗一： I 

{__) ---'cロ二―ノ
8
 
7
 
2
 
．
 

雪＿―-＝睾塞―

-9

口 三ニ
G> -----__ 1,279 

--- -

—. ~-

- -
]J,,80 

一8
 
2
 

＇ 

9
9
,
 I 

□□□□□□□□ l,282 I 

- -- --

゜
50cm 

第124図板壁板(1276~1283) (1 : 10) 

-252-



彎

¥L __ ;-~ 
~ 

-------
I 

1284 

~
 

,----―- -~ —一、
}> I
____jーノ .,9-．

 ロ
ヽ
~
ー

｛
 

一

＼

ー

）

一

(
l
lム

1287 

9
―――――-＝-――-＝= 
二 1289

a,ーー
1285 

:
 

ー

[

[

1286 

1288 

二 l

2
9
0
1
2
9
2
 

一

一

[
 

ーロ 口'1293 Q ~ 六ーニア言了~元~ 二二）1294 

゜
50 cm 

1295 

第125図板壁板(1284~1295) (1 : 10) 

-253-



ベ[
ー
i

-

1296 

―――ご二c-

， ← 2 ， 7 

""~,-
--~:::'~--~--_C>-_..?°C~c::.~_\ _____ -i---~/2 ..' 

ー

二
I 
I 

1298 

＼
 
＼
 

ー

9
,
 

', 

ー
ー
I

I

 

「
J

I

I

.I 

,
1
,
 
，
 

，
 

2
 

i'99 
l
 

可

9
9

「9_

―

_

9

=-<こ＿三＿一 二 --1300

'＼’̀
 
↑
 

冒冒`
＇`、
130

/ 

- I~·---·--~-----~--

’-_-！1
-
U
 1302 

I 

□三―~-
>- -~J• 9 
三三 ~1 ==-フ

1304 

1303 

゜
50 cm 

第126図 板壁板(1296~1304) (1 : 10) 

-254-



¥|＇［ 

r

ー
＼
，
＇

ー
．
’
＇

|
1
,
1

ー

-255-



：
 

.`に
ニハロ↑口＼

＼
カ
刀
l
l

巾

の

3
 
3
 

一

＼
入
＼
口
見

＼
＼
ー
—
ャ
ー
ー
|
／
ー
ロ
＼
～

6
 
2
 
3
 

一（
 
木

26

垂

3
 

ー

図8
 
2
 
如

l'1. 
関

1327 

：

口

曲

4
0
[

（

，
 

2
 
3
 

一

胃

ロ

ー

＼

ー

1

|

1

1

1

|

|

ロロロ
□

冒ツ

》

i

゜

9
戸
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ー
ー
ロ

ー
ー
＼

d

ー
~

．．
 
叩

ぃ
ー
＼
ト
ー
＇
ー

¥

,

J

＆
 

•
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

閥

．
 

↓
内
＇

i
Y
 

-256一



,' 
一4
 
3
 

一

n
 
ロ
・
-

）

 

5
 
4
 
3
 

ー
～
 

I
 

I
 

o
 
31 

h
i
＼

ー

、

．

3ー

＼

ー

ー

ロ

・

曲

□

口／
□

月ロ・和垂

r|

[
[-1

<

._1 

-

(

＼

 

~
に
ー'
|
1
1

―

＿

 

|
[
I
t
l
f
躙

ーヽー、
、,'

II
 

2
 
如

凡
口
且
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
い
い
ロ
ロ
ロ
ロ
|
ロ
ロ
□
〗

1
1

1333 

＼，＇ 

i
り
炉
い
2

1

民

。

鳳
1

¥

ロ賛

m
 

‘,‘, 

40J 

＼

＼

＼

 

8
 

、,`‘

口
口
〗
ロ
ロ
ロ
〗
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
い

}
1
.

.

 

曲

⑤
□

ロロロ
□

〇
暉
ロ
・
四
打
員
烹

1

う
ー
|
¥
|
9
,

0
旦□

い
い
ロ
ロ
ロ
ロ
ぃ
ー
！
り
ー

□

八□

臼・叫ロ・-g

虞

ー

1
}
_
／
□

ロロロロ『

↑

¥

i

_

 

□

1-＝[I
言

ロ
訃

□
ロ
ロ
〗
＇
，

0

11

ロ

•• 
！
•
平

i
t
t

『
~
`
•
ト
ト
ト
．
卜
が
囚
•
:

讐

□

口
〗
灼□言
口
い
冒
ー

1
0

曲

り
0

ロ
ロ
・
呻

C

1
贔
冒

り口：＇

-g
り：＇

-257-



m
 

,
＼
＼
、

．．
 
呻
「
＇
暉

□
口
〗

□

二
〗
止1

u
:
・
ロ
・
ロ
叩
[
(

」
.

.

 
0
 

ロロ・
□

“
＼
ーl
_

ー
ー
—

l

—
—
|
|
＇
ー
ー
ー

3
4
8
ぐ
＼

|

＼

／

0
□

’'

ニ
パ
ロ
叩

(\\/>

刈
）
ロ
ロ
ロ
＇
ロ
ロ

ー

＼

ー

）

|
|
|
／

L
ぃ

ー

≫
 

ー

1
1
1
,
1
|
|
_
口
ヘ

1

ー
ロ
□

11/□口
／
□

[
ヅ
刀
'

d

-

¥

［

_
1
1
,
1
|
 

9
.
’
ー

1
.

I
I
Iい廿

I
|

＇ 

I
I
I□,□
□

し
I
l□

’□

八
I
n日ーバ
l
i
|
|
_
ト
ハ
日
ロ
ロ
ロ
ロ

|
i
I
,
1

¥

I

 

＼

ー

＇

ヽ`＇／4
 
5
 
3
 

ー
～
 
6
 

6

4

 3
 

4
 
3
 
1

-

.

.

 

5
 

図

゜
3
 
第

-258-



〔

尺
zo暉

□
‘
ー
／
ロ
ー
／
~
＇

/
 i

 

し

1
1
八
ソ
ー
，
＇
ー
ー
／
し
，
1

＇

じ
"

¥

_

1

1
ー
ー

1
1
_
_
 1
1
1
1
ー
1
1
ー

m
 
c
 

ー

1
9
5
:
:
'

¥9

日

1

3

0

曇
令
＇じ

~
 

-

0

り

喜

il)／

l
i
r

`

I
□

¥

／

/
i
f
 

¥'¥ / 
1361 

1360 

゜
50 cm 

第131図垂木(1355~1361) (1355-1358は1: 8、その他 1: 10) 

-259-



m
 

i

’

[

二

,040

¥

|

_

1

|

 

州
口

|
|
1
ロ
~
ー
，
＇

¥
_
ー
，
＇

i
_
 

N
 

、

l
\
ー
|
|
|
|
|
|
—
ー
ー
—

I
'

□

ロロロロ／
□

／

Iーロロ
/
|
ー
|
|
ー
ー

5

□

いいロロ
□

70

f
/

＇-° 

6
 

ー
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
・
口

0

ロロロ
□

1

ー

＇
99,‘,'も
ぶ
ぐ
＄
ら
ゞ
＇
曹
、
，

．
□

ー
〗
9

ぃ

n
)
\

｀
 

/

i

 

368 

゜，
 

l
,
9
 

＼
 

A
 

しl¥ u. 

第132図垂木(1362~1371) (1 : 8) 

-260-



ー

＼

．．
 
后
ー
＇

門
＇

□

1
口II

ロロロロロロ
1

|

|□□

いい＼＼

□

口，

□

)
↓

T

し
口
：
ロ
ロ
ロ
ロ
〗

2
 
3
 

-‘, 
L
'
 ロ
1374 

(]:9 

m
 

-

|

―

冒

□

ロ`・・
5

,

＇
口

37

一

他

□

ロ
ー
＇
~
中
[

：

口

°

／

ロ

ロ
□

9

[

..Y : 

.1375 

1379 

40cm 

-261一



ー‘
 

1

ーベ喜
I
I

、＼

＇ 

r! I
I

卜，＇

,
9ロ
~
ぃ
ロ
ロ
げ

ーーーロロロロロ
I

ロ ロロロ・

1

1

[

 

ー

1

ロ
ー
口
冒

□

`
 
2
 ，
 

月
尋
●
13

8
 
8
 
3
 

一D
 

位

ー

ー

／

M

ー

1
78 3 

りーーロロ・

一

邸

〗
冒

1
3

5
 

、̀’ノ4
 

8
 
3
 

口

●

〇

直
4

2

 

＼
 

8
 

8
 
3
 
1

3

 

~
炉
ー

w

.

.

 

（
 

/
＼
鷹
~
影

t
r
t
!

＼
＼
じ
ド

3
8
3
5

＇ロー

h
y
!ー
|

1

ー

＼

＼

一

2
 

ー

ー

1
1

：□
口

□

｀
ロ
ロ
ロ
ロ
い
□

□

い
ロ
・
[

ー

．
 

＇、

勺
9

1

_

仇

9'-

1393 

●, 390 

八□
＇ ＇ 

ー

，
 

3
 

1394 

゜
25cm 

40 cm h,--,-I 1----,  -~ ゴ---ーニ」

(1394のみ 1: 5、その他 1: 8) 

-262-



I
 
I
 

＼＼ー＇

＼
 
,＇ 

．暉
.)
 

さ
'
,
'

ー

~
l

ー

.)．呻

ー

，
 

ー
ー
—

1
_
1
ー

Mい
し
ー
じ
〗
:
.
9
8

ー

ー

3
 

ー

1

1

1

g

,

1

!

’

 

I

1

,

1

1

 

〔
口
／
／
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

□

1.
汀

＼へ、I¥ I~ 

I・ — 

I
 I
 

冒

1400 

ニ曇l
I 
1, 

n
 

9
 ，
 

3
 

―

-

1

 

~|9 1402 

I 
I 

・曲
I 1403 

゜
60cm 

゜
50cm 

第135図垂木・梯子(1395~1403) (1395-1398は1: 12、その他1:10) 

-263一



4
 ゜

-

：

4
 

ー
ロ
／
＼
／
胃
口
I

こ

ノ

)

1

9

 

l
I
I
 

~ ログ,:~I陶1405 

第136函梯子(1404~1408) 

゜

-264-



ー

ー

に

＼

ー

l

-265-



第138図 不明建築部材(1417~ 1427) (1422,.., 1423は1: 8、その他 1: 10) 

-266一



9

1

,
 

r

,

 

9

ー
□

ロ

ー

ー

9

ー
1

1

ー

1

i
ー

i
1
1
1

＇ ヽ
グ,' 

，
 

2
 
4
 

＇ 

』

/，＇” 

｀

凸

~
 
ハ

：

叩

ー[
/
l

ロ
ロ
ロ
ロ
—
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
／
／
口

□
ロ
ロ
ロ
〗
ー
〗
ニ
―

g

15
ゴ
30

1435 

0 50cm 
I I I I I I I 

(1432は1: 6、1433は1: 12、その他 1: 10) 

-267-



m
 
c
 

令

4
0
-
:

゜
4
 

I

4

 

l
 

ー他

』

：

＿一

二

／
《
‘
ヽ
＇
二
」
仁

ロ
ロ
ー
！
ー
！

二

―

!

-

I 

゜
60cm 

口

口口冒宵

｀
 ＼
 :L 

—­
-

9

 

|
 

1436 

-268-



□ 
-- -- -—— 

ニ
ー一―ー- -

＇ 
d
¥
―
 

1445 

,,)  - -, ¥-
＼ 勺 ~---·---,. - --~-~---'~'一一ロ―--_ _I-・- ---←  

―--'>------_) 

1446 

゜
50 cm 

ロ― -----------~ ミ三~ ---~ 、 I~
゜

60cm 

三」 I
L__ 

ー，プ
、1¥¥¥¥',L'-1J'I 
.-'-―- - - - -c― ―-ローロニ_____'-cG_l1ニニニー
I 

c__、ニロニ

L _ L ff¥こ！＇し
戸 ¥l¥ L {丁[,只—ぐ二＿＝ー:_.,-2: ニ ご I ,!g 

―て文~-
~---~-~--

-------------

／、バニ――-__ - ニー＇ご---: = ---------= 1450 

0 80cm 
I I I I I —• I - I 

ロニニ二
I I 

-'  
I I 

I 

二 ¥''I 1451 
-― 

゜
100cm 

二ニニニニニニニ二□I I ,.,, 
゜

150cm 

第141図不明建築部材(1444~1452) (1444~14471ま1: 10、14481ま1: 12、1449~1450li 1 : 16、

14511ま1:20、14521ま1:30) 

-269ー



＇ ，
 

＇
~
ー

• —\— 

IL鼠
I 

4 し翌

-'1453三 om

I :, ¥ill 

口
! ¥ i 
I 

三ヽ::'
第142図木樋(1453~ 1459) 

'l・ — 

-270-



◎
五

□

川汀，
1

1

1

1

|

◎
 

1
,
0
 
6
 

9
,
4
 

□

日
．
 

0

:
＇
川
杓
_
|
_
＂
［

I

1

叶
皿
り
り

146

1464 

尊壽覇鼈¥
1463 

゜
1465 

1467 

讐
□

！＇ー
I
I
I
I
I
[

□

I
I
I
I
I
I
_
1ー1
9
1
¥
J

□

口□
：ーー／ー／ー／ー／ーー＼
9
[

□

I
I
I
I
I
I
I
I
I
Iー＼J

811111 

口

ぃ

［ーニ

［
 

冒，472
口

員口昌1470 0 10cm 
r1  I I 1-1―- ---1 冒二鳳473

第143図 木釘・栓もしくは楔・把手(1460~1473) (1 : 4) 

-271-



‘ 

,
1
,

ー

_
l
1
ー
~
ー
）

J
1
1
1
J
_
I

ー

＼
 

．
 

．
．
．
 

＇ 

II 

~II

•

>
n
 

｀ 一三］―ー／

冒ロ・
:=—-ーニ2:C.---------,.,

-----「------------

O□ 
l/]Ji> 
>~了=--

1476 

11 1475 
言

言二璽477 Iロー□I 1478 

叩會1481

ぐ旦
0
勺叩

繹
こ
暉ロ

1479 

、」〗
1̀485 

〇しJQ[ 
~1489~ 芦~1490

~ 

~1480©1482 0 10cm 
I I I I I I —~- -, 

第144図 接合補助材・樹皮巻・蔓巻(1474~1490) (1 : 4) 

-272-



J ノ

――
 

-―
 ―) ヽ

呵
｀

n-坪
身

壬 .
<
 

頂-

-l-
ー 冒犀／／／犀／犀／雇~靡嶋 1493 

= II l'I I ,1:a=ニ

ー／巳直皿鼠-=―― 1491 

0-E-/,1/,,Z,-,= 1492 1496 1497 

0 10cm ← I I I I ―- I ——-~ ―--「―-—1

I I '  
I I 

1499 

0 10cm 
I I I I I I I 

第145図 木簡・木札状木製品(1491~ 1499) (1491-1493は1: 2、その他 1: 4) 

-273一



1500 

1501 

言

し鵬》暉 ．暉

|

|

,

1

ー1¥ilー11
1

1

1

i

i

ー

ー

ロ

＇ 

＇ 

＇
，
 

＇ 

-

,

'

，

ー

1

，

ー

1
,
9
9
,
1
1
,
_
'
r
:
l
 

＼
 

,

'

，

_
,
1
,
9
|
'
ー

ー

'
|
1
・
1

'

,

9

↓
 

ー

ー

'

|

'

,

'

-

□

|
 

1504 

、505
.1506 

• 1509 

O。7

.1510 

第146図丸杭(1500~1510) (1 : 8) 

-274-



虐>>,I

に二'~三・

(;J 
i 

I 

！ 
． ，  

: i 

＇' ： 

I 

I 

I 

9
9
,
9
_
1
1
'
’
’
い

¢

ー

ー

・

'
,
.
,
.
|
|
_
,
1
,

; I -

＇ 

i 

..  513 

□

ー／口＼ー＼ーーー
2

•
ロ

-1520 

● 1514 

,

|

1

1

 

.,515 

＇ 
＼
 

7
り
，
I
'

，
ー
ー
＇
ー

ー

¥．
I
 __ 

,
l
 

八
い
U‘

＇ 

・！

1517 
1518 

ew 

1523',;、1524

O 20 cm 
I I I I I I I 

・
□

ぃ9
国

ー

ロ冒

.1525 

.1526 

第147図 丸杭(1511~ 1526) (1 : 8) 

-275-



1527 

． 

eー
ロ

（上段1: 8、下段 1: 4) 

-276-



-277-



：
 
：
◎
暉

□

川ロロ・・叩

ー
ロ
ー
向

一

八

ー

,＇
1
¥
 

-

6
 

い
：
＇

□
◎
叫
0
昌
〗
ー
1
[
-
1
5
9

1
1
/
-
1
,

．暉

-

＿

 

＼

ー

1

1

ー

一

9

9

、

0
ー

1

ー11
|

—
□
□

,
0
◎
暉
＼
ー

1ロ
~
~

―

―

―
 

0,-

，
 

8
 

I
I
 

5
 

＇

ー

ロ

ー

[
ー
ロ
ロ
ロ
ロ

□

攣
旱
ー

7
 

ロ

｀

8
 
8
 

口◎
15 10cm 

(1 : 4) 

-278-



ヽ`

l4
 

T
 

・町
25

他のそ

゜
一ー7

 

¥
-
．
口
ま

•9, 

゜
ー6
 

ー

0

1

ロロ工
□

戸
口
ロ
口

□

汀`
□

□

，

暉

5

輝

り

―

―

811

゜

し

’-
1

1

ー

ー

且

9

8

1

0

0

 

6
 

，
 

＿
・
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ー
|
|
|
口
—
—
ー
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
〗
〗
ー

85 
ー,＼ 

い
い
(
|
|

ー
。
〗
ー

|
□

□

日
U
'，0707

げ
□

口冒口，

5
 

1

1

|

_

,

|

＼

悶

61

-

1

 

4
 

o

n

_

|

＇

,

l

|

 

__ 
|
|
ー
ー
ー
ー

~
1
,

り

,
6
1

一

ー

乃

一6
 

l
 

-

3

 

0

↑
ロ
ー
，

1
|
~

ー
ー

|
1
,
1
1
1
,
1
n
6
1
(

-

1

7

 

，
 

5
 

2

1

 

1

(

 
具

の

'
5
|

＇
—
ー
，

1
_

ー
ー
ー
|
_
A
1
6

．
 

状

1

棒

ー

e
L
'

ー

ー

ー

―

ー

1

ー

1

¥
，

図

、

6
l
 

図一

0

5

 

:
N
n
Iーl
l
1
1
1
1
"
1
6
1

国が

-279ー



2
 

1
_
9
1
~ーー
ー
＇
ー
1
i

＇
|
ー
—
|
|
ー
l

〗_
1
6
3

＇ 

，
 

ー

1

•1 

II 
l
 

．．
 

◎
い
ー1
1

3
 
6
 

l
 

ロ
，
 

,
9
|
z

噸

）

~
 

3
 
6
 

一

。
3
 
6

~

 

↑
 

8
 

ー6
 

ー（
 
具状棒図2

 
5
 
第

0

ー

ー

1

|

|

＇ー向

〇
討
口
口

鬱
□

口□

口□

・
ー
~
し

1
-
i
_
＼i
i
〗
暉

o
：ーロロロ
□

□

日ロロ
□

ー

1ー

1

向

m
 
c
 。
2
 

•
口
ー
ー
、

I
I
I
I
~

、
叩
ぃ
623

＼
 

゜

．
 

◎
向

• 
ヽ

［ 
--11-

。
口
向
《

□

―

団

oin|1
，□

向`

0

|

ロロロロ
I
I
I□,
'

暉

0

1ロ
|
|
|
ー

1111|||_9暉

●
ー

1
1
1
1

い
~
1
1
|
I
I
I
Uー暉

◎
口

1
1
I
I
I
i
1
,
|

—
ー
ロ
ロ
ロ
□
冒
，
＇
向

0 10cm 
t・・-「丁―ゴ― I I —~1 

(1623-1624• 1631は1: 8、その他1: 4) 

-280-



瀦 1 5 3 図 惹 1 X 油 ( 1 6 4 0 ~ 1 6 4 7 )

ぐ
ニ
ニ
ニ
文
区

r
―
-
-
--
--
. 
ミ
-
-
=
:
-
-
-
-

e  

|  2 8 1  1  

( 1 6 4 0 - 1 6 4 1  l ; t  1  :  6 、 心 X q )⇒ ~
1
 

:  4 )  

〇,
,_

゜

~
、
、
ミ
、
さ
怠
后
ペ
・
、
戸

念~
C

!Z
/.

i:
u

, ク
訟
／
雇1
/
~
亙
ー
靡
／
雇
盗
に

了
吾
ー
一
ー

o
 

一 ー i ー ー ・ ー 1 1 ' _ ＇ , 1 り

口 ¥ f  

こ
こ
／

同 U

ー

’~ 

, J  

•l
i~

 

．
1 , r |

ー 1 1 ,j  

ー ・ ‘ ,

し •

゜

~
 

吾ヽ
Il
l鵬

旦

I I J  { • - n n間I , 1 1 ' | 4 - ， 1 1 い

コ
—
三
~
.

忌
＂
圃
薗
『
疇

5 c m  



/¥. T~, -I 一―

¥ /~-- ¥ ¥ ¥ ¥ "' 

・ロ~\)_ J-< ¥)¥ ¥ \\~\\\ ¥ 
~ □¥¥ 
一C 

＼ I I'  
1』

t '  ,_一
-―- -\~-~-==--—' 

＼ 

二
1648 

二＼

C口〗 ¥＇＿ 

----―----- ----

●一

(-

＼口¥¥')( 

，
 

4
 
6
 

．
 

ロ□

I 
—--—• --~ 二- - - -
---こ―--一一

id > ーノ‘-~: ← :
 

＝ 
I 

し―― ~-_Jエニ- _J 

n□
日
3

暉

＿

ー

---. ・----_Q _. -.. --

2
 
5
 
6
 

＇ 

月
川
馴
い
仄
馴
J
ー
—
ー
／
ー

W
い
口
U

1653 

1654 

I

I

I

I

I

 

＇ 

．
 

O

ー

ー

_

.

,

＇

1

'

,

＇

|

1

,

1

．
 

9

,

＇ 

99 

,
 
•• 
9

,

'

 

•• 

,＇ 

，
 

,

'

,

 

＇ 

.,＇ 

'
|
.
,
．
ー

O
'
’
,．
9

'

,

＇．,.

|
＇
ー
1
ー
ー
・
＇
ー
'
’
,
＇
，
’
.
，
＇

,
9
9
_
b

9
,
 

＇ 

．
．
 

,

'

,

 

,
 • • 
,
 

＇ 

•• 

．
 

11 Ii 

L 鬱蓼霞躊璽~
165 

0 10cm 
rT―← , I I ―→ --1 

第154図 板状具(1648~ 1654) (1 : 4) 

-282-



D. ,1,-----~!-~,,' □〗三c_~~;--,c~-- -— 

: -----'―~乙~~-- ---~ ー・―-―•―-·一）戸＼――=-~\. " __ _:_-―-し--・・・--------・---~~-~-------
I 

I 
--- ----——ー □一--

ーノ--- l~~ ニ-―＿ー―-三--=--=-cc=---~_/•---• /-ll 
, /1万 i
, I' が.--- ー）↓, -

f;-t一
¥_,c--(-"-、

--ー----
＼ 

---
-', -- -
__ -

¥、-

'¥'― 
-~ •一・ペここ＿ーニニ~-

-
l
1
 

---- -/ 

n
,
1
 
I I 

1655 

1656 

/e-

~~-"-
＼ 
ぃつ・三
~~( -----'. ーニ―ニ―~

口 1659 

I 
----

）：三＼＼

ーロ~~J

＇固

冒

1
91657 

(~~ 

I (J I 
,(¥  

I -10 -
I 

¥' ＂ ---

IJ ー――」ーニ
1658 

ーニニ

重

11暉

0(9叩
冒／烹
g

□/ 

019166 

口／
噂

1
9叩

m
 

6

c

 

6
6
2
0
 

菖
鳳
鳳
》
1
0

第155図 板状具(1655~1666) (1 : 4) 

-283-



ロニ口
◎
—
_
口

二 二
1667 

---,、 I 

ー ロI I 

こ ―[C___ 三

a
1
0
 ロ二

I 

〗ここ三 0
I 1669 

0 15cm 
i--1 → ・1 I I I —— -~i 

1668 

I 

゜
--

~----- ---~------

I 

◎ □ --I
I
I
m
 

I 

□□□ ii I 
1671 

2
 

國
観
B
0
6
7
．
 

I I 

旦＿―-□~·-:j! 
h _

1
,
 

1
9
 
1674 

鼻一ー，
7
 
7
 

9
1
9
1
6
 

こ

.

.

.

.
1
ー
ー
一

...................-

•••••••••• •••••••••• 

[
 

二」

~ ． □ 

畠

'678
l
 

I 

--―--
~~ 

----~I 

ー/ _} 

゜ - -~-

I 

6
 

凰
鼠

'15
，
 

□戸□□□9I 1676 
1

＇68 ぷ 〇
,0
り
682

□

/

 

>

[
 

9

0

[

|

 

，
 

6
 

9
7
 

l
 

9
1

冒
I
I
I
I
i
_
]

、ヽ 1680

1683 

<――饂~、、、、、、、零零零―ーー、I
i面

0 20 cm 
I• ; I I : ー「―-----1 

第156図 板状具(1667 ~ 1684) (1 : 4) 

-284-



こ

C二=二~

,17l'‘
向＇ 」1685 

こニ一
--~- ----~ -----

一、

~ 

―=-・--cc―ロロニ□〉ー 1686 祖`

: ] I• 
___.,.-/ ~.# 

1689 

1688 

> 1693

I 

＼ぐII -~{ ¥ 

1691 
ー入＿~―／こ〗--、\ー／ー〗一/ 

I 
1692 

1694 

I 
1695 
_ _¥ r-三

第157図板状目

I 

六 (1685~1696) 

1696 

(1 : 4) 

-285-



← 
-~ 

- -- "~ 

{'/ 
( 

i 
>~-

L—-~­
~--~~--

I 

―--¥ 

-_-_c----

1698 

ー[/'し

I 

I 

-'--------――-?__ I 
・一 -1 

r ---
---― l （ご

—( ---

: 
.'  
II ------=" 

．•一

戸cc.-==ニ=-=--=ニ=--=ご~竺三一
I 

―-----------

--~- --——~---~ —-—--r― 

I 
cc-~--

／
、
701

ー

.
l
|
 

／―-_  _I —_—\"' 

-__ } 

，702 ＇ 
1699 

I 1705 

1706 

＿ ―-―-—-三ー~:--=--―- -------:--: ------—~ 三~--~三ーニ三
—~---- ¥ 

------·-—• --- --------~-~ ~-~---- -―- --・ ~-

, 1707 

1
1

ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
1
1
0
47
 

．
 

付

1
1
7
0
8

第158図板状具(1697~ 1708) (1701• 1705• 1706• 1708は1: 5、その他 1: 4) 

-286-



二

-- ---—- - - - -

--
ー竺:_1711 

＇ー口冒両

庁
ー
バ
ば
＼

ー
/

＇

 

／
 ／
 ノ

／
 
ー

----::__----:_二ご二7□:~---------, 
‘ ヽ

゜゜
17

圃

'171

，
 

り^

"r

r¥J 

20cm 

I 
1714 

□ ,I 
1717 

こ一ーー ーーー一一 二

ロニ > 1718 
、1716
ヽ

0 15 cm 
I I I I I I ―_ 

第159図板状具(1709~1718) (1713,...,1717は1: 6、その他 1: 4) 

-287-



I 

~ —/• ~ 三~
~-

―_ _,-- -------------
-----五

~ =----------' 己、＿
＼ 

ーこ二
- - - -~ 

~------ 二-- 1719 

~--- -I 

J___J ~ 

：ゞ 三
ミ← \>

¥ 、---

j i 
--- 1723 

=---= 

f

iー＼、 5
 
2
 
7
 

↑
 

ー
一
ヽ
噌
・
・
’
ー
｀

ー

I 

＼ 星
グ1

．．・: : : : : •• ::・.. ••• • 
.. ・_: .. ·• 

I 

~1722 

□ I 1724 

―l 
1726 

ー ロ
1727 

-------------=:] 
1728 

0 40 CITI 
I I I・-r  I ―. 1 

第160図板状具(1719~1728) (1 : 8) 

-288ー



-o-
訓 illllillilllffl)1730 

．
 
3
 
7
 

一

ー

入
〗

、一三―三二二竺三竺＝二ニ＝三

二
二~~

I 

ー一 □□□
I 

II/ □; (/4 

。]

II・-岡
cm

゜
2
 

1732 

,I 
-~ 二□ーロ
――-―ニコ―e_--う1737

~ プ~

ご一

1733 

I I ;·-=• 9>I 
I 1734 

國文二====~__JI 
じ—-~—- ------::』 1738

贔 /1-• • I 冒 口
ー 一二□三三三］一□1735 

ロ
ニ
口

二〉＂．
1739 

二：、

二：＇

ニー，
1740 

信
旦 ゜

匹 @ 

◎ ° 
I 

色二=n
I 

---t---11--1- I / 
¥I¥ I I/ 
~I I 

'' 
＼！ 

曰
I / I I 
I I I I 

I I 
~, 

／
『
〗

畠畠＇言
1741 

こ／天—
三j~――  息1743ー□三二璽喜

I I 
--々_____,.._,,-- - ---: ―ーニー ―x__-=----- - 一―-- - -

--

口＿＿
~ 一~ -- ---一--' 
I I 

• Q a 1744 

I 

□□□ロニi
I 1745 

I 

ぐ =三!1746 
I 

゜I I I I I I I 
10cm 

第161図 板状具•その他不明品(1729 ~ 17 46) (1729のみ 1: 8、その他 1: 4) 

-289ー



I a=- .. ~~ 一ー玉
ニーー1747 ロニ

l 

！ 
二 1748

彎肩1749

◎

,In 

~
 

二
〗
攣

1
7
5

I 

鳳 二□
□ 

1754 

ロ
ー
暉

0

言
□

口＇

三
□

1

.¥m 

ー ー一 ,/~: ',〕 : 冒9
二 1755

冒9/
 

／
口
＼

＼
＼
 

ー □し三二□1758 

□
 

二

0 10cm 
I I I I I I ------1 

~----- I I --

f 

し
I 
I 

7
 
5
 
7
 

1
,
1
 

,＇ ,＇ ,' 

゜

如

□

戸
ニ

I 

□ =,-- 冒両二
三昌冒：＇

第162回その他不明品(1747~ 1760) (1 : 4) 

-290ー



~ ~ 
麿`6

量冒

言冒
電麟 1762

ー
り
1

》

0
0叩
ー

1:~ 
五

8
 
6
 
7
 

ー

u』
• 1767 

第163図 その他不明品(1761~1770) 

I
I
 

,~ 

--
＿琴ヨ
1770 

言 1769 

O 10cm 
!-I I I―丁ゴ――-- i 

(1 : 4) 

-291-



二

ロ〗

~r----r· 
-- I 一

~1779 

□[ 

□

]
〈「↑

1771 

2
 
e177 

疇 1773 

-・i i 

~. 

>
こ二

ごー7―
ヽ言

璽言言〗 1780

ハ

781

□

[

 

I I 

C゚二つ

1778 

1777 

40cm 
I 

1775 

F~ f¥¥ーロ

□ i 'i I l 
ー、J.: 〗

三
第164図その他不明品(1771~1783) (1783のみ 1: 8、その他 1: 4) 

-292-



口

(f[j,,s, 二，

！ 
'!I 

: 

~ 

•
III

>/

__ —
l 

＼

／

口

＼
 

-[->'―

-

[

 

/ ／ 

---------

-- - - -) 
） 

，グ―

＇ 

＇ 

I 
-,、

＼ 

~
 

，
 ―
i

-

―
 

-＿-

-
疇785

〉`

昌 1790 

饂Ima

彎

量

~ 
1791 

1792 

＇179 0 10cm 
hi  I I I I 

第165図 その他不明品(1784~1793) (1 : 4) 

-293-



゜

．暉 1796 

,＇ 1, 
戸

い

ロ

ニ

三

疇

暉

曰

口

己

:11ー1口
／
ロ

III

I

¥

’

ロー

＇ 

『

'
,
'
1
 

ー

二 疇疇
三 1805

4
 

！ーリ＇ーロニ
3
 ゜
8
 

冒
◇

―

-

-

＼

＇

|

-

/~i]­

＇ _，10暉
＼
 

,

'

ー

1

r
 

ー

ー

ロ

ー

1

ー

ー

こ＿＿

□言ロ

｀ 1800 

第166図その他不明品(1794~1807) 

-294-



□
 

,・、
~ ― 
ノ

直

11111I~I 809 

~ 瓢

二1808~—=~ 
2
 

一8
 

↑
 

疇
-

O 20cm トl I I I i - -一 I~- r-- 、-—→
4
 

一8
 

〇ー

O 40 cm I I I 1―「丁-- I ----,~-1 

第167図 その他不明品(1808~ 1 81 4) (1808,.., 1810は1: 4、その他 1: 8) 

-295-



八i

~J 

ーーニこ I"一
-_:-_____  1815 

u
8
1
6
 

汀ー

3
 
2
 

゜

ロロロニ
1
8
2
(／
/
[
＼
〔

□

1
8
/
口
＼
[

.
d
t
4
、已．凸凰

lfi望．
IIi1:̀-
．パ‘
□

-

>

j

ハ

）
1

，

2
 

1

，
ー
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
〗
ー

1
8
2

―↑-＇ 

―
-
．
）
i

}

 

バ
＼
＼
ー
ー
|

|

1

|

ー
,
＇
し
ー
〉

口

〕

□

且

8
 

一
、

8＇
 

，182 

5
 
2
 

-
8
 

-
1
 
一

n
 

2
 
8
 

ー
～
 

-

＿

-

（

 

一

/

―

―

 

品明

.
I
 

日

不

9

,

1

|

_

I

|

1

,

1

1

ー
＇
し

他

4

の

— 

82

そ

ー

――-螂如

ロ

：
I

|

I

、

ー
—
)

<<

ロ□

ロ

ー

I

l

1827 

40cm 
二」

(1 : 8) 

-296-



2

4

 

3

3

 

＼

ー

ー

1
1
1
1ー

1

□
〗-
1
8

介
ロ
ロ
ロ
—
ロ
ロ
゜
0゚
冒
｀
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
[

3
 1
8
3
A
c
l
3
8
|
_
|

＇

|
I

ロ
ロ
ロ
口
~
「

|
|
_
_
|
l
~
|

｝
ヽ
—|_
1

：
、
初

|
9

ぃ

•
1
'／

\

=-

,

＇

ー

／

ー

1

|

＼
ー

11.
.
.
 

／

18-
＼
 \
／
\
_
|
＇
,
/
ー
—

I

-
/
-
1
ロ

ーl
|
4
|
l

什

□

ー
I
"

～
い
~
⑬

7
／

□

ロロロロロ・
-

9

 

2
 
8
 

30cm 

1828 

7
 
3
 
8
 

已□[0̂’ 

1840 

し
□

し
1
0凶

1843 -

O 20cm 
I I I I I I I 

第169図 その他不明品(1828~ 1843) (1828-1836は1: 6、その他 1: 8) 

-297-



疇

彙 1849

20 cm 

！

可

[□
845 

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
・

1847 

I/ 
＇ ． ． 
1856 

1848 

r
J
6
 
8
 

11"＇り
9
1
1
,
9

a`
ル

ー

'

|

9

6

0

 

こ

r

ー
／
|
／
／
し
し
ロ
ロ
[

4
9呻

ーー

ー／冒 □53
令□［口］
鬱言 ヽ 1854 

1852 -

冠□~(1855 

7
 

ら
》•
1
8
5 ．咽

0 50cm 
ピl~, 1―-― -------1 2

 
6
 
8
 

＇ 

~
凡
小
~
l
J
9
.

第170図その他不明品(1844~1862) (1844~1854は1: 8、その他 1:20) 

-298ー



ー

八

／

＼

ー

し
,¥,'，
1
 ,

’

^

 

ー

ー

ー＼
ー
，
1

＼
—

9

9

,

-

i

 

/

i

l

i

l

/

 

4
 9
,

9

/

 
,

t

7

,

'

,

|

-
、9

ー

f
 

／
 ', 

9

9

 

ー

，

,
＇
 

＇ 

＼
 

＼
 

,, 
11 

18&4 

1863 

11~ 
yi 
疇謳圃j_-_

1865 

', I , ‘ ， 一 ヽ

‘―ー、ヽ
ヽ

一
／

＿

／

 

／＼口’ り

QJ 

ロ

______) ロ

I 
_,,---、,--~----- ----、／ヽ I',,,- ¥ /,-'¥  
/ヽ¥ I',,_,,,, ¥ I ¥ 

I ¥ I I 

,'¥, ――／／へ、ロロ／〗 1868
てこ―[:~~〗□こ
ニー出-~~I I -~~---------

r-
―
|
＿
―
―
―
-
4
 

1870 

—@-
11=已1869 7

 

6

8

 

一

6
 
1
8
1
1

口
口
に
日

□

口
u

ー

＇

！

！

ー

1

1

＼
 

ー

I

I

I

 

0 15cm 
I I I I I I I 

• r--~ 
し、

一

，

＇

,

1

1

ー

ー

1
)ー
ー

ー

八
日
口
1
1
1
1
1
¥
i
l
i
i□

幻r’
 

2
 
ー・。
_
1
-

m
 
c
 。

第171図 直柄平鍬未製品・ナスビ形曲柄平鍬・田下駄・木錘・紡錘車・紹かけ・糸枠・織機(1863~ 1872) 

(1863~1864は1: 6、その他 1: 4) 

-299-



、＼
‘ヽ‘
、ヽヽヽ
‘
｛ヽ、

ヽヽヽ
‘‘‘‘ ‘‘
 Iヽ

l
l
l
 

l
l
 

l
l
-

-l
 
-l
 ャ｛ 一―_― ―-一―,― 9/ /／ /／ ク／そク9

/
 /

／

,

々

,

/

、

／

ヽ

/
 

/

、

`

‘

、

ん

／

＼

‘

‘

“

り

、

1

1

り

い

、

ヵ

り

．

＼

、

ぃ

¥‘ 
＼
 

j
w
w

↑
 

ヵI
l
d
i
l
l
1ー
ー

ー

U
止い
111

1
,
 ー
ー

＼
 

／
 

、＼

ノ

ヽ

／
 

ヽ

/
 

ヽ
l

―

―

 
ロ
f_ - __  Jこ1873

--------

-• 

＇
ー

1
Z
>＇

1874 

20 cm 

ヽ
9

/

 

/

’

 
ー

’‘ ‘‘ ゞヽ

-「¥、

ぃ／＼ ,' ＼ ＼ヽ
ニ/--
n 

□三］
第172図

ー、---(¥ //', 

I ¥ /'¥  
I 
I / 
I / ¥ 

I : i '  
I I 

I I 

I I I ¥ 

, r---:~J Cニロニ｝
I 

-
---

ー）

_ヽ,

1877 

轡

1879 

8
 
7
 
8
 

9
1
 

口
20 cm 

曲物・形代・ 下駄・土木作業用具・匙(1873~ 1882) 

置璽'

1880 

~ 

1¥_ 
! ¥ 
I I 

~-) 

こ—~-1881

(1874,-.,w1875は1: 8、その他 1: 4) 

-300-



働

ー・ヽ ＼ーノ'_,一----

F 
＼（ 

e
 

＼
 
a
 

八
＼
＼
 

ー
ロ

こ 4

Cl, 園麗講卿：：：
1883 

゜
25 cm 

讐疇I1331 

0 10cm 

t~ ―I―I―I―- - -— 

第173図 壁材・垂木・接合補助材(1883~1888)

6
 
8
 
8
 

□

ロロ〇ー

／
 二／一ー-] -

/
 

――
 

,'~~---=一ご三ー~
~-• -――--

I """1111 
I I 

1885 

゜
30cm 

(1883は1:10、1886は1: 12、その他 1: 4) 

-301-



□ 

l

＿
 

。
O

/

一

／

／

＼

l

――
 

し
＼
＼
＼
ー
ロ
ロ
/
/
〗
°
\
〗
―
―
-
[
」
[

〖
\
＼
／
[
＼
\
/
〗
二
。
二
。

1
1
[
I
'

□

/

 

[
 

＼

一

、

／

＼

／
 

＼
 

り
!
Hり
H
什

川

り

＼

，
 

ー
[

ョヽ:a
1894 

0'― 
゜

ー1
1
—

,
I
t
J(fffJl1111[l!lifl,I 1893 邑 1896

第174図

5
 ，
 

8
 

◎
1
 

板状具・棒状具• その他不明品(1889~ 1901) 

八

1897 

/
．
|
刀

1889 

゜
30 cm 

|

＇

＼

[

 

,
1
1
1
「

r

I
I
’
9
.
＇

l
 

[

／

/

,

’

し

I

'

’

一

，1
|
ー
＇
口
／
~
ー
l
1
1
K

ハ
1

ー□
い
＞
l
_

ー
，

l

ー
ー

|
_
1

口
＿
ー
I
I
[＼
ー
／
／

’
1
1
/

＼
／□
[
〗
I
-―

1
,
‘
•
‘
_

ー
_

¥

]

、

口―ーロ
1900 

亀
901
＇ 

ー

＼

1898 

゜「「 I I 「寸――
10cm 
--~--J 

(1889のみ 1: 12、その他 1: 4) 

-302-



写真図版



PLl
 

1ーl l-2 

2ー1

'.・: 平
、'.,:~<、:”．、ク→

...,,.~ ゞ•,序

・. 
-~-·~

 ・・, ーな'
--~

,, ・
・~-... _-:. 

2ー2

-~':':'. ぎら：・え:・. :;,.・ 
.-.(~ ,

 ' -.:-・ ,
 

r 、'•: . ~.\ヽ岱~,:ゞ
拭.~ •• 

.... ·• .. >・・' ｀ パ~'塁塁．，：々 下心¥.•.• ;;. 

釦が平紹

3-7 3-2 



P L 2 

重
7-2 

直柄平鍬



P L 3 

E
 

閏

8-1 8-2 

1111= 

"'r.!i 

'.CfrJ.~ lt-:. . 
， 、'い、•も,."I-

紐？足，,-,

J急/:~~~>"'
•'• 、、:- '・:> 

'',''  

‘‘ 
'•, 

・ー。凡， 1

't 

~ 
9-1 9-2 14 

15-1 15-2 

直柄平鍬



固 芽 甘 渫 米 定 珈

“
 

2 0  2 1  

8 1  

‘
 

P  L  4  

1 6  

表表

1 7  



pL5 

泣ー2訟ー’

24ー22~-' 

直柄又菰
謬｛寸岬責鍬

紐平鍬未製品・



pLf> 

29-30 
謬引訊 ．様淋



P L 7 

横鍬 ．泥除



P L 8 

39-1 39-2 

／ 

40-2 

41 42 

艶

“ 泥除



PL9 

dC 49-1 

50-2 50-1 

ヽ

一 51-2 51-1 

55-2 55-1 

泥除



PL 10 

58 

63 

60 

t,l 

、=
"1
 し「

｀
＼
＼
 

•
,
、
し
、
9
、

`̀
47 

ぷ
汎
ヽ
ぷ
‘
文

苓
.5"況
．
ふ
い
[
'

9.
＾9v
,
¥
｀
 

•:' 

謂
f,

65 66 

泥除 ・えぷり ・棒軸形曲柄平鍬



PL 11 

69 70 71 

棒軸形曲
柄平鍬

72 74 77 



PL 12 

83 

饂

84 85 

棒軸形曲柄平鍬 ・棒軸形曲柄又鍬 ・ナスビ形曲柄平鍬



P L 13 

87 

89 

｀
 ＇ 

脅瓢

＇鴨

、I

f' 

が

,tJt;€

" 

、／
A
ァ

，

9

．
．
．
．
 
や
＇
，
．
ゅ
‘
‘
9

”9 
••• 

9.J-， 

，＇忍・
9

万ifふc

.
¢
し
ル

r
iti'J,

qt
に
＼し

[万↑
9

層
＼
 

t
 ＂ 
’
 

96 

97 

ナスピ形曲柄平鍬



p L ¥4 

99 98 

,06 ¥05 104 
戸繹曲＼丙又鍬



p L 15 

"' 

"o 

蘭

n・ 
.!.'f, fi'l!J,,'~: 事ゃ．・ヽ. .,. ゞ . •. ,-,~:-;;.; ヽ｝, ；； :f ,.,. り...・.. ,~ 

.. . • . .... . • ・.. ：ヽ・ヽ・,,・・;
~, ・.... 

, 7'' 

jl• .,;_A) ,、
.ヽ.. ·• .. 

"~-

127 ,26 ,2s 
ナス繹曲柄又鍬



PL 16 

~ -

134 

132 

ヽ
，
ヽ
．

A
L賓ヽ

t'｀
 

”
 

汎
屈．

9

よ髭＇ヤー‘・ハ

ふ
し、，＇＞‘,r し，＇i
．‘

'-‘ 

.
9
 

＇

ト

'
/，．‘‘
 

＂ 

曲柄鉗の柄 ・払い鋭

138 

135 136 

139ー1 139ー2



ー木平鋤 ・組合せ平鋤

140 

142 

146-1 

PL 17 

143 

146-2 



P L 18 

gf 
，
 ．
 

149-1 

JI[ 

149-2 

149-5 

149-3 

組合せ平鋤



p L 19 

,50ー2,50ー＼

rL-

,5,-2 ,151-1 
畔せ平鋤



P L20 

154-1 154-2 

組合せ平鋤 ・組合せ又鋤



嶋
塩ー

174 

不明紐鋤類未製ロ叩 ・不明紐鋤類
・鎌

173-1 

P L21 

173-2 

177 179 180 



p L22 

,s,-2 

p
 1s1-1 

185 ,s-1 

182-1 

187 186 ,s2-2 
臼・堅杵



P L23 

188 189 190 191 

192 193 194 195 

196 197 198 199 

堅杵



P L 24 

畠

.
9
 

．．
 

，
 

，
 

9

,

 

•
9 

.

.

 

“
t・

'

,

 •• 

•9J 

ー

ら
．I
•

か
i•• 
、
.• 

言
F
ー

，

．．
 

,
9.,•9

.l9 

リ、．

F
f沖`
f‘,'

．

"
,
．
じ
・

・ヽ
'

t’

‘ヽ

'
，
 

會
•
,
＇
·

、

,

.

、

翌
州
“
i
`
9
,．
ー
し

.. 

,

I

'

.

，＇, 

9

.

，
9
 

賣
ぃ
．
i

,
．
 

rか
約

□

‘.,・,＇ 

凡
り
，

ふ
虻
船
JI

りI

frt1
 

rtv'、
鼻
[

"a 

＂ 200 

！
 
｀
~
鼻
と
!
が

.
7
い
雰

腎
,

r"'4ー

，
 
.. 9:Ii 

203 

201 202 

206 

204 207 

堅杵



P L 25 

1`｛
因‘
~
A

ぃ
．
勺
適
r.• 

＇ヽ

．． 

囀
‘

宵

i.f..
，

ー
い
，

；．
p

い
じ

•IF 
.
A

ふ｀
 

`
>
i\\'-

.
5
 ｀
こ
．
、
，
h
:

ー＞＂ぷ
A
k
,I

I

瀾
漏
？
‘
.
.

も
遠
唸
9.i
i
 

|
 

必
翠
.4
ふ

F

"
A
N
"
 

，し
ぃ`
L

208 

しい＼

9
.
，9

心‘心
内
駅一

i

ヽ
ぃ
＼
〗
泄

＂
~

~
し
＂
し
げ
い
，

じ

U
鳳

r
"N
Hぃ

”'r
i
,hiト
r
'・

に

囀
—し

• 
r.-lliii 

．．． 

＇ 

.'
 

.Hー

_
f
3
.
1ヽ

，．

，
 

．
 

＇ 

“か
j
ー
ぷ
’J鼻

L
f
t
'
（＇
9
.
 
ーー

＇ 210 

、,a

ヽヽ
209 ，
 

212 

214 

h
,
 

ー

'
,
 

＇

、

＇

，

ヽ

，

‘, 

.’
 

9

.

 

＇ 

，
 
＇ 
9

,

 

，＇ 
9

,

 

9

,

 

l
 

，、し

215 

堅杵・小型杵 ・横杵 ・横槌



pし26

2,s 2,6 

泣O2,9 

横稲



P L 27 

iヽ

、

J

{t:.“
ー

“i’ 
釈
"

,

t

f

っ

、
も
§
吋
U

-

4

；
直
i

ー

1

9
9
 
＇ 

(
 

22' 223 

225-1 

横槌・手杵．捏台



P L 28 

233 

235 236 

単純田下駄 ・円形枠付田下駄



p L29 

口甘

RW ． 
245 

~ 

i
 

区

I;-' 

Ul ず r 國日

． 
n:: 

＇
 

r f 
.. _ -・. !II! cxr、ゞ
'ii),/r.: 箋

~ 

m,rJ 

• 249 

ー→．．

259 255 254 253 252 • 
付田下駄叩炉細

下駄万紐



p L30 

-之毛f-'・
~ 戸-- -

． 

-~~、• --、ミ

~ 藝
litl 

~ 

262 

． 
265 t'~ 

268 

匿

r c 

281 270 
輝枠付田下駄



P L31 

国

........... __ ---------"'---'—· 一~~--
更呻＿ —-..!Ill-. ~ 一――

315 

方形枠付田
下駄
・目盛板・

木錘

319 320 



p L32 

rn! 

閃

9`
-

323 

326 

ー，一

;;t~ 譴誓1

:-. --;. r~-~j考芦":~ぞ;.,
, . ~--· ・ヽ ＾ヽ

. ・, ,r み・::-:::- _. ．ゃ-~- ...、--~'
-~._A-f -, 

・る

ヽ

-~ 

322 

325 

333 

335 

木錘



P L33
 

i
 

← 
巴直

． 

―

-,.,r・―-.. 
ー＿

・'-'_4.
 

.、こ
.

-

l!5' 

339 泊3

345 351 

372 373 

374 375 



p L34 

A耀暑9 ！ 

,. 
376 377 

378 379 

381 

囁

己目言

＇ 

392 

鉄斧柄 ・紡錘車 ・カセ



p L35 

398 399 400 

401 402 

塵.. l'1liiiiiillil 
..cal 

l:'I"" 

~ 
R冨i

一 AQ8 

412 

カセ



p L36 

420 

如 'tt・糸枠

418 4¥7 

工-

~. ！ ．！ 
｛ 
1, 

｝ 'j 

; 'i r, 

4,9 

425 

426 424 423 



428-i
 

P L37 

~
 

428ー2

g""＂ 

.:.,, ~ 
---~ 込--

',_.
-:-:
. ペジ、

-
• -✓---

-・
.  —•Y ・-―・、 ・ベ:------

.. _.... .·.•·. ・-
←ヽゐ伝・

....... 

429ーl

431ーl

タタリ

429ー2

431ー2

433ー1 433ー2



p L38 

鑑

＇ 

!
 

434 

435 

437 、一

劃 439-1 

439 
-2 

440 
-2 440-1 

織椴



p L39 

ヽ

ヱ
炉

444 

‘饂l.i

a. 

冒

し

ー

i
 

441 

445 446 447 

織機？



P L 40 

449-'. 449-2 

一

450-1 

450-2 



P L41 

~ 

......, 
-.:r~ — •• 一でた;-;・• ..:. えー ・.---~-· 

．．ご,_一.. -~-=~ .--會...,._ ~ ~~--~'一言
喜

456-1 

457-1 

457-2 

槽



P L42 

置

し―

槽



P L43 

470-2 473 

471-1 

~lil 鴫 l

｀
 

i
 

•JFr,‘. 

．， 

/
 
•• ｀
ぐ

i

ル
」J{｀

9
5

ー、慎、．ご諷ばiりはヽ．咎•ふg
.

占
9
?.̀u 

471-2 

槽



P L44 

476-1 

480-1 

476-2 480-2 

477-1 



P L45 

ゴ疇霞

ilf 

拿希~/―-~ir'.?,Y'~- 、な;'-.• C •• ,、ク芦.- ・..
.. --~-一,: .. --・- _,_ --: . ・-.、タ,0.,ヽ‘

● ..  ,,.、ー．・
. _ . . , - - - , . -- _, ..  ―----: - . , . ..,. 

, --. -・-一ーグ・..-~ --、 / 
・/-→9 、/

ヽ ✓1/ ・

··-··• .. ・・ ., . -_. ,:"こ，''."--;;.~参裟多多・.• •,. ・%>•:,,-'乞ンが
ク・ . -/_ ,;•·. ~- ~',.;,~、 ,J
- : ・-・.-ヽ：,_ー：：ク・:-

り

484-2 

四

．．
． 

ヽ

,
.
＼
ヽ
・

ヽ

•• ．．ヽ

,
t

、ヽ9
.
.
 

‘... 
.，
 

.• 

¥

,

‘

 

•• 

a

.

9

`

・

 

、ヽ・

•• 

tヽ
.

、ヽ
＼

t

，

．

＼
 

9

.

9

.』

r
/
；`冷
‘9.

ゞ
｀
〗
．
．

9；
‘
ふ
．
、
・
、

tドぃ＼ー＼ー‘¥＼,＼
487-1 487-2 

-~ 鑑m日
儡塁'―

.:, lllllilla _.,. ,. -
-. ....,;;;---ユ一、-----.• -.,.,..、

, ,'~> ::-i;'.i -. ---~..;.;,,~ ふ
--~ 
... ~ 

~-..,-· ~-
4_・--"""' ミ~~写ミJとヽ ... ~-..:·. .. .,,,,.~ ..... 

•一｀ぶ-,....._.:-.:..ミ~~-;;;-
蕊~三・,.--心

.. -
匿
匡

，
 
497 

498 

496 

盤・箱



P L46 

499-1 

• 

0( 

日

璽

ri 冒! 閉

~ 

502 

504 

503 505 

箱・高杯



P L47 

510 511ー1

紐 ・椀・
桶 ・不明剖物

合

513 



p L48 

5,6-2 5,6-' 

ニコ

『
ヽ

-—.. 
、 ー ゼ••

---:-
. __ ., ｀ 

ヽ・-. 
．． ．． -・--:-

--. . . ・ ー・曹,,-,: 

,,._.... ・_ . -. • 
....、- . ;'!"·-✓ 

-—._皐..・-・

.·--・~--- -
..、

・--. >・・.....,;.----,・・.,::-._,- . • 

--~:-;:~'i / 

. --、-・.
. . •·、一→ ・- .-

J ,_  • -―--.. 

”．．ヽ．一令.--. ," .: 
---. ·•··. !'.  

·.• ・;. ぷ．、--·•-"-'.』べ'.-.-今,.:... ..; .. ~--一:-.:. - .~ ・-
ー 、ーし・・

・ヽ`
—~ ・・ ・ クー..-.....、～一 ．ヽ~-~- - -•·"、ケ9ヽ ~.'.

4£'. --~、•::右''. ·,,_v~~--__ ,,_.. , —-.;•~----. 

, • ・'.,: .~,.--!:!::-:~.1·. ,,'--. --::..it.~-~~ こご翠{.}:工<'
さ疇...,;,. .. 

r・・ 一_.ヽ.,_.

-

. -
.. 

,. ・ ~

一r
 

--f 呵雫塁墨！！

511-1 

.. 帽1,,,+-=-エ

■ 堕
噌

・-

. , . .; 

. . :--"念..
;、・.. ・-.. ・・・・--:-一...,.:_ . ...,.・-- --・ー・~一へ

ー一..

..... 

.-;~ 去岳忘全
・. ・,:.-:,.・.., 

．，ら~.一-··-•: . ・.c-・ .--.~-,,.~~ こ-・.:• •• 

! 
・... 

, ・ 
ミ；• . -:;-$,: 蕊.-・...―..... 

~
 一，•~Ill..,-:・. ".":·-:·-·.,,.~ 竺忘箋~.,.;..,.-:.... •. • • -,:...__ -'・ 

ヽ~

517-2 
不明刻物



520-1 520-2 

527 

「四方転びの箱」 ・紐結合箱

P L49 

520-3 

525 

534 



P l50 

．． 

‘ 

GI 

539-J 539-2 

連結箱 ・曲物

540-2 



p L 51 

541-1 

541-2 

曲物

542 

543 

545 

549 

5咲）



P L52 

552 

〇零.. 

一

り
‘
h
3
，
●
↓
＂
ぷ
・
，
ぺ
¥
f
.い

,＂
t

¥

t

.

“

,

.

 

9
,
9
'
し
い
'
.. 9,．．
i
¥
＇＂' 

9
,
 

.

，
9

,

．', い＞
‘
.
,
'
・
 

,.9・ 

9

.

 

．． 

，ヽ
｀

,．，¥ 

鼻

W

.

'^

.

.

.

9

,

.
[
 

．． 

9

,9
 
•. 

，
 

'
，
．
＂
.
g
”
t
.
.
，
9
.
^
、
.
.
，
沿
J
v
1
,
.
’

9
 

.

.

.

.
 J
'

、
、
｀
笈
[

4

尋
、
邸
＼
叫
"
'
)

.、,＇
,
,
9
9
"，5

い
瓦
沿
心
'••• 
r

ー
'
:
'•.• 

.
 

'、ト
9

も
ん
買
灼
じ

□

し＇り
'
r

:、t
ぷ
ば
内
ゞ
入
方
し
”
鋭
閤
＇
内
[
a

,
9
 

．．
 

ト
．
9
ゾ

r"
．
tハ
!tt;＇‘ぃ

,

9

 

,

9

,

 

•. 
Y'・し＂し

、9

9
9
.
.
.
9
,
 

ヽ
’
4
,

．
ぷ
冴
必
5

裕

t
じS
¥

.

,

.

.

.
＇

9,9，ヽ
．

‘. 

．ヽ
r
‘
P
'

＇ 
,＇ 

•
ー
．
’
、
＇
．
:
'

•. 
`
 

”ヽ：
尺
”
ぶ
竺
，
｀

w
~化
ぷ
戎
、
桑
・
丸

t
‘
\

;̂"•, 

,

＇

，

g
¥
せ

•\.

.9 

,＇',＇・

'..t、さ
1
,

＂r‘‘

ご・パ、りゃ＂
z
心
翌
抒
x

、̀> 

ヽ

ベ
4

,

＇
,
‘
,
．
“
ャ
，
9
こ
囀
忍
．

9
y
,
b
"
，
＇
¥

、
”
ゞ
，
．
＇
｛
’
”
方
・

,

9

 

,
 ．．
 

ぶ’●‘'い＇幻？ふ匂
t
y
’
7

•
9、
ィ
＇
，
．
喜
こ
忍
吟
．
忍
‘
に
＇
し
，
．

,＇ 
.
.
 

‘,9, 
，

‘

唸

”
0
1
3
`
'，

,
'
，
'
 

ー・

9
5

り厨“”¥‘

9
 
•. 

,
 

．．
 9
 

,
f
 

•
'
‘
言

-．ふ”い．，＇，＇

ロ、松＂
i

心
碍
＼

h
'

；
｀
＂
、.
7
i
•も

'
,
9
9
,
‘

‘. 

,

9

.

，
1
 

,’
 •• 

•9,

.I ●,9... 
•• 

‘,1,9’¥ 

，`
 

・,．999'， 

..＇r
,
 

ー
'
,
'

，
ヽ
＼
・

9

,

'

 

，
 

ー
ー・,`
 一
＼
~

し

呵

556 

＂ 560 561 

曲物



P L 53 

563-1 563-2 t)I 564-2 

573 578 

曲物



p L54 

582 sso 

~ 諷唸-~~ーニ？．＼．ー·-~全7竺i::--_-•. -. ~ _,..,,. -ロ吋乏：翠ニニ
~ 

岱85叫

曲物



605 

607 

611 

617 

曲物



PL 56 

624 

,,._ . 
・全~::;;::: ... --ロ・ こ-~—-ee. . . -- • 

.=-'. ー":C- --.. -・・.・-グ・,..
・<

心．—---~ ~ ら..... . .. 
,_;-:::.--- . ギ.;'一
-=-.. ...,.e---. 

．． _ヽ,._
ク . . ..  會ジ・ < ・ダ年 ＿ 

~ た. . - . ユ

-・. . . -~-;;..,~·,. 一 ~-.. • -・・・-
占..: ・キ·:--~今今:,....,s::全ぞ乏
~ ~;-·': 竺.-.• : ー;:. ... --~-- _,.. 
喩シ ・― ー・,~-

・-•• 必,;e----~- . ヤ,.を：・全'
--:~";:=!"'.; 今・ぃ• 生；ごぷ滲：：：ク ご予つこ立~- • •. . -_c;,;ifr. 芦；~:ぞ字・,、．
.. ・-・ す・91'・:デ，、さ.,.;,c-
+―ご．零至~r~t,;戸釜ぞ乙攀ぎ
竺芸歪え

曲物

~ 妾笠嘉:> ~,--

641 

743 

754 

634 

710 

744 

759 



P L57 

769-1 

一苓
•
こ

ヽ
i
 

―-

『

f

.a
．了．
9

．
．
．
 ＂

-}[-g 

...t-．
．

．

 9
e

 

.
-
_
-
t-

9

.

、・・』

-＃
[
r
・：

．．
 

で
＇

ぷ`
二可

奇
[
-
ク
T

t

/

1

↑‘ヽ
：翌

~[．

9.f9
ごこ＿＿
l

―-P

さ
．

い
さ

int

l
 

窃
．． 

さ・
i
.

：̀
•••.• 

、

．． 

L
.
 

•••9. r
-

醤撃

..r 
11¥11 

暑
757 

769-2 

771 

773-1 773-2 

曲物



P L58 

774 776 

778-1 

779 781 

780 

778-2 

曲物脚 • その他容器関係遺物



~
 

p  
L 5 9  

7 8 3  1 一

7 8 3  1 2  



pLぷ

784-i 

一

7邸ー2

785ー2785ー1
案



P L61 

786-1 

787-1 

786-2 

791 

788-2 792 

案



p L62 

796 

soo 

797 

799 

4
 

ヽ

一

S03ー2?.0 

案 ・椅子



茄 ギ

p  
L o 3  

8 宝 ー 1

8 0 4  1 2  



PL 64 

805ー1

・~ ---,.,,-
c-"-~

 呈萎琴
↓~.:-"-= 

応 ・
ロ
奎―.・::
.-
← ・・・全~

;弄.-
-

... ― ·,n-.a:~ 匹~

-.. 芯,,; ~
=-,-

~ 

--'Si弓芦~--
-一・

--~~ 手全...::~ 

..,.~~-. 
- -,,

~- --~ 『一一

--=.. 

• -=-..;.、＝
全-'

--~
-~-

. ・_ 
-、

~
~
 ー・ぷ~-~,a;;.:、

―-三 ·-------..
. =ざ~'-
-~--"

--:,

-~ —. 
'¥-・ヽ

:~_:_ -~......__~~-.c 

ー___.ーー
ー

、
、,,..

,.;;-
;~:-

• 
● -
-
-
~

 

~ 集・
~--· 

._......,_. ←一ー
・-~----

-―~-;::
--..ー~

-- -む・-,, 

805ー2

椅子

806 



p L65 

．彎,`
,
9
 

,
.
、

1
,
i
 

9
,
 

．． 

，
 

,
9
 

9
,

 

，
 

9
.
t
,

．

I
 

,
9
,
 

'， 

ー
／

I
I
|
l
,

,
9
9

.
，

9

、

し

，
 
,
＇
.
，

•
9
.
9
,
h
j
‘

ー
L
,
I

`
J
I
'
,
.
9
 

•• 

9
1
,
'
：
ヽ
＇

．． 

9, 

．． 

、＇＼ヽ
ヽ

9
9
,
'
,

,≪ 

•91 

，
｀
ヽ

•
9

,

•9，
・
・
ク
'
、
'

，
 

，
 

'
・
“
9
,

．,＇， 

.• 
1
,

＇’ 

'，.

'
,
9
,

；‘,．‘,．＼,.I 

9,•••9,

',9 

•• 
、,

ジ
・

.
;
.
.
.
.
.
.
J
’
t
/＇
9

、

·•• 

.‘ 
＇
ヽ
'

,
f
.

 

・
3
9
,
a

 

.
 

•• 

．、・゚

．．． 

t
J
^

 

¢
 

.‘̀
・ 

••. 

•• 

．． 

.t‘ 

s
 

I
t
r
,

 

じ-t
'
1

．
ー
が
i

!
I

9
,

 

＼
 

liE 

＇ 

iL 

,'ヽ
・'

F
i

、

.t‘,9 
.• 9,
 ｀
 

olth漁
輩

応
ら
閑
閉
紺
柑
Il化，．
I

9
’
、
•I 

f.‘.、し．
9

.
J
h
/
,
 ．． ‘ーぐ・

．
E
が
｀
1‘

ー
R

~.', 

Jヽ
、

9¢•. 
I
_
 

.t‘.）
 

",'J"山・
C

J
 

好
●
‘
,
"ノ・

i
.

iX,l 

んi'ヽ-1
•9 

一

疇戸 霞

霜
Sll 807 

―ヽ
'
 

，叫‘'，．
J

り附＇由い＂＊．

•••.. 

:
を
＂
，
ん
L
K
ー

I
t
1
.
,
I
‘

｀
 

,t8．
尺
叫
．
‘
：
島
屁
[
J

ロ
気
認
3`

く
・
〗
藉"
1
し
お
か

\
J

べ
八

'
,
1
‘
;
'
~

｀

a
'
令

，
 R
 

U
が
ta¥1̀
＇
屯
；
い
r

士＇？＇

ギ

V
`
A
9
、j
A守・

4
夕

9.,
．
貪

i
•• 

＂‘ 

ぃ
＼

＇
り

'
[
.
"
r
.

；
｀
＇
~
．
｀

1
,9. 
‘‘.̀凰.＂'

眉覧■

r
2
 
＂ 

Sl2 808 

椅子



P l66 

813 

~ -'. 疇- ~ 
？翌硬

ュー

lllllllllllllli 
815 

818 

その他家具

814 



p L67 

.ヽ`
＇

:,"↓`
 

欝
影
t
も
〗
忍
贔
置

824 

825 

'
、
9

．． 

しー
'
i
”
J

浮．鸞なボ'-．ヽ
‘

r
l

9? 

~
 

99
9,，"J'
,
9
d
 

:f'
ト↓
．． 

827 

831 

826 

829 

飾り弓 ・素弓
-- . 鉄鉾の木柄部

830 

828 

835 



P L68 

A
 

，・タ“̀

＇ 

肇れ

ご”fv.. 

滋

y
^
｀
g
,1 

し

一
、，
'．、，
 
｀
 

lJ“
、し
・
ー
ぶ
』む‘
F
 

,．ふ
b

f
Y、'`
 

<ii
 

,. 

・‘
 
9
.
 :

K
i
 

、へk
9

、

＼
 

•C1» 

!l.lt 8jt 

838-1 

838-2 

ヽ ［ 

r' 49 
11.11"ー A 837-1 837-2 

刀抜具 （把装具 ・鞘口装具 ・鞘口装具）



p L69 

邸1ー1
刀ti鞘



PL 70 

842 

i
、

、
卜

i

,

1

d

'

'

，
Ir,＇

，
 

鴫々
i

’
 

ー

“._• 

ー
冒

ー

,J,l̀
,4 
9
/
 
J
屯

●

―

-r. 

iL
 

0、1

845-1 

刀剣鞘 ．盾



p L71 

847-1 

ヽ

852 853 

盾 ・壷鐙



PL 72 

868-1 

刀形

854 

858 

4

1

 
.. ）

‘
i
i
 
，＇、．

,
d
`
,綸
,
9
.
,

、

、

心

t

、1
.＇
い
し
日
ー
｀
＼
り
'
•

"
l
.
l
ぃ
‘
;
i
'
~
~
I
.
,
＇

い
・
う
1
,
＇・

855 

859 866-1 

856 857 

870 

866-2 

872 



s75 87~ 

-

879 S7S 

n形

p L 73 

S76 

sso 

877 

SS6 

ss7 

8邸



p L74 

asc 

[
J,r、

I

t,
 

一

t.-・‘

9・

Jし
¥

9
F_

＇’

1

,
|'
9

,
9
1
,

h
,
1
,
'
，＇
・
 

1
-

＿

_
I
I
'

 
，
 

898 897 

・̀ 

●
,
 

．ヽ

｀
 

い
鼠
劃――

＂麟＿
90' 899 896 

i
 909 910 
ao 

加ク ・釘1形



pし75

9,1 

9,8 914 9,3 9,, 

927 97.6 92~ 920 

這形



p L76 

930 

●
-

．． 

9
 

.

.
 

,
9
,
 

,
 

9

9

 

、.,'

、
'
ぺ

r.I閃
｀
上
．
，
：

,

9

f

・

し

9

,

‘

.. ¥
 

i
:い
‘
心
＞
＼
＼
＇
tl1‘.

9

8

 

•• 
`
 

'
 

し

，
 

.,‘Tぃ，
9

、
.

J

,

＇ 

'
も

．．．
 
じ‘贔

9

、―‘‘し

¥
t・＇，，＇ 

.
i
,
 

ヽ

4
、
応
ド
、
て
、
、
X

¥

1

¥
令’
国
、

噂
933 

938 941 

934 

r
i
 931 939 942 

｀
 

‘•31' ＼
 

＼
 

，

鼻

．ヽ

,¥
ふ`

932 

一木鎌 ・ 小刀形 ・ 刀子形 • その他武器形

935 

936 940 943 



P L77 

952 

守
rr-

~
 

令

953 

944 955ー1

955ー2

958 

その他
武器形
・鳥形
.l!f,lf:4
7 

951 

tl:t.. 

"'"o 



p L78 

リ
這
一

,
7
 

“
 
信

966-1 

,“ 
じ

’
 
且

a- 960-2 

966-2 

966ーA

Cl¥J 

鼠

C¥66ー3

965 96¥ 
繹 ・様畔・賜物形



伍

芯姿.,,

元~'-:··
鵬-~咬 9 -迄蘊編i

「琴：、`
';~:_ :-~+'-:、.'、

-.. や、• 一--~-- ヽ、→ .ヽ .,;、 i

Ir.\ —~-,::.~~- .·-~-~ ・丸ぶ ＿ 

~~ う． らゞ、S、心,.: . • 
‘`べ、~ ~ 

．ヽ，.,..,:;,、-.・

'.',.-, . < ...... 
~ 

·..'• . ., ,;.·~--
召・ 曹9

? ゑ,~.. み:f~l:. 鳥':;;.:~
ベ?·,• ,:-:, ヽ＇ ・クが＇ヤ .. ,<•'t· ,'ヤ3
；・；

~ 

. . i、..、.,,,.， .. ,,,. 
・~ - ;.{;'こ．，＇`

,,. • ・・.., 詑!1玉．ゞ-;:、・.
べ和~~/,さく．娑，•’
｀が，.... -<". ヽ

｀`  
.. ・-. 

属

970 

鬱

972 

t 
Z雰~

ヽ
笠形・鳥形？ ．軸棒形木製

品

PL 79 

967-2 



P L80 

975 

ヽ
肩■躙
＇ j r~、ィ｀
＇ 

974 ＇ さしば形・斎串



濯
讀
いはじ＂

t
 

．．し
r

ぃ

l,9'5．ゎふ

•
‘
•
ヽ
．
ヽ
・

｀
 

巾
．
り
i
i
.

[
4
‘

『
●
,
.
,
＇

1
,
9
~

99 

、

,

i

,

'

f

.

.

,

＇

よ

り

が

街

り

4’

．．
 ヽ
、

•
9

9
、

;.9j̀ 7;'’'’•Kf", 

．

．

．

．
 

ふ
矯

'..

.• 

t' 
、i'
9

.

，
 

A
・
・
'
,

'̀,7 

．．
 
ッ
．．
 

9
9
,
＂
，
.
‘
.
A
'
，

1

幻
，
｀
鳶
'
,
'
‘
.
.
’

．．，．ヽ',’・

9
.
9
・
：
~

．．
 

．ヽ・
.y,＾
｝
 

..`
/

i

r

い
9‘.9..

、1
5啓
'

P

'

，

ーヤ．

J
.
U．
な
"
t
t
.
‘
ゃ
”
”
り
．
，
9

•
4
.
I
1
;
,

＂
へ
●

’
.
,
9
ん
・
，
；
り
｀
＂

．．． 

t,

．
9
 

•. 

9
.
9
9
・
'
,
．
、
・
"
ー
ー
4
り・ク・ー'’‘

1...,＂
ー

，．
 

•9,

' 

●',・ 

• 

.•• 

,．J
、

,
9
r
.
 

．． 

•
9
9
、
,
'
＼
,
•
\
．
,

．

りS

』
.
.
,
．

．

．
、
.

9,.
、「・・'

．．
 

令
'9.“t'，こー
．

．
 

；

・

,'*'．[ 

,
．
,
．
山
＇
．
，
し
、
，
卜
．

,

9
9

,

9
,
9

~
,
．r
,

＇
．

9
i
-

、
,
·

977-1 

P LBJ 

980-1 

琴

977-3 

｀
 ＇ 977-2 

978 



p L82 

979 

983-1 983-2 
琴



P L83 

986-3 

986-1 

986-2 

r
 
--呵-II 

ー

[
l

9
]

1

,

'

．
ゞ
p

.
-
,
t
 

-.1.
J

i

,

＂ 
9
9
 .

.

 

9.‘ 

"
‘
 

ri
 

,. 

，＇ 

”' 

• 

r
 

.
9
 

•99

. 

9

.

 

,

9

,

9

,

 

••• 

＂
,
.
 ＼
 

9

9

 

，． 

-l

¥

 

＇） 

．

．

 

，
 

-t
 
，
 

• 

‘
 

,9‘ 

.• 

し`ー・ヽ,‘ ,
‘ 

••·• 

t
 了

ー
．
i
，
み
'
~
9

ム
、

987-2 

琴柱 ・厖（ささら）状木製品 ・櫛



P L84 

988-1 988...:... 2 

汎

989-1 

: .. 
.、 .,. 

'If 
，'"!; 

' 

, .. 
・. ;,,.,、峻;

•. _.. . -・,c・. ← ~- ..  

・ ヽ．．
: ,;• ・.・ ．． 

璽藝
990-1 

991-1 

‘ 
ーク~

990-2 

ac 

下駄



P L85 

992-1 
”●1 iiill!'i ,. 

992-2 

,f!" .、 ， 
●● .-

. . 、 r 、!.... ~)'. !'ら・!'.,,.
..'• _:,>::. .・ 

＇ J朽．, .• ヽ． 9→ .. 
.・ 、ヽ9、
- ; 

會•·. 

994 993 

995-2 995-1 

鯰
m 

997-1 997-2 

下駄



P L86 

998-1 998-2 

999-1 1001-1 

... 
逗

』皿
1000-1 

1002-1 1002-2 

下駄



P L87 

~ 

＼ ,,~ 
‘ 雫 秦ヽ'1

•へ7、

1004 1005 

1008-1 1006-1 

lOlO ¥009-l 

Z-1' 

下駄

¥0¥2 ¥0¥¥ 



p L88 

1013-1 

1018 

＂ 

．．．． 
ぃ

9

、
／． 

，
 

t
 

/
 

止
9
9ど
{
~
、
9

4
/
〗
’
●
『

•
9
ら〈‘.≫.

；
乏
/
シ
し
・
ヽ

,

.

9

 

／
 

.
9
.
 

ら
9
9
'
-

...f

’々

,”8, 

ク

ぷ
乞
ぞ
そ

そ
5.r

ァ
”
.

倉
,[．̀
¢.i 
?
/
9
}
．、.

-ら
9

、
‘ゞ

1020-l 

~ 
動

1022 

下駄



p LS9 

,024 ,023ー1

,021-1 
,025-' 

Iii 
唇
喰

叱
．． 

,026-2 
,026-1 

,．ヽ
―
・
ク
．,
 

ヽ

r

｀
氏
な

．

翠
―~]

．..'
． 
.“fし‘

`1•{ 

-i

委
2.9)．ぶ

i
•• 

39 •• 
,r 

．i
法
唸
り
1

l
 

fr

．り、f5 ra 
~~ 

,029-1 
,02s-' 
下駄



P L90 

QC QC 

富
1001-2 

濁

｀
 

1002-3 

品

00h 

1009-2 

1008-2 1013-2 

下駄



P L91 

1015-2 1020-2 1023-2 

1025-3 1026-3 

1025-2 

11111 

n
 

墨
昌

9
,
 `

 r
 

1028-2 
"."!" 

1029-2 

下駄



PL 92 

0" 

cu 

贔
3

1040 

天秤棒 ・背負子？．錢



P L 93 

1041 

(l~ OLl.11 04tl 

椛 ・土叩具 ・叩き板



P L94 

¥047 

[''-ヽ 1058 1059 1065 

食事具 ・火鑽臼



p L95 

9,iAtぃ
．
‘
,.t 

濯
＞
ー
｀

.
,
＂
"
〗
？
ぃ
・
し
＇
・
ぶ
や
，
＇

•
1

督
濯
｀
ー
ぃ
ー

¥
3
 

冒

いいい＇沿ふ恵
'
I

・心

9
心阻＇↓．

,
•
A
'しり
し
＼
＇

,
9

、t`＇ 
し

｀`
ヽ

<
:N

,o69 ¥068 

9
―
 

,012 ,011 

~ — 1061 

網枠 ・浮千？



PL 96 

- ~ 
；；ア
-: ,_,, ...... —-~ 
—

—-

==-・-==:--=-

丑全
—―-

.、
..... 一―--、_
.,_.-

’‘ 

B 

~
 

＇ 
¢
 
r? 

1073ー1

~
 

・.タ・・--
"'.-.c-
‘
●
 

一ー、 呵――で
~ 

~ 國冒

1073ー2

<5:,, 

一

1073ー3

、------
---

a -
, 

-~-

・:-↓ , -•-
-~,_, ——-

---

一

―--
- #.  一

・・・

_.,, -
一-'-'-

ら・
~

,
 
-- -
- , ~ ―
--
・-,
 一--・--:-二---

-: た-~-"
-, 

. ー-,.--• -
-'-

- --ヽ・

---、:-
-"'-~ マ・―_-------~-----=--

--~ 疇

・李._
--

--=-="—-.:.; こ-'.;
.;一~-=-

一

， 9 9
 
ー・•

‘ 

,;:;・ 一---
-一ー
ヨc;~玉嘩屯

~';送室豆.;..~--
~: -一

~--ー
-_-二

：一言二
ニ二..

一-, 
C一---ぷ=―・・c

，，．
交

、~ー__"'-=.:.: ―'.
_――=----ーミ・・一

~ 

—---~-. 

＾^ 

ー ・疇 ,-
----,
 ---;,,;~ 三:•一二宝-

、-—_、----"~ 

~ 野

塁

. --・-、て

•一·--
-----~

. ~..:__ --一..一
'

-

・

_

,
一

- -

---ャ.
.. 

.. 一 ー ・
---,c•·· 

,. 
¥... 

-·-·•--· ・-
. 

-
-
・
.
 ..,
.. ...
 ふ..そ-~'-

-::-~ 一---.---••• 
ーっ屯で
,__ ーー
、-~~---

-.... ベ

王—:;:_ --
、-、~~f予

——::."-..::_--C:.-~~---

:, を三~~ 飯ご
・

, 

,_ '
 

. . 
. . こー．
● .;
....:
'.":'
: 一て

--~ ― - ,
-"_
 ・: 委 ，

-·-~--c" -. ―
.--c._._ 
. - .• -,;.c_ __—.. 

• •r,<r'.'" ,--. -~ ニ・忌白

、ク. -

. ● 一
← ・-・ .ヽ.,. 

・>―- ---
- -·• ―-~_,~ 一

;;/ilir' を~夜
磁佐乏~.i--

船材

”町

1074 



船材

P L97 

-~ ----

--
- . -

. . -·-~-

ー・ー
・—-·

~,_...._:... ~---~ 

を',•.,..
;._.~=:-- .. ・. .:;

;-―→老亡ぇ•三
二三―． ・

一・

-・・・.
 - . ..

c::.. 
--·,~----::-. .,..,,...-

-~ 

,.--:.・ ー、
..-

---~---=·:>< ----・---c--・:;
;;.. 一 --~ ., ・デー ＂

.. 
竺 --"! 宇'~一---

=-~
•一―,--~.

,,_:.こ~
~云:....-,・’

一
塁

..... ご―~~-=一~転丑鵞

＇ 疇
1077-3 

~ 一—.;;..-
w-:;、ミ＿．．

·-:c~~
-か--­

・→ざ~.'ヘc~
--因=.. ...:; 

・ベ重玉・
一

•• ー・

ニ ....
 

，. -、,.,..
~

-... -
-

っ
—
.
.
.

—.-,,. -- --~- --・
----・ 一・、そ主：

-----
ヽ••四,,.

.__ ー・
-..;. .. 
心・← -・・ —-~ 

1077-1 

1076 



P l98 

ニヨ藝

~ `~ 

1079-J 

1079-2 

1080 

~-"'rl<I 

←呵鳳一

船材

1081 



PL 99 

1082 

一員躙I
駈一

｀ 
置：

・--=―--_ 町一
一 ー ・

• 一
-- ~ ~---- -•'.•~-

. ・--;.,.,: 

,;c-9炉—• ----~ , 9ヽ ・・・ ー・・,,t・・.. -.. 

・, _ _  . ~ 鰤 ~./''".O.i ぞ~~~吻~-~c!---~- 一→一＄芍
. ,,;;;:.: マ;.;JF: 苺芍~- '"'.• -~-~~-=,...._ - ．疇•

,． 
．、~- ".'--・-・..,... -----~ ~ 
...... 

~ 
,. 
、テ-;t~,,-- . :::::~: 藍-~--~,• .J 
ら·-ニコ藝;~~-. ー'~'!"~包

四

1083 

~、~

． 

"C"-

....,., 
- - ~- _::._.,. ,,_, 

芦F,,p~戸ご‘
ペー ーぷn.• • 

-; 言

．、ご吾芝＇＇三;¥;、タ --~:-=ご：C・. =-:•: テ-::-=-、
--・ 

芦―...:>,,_;_{、'·•. ~?~"?:Ji? 
て： :---~· 芦辛二．苓，？．ヽ ．＂一_,

. "'"" 

船材

1086 



P L 100 

4塁
1087-'. 

』`
璽：

＇畜
08 

＂

 
ー 088 

oa, 

＇ 
』

1087-3 

竪穴住居用柱 ・掘立柱建物用柱

(ll'l 

戸｝
I I 

＇ ,-... / ＇ 、,._ 
'/'i,)':' , 
ヽ

' ;-;,; ,' ．． 
~ '~ ＇ I 

~.'、
i・， 

I I 

l 'i 
1, ！ ~: 』• t 、
':' 

¥ 
,) 印 炉 1098 



1101 

1103 

1104 

9
,
 
m
 

1105 

1106-1 

PL 101 

1106-2 

E
 

掘立柱建物用柱



PL 102 

1111 

掘立柱達物用柱



P L 103 

＿ 1117 
掘立柱建物用柱 • その他柱材

＇ 

1118 

1119 

1123 

号

5( 

、一



p L 104 

疇

1161 

鼠返し 翌穴住居用横架材

1157 

•—ア心ごで ” ,. ~ -:--~ 互—-~~·下こ ．`― ．． 
~-· • -~- "--・----C. ~~,.e~.._ "'-.-_. • -_. --• " . ~-

-. 一._ . ヽ,.— .. ~ マヽ ・← ~-ュ-----、-. ,'I!(,-.:::, ........ ・--... -~ ・.-

ー,••一—.....、-- • .... - -~.;;2-・~·- , 
今;P/、.,.. ~-ヽ-~: -~ ・~--~—, -

-----—• . - .. . .. . -. 

, . --: . -—.. • ---.._.._・--・:: ---~--'-、~.-・.:_·-...,.::-- ~、：.... :~--—-' ... ． .、--

―";,.-・::--

.'- ... ．． 
:::..._ 

-

一

,-:.;;;--:'.; ・,.. • --~ 
-0-:: —. 

........ 

";'.>, 

-. ~-―;  . _;c、~ ----・ -~ ----ーc=--~~--'-

I"■ 呵

．掘立柱違物用水平構造材



1 1 6 6
 

猫 図 臼 烹 扁 沿 吾 尽

1 1 6 5
 

1 1 6 2
 

―1 6 3  

P l
 1 0 5  



PL 106 

掘立柱廷物用水平
構造材



PL 107 

1174 

1175-2 

1176-1 

1176-2 

掘立柱建物用水平構造材



PL 108 

1179-1 

雷

1178-1 1178-2 

1179-2 

，
 

1179-3 

1180-3 

掘立柱建物用水平構造材



PL 109 

1181 1182 ~---心生茫零索菩乏=二:•··•c.-,識~~;~三二こ，~:"予．万--~; 品琴：・'._'. :・, 
• 

-·-・~-·....:.:.. 
c •• 

り‘

1183 1185 

1186-1-1186-2 

鵬

0(1 

.. 
po 

掘立柱建物用水平構造材



Pl llO 

1203-1 

1205 

掘立柱廷物
用水平構造材 位放し材

1194 l 19
5 

1196 

1203-2 

1204 

~ 

~ap 



涸 渚 て ↓ 1

P L  1 1 1  

1 2 0 9 - 2  

1 2 1 3 — 1 

1 2 1 3 ー 2

1 2 0 6  

1 2 0 8  



Pl 112 

1214-2 

｀ 

1214-3 

1217-J 

1217-2 



p L'13 

,2,9-' 

,220 

扉板



p L 114
 

1221 

扉板

1224 1226 



1227 

扉板

1228 

PL 115 



p L 116 

,229 

,230-2 

¥236 ,234 
扉板・窓iが



PL 117 

＇ 
床材



P L 118 

1245 1247 

．
 

1249-2 

1249-3 

1249-4 

板壁板



P L 119 

1255 

板壁板



P L 120 

1264 

板壁板



PL 121 

1270-1 

1271 1273 

板壁板



1 3 0 2  

痢 ほ 荼

P L  1 2 2  
“ K  

1 2 7 8  

1 2 9 6  

1 2 8 2  



p L 123 

1322 '320 l3l7 

,327 ,326 

壁心・垂木



PL 12~ 

1331 

Llfi-] , '1tJ 

り

ー

＂ 噌

ヽ

，
 

1335 

1341 

r ! 

£1 

,” 
tJ.＂ 
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